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安全 に お 使い いた だ く た め に 二 2 
寄 使 < く は じ め に > 


図 記 号 に つい て | この 取扱 説明 書 に は 、 安 全 に お 使い いた だ く た め に いろ いろ な 表示 を し て いま す 。 


その 表示 を 無視 し て 誤っ た 取り 扱い を する こと に よっ て 生じ る 内 容 を 、 次 の よう お 買い あげ いた だ き 、 ま こと に あり が と う ご ざ いま し た 。 
に 区 分 し て いま す 。 この 取扱 説明 書 を よく お み の うえ 、 正 し く お 使 いく だ さい 。 
内 容 を よく 理解 し て か ら 本 文 を お 読み に な り 、 記 載 事項 を お 守り くだ さい 。 ご 使用 の 前 に 、「 安 全 に お 使い いた だ く た め に 」 を 必ず お 読み くだ さい 。 


ー HH 昌 書 * も る 員 る こと が で 更 所 に 必ず 保 な 
警告 人 が 死亡 また は 重傷 を 負う お それ が ある 内 容 を 示し て いま す 。 この 取扱 説明 書 は 、 い つ で も 見 る こと が で きる 場所 に 必ず 保存 し て くだ さい 。 
= 


4 
/N、 注意 人 が けが を し た り 財 産 に 損害 を 受け る お それ が ある 内 容 を 示し て いま す 。 


本 書 で 使用 する 用 語 は 、 情 報 処理 技術 者 用 の 一 般 書 籍 に で きる だ け 準 じ て い ます 。 


号 は 、 気 を つけ る 必要 が ある こと を 表し て いま す 。 


図 記号 の 意味 /N 


( ぐ ) 記号 は 、 し て は いけ な いこ と を 表し て いま す 。 〈 ご 使用 前 の お こと わり 〉 
記号 は 、 し な けれ ば な ら な いこ いま す 。 = 人 ie 
RE 肝 は し 人 けれ 倒 和 から な いと 直 末 し で いま す e お 客 様 また は 第 三 者 が この 製品 お よび 付属 品 の 使用 を 誤っ た こと に より 生じ た 数 障 、 不 具合 、 ま た 
= - は それ に 基づく 損害 に つい て は 、 法 令 上 の 賠償 責任 が 認め られ る 場合 を 除き 、 当 社 は 一 切 その 下 任 
JNN 
NN 警 告 を 負い ませ ん の で 、 あ ら か じ め ご 了承 くだ さい 。 
| - ー ] e この 製品 は 付属 品 を 含め 、 改 良 の た め 予 告 な く 変 更 す る こと が あり ます 。 
e この 製品 お よび AC ア ダ プ ター の 上 や そば に 水 や コー ヒー な ど 液 体 の 入っ た 容器 を 置か 


な いで くだ さい 。 倒れ て 内 部 に 水 な ど が 入る と 、 火 災 や 感電 の 原因 と な り ま す 。 
| @ お 客 様 に よる 改造 や 修理 は し な いで くだ さい 。 火災 や 感電 、 け が の 原因 と な り ま す 。 


〈《 お こと わり 〉 


本 書 に 記載 の 別売 周辺 機器 (CE-126P (プリ ンタ )、CE-T800 (パソ ュ コン 通信 ケー ブル )、REA-129C 
(ポケ コン 接続 ケー ブル )) は 2007 年 12 月 現在 、 販 売 を 完了 し て お り ま す 。 

あら か じ め ご 了承 くだ さい 。 

すでに 上 記 周 辺 機器 を お 持ち の 場合 は 、 こ の 製品 に 接続 し て お 使い いた だ け ま す 。 


〈 記 憶 内 容保 存 の お 願い 〉 


故障 ・ 修 理 の と き 0 た と き は 、 記 憶 内 容 が 消失 し ます 。 ま た 、 こ の 製品 の 使い か た を 誤っ 
た と きゃ や 静電気 ・ 電 気 的 ノイ ズ の 影響 を 受け た と き は 、 記 境内 容 が 変化 ・ 消 失 す る 恐れ が あり ます 。 
重要 な 内 容 は 必ず 紙 な ど に 控え て お いて くだ さい 。 


* この 製品 に は 、EA 一 23E 以 外 の AC ア ダ プ ター は 使用 し な いで くだ さい 。 他 の AC ア 
ダ プ ター を ご 使 用 に な る と 、 故 障 や 火災 の 原因 と な り ま す 。 

% AC ア ダ プ ター の 電源 は AC100V (50 プ 60Hz) の コン セン ト を 使用 し て くだ さい 。 
それ 以外 の 電源 で 使用 され ます と 、 火 災 の 原因 と な り ま す 。 

$ 人 AC ア ダ プ ター を コン セン ト に 直接 接続 し て くだ さい 。 タ コ 足 配線 は 加熱 し 、 火 災 の 原 
因 と な り ま す 。 

* ぬれ た 手 で AC ア ダ プ ター を 抜き 差し し な いで くだ さい 。 感 電 の 原因 と な り ま す 。 


e 電源 コー ド を 傷つけ た り 、 破 損し た り 、 加 工 し た り し な いで くだ さい 。 ま た 重い も の を 
載せ た り 、 引 っ 張っ た り 、 無 理 に 曲げ た りす る と 電源 コー ド を 傷め 、 火 災 や 感電 の 原因 
と な り ま す 。 

@ 万 一 、 発 熱し て いた り 、 煙 が 出 て いる 、 変 な 臭い が する な どの 異常 状態 の まま で 使用 し 
ます と 、 火 災 、 感 電 の 原因 と な り ま す 。 す ぐに この 製品 の 電源 スイ ッ チ を 切り 、AC ア 
ダ プ ター を コン セン ト か ら 抜 き 、 お 買い あげ の 販売 店 に ご 連絡 くだ さい 。 

@ 雷 が な り は じ め た ら 、 落 雷 に よる 感電 ・ 火 災 の 防止 の た め 、 こ の 製品 の 電源 を 切り 、A 
C ア ダ プ ター を コン セン ト か ら 抜 いて くだ さい 。 


⑯⑲ ⑯ の の @ る る る の の 
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校 、 新 潟 県 立 高 田 工業 高等 学校 、 新 潟 県 立 小千谷 西 高等 学校 ) な ら び に 岐阜 県 立 岐 息 
工業 高等 学校 の 先生 方 、 お よび 関係 者 の 方 々 に 多大 な ご 協力 を いた だ きま し た 。 
この 場 を お 借り し 、 心から 感謝 申し あげ ます 。 (平成 18 年 ? 月 現在 ) 


oo で ceo ok Moe ce oc cw eo woe- ce で ce ce kc ce ekoeko oe Me Cy 


@ 使用 し な いと き は AC ア ダ プ ター を コン セン ト お よび AC ア ダ プ ター 接続 端子 か ら 外し 
て お いて くだ さい 。 

% この 製品 お よび AC ア ダ プ ター は 、 ほ こり や 湿気 の 多い 場所 で 使用 し な いで くだ さい 。 
ほこ りや 汚れ ・ 水 滴 が つき ます と 、 火 災 や 感電 ・ 漏 電 の 原因 と な る こと が あり ます 。 

e 電池 は 誤っ た 使い か た を する と 、 破 れつ や 発火 の 原因 と な る こと が あり ます 。 ま た 、 液 
も れ し て 機器 を 腐食 させ た り 、 手 や 衣服 な ど を 汚す 原因 と な る こと も あり ます 。 以 下 の 
こと を お 守り くだ さい 。 

・ プ ラス やゆ と マイ ナス 〇 の 向き を 表示 どおり 正しく 入れ る 。 
・ 種 類 の 違う も の や 新しい も の と 古い も の を 混ぜ て 使用 し な い 。 
・ 使 えな く な っ た 電池 を 機器 の 中 に 放置 し な い 。 
・ 端子 を ショ ー ト させ な い 。 
・ 水 や 火 の 中 に 入れ た り 、 分 解 し な い 。 
・ も れ た 液 が 体 に つい た と き は 、 水 で よく 洗い 流す 。 
・ 充 電池 (ニカ ド 電 池 ) は 使用 し な い 。 

9 人 AC ア ダ プ ター を 抜く と き は 、 電 源 コ ー ド を 引っ 張ら な いで くだ さい 。 コ ー ド が 傷つき 、 ⑤ 

火災 、 感 電 の 原因 と な る こと が あり ます 。 
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が 、 奄 2N 呈 提 ょ ディ ャ イジ カタ ョ ー 叶 関 夫 ymeremeenerrveanferemreeoryersermyotrmegsyassswncrarermdid 294 
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地 
7 
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8.1 コン パイ ル エ ラー スズ タッ セー ツジ に 241 
8.2 実行 時 エラー ス メッ セー ジー 243 
第 7 章 COA 244 
1. CASL( ア セン プラ 言語 ) oe 244 
2 . CASL モ ー ド の 構成 PPPPPPPPPPPITYTYYTYPKTYKYYHPKYLCLKPMULKYYEKACLPEPLCPCPCSLPCLKCHCPCPULCCKLEIPDLEPLCPPIOLPLKILSAY 244 
2 1 デ ロ グラ ム 作 成 手順 6 人 S 和 ST き 78 人 人 寺 8.309fe0 和 974 245 
3. ソー スプ ログ ラム の 作成 、 集 (エディ ッ ト ) oo 247 
3.1 ソー スプ ログ ラム 6 の 和 力 形式 ooo 247 
39.2 ソー スプ ログ ラム ト の 尊 表 oiem 248 
3.3 ソー スプ ブロ グラ 6 の 和 カ 248 
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5.1 ノー マル 実行 … 
5.2 トレ ー ス 実行 
5.3 ジミ ュ レ ーション で の エラ ーー 253 


6.1 

6.2 レジ スタ に 値 を 設定 する 方 eo 955 
6.8 オブ ジェ クト コー ド の 表示 256 
6.4 
6.5 


任意 の アド レス 内 容 の 表示 
オブ ジェ クト コー ド の 書き 換え 


CASL 実 行 例 

7.1 オブ ジェ クト コー ド の 内 容 確認 oe 258 
本 70/ た = に リア に 5 と a OOOEPOOPOOTPPREPRPHEREPPEPPEECPEEPPEPPPPPPPPPEEEEEEEKECCEEKHEEEEEEEKKLKIKKKIKIKKISSNL 259 
\。4 ブレ ー ク ポイ ント の 解除 COCPPPPPPETPPPPPY で で す と すす で すす ミサ ドド すす すす すす さす ミミ すす すす すす ミエ ミミ スミ ミ ミス ミミ たま すす すす ー261 
7 4 トレ ー ス 実行 …… ド ドド 261 
7. 空欄 穴埋め 問題 の 実行 例 ドド ドド ドド 263 
COMETT の 仕様 RFPPFFFFPPHRTEEEF'FPPE す PF で まで ます FF す すす すす で PF すす です ミミ ミッ ドミ サミ メ ミ ミミ ミミ ミミ ミス エ ミミ ナミ ミミ ミミ ミエ 265 
8.1 仮想 計算 機 COMET と 本 機 CASL と の 相 異 点 “265 
8 . 2 COMET の 仕様 概略 FFP FFP と PP す すす で PF とまと すす すす P す で す すす ドド ミミ ミミ ミミ ドミ ミミ ナミ すす で すす ドサ ミミ で すす ミミ デビ すす で 266 
8 9 人 266 
8. 4 命令 の 種類 と 機能 ぐ で EE 267 
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アセ ン ブ ラ の 文法 ONCEIPCX は た PP た 


GO 69 65 や 5 


機械 語 モ ニタ と アセ ン ブ ラ 機能 


機 撤 軸 も らら 柏 導 


1 
2 
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.。 機械 語 モ ニタ モー ド で の エラ ー 表 示 


. 機械 語 モ ニタ を 使う うえ で の きま EEECCCCPTPCEPCPCCPPPPPPPHEPPPCPPPPTPPPTPPPPEPPRTPPREEERR 和 RI 
.。 機械 語 モ ニタ の 各 命 令 の 説明 TS 


*USER 
層 四 。 補 WM ド メモ の の の ememewrewmoevttteewnrserrtietSDHB 光 832NRESS3eaks 
*D 2 2 ブッ CPRM の eSARAORNHRRGRS2028SU2PEIdRRIRSSREOR 人 ATGKSSGRGSTSRER2 
*E イグ スズ チョ ジ ツ 2 手間 WOMENMAOY2P238URRYRYRNAH5GMRRSKintdes 
*P プリ ント スイ ッ チ … 
*G 
*R 
*W ライ ST ORaimpisteeieed な ETaITSDDHNENSSDR 280 
*BP ヴ ダッ セー クツ ポイ トト RRNeSOiaeeSieae 


アセ ン ブ ラ 機能 HCLUDUDOOUUOOUCOCLLHKIHCYIYTYEPDPPHEKTKKTPPPPHEKCHKYPCCEPPPPPUPTKCYEYPCCPEYTPLYYPPFPPFPPPTYPF で FFPPFTTTPFFFF 284 


1 。 


. アセ ンプ ブラ の 疑似 命令 の 説明 


. アセ ン ブ ラ で の ェ エラー YEU OCTYPYOPK LE バジ た PP 3| 


一 区 デ ロ グ ラム と 機械 語 ダラ め ・ ル ルル バツ の NanopnstnniinddriSdeloSReSBSISS2SG お 284 


2 アセ ン ブ ラ の 機能 FOOCDCHYYEHHTPCHPPPOPPYPPPKLKYYYTYYYYPPPTKYYEFPPYPFPPPPT 
8 . 
4 


アセ ン ブ ル し て み ま し ょ の HULLKKOOOKLKUDULCCLCCOCCCPCCITKYYPPYPPPCPLCPDLTKYPPPPPPPYYISYYYPPPFPPPFPPPFPPPYPPPYYTTPPT 
ソー スプ ログ ラム の 作成 ・ 編 集 
4.1 ソー スプ ログ ラム の 構成 
9 ツタ ビ 大 グ ログラム の 消 表 ae 
人 用 ツー スプ ログ ラム の 入 の の 人 00 


5、4 ニュ ーー 画 面 eeNSRTSGSRERROORRSSYH62RRmonePRNmaeoSTeOeeeueEaa 
8.9 アセ ンプ ル の 実生 で ………… の の 
5 上 和 タダ ア ッ bUW 炎 トド 寺 内 時 入 記 導 る うる 297 
5 4 ア 天 ツブ プル リズ ス 下 窪 即 字 き 香る 298 

・ デ セン シ プ ルリ スト を ミニ [ググ O の か ら 送 出す る 方 待 で 299 
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1 . P [ C すい で すす すす いす すす と PPPTPTTE で と と PCE CPP YY ミミ EKY き さと も さ さす と スミ て パテ ャ すす さす すま すす YE て エミ と すさ せま ミド と で すす と すさ せ す ト P FPP どき さと に 1 306 
2. PIC プ ログ ラム 作成 手順 ooo 306 
2. 1 プロ グラ ょ 作成 手順 Io 307 
2.92 機械 語 エ リア (ユー ザー エリ ア ) の 確保 eo 308 
393. ソー スプ ログ ラム 6 作成 ・ 集 ……… ド rm 308 
3.1 ソー スプ ログ ラム の 構成 8 
3.2 ソー スプ ログ ラム の 消去 0 
9.9 ツー スプ 可 グ ラム @ の 入力 ・ 310 
4 玖 パブ NSRdVDPRESMAHSM2666RRNSSMNRNROI2RGSK2204K2SS50RSIRGSGSENZREBSKSKASSESGRS 311 
4. 1 アセ ンプ ラ の 務 似 命令 hh 311 
4.2 #INCLUDE 
4.8 中 当 呈 メッ 補 呈 丈 
第 10 章 BASl C の 各 命 令 の 説明 ROWRIP09 お WRC 315 
AND (論理 積 、 条 件 式 の 結合 ) … ド ドド ドド ドド 316 
山 分 (文字 な ど を キャ ラク タコ ヨー ド に 変換 ) oo 316 
AUTO ( 行 番 号 の 自動 発生 ) oo 917 
BLOAD ( 別 の ポケ コン か ら BAS 1 C プ ログ ラム を 読み 込む ) … の ento 817 
BLOAD M  ( 別 の ポケ コン か ら 機 械 語 ブ ログ ラム を 読み 込む ) ……mermtmn 318 
BLOAD ? (BASIC プ ログ ラム を 昌 合 ) ooo 318 
BSAVE (BAS IT C プ ログ ラム を 別 の ポケ コン に 記録 ) oon 319 
BSAVE M (機械 語 プ ログ ラム を 別 の ポケ コン に 記録 ) oo 919 
CALL (機械 語 プ ログ ラム を 実行 ) 
CHR$S (キャ ラク タコ ー ド を 文字 や 記号 (キャ ラク タ ) に 
CIRCLE (画面 に 円 を くう oo 
CLEAR (変数 を 消 ま ) …… ド ーー 
CLOSE (入出 力 の ファ イル を 閉じ 
CLS (表示 内 容 を 消去 ) …… 
CONT (中 断 し た プロ グラ ム を 再 
DATA (変数 に 与え る デー タ を 
DEGREE (角度 単位 を " 度 ” に 設定 
10 衣 5 ONWIDMD (プロ グラ ム の 行 を 削除 ) 
DIM (配列 変数 を 確保 ) パー ドド ドド rr 
DMS$ (10 進 数 の 数 値 を 60 進 数 の 文字 列 に 変換) … ぐ ee 325 
END (プロ グラ ム の 実行 を 終了 ) 
FOF (ファ イル の 終わ り を 検出 ) で ドド ドド ドド rr 396 
FRASE (配列 変数 を 消 ま ) ーー 326 
FILES (プロ グラ ム フ ァ イル エリ ア の ファ イル 名 と ファ イル サイ ズ を 表示 ) …… 997 
FIX (数 値 の 整数 部 を 求め る) ーー ドド 327 


FORCNEXT 
FRE 


(繰り 返し 命令 ) しれ 間 LCCXGYT CC 守 3 だ か PR 
(プロ グラ ム ・ デ ー タ エリ ア の 空き 容量 を 求め る ) 


GCURSOR (の ウラ ティ ッ ク 半 所 の 和 儀間 壮 宙 和 ii : 
GOSUB て RETURN (サブ ルー チン ジャ ンプ と 復 詞 命 令 ) …… ド omo 
GOTO を タプ 全 人 nw の ボ YSOYeetruzaonreonaedeotsttN3A283RREBD2 が 3 
GPRINT ンー こ 9 
GRAD ( 笛 度 単 他 和 を グラ ー Re so 
HEX$ 介 提 数 及 字 多 へ の 変哲) oeeeeernereooeanaromuenwetovatrserd 3 


IF<THENeELSE 


INKEY$ 
INPUT 
INPUT# 
KILL 
LCOPY 
LEFTS 
LE 
LET 
LFILES 
LINE 
LIST 
LLIST 
LNINPUT# 
LOAD 
LOCATE 
LOF 
LPRINT 
ID$ 


(押さ れ た キー の 内 容 を 読み 込む ) 


(条件 判断 命令 ) ーー ド ドド ドド に に に ーー 9 
IF<CTHENCELSECENDIF (条件 判断 命令 


(デー タ の 入力 命令 ) ememeeeeetm 

(ファ イル の デー タ を 読み 込む ) 

(プロ グラ ム フ ァ イル エリ ア の ファ イル を 消 二 ) で ぐ … 人 eo 398 
(プロ グラ ム 行 夫 複 写 338 
(文字 列 の 左側 か ら 指定 し た 文字 数 分 を 取り 出す ) ee 339 
(文字 列 の 文字 数 を 求め る ) ME 339 
(変数 に 数 値 や 文字 を 代入) oe 339 
(プロ グラ ム フ ァ イル エリ ア の ファ イル 名 を 印字 ) で eeeoeoeomeomrnrrrnm 339 
(表示 上 の 2 点 問 を 線 で 結 ) oo 340 
(グロ ダラ ム 窒 示 ) の の oo が mtizg が RGEHRSHRGGSEG2P2HN2RRGSRSGG3Sha 341 
(プロ グラ ム を 印字 341 
(ファ イル の 1 行 単位 の デー タ を 読み 込む ) oo 942 
(プロ グラ ム フ ァ イル エリ ア の ファ イル を 読み 出す ) … eeemeerrnrnnrr 342 
(表示 の 開始 位置 を 指定 ) … で で lie ドド eee 349 
(ラム デー タフ ァイル の 未 使用 領域 の 大 き さ を 求め る ) eonet 848 
6 靖 思 し た 肉 宅 印 学生 344 
(文字 列 の 中 か ら 指 定 し た 文字 数 分 を 取り 4 
(機械 語 モ ニタ に 入る う mm……eeemeoeeereeweeeeeeern 5 
(プロ グラ ム 、 デ ー タ を 消 二 9 eee 5 
(与え られ た 数 値 の 否定 を 取る ) OUDHCCOOVYTTKIYPPOPCEPCEIPXTYPKKYIYYKYTCPTLPYTYYTTY 345 
(指定 され た 行 を 選択 し て 実行 を 移す ) … ビ ioeooeoerreeee… 346 
《 入 用 力 の 回 路 和 を 開く 9 eee 346 
(論理 和 、 条 件 式 の 結合 ) 7 
(指定 し た パタ ー ン で 領域 を 塗り っ $ す うー 347 
(パス ワー ド の 設定 、 解除 9 dooroakatetnhaneaneeeeaetesesaanen。 348 
(機械 語 プ ログ ラム や デー タ を 読み 出す ) …… バ ーーーーー い ーー 349 
(表示 ドッ ト の 状態 を 読み 取る ei 349 
(機械 語 プ ログ ラム や デー タ を 書き 込む ) -ーーー…ー…ーーーーー…ーーーーー 350 
{表示 Fw ト を や を 消 ま 2 350 
(表示 命令 KK も マス 2 W すい を の も を や まや です た で も で ーー 351 


ミニ 1 0 に 関す る 命令 


PRINT# (デー タ の 記録 、 送出 命令 ) … で ドド oo 6 
PSET (表示 ドッ ト を 点灯 また は 反転 ) …ー ド eeoenoenenenenemn… 8 
RADIAN (角度 単位 を ラディ アン に 設定 ) ドド memrnm 
RANDOMIZE (乱数 の 種 を 植え っ ける ーー ドー ドド ドド ドド oe 
READ 6 デー タ を 変数 に 導入 邊 henhfRORH2NEWRHAOehmataieeabraefasadiss 
REM (プロ グラ ム に 注 秋 を 入れ る ) EEPPPPPPPEFEPFPPFPTYYPFPPYPPPPPPPPPPPPYP で FPPTYPE ま PPPP 
RENUM (プロ グラ ム の 行 番号 を つけ 直す ) …… ド ドド ドド ene 3 
REPEATCUNTIL (繰り 返し 命令 ) RUCPPCHPTEYPPTCPPTPPPLPPPPEPPPPEPPPPCEYPPPKYPPYYEYPKYPEYYEHKYEED 
RESTORE (READ 文 で 変数 に 入れ る デー タ の 順番 を 変え る ) … 

RIGHT (文字 列 の 右 側 か ら 指定 し た 文字 数 分 を 取り 出す ) … の mrirm 
RND (乱数 (疑似 乱数 ) を 発生 きせ る ) eee 
RUN (プロ グラ ム で 実行 を 開始 ) で oe 
SAVE (BASIC プ ログ ラム を プロ グラ ム フ ァ イル エリ ア に 登録 ) で … の oie… 959 
STOP (プロ グラ ム の 実行 を 一 時 停 上 ) ドド oo 959 
STR (数 値 を 文字 列 に 変換 ) oo 960 
SWITCH<CASECDEFAULTCENDSWITCH (分 岐 型 の ジャ ンプ ) …… 360 
TROEF (トレ ー ス モー ド を 婦 除 ) … で ee 361 
TRON (トレ ー ス モー ド を 設定 ) ooo 361 
USING (表示 、 印 字 の フォ ー マ ッ ト 指 定 ) oo 362 
VAL (文字 列 を 数 値 に 変換 ) eee 363 
VDEG (60 進 数 の 文字 列 を 10 進 数 の 数 値 に 変換 ) … の oo 363 
WAIT (PRINT 命 令 の 停止 時 間 を 指定 ) : 
WHILE<WEND (繰り 返し 命令 ) EHPHEHPHPPPPPPPPPPEECPPYYYYPPPPTPPPPCPPPPPEYYYYYIYYY タ SSYYYSYKYEKYSISYD 
XOR (排他 的 論理 和 、 条 件 式 の 結合 ) oo 


INP (入力 ポー ト か ら の 入力 関数 ) 

OUT (出力 ペ ポート へ の 出力 人 人 )i 
OPEN (出力 デバ パイ ス を 指定 ) EPRPPPP ジ PPPYYYPrTYY ド Pr ド PHP す Y ャ で サト ャ トド PPP 
CLOSE (デバ イス 指定 を 健 際 ) eo と 
LLIST (プロ グラ ム を パラ レル ポー ト か ら 出 力 ) 

LPRINT (指定 し た 内 容 を ペラ ポート か 5 昌和 368 


8 ビッ ト 制 御 に 関す る 命令 


PIOSET (入出 力 モ ー ド の 設定 ) 了 人 TRT ロ T キ KS に 

PIOGET (入力 ポー ト か ら の 入力 関数 ) 

だ すり PUT (出力 ポー ト へ の 出力 人 人) oe 

シス テム バス 人 入出 力 命 令 

INP (指定 し た ポー ト か ら の 入力 関数 ) …… ド ドド om 宮 370 

OUT 直 定 し た 層 一 htA の 出征 の の の で の 970 
録 62622288083282 は 9 
1. パソ コン 通信 ケー ブル CE-T8 


電池 の 交換 に つい て FFPRI で EE すす で すす PP で ます PP で すす すす で PPPF す で マサ す ド ドド すす c 


3. 主 な キー の 主 な 機能 NR 
ウデ Eee 977 
中 様 wooeeoenaryettreerarsnwmossssnerersesnaeneesermedyaarrtomstesewesneefeeoseeerestupaeGicroesres 379 
@ 団 常 が 発生 し た 場合 の 処理 ーー に 380 
@ ウス テム パス 間 王 信 人 8 表 om ドド の meeehzowernaeeammeepewswaseanoresizessaessswaveeseeeeananyns 381 
電 ロ ー 所 まみ 学 変 換 療 ロロ トレ eee 382 
9 キャ ラク ター コー ド 表 oo 5 


@ メ モリ マッ プ * 1 グ ⑩ マ ッ ジ グ PP すす FPP YEPYT と PTHYYYHPPPPTYYTPYPPPYYPPYYPPPPYYYPPHPPPPPTKPYYKYEY で すす PP 
@ エラ ー コ ー ド 表 


@ 故障 か な 0 を ん ポ ら 人 CCUEPCCDPUCPCPPPPPPPPPPPPPPCPPPPPPEPPPPPEPPPEPEPPCPPPPPPPPPHEPCPRPPPHEEPPPPCOPPPCPEPCPPPCPCPEEPP R 
@ アフ ター サー ビス に つい て 
8 03623HRGHRNRGS2ORHRSAOMGZ320305278RRGRGAHRSRBYRE29633RAG238RRIHSRODRG26iRRbHRd0RSS 1 


本 機 と 周辺 機器 (プリ ンタ な ど ) 接続 時 の ご 注意 
@ 本 機 の 電源 を 切っ て か ら 、 周 辺 機器 と 接続 し て くだ さい 。 
電源 を 入れ た まま で 接続 する と 、 故障 の 原因 と な り ま す 。 


お 使い に な る 前 に 


液晶 表示 部 を 強く 押さ えな いで くだ さい 。 
表示 部 は ガラ ス で で き て いま す の で 、 押 さえ る と 
割れ る こと が あり ます 。 


日 の 当たる 自動 車内 ・ 直 射 日 光 が 当 た る 場所 ・ 暖 
房 器 具 の 近く な ど に 置か な いで くだ さい 。 
高温 に より 、 変 形 や 故障 の 原因 に な り ま す 。 


落と し た り 、 ぶ つけ た り 、 強 い シ ョ ッ ク を 与え な 
いで くだ さい 。 
大 き な 力 が 加わ り 、 壊 れる こと が あり ます 。 


い 
SS 
AS へ こく 
NN 
て Ns 
ペー スジ 


ぶ 
ぐう 


お 手入れ は 、 電 いた や わら か い 布 で 軽く ふい て く 

XX だ さい 。 シン ナー や ベン ジン な ど 、 揮発 性 の 座 体 

っ っ や ぬれ た 布 は 使用 し な いで くだ さい 。 変質 し た り 
色 が 変わ っ た りす る こと が あり ます 。 


RE 
を ご 記入 くだ さい 


e カバ ン に は 硬い も の や 先 の と が っ た 物 と 一 緒 に 入れ な いで くだ さい 。 傷 が つく こと が あり ます 。 


また 、 ハ ー ド カバ ー を 必ず 取り 付け て くだ さい 。 


e 防水 構造 に まな っ て いま せん の で 、 水 な ど 液 体 が か か る と ころ で の 使用 や 保存 は 避け て くだ さい 。 


雨 、 水 し お き 、 ジ ュー ス 、 コ ー ヒ ー、 蒸 気 、 汗 な ども 故障 の 原因 と な り ま す 。 


e 本 機 に 周辺 機器 (プリ ンタ な ど ) を 接続 する と き は 、 本 機 の 電源 を 切っ て か ら 行っ て くだ さい 。 
電源 を 入れ た まま で 接続 する と 、 故 障 の 原因 と な り ま す 。 


13 _- お 使い に な る 前 に 


この 装置 は 、 情 報 処 理 装置 等 電波 障害 自主 規制 協議 会 (V CC 1 ) の 基準 に 基づく クラ ス B 情 報 技術 
装置 で す 。 こ の 装置 は 、 家 庭 環 境 で 使用 する こと を 日 的 と し て いま す が 、 こ の 装置 が ラジ オ や テレ ビ 
ジョ ン 受 信 機 に 近接 し て 使用 され る と 、 受 信 障 害 を 引き 起こ すこ と が あり ます 。 

取扱 説明 書 に 従っ て 正しい 取り 扱い を し て くだ さい 。 


正しい 取り 扱い を し て も 、 電 波 の 状況 に より ラジ オ 、 テ レビ ジョ ン 受 信 機 の 受信 に 影響 を 及ぼ すこ と が あ 
り ま す 。 そ の よう な と き は 、 次 の 点 に ご 注意 くだ さい 。 

@ この 製品 を ラジ オ 、 テ レビ ジョ ン 受 信 機 か ら 十分 に 離し て くだ さい 。 

@ AAC ア ダ プ ター と ラジ オ 、 テ レビ ジョ ン 受 信 機 を 別 の コン セン ト に 接続 し て くだ さい 。 

@ 使用 され る ケー ブル は 指定 の も る の を 使用 し て くだ さい 。 


ハー ドカ バー の 使い か た 

ハー ドカ バー は 衝撃 に 対し て 本 体 を 保護 する 役割 を 持っ て いま す 。 

ポケ ッ ト コ ンピュータ ー を 使用 し な いと き 、 ま た 、 カ バン に 入れ て 持ち 運ぶ とき など に は ハー ドカ バー を 
取り 付け て くだ さい 。 


ハー ドカ パー の 取り 外し か た 


W 


ココ ココ ココ ココ ココ ゴゴ 
RM コー = ボー 
うー」 j コ ココ ココ 
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2 . お 買い あげ 後 は じ め て ご 使用 に な る と き の 操作 | 
(1) 電池 の 取り 付け 


付属 の 乾電池 を 次 の 手順 で 入れ て くだ さい 。 


① 本 体 裏 面 の 電池 ぶた を 図 の よう に し て 外し ます 。 


② 乾 電池 を マイ ナス 〇 側 か ら 入 れ ま す 。④①・ 〇 を ま 
ち が え な いよ うに 入れ て くだ さい 。 


⑧ 電 池 ぶ た を も と どおり 取り 付け ます 。 


(2) 初期 設定 


電池 を 入れ た 直後 は 、 本 機 の 内 部 が 不安 定 な 状態 に 
な っ て いま す 。 次 の 操作 で 初期 設定 を 行っ て くだ さ 
い 。 初期 設 定 を し な いで いる と 、 電 池 が 早く 消耗 し 
ます 。 
① 〔ON) キー を 押し て 電源 を 入れ た 後 、 ボ ー ル ペン な 
ど で 、 本 体 左端 の リセ ッ ト (RESETT) スイ ッ 
チ を 押し て くだ さい 。 
芯 先 の 出 た シャ ー プ ペン シル や 先 の 折れ や すい も 
の 、 ま た 、 針 な ど 先 の と が っ た も の は 使用 し な い 
で くだ さい 。 


15 ー ー お 使い に な る 前 に 


お 使 し 


\ に な る 前 に 


16 


② リ セッ トス イッ チ を 離す と 次 の 画面 に な り ま す 。 違う 画 「 
] に な っ た と き は も う 一 度 り セッ トス イッ チ を 押し て く 


| MEMORY CLEAR 0O. K. (Y グ N) 
泡 き きい | 
| 
(メモ リー 内 容 を 消 ま し ます か ?) 
本 書 の 表示 例 で は 、 説 明 上 必要 な シン ボル だ け を 記載 し て いま す 。( シ ン ボ ル に つい て は 22 ペ ー ジ を 参照 


も で くだ さい 。) 


③ DJ キー を 押し て くだ さい 。 次 の 画面 ( 点 大 ) に な り ま | 画面 
す 。 旧 = 


画 AA 上 し 
(初期 設定 し 、 記 憶 内 容 を すべ て 消去 し た こと を 示し て い 時 
ます 。) 


RESET 


④( 旨 キー を 押し て くだ さい 。 次 の 画面 に な り ま す 。 RUN MODE 


> 


NN 
泊 ア ょ ぃ キー の 表記 に つい て よぶ 朱 叶 寺 吉 入 各 各 各 抽 抽 和 


し もしも ルレ 1 し コ 
In 
説明 中 の や (Y) は 、 そ れ ぞ れ の キー を 押す こと を 示し て いま す 。 ミ 
最初 は 説明 どおり に キー 操作 を 行い 、 ポ ケッ トコ ンピュータ に な れ ま し ょ う 。 
所 トコ 
朱 

エエ エエ エキ エイ エエ スエ キキ キ イス エイ エエ イエ キキ キキ キテ キイ キマ ラキ スキ テス マキ イキ イマ キキ トキ キテ ゴイ キテ テテ キキ 


) 動作 確認 


正常 に 動作 し て いる か 確認 する た め 
ご さい 
4 39179.1 


中 四 G) (@ | | 


以上 の よう に 表示 すれ ば 本 機 は 正常 に 動作 し て お り 、 指 令 待ち 状態 ! 

最後 に 表示 され た “3 0 1 7 9 .” と いう 値 は 、 本 機 に プロ グラ 

容量 を 示し て いま す 。 

( 注 ) 2) て (3) の 操作 を 行っ て も 説明 どおり に な ら な い 場 合 は 、 も う 一 度 読み 
だ さい 。 


に 、 次 の キー 操作 を 行っ | RuN wopg 


FRE 


こ な っ て いま す 。 


ム や デー タ を 人 入れ る こと が で きる 最大 の 


直し て 、 操 作 を や り 直 し て く 


電池 交換 に つい て 

" 軒 シン ボル が 画面 左下 に 点灯 し た と き は 、 本 機内 の 電池 が 消耗 し た こと を 示し て いま す 。 こ の 
シン ボル が 点灯 し た と き は 、 一 度 OFF] で 電源 を 切り 、(ON) で 再度 電源 を 入れ て くだ さい 。 そ れ で も な お 
この シン ボル が 消え な いと き は 、 速 や か に 372 ペ ー ジ の 手順 に 従っ て 電池 を 交換 し て くだ さい 

この シン ボル が 点灯 し た まま で 使っ て いる と 、 突 然 電源 が 切れ た り 、 電 源 が 入ら な く な っ た り し 妹 学 。 


( 注 )・ 電 池 を 交換 する と プロ グラ ム や デー タ が 消え ます 。 


電池 を 交換 する 前 に プロ グラ ム や デ 


(プリ ンタ ) を お 持ち の 場合 


耗 し て いな いか 確か め て くだ さい 
電池 が 消耗 し て いる 


タ を 紙 に 書き 写し て お いて く 
は 印字 し て お いて くだ さい 。 
別売 の AC ア ダ プ ターE A-28E を ご 使用 の 場合 、、AC ア ダ プ ター を 抜い て 、 本 機内 の 電池 が 消 


。 周辺 機器 CE-126P 


と 、AC ア ダ プ ター を 取り 外し た と き に プロ グラ ム や デー タ が 消え て し まい ま 


@ 周辺 機器 接続 端子 11 ビン) 
@ リセ ッ ト ス イッ チ 

の スペ ー ス キー 

⑬ アル ファ ベッ トキ ー 

⑬ キャ リッ ジリ ター ン キ ー 


⑳9 シス テム バス 端子 


( 注 ) @ キ ャ リッ ジリ ター ン キ ー 
@ スペ ー ス キー 


ャ ーー な 本書 


@ AC ア ダ プ ター (EA-28E) は 別売 品 で す 。 


す 。 
是 四 中 上 2 立 | 
. 各部 の な まえ 
14 酢 13 12 ⑪ 
ーー ーーー ーー: 10 
ー _ GaNHIC ュ ン トラ スト gmEAK 
HARP CLKNGUGE 896 fE] 【】 ANS 6FH [ON | 9 
な sin-! cos"! tan-1 DIGIT CA 
に -| 凍 製 計 EggHRT 
1 結 Pr DE [ 還 1 (log] [| [MDF | 
宮 3- >79 。 <\ ア BASEn 
@ ー - IMzle( 加 ] CD」 
ーー 0 ・5 10 15 20 [Z ] (8] [9] Z] 8 | 
2 se [| [ ち ] [6] [ 玉 ] | | 
敵 | 由 あ W 前 
1 INPUT LU CONT RUN LIST 朋 し い ぐ 7 ] [2! [3 ] 一 ] 
| CWFI(Z) (XJ (6) ( ツ ) (5) (0 し ーー 守 昔 』 
FESET 一 we ー ーー 
⑨ 2) し ー PLAY BACK 邊 間 4 
AN ーー ーーーーー に ner 
4 5 6 
⑩ 表示 部 ⑬ ク リア プク リア オー ルキ ー 


⑥ 電源 オン プ ブ レー クキ ー 
⑯ 電 源 オ フキ ー 
@AC ア ダ プ ター 接続 端子 
旬 電 池 ぶ た ( 理 面 ) 

條 モー ド 切 り 替 え キ ー 

名 関数 キー 


は どちら の キー を 押し て も 同じ で す 。 
で は [SPACE] と 記載 し ます 。 


基本 操作 と モー ド に つい て 


本 機 に は 多く の キー が あり ます 。 各 キー Po 
5 所信 ( き 。 これ ら の 操作 の し か かな 、 モ ヽ 表示 6 こつ いて 簡単 1 に 説明 し ます 。 


ピ 
) 電源 の オン オフ ( 入 / 切 ) 


(ON) (本 体 有 上 ) を 押し て くだ さい 。 電源 が 入っ て 次 の 表示 (画面 ) に な り ます 。 


RUN MODE 6 

9 
CAPS 
BUSY DEG 


RUN モ ー ド (ラン モー ド : 計算 や アロ グラ ム を 実 
行 で きる 状態 ) に な っ て いる こと を 示し ます 。 
> マー ク は プロ ンプ ト 記 号 と いい 、 本 機 の 準備 が 完 
了 し た こと を 示し て いま す 。 

(OFF) ((ON) の 左 ) を 押せ ば 電源 が 切れ ます 。 


電源 を 入れ た り 切 っ た り し た と き に 、 一 瞬 、 画 面 が 黒く な っ た いり 不要 な 点 や 線 ま た は シン ボル が 点 


灯す る こと が あり ます が 、 機 能 な ど に は 問題 あり ませ ん 。 


@ オー トペ ワー オフ 機能 に つい て 
電池 の 消耗 を 少な くす る た め 、 計 算 実行 中 CBUSY" シ ン ボ ル 点 灯 中 ) 以外 の 状態 で 、 約 11 分 間 
新た な キー 操作 を 行わ な いと 、 自 動 的 に 電源 が 切れ ます 。 (ON) を 押せ ば 電源 が 入り ます 。 


) 表示 の 濃度 調整 


表示 が 見 や すく な る よう に 表示 濃度 (コン トラ スト ) を 調整 し て くだ さい 。 
コン トラ スト 
SHIFT) を 押し た まま を 押し ます 。 


*** ネ LCD CONTRAST **※ キ | 


表示 濃度 の 調整 は 、 い ずれ か の モー ド (18 ペ ー ジ 参照 ) の We | 

初期 画面 で 行っ て くだ さい 。 | 
h 4 LIGHT 

| 


本 操作 と モー ド に つい て 0 


[4] を 押す と 濃く な り 、(W) を 押す と 薄く ( 渓 く ) な り ま す 。 
e 濃度 調整 が 終わ っ た ら 、〔BASIC]、(TEXT) な どの モー ドキ ー を 押し ます 。 
(次 の 「2. モー ド に つい て 」 を 参照 し て くだ さい 。) 


5 2. モー ド に つい て 語 


本 機 に は 、 大 きく 分 け て 次 の 7 つの モー ド (状態 ) が あり ます 。 

RUN モ ー ド (実行 モー ド ) :BASIC プ ログ ラム を 実行 し た り 
で の 計算 な ど を 行い ます 。 

P RO モ ー ド (プロ グラ ム モ ー ド )  : BASTIC プ ログ ラム の 入力 、 編集 な ど を 行い ます 。 

T EX モード : テキ スト プロ グラ ム の 入力 、 編 集 、 削 除 、 ま た S 1 O な ど へ の 出 

(テキ スト エディ タモ ー ド ) 力 、 読 み 出 し 、BAS IC プ ログ ラム と テキ スト プロ グラ ム の 変 

換 、 ソ ー ス プロ グラ ム の 入力 な ど を 行い ます 。 

・ 機械 語 の アセ ン ブ ル を 行い ます 。 


マニ ュ ア ル 操 作 ( 手 操 作 ) 


ASMBL モ ー ド 
(アセ ン ブ ラ モー ド ) 
CASL し モード (キャ ッ ス ルモード ) : CASL の ソー スプ ログ ラム の アセ ン ブ ル 、 実 行 を 行い ます 。 
P 1C モ ー ド (ピッ クモ ー ド ) : P IC 用 プロ グラ ム の 作成 な ど を 行い ます 。 

C 言語 モー ド : C 言 語 の コン パイ ル や 実行 を 行い ます 。 


モー ド の 切り 替え は 右上 に ある 緑色 の [BASIC] と (TEXT) の キー と 左端 に 
PE] で 行い ます 。 

旧 定 され て いる モー ド を 表す シン ボル (RUN、PRO、TEXT、CASL) が 画面 の 右側 に 点灯 し ま 
す 。ASMBL モ ー ド 、C 言 語 モ も ー ド お よび P 1C モ ー ド を 表す シン ボル は 存在 し ませ ん 。 


モー ド の 切り 替え 


る [SHIFT) お よび (人 A) 、(C]) 、 


設定 する モー ド キ ー 操作 
RUN モ ー ド [BASIC ーー 
葬 幸 人 あー が BASIC] また は (BASIC) (BASIC ーR UN モー ド 以 外 か ら 切 り 替 える と 
TEXT モ ー ド | TEXTD - き は [BASIC] を 2 回 押す 。 
ASMBL モ ー ド | (SHIFT) + (ASMBL] を 押し て か ら [AJ 
CASL モ ー ド | (SHIFT + (ASMBL を 押し て か ら (で ] 
PITC モ ー ド SHIFT) + (ASMBL| を 押し て か ら 中) 
LC 靖 や ー ド | HED+OEXD 
e た と えば [SHIFT) + (ASMBU は (SHIFT) を 押し た まま で を 押す こと を 示し ます 。 な お 、 こ の 
場合 (2nd と 押し て も 同じ で す 。 


@ 統計 モー ド に つい て は 62 ペ ー ジ を 参照 くだ さい 
@ 機械 語 モ ニタ モー ド に つい て は 274 ペ ー ジ を 参照 くだ さい 。 
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それ で は 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト や 記号 を 入力 し て み ま し ょ う 。 


いっ た ん を 押し て 電源 を 切っ て か ら 、 改 め て を 押し て 電源 を 入れ て くだ さい 。 RUN モ ー ド 


人 な り ま す 。 そし て 、 を 押し て 表示 内 容 を 消去 し 、 次 の よう に キー を 押し て みて くだ さい 。 
キー を 押し まち が えた と き は 、(〔CLS] を 押し て 、 最初 か ら 操作 し て くだ さい 。 


() アル ファ ベッ ト (大 文字 ) の 入力 


次 の キー を 押し て くだ さい 。 


3 . 基本 的 な キー 操作 | 


(A) 軌 ) (⑥D Q 中 ) 呈 @ IABcDpEFG_ 


この よう に 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト の 大 文字 が 表示 され ます 。 
ABCDEFG と 表示 され な いと き は 、 次 の 確認 を し て くだ さい 。 
① 画 面 右側 に "CAPS” シン ボル が 点灯 し て いま すか 。 点 灯 し て いな いと き は [CAPS) を 押し て 点灯 き 


② 画 面 右側 に "カナ" シン ボル が 点灯 し て いま せん か 。 点灯 し て いた ら [カチ ) を 押し て 消し て くだ さい 。 


(2) アル ファ ベッ ト (小文字 ) の 入力 


次 に アル ファ ベッ ト の 小文字 を 入力 し て み ま し ょ う 。 
(CAPS) を 押し て 画面 右側 の “CAPS" シン ボル を 消し て 、 次 の キー を 押し て くだ さい 。 


中 ) ) は) (KO) 他 ) (M (人 


ABCDEFGhijklmn 


この よう に 、 “CAPS” シン ボル を 消し て 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト キ ー を 押せ ば アル ファ ベッ ト の 小文字 が 表 
示さ れ ま す 。 再 び 大 文字 を 入力 する 場合 、、 “CAPS" シン ボル を 点灯 させ て くだ さい 。 


(3) 記号 の 入力 

吹 に 、# $9% な ど 、 キ ー の 上 側 に 椅 色 で 書か れ て いる 記号 を 入力 し て み ま し ょ う 。 
これ ら 、 樽 色 で 書か れ て いる 記号 を 入力 する と き は 、 次 の 2 つの 方 法 が あり ます 。 
① SHIFT を 押し た まま 、 こ れ ら の 記号 が 書か れ て いる キー を 押す 。 

② こ れ ら の 記号 が 書か れ て いる キー を 押す 前 に (2ndF を 押す 。 

まず 、 人 aHIFU を 押し た ま ま 、 次 の キー を 押し て くだ さい 。 


$ 】 


E) 四 ) 


ABCDEFGhij klmn#8%ー 


次 に 、 各 キー を 押す 前 に (2ndF] を 押し て くだ さい 。 
る テ @ 
(2ndF] ([) (2nd F) (O] (2ndF) (P) 


ABCDEFGhijklmn#$%< く >⑨ 


( (2ndF を 押し た と き 、 画 面 右側 に “2nd FRP" 

シン ボル が 点灯 し ます 。) 

この よう に 衝 色 で 書か れ て いる 記号 を 入れ る と き 、 ま た は 樽 色 で 書か れ て いる 機能 を 使う と き は 、 
(SHIFT) を 押し た まま 、 そ れ ぞ れ の キー を 押す か 、 それ ぞ れ の キー を 押す 前 に 、〔2ndF] を 押し ます 。 


次 に 数 字 を 入れ て み ま し ょ う 。 
(1 (2] [3] [4」] (5] [6) 
7] 〔8〕 (⑳) 


ABCDEFGhijklmn#$%<>@1234 
56789_ 


@ 1 行 24 桁 を 超え る と 、 次 の 行 に 入り ます 。 


ぐ S 
て こい し ぇ ぇ ssx 入力 に つい て キキ キキ キル し て し こし て こし し し "し て こし" て ツレ "し しっし て しこしこ こと こし 。 し ここ し 


トコ 系 
所 3 
し 3 トコ 
キー を 押し て 、 数 値 や 文字 を 計算 機 に 記憶 させ る こと を 「 入 力 」 や 「 置 数 ] な ど と いい ます 。 ミ 
所 所 
和 所 


キキ キキ キキ スキ キキ キキ キキ キキ キキ キキ キキ エエ エキ ヤキ キル ルレ し し こ し て て て レル エ し し ここ とこ て に し て ここ し ここ 


(4) カー ソル に つい て 


次 に 、[ 革 を 1 回 押し て くだ さい 。 す る と "9" の と ころ で マー ク が 点滅 し ます 。 


ABCDEFGhijklmn#$%<>@1234 
56789 


次 に (を 押し た まま に し て み ま す 。 

し ば らく する と 、! マー ク が 左 に 移動 し て いき ます 。 左端 まで 行く と 上 の 行 の 右端 へ 移り 、 再 び た へ 移 
動 し ます 。 1 行 目 の 左 端 で 止ま り ま す 。 

次 に [区] を 押し た まま に し ます 。 購 マー ク が 右 に 移動 し て いき 、 最 後に | マー ク が 消え て _ マ ー ク が 点 
衝 刺 。 


この マー ク と マー ク は 、 カ ー ソ ル と いわ れる も の で 、 キ ー を 押し た と き に 文字 な ど が 入る 位置 を ポ 


し て いま す 。 
キー を 押し まち が えて 、 違 う 文 字 や 記号 が 入っ て し まっ た と き は 、 カ ー ソ ル を ま ちがっ た 文字 な どの 位置 
に 移動 させ て 、 正 し い キ ー を 押せ ば 訂正 で きま す 。 (くわ し く は 26 ペ ー ジ を 参照 し て くだ さい 。) 


こん ど は (4) を 押し て みて くだ さい 。 カー ソル が 1 行 上 (1 行 目 ) へ 移動 し ます 。 
次 に [ ヤ ) を 押し て みて くだ さい 。 カ ー ソ ル が 1 行 下 (2 行 目 ) へ 移動 し ます 。 
この よう に 、[4) () は カー ソル を 上 下 に 動か し ます 。 


当 - ー 基本 操作 と モー ド に つい て 


カー ソル が 先頭 行 に ある と き に (4] を 押す と 、 そ の 行 の 先頭 (左端) へ 移動 し ます 。 
カー ソル が 最後 の 行 に ある と き に (WW] を 押す と 、 そ の 行 の 最後 へ 移動 し ます 。 


キー の 記載 方 法 に つい て 

* この 取扱 説明 書 で は 、 キ ー 操 作 ま た は キー の 機能 を 次 の よう ! こ 記載 し ます 。 

[BASIC〕 の 例 

(① キ ー に 書か れ て いる 機能 を 使用 する 場合 は 、 単 に [BASIC〕 と 記載 し ます 。 

② キ ー の 上 側 に 檎 色 で 書か れ て いる 機能 を 使用 する 場合 は 、(SHIFT) + (ASMBL| また は [2ndF] (ASMBL 
と 記載 し ます 。 
な お 、(SHIFT] + (ASMBL は [SHIFT] を 押し た まま を 押す こと を 意味 し ます 。 
また 、(2ndF] (ASMBL) は [2nd 正 を 押し て 離し た 後 、(ASMBL) を 押す こと を 意味 し ます 。 

@ た だ し 、 数字 や アル ファ ベッ ト 、 記 号 、 カ タカ ナ な ど 、 単 に キー や 本 体 (キー の 上 上 側 ) に 書か れ て いる 
文字 や 数 字 、 記 号 を 入力 する だ け の 場合 は 、 キ ー の 桁 や [SHIFT) 、(2nd FI] の 操作 な ど を 省 い て 記載 し ま 
直 。 

〈 例 > (SJ(HU(AJ(RJCE) ーー SHARP 

+() 一 AS$ 

@$ スペ ー ス キー は (SPACE) と 記載 し ます 。 

@ この 計算 機 は 、 数 字 の 0 を と 表示 し ます 。 
これ は 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト の オー (0O) と 区 別 す る た めで す 。 本 書 で も オー と ゼロ の 区 別 が つき に くい 場 
合 は ゼロ を 9 と 表し て いま す 。 


な お 、 説 明 上 必要 な 場合 に は 、 CLS な どの 方 法 で 示し て いま す 。 


ーー こく く we 
4. 表示 シン ボル に つい て 
本 機 に は 色々 な 機能 や モー ド が あり ます 。 そ し て 、 い ま 本 機 が どの よう な 状態 に な っ て いる の か が 分 か る 
よう に 、 画 面 の 左 や 右 に シン ボル を 点灯 させ ます 。 
次 に 表示 シン ボル と その 意味 を 示し ます 。 


な お 、 本 書 の 表示 例 で は 、 説 明 上 必要 な シン ボル だ け を 記載 し て いま す 。 


_RUNPRO | 


_ 基 本 操作 と モー ド に つい て 還 只 


< く シン ボル > 


く 説 明 > 


BUSY 
BATT 


RUN 


PRO 


TEXT 


CASL 


CAPS 


カナ 


小 
DEG RAD 


GRAD 
CONST 


PRINT 


:CASL モ ー ド (キャ ッ ス ルモード ) に な っ て い 


: 2ndF] が 押さ れ た こと を 示し ます 。 


: 小さ い カ ナ 文 字 (ティ ゥ ェ ォ ャ ュ ョ ッ ) を 入力 す 


・ 定数 が 記憶 され て いる こと を 示し ま 


: プ ブリ ント (印字 ) モー ド に な っ て いる 


: 計算 実行 中 また は 命令 実行 中 で す 。 
: 電池 が 消耗 し て いる こと 


る を 示し ます 。 こ の シン ボル が 点灯 し た と き は 、 速 や か に 電 
池 を 交換 し て くだ さい 。 


・BASIC の RUN モ ー ド (実行 モー ド ) に な っ て いる こと を 示し ます 。 


[BASIC] で 点灯 で きま す 。 


:BASIC の PRO モ ー ド (プロ グラ ム モ ー ド ) に な っ て いる こと を 示し ます 。 


BASIC] で 点灯 で きま す 。 


:TEX 十 モー ド (テキ スト モー ド ) に な っ て いる こと を 示し ます 。 


TEXT] で 点灯 で きま す 。 
る こと を 示し ます 。 
2nd F) [ASMBL) (また は 〔SHIFT) + (ASMBL] ) と 押し て か ら を 押せ ば 点灯 で 
きま す 。 


: 統計 モー ド に な っ て いる こと を 示し ます 。 


(2ndF (STAT) (また は [SHIFT) + [STAT] ) と 押せ ば 、 点 灯 消 灯 が で きま す 。 


この シン ボル が 点灯 し て いる と き 、 各 キー の 村 色 で 書か れ て いる 機能 が 指定 され て 
る こと を 示し ます 。 


・ マ ニュ アル ( 手 操作 ) に よる 計算 用 の メモ リ に 0 以外 の 数 値 が 入っ て いる こと を 示 


し ます 。 


: アル ファ ベッ ト の 大 文字 が 入力 で きる 状態 に な っ て いま す 。 こ の シン ボル が 消え て 


いる と き は 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト の 小文字 が 入力 で きる 状態 に な っ て いま す 。 こ の 状態 
は [CAPS] で 切り 替え ます 。 
た だ し 、 “カナ ” シン ボル が 点灯 し て いる と き は 、 カ ナ の 人 入力 が 優先 され 、 ア ルフ ァ 
ベッ ト は 入力 され ませ ん 。 


: ロー マ 字 の つづ り で キー を 押せ ば 、 カ タカ ナ を 入力 で きま す 。(23 ペ ー ジ と 382 ペ ー 


ジ 参 照 ) 


(カチ) を 押す こと 


こよ り 、 こ の シン ボル の 点灯 消灯 が で きま す 。 
る こと が で きま す 。 
“カナ ” シン ボル 点灯 時 、(【CAPS) で この シン ボル を 点灯 で きま す 。 


: 三角 関数 、 逆 三角 関数 、 座 標 変換 を 行う と き に 使用 する 角度 の 単位 を 示し ます 。 


(関数 計算 の 項 を 参照 ) 

す 。 (定数 計算 が 設定 され て いる こと を 示し ま 
す 。36 ペ ー ジ 参照 ) 

この シン ボル が 点灯 し て いる と き は 、〔) で 定数 計算 が 行わ れ ま す 。 

不要 な と き は (2ndFI (CA) ( (SHIET) + (CAJ ) と 押し て 、 定 数 を 消 友 し て くだ さい 
と を 示し ます 。 

プリ ンタ が 接続 され て いる と き に 、 と 押せ ば 、 点 灯 消 灯 が で きま 
す 。 
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ド に つい て 


9 。 


oe 


本 機 に は ロー マ 字 の つづ り で 入力 し た 文字 を カナ に el “ローマ字 一 カナ 変換 機能 ′ が あり ます 。 カ 
ナ は 左下 に ある [カナ] を 押し て 、 画 面 右側 に 。 シンボル を 点灯 させ 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト キ ー を 用 いて 
人 入力 し ます 。 
| SHARP 吊 E 
| こ - 上 
mmm 有 
全  ( 回 Cleg 2(⑰ ]( 9 〔 回 88) 
| の 身 庫 貼 向 9 2] 4) BB 
| [ET ( ス [X) [C] (V] [B) (A) ( (W (4) [で 
6 ご に 寺 IO)IElkII) 
(カチ) で ……… この キー で “カナ” シン ボル の 点灯 消灯 を 行い ます 。 “カナ ” が 点灯 し て いる と き 
隊 に 、 カ ナ を 入力 で きま す 。 
CAPSJ… の の ァ イ ウ ェ オ ォ オヤ ュ ョ ッ (小さ い カ ナ 文 字 ) を 入力 する と き に 使い ます 。 
(SHIFT) + (J …… 「 ン 」 を 入力 する と きた 使用 し ます 。 
く 例 > (入力 文字 ) (キー 操作 ) 
カタ カナ っ KATAKANA 
ガッ コウ ー GAKKOU 
ヘン カン ー HENKANISHFT+ (U 
ハン イ っ HAN 土 UI 
ディ スウ ー DHISUKU 
ウォ ッ チ ー U (CAPS) OTT 


@ | ン | を 入力 する と き ( 


ん 。 


* ロー マ 字 の 表記 の 方 法 に 


、【〔N] の 後に Y を 除く 子音 が くる 場合 は (SHIFT) + [U] を 押す 必要 は あり ませ 


つい て は 、382 ペ ー ジ を 参照 し て くだ さい 。 


基本 操作 と て モード に つい て 
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@ カナ 入力 中 は 、 押 し た キー (子音 ) が 


< 例 SINJY 


カナ 記号 の 入力 の し か た 
カナ 記号 は 次 の キー 操作 に より 入力 し ます 。 


ー (長音 符 ) 

、 (読点 ) 

。 ( 殺 点 ) 
(中 点 ) 

「 (カギ カッ コ ) 

| (カギ カッ コ ) 


画面 右 に 表示 され ます 。 


| シー 


| 

[rY ] 
ーー 較 m- 
ジュ を 入力 する た め に J Y と 押し た と ころ で 


す 。U を 押 


れ 、 こ の 表示 ! 


す と カー ソル 位置 に ジュ が 表示 さ 


ょ 消え ます 。 こ の 表示 は 1 行 目 


に 出る 場合 も あり ます 。 


) ASMBL で 
Em 6! A | PH (9 


al 】 


上 仙 生 介 6 本 | 


STAT | 


PCOD 


SHIARP 馬 HhttTT 
思 PPIEEPPIUOEEEEPPPEE 還 / 
ee 聞 
人 の [WW ) の 2 Cg [9] ぢ ) [85) 
9 (4) ( き ) ] (g 記 (@ ( 記 の 尼 TL 
| INPUT PRINT CONT HON LIST SAVE LOAD ) は ] 7 


1[SHFT] [Z] 


X] [C) [V] [g] 叱 し 


1 RESET, 


] 遇 gitd| lk2jN 
PLAYBACK  」 


由 部 m le 3 ME | 


6 ] | 


⑧HL 


9 が 


: (SHIFT) + (カチ ) 
: し 9 ロ 

* 5) 出 

・[ 土 ] 回 

5 E 

: 5]」 


25 第 1 に ーー ー _ 第 1 章 マニ ュ アル 計算 _ 26 
、 計算 。 | 数 学 で 用 いる 記号 | 本 機 ど 用 いる 記号 | 読 み か た 
ーー 三 時 人 1) 加 算 + - 二 ー グラ ス 
マニ ュ ノ ル 計 算 ( 手 操作 に よる 計算 ) ⑫) | 減 算 ピ 馬 マイ ナス 
(3) | 乗 算 | ーー メ _ ネー アス タリ スク 
= (4) | 除 算 | ーー デ 」 スラ ッシュ 
(5) | 加 数 の 除算 学 エッ 」 
1 . マニ ュ ア ル 計 算 | | 整数 の 午 余 Ne | Se 
5 ⑰) | 待 号 ー ま た は +† ーk 叶 マガ ゴ サ 人 。 ア ラス | 
に 計 実行 加 キャ リッ ジリ ター:> 
マニ ュ ア ル 計 算 と は 、 1 つ 1 つの 計算 を 1 回 1 回 手 操作 に よ っ て 計算 する こと を いい ます 。 関数 電卓 と し L ) 算 の 実 全 Es ニー ャ リ s り 交 
て 使用 する 場合 と ほぼ 同じ で す が 、B A S I C プ ログ ラム を 組む 前 に 、 必 ず 知 っ て お か な けれ ば な ら な い [補足 ] 割る 数 と 割ら れる 数 の 両方 の 、 小 数 点 以下 第 1 位 を 四捨五入 し て 、 整 数 化し て か ら 除 算 を 行い ま 
こと に つい て 説明 し ます 。 60 進 数 の 度 ・ 分 ・ 秒 計算 機能 は 、 マ ニュ アル 計算 で の み 可 能 で す 。 す 。 半 で は 商 が 求 ま り 、MOD で は 余り が 求 ま り ます 。 
① 計 算式 の 作り か た < 例 〉 51\5 一 10 51MOD5 っ 1 (51+ 5 10.…1) 
⑨② ま ち が え た と き の 訂 正 の し か た 51\ー-5.7 っ ー8 51 MOD-5.7 っ 3 (51 テ ー6= テ ー8.…3) 
③ 連 続 計 算 の し か た 87.57\5.4 一 17 87.57 MOD5.4 一 3 (88+5=17.…3) 
④ 関 数 の 使い か た 30736' 半 14996 っ 2 30736 MOD 14"36 一 1 (3⑲1+15=2.…1) 
な ど 、 基 本 的 で 重要 な 事項 で す 。 よ く 読 ん で 理解 し 、 本 機 の 操作 に 慣れ 、 い ろ い ろ な 基本 計算 を マス ター 30736\44 7 30736 MOD44 一 3 =+4=7…3) 
茎 半 M。 87.57\14?936 っ 5 87.57 MOD 14?96 一 19 (88=15=5.…18) 


5 マニ ュ アル HHWW の し が た | | 3. キー HE の し か) | 


⑪) 電 源 オン ここ で 簡単 な 例題 を も と に 、 キ ー 操 作 の 練習 を し ます 。 
(ON) を 押し て 、 電 源 を 入れ ます 。 数 値 な ど を 入れ て いる と き に 違っ た 数 字 や 命令 を 入れ た り 、 余 分 な 数 字 や 命令 を 入れ た り 、 あ る い は 抜か 
RUN MODE RUN し て し まっ た と き の 訂 正 の し か た で す 。 
- [例題] ① 
内 計算 式 ーー キー 操作 。 谷 
し 5 寺 ま 呈 区 中 キ 8 5Ei5B2 錠 4 回 ー 125 
"RUN' シン ボル * が 点灯 し ます 。 こ れ は マニ ュ ア ル 計 算 が で きる こと を 示し て いま す 。 (1) ま ちがっ て 他 の キー を 押し た と き 
も し 、RUN の シン ボル が 点灯 し て いな いと き は [BASIC) を 押し て R UN を 点灯 させ て くだ さい 。 の pa 
※ 説 明 上 必要 な 場合 を 除き 、「 シ ン ボ ポル 」 の 文字 は 省略 し ます 。 mk 1 人 e 6 
面 計算 の 記号 に つい て キ ー 操作 表 示 部 _ 
通常 の 数 学 で は 四則 計算 の 記号 と し て 「+、 一 、X、+」 を 使い ます が 、B A S 】 C 言 語 で は 「X」 や 5 は ] 1 5 (*) 2 (*] 4 5+15*2*4 
「+」 の 代り に 「*」 や 「 ン 」 な どの 記号 を 用 いま す 。 ま た 、 本 機 で は べき 乗 や 指数 、 そ の 他 の 関数 な ど し ー ここ が ちがう 
に お いて 、 通 常 の 数 学 で 用 いら れ て いる 記号 と は 違う か た ち で 表現 され て いま す の で 、 以 下 に 本 機 の マニ ュ 〔()() この キー を 押し て 左 へ 5 十 15*2 素 4 
テル 計算 や B A SC 言語 で 使用 する 計算 の 記号 や 特殊 記号 に つい て 説明 し ます 。 (2 回 押す ) カー ソル を 移動 きせ る し ー この 部 分 に カー ソル を 移動 き 
せ て 点滅 させ る 
5+15*2 ノ / 婁 - 
(この 後 ( 旨 と し て も よい ) ビー 
正しい キー を 入れ る ここ が 点滅 する 
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[ 臣 ) "この キー を 押し て 右 へ | 5+15*2 ノ 4 ー _ 
カー ソル を 移動 させ る 

- | 間 E 角 3 

答 
キー 入力 し た 式 を 確認 し た いと き (これ を プレ イ バ ッ ク 機 能 と いう ) 

I 敵 この キー - を 押す と | te 

|( 机 。 を 押し て ー ーー - 12.5 

(中 ) "さら に この キー を 押す と | 5+15*2 ノ 4 ーー 

この 部 分 が 点滅 する 
ーー ーー ー 12. ] 


※ カ ー ソ ル に つい て 
キー 操作 を 行う と き 表 示 部 に _ が 表示 され た り 、 キ ー 操 作 の 訂正 の と き に 
り し ます が 、 こ れ ら の マー ク は カー ソル と 呼ば れる も の で 、 次 に 操作 し た 


マー ク が 点滅 し た 


キー が この 部 分 に 入る 


Mikik つき ぎ に 説 明 す る 舞 信 モ ー ド で の も カー ソル で す 。 
園 ま ちがっ て 余分 な キー を 押し た と き 
(例題 】 ② 
| 計算 式 。 | キ - 操 作 | 符 
20X3+5 20653 切 sg | 誤 
し + ーー 操作 表示 部 
2 0 CB 3 CD の 5 


20*3* ブ 5 
L 余分 な キー 


を 区 別 す る た め に 
表示 する 


- 数 字 の 0 (ゼロ ) と 英文 字 の 0 (オー) と 
0 (ゼロ ) 一 > 9 と 


| (9 この キー を 3 回 押 す | 20*8*/5 間 目 な | 
ー 人 この 部 分 に カー ソル を 移動 させ る 
(SHIFT) + (DEU 20*8 用 5 。 - 
(下記 の ※ を 参照 | 1 * が 削除 され て ここ が 点滅 する 

(q 且 暫 細 ーー 押 E ) 
キー 入力 し た 式 を 確認 し た いと き | 20*3 ノ 5_ ー 

選 1 


DEL _ ー 
は [SHIFT) を 押し た まま (INS) を 押す こと を 示し ます 。 
(削除 ) が 働き ます 。 


※ (SHIFT) す [DEL) は 
DL 機能 


DEL 
な お 、 と 押し て も 
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(3 プレ イ バ ッ ク 機 能 に つい て 

(例題 】 ② に お いて 、 余 分 な キー を 押 
ゆめ よう 飼 と 
ェ ラ ー を 起こ AU ー ソ ル で 示 


き 、 キ ー 入 力 し た 式 を 呼び 


し た の に 気がつか ず 


に [本 ) を 押し て し まう と 、 エ ラー が 発生 し ます 。 
び 戻 し て 訂正 する 機能 が アプ レイ バッ ク 機 能 で す 。 こ の 機能 を 使う と 
ie ェ ラ ー の 原因 が わか りや すく 大 変 便利 で す 


キー 操作 表 。 示 部 
2 0 お) 3 の 5 ERROR 10 
(ゴー 20*3* 記 5 
人 ここ が 点滅 する 
対生 
の 場合 合 * が 不要 で す 
[8) | 29*s ー _ 


(この 後 〔 記 ) と し て も よい ) 


人 カー ソル の 前 の * が 削除 され ます 


5) 数 式 に お いて 誤り が 多い と き 
〔CLS] を 押し て 、 


(6)DEL と INS、BS の 意味 

DEL っ DELETE (デリ 

INS 一 INSERT…… (イン 
入力 


今 まで 入れ た 内 容 を すべ て 消し 、 あ ら た め て 最初 か ら 入 力 し 直し ます 。 


ー ト ) 削除 を 意味 し ます 。 
サー ト ) 挿入 を 意味 し ます 。 
し た 文字 が カー ソル の 前 に 挿入 され ます 。 再 


(中 2 回 押し て 20*3 ノ 5 
4 カー ソル が 最後 に 表示 され ます 
( 編 ーー - - ーー _ 1 2. 
4) キ ー 操 作 が 抜け た と き 
例題 ) ③ 
- 便 | キ ーー 操作 咽 千 
較 較 2 GO 3 の 10 | _ 06 
_ 了 、 ae 操 作 -。 表 ー 示 部 ーー _- 
23(10 23 ノ 19 。 。 
人 ここ に * が 抜け て いる 
UIEUIEIII ー 29 ノ 18 ーー - 
カー ソル を 左 へ 4 つ 移 動 人 ー この 部 分 を 点滅 させ ます 
(INS) ー | 28 ノ 16 
訂正 モー ド か ら 挿入 モー ド に 変わ カー ソル が か ら に 変わ り 、 次 に 入力 
り ま す し た 文字 が カー ソル の 前 に 挿入 され ます 
[*] ー 2*8 ノ 10 _ ーー 
(この 後 ( 紀 と し て も よい ) 1 __ .* が 挿入 (追加 ) され ます 
評 ()( 記 ( 計 2*3 ノ 19_ _ Hi 
カー ソル を 右 へ 4 つ 移 動 ーー _ _- _ 
1 (qa) ーー ー 


再度 を 押す と 訂正 
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モー ド に だ 変 わり ます 。 ま た 、 を 押し た と きも 挿入 モー ド は 解除 され 


訂正 モー ド に 戻り ます 。 
層 委 っ BACKSPACE…… (バッ クス ペー ス ) 1 文字 分 の 後退 を 意味 し ます 。 
カー ソル の 前 の 文字 が 削除 され ます 。 


練 習 問 題 1 


Ii は 74 ペ ー ジ か ら 記 載 し て いま す 。 


| " 4. エラ ー の 処理 に つい て | 


を 行っ て くだ さい 。 


1 る で し ょ う 。 ま た 、 答 え が 出 ず に ERROR1 9 な ど 
と いう 表示 が 出 た 人 も いる こと で し ょ う 。 

ERROR (エラ ー) が 出 た 人 も 出 な か っ た 人 も 、 次 の 例題 で モラ ー の 処理 を 行っ て みて くだ さい 。 

〔 例 題 〕】 ④ 


_36 
21 す 4 
キー 操作 還 還 還 還 生 0 6 
8 6 の 2 田 に 4 0J 5 ー 3 6/2 キキ 9 ー ーーーーーーーー ャ ーー = 
| = ERROR 16 ーー ーー 
(3 ー - 36 ノ 2+4 哨 間 還 還 凍 語 
4 ここ か 点滅 し ます 
この 意味 は DJ( カ ッ コ ) の 部 分 が エラ ー 
ーー ] の 原因 で ある こ と を 示し て いま す 
剖 _ この 【 例 題 ]】 ④ の 場合 は 86 ノ (2 +4) が 正しい 式 で す すか ら 
に EIIEIIEII ーー 3.6 ノ 上 +4) 軸 思 
0 ーー ここ が 点滅 し ます 
INS) 挿入 モー ド に し ます | 8 ノ 生 + 9 _ 
に _- ー 36 ノ (2+4) 是 = 
[ 殺 ー 思 ーー = = ーー ーー 
式 を 確認 し た いと き は |).・ ーーーーー- ・ 
に 86/(2+4ー 
4 カー ソル が 最後 に 表示 され 
の ー | ます 
また は - 昌 6 プ (2+4) - 
W _- 1 カー ソル が 先頭 に 表示 され ます 
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ぐ 
し て も こも -1 2 竹 グ ぁ %g% ( ) に つい て OASIS 


所 
所 
所 較 
まき 分 数 に お いて は 、 式 に カッ コ が つい て いな く て も 、 分 母 、 分 子 は それ ぞ れ 全体 を カッ コ で くく る 
トコ 泉 
を 必要 が あり ます 。 た だ し 、 分 母 、 分 子 と も 数 値 が 1 つ だ け の 場合 は 省略 で きま す 。 加 
まな お 、 関 数 キー を 使う 場合 (45 ペ ー ジ 参照 ) も 中 カッ コ { } 等 を 必要 と する 場合 が あり ます 。 ミ 
計算 機 で は 小 カ ッ コ も 中 カッ コ も 同じ (0D] の キー を 使い ます 。 [ 
ミキ キキ キキ キキ キキ キキ キキ キャ キキ キミ すす すす すす すす キキ キキ キン す キキ ミキ すす すす すす すす りす すす ウチ テキ 
式 合 の 連続 計算 
| 5. 数 式 が 長い 場合 の 連続 計算 の し か た 
(例題 ) ⑤ 
2 メ 員 9 ょ 10X100 
ここ で ひと まず 区 切る 

| 33 軌 10 間 9.6 

ー テ これ で 区 切り 計算 と な り ま す 

(*] 1 0 0 9.6*199 

| 6 0. 


計算 式 の 途中 で (q) を 押す と 、 そ れ ま で の 数 値 計算 が 実行 され る の で 、 区 切り の よい と ころ で ( 殺 ) を 押し 
ます 。 続い て 計算 記号 と 数 値 を キー 入力 すれ ば 、 長 い 数 値 の So [ 算 が 容易 に な り ま す 。 式 が 表示 
上 で 255 字 分 以内 で あれ ば 、 区 切る こと な く 計 算 で きま す 。 


練習 問題 |2 を 行っ て くだ さい 。 


6. ラス ト ア ン サ ー 機 能 に つい て 


は 、 計 算 し た 結果 を 記憶 し て いる 機能 で す 。 具体 的 に は マニ ュ ア ル 計 算 で 〔 殺 ) を 押し て 得 ら れ た 結果 
や 、 ダ イレ クト アン サー 機能 を 用 いて 得 ら れ た 結果 (これ ら を ラス ト ア ン サ ー と 呼ぶ ) な ど を 記憶 し ます 。 
この 機能 は 、 次 の よう な 使い みか た を する と 便利 で す 。 
ダイ レク ト ア ン サ ー 機 能 : を 使用 せ ず に 関数 計算 を 行う 方 法 。 
数 値 を 入れ て か ら 、 各 関数 キー を 押す 。(38 ペ ー ジ 参照 ) 
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〔 例 題 】⑥ 


4X6 
ーーーー ーー92.4 この 2. 4 と いう 結果 を 使っ て 
す 6 

1 3 凡 


トーーー キキ 一 の よう な 計算 を 行う 場合 


キー 操作 。 表 款 部 
4EO6 の 4E6G 回 | ーー ーー 2.4 
1 の RSGD 3 の @NSED | ュ ン 2.4+8 ン 2.4+ー 員 
2( の ANS ーー | 1 グ 2.4+8 プ 2.4 オ 2/2.40 
に zi 
ここ で (q) を 入れ た こと に よっ て 、 新 し い 計算 を 実行 し た こと に な り ま す の で ラス ト ア ン 
| サー は 、2.5 と いう 数 値 に 入れ 替わり ます 。 | 


ラス ト ア ン サ ー 機 能 と は 、 ひ と つの 記憶 箱 (レジ スタ ) に ひと つの デー タ を し まっ て お く こ と で あり 、 常 
に 一 番 新しい デー タ だ けが 記憶 で きま す 。 
な お 、 ラ スト アン サー は PRO お よび RUN モ ー ド の と き 、(ANS] で 呼び 出す こと が で きま す 。 


7 . 計算 結果 の 表示 方 法 | 


いろ いろ な 計算 を 実行 する 中 で 、 小 数 部 に つい て は 小数 点 以下 2 桁 、 あ る い は 3 桁 く らい で 十分 と いう 場 
合 が 多い も の で す 。 ま た 、 小 数 点 の 表示 で は な く 、 指 数 で の 表示 の ほう が 便利 で わか りや すい 場合 も あり 
ます 。 
そこ で 、 計 算 結果 の 表示 方 法 に つい て 、 本 機 の 便利 な 利用 法 を 説明 し ます 。 

通常 用 いて いる 数 値 は 、 

12300 や 0.0987 の よう に 表 さ れ ま す 。 

し か し 、 理 科 や 工科 系 に お いて は 、 

12300 を 1.23x10* 

0.0987 を 9.87x10 "5 

と 、 表 すこ と が 多く あり ます 。 
数 値 を この よう に 表す 方 法 を 指数 方 式 と 呼び ます 。 

1.23x10* 

9.87 x10~? 


人 を いり 


この 部 分 を 指数 部 と いい ます 。 
この 部 分 を 仮数 部 と いい ます 。 
本 機 で は 、 数 値 を 指数 方 式 で 表示 する 場合 は 、 指 数 部 を 示す 記号 と し て E ([2ndF) [Exp) で 入力 ) を 用 い 
ます 。 次 の 例題 で キー 操作 の 練習 を し て くだ さい 。 
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キー 操 作 表 示 部 
例題 A 1.2x10= B - 
1 に) 2 (2md FI (Exp) 9 1.2B9_ 
1200099660. 
FE 1.2E 69 


普通 の 表示 を 指数 表示 に し ます 
例題 B 1.2X 10 リ = 


1 〔・〕 2 [2nd FJ Exp) 1 0 【 枯 も 四 凶 。 壮 昌 
FE | 1.2E 169 
人 


ここ が 2 桁 に な る と > 独 を 押 


し て も 変わ り ま せん 


例題 C 0.0987= 


0(J0987 【 殺 9.90987 
FE 9, 8 殿下 
ーー 北 


了 
10~※ を 意味 し ます 


例題 D 171x2.49x 10! 
8.5X15x 10 
1 71GO 2 3 mdP(Esg) 3 の CO 3 


に )25 GEJ 1 に 5 ndP(Exgl - 2 0J( 85236.92308 
FesE 8.5236923908E 64 


( 注 ) a X 10* を a [2nd FI (Expl x と 置く 場合 、x は 土 (0 99) の 整数 で な けれ ば な り ま せん 。 整数 3 桁 
以上 の 数 値 を 入れ た と き は 、 下 か ら 2 桁 を x と 読ん で し まい ます 。 ま た 、 小 数 部 分 を も っ た 数 値 を 
入れ た と き は 、ERROR19 に な り ま す 。 

< 例 〉 1 (2ndP(Exp) 1125( 宙 一 1.E- 25 (誤り ) 
53 ペ ー ジ [2nd (10 、(2nd FI (gg) 、(2ndF) (Exp) の 逢い に つい て 」 を 参照 。 


が 
が 


S 

ss 大 き な 数 字 、 小 さ な 数 字 に つい て も と こも 
この 計算 機 は 10 桁 の 計算 機 で す 。 値 の 大 き な 数 字 (指数 部 が 10 以 上 ) や 小さ な 数 字 (指数 部 が 
ー10 以 下 ) は 通常 の 表示 方 法 で は 表示 で きま せん 。 そ の た め 、 を 押し て も 表示 は 変わ ら ず 、 


常に 指数 方 式 で 表示 され ます 。 
てき きた キキ キキ キキ キキ キキ キキ キキ キキ キキ キキ キキ キキ キ キキ キキ キキ て キ て し も し も も し し こし し し て し て エレ も こし し に も こし こし ここ と 


の の の の の の の の の の の 
の の の の の の の の の の の 


| 8. 表示 に 関す る フォ ー マ ッ ト 指定 


⑩⑪DIG1IT 指 定 

マニ ュ ア ル 計 算 で 得 られ た 結果 な ど で は 、 特 殊 計算 を 除い て 小数 部 は 2 桁 や 3 桁 な ど で よ い 場 合 が 多い も 
の で す 。 そ こ で 、 計 算 す る 前 ある い は 計算 結果 が 表示 され て いる と き に DIGIT (デジ ッ ト ) に よっ て 
計算 結果 の 小数 部 の 桁 数 を 指定 する こと が で きま す 。 
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「 キー 操作 。 | 表示 部 
[DS CD (NG SHE + 中 HET+ (| USING !# 
(SHFTD + (CSHIFT + (所 USING "まき #ー 
SHIFT + (HJ (SHIFT+ USING !# 導 . # 導 リー 
西 > 
1E71 恨 3 己 5 回 0.48 
- 相 


これ は 「 十 0.48」 と いう こと を 尊 意味 し て いま す 


また ここ で 【〔ANS) を 押す と 4.885714286E-91_ 
US ING 指 定 で な い 表 示 が で ます 
そし て さら に [和久 を 押す と 9.48 
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《 例 > 0 整数 を 表示 (小数 点 以下 1 桁 目 を 四捨五入 ) 
2 小数 点 以下 2 桁 ま で 表示 (小数 点 以下 3 桁 目 を 四捨五入 ) 
4 小数 点 以下 4 桁 ま で 表示 (小数 点 以下 5 桁 目 を 四捨五入 ) 
2ndF 0 デジ ッ ト 指 定 解除 電源 オフ や モー ド の 切り 替え な ど で も 解除 
( 注 ) 結果 が 60 進 数 の 度 ・ 分 ・ 秒 の 記号 で 表示 され た と き は 、DIGTT 指 定 は 無効 で す 。 
[例題 ] ⑦ 
EE ー ー _ ー 
35 の 計算 を 小数 点 以 下 2 杵 ま で 求め な さい 。 
。 キー 操作 。 表 。 示 部 。 | 
まず 、 デ ジッ ト 指 定 で 小数 部 の 格 数 を 指定 し ます 。| ーー ー 
2nd F](DIGIT] 2 
1 し)71() 8 に 5 <) 6.49 
1.71 ノ 3.5 の 結果 ! 5 プイ リ ーー 3 桁 目 が 四捨五入 
され て 0.49 と な り ま す 。 


一 US ING 命 令 
USTING (ユー ジン グ ) 命令 で フォ ー マ ッ ト の 指定 を する と き は 、 計 算 の 前 に あら か じ め 指 定 し て お く 
必要 が あり ます 。 最後 の 桁 は 切り 捨て られ た 値 と な り ま す 。 
①USING ! 導 革 #! 符号 と 整数 2 桁 を 表示 
②USING ! 村 共 . ! 符号 と 整数 2 桁 と 小数 点 を 表示 
USING !# 半 #. ##! 符号 と 整数 2 桁 と 小数 点 と 小数 点 以 下 2 桁 を 表示 
(USING ! 半 半 革 。 失 和樹 .! 符号 、3 桁 区 切り マー ク (,)、 整 数 5 桁 と 小数 点 を 表示 
3 桁 区 切り マー ク も 1 桁 と 数 えま す 。 た と えば ー1, 234, 567. を 表示 さ 
る と き は 、USING !# 村 半生 韻 。 # 守 革 .! の よう に # と , 
を あわ せ て 最低 10 個 指定 する 必要 が あり ます 。 
や USING 「! 叶 共 . 共 # 信 ! 小数 点 以 下 2 桁 ま で の 指数 方 式 で 表示 
この と き 指 数 部 は E と 符号 を 含め て 4 桁 (セー0 0) が 、 自 動 的 に 取 
られ ます 。 
フォ ー マ ッ ト 指 定 を 解除 


⑥⑯USING 


( 注 ) W 符号 が 正 の と き は スペ ー ス に な り ま す 。 
eid RE と 、 デ ジッ ト 指 定 は 解除 され ます 。 
同様 に デジ ッ ト こよ り 、US TING の 指定 は 解除 され ます 。 
ae ・ 秒 の 記号 で 表示 され た と き は 、U S I NG 命令 は 無視 され ます 。 


〔 例 題 】 ⑦ を US I NG を 使用 し て 計算 し て み ま し ょ う 。 


US ING 指 定 に 戻る と と が で きま す 


e 計算 が 終わ っ た ら 、〔UJ(SJ](NJ(G)(a) と 押し て US ING 指 定 を 解除 し て くだ さい 。 


ーー ンー ャ ーッ ーー ャ ニャ ニャ ニャ ニャ ーー ャ ーー ンー ャ ーー ンー テバ ーー ンー ャ ーー テーー ル ーー ャ ーーー ャ ーー テッ ーーー ャ ーー ャ ーー ンー の ーーー ンー テッ ーー ルー ャ ーーー 


を 行っ て くだ さい 。 


練習 問題 


ーー ンー バー ニャ ーー バー ロー ッ ー ャ ーー ャ ーッ ーー バー バー ンー か の リ ーーー ャ ーー の アバール ーー バー ッッ ーー ャ ーーー 


キー 操作 。 表 示 。 部 還 較 
((2ndP(CAJ ) 
55.4[ ン ) 9 (名 6.155555556 
(*〕 9 6.155555556*9_ 

〔 引 | 55.4 


この 計算 例 で は 小数 部 が た くさ ん 表示 され る の で すっ きり せ ず 、 わ ずら わし く 感 じ ま す 。 そ こ で 有効 
を 考え 、 式 の 途中 の 結果 の 端数 を 四 捨 五 人 し 、 し か も 、 最 終結 果 に お いて より 確か らし い 値 を 求め る 方 法 
が あり ます 。 こ れ を 数 値 丸 め 機能 (MDF) と いい ます 。 


先 の 例 に お いて 
55.4 = 9 6.1555555566 で す が 、 小 数 第 4 位 を 四 捨 五 人 し 6.156 と し て 
6.156X 9 を 計算 すれ ば 55.404 と な り ま す 。 


キー 操作 表 示 間 ーー 
(2ndFJ(DIGIT) 3 
55.4[ ン 〕 9 (名) 6.156 
[MDP) 6.156 
(*] 9 6.156*9_ 


55.46 4 
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この よう に 数 値 丸 め 機能 を 用 いれ ば 、 計 算 途 中 で 有効 桁 数 の 端数 処理 を 行い な が ら よ り 確 か らし い 値 を 求 
め る こと が で きま す 。 
た だ し 、 こ の 機能 (MDF) は DIGTITT ま た は USTING の 指定 が され て いる と きだ け 有 効 で す 。 


( 注 ) w 結果 が 60 進 数 の 度 ・ 分 ・ 秒 の 記号 で 表示 され た と き は 、 こ の 機能 は 無効 で す 。 


10. 計算 結果 の 符号 の 反転 


計算 に よっ て 得 ら れ た 結果 を 次 の 計算 に 利用 する 場合 、 そ の 結果 の 符号 を 反転 させ て か ら 使 
に 便利 な 機能 で す 。 


し た いと き 


た と えば 、1572 円 、2350 円 、3058 円 の 買い 物 を し て 10000 円 で 支払 う 場 合 、 買 い 物 の 合計 金額 と お 釣り の 
金額 を 求め る と き の 操 作 は 次 の よう に な り ま す 。 
キー 身 析 表 示 部 
1572 ( 土 〕 2350 ( 圭 〕 3058 [qa] 6980. 
( 品 ー698 0. 
詩 10000 〔 写 390 29. 
( 注 ) AB ニーB 二 A に より 10000 一 6980 を 6980+10000 と し て 計算 
また は 
1572 革 ] 2350 ]3058 (名 6980. 
(10000 [名 ) ー3626. 
_ (名 3 6 2 6. 


11. メモ リ 計 算 | 


マニ ュ ア ル 計 算 で 、 数 値 を 一 時 記憶 し た り 、 
この メモ リ は 次 の キー 操作 で 利用 で きま す 。 
メモ リ の 内 容 を 表示 し ます 。 

続い て も う 1 回 押せ ば メモ リ の 内 容 を 消去 し ます 。 メ モリ 計算 は 、 こ の キー 操作 で 
メモ リ 内 を 消去 し て か ら 始 め ま す 。 

SNRKtdzmzoeee 表示 され て いる 数 値 を メモ リ に 加え ます 。 ま た 、 式 が 表示 され て いる と き は 、 そ の 
式 を 計算 し て 、 結 果 を メモ リ に 加え ます 。 

表示 され て いる 数 値 を メモ リ か ら 減 算 し ます 。 ま た 、 式 が 表示 され て いる と き は 、 
その 式 を 計算 し て 、 結 果 を メモ リ か ら 減 算 し ます 。 


計算 結果 を 累計 で きる メモ リ が あり ます 。 


か 


wes 2 征 ア * ュ と も コア Mep) Ad 主 て て て て て て て て エエ スイ スイ イス スエ エエ エエ エエ キキ キキ イキ ミミ ニキ 


の の 


メモ リ と は 数 値 (お 金 ) を た くわ えて お く 金 庫 の よう な も の で す 。 金庫 に 次 々 と 数 値 を 追加 し た 
り (【M 土 ] )、 必要 な 分 だ け 引 き 出 し た り ([2nd 中 (MMd) ) する こと が で きま す 。 ま た 、 金 庫 に 
た くわ えら れ て いる 値 (全額 ) を 呼び 出す ((R・CM] ) こと も で きま す 。 
R・CM と は RM (Recall Memory メモ リ の 呼び 出し ) と CM (Clear Memory メモ リ の 消去 ) 
の こと で す 。 この 2 つの 働き を 1 つの キー に まとめ て 表し て いま す 。 

に と と エエ エエ て エエ エズ エエ イエ イエ エエ スイ キ エエ ニキ キミ テテ キテ キミ テキ ミミ ミキ マキ キ キキ キテ キキ テテ キテ テテ 


の の の の の の の の の の の の り 
し の の の の の の の の の の の の の の りり 
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例題} ⑨ 


(1) 24X34、64= 5 、19X28+ 8 の 計算 を 行い 、 そ の 結 


(2) 次 の 計算 を 行い な さい 。 


ほ の 合 計 を 求め な さい 。 


24 十 46= 

ー) 87X4 三 

十 ) 84 一 29= 

ーー 合計 

キー 操作 表 示 部 備 考 - 

メモ リ 内 容 を 消去 
24 (*] 34 (M+〕 8 16. 計算 結果 を メモ リ に 加え ます 。 
64[ ン ] 5 (M エ ] 1 2.8 この と き 、 メ モリ が 使わ れ て いる こ 
13 (*] 28[〕 8 (MM 45.5 と を 示す 賠 レン ボル が 点灯 し ます 。 
(R・CM) 874.3_ 合計 が 求 ま り ます 。 
メモ リ 内 容 を 消去 ( 隊 シン ボル 消灯 ) 
As | [87x 4 の 詳 算 を 実行 し 、 そ の 結果 を 
7 は 4 ndFM 0 1 PRE CK 参照 
84 に 29 (M] 5 8。 
ー23._ 合計 を 呼び 出し ます 。 
※ 次 の よう に 操作 する こと も で きま す 。 
37(*] 4 [37X4 を 計算 し 、 結 果 を 表示 
表示 され て いる 数 値 を メモ りか ら 減 算 


_12. 定数 計算 機能 


記 二 敵 半 


定数 計算 と は 、 あ る 決ま っ た 値 (定数 ) に 対し て 決ま っ た 計算 を 行う こと で す 。 次 の キー に より 定数 と 計 


算 を 設定 で きま す 。 


OR 定数 と 衣 
(1 設定 方 法 (8 


E) a は 定数 と する 数 値 (また は 式 ) を 示し ます 。 


加算 : a [CONST) (+ a が 定数 ) また は a [ 土 [CONST) (a + が 定数 ) 
減算 ・ ( 二 ] a (CONST] (- a が 定数 ) また は a [ 二 ] (CONST) (a 一 が 定数 ) 
乗算 : 〔*) a 【CONST] (X a が 定数 ) また は a 〔*]【CONST] (a X が 
除算 a 〔CONST] (+ a が 定数 ) また は a [ ン ](CONST] (a + が 定数 ) 
定数 計算 を 設定 する と 表示 部 右側 に “CONST "が 点灯 し ます 。 


(② 設 定 内 容 の 確認 


*CONST "が 点灯 し て いる と き に 次 の キー を 押せ ば 


され ます 。 


計 | 
池 


(2ndFJ(CONST) (SHIFT) + (CONST) ) 


3 設定 内 容 の 消去 


数 ) 


則 の 記号 (キー* ブ ) も 含め て 設定 内 容 が 表示 


次 の キー 操作 で 設定 内 容 が 消去 され ます 。 ま た 、 電 源 を 切っ た と きも 消去 され ます 。 
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(2nd FI(CAJI((SHIF オ (CAJ) ……… *CONST "が 消灯 


〔 例 題 ) ⑨ 


し ます 。 


(1) 十 (4.8+3.6) を 定数 と する 、 次 の 計算 を 行い な さい 。 
32.5 十 (4.8 十 3.6) = 
24 一 18.5 十 (4.8 十 3.6) = 
8.2X 6 二 (4.8 十 3.6)= ニ 

(2) (57 一 14)※ を 定数 と する 、 次 の 計算 を 行い な さい 。 
(57-14) X18= 
(57-14) x (27/4)= 
(57-14) x (24 十 43) = 


キー 操 作 表 示 部 


備 考 


JCO48365O | + (4.8+8.6) 
(CONST) あ 


32.5 [4 49.9 
24 (18.5 (q 1 3.9 
8.2 (*) 6 〔 殺 5 衝 。6 
(2ndF) (CONST + 8.4 


ーー 


定数 計算 設定 (“CONST "点灯 ) 


設定 内 容 確認 (4.8 す 3.6 の 結果 が 定数 
に な っ て いま す ) 


CJ5 己 14 人 軸 81ー14 が 9* 
(CONST > 


18 〔 殺 774 
27【 ン 〕 4 【 殺 299.25 
24 ( 土 48 [名 2881. 
(2nd FI (CA > 


定数 計算 設定 (前 の 設定 内 容 は 消さ れ 
ます ) 


設定 内 容 消去 


第 2 意 
関数 計算 の 操作 方法 と 練習 


| 1. マニ ュ ア ル ( 手 操作 ) で の 関数 計算 | 


マニ ュ ア ル に お いて 、 関 数 計算 を 単独 で 行う 場合 の 方 法 を ここ で 説明 し ます 。 

本 機 に は 、B A S I C 言 語 で も 使え る 基本 関数 が 多く あり ます が 、 そ れ ら に つい て は BASIC プ ログ ラ 
ム の 項 で 説明 し ます 。 

マニ ュ ア ル 計 算 は RUN モ ー ド で 行い ます 。 [BASIC] で 画面 の 右上 に "RUN" を 点灯 させ て くだ さい 。 
PRO モ ー ド で マニ ュ ア ル 計 算 は で きま せん 。 
60 進 数 の 度 ・ 分 ・ 秒 計算 機能 は 、 マ ニュ アル 計算 で の み 可 能 で す 。 


関数 キー を 使う 方 法 
マニ ュ ア ル 計 算 の 場合 は 、 通 常 、 関 数 キー を 使い ます 。 


RUN モ ー ド 

① 関数 キー を 押し て 、 続 いて 数 値 を 入れ (<) を 押す 。 

② 数 値 を 入れ 、 続 いて 関数 キー を 押す 。 
② の 場合 、 関 数 電卓 と 同じ よう な 使い か た と な り 、〔 包 ) を 押さ な く て も 計算 結果 が 出 ま す 。 こ れ 
を ダイ レク ト ア ン サ ー 機 能 と いい ます 。 た だ し 、 こ の 機能 は 、 べ き 乗 や 座標 変換 の よう に 2 つの 
数 値 が 必要 な 関数 、 ま た 式 の 入力 途中 で は 働き ませ ん 。 
表 の 中 に この ダイ レク ト ア ン サ ー 機 能 を (DAns 機能 ) と し て 示し て いま す 。 


アル ファ ベッ トキ ー を 使う 方 法 

関数 キー を 用 いな く て も 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト で 表現 され る も の は 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト キ ー で 入力 する こと と も で 
きま す 。 関数 キー が 用 意 さ れ て いな い 関 数 は アル ファ ベッ トキ ー で 入力 し ます 。 
た と えば 、 
5 の 計算 で は 、[z2] 5 と 操作 し て も 、[S][Q][U] 5 と 操作 し て も 答 は 同じ で す 。 プ ログ ラム の 中 で 関数 を 
扱う 場合 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト の 使用 頻度 が 高い た め 、 こ の 方 法 が 便利 な と き が あり ます 。 
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(1 関数 入力 の 方 法 
( 注 ) DAns : ダイ レク ト ア ン サ ー 
項 日 | 通常 の 表現 | 本 機 の 表現 読み か た 入力 方 法 と 備考 
2 乗 ァ " 欠 | み ば ぇ アテ g# x 
SdU8Ye また は 
(平方 ) X (DAns 機能 ) 
平方 根 yz SQR | ルー ト 9x (回 
root また は 
Sduare root X (DAns 機能 ) 
(平方 根 ) 
9 乗 本 HUB | キュ = タッ タク (ndF) 9 X (9 
cubic また は 
( 立 か ) X (DAns 機能 ) 
立方 根 ダァ CUR | キュ ー ビ ピッ クル ー ト | ng x ( 
cubic root また は 
(立方 根 ) X (2nd PDAns 機能 ) 
逆 。 数 中 RCP レシ プロ カル [7z] X [ 
PA ) ー 
reclprocal また は 
(逆数 ) X [17x] (DAns 機能 ) 
円 周 率 円 PI パイ Z) (名) また は 
P, 名 (る 
(ギリ シャ 語 ・ 円 周 率 ) 三 3.141592654 
べき 乗 の" が ハッ トマ ー ク Y ツ 4] X( 殺 
(べき 乗 根 )| ( 注 ) 。 DOWer 
が ーッ テ (累乗 , べき 乗 ) ( 注 ) YAJ(O1 選 x6]( 
絶対 値 |z | ABS | アプ ソリ ュー ト (A)(B](S) X ( 殺 
absolute 
(絶対 値 ) X の 絶対 値 
整数 化 0 | イダ た 半 帯 と IINIIW ま SE 
integer X 以 下 で か つ 最 も 大 きい 整数 
( 整 数 ) 
符号 関数 SGN | の チム (⑧((N) * (名 
Sign X の 値 が 正 の と き 1 、 負 の と き 一 1 、 
( 符 号 ) 0 の と き 0 が 得 ら れる 


( 注 )・「 入 力 方 法 と 備考 」 欄 の X、Y、n、r は 「 通 常 の 表現 」 
度 を 表す 数 値 で す 。 


し ます 。 ま た 、 の は 


拉 の x、y、n、r に 対応 する 数 値 を 表 


・ メ に つい て は 、60 進 数 の 度 ・ 分 ・ 秒 の 記号 で 指定 する こと も で きま す 。 
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(② 関 数 入力 の 方 法 [2] 
項 目 | 通常 の 表現 | 本 機 の 表現 | 読み か た 入力 方 法 と 備 者 
乱 数 RND | ラン ダム (2ndP(RND) xX (名 
乱数 を 発生 する 
PQRdpm mntbeP8 | 計 文 計っ ゅ で は 114 ペ ー ジ 参照 く 
( 乱 数 ) だ さい 。 
数 値 MDF | モデ ィ フ ァ イ (MDF] X ( 鉛 
丸め 機能 modify DIGIT また は USING 命令 で 指定 さ 
(修正 する ) れ た 桁 数 の 端数 処理 を 行う 。 
桁 数 指定 DIGIT | デジ ッ ト DIGLU n 
の n は 指定 する 小数 点 以 下 の 桁 数 
CU 0Sn る 9 
解除 は DIGIT) (・) と 操作 
階 乗 nl! FACT | ファ クト リア ル nd 月 ( 亡 n (名 
factorial また は 
( 階 乗 ) n (DAns 機能 ) 
順列 ! NPR | パー ミュ テー ショ ン > 
mo な シン | 画 rm 
(nーr) ! permutation た だ し 、n ミ ェ 
( 順 列 ) 
組み 合わ nCr= nl NCR | コン ビ ネ ー シ ョ ン dP(CJCO n ェ ロロ (g 
せ Im-y)! combination 沈 だ し 、m ゃ 
(組み 合わ せ ) 
ln * LN ロー ン X 
また は natural logarithm また は 
1og。 (自然 対数 ) X [in] (DAns 機能 ) 
対数 関数 ーー op pa 
log LOG ロ ガ リ ズム (log] X [名 
common logarithm | また は 
(常用 対数 ) X (DAns 機能 ) 
e" EXP | エク スポ ー ネ ン ト (2nd FI(@9 X (名) また は 
(自然 指数 ) exponent X (DAns 機能 ) 
(指数 ) e 二 2.718281828 
引数 関数 ーー の = 7 = 
10* TEN | テン X 
(常用 指数 ) power of ten 祭 
es 4 (DAns 機能 ) 


- 敵 _ 第 2 関数 計算 の 操作 方 法 と 練習 ーー 
3 関数 入力 の 方 法 [3 
項 目 | 通常 の 表現 | 本 機 の 表現 | 読み か た 入力 方 法 と 備考 
s1n の SIN サイ ン @ [2ndFIUDRG] で DEG、RAD、 
Sine GR AD の いずれ か を 指定 
(正弦 ) (sin) 9 
また は 9 (sim) (DAps 機能 ) 
ーー ツーー ペ ーー 間 
cos の GOS コザ イン tcos] の 
cosine (余弦 ) また は 6 cos) (DAns 機能 ) 
tan の TAN タン ジェ ント (tan] 9 (4 
tangent ( 正 接 ) また は 9 [tan) (DAns 機能 ) 
ai ASN アー クサ イン e (2nd FI(DRG] で DEG、RAD、 
arC gine GR AD の いずれ か を 指定 
( 送 正 弦 ) X 
また は 
X (2nd (DAns 機能 ) 
琴 滞 導 ー ーー 
COS ACS アー クコ サイ ン (2nd 昌 (eos_) X 【 殺 ) 
aTC CO81me また は 
( 逆 余弦 ) X (DAns 機能 ) 
Se ーー ボーーーーー 
tan ATN | テア ー ク タン ジェ ント | (dP (sm) X (qq 
arc tangent また は 
( 逆 正 接 ) X (tan') (DAns 機能 ) 
( 注 ) 9 の 、X に つい て は 、60 進 数 の 度 ・ 分 ・ 秒 の 記号 で 指定 する こと も で きま す 。 
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還 通常 の 表現 | 本 機 の 表現 | 読み か た 。 | 入力 方 法 と 備考 。 
ハイ パパ ボリ ッ ク (CSJ(NX ( 負 
Sinh と HSN | サイ ン ra 
hyperbolic sine - 商 
双曲線 ハイ パ ボ リッ ク HH(GO(S) X (名 細 
関 数 cosh HCS ko 全 e 寺 e" 了 
hyperbolic cos1ne 
RE が 8:・ ほ 00 【 6 つ 
ハイ パパ ボリ ッ ク CCNJX ( 殺 い 
tanh HTN | タン ジェ ント eーe“* 
hyperbolic tangent | e" 十 e“ に 
還 ー 店 ゴ は 
アー クハ イ パ ボ リッ ク (AS) X (名 軍 
サイ ン 5 1 
る = 2 
AHS . 
人 arc hyperbolic loge ⑦+Yz +1) 門 
Sine x は 任意 の 数 = 
机 
ァ ー ク ハイ パ ボ リッ ク 1 (AU X ( 台 参 
送 双 曲 % コサイン ーー 
cosh_? 寺 arc hyperbolic 198 Ge+Ygー1) 
関 数 Sp 各 MR あ 1 の 
cosine 
院生 こ 
アー クハ イ パ ボ リッ ク (AJHJT] X ( 包 a 
タン ジェ ント 天 
ー! 1 
AHT 6 ーー 
Na arc hyperbolic loge/ ユー テ 1 
tangent 
== 


( 注 ) XX に つい て は 、60 進 数 の 度 ・2 


0) 


秒 の 記号 で 指定 する こと も で きま す 。 


43 第 2 章 関数 計算 の 操作 方 法 と 練習 ーー = 
(4) 関 数 入力 の 方 法 [4] 
項目 通常 の 表現 | 本 機 の 表現 | 読み か た | 」 人 人 カ 方 法 と 備 考 
60 進 数 ( 度 、 分 、 秒 ) | DEG | ディ グリ ー X 
10 進 数 ( 度 ) の to decimal また は X (DAns 機能 ) 
変換 degYee 
@ 度 、 ク 分 、 秒 の 記号 に つい て は 、 次 の “(5) 60 進 数 の 計算 に つい て " を 参照 し て くだ さい 。 


( 度 、 分 、 秒 ) の 変換 


っ 10 進 数 の 変換 


10 進 数 ( 度 ) つ 60 進数 | DMS 


分 、 秒 の 記号 に つい て は 


& 日 


ディ ・ エ ム ・ エ ス 
to degrees, 
minutes, second 


2ndF (っ DMS) X () 
また は X (DAns 機能 ) 
e 変換 結果 は 、 度 、 分 、 秒 の 記号 で 表示 され ます 。 


へ ギ キサ デジ マツ 


& hexadecimal 


@ 0 進数 一 16 進 数 の 変換 に "つい て は 、333 ペ ー ジ 


、 次 の “(5) 60 進 数 の 計算 に つい て "を 参照 し て くだ さい 。 
アン ド ・ h 


た だ し 、h は 9 て CFFFFFFFF ま で の 16 進 数 
(ACF は アル ファ ベッ トキ ー で 入力 ) 
の HEX$ 命 令 を 参照 し て くだ さい 。 


PQL | 天 一 ラ @ DEG、RAD、 G R AD の いずれ か を 指定 
直交 座標 to polar 2nd 月 に CO x 選 ] YD]( 負 ー ェ の 値 
WE inates の 値 
極座標 の 変換 950MaMa (2( 殺 一 9 の 値 
に ( 極 ) ここ で 、r の 値 を 確認 し た いと き は 
ノーX 十 Y: 」 
ーZ=(r, の ) CO( 旨 の 値 
の 値 を 確認 し た いと き は 
(2)(<g) 9 の 値 
L__ 。。。 = 5 9 ーー ニー 
REC 。 ン ギ ュ ラ ー @ DEG、 RAD、 GR AD の いずれ か を 指定 
to rectangular | 2ndP に zCO rr 90]( 名 一 X の 値 
直交 座標 の 変換 Coordinates _ 昌 (2)( 紀 一 Y の 値 
に (直角 の 、 長 方 形 ) | ここ で 、X の 値 を 確認 し た いと き は 
= テ (r, の り ) 
_ い CYJ( 基 の 値 
っ ー ク テ X 十 Y5 _ 5 
Y の 値 を 確認 し た いと き は 
(2( 記 っ Y の 値 
( 注 ) 座標 変換 で は 、 計 算 紀 き 果 を 変 数 Y と Z1 に 入れ ます の で 、 それ まで Y、 Z (ある い は Y$、Z$) に 
入っ て いた 内 容 は 消さ れ ま す 。 
5) 60 進 数 ( 度 、 分 、 秒 ) 計算 に つい て 
60 進 数 を 使っ た 度 ・ 分 ・ 秒 計算 が で きま す 。 
60 進 数 の 入力 や 表示 に は 、 数 値 の 他 に 記号  ( 度 )、′ (分)、”( 秒 )) を 使用 し ます 。 
60 進 数 ( 度 、 分 、 秒 ) - 10 進 数 ( 度 ) の 変換 (DBG) 
度 ・ 分 秒 の 記号 を 使っ て 変換 する と き は 、VDEG 命 令 (363 ペ ー ジ ) を 用 いま す 。 


され ます 。 
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〈 例 〉 25 度 452 分 16 秒 を 10 進 数 < 変換 
キー 操作 | _ 表 奈 部 
(VJ(D](B(G) (SHIET+ 25 (ndP) j 45 
ndPU 〕 18(2n9BOCJ SHE + VDEG!25? 45 187! 
(qa 25.755 
10 進 数 ( 度 ) 一 60 進 第 ( 度 、 分 、 秒 ) の 変換 (DMS) 
変換 結果 は 度 ・ 分 ・ 秒 の 記号 で 表示 され ます 。 
〈 例 〉 123.6789 度 を 60 進 数 に 変換 
ーー キー 操作 軸 。 表 示 部 | 
128 (6789 (2nd 日 ほ DMS) 123" 46′ 44. 94? 
度 分 秒 | 
また は 
2ndP( ほ DMS) 123 中 6789 (< 188"40 44.946 
1 


秒 の 端数 (小数 点 以下 ) 1 


、10 進 数 に な り ま す 。 


( 注 ) @ 本 機 は 、 演 算 結果 の 値 と 進 
結果 の 内 容 が その まま 呼び 出さ れ ま す 。 
RE 、([ANS] を 押す と ) 

@ 演算 結果 が 度 ・ " 秒 の 記 号 で 表示 され た と 


《 例 〉 ーー ー 尊 作 。 | 


| 25 亡 ] 4518 ( 三 DEG) 
| =B (指数 表示 に 変換 ) 


@ 度 ・ 分 ・ 秒 の 記号 表示 が 対応 で きる 男 囲 ( 
ROR 3 3 ! と 表示 され ます 。 
@ その 他 の 表示 例 


| ーー キー 操作 


まり 拉 


人 数 を 記憶 し て いま す の で 、 ラ スト アン サー 機能 を 用 いた と き 


40? 


4 4. 
き は 、 の 操作 は 無効 で す 。 


は 、 演 算 


0 4” と 表示 され ます 。 


WER 


示 部 


6 に)661(2ng 品 ビ DMS) 
1(2ndFI(DMS) 

9 に )1(2nd 中 ピ DMS) 
9999)0692nd 品 ( ほ DMS) 


9999" 098" 


・ 秒 の 記号 を 使っ た 演算 例 
1. 23 + 0. 5 
25. 4518 + 0. 5 
VDEG!25" 45′ 187"! 二 0.5 


@@ の |) 履 
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④ VDEG! 25" 45" 187! 十 


ビ DEG]25. 4518 + 

2nd 明 ピ DMS) 1. 2 3[ 条 守 泊 妥 7 
⑤ 1” 20' 二 27 20′( 殺 池 3937 407 
⑥ 3"830 45?+ す 65 45 36/( 殺 ラ 0 き 67 
⑦ ピ DEGS 25. 4518 +(2md ピ DMS) 1. 2 3【 殺 

之 。 26. 985 

⑧ 3” 45"- 1. 6 9 (名 宰 。 世 。 人 人 
⑨ 3?30 "457X 10【〔 条 に 357 077 0? 
⑩ 10 = 37 830′ 457( 殺 有 之 。 2.846975089 
( 注 ) 従来 機 PCーG 8 5 0 8 で は 、60 進 数 に 変換 し た 値 を その まま 演算 に 使用 で きま せん 。 


本 機 で は 、60 進 数 に 変換 し た 値 を 演算 に 使用 で きま す が 、 同 じ 演算 で も 演算 結果 が 異な る こと が あ 
り ま す 。 


(6 取り 扱う 角度 の 単位 の 指定 に つい て 

三角 関数 、 逆 三角 関数 お よび 座標 変換 な どの 計算 で は 、 取 り 扱 う 角 度 の 単位 を 正しく 指定 し て お く 必 要 が 
あり ます 。 
マニ ュ ア ル 計 算 で は 、 の 操作 で 指定 で きま す の で 、 度 ・ ラ ディ アン ・ グ ラー ド の 指定 を し た 
うえ で 計算 を 行っ て くだ さい 。 な お 、 次 の 命令 で 指定 する こと も で きま す 。 


H 
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| 5 この - | 層 CO9.5 選 4 SQR(SQOU5-SQU4) 
Y5 3 . 
また は 
5 9 巳 g 4 g 選 ] ーー 


練習 問 題 4 | を 行っ て くだ さい 。 


2] 平方 根 / | 


例題 を 始め る 前 に を 押し て 表示 を クリ ア し て くだ さい 。 


角度 単位 | 命 令 表示 シン ポル | 備考 。 
度 DEGREE( 句 DEG 直角 を 90 で 表す 単位 "〕 
ラディ アン RADIAN (GT RAD 直角 を 今 - で 表す 単位 (rad) 
ター ド G RAD (G GRAD 直角 を 100 で 表す 単 倍 [9 〕 


これ は 、B A S 1 C 言 語 で プロ グラ ム を 組む と き な ど に 使い ます の で 、 使 いな れ て お いて くだ さい 。 


| 2. マニ ュ ア ル 計算 に お ける 関 計 算 の 操作 方 法 と 線 習 | 
1 2 乗 lx 


了 題 を 始め る 前 に [CLS] を 押し て 表示 を クリ ア し て くだ さい 。 
数 字 が 表示 され て いる と 、 関 数 キー を 押し た と き 、 ダ イレ クト アン サー 機能 に より 計算 を 行っ て し まい ます 。 
例題 キ ー 操作 表 示 部 | 
1 1 372 [z2 37 SQU37_ | 
369.| 
また は | 
37 【y 3 6 9. 
CO87GD575J SQU(87*57)_ ー 
24591681. 
また は 


87 ば ] 57 (me 24591681.| 


2 | (87x57)* 


例題 [ キ ー 操作 表 示 部 
1 骨 3 SQR3_ 
1.792056898 
また は 
3 1.7320508608 
2 | /25 十 86 XY87 記 Qs% 思 8% 還 97 | SQR(2 5+86)*SQR37_ 
64.98587988 
また は 
25 せ 〕86 (GO コ 37( 殺 64.08587986 
( 注 ) 計算 の し か た に より 誤差 が 生じ ます 。 
い へ 
sex の 邊 プ > 誤差 に つい て 生か 
まき ミ 
本 機 の 内 部 で は 有効 数 字 12 桁 で 計算 し 、 表 示す る と き に 11 桁 目 を 四捨五入 し て 10 桁 で 表示 し ます 。 トミ 
rs 光 A 
計算 を 途中 で 区 切っ た と き は 、 有効 数 字 10 桁 に まる め た 数 で 以後 の 計算 を 行い ます 。 各 
還 NM 所 
その た め 、 連続 計 算 し た 場合 と 、 計算 の 途中 で 区 切っ た 場合 と で は 肌 差 が 生じ ます 。 
所 泉 


キキ キキ キキ キキ キキ キキ ヤキ ヤキ キキ ヒキ レレ し もこ し し し て し て レー し しこしこ し て て こし て こし て こてこて ここ と こと こてこて ここ とこ ここ 


練 習 問 題 | 5 | を 行っ て < だ さい 。 
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3| 3 乗 2nd F| [lx 


例題 を 始め る 前 に を 押し て 表示 を クリ ア し て くだ さい 。 


(名 


例 琴 キー 操作 表 示 部 

も | 記 (2nd 臣 (9 3 CUB3_ 
( 包 2 7 
また は 
3 【2nd F) [z 引 2 7、 

2 | 929 二 83 2ndF (9 2 ) (dP 3 3 CUB2+CUB3 
( 殺 _ 3 5 
また は 
2 (2nd Fe (2nd Ft 3 3 5 


[4| 立方 根 [2nd F 


例題 を 始め る 前 に を 押し て 表示 を クリ ア し て くだ さい 。 
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練習 問題 


7 


| を 行っ て くだ さい 。 


例題 を 始め る 前 に [CLS] を 押し て 表示 を クリ ア し て くだ さい 。 


例 題 キー 操作 表 示 部 
1| 1 [1/] 125 RCP125 
125 6.9908 
また は 
25 [7 6.008 
2 1 tlCO 記 85 品 RCP(SQR185)_ 
y185 ( 負 6.978521462 
また は 
185 に [7 6.973521462 
8 1 (7 記 CO[7 誠 6 DUZ 誠 7 急 ]RCPCRCP6+TRCP7)_ 
ユル (3 3.230769231 
6 7 と 
また は 
6 [17xj( せ [7 7 (7 3.23076923 


Pe TTP か リド 


。 例 。 キー 操作 _ 表 示 部 ] 
1 | が 125 (2ndP Ji25 CUR125_ - 
EJ 5 
また は 
125 nd 5. 


2 | が 25+38)(96 一 57) 


2nd COCO25 38 品 


*) し LU96)570J0] 


(q) 18.49382484 
また は 

25 [ 土 )38 ( 紀 )(*]([() 96 ] 57 

5J(qq (nd BB 183.49882484 


CUR((2 5 十 88)*(96--ー57))_ 


練習 問題 


_8 


を 行っ て くだ さい 。 


ルー ルン アー バー トー ャ ーー ニー ニャ ーーー バー っ か ーーー と ーー るー トー の ーー テー ンー かー ルー か の em の ーー の の ーッ ーッ ーー の い ーー スー 


た を aa ルー ルー バーー サ ーー バー ニー かー バニー ャ ーー か ーー と る かー か ーー かー る か ー み か ーー プー トー の ーー バー の ーッ ーー テッ ーッ バー の サー バサー バー リフ バー ツー 


6] べき 乗 | 


例題 を 始め る 前 に を 押し て 表示 を クリ ア し て くだ さい 。 


例 題 


キー 操作 。 表 示 部 
+| 8 8 区 4J 5 8A5_ 
(で 32768. 
2 | gm 8 区] 5.37 8A5.37_ 
(で 79728.36171 
91 5x7 5 田 ? 区 4 5*7A4 
本 12805. 
4 っ 794 エ 4 925 2.7 ア 人] 34] 43 区 人 J 25 | 2.7A8.4 寺 4.3A2.5 一 
1 [q 67.62611161 
5 * つ ( 坊 ) 4 区 2 4 ハー2 
4 回 6.0625 
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ーー テー バー バー ャ ーーe そ ーー と ーー か ーーー ャ ーー か ー か テー か トー ュー か ーー か ーー か ー か ーーー ホー か テー ニャー 


| 練習 問題 9||10||11| を gc<zsws 


ー ャ ーー マー トー ャ ーッ テー かー トー た ーー る ャ ーー テー テン ーー テーー ャ ーッ ーーー テー テバ ーッ ーー テッ ーーー テッ ーー ニー テー テーー テ と ーーー ャ ーー テート ーー テー ント ニャ ーー バテ ンー の ーーー テー テー 


べき 乗 根 


平方 根 (は 乗 )、 立 方 根 ザ (人 き 乗 ) を 一 般 化す る と 、 が Y = Y ま の 関係 に な り ます 。 つ まり これ は 、 
べき 乗 の 変形 と 考え られ ます 。 
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例 題 キ ーー 操作 表 示 部 
1 | 球 [2ndF](zU 5 EAA6T ず 5 
129. 
また は 
5 2ndF) ts り 12 6. 
2 | 8!X5! (2ndF(0 8 ほ )(2ndP( 5 FACT8*FACT5_ 
4838400. 


べき 乗 根 の 公式 
m、n、p は 正 の 整数 、 a > 0 、b> 0 と する と き 、 以 下 の 式 だ が な り た ち ま す 。 


1. Wa =aa 5. ツ a ニー(Wam)=am=mWa 
2. (Wa)"=a 
9. Wa)" ニ am = ニ a Wa 

4 . ar 呈 癌 本 志 疫 字 ダ b 


ー ツ ーー マー ツー テバ ー ッ ーー テー メー ニー テー ニー ニー ニャー ャ ーーー ャ ーーー テー ニャーwー ャ テバ ーーー ニー バー バー メー ャ ーー か ーー の ーッ ーー ャ ーー の か ーー るー の ーー ッ ー ッ ーー 


12 


を 行っ て くだ さい 。 


8] 階 乗 2nd F| [| 


順列 組み 合わ せ 


(1⑪ 階 乗 

n か ら 1 まで の 整数 を か け 合 わせ て 作っ た 値 を n! と 表し 、n の 階 乗 と 言い ます 。 
n!= ニ nm メ (nmー1) ※X (nー2) ※… の の … X3X2※%1 

た だ たよ え ば 、 


5!1 ニ 5X4X3X2X1 =120 に な り ま す 。 
例題 を 始め る 前 に を 押し て 表示 を クリ ア し て くだ さい 。 


(2 順列 ・ 組 み 合わ せ 

相 異 な る n 個 の も の か ら r 個 を 取っ て 1 組 と し た も の を 、n 個 の も の か ら r 個 を 取る 組 み 合わ せ (Combi- 
nation) と いい 、 そ の 組み 合わ せ の 数 を ,C, で 表し ます 。 

r 個 を 取り 出し た 上 で 、 さ ら に 取り 出し た r 個 の も の を 1 列 に 順序 づけ て 並べ た も の を 、n 個 の も の か ら 
r 個 を 取る 順列 (Permutation) と いい 、 そ の 順列 の 数 を 。P. で 表し ます 。 


順 列 (r ミ np) 


組み 合わ せ C, 三 ここ で 0!=1 と 定義 し ます 。 


が テー TI ローr)! 


例題 キー 操作 | 表 示 部 1 
1 | ・1 か ら 10 の ボー ル 
紀 LOU10 \ 選 」 NPR(10.7)_ 
か ら 7 つ の ボー ル ーー 7 6 6048006 
を 取り 出し て 並べ 
る し か た の 数 は 較 
10! 2ndF)( 10 し (ng (6 (O 
my 王 60-7)! | 0 思 ? 思 g 4 
| *10 チ プー ム で リー グ 2ndPCJCO10] 2 NCR(19,.2)_ 
戦 を 行う と き の 全 (q) 45. 
試合 数 は a た は 
10! 2ndF] [ 訪 10( ブ し () (2nd F) 
0 じ 。 三 21(10 一 2)! 2 (*](2ndF (0 し 10 に に) 2 
56)( ー 人 を 9 | 


練習 問題 |13 14 | を 行っ て くだ さい 。 


9] 常用 対数 
ar" 王 M の と き 、 指 数 m は a を 底 と する M の 対数 と いい 、m = logaM と 表し ます 。 


この と き M を 対数 m の 真 数 と いい ます 。 
真 数 は 常に 正 で す 。 特 に 、 底 が 10 の 対数 を 常用 対数 と 呼び 、 底 を 略し て log M と 表し ます 。 


51 第 2 章 関数 計算 の 操作 方 法 と 練習 
対数 の 基本 的 性 質 
1. log1=0 6.logM" テ P・log M 
2. 1og 10 ニ 1 の logVM" =logM* = や jogM 
3. log 100= 2 g 
上 8. log。b ニ P g 
4. log (M・N)=log M 十 log N O5 8 
(対数 で 表す と 、 掛 け 算 が た し 算 に な り ま す ) 9. log。a デ 1 訂 開 ( 底 の 変換 公式 ) 
M 5 log。 b 
5. log log M 一 log N 
N 地 MEN っ MM 


(対数 で 表す と 、 わ り 算 が 引き 算 に な り ま す ) 


例題 を 始め る 前 に を 押し て 表示 を クリ ア し て くだ さい 。 


例題 キー 操作 。 表 示 部 
1| log 1000 og] 1000 LOG1909 
(a) 
また は 
1000 [log 
| 2 logY15 eg(is LOGSQR15_ 
| | 9.588645629 
91 jog- 叶 (sg (0 9 の ij56) LOG(9 ノ 15)_ 
15 (a) ー9.221848749 


※ ( ) を 忘れ る と log 9 =15 の 計算 に な り ま す 。 


15 | を 行っ て くだ さい 。 


ーーー ンー バーニャ ーー ニャ ーー ニッ ーッ ーー ニー バニー ニー ニャ ーーー ニャ ーー の ーー ッッ ーー ルー バー トー ャ ーーー ャ ーー ャ る テート ーー エー ャ ーーー ニャ ーー っ ーー ャ ーー ニー ニャー ニャー ャ ーー ニャ ーッ ーーー ャ ーー 


常用 指数 


0) 


に ーー 


10 の べき 乗 を 求め る と き に 用 いま す 。 


ーーー ツー テッ 


これ は log * の 逆 関数 で 、 対 数 の 真 数 を 求め る こと に な り ま す 。(58 ペ ー ジ 逆 三角 関数 の 項 参 照 ) 


例題 を 始め る 前 に を 押し て 表示 を クリ ア し て くだ さい 。 
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nni6 


例 E 


キ ー 操作 


1| 10* 


2ndFG033 
(qa 


EN3_ 
160 0 0. 


10 7 二 10 


8.3 
(q) 


2ndFl [1997.4 nd GO9 


3 | log N 三 1.5 
+ 


N =10" 


(2ndU091.5 
(る) 


ーー 


「EN1.5_ 


3910.0 狼 27 人 f66 


練 省 問題 16 


fm 自然 対数 IIn| 


を 行っ て くだ さい 。 


10 を 底 と する 対数 が 常用 対数 で ある の に 対し 、 


上 。 。 間 


e ニ 1 二 + オ 宇 1 


… 三 2.718281828459…… 


を 底 と する 対数 を 、 自 然 対 数 また は ネー ピア の 対数 と いい ます 。 


自然 対数 と 常用 対数 の 関係 


In ? 


log x 三 品 10 0.434294481 Xn x 
例題 を 始め る 前 に を 押し て 表示 を クリ ア し て くだ さい 。 


ーー ンー 


例 明 キー 操作 還 上 表 示 部 
1| jn10 In) 10 LN16 
[qa) 2.302585093 
寄 大 械 
10 [回 2.90.2585893 
2 | In 18 圭 In 15 [in) 18 〕( 拓 15 LN18+LN15 
選 5.598421959 
3 | In (18X15) 同 (CO18 (150] LN(18*15)_ 
〔q 5.598421959 
4 | In 16 一 In 9 [in 16 (に (ip) 9 LN16-LN9_ | 
(qa) 6.575364144 
5 n () In(O16( レ ) 9 0] LN(16/9)_ 
9 〔q) 


0.5758364144 
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人 自然 指数 


この 関数 は In x の 逆 関数 ( 真 数 ) を 求め る 関数 で す 。( 逆 三角 関数 の 項 参照) 
例題 を 始め る 前 に [CLS] を 押し て 表示 を クリ ア し て くだ さい 。 


| 。 飼 是 キ ー 操作 表 示 部 
1 | e' (2nd FI (g) 1 EXP1 
(qq 2.718281828 
また は 
1 (2nd F] (g9 り 9220182 8 れ 1828 
の | ge の 8 (2nd (gg 2.845 EXP2.845 
( 17.20155867 
] 只 "@ の O 2nd 末 (eg( 二 ) 6.41 (*J(2nd 下 g) 
8.65 EXP 一 6.41*EXP8.65_ 
( 基 9.393381288 


2ndF][10、 [2nd F] gl、 [2nd F] [Exp] の 逢い に つい て 


10 の べき 乗 を 求め ます 


31 ペ ー ジ 参照 


数 式 例 
①⑪ 10" 
⑧ 1079 
③ 10 9%64 
自然 指数 e の べき 乗 を 求め ます 数 式 例 
①⑪ el 
②③ e 29 
⑨③ e?xe8.5 
指数 指定 | 指数 部 を 置 数 する と き に 置 数 例 
使い ます ①⑪① 2.5X10! 
2.5 (2ndF) (Exp) 3 と 置 数 
(2.5E 3 と 表示 され ます ) 
指数 は 土 ( 0 99) の 整数 | ⑨ 2x10『 
で す 。 


2 (2nd FJ (Exp) 一 8 と 置 数 
(2 セー3 と 表示 され ます ) 


練習 問題 |17 


を 行っ て くだ さい 。 


NINE いこい ここ ペド マコ ド マ ペ マッ PP 
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三角 関数 lsin| 同 計 [tanl 


正弦 sin の)、 余 弦 cos の )、 正 接 (tan の 9) を 求め ます 。 
右 の 図 の よう に 、xy 平 面 上 で 、 動 径 OP が 始 線 0X (x 
軸 の 正方 向 ) と な す 角 を の と し 、 動 径 上 の 点 P の 座標 を 


G。 め の 、O0P=Yzz 十 92 ニャ と する と 、 次 の よう な 関係 


が な り た ち ま す 。 


わか りや すい 。 


中 。 
1 . sin9= そ (正弦 ) ( 錠 に 
ェ / ア 
2. cos9=ー (余弦 ) | we- そ | この よう に 考え る と 


sin は 身 守 で 求め られ ます か ら 


S を 筆記 体 で 書く と の と な り ま す の で 


ツア 
ダ 民 で に な る と いう 意味 で す 。 


> 
Cos の 場合 も C を ン と 考え て 2 し 
Tan の 場合 も を | と 考え て 人民 で 
底辺 
還 旬 度 の 単位 


半径 に 等 し い 長 さ の 弧 に 対す る 中 心 
係 な く 一 定 で す 。 


は 、 円 の 犬 き さ に 関 


この 一 定 の 角 を 単位 1 (ラディ アン ) と し て 、 角 を 測る 方 
法 が 弧 度 法 で す 。 
弧 度 法 で は 、 単 位 の 名 称 を 略し て 、 角 の 大 き さ を 無名 数 で 


表す の が 普通 で す 。 
融 度 法 に 対し て 、 度 を 単位 と し て 角 を 測る 方 法 (1 直角 = 


90"7、 1? 三 60', 1' 三 60") を 60 分 法 と いい ます 。 

また 、 こ の 90* を 100? (グラ ー ド ) と し て 測る 方 法 も あり 
ます 。 

60 分 法 | 各 度 法 | グラ ー ド 法 

ディ ダリ ー| ラディ アン | グラ ー ド 

DEG | RAD GRAD 


90'” < |> z/2 < 上 > 1009 


180" <- ト > z < 十 > 200? 


360" < 上 > 2z ヶ < 上 > 400? 
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三角 関数 の 計算 を 行う 前 に 


三角 関数 の 計算 を 行う と き は 、 参 
まず 、 与 えら れ た 計算 式 に お いて 
1 . 60 分 法 で 求め る の か 
2. 弧 度 法 で 求め る の か 
3. グラ ー ド で 求め る の か 
これ を まず 確認 し て くだ さい 。 そ 
① 60 分 法 (ディ グリ ー) で 求め る 


だ さい 。 (DEG 表 示 


度 単位 の 指定 を し て くだ さい 。 


1 
な ら 、 表 示 部 の 右側 に 小さ な 英字 で DEG が 出 て いる こと を 舌 


確認 
くだ さい 。 も し DEG が 出 て いな いな ら DEG と いう 英字 が 出る まで [2ndF] [DRG] を 繰り 返し 
は 、 電 源 0N 時 
② 弧 度 法 (ラディ アン ) で 求め る 
⑧ グラー ド 法 (グラ ー ド ) で 求め る な ら 、 表 示 部 ( 


こ 必 ず 表 示さ れ ま す 。) 
な ら 、 表示 部 に R AD が 出る まで [2nd FI[DRG] を 繰り 返し て くだ さい 。 
に GR AD が 出る まで [2nd FI [DRG] を 繰り 返し て く 


だ さい 。 
Nr 
が グ 姓 グ %%%% GRAD (グラ ー ド ) に つい て TL【I【LT 
所 
GRAD は ョ ヨーロッパ の 測量 関係 な ど 特 殊 な 業務 で 使用 され て いる 角度 で す 。 村 
ミ 日 本 で は あま りな じみ が あり ませ ん が 、 直 角 が 100? と 考え や すい 数 値 の た め 、 計 算 が 楽に な り ミ 
ぶ ます 。 了 
ド ト 
ミキ キ キス スス ミキ エエ スス ス エエ エキ キス キキ キキ キイ キネ キキ キキ キイ キキ キャ キキ キキ キイ キキ ゴ ゴゴ ロリ すす きす すす キキ キミ マキ キキ キキ 
な 角 の 三角 関数 
電 _- 
ーー 60 分 法 90' | 1207 | 185* | 150' | 180" | 270" | 360" 
弧 度 法 和 
三角 関数 2 映 
sin の 1 0 
cos の 0 1 
tan? co 0 
図 に よる 
角度 と 符号 ー 裕 CD 
う 


表示 に RAD を 表示 させ ます 
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宙 SIN 関 数 
例題 を 始め る 前 に  【CLS) を 押し て 表示 を クリ ア し で を 《 だ さい 。 
| 例 豆 キー 操作 。 | 表 示 部 
「1 | sin 60" 表示 部 に D EG を 表示 させ ます 
sin 60 SIN69 
( 6.866625463 
また は 
60 (sin 6.866025403 
| 表示 部 に R AD を 表示 させ ます 
9 sin)(](z( の 30] SIN(PI ノ 3)_ 
(qa 9.866025403 
また は 
3 の の 放 JIGIm 0.866025403 
9 | sin (0.5z 填 2.4 


smO05GD(O 240 つ 


SIN(0.5*PI+2.4)_ 


ー9.737393715 


sin*307 


表示 放 に DE G を 表示 させ ます 
(sin)30 [y。] 2 


また は 
30 (si 】 2 (ga 


SIN39A ハ 2 


sin18930 


表示 部 ! 
(sin] ピ OEG) 18.30 
また は 

18.30 
また は 

18.30 DEG)(sim [DEG) (sin) 


に DEG を 表示 させ ます 


SINDEG18.39_ 


9.317364656 
69.8317364656 


9.317304656 


sin 2507 


表示 部 に GRAD を 表示 させ ます 
250 
(qa) 


また は 
250 (sm 


ー9.797196781 


ー96.797106781 


sin 25” 45′ 18? 


表示 部 ! に DEG を 表示 させ ます 
(sin) 25 (2n9 CE」45 nd PU J 
18 (2nd FU ) 

また は 
25 2ndPEP]45 (2ngU)18 
(2nd 相 (7) (si 


SIN25" 


45 18 _ 
0. 434523856 


0. 4834523856 


も の の の の の の 


三角 関数 の 計算 
ちがう と 正しい 結果 が 得 ら れ ま せん 。 角 


を 行う 場 


合 は 、DEG、RAD、GRAD の 角 
度 指定 は を 押し て 切り 替え ます 。 
さて シス キミ ミキ キテ テイ テ キス キ イ エエ スエ エエ ペペ エエ テス エニ イズ エス マミ エ エス エエ イマ ママ ペ マ そそ こさ そこ 


度 指定 が 必 


ほ で す 。 角 度 指定 を ま 


に て て 泌 ア ぇ 角度 指定 に つい て エイ スエ て そもそも も て も 2 の OGAooooioiooioolo 


3 
所 
トコ 
所 
3 
3 
所 
和 


57 


生生 


に 


関数 計算 の 操作 方 法 と 練習 


2| COS 関 数 


隔 題 を 始め る 前 に を 押し て 表示 を クリ ア し て くだ さい 。 


キ ーー 操 


人 作 表 示 部 
1| 4※Xcos 25“ 表示 部 に DEG を 表示 させ ま 
4 〔*]【cos) 25 4*COS25 
[qa 3.625231148 
oe 和 表示 部 に R AD を 表示 させ ます 
5 
coslL(J(zJ し 5 DJ COS(P1 グ 5)_ 
四 ] 9.899916994 
3 | cos(473 ? 十 168?) | 表示 部 に GRAD を 表示 させ ます | 
eos)[(] 473 1680] |COS(478+168)_ 
| 還 」 ー9.799684658 
表示 部 に DE G を 表示 させ ます _- 
4 ュ Oo 7 『/4 に ロ 
| cos 25 45 19 cos) 25 2nd PC ]45 6ndPC 
| | 18(2naUJ COS25" 45′ 187 
[qa) 0. 9006603238 
また は 
25 (2nd 朋 45 2ndFU 18 | 
2ndP(”)(eeg) 0.900660323 


|31 TAN 関 数 


2.414218 


例 キー 操作 
1 | tan 19.7* 表示 部 に DEG を 表示 させ ます 
[tan) 19.7 TAN19.7 
(qj) 9.3589518387 
2 | tan(24"8 55" 十 表示 部 に DEG を 表示 させ ます 
37"197 23? ) tanl(]( 全 DEG) 24.0855 TAN(DEG24.0855+TDEG 
DEG) 37.19230 ] 37.1923)_ 
(qa 1.839660915 | 
nt よき) 表示 部 に RAD を 表示 させ ます | 
9 tsm (OB 3 の s 還 
(zJDJ TAN(PI+3/8*P1I) 
(qa 56 2 


り 


4| tam25" 45′ 187 


練習 問題 


18 


表示 部 に DEG を 表示 させ ます 
ttan) 25 2nd ICP]45(2nd 7] 


(q) 


18 ngP(7] 


また は 


25 (2nd CC]45 nd 」18 


2ndP(” (tan) 


を 行っ て くだ さい 。 


0. 482450314 


0. 4824503814 
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也 逆 三 角 関 数 [2nd Fllsin- |、|2nd Fllcos~「」、 |2nd Flttan- 


逆 三角 関数 と は 、 三 角 関 数 sin、cos、tan の それ ぞ れ の 逆 関数 で す 。 


逆 関 数 と は 、y デ * と いう 一 次 関数 に 対し て 対称 に な る 関数 を いい ます 。 
四半 ーーーーーー 一 常用 指数 
の 関係 
自然 対数 ーーーー 自然 指数 それ ぞ れ x テ ッ に 対し て 対称 な 関数 
互い に 逆 関数 の 関係 
と な り ま す 

これ と 同じ よう に 、 
三角 関 > 逆 三角 関数 
人 

ッ ysinz で ーーー タ x 王 sin ツ (アー クサ イン ワイ と 読む ) 

ッ ーco8z “ーーー テ z 三 co8 ' ツ (アー クコ サイ ン ワ イ て と 読む ) 

ッ ーtany 三 tan タ (アー クタ ンジ ェ ン トワ イ と 読む ) 


逆 三 角 関 数 の 計算 は 、 三 角 関 数 と 同様 に DEG、RAD、GRAD の 指定 が 必要 で す 。 
今 、 上 の 式 の x を の 9 と お け ば (x テ の ) 


0 KN _D E G | Rap GRAD 

りーsin の 9 | 9=sin | 90' ミ の 990" | 一 今 ミ 9 ミ 今 |-1007 ミ 9 ミ 1009 
7 三 cos の 9 三 cos y 0'" ミ 9 ミ 1807* 0 ミミ の ミミ 0? ミ の 9 ミ 2009| 
ッ ーtan9 |g=tan y | 一 90" ミ 9S907 放 重合 介さ @ き 100 


e 三角 関数 sin の 、cos の の 値 は 、 す べ て 一 1 か ら + 1 の 値 に あり ます か ら 、 そ れ 以 外 の 値 で sin 'y、 


cos 'y の 計算 は で きま せん 。 


Lu 


%% 老 ア sss 逆 三 角 関 数 の 値 の 範囲 に つい て =* こ ここ %% 朱 和 各 和 生 和 生 生 


邊 記 


sin り の 関数 は 右 区 の よう に な り ま す 。 

sin ' ッ は y ッ の と き の り の を 求め ます が 、 右 図 の y の 
号 合 、 計 算 機 は 9 の , か の 。 か の 判断 が で きま せん 。 そ 
の た め 、 計 算 機 で は 求め られ る 9 が 1 つ し か 存在 し 
な い -90"<90” の 範囲 に 限定 し て いま す 。6@ を 知 
り た いと き は 、180"ー @」 を 計算 し て くだ さい 。 


て ヤキ キキ セキ キマ レキ し し し し し し こし しっし "し て こし" し て "し" し レー てこ レ て レレ も キマ し こし しこしこ もこもこ こも こ と こと こも こし ここ とこ こと こ ここ 


の の の の の の の の の の の の の の の の の ププ 
の の の の の の の の の の の の の の の の の の の 


1 1 1 


1| sin~"、cos 、tan~ 
例題 を 始め る 前 に を 押し て 表示 を クリ ア し て くだ さい 。 
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も | ーー Pa この 座標 変換 の 場合 も 、 三 角 関 数 同様 、 角 度 を 扱い ます の で 、 角 度 指定 DEG、RAD、GRAD の い ず 


1 | sin '0.5 表示 部 に DEG を 表示 させ ます 
(2ndg Pl(sin 0.5 ASN9.5 

3 8. 
に 
m 度 単位 (DEG) | 0.5(2ndB(sin 3 9. 

2 | cos 0.628 表示 部 に R AD を 表示 させ ます 
[2nd (cos り 0.628 ACS9.628 
9.891815777 
また は 


(RAD) | 0.628(2ndF (sos 


例 是 キ ー 操作 表 示 部 
> 5 れ か を 指定 する 必要 が あり ます 。 


PF (T。) 


0.891815777 


3| tan "1 表示 部 に GRAD を 表示 させ ます 

2ndF](tan 1 ATN1 A 図 B 図 
5 0. 直交 座標 極座標 

また は 

ea ーーー ト に = ーー A 図 も 、B 図 も X Y 平 面 上 の 点 P を 表現 する 方 法 で す 。 表 現 方 法 は 違い ます が 、 点 P の 位置 を 示し て いる 
4| 2sin 0.785 50MI59P | こと に お いて は 同じ 結果 と な り ます 。 

2 ( ま ](2nd FI) sin 0.785 2*ASN0.785_ 
II 103.4418565 | 
| 度 分 秒 で 求め る 場合 は 、 こ こ で (103.4413565 度 ) | 直交 座標 を 極座標 に 変換 する に は 
(2nd PDMS) 1093* 26 28.88* e 極座標 の r を 求め る 一 > エニ ッッ 上 の 

(108 度 26 分 28.88 秒 ) 
CO8 表 部 に RAD を 表示 させ ます ー _ @ 偏 角 の を 求め る ーー ーtan~" 疾 
cos 0.66 [2nd FI) (eos_. 43 ](2ndP 
cos~) .66 ACS.43+ACS.66_ 
(RAD) | 〔 負 1.976281116 
6 | 2 表示 部 に DEG を 表示 させ ます | 
tan !/ ご で 6 | HEGmmnG つ COCO ュ 思 | ATNsoRct1-.5A2) 極座標 を 直交 座標 に 変換 する に は 
.6 4J 2 の . 6 中 ン . 6)_ Su me 。 
(DEG) 間 45.92428582 半生 人 


Pr, モテ P(r, の ) 


cn 
6 
> 
CO5 」 
十 
ni 
で 

ン 


に で iT 


P(r. の 9)=P(x, め 


e 直交 座 棟 の y を 求め る 一 ッ ー 


ニン 2YC2 人 2 Pe 


| 杯 選 問 題 | 19 | を 行っ て くだ さい 。 


ュー 
x デ r*cos9 一 


15| 座標 変換 
座標 変換 と は 、 ベ クト ル や 複素 数 に お いて 、* 成 分 ・y 成 分 で 表 さ れる 式 を 大 き さ r・ 偏 f 
こと や 、 そ の 逆 に 、 大 き さ r ・ 偏 角 の か ら x 成 分 ・y 成 分 に 変換 する こと を いい ます 。 


区 


に 
は 
潤 
渡 
vaL 
DN 


* 成 分 、y 成 分 と し て 表 さ れる も の を 、 直交 座標 グー ェ x 十 yg 
大 き さ r, 偏 角 9 と し て 表 さ れる も の を 極座標 Z (r, の) 
と 、 い いま す 。 
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直交 座標 


極座標 変換 [2nd F| |r9) 


例題 を 始 め る 前 に (を 押し で 才 二 も タ リ か ル 宙 寺 Y 


例 交 キー 操作 表 示 部 
ba 5 
に 変換 | gp の C ロ 3 し J80〕J| POL(3, 8) 
(P=3 十 8? | (q 8.544003745 
(r の 値 ) 
| (2 Z_ 
| (qq) 69.44895478 
(の 9 の 値 ) 
解説 ] 
直交 座標 (3,8 ) は 極座標 に 変換 する と 約 (8.54, 69.?) で す 
ここ で r の 値 を 確認 し た いと き 
は 
2| Y 
[<a) 8.544003745 
これ は r の 値 が 変数 Y に 収め ら 
れ て いる こと を 意味 し ます 
次 に の の 値 を 確認 し た いと き は 
叉 Z_ 
[名 69.44395478 
の 値 は 変数 Z に 収め られ て い 
る こと を 意味 し ます 
県 Ep 科 人 陳 生き 7 
る の で 度 ・ 分 ・ 秒 に 変換 し た い 
と き は 
2nd F]( 全 DMS) 69" 26′ 38. 24? 
作 ー ー (69 度 26 分 38.24 秒 ) 
表示 部 に DEG を 表示 させ ます | 
2 1(3, 一 8) (2nd Er の (0 808 | FOLK(8. 8)_ 
| を 極座標 に 変換 8.544063745 
(P=3 一 8 め (r の 値 ) 
(Z) 2_ 
( 宮 ) ー69.44395478 
(解説 ] 
_ 直交 座標 (3. 一 8) は 極座標 に 変換 する と 約 (8.54, 一 69.4?) で す 
表示 部 に DEG を 表示 させ ます 
3 | ーー38) 2nd( ほ 9 (に ) 3C コ (| POL(-8, -8)_ 
| を 極座標 に 変換 8 0] 8.544003745 
(P=ー8 一 8 の (の 値 ) 
(Z) Z_ 
( ー110.5569452 
(9 の 値 ) 
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== 


例 


中 


キ で 雌 作 


示 部 に DEG を 表示 させ ます 
grd は 9CO 2 6130DJ 


(2,30*) を 直交 座標 に 
変換 
P =(2, 30*) 


ェ ー 


中 


極座標 (2,30") は 直交 座標 に 
@ xx の 値 を 再 確 認 す る と き は 
2| (名 ) 
Y に 収め られ て いる 
@ y の 値 を 再 確認 する と き は 
(2Z) ( 殺 


変換 する と 約 (1.73, 1) で す 


こと を 意味 し ます 


直 は 変数 に 収め られ て いる こ 放 を 意味 し ま す 


9598968 
(x の 値 ) 


州 。 
(y の 値 ) 


1.732650898 


F う 


変換 
P=(2. 一 807) 


を 直交 座標 に 変換 
P= ⑫ す ) 


(2, 一 830”) を 直交 座標 に 


表示 部 に DEG を 表示 させ ます | 
2n9 包 9(O 2 選 己 300 
(名 


(< 


表示 部 に R AD を 表示 させ ます 
(2nd 明 ほ 列 CO 2 CJ(2)( の 
3 0] 

(qa 

〔Z) Z_ 
(< 


REC(2, 一 39)_ 


(Z〕 Z_ 


REC(2, 


732050808 


ーー。 


PIT グ 3)_ 


1.73205 


90808 


統計 計算 


た くさ ん の デー タ を ひと つの まとまっ た 資料 に する た め 
一 変数 統計 計算 、 二 変数 統計 計算 が で きま す 。 
き は 、 た と えば テス ト の 点数 の よう な 1 種類 の デー タ を 
の 統計 量 を 求め る こと が で きま す 。 
二 変 数 統計 計算 は 、 た と えば 身長 と 体重 の よう 
それ ぞ れ の デー タ の 平均 や 標準 偏差 を 求 
に よる 推定 を 行う こと が で きま す 。 


本 機 は 統計 モ 
一 変数 統計 


ー ド で 、 


に 関連 が ある (と 予想 され る ) 2 種類 の デー タ を 
め た り 、2 種類 の デー タ の 相関 関係 を 調べ た り 、 ま た 一 次 回 帰 線 


に は 、 統 計 的 な 処理 が 必要 で す 。 


いて 、 そ の 平均 値 、 標 準 偏差 な ど 


ME 


69 第 2 章 関数 計算 の 操作 方 法 


と 練習 


⑪⑰ 統 計 モ ー ド の 設定 と 解除 の 方 法 
1 . 統計 モー ド に する と き は 


民 UN (また は PRO) モー ド で で 


キキ ネネ トウ ケイ フ `" ン セ キ *※* ネ ネネ キネ 
2nd FI] (STAT) 1 : 1 ヘン スウ トウ ケイ  (x) 
と 押し ます 。 純 計 モ ー ド に な り 、 右 の 一 人 
変数 ノ 二 変数 選択 画面 が 表示 され ます 。 ペラ イタ ショック ー ク ダッ 0 
な お 、 統 計 モ ー ド で は 、 画面 右側 ーー - 
TAT” が 点灯 し ます 。 
この 選択 画面 の と き 、(〔1] で 一 変数 統計 計算 、[2〕 で 二 変 数 統計 計算 が 選べ ます 。 
2. 統計 モー ド を 解除 する と き は 
と 押し ます 。RUN モ ー ド に な り ま す 。 
Ei 
. 一 変数 統計 計算 で 求め る 統計 量 
一 変数 統計 計算 で は 、 次 の 統計 量 を 求め る こと が で きま す 。 
・ サ ンプ ル 数 n ・ サ ンプ ル の 2 乗 の 和 X%x2 
・ サ ンプ ブル の 総和 52. ・ 平 均 ーー yx 
ェ エニ 
1 
・ サ ンプ ル の 標準 偏差 's = sm EN TE ・ 母 標準 偏差 と = Te 


母 集団 より 抽出 され た サン プル デー 
タ か ら 、 母 集団 の 標準 偏差 を 推定 す 
る 場合 に 使用 


2 . 一 変数 統計 計算 の 選択 
(2ngF) (STAT) と 押し て 統計 モー ド 
処理 選択 画面 に な り ま す 。 


に し た 後 、 画 面 に 


RY ング ブル デー みち し で 。 
その 標準 偏差 を 求め る 場合 、 ま た は サン プ 
ル を 母 集団 と みな し て 、 そ の 標準 偏差 を 求 
め る 場合 に 使用 し ます 。 


ぶ 


従っ て (1 を 押せ ば 一 変数 統計 計算 が 選択 され 、 


な お 、 一 つ 前 の 選択 画面 ( 


(2ndFI(STAT) 


ネ まま 玉 素 トウ ケイ フ `" ン セ キ **※※ ま ネギ 
1 1 1 ヘ ジ ス ウ 
9 12 ペ ツ スウ 


ドウ 立 イ (x) 
トゥ ケイ  (x, y) 


ag 削除 アク リア まち が っ た デー タ を 入力 し た 場 


キネ まま ショ リ 素 玉 玉 (x) 


1 : ニュ ウリ ョ ク 2 ) サ ウド ョ グ ク カリ アプ 
3: フ ` ン セ キ 4 ミラ ドリ ジジ 多 


デー タ の 入力 を 行う と き に 選び ます 。 


合 な ど に 、 そ の デー タ を 削除 する と き や 、 


9 


_- 第 2 章 関数 計算 の 操作 方 法 と 練習 
新た に 統計 計算 を 始め る 場合 に 、 前 に 計算 し た 統計 量 を すべ て 消す る 
き に 選び ます 。 
人 分 析 統計 量 を 求め る と き に 選び ます 。 
MA プリ ンタ 統計 量 を 印字 する と き に 選び ます 。 た だ し 、 プ リン タ が 接続 され て いる と 


き に の み 選 ぶ こ と が で きま す 。 
押し て も 何 も 変 わり ませ ん 。 


BREAK 


こ 戻 す と き は 【〔ON] を 押し ます 。 


3. デー タ の 入力 方 法 
処理 選択 画面 で [1] を 押せ ば デー 


タ 入 力 画面 に な り 、 デ ー タ が 入力 で きま す 。 


プリ ンタ が 接続 され て いな いと き は 〔4] を 


| ネネ テ "ー タ ニュ " 
きま 


ー タ が 入り ます 。 
| 各個 の テー タ か を 示し ます 。 


① デ ー タ を 1 っ つ ずつ 入力 する 場合 
デー タ < 
と 押し ます 。 
② 負 の デー タ を 入力 する 場合 は 
データ ( 殺 
と 押し ます 。 
同じ デー タ が 複数 個 ある 場合 は 
デー タ 〕 個数 ( 紀 
と 押し ます 。 
デー タ を すべ て 入力 し た 5 (ON を 押し ます 。 処理 選択 画面 に 戻り ます 。 


[ 科 足 ] 
統計 で は 、 同 じ デ ー タ が 何 個 か ある 場合 は “度数” と いう 言葉 を 使い ます 。 
た と えば 、 同 じ デ ー タ が 3 個 あ る 場合 は か の よう に 表し ます 。 


4. 統計 量 を 求め る 方 法 


処理 選択 画面 で [3] を 押せ ば 、 次 の 分 析 画 面 に な り ま す 。 


、 生 2 ン ャ キー ネ 
1 $ 疾 用 。 06 も 3 4 
5 Xs 6: の 
ハ " ンコ ′" ウ ヲ エラ ン テ 婦 少 サイ 
ー (6] で 次 の 統計 量 を 求め る こと が で きま す 。 
ーー n サン プル 数 ーー | 加 全 
品 ) 。 。 柏 本 平均 値 
2 サン プル の 総和 画 準 信 
4 % 。 。 瑞 サン プル の 標準 偏差 
本 3] waam Yx2 サン プル の 2 乗 の 和 準 信 
還 ) …… の 二 標 準 偏差 


BREAK 


き は 、 を 押し ます 。 


処理 選択 画面 に 戻す と 
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5. 新た に 統計 計算 を 行う と き は (前 の 計算 内 
次 の 2 つの 方 法 が あり ます 。 


容 を 消す と き は ) 


① い っ た ん 統計 モー ド を 解除 し 、 改 め て 統計 
と き 、 統 計量 の 一 部 は 変数 に 保存 きれ て い 


② 削 除 ア クリ ア 機 能 で 消去 し ます 。 ま ず 、 処 理 選択 画面 に し て 次 の よう に キー を 押し ます 。 


削除 アク リア 選択 画面 に な り ま す 。 


消 二 確認 画面 に な り ま す 。 


「 モ ー ド に すれ ば 消去 され ます 。 (統計 モ ー ド を 解除 し た 
ます 。 く わし く は 69 ペ ー ジ を 参 曲 し て くだ さい 。) 


キネ サク ショ プク リア *※* 


1: テ "ー タ サク ジョ 
2 : オール クリ ア 


AN 記 還 " 了 ウ 当 革 恨 記 光 み 導 オイ 
* オー ル クリ ア 夫 

1 3 立 世 S 

2 : NO 


有 前 の 計算 内 容 が 消去 され 、 処 理 選択 画面 に 戻り ます 。 


を 押し た 場合 は 、 計算 内 容 を 


消去 せ ず に 処理 選択 画面 に 戻り ます 。 


較 例 是 
ある 試験 の 点数 を 、 ラ ンダ ム に 選び 出し た 35 人 に つい て 見 た [1 | 点数 | 人 数 
場合 、 有 有 の よう に な り ま し た 。 | 1| 90 | 1 
これ より 平均 値 、 標 準 偏差 を 求め な さい 。 E : 
41el5 - 


キ 一 操 作 


・ 統 計 モ ー ド に し ます 。 
・ 一 変数 統計 計算 を 選び ます 。 

"入力" を 選び ます 。 
* デー タタ を 入力 し ます 。 

30( 殺 40( 50C] 4 (名 

60CJ5( 紀 70] 8 (名 

80C] 9 ( 90C] 5 (回 
| 100C] 2 ( 殺 
これ で デー タ の 入力 は 終わ り で す 。 
| ・ 処 理 選択 画面 に 戻し ます 。 
2 “分 析 ” を 選び ます 。 

(⑥) 


・ 平 均 値 を 求め ます 。 
| ・ サ ンプ ル の 様 準 偏差 を 求め ます 。 
・ 母 標準 偏差 を 求め ます 。 
・ 処 理 選択 画面 


に 戻し ます 。 


の 4 ) デー160 60.。 2 


9 0 :x 三 

到 三 71.42857143 
s 三 16. 47568942 
請 字 16. 23802542 
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[ 縛 足 ] 


サン プル 数 、 総 和 、 2 乗 の 和 を 求め る と き は 、 分 析 画 面 で それ ぞ れ 〔1)、〔2)、 を 押し ます 。 
途中 結果 と し て 平均 値 や 標準 偏差 な どの 統計 量 を 求め た 後 、 も う 一 度 、 処 理 選択 画面 で “入力 ′ を 選ん 
で デー タ を 入力 すれ ば 、 続 き の デ ー タ と し て 人 入力 で きま す 。 


6. デー タ の 削除 


デー タ 入 力 で まち が っ た デー タ を 入れ た 場合 な ど に 使 
処理 選択 画面 に し て 次 の よう に キー を 押す と デー タ 削 


上 する 機能 で す 。 


除 画面 に な り ま す 。 


この 画面 で 、 デ ー タ 入力 の と き と 同 様 の 操作 で 、 ま ちがっ た デー タ や 削除 し た い デ ー タ を 入力 すれ ば 

削除 され ます 。 デ ー タ 入力 の と き と 同 様 に を 使っ て 複数 個 の デー タ を 削除 する こと も で きま す 。 
BREAK 

削除 し た 後 、 と 押し て デー タ 入 力 画面 に し て か ら 正 し い デ ー タ を 入力 すれ ば 、 続 き の デ ー タ 


し を 大 罰 で きま す 。 


[補足 ] 


入力 し て いな い 数 値 を 削除 し た い デ ー タ と し て 入力 する こと も で きま す 。 つ まり 、30 と 40 の 入力 に 
対し 、 削 除 し た い デ ー タ と し て 35 を 入力 する こと も 可能 で す が 、 正 し い 結果 は 得 ら れ ま せん 。 デー 


タ を 削除 する と き は ご 注意 くだ さい 。 


7. 統計 量 の E 字 


CE-126P (プリ ンタ ) を お 持ち の 場合 は 、 デ ー タ を 入力 し た 後 、 計 算 さ れ た 統計 量 を 印字 で きま す 。 
プリ ンタ を 本 機 に 接続 し て 電源 を 入れ た 後 、 デ ー タ を 入力 し ます 。 次 に 処理 選択 画面 で 、 を 押し 


て “プリ ンタ "を 選べ ば 印字 が 開始 され ます 。 


印字 が 終わ れ は 処理 選択 画面 に 戻り ます 。 


ショ リ *** 。 (xx) 


7 系 才 光り 
キ まみ プー リ ジ タ 
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③⑬ 二 変数 統計 計算 
二 変 数 統計 計算 の 基本 的 な 操作 方 法 は 、 一 変数 統計 計算 と 同じ で す 。 先 に 一 変数 統計 計算 の 説明 を お 読 
みく だ さい 。 


1. 二 変 数 統計 計算 で 求め る 統計 量 
二 変 数 統計 計算 で は 、 次 の 統計 量 を 求め る こと が で きま す 。 
・n、2x、%x2、x は 一 変数 統計 計算 と 同じ 。sx、ox は 一 変数 統計 計算 の s 、 ヶ と 同じ 。 


・ 2Y サン プル (y) の 総和 

・ 2y2 サン プル (y) の 2 乗 の 和 
・ >xy サン プル (x, ) の 積 の 和 
・y ャ = 有 各 サン プル (y) の 平均 値 


サン プル (y) か ら 求 め る 、 母 数 を (nー1) と し た と き の 標 準 偏差 


座 」 

_ / Sys-ny2 es 6 計 2 2 
oy ッ ェ /* サン プル (y) か ら 求 め る 、 母 数 を (n) と し た と き の 標 準 偏差 
・ ョ a a= テ ッ yーbzx 一 次 回 帰 線 Y= ョ 二 b x の 係数 
・b b= 記 一 次 回 帰 線 y = a 二 b x の 人 数 
人 相関 係数 

YSXX・Syy 由 
・ 推定 値 (y の 値 か ら x の 値 を 推定 する ) 
・y y デー ョ 十 bx 推定 値 (x の 値 か ら y の 値 を 推定 する ) 
[補足 ] 。 
2 
Sxx ニタ x* 一 4 た Syy ニッ パー 2 Sxy 三 ぶ xy 一 Cr 


2. 二 変 数 統計 計算 の 選択 
と 押し て 統計 モー ド に し た 後 、 画 面 に 従っ て を 押せ ば 二 変 数 統計 計算 が 選択 され 
て 、 処 理 選 択 画面 に な り ま す 。 


3. デー タ の 入力 方 法 
処理 選択 画面 で [1] を 押せ ば デー タス 入力 画 面 に な り ま す 。 画面 に 従っ て 、x, ゞ の デー タ を 入力 し て 
くだ きい 。 
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① デ ー タ が 1 個 (1 組 ) の 場合 
デー タ x [デー タテ [名 
と 押し ます 。 
② 同 じ デ ー タ が 複数 個 あ る 場合 
デー タ x [ 要 ) デ ー タ y ロ ] 個数 ( 殺 
と 押し ます 。 
③ 負 数 の デー タ は 、 そ れ ぞ れ の デー タ の 前 に 〔 二 ] を 押し ます 。 
デー タ を すべ て 入力 し た ら (ON を 押し ます 。 処理 選択 画面 # 


民 
測 
No 
蛇 
計 


4. 統計 量 を 求め る 方 法 


処理 選択 画面 で [3] を 押せ ば 分 析 画 面 に な り ま す 。 二 変数 統計 計算 で は 分 析 画 面 が 2 画面 あり ます 。 
画面 の 切り 替え は W〕 (4) で 行い ます 。 
処理 選択 画面 で [3] を 押し た 場合 ** フ " ン セキ ** (x, ゞ ) 1 
分析" の 第 1 画面 で す ) 1 門 家 側 2 の 35 の 47 評 
駅 ! BE 6 : ox 生け 8 :y 
バンコ" ウ ヲ エラ ン テ クタ "サイ 
4 ド 間 フ ` ン セ キ (x, Y) 選 引 
も 時 放 還 sy 4 : oy 
(“分 析 "の 第 2 画面 で す ) 人 の. 
ハン コー ウ ヲ エラ ン テ グ クダ" サイ 


4) で 前 の (第 1 ) 画面 に 戻り ます 。 


画 例 是 
次 の 表 は 、 あ る 地方 の 山桜 の 開花 日 ( 4 月 ) と 同 地 3 月 の 平均 気温 の 表 で す 。 
これ より ら 、 一 次 回 帰 線 ゞ = ョ a 十 b x の 係数 a 、b と 相関 係数 r を 求め 、 3 月 の 平均 気温 が 9.1 度 の 
場合 の 開花 日 お よび 4 月 10 日 に 開花 し た 年 の 3 月 の 平均 気温 を 推定 し ます 。 


年 1 2 3 4 5 6 7 8 


平均 気温 〈x 度 ) | 6.2 | 7.0 16.8|18717916516.118.2 


開花 日 (y 日 ) | 13 9 11 9 7 12 15 7 
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算術 代入 計算 


1. 算術 代入 計算 


含ま で は 、 数 値 と 数 値 の 計算 の や りか た な ど を 練習 し て きま し た が 、 複 雑 な 数 式 や 数 値 の た くさ ん ある よ 
うぅ な 式 を 計算 処理 し て いく と き に 、 ど うし て も 数 式 (数 値 を 代入 する の で ) が 長く な っ て し まい ます 。 
こん な と き 、 あ ら か じ め 数 値 を 変数 キー (アル ファ ベッ トキ ー) に 記憶 させ て お き 、 変数 と 変数 の 計算 に 


よっ て 答え を 求め る こと が で きま す 。 


変数 と し て 使え る 文字 


キ 一 操作 表 示 
・ 統 計 モ ー ド に し ます 。 
・ 二 変数 統計 計算 を 選び ます 。 
"入力 ” を 選び ます 。 
*・ デー タ を 入 濁 し ます 。 
6.2 【 負 13【 殺 ) 7.0 (名) 9 [名 
6.8 [ 基 ] 11 (名 ] 8.7 [名] 5 〔 若 
7.9 〔 紀 7 (名 6.5( 殺 ) 12 ( 負 
6.1 〔 殺 15 (名 8. 2 (名 7 ( 宙 ) 8:x=8. 2 
三 
これ で デー タ の 入力 は 終わ り で す 。 0 9:x ニ テー 
・ 処 理 選 択 画面 に 戻し ます 。 (ON 
・“ 分 析 ” を 選び ます 。 [3 
・ 第 2 画面 を 呼び 出し ます 。 〔W) 
・ 係 数 a を 求め ます 。 [5J a ニ 3 4. 
・ 係 数 b を 求め ます 。 [6J b = ー3. 425618839 
・ 相 関係 数 r を 求め ます 。 7) 二 ー9. 691068372E-61 
・ 開花 日 を 推定 し ます 。 (9 = (-6.9691668372) 
平均 気温 を 入力 9.1 [4 アニ 3.281838734 
REAK (推定 : 4 月 3 日ごろ 開 花 ) 
"分析 "の 第 2 画面 に 戻し ます 。 
・ 平 均 気 温 を 推定 し ます 。 (8〕 呈 s ョ 
開花 日 を 入力 10 (4 \ 三 7.13859385 
(推定 : 3 月 の 平均 気温 は 約 7.1 で ) 
統計 モー ド を 解除 (2ndF (STAT) 


[補足 ] 


統計 計算 の 統計 量 の うち 、 次 の も の は 変数 U 


ンク に 入れ られ 、 統 計 モ ー ド を 解除 し て も 保持 され て 
いま す 。 し た が っ て 、RUN モ ー ド で も 、 こ の 統計 量 を 使っ て 計算 が で きま す 。 


変数 U V W X Y Z 
只 一 変数 統計 9 2x n 
量 | 二 変 数 統計 | ぷ y: Sy xy | %x' %x n 
な お 、 こ の 内 容 は 統計 モー ド に な っ た と き に 消去 され ます 。 


練習 問題 |21 


を 行っ て くだ さい 。 


変数 と し て 使え る 文字 は 、| 英 文字 | 、[ 英 文字 | [英文 字 ] の 組み 合わ せ 、 | 英文 字 | [数 字 ] の 組み 合わ せ の 8 邊 


頻 で 、 最高 2 文字 分 の 長 さま で 使え ます 。 


種 類 例 J」 
1. [ 甘 攻 人 ン 
(アル ファ ベッ ト ) クー2.5 
(<(2 AA=1.5 
2 . [英文 字 | [ 項 文 務 MM=30.5 
LX=0.003 
(AJ <(Z) A1 =6.28 
(6)-(9) G 1 =9.8 
3. [英文 字 | 了 区 泌 T 2 =858.2 
X 1 =3 
Y2=6 


( 注 ) @ ア / 
使用 


e 変数 U り 、V、W、X、Y、Z は 座標 変換 や 統計 計算 で 使 


量 6 


ファ ベッ ト の 小文字 は 大 文字 と 同じ 扱い に な り ま す 。 変数 と し て アル ファ ベッ ト の 小文字 を 


し て も 大 文字 に 変換 され ます 。 


意 が 必要 で す 。 


する た め 、 変 数 と し て 使う と き に は 注 


文字 式 と し て 入力 し ま 
す 


呈 


計算 の 結果 は T に 入っ て いま す 


と 押せ ば 呼び 出さ れ ま す | 


〔(q) 


答 1.35 秒 


1.951106827 
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|) 三 e 
2. 例題 と 解説 
田 例 題 ① 
左 図 の よう な 円 すい 振り 子 の 周期 耳 は 、 和 糸 の 長 さ を L、 終 の 鉛 
直 と な す 角 を 9 と する と 、 
歳三 秒 r es の g 三 9.8 〔[m グ sec"] 
で 求め る こと が で きま す 。L ル し =50cm 9=25" の 場合 の 周期 
を 求め な さい 。 
この よう な 例題 を ゲロ グラ ム 化 し ます と 、141 ペ ー ジ の 例題 ⑱ 
の よう な も の が 考え られ ます 。 
1| ュー ーー 4 ーー ニャ ae こっ ee 
弄 解 説 ① 
| 講和 間 の 内 キー 操作 。 | 表 示 部 
表示 部 に DEG を 表示 させ ます 
g 三 9.8 〔G]( 三 〕 9.8 〔) 9.8 
G に 9.8 を 代 人 し ます 
L =0.5 L〕 ほ 〕0.5 (qq) 9.5 
L に 0.5 を 代入 し ます | 
の 9 三 25" 
の 9 が あり ませ ん の で S | (5〕〕 25 員 
1 mMME3IE3IE3IPgIEG| エ =2*PI*SQR(L*COS 
エー 2 z / ee (ees(8)(2(@6] Redcb 
(| 1.8351196827 


し の の の の の の の の の の の の の の の 


S 
朱 ぇ sg プレ イ バ パック に つい て ちゃ 各所 朱 和 朱 朱 朱 抽 朱 反 朱 反 朱 和 抽 和 反 和 反 朱 和 入 反 先 系 
を 押し て 計算 を 行っ た 後に 〔 牙 ]} また は [ 半 ) を 押す と 、 計 算 し た 式 が 呼び 戻さ れ 、 再 度 計算 が 
で きま す 。 エ ラー に な っ た と き は 、 エ ラー に な っ た 位置 に カー ソル が 表示 され ます 。 訂正 し て 再 
び を 押す と 答 が 得 ら れ ま す 。 な お 、 カ ー ソ ル は 【〔w] を 押し た と き は 式 の 先頭 に 、 
た と き は 式 の 最後 に 表示 され ます 。 


[ コ ) を 押し 


し そそ そそ ももこ もこ こてこて 


の の の の の の の の の の の の の の 
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画 例 題 ② 


月 の 軌道 を 地球 を 中 心 と する 
0 sm 
で 放 

4z* 


で 与え られ ます 。 
半径 を 求め な さい 。 


と みな し 、 地 球 の 半径 r 、 月 の 周期 を と する と 、 月 の 軌道 半径 は 


地球 の 半径 r =6.4X10' 〔m] 、 月 の 周期 =27 日 8 時 間 と し た と き の 月 の 軌道 


97 日 8 時 間 は (27X24 二 8 )X60X60 で 秒 に 換算 され 、T =2.3616X10' [sec】 に な り ま す 。 
また 、g は 例題 1① の よう に g=9.8 [msec*] と し ます 。 


ここ で R は 地球 の 半径 で 
使っ て いる の で 月 の 軌道 
半径 の 変数 を RR と し ま 


4J 201( の (94GD(O 


[G] 
〔RJ 
GCO 本 ビ 4J 26JGD(CO 
ェ 
[zJ 


4J2G]G コ DD 


El 


男 解 説 ② 
、 計算 の 内 容 。 | 。 キー 操作 表示 。 部 
R =6.4※X10!『 RR) ( 三 ) 6. 4 (2nd F) (Ep] 6 | R=6.4E6_ 

[qa 64000009. 

T テ 2.3616X10!* []( 三 〕 2. 3616 (2nd FI (Exp] 6 T=2.3616E6_ 
(q 2361600. 
G テ 9.8 三 ]9.8 [qa) 9.8 
8/ G.R2Z.T” 己 gdB 的 CO(GO | RR=CUR(G*(RA2)*(TA32) 

人 ZC4w(PIA099_ 


3841902835.2 
[ml 


答 884190km 


この よう に 、 原 式 の 文字 に 対す る 数 値 を 記憶 させ て か ら 文 字 式 の 演算 を する こ 、 


と て も 便利 な 使い か た の ひと つ で す 。 


画 例 題 ③ 


後 で 式 の 確認 も 容易 で す 。 


左 図 の よう な RL 直 列 回 路 に 流れ る 電流 は 、 


ら { 秒 後 に 
ュ 上 選 
CD = 書 Gd-e や ) 


と な り ま す 。 


スイ ッ チ SW を 閉じ て か 


今 、F =4.5 [V〕 し =160 [mH〕 R=55 〔⑳〕 と し て 
t 三 0.1 [ms〕 に お ける 電流 の 値 を 求め な さい 。 
この よう な 例題 を プロ グラ ム 化 し ます と 、142 ペ ー ジ の 例題 ⑳ の よう 


な も の が 考え られ ます 。 
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画 角 説 ③ ー の 
果 3 pcog 本 2 トー プー ノー 
ーー ョ ュー トー ョ ーー マニ ュ ア ル 計 算 の 練習 問題 
E=4.5 叫 思 45 45 ロ 
L =160 〔mH] Gi 隔 1 
ー4enx 10 口 (160 rdPEg 3 | e 解答 は 先生 に お 聞き くだ さい 。 (指導 マニ ュ ア ル に 解答 例 を 記載 し て いま す 。) 
い 16 練習 問題 1| 
R =55 〔RJ(〕55 855。 の _ 
ャ ニー0 1 [mg) 下 の 例 に な ら っ て キー 操作 の 練習 を 行い 、 空 翌 に 答え な さい 。 
=0.1x10-! (6. 1 世 8 包 人 務 話 信 8 | 計 上 算 式 | キ ー。 才 准 _ 1 谷 
9.0961 
R 日 (EJC(RJGEJCO1(J 1 = ノン R*(1 一 EXP(R*T グ 凍 | お 生 EEAEEICO 
[= 装 -e や ) 2ndF(@( に )(RJ(GEJ 還 ] 届 0、。 ー 遇 
づつ (J6J6) (q 9.092764709 」 1 | 4.86(5.25 一 4.83) 
| 答 2.7647 [mA] 
画 例 題 ④ 。 | 上條 X2.43. 
3 記 ニ ーー 3.25X1.35 
物質 の 崩壊 時 間 は t= In(1 二 5) で 求め られ ます 。 m ーー ーー 
Dt= { 時 間 後 の 同位 原子 数 ] Dt= 5 X10' 個 | 
Pt = {時 間 後 の 安定 原子 数 | Pt= 3 x10" 個 | PR 
三 崩 壊 定 数 ぇ =20.5 - - ー ーー 
この と き 、 こ の 物質 は 何時 間 経 過 し て いる で し ょ うか 。 ae 956 
MM ee 248 十 638 一 475 
画 解 説 め ー ー 胃 = 
計算 の 内 容 。 | ーー キー 操作 表 示 肖 0 
計算 内容 操 作 - 表 示 "| 88+11.5X87.8 
Dt= テ 5 X101 5) 還 に ビ ) 5 (25dPB (Exp) 4 ( 殺 500606. 
Pt 3 XX10『 PJTJ 思 〕 3 2ndPI (Exg) 6 (Q) 300006060. 
A = 租 8 ⑦ 思 %.5 2.0.5 6 2.42t0.7 一 490T6.3 
16E さ うら ゆ TJ](z)(VJ(*J (mL 1 T=RCPV*LN(1+DT ン 
(5 の 所 PT)_ 
ー15X3.54 ,。 18x1.6 
9.09089068307 7 14.4 1 3.74 
答 0.000806307 時 間 5 
ホー ホー ルー ホー ニニ か ーーー ポー な の か のか る 下がる て あて る の か のみ な の が あな か あか 誠 が か みな の みあ みつ ホ あ ああ が の か の か w の の か の の か の か みか の の か みか ーー か の かー か みよ 8 ー15※X0. 73 38X 1. 94 
練習 問題 | 22 | を 行っ て < だ さい 。 2 和 


キキ 泌 ア kg 答え が 正しく な い 7 朱 和 反 和 入 知生 生生 


を に 3 
ko に 
回 
カッ コ の 指定 を 忘れ て いま せん か ? 2、 9、 4、5 の 間 題 で は カッ コ の 指定 が 必要 で す 。 回 

に 
エキ エキ エエ エエ エズ イス キキ キキ キキ キキ し て とても て エエ て て マエ て てこ もこもこ て こてこて こてこて ここ ここ ここ ここ 
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算術 代入 計 


練習 問題 12 


次 の 計算 式 を 計算 し な さい 。 た だ し 、 式 の 中 の 1! の つい て いる と ころ で 、 


区 切っ て 連続 計算 を する 練習 を 


し な さい 。 
計 算 式 キー 操 作 。 答 
1| 7Lx2.43 
8.25X1.35 
。| __6.48x6.87 ン 
5.13 十 6.03 一 3.41 
3 15X3.45 」 “189X0.88 
14.4 8.6 
練習 問題 |3 
次 の 問題 を 小数 点 以 下 2 桁 答 え を 求め な さい 。 
計 算式 キ ーー 操作 答 


まず 、DIGIT (デジ ッ ト ) 指定 
を 行っ て くだ さい 。 


1| 4※(ー20) 十 5 
0.79 
2 | 0.95 十 今 で - 
0 8.5x10? 
6.24x10『 
4| -_5X1.8 
87.93 填 24.15 
1 2 , 3 
9 TX2「2x3 「 3x4 
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練習 問題 |4 
計 算 式 キ ーー 操作 答 上 
1 | (263 十 185)2 
2 | 152 十 382 十 782 一 562 一 24? 
3 192xX282+467X89?92 
4| (88* 二 792 
5 (2.85X103)* 十 
(62.98 メ 103?)2 
練習 問題 
計 算 式 キー 操作 和 
1 | Y34 xY86. 


4 | Y12(12 一 5)(12 一 4(12 一 3) 


USING (ユー ジン グ ) 指 


定 で も 計算 し て み ま し ょ う 。 
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練習 問題 |8 


2/ 第 3 章 算術 代入 計 
練習 問題 |6 

計 算式 キ ーー 操作 容 
1 | (18 十 7)*x0.5 
2 (MT 

7.2xXY105 
3 | (3.2 二 Y26.3 x8.1 )8 
練習 問題 |7 

計 算式 キ ーー 操作 答 


= 


ダ が 53 X0.25 十 72X1.92 


いこ 】 


Y 3.2 十 Y26.3 X8.1 


ソ 


980 


6.4X10『x2.3X105 


4 


( 


の 4 


) 


計 算式 ー 操作 答 
1 
Y21x33 

1 
(87.93 二 24.15) X(13.84 一 27.65) 

1 

6.24X10 "3.85X10 "キダ 1.8x10 
1 。 生 1 
1X2 2X3 nX(n 十 1) 

1 

WE 呈 

1 
nー5, n テ 10, n ニ 15 の と き 
右辺 と 左辺 を 別々 に 計算 し 等 し く な る 
こと を 確か め な さい 
練習 問題 |9 

計 算式 き 操作 

43 十 72 十 8* 
2.53 十 7.83 
4.532 十 2.543 


4.8~? 上 8.9~?X1980 


1 
3.8 5 二 6.4 2 
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練習 問題 110 

n 進数 か ら 10 進 数 へ の 変換 

べき 乗 を 使う と n 進数 か ら 10 進 数 へ の 変換 が 簡単 に で きま す 。 
た と えば 2 進数 101011 の 10 進 数 へ の 変換 の 式 は 、 


010112= 1xX25 二 0x27 二 1x29 二 0xX27 二 1X2! 十 1x27 (27=1) 


98 -0 -0 
=1xX25 十 1x2? 十 1X2! 二 1x27 
で 求め る こと が で きま す 。 


次 の n 進 数 を 10 進 数 に 変換 し な さい 。 


計算 。 式 キ 一 操 


作 


1| 11001101)。 
2 進数 で す 
」 


2 | (11110000) 
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練習 問題 |12 


2 進数 で す 
3 | (123022)。 

4 進数 で す 
4 | (4157)。 

8 進数 で す 


練習 問題 1 
利息 計算 


複利 に よる 利息 計算 に は 、 必 ず べ き 乗 が で て きま す 。 そ こ で 次 の 練習 問題 で 利息 計算 を 行い 、 べ き 乗 計算 


に 慣れ て くだ さい 。 


問 題 計 算 6 


1 | 10 万 円 を 年 6.7% で 5 年間 。 
預金 を する と いく ら に な る | 100000x (r 往 ) 
で し ょ うか 。 


2 | 年 利率 8 % の と き は 、 月 利 8 \ 幸 
率 は いく ら で し ょ うか 。 信 計 0 ー1 


上 算式 キ - 操作 答 
1| ダ 9625 
2 | ダ 1258 
| 456 

1 ユエ エ 
4| 235 十 3634 十 437 
5 | 712.38x10“" 

L ト ーー 

6 | 90.4354 XY1.875 
練習 問題 |13 

計 人 算 式 キ ーー 操 作 5 
1| 151 

69 ! 

| 
9 je 
4 2 し ? 
5 1 4CzXaCs 


3 | 5 年 間 で 300 万 円 を 積み 立 | 掛金 = 元利 合計 X ーー の 
て る に は 、 年 利率 7 % と し し 痢 、 
で 直さ 邊 交配 | OOOOO0 


て た ら よ いで し ょ うか 。 


7 ヽ s 7 
6 ) 6 ) (第 計算 ) 
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と ラ 
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練習 問題 |14 


火 の 文 を 読ん で 計算 を 行い 、 階 


ド の 計算 に 慣れ まし ょ う 。 


問 題 文 


計算 式 と キー 操作 


1 | 10 人 の 中 か ら 4 人 の リレー ラン 

ナー を 選ぶ 場合 、 

(a) 走る 順番 を 決め て ラン ナー 

を 選ぶ に は 

(b) 走る 順番 を 決め な いで ラン 
ナー を 選ぶ に は 


iP, 三 


iC。 三 


2 | 12 人 の 人 が いま す 。 次 の よう な 

場合 の 数 を 求め な さい 。 

(a) 1 列 に 並ぶ 場合 

(b) 円 形 に 並ぶ 場合 

(c) 特定 の 4 人 が 隣り 合う よう 
12 人 が 1 列 に 並ぶ 場合 


12 ! 
12 一 1)! 
91xX4! 


練習 問題 |15 


計算 。 式 


喘 


1 | log 15 


2 | log 18.465 


3 | log 0.0018465 


4 | log 1.84X10% 


0.95X7.35 


?| og が サー66e5 


6 | 3.8log 0.49 


Y81“ー8 


7 | log 15 


log。 81 


]og a 


(ogjb= ED を 合っ て ) 
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練習 問題 16 


[ 計 算式 キ ーー 操作 和 
1 103Tlog 30 
| 
2 10 ~!3 
3 1014ー13.3 
4 10 -0.012X25 十 2.64 
[ = = 
練習 問題 |17 
計 算式 キー 操作 和 
1 G3.8 


2 | e2X(8+7+5) 


= 
ー2 
3| 3.5xe ? 
19.8 
4 4o1L19 の = ンー3.8 
4.8 十 12.5Xe 
6 15.2 
2.8 十 8.5xe! 
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練習 問題 |18 


本 省 。 式 操 作 答 
1| cos(0.7z) (RAD) 
2| 4.5sin?28714′ 52* (DEG) 
3| 4 tan ( 語 2 CRAD) 
cos 1.286 
4 | nm 6.254 0 
5 Y7 cos (人 す ) (RAD) 
40* 60" 80* 
6 4 cos 2 XCOS 2 ※XCOS 2 
(DEG) 
7 | sin 809 十 tan 809 (GRAD) 
8 1 一 cos*30* (DEG) 
9 | cos*30" 十 sin?30" (DEG) 
10 テ X18X15.5Xsin 30" (DEG) 
所 泥 ア 所 朱 朱 角度 指定 に つい て 入所 な か 
所 朱 
角度 指定 を 行っ て くだ さい 。 角度 指 定 は (2nd FI (DRG) で 行い ます 。 
OK 
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練習 問題 119 


計 算式 キー 操作 。 答 

開 sin 0.345 (DEG) 
| os_'0.845 AD| _ - 
同 tan ' (一 4.545) (DEG) 
| 4| an-*0.56+0.57 (DgG) 
5| cos (一 0.24) 一 4.56 (DEG) 

sin-10.56 二 0.57X 
6 | cos (一 0.24) 一 4.56X 

tan~'0.56 (DEG) 
7| tan-! 放 カ の 攻 サト (DEG) 
練習 問題 20 

計 算式 キ ーー 操 作 究 


ら 5 (10, 10) 
を 極座標 ( 度 ) に 


直交 座標 (32.5, 一 21.7) 
座標 ( 度 ) に 


直交 座標 (0.35, 0.85) 


を 極座標 (ラディ アン ) に 


極座標 (15, 音 1 
4 | を 直交 座標 に 


(が ある か ら ラ ディ ア ン で す ) 


極座標 (73, 75") 
を 直交 座標 に 


。| 橋本 - 学 ) 
を 直交 座標 に 
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練習 問題 |21 
次 の 統計 計算 を 行い な さい 。 
問 四 キ ー 操作 和 


1 . 学生 の 1 カ ヵ月 当り の 親 か ら も ら う お こ づ 
か い を 調べ た と ころ 、 下 表 の よう に な り 
まし た 。 平均 値 と 標準 偏差 (s ) を 求め 


な さい 。 
お ん 金 人 数 

500<1000 1 
1000 一 1500 2 
1500<2000 8 
2000 一 2500 10 
2500<3000 10 
3000 て 3500 12 
3500 て 4000 25 
4000 一 4500 11 
4500<5000 5 
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練 沖 問題 |22 


問 是 


キー 操作 ・ 答 


1. 第 1 図 の よう に 、 糸 に 400g の お も り が つり 下げ られ て いま す 。 
糸 の 張力 T」、T。 を 求め な さい 。 答え は 小数 点 以 下 2 杵 て し ま 


すら 
ラミ ー の 定理 
W 剖 エ 雪 15 
sin(g 十 8) sin(180" 一 8) sin(180"-) 
(ヒン ト ) 


小数 点 以下 2 桁 指定 は DIGIT 指 定 で 行い ます 。 


第 1 図 


W=400 〔g]〕 


2. 下 表 は 、14 人 の 成人 男子 の 身長 x (cm) 
と 体重 y (kg) を 測定 し た 結果 で す 。 相 
関係 数 を 求め 、 体 重 が 58kg の 人 の 身長 お 
よび 身長 が 178cm の 人 の 体重 を 推定 し な 
さい 。 


No| 身長 | 体重 |No| 身長 | 体重 
171.2 |56.018| 179.0 |67.0 
167.6 |60.519| 163.5 150.5 
182.5 |92.0|10| 169.0 |68.0 
175.0 |72.5I11| 177.0 |165.0 
165.5 |53.0I12| 174.7 168.5 
173.8 [64.5|13| 178.0 |65.0 
170.0 |59.0|14| 167.8 |162.5 


- コ の >) 中 CS5 kE う 5 ビデ 


2. 第 2 図 の よう に 、 重 さ 20 〔kg〕 の 物体 を 角度 35" の 斜面 に を っ て 

5 〔m] を 加速 度 8 【m ノ sec*] で 引き 上 げ る の に 4 秒 か か り ま 
し た 。 こ の 場合 の 仕事 と 仕事 率 を 求め な さい 。 

R 三 Wcos@ 

P ニ Wsin の 

W=20 〔kg] 、 の 9= テ 35"、S= テ 5 〔m]〕 

ge 三 8 [m グ sec*J 、t テ 4 [sec] 

ヶ 三 9.8 [m ノ sec?] 、 = テ 0.3 

8 Wa 記 F cos の 十 sin の ) 


仕事 : Wp=F・S 
仕事 率 : Pt モニ F・S ノ t 
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. 直径 3 〔cm]、 長 さき 50 〔cm〕 の 銅 棒 の 両端 を 固定 し 、 棒 の 温度 を 


20C か ら 70 で まで 加熱 し て 上 昇 さ せ た と き 、 棒 に 生じ る 応力 お よ 
び 、 固 定 端 の 圧力 を 求め な さい 。 

売 既 し 。 

銅 の 線 膨張 係数 み 々 は g 三 0.167X10~! CC 

銅 の 終 弾 係数 E は  E=1.1X10『 [kg プ cm"] 

と し ます 。 

熱 応力 : 9c= ニ E・gw(⑪ 一 

圧 カ :Fc=A・E・gw で ーーD CA テニ ァ Zr う 


第 3 図 


3 (em 


50 〔cm] 


. 頂 角 28” の 直角 形 く さび を 木材 に 打ち 込む の に 100kg 重 の 力 を 要 し 


まし た 。 木材 を 引き さく 力 を 求め な さい 。 た だ し ん =0.25 と し ま 
す 。 


2 g 三 28* 
F =100 [kg 重 〕 
テ 0.25 


摩擦 角 : の ーtan~「 尽 


ョ 9 "S08 の 
引き さく 力 :R 2 sin(e 十 の ) 


. A 点 に 下向き の カカ P が か か る と き 、N,、N: が どの よう な 力 で 
あれ ば つり あい ます か 。 


SX メ 0 (X 方 向 の 分 力 の 和 が 0 ) 
と Y テ 0 (Y 方 向 の 分 力 の 和 が 0 ) 


ぶ X テ 0 より 一 Nicosg 填 N』= 
とぶ Y= テ 0 より Nising 一 P= テ 0 


すなわち N」 三 エ 
Sin w 
N。 テ Nicos@gw 


第 5 図 


Ns 
P =250 (kg 重 } 


、 第 6 図 の よう な 外 径 D、 内 径 4d を も つ 断 面 に つい て 、 断 面積 A、 
重心 軸 に 対す る 2 次 モー メン ト TI 、 お よび 断面 係数 Z を 求め な さ 


断面 積 括 = 人 0 (em 

断面 2 次 モー メン ト : = d) (em) 

| 米 ・ ーー ロリー 2 

断面 係数 : 2 っ 5 1D cm"〕 
第 6 図 6 ーー 


d 
4 〔cm] 
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7. 第 7 図 の よう な 場合 で 
の が 15"、30"、45"、 607 第 7 図 
の と き 、AB 面 に 生じ る 
垂直 応力 度 g。、 せ ん 断 
三 600 〔kg 重 ] 


応力 度 z。 を 求め な さい 。 


+ 


び 三 た [kg 征 プ cm * (A = 面積) [ | 
の 三 の cos* の [kg 重 プ cm7〕 バ 
2 三信 sin29 〔kg 重 my い 
いい 
ンス 
と の 
A 
昌 
10 
km 
k 12 


。 村 8 計 物 内 部 の 微小 分 が 第 8 図 の よう な 応力 度 を 受け る 場合 主 応 


力 度 お よび その 方 向 を 求め な さい 。 


主 応 力 度 の 角 tan 29 ニ ー タ 2 
の 一 みみ 


主力 度 の T.Tー み (の 。 二 の) 


En 
の (o。 一 の 。)" 十 Z 


ーー 上 まま 」」 よ は 

| し 
> | | 第 
は 旧 。 


2 1 ] 貞 還 


王 婦 5 aa ] 


| 


に ニコ 
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10. 


. 第 9 図 の よう な 3 つの 力 Pi、Ps、Ps の 合力 


合力 の 大 きき 
R = yxx2 +XY* 
合力 の 向き 
り =tan「「 と 
XX 


2X Pi cos 編 十 PE cos の 十 P cos の 3 
2Y = テ Pisin の 士 B sin の 十 Fs sin の 3 


第 9 図 


を 求め な さい 。 


=ー60" 
6 三 180 一 30. 
の 3 360 一 45 


60 の と き 、 平 均 流速 、 硫 量 を 求め な さい 。 
係数 を n =0.02 と し ます 。 


流 積 A ニ W・ 日 〔m 
潤 辺 S=W 二 2 昌 [ml 
1 


平均 流速 V ニ ー( 信 )8 yI 〔m ノ sec] 


流量 Q ニ V・A [msec] 


第 10 図 


W=8 【m] 


ea Es 
W6 1m4 っ 水深 3 (m】 の 長方形 水 略 の 動 水 こう 配 が | 
た だ し マニ ング の 粗 度 
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11. 第 11 図 の よう に 掘削 し た 斜面 の 下 に 、 軟 静 な 土質 が ある こと が わか っ 

て いま す 。 軟 能 な 土質 の 内 部 
摩擦 力 の =5" 

粘着 力 C"= 2 [tm 

と し て この 斜面 の ブロ ッ ク す べり に 対す る 安全 率 を 求め な さい 。 


斜面 の 土 の 内 部 摩擦 角 の =20" 
斜面 の 土 の 粘着 力 C=0 
斜面 の 土 の 単位 体積 重量 ? =18〔t/m') と し ます 。 


e 左向き に すべ ら せ よ うと し て 働く 主 働 土庄 : PA 
and5ー め ) (tm) 
@ すべ り を 止め よう と し て 右向き に 働く 受 働 土 圧 : Pp 
pH rad5 する) (tm) 
e 粘着 力 に よる 抵抗 :C'L 。 (tt ノン m 


Hi 十 日 2 


PA 三 


@ 摩擦 力 に よる 抵抗 : Wtanw ニ ーー ヵ tan ゅ /〔【 プ m] 
@ 斜面 の ブロ ッ ク す べり に 対す る 安全 率 : Fs 
C 和 L 十 Wtanw 十 Pp 
Fs 
PA 
Cc エト ーー Ltan の キイ ーーtanf(45 人 ) 
Fs yHr 


7H zese の 
2 tan^(45 2 2 


第 11 図 


L し =? 【m] すべ り 面 


ーo ~ - 一 B ちる に 
0 NM 有 
ae 0 Oo 


さっ ーー テー ブッ 寺 円 
- * 軟弱 土 層 が =5?" C =2 ノン m9 - 
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12. 背部 の 地表 面 が 水平 な 内 部 摩擦 和 角 ゅ 30” の 土砂 か ら な る が け に 、 高 き 
6 メー トル の 第 12 図 の よう な 壁面 ( 土 と 壁 の 摩擦 角 ⑨ =20") を 有する 重 
力 式 擁 壁 を 作り た い 。 

土 の 単位 体積 重量 * ニ 1.8 [tm'〕 と し て 主 働 土庄 Pa を 求め な さい 。 
り = テ 90* 
一 
の =30* 
ッ = テ 1.8【t ノ mi) 
6 三 20" 
第 12 区 =6【m] 
クー ロン 土 圧 の 解析 公式 
7H* sin*(9 十 の ) 
IP sin( ゅ 9)sin( ゅ ー8) 
。 2 ミス 。 S111 C aa 2 
AWK Em) 
[tm 
13. 第 13 図 の 回 路 に お いて 端子 AB 間 、 お よび 端子 CD 間 で 測定 し た 合成 的 抗 
を 求め な さい 。 
R」=400〔Q] 
R,。=730〔Q〕 
R。=240【Q〕 
R,=600 〔Q〕 
(Ri 十 Rs)(Rs 十 R4) 較 eo 
ーー リッ ジ が 平衡 し て いる と き ) 
NN Ri 土 Rs 土 Rs 士 R4 0 
1 
Rcp = ーー コ | C 
Ri 二 Rs。 Rz 寺 R4 Rs 
第 18 図 の 


93 第 3 章 算術 代入 計算 


. 14. ある 工場 の 三 相 人 負荷 P は 20 〔kW〕 、 力 率 60% で ある 。 こ れ を カカ 
率 809%% に 改善 する た め に 要する コン デン サ Q [kVA〕 を 求め な 
きい 。 
また 、 コ ン デ ン サ に か か る 電圧 を 200 [〔V〕】 と し た と き の 静 電 容 
量 C 〔F〕 を 求め な さい 。 た だ し 、 周 波数 は 50 〔【Hz〕] と し ま 
す 。 


改善 前 の 力 率 角 ,、 改 善後 の 力 率 角 9 と する と コン デン サ Q 
は 
Q=P(tan の 一 tan の 。) 
角 電 容量 は 
Q 


を 王 の ・V* 


(の = テ 27f) 


15. 第 15 図 の よう な R LC 直列 回 路 に お いて 、R =300 〔Q] に つい 
て 、 ス イッ チ SW を 閉じ て か ら t= テ 5 [ms] 後 の 電流 値 を 求め 
な さい 。 


eR ぐ 2x。/ の 場合 (振動 的 減 喜 ) 


。ーR 
2L 。 
こ 1 / 折 72 
人 る 上 
ーー . 虹 
? 三 7 Sin/t 
第 15 図 
の R し (6 
1 
L =150 〔mH] 
C テ 2 【F] 
E=100〔V〕 
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16. 


(a) 試薬 特級 の 無水 炭酸 ナトリウム 5.2050g を 各 量 し 、 溶 解 し 
た も の を メス フラ スコ で 1 ? に 希釈 し 標準 溶液 と し た 。 こ 
の 規定 度 を 求め あな さい 。 


(b) ある 井戸 水 を 分 析 し た と ころ 、100m2 中 に CaSO,」 2.8mg、 
Mg(HCO。)。 7.5mg が 含ま れ て いた 。 こ の 水 の 硬 度 を 求め 
な さい 。 


た だ し 、H=1.008 C=12.01 0= テ 16 
Mg=24.39 S=32.06 Ca=40.08 
Na=22.99 

と する 。 


(a ) asCO』 の 1g 当量 =NazCO, ノ 2 で ある 。 


(b) 水 100m/ 中 の Ca 塩 お よび Mg 塩 の モル 数 の 合計 を CaO の 
質量 nmg に 換算 し 、n" と する 。 


17. 


ある 実験 で 二酸化 炭素 1 mol が 、40 で て 、50atm で 0.380 2 の 容積 
を 占め る こと が 実測 され た 。 そ の 圧力 を 、 

(a) 理想 気体 の 状態 式 で 、 

(b) ファ ン デ ル ワ ー ル ス の 状態 式 で 
計算 し 、 実 測 値 と 比較 し な さい 。 


上 っ > ョ ニ ド エ 
(a) PV=RT 5 


、a RT 4 
(6) (F+ 吉 )(Yーb) = RT っ P ェ マー ュー 


R =0.0821 (2・atm ノ (mol・K)) 
a 三 3.60 b =4.28X10~* 
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18. 次 の 水溶 液 に つい て 質問 の 値 を 求め な さい 。 


(Ca) 6.01N 一 HCI 水 溶液 の pH 

(b) 0.05N 一 Na 0 日 水溶 疲 の pH 

Cc ) pH =2.50 の H, S O,20m2 を 水 で うす め て 500m/ と し た 水溶 
液 の pH 

(d) pH =8.50 の 水溶 液 の 【〔H"] 


HCI、NaOH は 完全 電離 と する 。 
_KWw_ 
[OH _] 
〔H MD 

【O 革 -) : 水 酸 イ オン 濃度 | の 

〔Kw] : 水 の イ オン 積 1.0X10~" nol ン の 2} 


る 


pH デーlog 
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20. 


の よう に な り ま す 。 
1 ン ノ yf = Alog(Re yf )+B 


ーー | 4 B 
P 滑 管 | 40  -04 


粗 面 管 8 1.2 (化工 便覧 ) 

いま 、 粗 面 管 に お いて Re =10000 の と き の f を 試算 法 で 求め な 
次 0。 

@ ( 諾 辺 ) 一 (右辺 ) が ゼロ に な る よう に グラ フ で 解く 。 


求め る {f の 値 
は グラ フ よ り 


H 管 の まさ つ 係 数 (『) と レイ ノル ズ 数 (Re) と の 関係 式 は 次 


19. 


次 の 実験 デー タ が ある 。 こ の 分 解 反応 が 1 次 で ある こと を 示し 、 


か つ 、 こ の 温度 に お ける 速度 定数 を 求め な さい 。 た だ し 、 初 濃度 
a 1.590 (mol/?) と し ます 。 


RI 
とう 
No】 
こう 
こう 


時 間 t Gmin) 5.4 。 21.6 25.5 32.9 


0.624 1.298 1.376 1.474 


反応 温度 40 で 
1 次 反応 な ら ば で ー k(aーx) 
k : 速度 定数 (min~) 
t 0 の と き x=ー0 で ある か ら 
し が * dX eb | 
k/ 部 ー。 ュ こと まり ドー 十 m 


各 実 験 番号 に お ける k を 計算 し 、 こ の 値 が は ば 一 定 で ある こと を 
確か め て か とら 平均 値 を 求め る 。 


f 
0.008<0009| 『 
の 間 に あ る こ 
と が わか る 平滑 管 
10* logRe 
参 考 で に で こう で: で で そこ コン で そい: そこ: で コン そこ そそ: で) 


計算 の 優先 順位 


本 機 は カッ コ 、 関 数 を 含め て 数 式 ど お り の キー 操作 で 計算 を 行う こと が で きま す 。 


先 順 位 は 次 の と お り で す 。 


ァ や 変数 の 呼び 出し 
関数 (S IN、COS な ど ) 
べき 乗 ( 八 ) 
符号 ( 十 、 一 ) 
乗除 算 (* ょ 、 ブ ) 

. 整数 の 除算 (\) 

. 整数 の 剰余 (MOD) 
. 加 減算 ( 填 、 一 ) 

. 大小 比較 (>、> テ 、 く 、 く = テ 、 く >、 三 ) 
AND、OR、XOR 


< ら oo =- コ の うぅ cm ec5 k う 5 ーー 


3 
ご 


計算 の 優先 順位 の 判断 や 途中 結果 の 処理 は すべ て 計算 機 が 自動 的 に 処理 し て くれ ます 。 計算 の 優 


( 注 ) W カッ コ が 使用 され て いる 場合 は カッ コ 内 の 計算 が 最 優先 され ます 。 


@ 複合 関数 (sin cos 「0.6 な ど ) は 右 か ら 左 の 順 で 計算 され ます 。 
@ べき 乗 の 連 算 (3" すなわち 3 八 4 八 2》 な ど ) は 右 か ら 左 の 順 で 


計算 きれ ます 。 


@ 上 記 3. と 4. で は 後に 出 て きた ほう が 優先 順位 が 高く な り ま す 。 


< 例 〉 一 2 人 4 は 一 2) と な り ま す 。 
3 ハー 2 は 3~? となり ます 。 
ceek 


0 
上 


97 っ 4 意 
BAS1IC 言 語 


1. BAS 1C 言 語 を マス ター する 第 一 歩 | 


(1)BAS 1C と は 


Bi:Beginners (ビギナーズ) ee 初心 者 向き で 

Ai All-Purpose (オー ル パ ー パ ス ) …… の の あら ゆる 目的 に 合う 
S : Symbolic (シン ボリ ッ ク ) で ooo 記号 を 使っ た 

1 : Instruction (イン スト ラク ショ ン ) … 命令 

6 OSde (0 語 


それ ぞ れ の 頭 文字 を 取っ て 、BAS 1IC (ベー シッ ク ) と いう 名 の つい た コン ピュ ー タ 言語 で す 。BAS 
IC は や さ し い 英語 と 記号 で で き て お り 、 コ ンピュータ が どん な 仕事 を すれ ば よい の か を 示す 一 連 の 命令 
文 、 す な わ ち 「 プ ログ ラム 」 を 人 間 と コン ピュ ー タ が 対話 する よう な 形 で 作っ て いけ る の が 大 き な 特 長 で 
す 。 


(2②) プ ログ ラム と は 

プロ グラ ム と は 、 計 算 機 (コン ピュ ー タ ) に 計算 な ど を 行う た め の 手 順 を 指令 する 命令 書 の よう な も の で 
す 。 こ の 指令 を コン ピュ ー タ が 理解 で きる よう に 書き 表し た り 、 コ ンピュータ に 記憶 さき させ た りす る こと を 
プロ グラ ミン グ と か 、 プ ログ ラム を 組む と いい ます 。 コ ンピュータ で いろ いろ な 問題 を 処理 し よう と する 
と き 、 最 初 か ら BAS1IC 言 語 で プロ グラ ミン グ す る 方 法 も あり ます が 、 こ こ で は BA S ! C 言 語 の プロ 
グラ ム を マス ター する 第 一 歩 と し て 、 問 題 を 処理 する 方 法 の 考え か た や 、 手 順 を 整理 し 、 図 的 に 順序 だ て 
て 、 プ ログ ラム の 流れ を わか りや すく 表現 する こと か ら 始 め ま す 。 


3) 主 な 記号 の 読み か た と 意味 


記号 | 読み か た | 意 味 || 記 号 | 読み か た | 意 味 || 記 号 読み か た 記号 | 読み か た 
| エフ ラ ぇ | 加算 | ・ 22 ル 3ー| 引用 和仁 1 2 タタ ーー | [| 大 カッ コ 
一 | マイ ナス | 減 算 ピリ オド | 小数 点 ? | クエ ェ ッ ショ ンマ ー ク | | {) | 中 カッ コ 
※ | アス タリ スク | 乗 算 5 コン マ | 区 切り ⑨ アッ トマ ー ク 学 | 円 記号 
プリ スラ ッシュ | 除 算 コロ ン EE 0M 多 | 7 ル ドー-7 計 7 サッ ド | | ! | パイ プ 記 号 
三 | イコール | 等 号 > | セミ コロ ン | 表示 間 を っ 》 め 4|| %% | パー セン トマ ー ク | て 波形 
> | 牧 - ち | より 大 きい | A | バ ま | < き 旧 記号 || $ ドル マー ク | 還 

ぐ | レス ・ ザ ン | より 小さ い || 半 | 2 ロス ハッ チ | 番号 記号 | シッ グル クォーテーション 
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④)「 流 れ 図 」 (フローチャート Flowchart) に つい て 
プロ グラ ム の 処理 方 法 の 考え か た や 手順 を 整理 し 、 図 的 に 順序 だ て て 書い た も の を 「 流 れ 図 」 また は 「 フ 
ー チ ャ ー ト 」 と いい ます 。 


流れ 図 は 、 


図 記 号 と 簡単 な 式 や 文字 で 表し ます 。 図 記号 は それ ぞ れ 意味 を 持っ て いま す 。 次 に 代表 的 な 図 


記号 と その 意味 、 そ し て 流れ 図 の 基本 形 を 示し ます の で 十分 に 理解 し て くだ さい 。 


5) 代 表 的 な 「 流 れ 図 」 と その 意味 
流 れ 図 の 記号 意 味 
M (。 ) 端子 (Terminal Interrupt) 
- 流れ 図 の 開始 、 終 了 な どの 端子 を 表し ます 。 
6 処理 (Process) 
枠 内 (枠外 に 書い て も よい ) に 書か れ て ある 処理 を 行い ます 。 
3 準備 (Preparation) 
初期 値 な どの 準備 な ど に 用 いま す 。 
入出 力 nput イ Output) 
4 . | 情報 の 入出 力 を 意味 し ます 。 入 出力 一 般 と し て 用 いら れ ま す 。 
また 、 本 書 で は 図 記号 を RESTORE と みな し ます 。 
手 操作 入力 (Manual Input) 
5. 変数 へ の 入力 な ど 、 キ ー ボ ー ド な どか ら 手 で 操作 し て 入力 する 
こと を 表し ます 。 
定義 済み 処理 (Predefined Process) 
6 . | | サブ ププ ログラム な ど 、 別 の 場所 で 定義 され て いる 命令 群 な どの 
処理 を 表し ます 。 
7 表 示 (Display) 
情報 を 人 間 が 利用 で きる よう に 、 デ ィ ス プレ イ に 表示 し ます 。 
8 判断 (①Decision) 
判断 ・ 比 較 を 行い ます 。 
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ー 3. ルー プ 形 の 流れ 図 (ルー プ 構 造 ) 
9 書類 (Documenb 《 そ の 1 
書類 を 媒体 と する 入出 力 機能 を 表し ます 。 (We ) ie 
ーー ド 主 @ 条件 が 満た され る まで 繰り 返し 、 処 理 (1) と 処理 (2) を 
ー 処理 行い ます 。 条 件 が 満た され る と 、 ル ー プ を 抜け て 処 
。 し バハ 繰り 返し ルー プ 理 (3) を 行い ます 。 
10. 
KK_ コ ルー プ の 始ま り と 終わ り を 表し ます 。 判断 YES 
6 B = 8 昌 処理 ⑬ 
結合 子 (Connecter) 処理 ② 
11. () 流れ 図 の ほか の 場所 へ の 出口 、 ま た は 、 ほ か の 場所 か ら の 入口 | ( 終わ り ) 
を 表し ます 。 
〈《 そ の 2〉 
12 流れ 線 (Flow Line) 0 @ 繰り 返し 形 プ ログ ラム  〈 そ の 2〉 
記号 を 結び つけ る 機能 を 表し ます 。 ー e 条件 が 満た され て いる 間 は 、 処 理 ) を 繰り 返し ます 。 
- = ノン FOR ヽ @ 条件 が 満た され な く な る と 、 ル ー プ を 抜け て 処理 (2 
TSTEPK を 行い ます 
注 衝 (Comment Annotation) LSTEPFK] MS 
13. ーー 明り ょ うに する た め に 、 説 明 ま た は 注意 を 加え る 機能 を 表し ま 仁和 
9 記 
NEXTI 
6) プ ログ ラム の 形 (構造 ) 
1 . 直 線形 の 流れ 図 (シー ケン ス 構 造 ) 誠 了 
(Me ) @ 直線 形 プ ログ ラム ーー 
@ 「 判 断 」 が 入っ て いま せん 。 終わ り 
処理 
終わ り ) 
2 . 分 岐 形 の 流れ 図 (1 F ン THEN 構 造 ) (7) 「 流 れ 図 」 全 体 の 約束 に つい て 
- 和 め ) @ 分 岐 形 プ ログ ラム ① 流 れ 図 に お ける 流れ 線 の 方 向 は 、 原 則 と し て 、 
@ 設定 され た 条件 に よっ て プロ グラ ム の 流れ が 分 岐 し 
処理 (1 ます 。 


e も し 、 条 件 が 満た され た ら 処理 (3) を 行い 、 


判断 YES 1E 前 
そう で な けれ ば 、 処 理 (2) を 行い ます 。 
NO 
処理 ②) 処理 la 
誠 れ の 方 向 が これ に 合わ な いと き は 、 流 れ を 示す 矢印 を 用 いま す 。 
(終わり 
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② 流 れ 線 は 、 交 差し て も か まい ませ ん 。 交差 し て も 論理 的 関係 は あり ませ ん 。 


合 送 な し 合流 あり 


③ 結 合 子 は 、 流 れ 線 が 中 断 さ れる 点 を 表す の に 用 いる 出 結合 子 と 、 中 断 さ れ た 流れ 線 が 再開 され る 点 を 
表す た め に 用 いる 入 結合 子 が あり ます 。 そ れ ぞ れ の 結合 子 に 同じ 文字 や 数 字 な ど を 記 人 し 、 こ れ ら が 
結合 し て いる こと を 示し ます 。 


(実際 は 点線 な ど 書 きま せん が ) と ⑧ で 結合 し て いる こと 
を 示し ます 。 


④ 1 っ の 流れ 図 記号 か ら 出口 を 2 つ 以 上 書く 場合 は 、 必 要 な 数 だ け の 流れ 線 を その 記号 か ら 出 すか 、 
る い は 、 そ の 記号 か ら 出 た 流れ 線 の 数 だ け 分 岐 する 形 で 表現 し ます 。 

分 岐 の 出口 に は 、 分 岐 条 件 を 記入 し ます 。 

「>、= ニ 、 き 、 く 」 な ど や 「YES」、「NO」 あるいは 「0、1 、 
比較 記号 と し て は 「:」 や 「?」 な ど が 使わ れ ま す 。 

流れ 図 記号 の 中 だ け で な く 、 図 記号 の 周辺 に 文章 で 説明 する 方 法 な ども 多く 見 受け られ ます 。 


+、 一 | な ど が よく 用 いら れ ま す 。 


A は 0 と 等 し いか ? A< く B の 場合 
〆 N 


に 


A と B を 比較 する と 
ど 


> デ A>B の 場合 


= ニーA=B の 場合 


四 
NO 
b 
ES <A<s ジ 
a b G d e d 
由 NO 


第 4 章 BAS1C 言 語 102 


プロ グラ ム が だ ん だ ん 複雑 に な っ て くる と 、 流 れ 図 を 書か な いと プロ グラ ム の 組み 立て が 困難 に な り 
ます 。 プ ログ ラム を 組ん で いる と き は 理解 し て いて も 、 し ば らく 時 間 が 経過 し た 後 、 あ ら た め て 解読 
し て みる と な か な か 手 こ ず る こと が あり ます 。 流れ図 の 考え か た を 早く マス ター し 、 プ ログ ラム の 基 
本 を し っ か り と 身 に つけ まし ょ う 。 


| 2. プロ グラ ム の 基本 


8 TE 選 候 |1NPUT、P 世 INT。、 是 ND、 き 0TO 文 


( 例 題 ] ① 


半径 を 入力 し て 、 円 の 面積 を 求め る 
プロ グラ ム を 作り な さい 。 


還 解 説 
左 図 に お いて 、 半 径 を R、 面 積 を S と する と 
S = ァ zR2 
で 面積 を 求め ある こと が で きま す 。 
流 れ 図 行 番 号 B AS 1 C 言 語 に に よる ステ ー ト メシ ト 


0 (ライ シナ シンパ ー) | (ひと っ の 意味 を も っ た 処理 式 や 、 命 令 語 の こと ) 


BASIC] を 押し て 画面 右側 に 
点 条 させ ます 。 


"PRO" を 


S ニ PI*RA2 
S= ニ PI*R*R で も よい 


( 注 ) ヵ は P 1 に 変換 され て 入力 され ます 。 
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1) プ ログ ラム の し (00000 | WW 
プロ グラ ム を 計算 欄 に 書き 込む と き は 、 次 の 手順 で 行い ます 。 NFHT お ・ + (の 
- 3 0 吉 (HH(NJCBJOD) CT〕) で も 同じ で す 。) 
操 作 の 手順 操 作 手 順 の 説 明 し ーー Pe 3 ー 1 
_ 2 SeZ お ーー PRINT 
① ON) を 押し て 電源 を 入れ ます 。 PR I NT の 入力 方 法 > +(XJ 
(BASIC) で ダ ロ グ ラム モー ド (PR | プロ グラ ム を 書き 込め る 状態 に し ます 。 (CBJ(RJLT] (NT] で も 同じ で す 。) 
0 モー ド ) に し ます 。 | 中 二 きす 錠 。 4 いく 
②) E W 〔qJ) 先 に 入力 し た (か も し れ な い ) プロ グラ ム や デー タ を す | つか 準備 され て いま す の で 、 活 用 し て くだ さ 
べ て 消し ます 。 語 ー 計 に に 
人 文 (ステ ー ト メン シト ) に つい て 1 つの 行 ( ラ の) は 1 っ 以上 の 文 (ステ ー ト メン ト ) 
⑬ 行 番号 を 入れ 、 文 を 入れ ます 。 (OO(SHIET+ (2) 国 ) か ら な り 、 2 つ 以 上 の 文 (マル チ ・ ス テー トメ ント ) ( 
5 ! な る 場合 は 文 と 文 の 間 に : (コロ ン ) を 入れ て 区 別 し ま 
10 INPUT R あす 
行 番号 と は > ログ ラム の 実行 順序 の 番号 で す 。 (コロ ン を 入れ る ) 
人 二 WV7 ン ナ ン パ ー と も い ) | 数 字 の 小さ い 行 番号 か ら 実 行 され る の で 、 実行 の 順に 数 ア W | 
We 字 の 小さ い 行 番号 を っ つけ ます 。 清二 隊 し 3 | " 
行 番号 き に 。 行 番号 
人 9 仙 * > 0 時 笠 科 選 和 8 あ 00 二 仙 的 間 ず 。 2 〔 例 題 】 ⑥) を マル チ ・ ス テー トメ ント 
プロ グラ ム を 追加 する と き に 都合 が よい か ら で す 。 こす る と 10 INPUT R:S=PI*RA2:PRINT 
な お 、 本 機 は 1 一 65279 ま で の 整数 を 行 番号 と し て 使用 ed 」 章介 est の 
で きま す 。 ま た 、 行 番号 は AUTO (オー ト ) 命令 317 S :END と な り ま す 。 た だ し 1 行 254 文 字 以 上 は 書け 
ペー ツジ 参照 ) を 使う と 自動 発生 させ る こと が で きま す 。 間 昌 間 昌 昌和 に し 


表示 に つい て 一 ーーー 一 一 > | 行 番号 に 続け て 文 (ステ ー ト メン ト ) を 入れ 、〔] を 押 


K 
す と 、 行 番号 の 後に 自動 的 に : (コロ ン ) が 入り ます 。 キキ sg NEW に つい て 系 朱 抽 和 反 


所 
トコ 
10:INPUTR 回 を 
1 - . & NEW (ニュ ー) と は 「 新 し い 」 や 「 初 め て の 」 と いう 意味 で す 。 こ の 命令 は 、 計算 機 に 記憶 さ 
自動 的 に 1 桁 (1 文字 ) あき ます 。 、 ぁ 内容 を 全て 消去 し 、 初 め の 状 態 に する と き に 使用 し ます 。 プ ログ ラム を 新しく 入れ る 前 
自動 的 に : (コロ ン ) が 入り ます 。 由香 8 
回 に 必ず 操作 する BAS I C 命 令 で す 。 さる 
④ 20 8S=PI*RA2 行 番号 19 で 与え られ た R の 値 で ヶ ・R: を 計算 し 、 計 算 NE すき きす すす キミ すぎ キキ キキ キキ キキ キキ キキ キキ キキ スイ エキ スペ ミス エマ キマ キス スス キキ キキ キキ エキ エキ キキ スキ イペ エミ イペ 
(S ニ PI*R*R で も 同じ で す 。) し た 数 値 を S と いう 記号 の 中 に し まっ て お き な さ い (と 
いう 意味 で す )。 2) プ ログ ラム の 修正 ・ 編 集 
| ーー 120OOS) ビ JGRUGAJL2J( 紀 ーー プロ グラ ム を 作成 する 場合 、 キ ー 操 作 の ミス な ど に より 正しい プロ グラ ム に な ら な いこ と が 多く あり ます 。 
⑤⑥ 39 PRINT S PRINT と = 
(3)(0〕J(SHIFT + (XS] Eb の キー Ma Mii 連 6 叶 
表示 され て いる 行 ( ラ ィ ン ) 内 の [また ! は 了 ] で カー ッ ル を 移動 し 、 
行 番号 29 の S の 記号 の 中 に 入っ て いる 数 値 を 表示 し な さ ① 訂 正 正しい キー の 入力 
い (と いう 意味 で す )。 加 み 
ーーー 時 で ーー ② 削 除 
⑥ 49 END [4J〔OJLEJ(NJ[D)( 色 (Delete デリ ー ト ) SHIFTJ+ [INS) 
END の 意味 > | これ で プロ グラ ム は 終了 し まし た (と いう El (Backspace バッ クス ペー ス ) 
(q) に っ いて 6660 9 あし ーー $ 追 加 
ょ 「 こ の 文 は 終わ り ま し た |」 また は 「 プ ログ ラム 文 (Insert イン サー ト ) 1 INS 上 _- _- 
HK し た 」 と いう 意味 が 含ま B _ 
れ て いま す 。 (3) プ ログ ラム の 確認 


プロ グラ ム 全 部 の 内 容 を 計算 機 に 書き 込ん だ ら 、 次 に PRO モ ー ド で 下 表 の キー 操作 に より 、 そ の 内 容 の 
確認 を し ます 。 [CLS) を 押す と プロ ンプ ト 記 号 (>) だ け の 表示 に な り ま す 。 
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三 記 選 


ーー 5 ce ec な ーー 


+ ー 舞 作 ー 二 - 0 ⑳ 行 (ライ ン ) の 追加 ・ 変 更 ・ 削 除 


ーー ーー = 下 の 表 の 右側 の よう な 誤り が あっ た と し ます 。 
| ・ プ ロ PE (>) が 表示 され て いる と き に 押す と 、 先 頭 の ライ ン か 


ら 、 画 面 に 表示 で きる 範囲 を 表示 し ます 。 | Eb プロ ダム 員 っ て 人 力 し た ブロ グラ ム 
4 | 現在 表示 され て いる 次 の ライ ン を 表示 し ます 。 押 し 続け る | 1 1G INPUT Te 
と 、 順 次 、 次 の ライ ン を 表示 し ます 。 ee re 。 ご PIwRAB が Pi 
・ 画 面 に カー ソル が 出 で いる と き 信 、 カー ソル を 次 の 行 へ 移し ます 。 49 END 39 END 
・ ブ ロン プ ト 記号 ) が 表示 き され て いる と き に 押す と 、 最終 の ライ ン を ーー ーー に ーー 2 
桂 が し ます < | 誤っ て 入力 し た プロ グラ ム の 行 番 号 10 行 と 20 行 の 間 
(4) ・1 回 押す と 、 現 在 表示 され て いる 前 の ライ ン を 表示 し ます 。 押 し 続け る | 的 NR 
と 、 順 次 、 前 の ライ ン を 表示 し ます 。 う 行 番号 を 選び ます 。 
・ 画 面 に カー し Me カー ソル を 前 の 行 へ 移し ます 。 Mo かす 6 


計上 下さ れ た プロ グラ ム が yh ON 


見 半生 ーー 還 還 有 = 
先頭 の ライ ン か ら 、 画 面 に 表示 で きる 男 囲 を 表示 し ます 。 | ーー 5 19 INPUT R 
また は L. プロ グラ ム の 内 容 は 同じ で 15 S= PIi *RA2 
了 デー〒 ーー SE ー a - 隔 ーー arr 1 ゞ EE 尋 1 ら 
LIST 30( 殺 行 番号 (ライ ン ナ ン バ ー) 30 行 から 、 画 面 に 表示 で きる 範囲 を 表示 し ます 。 も も り ませ 209 PRINT S 
| (指定 し た 行 番号 お よび 、 そ れ よ り 大 きい 行 番号 が 存在 し な いと き は エラ ー ーー ニュー よー ビッ 39 END | 
40 に な り ま す ) これ で 正しい プロ グラ ム が 完成 し まし た 。 


プロ グラ ム を 呼び 出し た 後 、【 テ ] また は 〔 ゴ ) を 押せ ば 表示 部 の 1 行 目 ! こ 表示 され て いる プロ グラ ム 


イン に カー ソル が 表示 され ます 。 [を 押し 続け れ ( 1 

フラ ン 【 デー ジ 北 直さ o で 5 

4 し 続 さそ の プロ グラ ムラ イン の 最後 まで カー ソル 訂正 され た プロ グラ ム で は 、 行 番号 が 10 番 ど と に は な っ て いま せん 。 
が 移動 し ます 。 (3 の 場合 は 先頭 まで 戻 3 


L 3 _ ] 行 番号 の つけ 直し は RENUM (リナ ン バ ー) 命令 (356 ペ ー ジ 参照 ) を 使う と 簡単 に 行え ます 。 
① プロ グラ ム モ ー ド で 、 RENUM(qQ) と 操作 し ます 。 
⑥) (を 押す と プロ グラ ムリ スト が 表示 され ます 。 


0 ー 


109 INPUT R 19 INPUT R 


15 8= PlI *RA2 29 8S= PI *RA2 
29 PRINT S 39 PRINT S 
39 END | | 4 49 END 


追加 ・ 変 更 ・ 削 除 を 行う と き は 、 145 ペ ベー ジ の 「 ス クリ ー ン エディ タ に つい て 」 も 参照 し て くだ さい 。 


5) プ ログ ラム の 実行 
プロ グラ ム の 実行 は 、 実 行 モ ー ド (RUN モ ー ド ) で 行い ます の で [BASIC] を 押し て “RUN” を 表示 さ 
せ て くだ ぎ い 。 
RUN MODE ーー RON 
テ 
CAPS 
DEG 


と し て 次 の 命令 で 実行 を 開始 し ます 。 
RUN 〔 負 最も 小さ い 数 学 の 行 番号 より 実行 を 開始 し ます 。 
RUN 行 番号 指定 し た 行 番号 より 実行 を 開始 し ます 。 
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それ で は 円 の 面積 を 求め る プロ グラ ム を 実行 させ て み ま し ょ う 。 
実 行 の 内容 キ + ー 操作 表 示 部 
RUN モ ー ド に 設定 > 
ー RUN 「 上 - | 
ーー SHIFT) + (V] (qq 
夫 全 また は 
(RJ(U)[N]( 鉛 ? 
1 1 ー | 
半径 R= 1 (cm] ー 
の 場合 Pl 38. 141592654 
RUN 直上 _ 」 
SHIFT) + (V] (qq | 
半径 R = 2 (cm) 2 。 
の 場合 (qq) 12.56637661 
沙 
半 係 Rー= 3 【qm]、 半 径 = 4 〔qm) の 場合 も 計算 し て くだ さい 。 _ 


この よう に し て いく と 、 実 行 の た びに 〔SHIFT) + 


RUN 
ト 〔VJ (< 世 と 入力 する の が 、 わ ずら わし く な っ て きま す 。 


そこ で 下 の 流 れ 図 の よう に 、S を 表示 し た 後に 再び 先頭 に 戻る 命令 語 が あれ ば 、 入 力 が 簡単 に な り ま す 。 
BASIC 言 語 で は 、 こ の よう な と き に GOTO 文 を 用 いま す 。 


ーーーーーーーー 
R 


rR2 


うり 


19 INPUT R 

20 S= ニ PI *RA2 
3 PRINT S 

35 GOTO 19 

49_ END 


30 行 と 40 行 の 間 に 新しく GOTO 文 を 入れ る た め に 
35 GOTO 18 ( 殺 と 操作 し ます 。 


この プロ グラ ム を 実行 する と 、 簡 単に 計算 を 進め る こと が で きま す 。 


| 実行 の 内 容 キ ー 操 作 表 示 部 
RUN モ ー ド RUN ? 
R=1 の 場合 1 1。 _ 
(名 ) 83.141592654 
次 の R の 入力 待ち > ? 
R = 2 の 場合 2 2_ | 
〔q) 12.56637861 
次 の R の 入力 待ち > ? 


上 3 BREAK 
この プロ グラ ム の 実行 を 中 止 す る と き は を 押し て くだ さい 。 
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0) プ ログ ラム の アプ リケーション 
今 ま で の プロ グラ ム の 実行 は 入力 ・ 出 力 に た だ 数 値 が 入っ て いる だ け で 、 ち ょ っ と 目 を 離し た りす れ ば 、 
それ が どの よう な 意味 を も つ 数 値 か わか ら な く な り 9 


ここ で は INPUT 文 と PR INT 文 に 変化 を も た せ 、 わ か りや すい 
19 INPUT R 


工夫 を 試み る こと に し ます 。 


※ こ の 部 分 を メッ セー ジ と し て 表示 し ます 。 


1! ハ ヘン ケイ つつ R =! iR 
時 拉 ミ 当 ジ 
メッ セー ジ を 表示 する た め 、 2 
人 8 
文字 と 記号 を 分 離し て わか りや すい よう に する た め に 1 文 
字 空 白 を 作り まし た 。 
スペ ー ス は [SPACE] で 入れ ます 。 


19 INPUT 


ス ペー スネ 


※! リ ハン ケ イーR= ニ ! の よう に ! I 引 
数 値 と 異な り 文 字 と し て 扱わ れ ま す 。 


H 符 (ダブ ルク ォ ー テ ーション ) で 囲ま れ た も の は 、 


39 PRINT S 
( 


80 PRINT 'R=!:Ri!ーーS=!5S 


スペ ー ス を 入れ な いと 、R の 数 値 と S の 文字 が くっ つき すぎ て わか り に くく 
な り ま す 。 ス ペー ス を 2 つ 入 れ て 、R の 数 値 と S の 文字 を 離し て お きま す 。 


ドキ イイ ツ 泌 ア xx メッ セー ジ の 表示 に つい て 生玉 反 拓 和 和 向 所 吉 入 


ド Ir で 囲ま れ た 中 に 入れ た アル ファ ベッ ト の 小文字 は 、 そ の まま 小文字 と し て 扱わ れ ます 。 ミ 
人 !! で 囲ま れ た 中 以外 で アル ファ ベッ ト の 小文字 を 用 いる と 、 大 文字 に 変換 され ます 。 た だ し 、 
注釈 文 (355 ペー ジ REM 命 人 参照 ) は 除く 。 ミ 
MM 


プロ グラ ム を 整理 する と 下 の よ うに な り ま す 。 


19 INPUT ! ハ ン ケ イーR テ リ jR 

29 S= ニ PI *RA2 

39 PRINT !R=I:RilOOS テ TjS 
35 GOTO 16 

49 END 


これ を 実行 し て み ま し ょ う 。 
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実 行 の 内 容 キー 揚 條 表 。 示 部 - 
RUN モ ー ド RUN ハッ ケイ ドニー 
人 

Rm1 1 ハン ケイ R=1ー 

に 間 9 テー3。、 141592654 
次 の R の 入力 待ち 一 一 み ペン ゲ パ 選 ニ ーー 
R=2 2 バレル パ 太ら 

R= テ 2、 S=12.56687661 
次 の R の 入力 待ち > oi 
7) エ ラー 表示 と その 処理 方 法 


プロ グラ ム を 実行 し た と き に プロ グラ ム に 誤り が あっ た り 、 デ ー タ が 不適 当 な 場合 な ど で エ ラー が 発生 す 


る こと が あり ま 


す 。 


ェ エラー が 発生 する と 次 の よう な エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され ます 。 


IN 26 


これ は 、 行 番号 20 行 に エラ ー コ ー ド 10 の 内 容 の エラ ー が 発生 し た こと を 意味 し ます 。( く わし く は 386 ペ ー 
ジ の エラ ー コ ー ド 表 を 参照 ) 


e エラ ー の 処理 手順 


CLS 


で エラ ー を 解除 し ます 。 


BASICJ」 で PRO モ ー ド に し ます 。 
(W) また は [4 を 押し ます 。 


エエ 


@ の @@@O6O 


エラ ー の 発 有 


の 発生 し た 行 番号 が 表示 され 、 エ ラ 


の 発 


E し た 位置 に カ 


E し た 原因 を 探し て 、 プ ログ ラム を 修 i 


E し ます 。 


ソル が 表示 され ます 。 


( 例 題 )② 


ある 適当 な 2 つの 数 、X と Y を 入力 し て 、 5 X 十 2 Y を 求め る プロ グラ ム を 作り な さい 。 
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画 フ ロー チャ ー ト 


と 操作 し ます 。 


還 プ ログ ラム 例 
10 INPUT!X=!:X 
20 INPUT!Y= リ Y 
30 Z=5*X 二 2*Y 
49 PRINT'!X= EX IIY= ニ Yi!Z2ー リ 5 の 
509 GOTO 19 
69 END 
メモ リ 内 容 
変 数 | 内 容 
。 X の 値 
ーーY -Y の 値 
Z | Z=5X+2Y 
画数 値 代 入 例 
_X の 値 | Y の 値 Z の 値 ( 答 ) | 
- 集 。-】 。 | | 9 
5 - 表 19 
10 。 50 | 150 
22 86。 | 182 


BITEFPIE 


切り 捨て ・ 四 捨 五 入 ・ 桁 指定 


プロ グラ ム を 実行 し 数 値 を 求め る 場合 、 小 数 点 以 下 2 桁 程度 まで 求め あれ ば よい 場合 が 多く あり ます 。 こ の 
捨 皇 人 あるいは 桁 指定 を し て 必要 な 桁 数 だ け 表 示す る プロ グラ ム に つい て 次 の 
例題 で 練習 し て み ま し ょ う 。 


よう な と き 、 切 り 捨て ・ 


( 例 題 )③ 


LU 


数 人 を 入力 し て YA, A* の 値 を 表示 する プロ グラ ム を 作り な さい 。 
数 は は 1 、 2 、 3 、4、5.23 を 入力 する も の と し ます 。 
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Aa 還 ブロ グラ ム 例 ① 小 数 点 第 3 位 以下 を 切り 捨て る 場合 1 NT ノ 整 数 化 (Integer ア イン テ ジ ャ ー) 
( 内 ) 10 _ INPUT A 169 INPUT A 
ー 29 X=SQR A = 
ーーーーー 上 X を 100 倍 に し た も の を 整数 化し 、 そ れ 
ae SU RI 25 メーINT(109*X)/108 デ を 100 で 割る こと を 意味 し て いま す 。 
A 409 PRINT リ ルー ト A= リ :X iLOAA2 テ = リ リヤ 39 YーAA2 Y も 同様 な 処理 を する こと が で きま す 。 
45 GOTO 19 49 PRINT リル ー ト A= "EXiUOAA2=!:Y 
メー7A 59 END 45 GOTO 16 
デム 入 
= ミー 59 END 
ルー- ト A= 上 IX 
MAA2=!Y . どの よう な 表示 に な る か 試し て みて くだ さい 。 
終わ り @② 小 数 点 第 3 位 以下 を 四捨五入 する 場合 
19 INPUT A 
硬 キ ー 操 作手 順 当 
2 時 AR X を 100 倍 し た も の に 0.5 を 加え 、 そ れ を 
操 作 表 示 例 25 X ニ INT(199*X+9.5)/199 一 整数 化し 100 で 割る こと を 意味 し ます 。 
BASIC RUN モ ー ド に し ます 39 Y=AA2 Y も 同様 な 如 理 を する こと が で きま す 。 
RUN [ 枯 ? 49 PRINT! リ ルー ト A=!:XjilLOAA2 テ !:Y 
1 4) Y 1 と 12? の 倫 ルー トー1。 AA2=1. 45 GOTO 18 
? 59 END 
2 [2 と 22 の 答 一 ーーーーー テ | ルー ト A=1.414218562 AA2=4. 
[補足 ] 
の ーーーーーーーー> | ルー ト A=1.732050808 AA2= ニ 9 
8 (U Y9 と 8? の 答 0 25 行 は メー (C19 0 *X) \1) /1 9 9 と し て も 同じ で す 。 
= 喧 壮 (整数 の 除算 ) に つい て は 26 ペ ー ジ を 参照 し て くだ さい 。 
4 LU / 4 と 42 の 答 > A=2. AA2=16. (整数 の 除算 
還 > | ルー ト A=2.286919325 AA2=27. ・ ど の よう な 表示 に な る か 試 ざさ い 。 
5.2 3 (5.23 と 5.232 の 答 隊 和 どの よう な 表示 に な る か 試し て みて く 〈 く た 、 
? 、 有 
2 数 値 の 桁 指定 を する 場合 US 1 NG 命令 
Re HH U S 【 NG 命令 を 用 いて 析 数 を 指定 し 表示 させ ます 。【 例 題 】 ⑬ で 、X の 値 を 小数 点 2 桁 まで 指定 する と 
ー き は 、 
l 
この [例題 】 ⑨ で は 、 PRINT USING!##.# キ 
40 PRINT リ ルー ト A=!: XiUOAA2 ニ リマ 符号 と し て 1 桁 必要 | 小数 部 は 2 桁 分 
と いう よう に 、 セ ミコ ロン に よっ て 表示 を 継続 させ た の で 、 1 行 に 全部 表示 され な く な り と し ます 。 小数点 第 3 位 以下 は 切り 捨て と な り ま す 。 
ます 。 Y の 値 は 待 号 の 1 桁 と 数 値 の 2 桁 で 、 合 わせ て 3 桁 分 の 指定 が 必要 で す 。 
し か し 、 次 の よう に 2 つの 行 に 分 ける こと に よっ て 、 そ れ ぞ れ の 答え を 1 行 に 表示 させ る 19 INPUT A 
と と が で きま す 。 209 Xー ニ SQR A 
49 PRINT! ル ー ト A=『:X 39 Y=AA2 
人 0 KTNTJUKABP り 5 49 PRINT USING!## 人 1 リ ルー ト A ニ !5X 
43 PRINT USING! 叶 #!: 1AA2 テ 5Y 
小数 点 以 下 2 桁 程度 を 表示 すれ ば よい 場合 に は 、 プ ログ ラム を 次 の よう に 変更 する こと に よっ て YA 、 45 GOTO 18 


A* を 一 度 に 表示 で きま す 。 59 END 
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操 作 表 示 部 
RUN モ ー ド に し ます 
RUN (名 「 
1 [<a) ルー ト A= 9 9 
AA9 = 
人 の 
9 [qa ルー ト A= 1.41 
AA2= 4 
? 
3 (4 ルー ト A ニ # 委 
AA2 三 9 
? 
4 四 ] ルー ト A= 2.906 
AA2= 16 
? | 
5.23 (名 ルー ト A= 2.28 | 
AA2= 27 


いこ 海 ア ぇ 四捨五入 に つい て 。 朱 朱 朱 各 朱 朱 各 朱 朱 朱 朱 抽 向 和 向 抽 和 抽 入 入 入 和 和 反 


US ING 命 令 を 用 いた と き で も 、 少 し 工夫 する と 四捨五入 し た 値 を 表示 で きま す 。 
正 の と き は 0.005 を た し 、 負 の と き は 0.005 を 引い て か ら 小 数 点 第 3 位 以下 を 切り 捨て て 表示 すれ 


ば よめ の で す 。 
切り 捨て 切り 捨て 
つま り 1.234 填 0.005=1.239 一 一 -* 1.23 1.234 一 0.005 1.239 テー 2 
1.236 十 0.005=1. 241 > 1.24 1.236 一 0.005=ー1.241 | 


負 の と き は 、 一 (1.234 十 0.005) の よう に マイ ナス で くく る と 、 正 の と き と 同 じ 形 に な り ま す 。 
正 か 負 の 判断 の た め に SGN (STEP] 参照 ) と いう 便利 な 関数 が あり ます 。 そ の た め 求 め 
られ た X に 対し 、SGN X* (ABS X+0.005) を 行い ます 。 
| 1 負 の と き は 正 に 符号 を 反転 し 、0.005 を た し ます 。 
正 の と き は 1 、 負 の と き は 一 1]、 ゼ ロ の と き は 0 に な る 関数 で す 。 


の の の の の の の の の の の の の の の の の の の の の の すり の の の の の の の 2 
の の の の の の の の の の の の の の の の の の の づ の の の の の の の の づり の の の 


し しこしこ し し ルレ し こし しこしこ レ こし こ レ こし こし こし ご しこしこ し て こし こし こも こし こし こも こし "とこ も も こし 、 し こし" し こし こ て しこしこ しこしこ し こし ここ とこ て こし" し ・ し こし し こも "も こし も こし "し こし こし こし し こし し て て こし 


2 


STEP [3] 関数 を 使う プロ グラ ム 


( 例 題 } ④ 


数 メ を 入力 し て その 絶対 値 を 表示 する プロ グラ ム を 作り な さい 。 


男 解 。 説 
ABS (X) の 式 で X の 絶対 値 を 求め ます 。【〔Absolute (アプ ソリ ュー ト : 絶対 値 )] 
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画 フ ロー チャ ー ト 國 プ ログ ラム 例 
10 INPUT X 
29 X=ABS (X) 
30 PRINT!ABS (X) =!:X 
ト : ーー - 
49 GOTO 18 。 結果 例 
509 END X | ABs(X) 
XcABS(X) 5 6 
| 5 5 
vo0- ー る 3 
ー4 4 
終わ り 6 


( 例 題 ) ⑤ 


数 X と Y を 入力 し て 、X+Y の 値 が アプラス な ら 1 を 、 マ イナ ス な ら 一 1 を 、 0 な ら 0 を 表示 する 
プロ グラ ム を 作り な さい 。 


男 解 説 
符号 は SGN で 調べ る こと が で きま す 。[〔Sign (シグ ナム )〕 
SGN (X) で 、X> 0 の と き 1 、X ニ 0 の と き 0 、X<0 の と き 一 1 が 得 ら れ ます 。 


圏 フローチャート 較 ブ ログ ラム 例 
16 INPUT X,Y 
20 2Z=X+Y 
ーーーーーーーー 
39 S=SGN (Z) ーー ( ) は な く て も よい 
sa 49 PRINT!X+Y=!:S 
59 GOTO 18 _- ーー 
2-X+Y ー - 
ScSGN(2) 69 END 結果 例 
X Yl Ss 
x+fY= ニ 5 3 2 1 
3 ー8 1ー4 
終わ り 2 一 欠 0 


( 例 題 ]⑥ 


| 1 10 の 乱数 を 作り 、 表 示す る プロ グラ ム を 作り な さい 。 


乱数 は RND X で 与え られ ます 。【〔Random (ラン ダム )〕 
RND X に お いて 、X の 値 に より 次 の よう な 乱数 を 得る こと が で きま す 。 
@ X が 2 以上 の 場合 
X が 正 の 整数 の と き : 1 以上 、X 以 下 の 乱 数 を 発生 し ます 。 
区 王 5 の も を き …… 1-5 の 間 の 乱数 
X が 小数 部 を 含む と き : 1 以上 、X の 整数 部 に 1 を 加え た 値 以 下 の 乱 数 を 発生 し ます 。 
メ テ 5.2 の と き …… 1 一 6 の 間 の 乱数 
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@ X が 負数 の 場合 同じ 乱数 (ちる い は 乱数 列 ) を 発生 させ る た め に 、 初 期 値 を 一 定 に し ま ( 例 題 } ⑨ 
すず 。 

@ X が 0 以上 、 2 未満 の 場合 0 より 大 きく 、 1 より 小さ い 値 の 乱数 を 発生 し ます 。 
メー テ 1.42 の と き …… 0 て 1 の 間 の 乱数 


のり に 適当 な 数 を 入れ sin , cos , tan の 値 を 求め ある プロ グラ ム を 作り な さい 。 
(の =30, 45, 60 と 入力 し な さい 。) 


田 フ ロー チャ ー ト 田 プ ログ ラム 例 画 解 説 
Cs ) 5 WAIT 596 三角 関数 キー を 用 いま す 。 角 度 単位 を 度 (DBG) に 指定 し ます 。 
19 A=RND 1.0 < マーーーーーーーーーー この 部 分 の 数 値 を 弄 フ ロー チャ ー ト 男 プ ログ ラム 例 
AcRND10 人 2.8 一 小数 部 あり | て ws ) 5 DEGREE 
30 GOTO 16 5 一 負 数 。 | リー 10 INPUT X 
⑯-*A) 49 END 0.5 一 1 未満 | ん BC を 20 USING 
と 変え て 、 乱 数 の 出 か た ー 839 A=SIN X:B= ニ COS X:C=TAN X 
終わ り 5 PWR 49 PRINT !SIN': Xi "=! 
- ① ェ ーー >USINGU ま ます ます: 
5 WAIT 59 は 20 行 の PRINT 命 令 の 表示 時 間 を 指定 し て いま す 。 間 50 USING 
た だ し 、 一 般 の パソ コン で は WA ! 指定 が で き な い の で 次 の よう に し ます 。 60 PRINT !COS'5Xi!ー! 
25 FOR 」 =1 TO 500:NEXT 〕 トー m USING!# 拉 き 導 5B 
CFOR、NEXT に つい て は 121 ペ ー ジ 参照) っ (sf 2 79 USING 
( 例 題 ) の 80 PRINT !TAN':Xi!ー! 
数 X と Y を 入力 し て X* は 何 桁 の 数 か を 求め る プロ グラ ム を 作り な さい 。 - SNS まま まま 
た だ し 、X と Y は 正 の 整数 値 と し ます 。 竹 す 商 容 9 9 
6 5 変 数 内 容 109 END 
の ー ご 2 ンー バツ 線 で 示す 内 容 が ある 場合 と 、 な い 場 合 の 表示 の し か 
常用 対数 を 用 いま す 。P ニー X" と お き 、 両 辺 の 対数 を と る と 、1ogPー ニ Y・IogX に な り ま す 。 な に 明 」 た の 電 3 二 本 誠 し で ぐ 間 1。 
対数 の 性 質 か ら 、 桁 数 は Y・L 0 GX の 値 の 整数 値 + 1 桁 に な り ま す 。 B 時 
較 フ ロー チャ ー ト 一 ブログ ラム 例 9 よ 旨 人 
19 INPUT X,Y 
ゴー 29 P=Y*LOG X な 老 ア ** US 1ING に つい て 
99 P= ニ INT (P) +1 トミ (例題 】 ⑧ の 20 行 を 20 US ING!###! と 変更 し 、 実 行 し て みて くだ さい 。 
人 0 呂 RINT 文 )MAUIYj リー!% PE) 凡 み ! 「SIN 3 6 =」 と 30 に 小数 点 が つか な い 形 で 表示 され ます 。(38 ペ ー ジ 参照 ) 
9 MR 晴香 す す す す す す すす すす すす りす すす すす すす ぎす キキ すす キキ キキ イイ キキ キキ キイ キイ スイ キキ キ キマ 
END 
DTB LT いこ 「 
本 096 は 円 ニー 
yi ーX 入力 値 | 組合 せ 計 算 nCr= 店 r の 値 を 求め る プロ グラ ム を 作り な さい 。 
ー Y 入力 値 
(Cee ) に cy 6 和 
の 組合 せ (NCR) を 用 いれ ば 簡単 に 計算 で きま す が 、 こ こ で は 階 乗 て FACT) を 用 いて プロ グラ ム を 


作っ て み ま す 。 
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瑞 フ ロー チャ ー ト 庄 ブ ログ ラム 例 
(Ce ) ]9 INPUT "NEST 。!R 三 15 忌 
29 G=FACT N ン (FACT R*FACT (NR)) 
に 1 39 PRINT G 
ーー 49 END 
Pe nl ( 注 ) 20 行 は G=NCR (N , R) で も よい 。 
rI(nー ャ )! 
メモ リ 内 容 結 果 例 
< ぐ 6 ) 変 数 生 容 n nOr 
N 入力 値 5 9 10 
(ep ) R 入力 値 10 4 210 
G nrI(nーr)1 
演 | 当 問題 | 2 | を 行っ て くだ さい 。 


マツ ーー の ーー か ーーmーwー バ ー ル ーー パーーー か ーッ ーー ニャー バーe テ バー バー るーー ト ーー ホー ルー ャ ーー バー バー ャ ーー アー ャ ーー と ーー ーー ャ ーー ニャー ーッ ーッ ーッ ーッ ーーー ーーー テバ テッ w 


STEPIHI |1FC ン THEN<ELSE 


(例題) ⑩ 


数 X を 入力 し 、 正 の 数 な ら ! プ ラス デス ! 

負 の 数 な ら ! マ イナ ス デス ! 

0 な ら ! ゼ ロ デス ! 
と 表示 する プロ グラ ム を 作り な さい 。 た だ し 、 デ ー タ が 9999 以 上 の と き は 終わ る プロ グラ ム を 作り な 
さい 。 


較 フ ロー チャ ー ト 


始め 


え 和 9999 
XX く 9999 


! プ ラス ! 
ほ 
(終わり 
k 
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田 プ ログ ラム 例 

19 _ INPUT !X=『!5 lm 、X の 値 が 負 な ら 70 行 へ 行き な さい 。 そ う 
29 IF X<9 THEN 人 で な いな ら 次 の 行 に 進み ます 。 

39 IF X メ = THEN PP eeAogem2 そう で な い 


49 IF ※>= ミ 9999 THEN な ら 次 の 行 に 進み ます 。 

50 PRINT ウラ 和朗 メリ へ 、[X の 値 が 9999 以 上 な ら 110 行 へ 行き な さい 。 そ 
69 GOTO 19 う で な いな ら 次 の 行 に 進み ます 。 

79 PRINT ! マ イナ スー テ " ス " 

809 GOTO 18 ( 注 ) EL SE を 省略 し た 例 で す 。 

99 PRINT ! セ ロー ニテ ス ! 

199 GOTO 18 

119 END 


置 解説 
① IF<THEN て ELSE は 、1F 以 降 の 条件 が 成立 する と き は THEN 以 降 の 命令 に 従い 、 条 件 
が 成立 し な いと き は EL SE 以降 の 命令 に 従い ます 。 EL SE を 省略 し た 場合 は 、 条 件 が 成立 し な 
いと き 、 次 の 行 に 進み ます 。 


THEN (また は ELSE) 行 番号 … ぐ 0 ぐ の その 行 番号 へ 行き ます 。 
THEN (また は ELSE) ステ ー ト メン ト ……… その ステ ー ト メン ト を 実行 し た 後 、 次 の 行 
番号 へ 行き ます 。 


② IF<-THEN 行 番号 は IF<GOTO 行 番号 と 同じ 命令 で す 。 
[TBREN GOTO 行 番号 」 と いう 命令 文 は 、「THEN 行 番号 | また は 「GOTO 行 番号 」 
と いう 形 に 省略 で きま す 。 
[ELSE GOTO 行 番号 」] は 、「ELSE 行 番号 」 と いう 形 に 省略 で きま す 。(「GOTO 行 
番号 」 に は で きま せん 。) 
< 例 〉) 19 IF A=5 THEN B=9 ELSE 2869 
A が 5 な ら ば B を 0 に し て 次 の 行 に 移り 、A が 5 以外 な ら ば 2 0 9 行 に 移り ます 。 


条 件 式 判 断 内 容 

〇 〇 = メメ ※ | 等 し いか どう か 判断 ( 〇 〇 は メメ ※X に 等 し いか ?) 

〇 OO>※※ 大 きい か どう か 判断 ( 〇 〇 は ※※ よ り 大 きい か ?) 

〇 OO 〇 > ニテ メ ※ 以上 か どう か 判断 ( 〇 〇 は メメ 以上 か ?) 

OO く x ※ | 小さ いか どう か 判断 ( 〇 〇 は メメ より 小さ いか ?) 

〇 OO マー ペペ 以下 か どう か 判断 ( 〇 〇 は ※ メ 以下 か ?) 

〇 〇 <>※※ 等 し く な いか どう か 判断 (O 〇 〇 と メメ は 等 し く な いか ?) 」 
( 例 題 } ⑪ 


二 次 方 程 式 a x * Tb x+c ニ 0(a キ 10) の 解 の 種類 を 判別 し て 解 を 求め る プロ グラ ム を 作り な さい 。 
た だ し 、 2 実 根 の と き は 『 2 ジッ コン "、 重 根 の と き は "ジェ ウコン!、 根 の と き は ! キ ョ コン ! と 表 
| 示さ せ て それ ぞ れ の 解 を 求め な さい 。 


是 能 説 


一 般 式 az?+ bz+c=0 (a *0) の 解 の 公式 は ァ = と モ Y セ ー4* 6 
D=ー4ac と する と 
計 Peaseo2ete 2 実 根 (y」 三 = 0 ーー 生 あ 
D モ 0 で の ぐ で eoi… 重 根 ァ ー ニ ラー 
人 < 人 peeiedean 虚 根 (zi」 王 = 員 人 
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画 プ ログ ラム 例 
始め 19 1 NE TA テ !) AA W 伺 リ る 月 。 山王 乱 放 和 0 内 の 0 ・ 
① ーー 29 D=BA2-ー4*A*C 変数 内 容 
ーー ニー デー 39 IF D<@⑳ THEN 166 Di 
AB。C 49 IF D=0 THEN 126 
59 D1=SQR D B 1 次 係数 
1]= (一 B+TD1) /(2*A) Le 
DB?- 4AC 0 1 0 C 定 数 
79 X2 ニ (一 B-D1) (2 *A) _- 
89 PRINT!2 シ ジッ コン ! D B*-4AC 判別 式 
M ーー き 
D> 6 Ws D<6 99 PRINTI!X1 jX 1 1 記 
199 PRINT!X2=!:X2 
9m9 119 GOTO 216 D2 | ABs D 
ー D2 ん ーー ば 
D1- メー っ ラキ NM 120 X ニ ーB ン (2*A) 還 
199 PRINT! シ ′ ュ ウ ゥ コン! | ーー 
149 PRINT!X=!:X X ーB ノ 2 A 
Xi<(-B+DD/⑳ 。 」 6 還 還 
2-(-B-DD/(⑳ の ED Y2-09(20 NM も TOD 41 x1 | (B+D1) ノ 2A 
169 D2=ABS D:D3=SQR D2 - 
179 Y1=ーB/(2*A) :Y2=D8/(2*A) X2 | (一 B-D1) ン 2 A 
9 の ジッ コン ! WX 三 双 1 ン ツン! ー 
189 PRINT ! キ ョ コン 記章 
199 PRINT!X1=!EY1i! 上 iM:Y2 還 
iwa 宙 2909 PRINT!X2=!EY1 リー!:EY2 Y2 | D83 ノ 2A 
IX 2 =X2 1 1 湊 包 に = ミ 1)!:Y 人 ー | 
219 INPUT ! ク リカ エ (YES=1) | 全 WekM 還 
229 IF Y=1 THEN 18 ec 本 
230 END 
yl 
下 表 の 数 値 を 入れ て 結果 を 求め て くだ さい 。 
A B | ce 3 結 ー 果 
ここ 1 5 6 2 ジッ コン X1=ー2 X2 ニ ー8 
1 和 1 ジュ ウコン メニ テー1 ーー 
YEs 5 ー10 25 キョ コン XX1=1+72 X2= ニ 1 一,2 
6 CA 1 1 ー 3+73 | 2 ジッ コン X1=7.320508075X10-' X2 ニ ー1.782050808 
NO 1 = 独 6 キョ コン 1=1.5 十 , 1.936491673 X2 ニ 1.5 一 : 1.936491679 
2 2 y0 5 ジュ ウコン メーー1.58113883 
( 終 ゎ 9 ) 軌 
生生 反 に と 虚数 に つい て に し に と て て て て エエ エエ エエ エイ エイ エエ エエ エエ エキ エ エキ キキ キキ エキ エキ キキ キキ ーー 
トミ 二 aa ee - ミ 演習 問題 | 3 | を 行 => て < だ sv。 
回 Y の 中 が 負 に な る と 、 一 般 に コン ピュ ー タ で は エ に な りら 計算 で きま せん 。 所 較 
さき その た め 、D の 符号 を 判断 し 、D の 絶対 値 を 考え て 計算 する 必要 が あり ます 。 ミ 胃 
ミ 数 学 で は 、7? ニ ー 1 に な る 記号 を 考え 出し 、7 ニ D =YD: と 表し ます 。, を 虚数 単位 と 呼び ます 。 まき 
ミ な お 、 電 気 関係 で は 電流 を と 表現 し ます の で 、 虚 数 単位 を j と 表す こと も あり ます 。 
上 
本 an に に に に に と ここ ベス エエ エエ エエ エエ エキ ユ エキ キス イキ キキ ミキ シキミ キテ ミ キキ ススキ キキ キキ キキ ミキ ミキ ます すぎ 
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SEP 上 DR すり mv8STEP、NEXT 


( 例 題 〕 ⑫ 


数 値 を 10 個 入力 し て 合計 と 平均 を 求め る プロ グラ ム を 作り な さい 。 


半生 遼 ブロ グラ ム 例 
19 Y=8 
に) 29 FOR =1 AN 
上 に 1 TO 19 STgP i 
Yー6 399 INPUTIX=!: 双 
49 Y= ニ Y+X 
FOR 1 か ら 10 ま で 1 59 NEXT 」 ーー 対 診 し て いま す 
1=1T00 ト ー っ よっ 繰り 返 iN 人 
STEP1 繰り 返し 69 H=Y プ 16 
ーーー ナー 人 79 PRINT! コ "ウケ イマ 
押 R 89 PRINT ! ヘ イキ ンー!(H 
縄 増分 が 1 の と き は 
STEP1 は 省略 99 END 
マーY+X で きま す 。 _ 
メモ リ 内 容 
数 | 内 容 
NEXT I _ 
ーー の Y | 初 規 設 定 
ーー ナーーーー Y テ 
HーY ン 16 東 
Y 直 玄 
で Y ャ リ ) | 和則 
H 平 均 
軒 解 。 説 


① 行 番号 10 の Y = 0 は 、 変 数 Y の 中 に は 何 も 数 値 が 入っ て いな いと いう 状態 を 作っ て いま す 。 こ の 状 
態 を 最初 に 作っ て お か な いと 、 行 番号 40 の と ころ で 誤っ た 値 を 加算 する こと に な り ま す 。 


② 行 番号 20 の STEP 1 は この 値 が 1 の 場合 に 限っ て 省略 で きま す 。 
FOR ] の I と と NEXT IT の 1 は 同じ 文字 (変数 ) に し な けれ ば な り ま せん 。 
た だ し 、NEXT 1 の 1 は 省略 で きま す 。 た と えば 、FOR J=1 TO 10 と すれ ば 、NEX 
T J と する か 、NEXT と いう こと に な り ま す 。 
し か し 、 慣 れる まで は NE X 芽 の 後 の 文字 を 省略 し な い ほ う が よ いで し ょ う 。 
プロ グラ ム を 見 直す と き は 、NEXTT の 後 の 文字 が ある ほう が 便利 で す 。 


③ 行 番号 40 の Y= ニ Y 十 X は 累計 を 求め て いま す 。 つ まり 、Y に 新しい X の 値 を 加え て いま す 。 


④ 行 番号 60 の H ニ Y ン 1 6 は 平均 を 求め て いま す 。 
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軒 宗 計 の 数 値 例 
[ の 値 1 2 3 4 9 6 7 8 9 10 
演 二 区 0 寺 1 | 1+213 填 816 圭 4|10+5|15 二 6|21+7 |28 十 8136 圭 9 | 45 土 10 
Y=Y+X の 値 1 3 6 10 15 21 | 28 36 45 55 


FOR<NEXT 文 を 使 し な いで 合計 を 求め る プロ グラ ム | 


) 


( 例 題 ] で 、FOR て NEXT 文 を 使用 し な いで 累計 を 求め る 方 法 


一 プ ログ ラム 例 置 解 説 
19 A= テ 9 
29 Y=8 
39 INPUT!X= リ XX ルー プ を 形成 し ます ) 
49  A= テ A 十 1 
59 Y ミ =Y 二 XX 


69 IF A<19 THEN 3 は 9 の た し 算 を 行い ます 。 


A を カウ ンタ ー と し て 利 ) 


79 HH=Y グ 16 

89 PRINT! コ み ケ イ ビル: 
99 PRINT! ヘ イキ ン =!5 日 
199 END 


研究 演習 問題 


① こ の プロ グラ ム は 80 行 と 60 行 の 間 を 条件 が 成 
立 す る まで 、 繰 り 返 し て いま す 。 (繰り 返し 


⑨40 行 の AA 十 1 は 左辺 の A が 10 に な る まで 
60 行 の TF 文 で 判断 され 、 こ の ルー プ で 10 回 


し て いま す 。 


50 行 の Y=Y+X で 、X の 値 が 左辺 の Y の 変 
数 に 累計 され ます 。 A が 10 に な っ た 時 点 で 累 
計 完 了 と いう こと に な り ま す 。 


デー タ が 10 個 で は な く 、N 個 の 場合 (N は 任意 の 正 の 整数 ) の 合計 と 平均 を 求め る プロ グラ ム を 考え て く 


だ さい 。 


「FORCNEXT」 文 の 二 重 ル ー プ 
( 例 題 } ⑬ 


1X5, 1 X10。 1 X15 
2X5, 2 X10, 2 X15 


5X5, 5X10, 5 X15 


を それ ぞ れ 表示 し 、 答 えも 表示 する プロ グラ ム を 作り な さい 。 


一 解説 ① 

1 5 の 1 っ 刻み の ルー プ (STEP 1) と 

5 -15 の 5 つ 刻 み の ル ー プ (STEP 5) 

が あり ます の で 、FOR て NEXTT の 二 重 ル ー プ と な り ま す 。 
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較 フ ロー チャ ー ト 軒 プ ログ ラム 例 
ャ ーー ュー 一 109 FOR 1 TO 5 
始め 
2 29 FOR J TO 15 STEP 5 
隊 9390 Xー!l*J 了 
FOR 
1=1TO5 49 PRINT Ii!*0EJiIーWiX 
45 FOR K TO 599:NEXT K 
FOR 
1=5TO15 9U 下 知 誠 
SPP9 69 NEXT 
- 79 END 
メー1X」 
8 一 解 ” 説 ② 
T*J=!: 
行 番号 20 と 50 が 対応 し 、 行 番号 10 と 60 が 対応 し て いま す 。 1 と J 了 の 
値 に つい て 、 ル ー プ 内 で の 数 値 の 動き は 
0 4 エー1 一 」=5, J ニ 1.9, 」 ニ 15 と な っ て 1 ニー 2 に 移り ます 。 
1= ニ 2 っ J=5, J す =16, 」=15 と な っ て 1 ニニ 3 に 移り ます 。 
NEXT I I=3 っ J= ニ 5, 」= ニ 1 08, J=15 と な っ て 1 テニ 4 に 移り ます 。 
1 =4 一 J=5, J=1 9, J=15 と な っ て IT=5 に 移り ます 。 
1=5 つ J=5, J= ニ 19, J=15 


圏 FORNEXTT に つい て 


〈 例 1〉) この プロ グラ ム 例 が 正しい 使い か た で す 。 ル ー プ ① は ルー プ ② の 中 に 完 


と な り 、 こ れ で プロ グラ ム は 終了 と な り ま す 。 


全 に 入っ て いな けれ ば 


な り ま せん 。 使用 で きる 最大 の ルー プ 数 に つい て は 327 ペ ー ジ の BAS 1IC の 各 命 令 の 説明 を 


参照 し て くだ さい 。 
19 FOR = 


I 


49 FOR J 
89 _ NEXT J 


109 NEX 征 1 


に っ | 
〇 
レ とり 
| 


人 例 2〉 19 
49 FOR J= 
89 NEXT 1 


109 NEX 征 J 


TO 5 
TO _ 18 AM 導 癌 
。 州 ! 
ダダ 1 を 
③④ | ⑳ 
PG 5 この よう な 、 プ ログ ラム は ERR 
OR52 と な り ま す 。 ル ー プ ① と ル 
TO 19 | ー プ ⑨ が 交差 する こと は 文法 上 許 
【 1 強 され ませ ん 。 
プ | ⑳ 
① 
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人 例 3>49 GOTO 88 
69 FOR B=-19 TO 


89 D= ニ BA 人 2 一 4*A 


中 


STEP 2 


外 か ら FORC て NEXT ル ー プ 内 
に と び 込 むこ と は で きま せん 。 


ル 


109 NEXT B 
( 例 題 ) ⑲ 


7 つの デー タ が あり ます 。15、21、36、81、 9 、16、10 を それ ぞ れ 入力 し 、 最 大 値 と 最小 値 を 求 


め る プロ グラ ム を 作り な さい 。 


還 フ ロー チャ ー ト 


10 
20 
30 
40 
50 


60 
70 
80 


90 


一 プ ログ ラム 例 


INPUTIX= リ j 交 

MA=X:MI= ニ X 

FOR 1=2 TO 7 
INPUT!X=!jX 

IF X>MA THEN MA=X:GOT 
0 78 

IF X く MI 
NEXT I 
PRINT ! サ イタ イ テ !: MA ji リサ イシ ョ 
= リ j:MI 

END 


THEN MI=X 


メモ リ 内 容 


変数 


内 容 


MA 


最大 値 


MI 


最小 値 


画 解 説 
① 行 番号 10 で 最初 の デー タ を 入力 し ます 。 


X 


デー タ 入 力 値 


⑨ 行 番号 20 の MA=X : M 1 ニ X で 、 最 初 の 入力 デー タ を 仮 の 最大 値 、 最 小 値 に し ます 。 
③ 行 番号 3070 で 、 デ ー タ を 1 つ ず つ 入 力 し て いき ます 。 


④ 行 番号 50 一 60 で 、 最 大 値 、 最 小 値 の 比較 を 行っ て いま す 。 
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ト の 表 で 最大 値 、 最 小 値 を 比較 し て いる 内 容 を 細か く 分 析 し て み ま す 。 


X の 値 ON 最大 値 AL 最小 値 
1 5 の と き 。 1 B 占 吉 2 15 と を 疲 る 
2 1 の と き 21>15 2 1 に 変わ る 21<15 1 5 の まま 
3 6 の と き 36>21 時 898 受 15 15 の まま | 
| 8 1 の と き 81>36 1 に 変わ る 81<15 1\ の まま 
” 9 の と き 81>9 8 1 の まま 9< く 15 9 に 変わ る 
1 6 の と き 1 W あ 1 8 1 の まま 16<9 _ 9 の まま 
| 10 の と き 10>81 81 の まま 。 | 10<9 9 の まま | 
1 1 


最終 結果 ・ 最 小 値 


演習 問題 |4 を 行っ て くだ さい 。 


に PP と Ye TTP TTP we YY ャ ツヤ パャ ドコ 


STEP |I6| REM、READ、DATA、RESTORE 


( 例 題 〕⑮ 


55、70、80、65、50 を 読ん で 、 平 均 を 求め ! る プロ グラ ム を 作り な さい 。 た だ し 、 ヘ イキ ン と いう 


注釈 文 を アロ グラ ムリ スト の 最初 に つけ な さい 


較 解 説 

① 注 釈 文 を つけ る と き は 、REM 文 を 用 いま す 。(REM ま た は ”) 
R EM は 、 注 釈 の 意味 で アロ グラ ム の 実行 に は 関係 あり ませ ん 。 し か し 、 プ ログ ラム リス ト を みる と 
どの よう な プロ グラ ム な の か が わか り ま す 。 
また 、 長 い プ ログ ラム な ど に お いて は 、 演 算 処 理 の 項目 ご と に REM 文 で 注釈 を つけ て お く と 、 後 で 
プロ グラ ムリ スト を 検討 する と き に と て も わか りや すく な り ま す 。 

②R EM 文 は 、 任 意 の 行 番号 を つけ る こと が で きま す 。 

③R E AD 文 は 、DATA 文 と 対 に な っ て 変数 に デー タ を 割り あて ます 。 

④ 対 応 す る デー タ が な く な る と 、ERROR53 が 発生 し ます 。 


還 プロ グラ ム 例 
19 REM へ ヘイ キン 
29 本 =6 


39 FOR 1=1 TO 5 
49 _ READ 多 


59 エニ イエ 二 XX:REM コ ` ウゥ ケイ 
60 EX 征 1 

79 日 = ニ T グ 5 

89_ PRINT! ヘイ キン = テ 『!5: 是 
99 _ END 


199 DATA 55, 79. 89,. 65, 56 
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画 フ ロー チャ ー ト 華 結 果 


ヘイ キン =6 4. 
始め 


ん sy | に | 
1 
0 W) 


1 


終 
NEXT に kc 


置 プ ログ ラム の 解説 


19 へ ヘイ キン と いう 注釈 文 に な り ま す 。 1 9′ ヘイ キン と し て も か まい ませ ん 。 
29 の 変数 を 0 (ゼロ ) に し ます 。 こ こ に 、CLEAR 命 令 を 用 いて も か まい ませ ん 。 
39 30 行か ら 60 行 の FORーNEX エ ルー プ で す 。 1 の 値 が 1 か ら 始 まっ て 、5 を 超え る まで 繰り 返 
し ます 。 
49 READ 文 で す 。 
READ X は 、100 行 の DATA 文 の 最初 の デー タ 55 を 読み 込み ます 。 
ェ ー 20 行 の 0 (せら) 
59 累計 を 求め て いま す 。 こ の と き の T は 、T= テ T+X 
55- ゴ 人 _DATA 655 
69 NEXT 1 で 30 行 に 戻り ます 。 こ の と き 、 す で に 、 1 = 2 と な っ て いま す 。 
40 行 の READ X は 、 再 度 100 行 の 次 の DATA 文 の 70 を 読み 込み ます 。 


50 行 は = ニ T 十 X DATA 7 
12 5) 人 人 」= ニ 1 の と き の T の 合計 55 


この よう に 、 残 り の デー タ 80、65、50 も 同じ よう に 読み 込み 、 た し て いき ます 。 
エー 3 2 0 が 入り ます (5 つの デー タ の 合計 で す ) 
79 HH=T ン 5 
し た が っ て 、 変 数 HH に は 、64 と いう 数 字 が 入り ます 。 
80 HH の 値 を 表示 し ます 。 
99 プロ グラ ム の 実行 が 終了 し ます 。 
199 DATA 文 で す 。 
大 太 文太 
行 番号 50 の : REM コ ` ウゥ ケイ は 、 注 釈 文 で す 。 : (コロ ン ) は 継続 行 を 意味 し ます か ら 、 こ の 
よう な 形 で REM 文 を 使う こと も で きま す 。 REM 文 で 注 生 を つけ て お く と と 、 後 で プロ グラ ムリ スト 
を 解析 する と き に と て も わか りや すく な り ま す 。 
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( 例 題 } ⑯ 


下 の デ ー タ を 用 いて 、A テ 60、B テ 50、C ニ 10、D=40、E= テ 20、F =30、G=60、 是 50 と な 
る よう に 、 デ ー タ を 読み 込む プロ グラ ム を 作り な さい 。 


| 60、50、10、40、20、30 


画 解 説 


RESTORE 行 番号 は 、 


同じ デー タ を 何 
較 フ ロー チャ ー ト 


WA =! て 呆 =! 


國 プ ログ ラム の 解説 
19 注釈 文 で す 。 


29 READ A の AG は 2 
399 READ C, D, E, 
49 200 行 の DATA 文 を 再 


タ を 再び 行 番号 の 先頭 か ら 読み 込む 命令 文 で す 。 


が 
も 使用 する と き は 、 効 果 的 な 手段 と な り ま す 。 


較 プ ログ ラム 例 

10_ REM RESTORE 

29 _ READ A, B 

30 _ READ C, D, BE, F 

40 RESTORE 298 

99_ READ G, 日 

60 PRINTIA= テ MLAjilHOB=!:B 
79 _ PRINTUC=MECji MOD テ =!:D 
80 PRINTIE=VIEi MOF= テ MEF 
99 _ PRINTIG= テ jiG ji!OH= テ 『! 5 TH 
100 FOR J=1 TO 1969:NEXT 


ェ ーー 20 行 で A に 対応 
H 』 20 行 で B に 対応 
209 DATA 69, 56 
1 1 50 行 で 是 に 対応 
ーー 50 行 で G に 対応 
219 DATA 18, 49, 29, 38 
の 人 ^ 


30 行 で それ ぞ れ C に 対応 , D に 対応 , EE に 対応 ,F に 対応 


0 行 の DATA 文 に ある 60 を 読み 込み 、B は 50 を 読み 込み ます 。 
F は 、210 行 の 、10、40、20、30 を それ ぞ れ 順次 読み 込ん で 行き ます 。 


び 呼 び 出し ます 。 


59 _ READ G の G に は 200 行 の DATA 文 の 60、H に は 50 を 読み 込み ます 。 
69 それ ぞ れ 、 読 み 込 ん だ デー タ を 表示 し ます 。110 行 で プログ ラム の 実行 は 終わ り ま す 。 


な お 、100 行 は 画 直 


を し ば らく 止め て で お く た め に 入れ て いま す 。 


支 衣 娘 200 行 と 210 行 は 、DATTA 文 で す 。 


| 演習 問 是 


を 行っ て くだ さい 。 
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SsTEPD 


( 例 題 ]⑰ 


GOSUBCRETURN 


数 X を 入力 し て プラ ス の と き は ! プ ラス !、 マ イナ ス の と き は ! マ イナ ス 「、0 の と き は ! オ ワリ | 
と 表示 する プロ グラ ム を 作り な さい 。 


画 フ ロー チャ ー ト 
( 始め ) 
L* 
< X<=5 
265 交 0 
SUB109 
ー 
田 プ ログ ラム 例 
10 INPUT X 
20 IF X>0 THEN GOSUB 
30 IF X<0 THEN GOSUB 
4 IF X=0 THEN GOSUB 
59 _ END 
0 PRINT! フ ” ラス! 
19 RETURN 
209 PRINT! マ イナ スリ! 
210 RETURN 
3090 PRINT! オ ワリ リ ! 
319 RETURN 


SUB100 SUB209 SU B300 


( 始め ) (、 稀 め ) 人 始め ) 


ワッ スリ) く ィ テス 9 CD 
(RETURN (NETuRD (RETuRN 


ト U B300 


199 
298 
308 
較 解 説 
ーー ① 独 立 し た 1 つの プロ グラ ム で 、 い つ で も 呼び 出 
し て 使え ます 。 


③ サ ブ プ ログ ラム の 終わ り は RETURN で す 。 
④ こ の プロ グラ ム の 実行 順 診 は メニ ー 3 と すれ ば 、 
10 一 20 一 30 一 200 王 210 一 40 一 50 です 。 


pm: 
の ② 呼 び 出 し か た は GOSUB 行 番号 と な り ま す 。 
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( 例 題 } ⑱ 


数 X と Y を 入力 し 、(2 X 十 3)3 二 (2 Y+ 3)3 を 求め る プロ グラ ム を 作り な さい 。 


瑞 フ ロー チャ ー ト 


B 
ぎ 


SUB269 
始め 


の 


RETURN 


き 果 例 . 
X | Y | ュ タ ェ 
| 1 | 1 250 
1 | 468 
| 5 | 10 | 14864 


較 解 。 説 


①(2X 十 3)3 と (2Y 十 33 は X と Y を Z に 置き 
換え る と 同じ 形 と な り ま す 。 こ の 計算 式 を サブ プロ 
グラ ム に し て お く と 、 何 度 も 書く 必要 が な く な り 簡 

単 な 形 の プロ グラ ム に で きま す 。 

⑨② サ ブ プ ログ ラム で (2X 十 3)3 を 求め る た め に Z= 
XX と し て 、X の 値 を Z に 代入 し て お きま す 。( こ こ 
が 重要 で す ) 

⑬③ サ ブ プ ログ ラム の 計算 結果 は X 1= ニ A と し て X1 に 
代入 し ます 。 

④ 同 じ よ うに Z ニ Y と し て 、Y の 値 を Z に 代入 し て お 
きま すず 。 

⑥ サ ブ プ ログ ラム の 計算 結果 は X2=A と し て X 2 に 
代入 し て お きま す 。 


一 プロ グラ ム 例 


19 _ INPUT IX=!j 
29 INPUTIY= テ ijY 


39 =X 

40 GOSUB 289 
59 XX1=A 

69 2=Y 

79 GOSUB 289 
80 X2=A 


99 PRINT! コ タ ェ = テリ jiX1 十 X2 
199 END 

209 A=(2*Z 二 8) 人 人 3 

219 RETURN 


演習 問題 


6 を 行っ て くだ さい 。 


ーー サー サー バー バー か る ーーーmー ル ーー ャ ーー ニー か ーー テー ルー ルー と そる ーー バー ャ ーー ャ ーー テー ロー ニー バー ニッ ーー バー ャ ーー ャ ーー バー バター ニー トニー ニャー ルー ルー ュー ュー 


[IEF 


( 例 題 } ⑲ 


配列 D1M (ディ メン ジョ ン ) 


5 個 の 数 25、18、23、17、 9 を 読み 込ん で 、 読 み 込 ん だ 順に 配列 変数 B に 代入 し 、 次 に 5 個 の 


数 の 合計 を 求め て 表示 する プロ グラ ム を D I M 文 を 用 いて 作り な さい 。 
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1 次 元 配列 


DIM B (5) の 意味 


添字 : これ は 配列 の 大 き さ で す 。 
この 数 字 は 必ず 整数 を 用 いま す 。 

数 値 配列 変数 

英文 字 を 1 文字 また は 2 文字 使用 で き 
ます 。 ま た 、 英 文字 と 数 字 の 組み 合わ 
せ も 使用 で きま す 。 

配列 (ディ メン ジョ ン ) を 意味 し ます 。 
変数 を 下図 の よう に 、 デ ー タ を し まい 
込む (出し 入れ を する ) 箱 と 考え た と 
き 、D 1I M 文 は 緒 の 数 を 決め て 用 意 す 
る ステ ー ト メン ト と 考え ます 。 


DIM B(5) は 


配列 5 (1) 
B (2) 
B (3) 
B (4) 
B (5) 
L_- 
e B(0 ) か ら B(5) ま で B(0 ) を 含め て 、 6 個 の 箱 が 用 意 
され ます 。 
@ この 例題 の プロ グラ ム 例 で は 斜線 の 部 分 は 未 使用 と いう 


こと に な り ま す 。 


な sssx 配列 の 添字 に つい て 0Aei あ NRNeDeAiNKARKNkiiusikidokedk 
は p 列 の 大 き さ を 指定 する 数 値 を 浅 字 と いい ます 。 添 字 が 1 つの も の を 1 次 元 配列 ( 全 : B(5))、 トミ 
は 添字 が 2 つの も の を 2 次 元 配列 ( 例 : B(5 , 2)) と いい ます 。 靖 字 が n 個 あれ ば 、n 次 元 配 列 
評 と いう こと に な り ま す 。 本 機 は 2 次 元 配列 まで で きま す 。 ミ 
還 また 、 コ ンピュータ で は 一 般 に 、B(0) や B(O , 0) の よう に 0 か ら 始 まる 変数 が 確保 され る の ミ 
で 、 人 間 の 感覚 と は 若干 ずれ ます 。 ミ 
02 
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還 プ ログ ラム 例 

109 DIM B(5) 結 果 例 
20 FOR !I=1 TO 5 B(1)=25 

839 PRINT!B (CET DO =!: B(2) ニ 18 _- 
40 INPUT B(I) B(3 )=23 

59 NEXT 1 B(4)=17 


69 S=6 

79 FOR 1T= テ 1 TO 5 
80 S=S 十 B ({) 
99 _ NEXT I 
199 PRINT! コ ^ 
119 END 


ウケ イ =『!: S 


較 プ ログ ラム の 解説 
10 配列 を 指定 し ます 。 


20 5 個 (和信 力 す る 値 が 5 個 ) の 数 値 が 入る ルー プ を 作り ます 。 


30 入力 する 順番 を 表示 させ ます 。 最後 の , 
れ て いま す 。 


40 数値 を 入力 し ます 。30 行 で 表示 し た 内 容 の 後に 入り ます 。 


50 5 個 の 値 を 入力 する まで 20 行 へ 行き ます 。 

60 合計 を 求め る 
ここ で CLEAR 命令 を 使う と 、 せ っ か く 入 力 し た 

70  B(I) の 箱 の 中 ( 

80 1 つ ず っ 取り 出し た ら 、 そ れ ぞ れ 累 計 し ます 。 

90 5 個 の 値 を B(I) か ら 取 り 出 すま で 70 行 へ 行き ます 。 


100 5 個 の 値 を 全て 取り だ し た 後 、 累 計 し た 結果 を 表示 し ます 。 


110 プロ グラ ム の 実行 が 終了 し ます 。 


( 例 題 ) ⑳⑩ 


この よう に 


次 1、2、3、4、 


LBC(I) の 1 に 、 遥 
PT 


字 が 代入 され て いき ます 。 


は 、40 行 で 入力 され る 内 容 を 続け て 表示 させ る た め に 和信 


前 に 、 今 の 合計 値 を 0 に 指定 し ます 。( ま だ 計算 を し て いな いた めで す 。) 
5 個 の 値 が 消え て し まい ます 。 
こ 入 れ た 5 個 の 数 値 を 1 か ら 5 まで 取り 出す ルー プ を 作り ます 。 


右 の 図 の よう に 5 個 の 数 が 2 列 あ り ま す 。 
列 ご と の 合計 を 求め て 表示 する プロ グラ ム を 
作り な さい 。 


帳 


25 | sa 

| 18 | ae6 
23 92 
17 8 
9 | se5 


計 


一 ブ ログ ラム 例 

109 DIM B(5,2) 

20 FOR = デー1 TO 2 
30 FOR = テー1 TO 5 
49 INPUT B (1, 了 〕) 
59 _ NEXT 1 

69 S= テ 6 

79 FOR =1 TO 5 
80 S=S+B (1, 了 ) 
99 _ NEXT 1 

109 PRINT! コ "ウケ イリ: 
119 NEXT J 

129 END 
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(終わ り 


2 次 元 配列 
DIM B(5, 2) 
( 行 , 列 ) 
5 行 , 2 列 の 配列 を 意味 し ます 。 
DIM BC(5 , 2) の 2 次 元 配列 で は 下図 の よう な 箱 が 用 
意 さ れ ま す 。 


ンク 
ーー 
ング / 中 Bi の 
ーー 
ググ 


例題 0 で は 


分 は 使用 し て いま せん 。 


斜線 の 部 


メ モリ 内容 
| B | BC5,2) 二 次 元 配列 
B(1I, )) 
| 1=1<5 
J J= ニ 1 
S | 合計 
S 


S=8+ キ BIT。T) 
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( 例 題 ) ⑳ 
下 表 の よう な 5 人 の 生徒 の 成績 が あり ます 。 科 目 ご と の 合計 と 平均 点 を 計算 する プロ グラ ム を 作 
りな さい 。 
医 号 | + 2 3 4 5 
国語 58 45 69 87 75 
数 学 45 25 78 82 65 
圏 フ ロー チャ ー ト 圏 プ ログ ラム 例 
(Me ) 19 DIM B(5,2) 
20 K=69 
DIM 5G9 39 FOR 1=1 TO 5 
思 49 INPUT ! コ クコ ′ー テ ンス ウゥ = テリ!:B (1,1) 
FOR 59 K=K+B (1 , 1) 
1=1TO5 
国語 の 点数 69 NEXT 1 
0 二 | 70 H1=K/5 
89 PRINT! コ ′" ウゥ ケイ =!: Ki ! ヘ イキ ン =! 5 日 1 
K<K+B(11) MM 
109 FOR 1=1 TO 5 
M N ーー ー リ ・ 
人 WE 1 119 INPUT! ス ウ カ ` クー テン スウ =!:B (I,2) 
* と 129 S=S 十 B (1I, ?2) 
189 NEXTT I 
LU 1 149 H2=S ノ 5 
合計 K, 159 PRINT! コ ′ ウゥ ケイ =!: Si ! ヘ イキ ン =『!:H2 
どき 二 1/ 169 END 


変数 


B( ) | 国語 の 点数 数 学 の 点数 


H1 | H1=K ン 5 国語 の 平均 


H 2 H2=S グ 5 数学 の 平均 


K= ニ 0 K= テ KB(I,1) 国語 の 合計 点 
S S ニ 0 S=S+B(I,2) 数学 の 合計 点 
中 宣 
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較 プ ログ ラム の 解説 

19 2 次 元 配列 、5 行 ・ 2 列 を 指定 し ます 。 

29 国語 の 合計 を 求め る た め に K= 0 と し て お きま す 。 
39 一 60 


し て いま す 。 
79 5 人 分 の 国語 の 平均 点 を 求め ます 。 
89 合計 と 平均 値 を 表示 し ます 。 


99~150 今度 は 数 学 の 計算 を 行い ます 。 国 語 の 場合 と ほぼ 同じ で す 。 
た だ 、 国 語 は B(T, 1 ) の 変数 を 使い まし た が 、 数 学 で は B(T, 2 ) の 変数 を 使い ます 。 


( 例 題 〕 


I を 1 か ら 5 へ と 順に 進め て 、 国 語 の 点数 を 順次 入力 し ます 。50 行 で 合計 を 求め る た め に 累計 


下 の よ うな 数 値 の 表 が あり ます 。 
数 値 を 、1、2、3、4、5 
11、 12、18、 14、 15 


と 順次 人 力 し て いき 、 た て 、 横 の 合計 を 求め る プロ グラ ム を 作り な さい 。 


2 横 の 合計 
1 2 3 4 攻 ー 
11 12 訂 13 14 15 
21 22 | 29 24 95 
は _ 392 | 33 94 95 
41 較 42 43 44 45 
| た て の 合計 
較 フ ロー チャ ー ト 
始め 
DIM Sp Pe 
FO FOR 
Ab J=1TO5 I=1TO5 
FOR 
1=1TO5 A(6,J) こ 9 A(1,.6)-6 
FOR FOR FO 
J=1TO5 1=1TO5 )=1TO 5 
A(1, )) 2 県 
Ar NEXT ! NEXT 
NEXT』 < as ` e る 計 
NEXT NEXT NEXTI 
= の ミュ 
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圏 プロ グラ ム 例 
19 DIM A(6, 6) 
20 まり 【 テ ]) 人 T 六 8 
30 FOR J=1 TO 5 
40 INPUT A (1, 了 )) 
50 PENNT MA KME TS MKJM2 の 02 抽 CN。、 
69 _ NEXT j} 
79 _ NEXT 
809 FOR J=1 TO 5 
99 A(6,J) =6 
199 FOR =1 TO 5 
119 A (6 ,」) =A (6 , J) 圭 A (1 , )) 
29 NEX 芽 I 
3⑳ PRINT!A(6。!5 了 の =!EA(6,」 了 ) 
149 NEXT J 
159 FOR 1=1 TO 5 
169 A (I , 6) =8 
179 FOR J=1 TO 5 
189 A (1I,6) =A (I , 6) +A (1 , 了 ) 
199 NEXT J 
299 PRINT!A(!:iTiU 6) =!:A(I,」6) 
219 NEXTT 1I 
229 END 
ーー ーー 
変 数 内 容 
A( ) | ACG6,6) 2 次 元 配列 
AY【。』) 入力 値 … 
A(6 , )) た て の 合計 
A(I, 6) 横 の 合計 
まま - 1=1 ご 5 | 
J - 思 Lee 
弄 ブ ログ ラム の 解説 
10 2 次 元 配列 を 指定 し ます 。 
20…70 デー タ を 入力 し 表示 する ルー プ で す 。 
90  A(6 , 」)= 0 は た て の 合計 で す 。 計算 前 な の で 0 を 代入 し ます 。 


160 A(I , 6)=0 は 横 の 合計 で す 。 計 算 前 な の で 0 を 代入 し ます 。 
40 行 、50 行 目 に つい て 、 実行 例 で 説明 を し ます 。 


RUN 


1 


? 


性 明 性 三 ま も | 


? 
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ご 1 


11 


12 


この よう に 、40 行 と 50 行 目 


避 


し 9 


人 2。。 


つつ OO と つや と で や と で や ど で 本 
Pe 


2 
8.) 3 
4.) =4 
5.) = テ 5, 
王 も 1 
2.) = テ 12 


110 行 目 の た て の 計 計算 は 、 下 に 示す よう な 形 で コン ピュ ー タ は 計算 し て いま す 。 


は 、 何 行 何 列 目 に どの よう な 数 値 が 人 っ た か を 確認 で きる よう に し た も の で す 。 


ha 還 | 
(012A(0b 12| ゴー ニ 1 の と き | 』=2 の と き | 』=8 の と き | 」=4 の と き | 」=5 の と き 
た て の | 初め | A(6,1)=0 >AG6.2)=0 に AG6.3)=0 に AG6,2=0 に AG6,5)=0 
累計 計 | 1 は 1 | A(6.1)=1 A(6, 2)=2 A(6, 3)=8 A(6, 4)=4 A(6.5)=5 
算 の 途 | I は 2 | A(6,.1)=12 | AC6.2)=14 | Ac6.3)=16 | Ac6. の =18 | A(6,5)=20 
中 結果 | 』 は 3| A(6,1)=33 | AC6,2)=86 | A(6,3)=89 | AC6.4 の =42 | AC6,5)=45 
1I は 4 | A(6,1)=64 | AG6.2)=68 | AC6,.3)=72 | ACG6,.4)=76 | A(6,5)=80 ⑤ 
ー-@] @ ー@ 十 - (の ー 
野 梨 」」 は 5 | A(6,1)=105- A(6,2)=10" A(6,3)=115" AG6.4)=120- A(6.5)=125 


A(6,J) =A(6,J) 十 A(1, 了 ) の 算術 式 の [ と 〕 で は 、 繰 り 返 し ルー プ (FOR て NEXT 文 ) に 


よっ て 上 の 表 の よう な 順序 


①② っ ③ っ ③④ っ ⑤ で 計算 が 行わ れ て いま す 。 


180 行 目 の 民 の 累計 計算 も 同様 に 、 下 に 示す よう な 形 で コン ピュ ー タ は 計算 し て いま す 。 

A(T, 6)=A(I,6) 計 ー 還 ー 
5 科せ コ 介 1 = 2 の と き 1 =9 の と き | !=4 の と き 1 ニー5 の と き 

横 の 累 | 初め | A(1,.6)=0 lpA(2.6)=0 | ょ ACG3.6)=0O | に A(4.6)=0 nAG5,6)=0 

計 計算 | j は 1 Ac1.6)=1 A(2.6)=11 | AG3.6)=21 | A(4,6)=81 | AC5,6)=41 

の 途中 | 』 は 2 | A(1.6)=3 A(2.6)=23 | AG3.6)=43 | A(4,6)=68 | AC5,6)=83 

結果 J は 3 | AG1,6)=6 A(2.6)=86 | AG3,6)=66 | A(4,.6)=96 | AG5,6)=126 

J は 4 | A(1.6)=10 | A(2,6)=50 | AG3,6)=90 | A(4,6)=130 | AG5, 6)=170@ 
ニー - (0 ー@ @] ④ 
交 生生 | は 5 | A(1.6)=15 -] AG2, 6)=65 AG3,6)=15- A(4, 6)=165 A5.6)=215 


演習 問題 |7 


を 行っ て くだ さい 。 
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STEFP 加 USING (コージ ング ) 
PRINT _ USING 


症 ) ⑳ 


A 56.7、 他 ー8PR50 の 9 つの 了 半 Aa それ ぞ れ 小数 点 以下 第 3 位 で 桁 を そろ えて 表 
示す る プロ グラ ム を 作り な さい 


弄 フ ロー チャ ー ト プ ログ ラム 例 
始め 16 A=56.7: B ニ ー89.7654 
20 USING !# 導 半 半 革 # 
kc | 人 
Ac567 30 PRINT Ai:B ー 20 行 で 桁 数 の 指定 を し ます 。 
B<-89.7654 
49 END 
USING 
7 画 実 行 手順 
RUN モー ド 表示 例 
RUN _56. 700 89 .765 
ピー 5 
〔 例 題 ) ⑨ 


きっ ー0、 で = _50.8809 の ? つの 数 値 に お いて 、 文 字 と と 数 値 を それ ぞ れ 表示 する よう に プロ グラ 
Bk 人 が 具 店 ある IE フ W で 層 小 拉 設 下 き 術 二 末 5 ず る の ど し ます 


園 フロ ー チ ャ ー ト (省略 ) 
田 解 。 説 


US TING で 数 値 を 指定 す は # マ ー ク を 使い ます が 、 文 字 を 指定 する と き は & マ ー ク を 使い ます 。 


和 R2 
田 プ ログ ラム 例 
19 B=ー19:C=509.8803 


29 PRINT USINGI!&& 科 ###!: TB= ニ IEEBiD HOC テ MEUSING! 攻 導 ヨ ポ 
人 間 遇 Si 当 目 上 肖 
半 13C 1 ーー 
] sa en 
39 END 
・&& 多 は !B= リ と いつ CC テリ で 実行 表示 例 B = 19 C= 59.88 


2 回 使用 し て いま す 。 


( 注 ) 


桁 数 指定 を 解除 し た いと き は 、 解 除 し た い 行 に US I NG の み を 指定 し ます 。 US I NG を 指定 し た 行 


以降 は 桁 数 指定 が 解除 され ます 。 
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STEP 過 MID$ (ミッ ド ・ ド ル ) ……| 中 間 の 文字 を 取り 出す 
LEN (レングス) … ie 文字 列 の 文字 を 数 える 
VAL (バリ ュー ) ooonreems 文字 か ら 数 字 へ 変換 する 


( 例 題 })⑳ 


4 半数 10 導 こ 変 折 す る プ ログ ラム を 作り な さい 。 


画 解 了 


今 ま で は 数 値 だ け を 扱っ て きま し た が 、 こ れ か ら 文 字 列 に 関す る 練習 を や っ て み ま し ょ う 。 コンピ ュー 
タ は 数 字 か "文字" か を は っ きり 指示 し て や ら な けれ ば 動き ませ ん が 、 逆 に 言う と 人 間 に は で き な い こ 
と も や っ て くれ ます 。 
た と えば 、 2 進数 の 10010110 は 10 進 数 で は いく つ に な る で し ょ うか 。 
1 9 9 1 9 1 NN 9 


圏 プロ グラ ム 例 lI 上 I I 
10:!A'ECLEAR: 2 オキ 2 キー 8 オ 1 
DIM B$ 0⑳) 128 + 16 4+2 =150 
29:INPUT B$ (9⑳) この よう な 演算 を 上 の 桁 か ら 実行 し 、 加 算 す る 
39:L=LEN B$ (6) と 所 し ます 。 
40 :N=1 
59:C$=MID$S (B$ (6), 10 最初 に DIM B$(0 ) と 配列 宣 昔 を し て 、 代 
N, 1) 入 する 文字 数 を 16 に 設定 し ます 。 つ まり 、 入 力 
69:E=VAL C$ きる 2 進数 は 最大 16 桁 まで に な り ま す 。 B$ 
79:D=E*2A (人 Lー1) +D だ け に する と 、 最 大 7 文字 し か 入力 で きま せん 。 
は (153 ペ ー ジ 変数 の 長 さ の 項 参照 ) 
99:IF L=9 THEN $( ド ル ) の つい た 変数 が 文字 変数 で す 。 
1 90 LEN B$(0) は 文字 の 数 を 数 えま す 。 
AM MM 10010110 な ら 文 字 の 数 は 8 で す 。 
1 聞 人 0 は BENT 司 
120:GOTO 16 


50 C$=MID$ (B$ (0), N, 1) 


ーー 


左 か ら N 番 目 の 文字 か ら 1 文字 取り 出し て 
C $ の 中 へ 入れ ます 。 
69 VAL C$ で は 文字 (C$) を 数 字 に 変換 し て 次 の 計算 に 備え ます 。 
89 N は パラ メー ター で す 。 1 つ ず つっ 加 えて 行け ば 、B $(9 ) の 文字 列 の 左 か ら 1 つ ず つ 動 か すこ と に 
な り ま す 。L し 9 で 最後 の 桁 で すか ら 計算 を 止め て 、119 ラ イン で 答 を 表示 し ます 。 
11111111=255. 1111111111111111=65535 と な る こと を 確認 し て くだ さい 。 


B $(9 ) の 文字 列 の 


ー 第 4 章 BAS 1C 言 語 
母 本選 P 拓 全 CC (アス ズ スキー) …… 先生 没 本 e す 
論理 演算 子 PCEEPCTEYPCPTPTCPPPLLEYTE ホン ト ( 真 ) か ウソ ( 偽 ) か ? 


140 
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8 万 で C 朋 人 R 遇 ( ャ ラ タ タ ドル …… 数 を アス キー 文字 に 変え る 
8 き 下 日生 【 ズ トリ シダ ド ) ーー 数 を 文字 に 変え る 

( 例 題 }⑳ 


J 


10 進 数 を 2 進数 に 変換 する プロ グラ ム を 作り な さい 。 


画 解説 
10 進 公 を 2 で 割っ て いき 、 そ の 余り を 算出 順に 下位 か ら 順に 並べ て 行く と 2 進数 に な り ま す 。 た と えば 
10 進 数 の 48 で は 、 
余り 
還 ブ ログ ラム 例 ーー 1 
200:!B!:CLEAR Me 1 
DIM B$ (09) 60Mreweeee 了 Re ーー 
219:INPUT N 2) 5 ニーーーー ーー 
229:1=INT (N グ 2) 2 ) 2---ーーーーーー 9 
230: J=N 一 2*I の よ es 1 | 
249:B$ (8) =CHR$ ( 
J 二 48) 十 B$ (9) 管 ) | 1 9 1 8 1 


249 CHR$ は 、ASC (アス キー : 次 ペー ジ 参 照 ) 


259:・IF 1I>9 THEN 200 
N=I:GOTO 229 
269:PRINT B$ (9) 220 
279:GOTO 209 
230 


ーー 


例題 @ と 同じ く DIM B$(9 ) と 配列 宣言 し て 、 
答 の 2 進数 が 16 桁 まで 表示 で きる よう に し ます 。 
N を 2 で 割り ます 。 ま た 、250 行 で N に 新しい 1 
( 商 ) を 代入 し 繰り 返し ます 。 

J は 余り で す 。 1 か 9 で す 。 


ァ ス キー (ASOII) 文字 コー ド 表 


259 


の 逆 で 、10 進 数 の アス キー コー ド を 文字 や 記号 
(9 < 9 の 数 字 を 含み ます ) に 変換 し ます 。 
CHR$ (J 十 48) の よう に 、10 進 数 の アス キー 
コー ド に 変換 する た め 、J に 48 を 加え ます 。 
本 機 で は 、CHR$、ASC (アス キー) が 使 
える の で 活用 し て くだ さい 。 
{ ( 商 ) が 0 に な る まで N に 代入 し て 220 行 に 戻 
り ま す 。 各 桁 の 余り を B$(0 ) に 入れ て いき 、 文 
字 列 を 完成 させ ます 。 


215 行 に R$=STR$N を 追加 し 、 
269 行 を PRINT R$:! リ ー>! :B$(9) と し て 
みて くだ さい 。 

N (数 ) が 文字 に 変わ っ て 表示 され ます 。 

この プロ グラ ム で は 最大 で 65535=1111111111111111 


10 進 数 文 字 


48 9 
49 1 
54 6 
65 
66 
67 
68 


69 
70 


… 如 ロワ ロ の 〇 ァ みみ … 


まで で すず 。 


| 10 進 数 を 16 進 数 に 、 ま た 16 進 数 を 10 進 数 に 変換 する プロ グラ ム を 作り な さい 。 


画 解 説 


本 機 は &Hh (h は 16 進 数 で 0 へ FFFFFFFF ま で ) で 16 進 数 を 10 進 数 に 、HEX$ で 10 進 数 を 16 
進数 に 変換 で きま す 。 こ こ で は 、2 つと も BASTIC で 作っ て み ま す 。 


①10 進 数 - っ 16 進 数 変換 
399:!CI:INPUT N 
319:H$=!! 


329:!1= INT (N プ 16) 
339:」J=N 一 16*TI 
349:H$=CHR$ (J+48 
ー(J>9) *7) +H$ 
359:IF I>9 THEN 
N=1:GOTO 326 
360:PRINT H$ 
379:GOTO 398 


②16 進 数 っ 10 進 数 変換 


4990:!D! :INPUT H$ 

419:N テ 9 

429:FOR 1= テ 1 TO 
LEN H$ 

480:P$=MID$ (H $, 

1, 1) 

:]=ASC P$ 一 48 

: ゴ = ニコ + (>9) *7 

:N ニ N*16 十 J 

< 汰 区 1 1 

:PRINT N 

・GOTO 488 


中 
Go oo コ の @ 尽 
S 豆 豆 避 避 き 


10 進 -ー16 進 変換 は 、10 進 一 2 進 変換 の 方 法 と ほ と 

ん ど 同 じ で す 。 例題 ⑳ と 同じ よう に 、10 進 数 を 16 

で 割り 、 商 と 余り を 求め る こと を 繰り 返し ます 。 
た と えば は ば 、(246)p =(F 6 )』 で は 

(D は 10 進 を 、H は 16 進 を 示し ます 。) 


商 | 余り | 16 進 数 |7xh-a- ド 
と 
15.9 | 」=15 F 70 
生 還 


答 は H$ =F 6 です 。 
340 行 で (J>9) は J> 9 が ホン ト な ら 一 1 、 
ウソ な ら 0 と いう 答 に な り ま す 。 し た が っ て 、J = 
6 な ら CHR$ (6 十 48-0X7) =CHR$54、 
J =15 な ら CHR$ (15 十 48- (一 1) X7) = 
CHR $70 で す 。CHR$eASC の 意味 を よく 
考え て みて くだ さい 。 


16 進 一 10 進 変換 は 、 2 進一 10 進 変換 の 方 法 と 同じ 
で 上 の 桁 か ら 始 め れ ば よい で し ょ う 。 
写 琶 委 隊 (AD 3 )a 呈 (2771) ゎ で は 


(A D 3 )』 = (2771)p 
! ! 
10X16 十 13=173 


! Y 
173 メ 16 十 3 2771 


プロ グラ ム は この 計算 を 行っ て いま す 。 
440 行 で J= ニ ASC'A! 一 48=65 一 48=17 
450 行 で J =17+ 一 1 X 7 ニ 10 と な り ま す 。 
以下 を よく た どっ て みて くだ さい 。 
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GOTO !A <) GOTO !C !( 
例題 @⑳⑯、@⑳、⑳⑰ を その まま 実行 すれ ば 、 2 進数 = ニ - 三 10 進 数 ニ 三 16 進 数 で 基本 的 な 変換 
GOTO "B (< GOTO !D !( 


は で きま す が 、 こ こ で 少し 工夫 し て も らい た いこ と が あり ます 。 

1. 演算 可能 な 桁 数 以上 の 数 を 入力 し た 、 な どの ミス を 防ぐ に は どう すれ ば よい で し ょ うか 。 

2. 2 進数 三 10 進 数 変換 で 、 こ こ で は 16 ビ ッ ト ま で の 1 の 補 数 で 表し て いま す が 、 2 の 補 数 で 表す に 
は どう すれ ば よい で し ょ うか 。 

3. 表示 を 見 や すい よう に 工夫 し て くだ さい 。 答 の 表示 で は 、10 進 数 を STR$ を 使っ て ! 文字 ! に 直 
し た ほう が よい で し ょ う 。 特に 250、350 で N の 数 値 が 変化 し て いる こと に 注意 し て くだ さい 。 


を 行っ て くだ さい 。 


( 例 題 ] ⑱ 


71 ペ ー ジ の 例題 や を プロ グラ ム 化 し た 例題 


① 諾 図 の 円 すい 振り 子 の 周期 を 〒、 糸 の 長 さ を L、 糸 の 鉛直 と な 
す 角 を の と する と 、 


6 上 上 ・cos の 
1 モニ 2 ァ ソ テー 


の 関係 が あり ます 。 今 、 和 糸 の 長 さ L を 0.5m〕 か ら 5 〔m]〕 ま で 、 
0.5[m〕 刻 み で 変化 させ た と き の L し と 芽 の 変化 を 表示 する プロ 
グラ ム を 作り な さい 。 た だ し 、g=9.8〔m/sec2) 、 9 = テ 25? 
上 し ます 。 
⑨② ま た 、 そ れ ぞ れ を 表示 し た 後 で 、T の 値 が 3 秒 を 超え な い L の 
最も 大 きい 値 を 表示 する プロ グラ ム を 作り な さい 。 


還 プ ログ ラム 例 
19 REM フリ コ 
29 8S=25:G=9. 8 
39 FOR L=9. 5 TO 5 STEP 9.5 
49 T=ー2*PI*SQR (L*COS SG) 
59 IF T<3 THEN LT= テ L 
69 PRINTVWL=!M:iLIUSING!# 導 すす 1 つ Tー!:T 
65 FOR J=1 TO 1899:NEXT J 


79 _ USING 
89 _ NEXT L 
99 PRINT!T く 3 ニー ニーー エ = テ !ji エエ) ICM)! 


199 END 
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画 フ ロー チャ ー ト 画 活 果 
L=9. 5 T= 1,. 385 
(%e ) 本 雪上 。 定 補 1 . 9 1 
S<95 L=1. 5 = 2.384 
3 L=2. T= 2.76 
FOR し ニタ 。 間 ーー 交 。 9 2 
L=85TO5 ー ー 
L=3. 5 = 3.57 
|+-yyrGs se L=4. 中 9 前 
三 4。 5 = 4.95 
< で < っ ーー L=5. T= 4.27 
NO L!ー ル 
〒 く 3 一 ーー 上 = (M) 
jl 
T ニー. イ 
MT ー!: 和 
NEXTL 
4 bj 
(例題) 72 ペー ジ の 例題 を プロ グラ ム 化し た 例題 
(a ) 左 図 の 回 路 に お いて 、 ス イッ チ SW を 入れ て か ら 0.1 秒 
ご と に 1 秒 ま で の 間 に 流 れる 電流 を 表示 する プロ グラ ム 
を 作り な さい 。 た だ し 、 時 間 と 電流 を 同一 行 に 表示 する 
SW よう に し な さい 。 
し =1 〔H) 1 E - 聞 。 
同 3 りー 二 り 一 e 7) 
に 「) SR=10 (Q】 (b) 次 に 、 反抗 R を 10(Q) か ら 10[9) ず っ 50(QJ ま で 変化 き 


せ た と 
% の 範 
た だ し 
きい 。 


き 、 回 路 を 流れ る 電流 が 、: = 玉 の 62%% か ら 65 
囲 に な る 時 間 を 求め る プロ グラ ム を 作り な さい 。 
、 時 間 は 0 秒 か ら 0.2 秒 まで 0.002 秒 間隔 で 調べ な 
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画 プ ログ ラム (a) 軒 結 果 (a) 
19 REM R-L エー9. 9. 006 
29 INPUT!R=!:R,。 リル エー リエ L, ME=!:E T 家 。 1. 6 。 8 細 1 
39 FOR T=9 TO 1 STEP 9. 1 中 喧 、2 8. 646 
49 1= ニ ER* (1 一 EXP (R* エ ン L) ) 中 喧 06。 1 9. 592 
59 PRINT!T=! リ ET MT= ニ ME:USING!##. T=8. 4 1 9. 816 
## す !)[ T エ =9. 5 9. 932 
55 FOR J=1 TO 16099:NEXT 』 T エ = テ 6. 6 I 9. 975 
69 USING エニ 9. 7 1= 9.999 
79 NEXT T T=5. 8 1= 9. 996 
89 END T=9. 9 【I 9. 998 
dl 王 半 1= 9.999 
弄 プ ログ ラム (b) 画 結 果 (b) 
19 REM R-L TR (19.) =9. 098 (S) 
29 INPUT!Lー!: 工 。 WE=!:E TR (29.) =9. 95 (S) 
30 FOR R=16 TO 59 STEP 18 TR (36.) =6. 6 3 4 〈S) 
49 FOR T=9 TO 6. 2 STEP 9. 692 TR (46.) =9. 9826 (S) 
59 1= ニ ER* (1 一 EXP (-R* エ ノル) ) TR(59.) =9. 62 (S) 
69 IF (I>=E*9.62/R) AND (I<=E* 
9.6 5ZR) THEN PRINT!TR (!:R:D 
ーー 下 』 CS)!IGOTO 8 
79 NEXT 
89 NEXT R 
99 END 


| 


3. 構造 化 B AS 1C 命 令 の 使い か た 


構造 化 BA S 1 C 命 令 と 呼ば れる 次 の 4 つの 命令 に つい て 説明 し ます 。 こ れ ら の 命令 は プロ グラ ム を より 


見 や すく わか りや すく する た め に 考案 され た も の で す 。 


1) 判断 (1F て THENC ン ELSE て ENDIF) 


IFーTHENEL SE は "も し て な ら ば て" や "も し て で な けれ ば へ " 


断 を 行う 命令 で す 。 
STEP 国 で 説明 し た "IF<THENCELSE" (1 行 形 式 ) の 他 に "IF て THENCELSE 一 
ENDIF" (ブロ ッ ク 形 式 ) を 用 いて 判断 する こと が で きま す 。 基本 的 な 動作 は 1 行 形式 の TF 文 と 同 


じ で す 。 
ブロ ッ ク 形 式 の IF 文 は 次 の 形 で 


日 いま す 。 


と いう 意味 で 、 い ろ い ろ な 判 


| 
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1」F 条件 式 THEN 
実行 文 

[ELSE 

実行 文 ] 

ENDIF 

次 の 1 行 形 式 の 命令 文 
19 IF A>=18 
は 、 ブ ロッ ク 形 式 で は 次 の よう に 書き 表 さ れ ま す 。 
19 IF A>=19 THEN 

2 8 PRINT A 

39 ELSE 

49 AA テム A 十 1 

59 ENDIF 


IF 文 が 成立 すれ ば IF 文 と EL SE の 間 の 命令 を 実行 


THEN PRINT A ELSE 


AA 十 1 


し 、 終 了 後 END IF の 次 の 行 を 実行 し ます 。 成 


立 し な けれ ば EL SE が 書か れ て いる 行 の 次 の 行か ら 実 行 し ます 。 実 行文 が 複雑 に な る 場合 は 、 ブ ロッ ク 


形式 に する と わか りや すく な り ま す 。 
( 注 ) ブロ ッ ク 形 式 か 1 行 形式 か の 判断 は 、 IF が 行頭 
て いる か どう か で 行い ます 。 


STEP 回 で 説明 し た "FOR て NEXT" は 繰り 返し 
は いつ 終 わる か わか ら な い 繰 り 返し に 使用 し ます 。 


に あり 、 な お か つっ THEN の 後に 実行 文 が 書か れ 


(2) 繰り 返し (REPEATC て UNTIL、WHILEーWEND) 


回 数 を 最初 に 指定 する の に 対し 、 次 の 2 つの 命令 


"REPEAT ン UNT1IL" は 条件 が 成立 する まで 繰り 返し 実行 (条件 を 満足 する と 終了 ) する の に 対 


し "WHILEーWEND" は 条件 が 成立 し て いる 間 結 


REPEATCUNTIL 


REPEATCUNT IL 文 は 次 の 形 で 用 いま す 。 
REPEAT 

( 
UNTIL 条件 式 


WHILE 一 WEND 


り 返 し 実行 し ます 。 


一 度 ル ー プ 内 を 実行 し 、 最 後に 条件 判断 し て 繰り 返し ます 。 


ルー プ に 入る 前 に 条件 判断 する た め 、 一 度 も ルー プ 内 を 実行 せ ず に 終わ る 場合 も あり ます 。 


WHILE 一 WEND 文 は 次 の 形 で 用 いま す 。 


WHILE 条件 式 
4 


WEND 


145 第 4 章 BAS 1C 言 語 


(3) 振り 分 け (SWITCH て CASE て DEFAULT て END 


SWITCH) 


ON 一 GOTO 命 令 は 数 値 だ け を 扱う の に 対し 、SWITCH-CASE 命 令 で は 、 文字 も 扱う こと が で 
きま す 。 し た が っ て 、 入 力 さ れ た 変数 を その まま 比較 し 振り 分 ける に は 、SWITCH-CASE の 命令 
が 便利 で す 。 た と えば 、 電 子 電話 帳 な どの プロ グラ ム 作 成 に 利用 する と 便利 で す 。 
SWITCHCCASECDEFAULTCENDSWITCH 文 は 次 の 形 で 用 いま す 。 


SWITCH 変数 
し 
CASE 
文字 列 
実行 文 
し 
[CASE 
文字 列 
実行 文 ] 
[DEFAULT 
実行 文 ] 
ENDSWITCH 


| 4. スク リー ン エ ディ タ に つい て 


BASIC の PRO モ ー ド や TEXT の エディ ッ ト 中 で は スク リー ン ェ ディ タ 機 能 が 働き 、 プ ログ ラム の 
修正 や 編集 が 容易 に な り ま し た 。 た だ し 、BASIC の RUN モ ー ド な ど で は 働き ませ ん 。106 ペ ー ジ で 
説明 し た 円 の 面積 求め る プロ グラ ム を 、 ス クリ ー ン ェ デ ィ タ 機能 を 使っ て 球 の 体積 を 求め る プロ グラ ム 
に 変更 し て み ま す 。 


L IS 生命 令 で プロ グラ ムリ スト を 表示 させ ます 。 


キー 操作 ' 、 表 示 部 
PRO モ ー ド に し ます 。 10:INPUT R - 
LIST 名 20:S= P *RA2 
39:PRINT S 
40 : END 
記 ) の v( 4 の 3 還 罰 19 INPUT R _ _ 
(JR 区 3 20 V=4 ン 3*PI*RA3 
3 0 PRINT S 
40 E 
(RYvV 16 INPUT R - 
29 V=4 グ 3* PI *RA3 
36 PRINT R.V_ 
49 END 
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キー 机 衝 表 。 示 部 _- 
_ 16 INPUT R 
修正 を 終了 し ます 26 V=4/3* PI *RA3 
80 PRINT'R,V 
4 END 


スク リー ン ェ ディ タ 機 能 で は 1 行 ご と の 修正 だ け で は な く 、 プ ログ ラム 全体 を 平面 的 に 考え て 修正 する こ 
と も で きま す 。 1 行 ご と に [ 要 ] を 押す 必要 は あり ませ ん 。 た だ し 、 修 正 の 最後 は [本 を 押し て くだ さい 。 
(<) を 押さ ず に 〔CLS) を 押す と 、 最 後 の 行 が 修正 され ませ ん 。 
な お 、 異 な る ブロ グラ ム 行 に カー ソル を 移動 させ た と き や (BASIC) を 押し た と きも 、 プ ログ ラム 修正 は 行 


われ ます 。 


次 に スク リー ン エ ディ タ の 中 で の 主 な キー の 動作 に つい て 説明 し ます 。 
[ 防 ) … 1 桁 右 に カー ソル を 移動 
行末 に ある と き は 、 次 の 行 の 先頭 に 移動 
加 ) …… 1 桁 左 に カー ソル を 移動 
先頭 に ある と き は 、 前 の 行 の 行末 に 移動 
(W) …… 桁 位置 を 変え ず に 1 行 下 に カー ソル を 移動 
行末 より も 右側 に な る と き は 行末 に 移動 
(4]…… 桁 位置 を 変え ず に 1 行 上 に カー ソル を 移動 
行末 より も 右側 に な る と き は 行末 に 移動 
これ ら の キー は 押し 続け る と 連続 し て 送っ て いき ます 。 
(…… プロ グラ ム の 修正 を 終了 し ます 。 


① プ ログ ラム 行 の 削除 
プロ グラ ム の 任意 の 行 を 削除 する と き は 、 を 押し て 表示 を 消し た 後 、 不 要 な ライ ン ナ ン バ ー の 番号 
を 入力 し て [<q] を 押す か 、 ま た は ライ ン ナ ン バ ー だ け を 残し て 命令 を すべ て 削除 し ます 。 

< 例 〉 不要 な ライ ン ナ ン バ ー [qa 


な お 、 ラ イン ナン バー も 含め て 削除 (SHIFT) + (DEL] の 操作 ) する と 、 削 除 し た こと に は な り ま せん 。 
連続 し た 複数 行 の プロ グラ ム を 削除 する と き は 、DELETE 命 令 を 使用 する こと も で きま す 。 


キー 操作 表示 音 
- INPUT R 
V= ニ 4 グ 3* P1I *RA3 
:PRINT R,.V 
E 


LIST( 宮 


1 

V=4 グ 8* PlI *RA3 
PRINT R, V 
END 


な co5 ck う ご | co ep5 デビ 
や ご | きき 
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キー 操作 表 示 部 


| SHIFT) + (DEL 


(10 回 押す ) 5 0 V=4 プ 3* PI *RA3 BAS | C に よる プロ グラ ム 演 習 問 題 


30 PRINT R, V 


| も 0 演習 問題 を 始め る 前 に 
本 0 これ か ら B A S 1 C 言 語 の 演習 問題 を 手がけ て いき まし ょ う 。 演習 問題 を 始め る 前 に 、 次 の こと を よく ま 
元 の 10 行 目 の 内 容 が あら われ ます 。 20 V=4/3* PIT *RA3 に 2 aa 6 剛 
( 沖 除 し た こと に は な り ま せん 。) 340 PRINT R も っ て 解答 し て くだ さい 。 以後 、 演 習 問題 は 下 の 1 、 2 、 3 項 に も と づい て 行う こと と し ます 。 
旨 寺 0 1. 問題 文 を よく 読ん で プロ グラ ム の 手順 と な る 「 流 れ 図 」( フ ロー チャー ト ) を 作る 。 
の プロ グラ ム 行 の 複写 (追加 ) 2. プロ グラ ムリ スト を 別紙 に 書く (た だ し プリ ンタ を お 持ち の 方 は 除く )。 
プロ グラ ムリ スト 表示 中 に 、 ラ イン ナン ペー を 書き 換え る と プロ グラ ム 行 の 複写 が で きま す 。 元 の プログ MM 
ラム 行 は 残っ て お り 、 複 写し た プロ グラ ム 行 の 内 容 は 変更 する こと も で きま す 。 ログ タッ スト 凍 2 SKK Sheet 
複写 (ライ ン ナ ン バ ー を 書き 換え る ) し た 後 、 異 な る プロ グラ ム 行 に カー ソル を 移動 させ る (( 紀 ) また は 、 OxA ロ の プロ グラ ム メモ リ 内 容 表 
(W) 、([4〕 の 操作 ) と 、 プ ログ ラム は 番号 順に 並び 替わっ て 表示 され ます 。 19 INPUT A | 人 数 内 傘 
新しい プロ グラ ム 行 を 追加 する と き は 、 上 の よう に 複写 し て プロ グラ ム 行 を 追加 する か 、 ま た は 、(〔CLS) 上 Am 


を 押し て 表示 を 消し た 後 、 新 し い プ ログ ラム 行 を 追加 し ます 。 な お 、 プ ログ ラム リス ト の 最終 行 の 次 の 行 rh の RA ー ーーー 
か ら は プロ グラ ム 行 の 追加 が で きま す 。 


ゝ \ 
了 


ー 〒 ン ン イデ 


、 時 0 ー 5 
連続 し た 複数 行 の プロ グラ ム を 復 写 する と き は 、L し COPY 命令 を 使用 する こと も で きま す 。 人 ーー 


@ 解答 は 先生 に お 聞き くだ さい 。 (指導 マニ ュ ア ル に 解答 例 を 記載 し て いま す 。) 


演習 問題 |1 


1. 半径 R を 入力 し て 円 周 ? を 求め る プロ グラ ム を 作り な さい 。 
半径 R は 2 〔cm]、 4 【cm]、 6 【cm] 、 8 【cm]、10【cm〕] を 入力 する も の と し ます 。 
R 〔cm] 2 4 | 6 | 8 10 


2 [cm 
2. 三角 形 の 底辺 し と 高 さ H を 入力 し て 面積 A を 求め ! る プロ グラ ム を 作り な さい 。 
L, H の 値 は 、 そ れ ぞ れ 表 の 数 値 と し ます 。 
L(m) | 5 |i0|l5|20| 5 
H (cm] 3 9 | 8 | 始 1 攻 
A [cm'] 


3. 水 X[g〕 の 中 へ 塩 Y(g〕 を 入れ た と き の 濃 度 N〔%〕} を 求め る プロ グラ ム を 作り な さい 。 


XX 8 1000 1000 1000 

Y 5 10 15 
_ 100xY 

NE メ +Y 


4. 数 X, Y, Z を 入力 し て XY+YZ 二 2ZX を 求め る プロ グラ ム を 作り な さい 。 
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X 1 デ 導 3 ー4 9 
W 6 デ 衝 8 つり 10 
の デ 則 12 ー13 14 15 
結果 | 


5. 数 X, Y, を 入力 し て (XY? 寺 YYZ2 二 2ZX2 の ) を 求め る プロ グラ ム を 作り な さい 。 
X, Y, 必 の 値 は 演習 問題 1 の 4. の 値 を 用 いな さい 。 
6. 数 X, Y を 入力 し て (X ノ 6-Y ノ 3)? を 求め る プロ グラ ム を 作り な さい 。 


区 83 84 85 86 87 
か 19 18 17 16 15 
結果 - 


演習 問題 12 


.123.619 を 入力 し て 、(1 ) 切り 捨て (2 ) 四捨五入 を し て 、 小 数 第 2 位 ま で 求め ある プロ グラ ム を 作り 
な さい 。 


. 数 X, Y を 入力 し て X 二 Y を 計算 し 、 プ ラス な ら 1 、 マ イナ ス な ら 一 1 、 0 な ら 0 と 表示 する プロ グ 


ラム を 作り な さい 。 

人 1 | sl 5 4 0 | 
y 2 | -5 | 6 | -』l-s 
結果 


. 数 X, Y, Z を 入力 し て X*Y*Z を 計算 し 、 プ ラス な ら 1 、 マ イナ ス な ら ー 1 、 0 な ら 0 と 表示 す 
る プロ グラ ム を 作り な さい 。 


数 値 例 | x 1 | -1i | -i| 9 | -5 
Y 2 | -2 3 | 3 2 
Z 3 | -8 | -3 | 5 | -s 
結果 | 


2 桁 の 乱数 を 2 個 作 り 、 そ れ ら を 表示 し 、 そ の 乱数 の 差 の 絶対 仁 を 求め る プロ グラ ム を 作り な さい 。 
2 桁 の 乱数 を 2 個 作 り 、 そ れ ら を 表示 し 、 そ の 乱数 の 和 、 差 、 積 、 商 を 求め る プロ グラ ム を 作り な さ 
Mo 
. X 度 を 入力 し て sin(X) +Y3 ・cos(X) の 値 を 求め る プロ グラ ム を 作り な さい 。 

数 値 例 X 15′ | se | 4 
結果 


. sin(A 十 B)=sin(A)cos(B) 十 cos(A)sin(B) で す 。 右辺 と 左辺 を 別々 に 計算 し て 表示 する プロ グ 
ラム を 作り な さい 。 A=15"、B=30" と し ます 。 
ト 図 の よう に 15 度 の 坂道 を 歩く と 何 m 高 く な っ て いる か を 求め る プロ グラ ム を 作り な さい 。 


R いさ 人 識 
ーー ご) 
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演習 問題 13 


、 最初 の 日 に 1 円 、 次 の 日 に 2 円 、 次 の 日 に 4 円 と 順に 毎日 倍額 ずつ 貯金 を する と 100 万 円 を 超え る 日 


数 A, B, C を 入力 し て A>B か つ B>C な ら A*B*C の 計算 を 、A>B か つ BSC な ら A 十 B 十 


C の 値 を 、A ミ SB な ら A/B 十 C の 値 を 求め る プロ グラ ム を 作り な さい 。 


は 何 日 目 で ある か を 求め る プロ グラ ム を 作り な さい 。 

1 寺 2 二 8 上 す … の t XX の 合計 が 初め て 200 を 超え る X の 値 を 表示 する プロ グラ ム を 作り な さい 。 

1 8 5。 7 9。 oe , XX ま で の 和 を 求め 、 和 が 1000 を 超え な い X の 最大 値 を 表示 する プロ 
グラ ム を 作り な さい 。 


XX, Y を 入力 し 、Xー ニ 1 で Yー2 な ら !A! と 、Xー ニ 3 で Y= ニ 4 な ら !B! と 、X= ニ 5 で Y= ニ 6 な ら 


IC ! と 表示 し 、 上 記 以 外 の 数 字 の 組み 合せ を 入れ た と き は プロ グラ ム の 最初 に 戻る プロ グラ ム を 作 
りな さい 。 

2 つの 数 X と Y を 入力 し 、 両 方 マイ ナス の と き は YX*Y を 、 ど ちら か 一 方 が プラ ス の と き は X* 
Y を 、 両 方 プラ ス の と き は XY の それ ぞ れ の 値 を 表示 する プロ グラ ム を 作り な さい 。 


。 数 値 を 10 個 人 力 し て 合計 と 平均 を 求め ! る プロ グラ ム を 作り な さい 。 


演習 問題 |4 


Ii 


然 数 1 か ら 100 ま で の 和 を 求め ある プロ グラ ム を 作り な さい 。 


S= ニ 1 寺 2 二 98 二 mot F100 
、 自然 数 M か ら N ま で の 和 と 平均 を 求め る プロ グラ ム を 作り な さい 。M、N の 値 は 入力 する も の と し M 
ぐ N と し ます 。 
S テ M 二 本 … で で more… 填 N 


マー 3X3 上 2X2TX 二 15 に お いて 、X の 値 を 一 1 0 か ら 1 0 まで 、0. 5 刻み で 変化 させ て Y の 


値 を 求め ぬる プロ グラ ム を 作り 、 結 果 を 表 に し な さい 。 


、⑬⑥ X (単位 は 度 ) を 0 度 か ら 3 6 0 度 ま で 1 0 度 刻 み で 変化 させ て sinX を 求め る プロ グラ ム を 作 


り 0 度 か ら 3 6 0 度 ま で の 表 を 完成 し な さい 。 

⑥ cosX に つい て も ⑧ と 同じ こと を し な さい 。 

②⑦ tanX に つい て も ③④ と 同じ こと を し な さい 。 た だ し 、tan 90" と tan 270?" の と き は 無限 大 と な り ェ 
ラー に な り ま す の で 、!****! の よう に 表示 させ な さい 。 


。 数 X を 入力 し て X が 正 な ら sinX を 、X が 0 な ら cosX を 、X が 負 な ら tanX を 求め る プロ グラ ム を 


作り な さい 。 


.、AAB+TBB=ーBAA つ まり 、(100XA+10XA 寺 B) 十 (10XB 十 B) = (100XB 十 10XA 二 ん) 


と な る A と B を 求め な さい 。A、B は 1 桁 の 整数 と し ます 。 


、ABAXB=BCB つ まり 、(100XA 十 10XB 十 A) XB= (100XB 十 10XC 十 B) と な る A、B、 


C を 求め る プロ グラ ム を 作り な さい 。 


。 三 角形 の 辺 A、B、C に お いて 、 そ れ ぞ れ を 1 か ら 2 0 まで 変化 させ た と き 、 直 角 三 角形 と な る 組み 


合せ を すべ て 求め る プロ グラ ム を 作り な さい 。 


-Y マ ニー 6X2-5Xー 9 の 式 に お いて 、 一 10 ミ XS ミ 10 の 範囲 で Y の 最大 値 を 求め や る プロ グラ ム を 作り な 


さい 。 X は 0. 2 刻み と し ます 。 
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10.、 デー タ を 10 個 人 力 し て 最大 値 と 最小 値 を 求め る プロ グラ ム を 作り な さい 。 


9 0(x 一 。 8。、15、 デ 4。 王 8、、 6、 9 


演習 問題 5 


っ 


. 次 の デー タ を 読ん で A=35、B=29、C=8、D 


. デー タ 2、4、6、8、10 を 読ん で 、 そ の 積 を 求め る プロ グラ ム を 作り な さい 。 
. 次 の デー タ を 、200 か ら 順 に 引い て 、 人 答え を 表示 する プロ グラ ム を 作り な さい 。 


ゲー み 2 4、8。 9。85、10 


. 炊 の デー タ の うち 、 最 初 の 数 を それ 以降 の デー タ で 割 算 を し て 、 答 え を 表示 する プロ グラ ム を 作り な 


さい 。 
ゲー ジ 1982、6、12、 史記 


. ムー57、B ニ 8、C=14 と な る よう に 、 デ ー タ 57、 8 、14 を 読み 込ん で それ を 表示 し 、A*C/B の 


答え を 表示 する プロ グラ ム を 作り な さい 。 


・ デー タ 5、6、 了 7、8、9 を 読ん で 、 そ れ ら を それ ぞ れ A、B、C、D、E に 割り あて て 、A * B、 


(A*B) (CD)、(A*E) 一 (B+ す C+D) の 答え を 表示 する プロ グラ ム を 作り な さい 。 
0 人 の 身長 を 測定 し た 結果 、 次 の よう に な り ま し た 。10 人 の 身長 の 測定 デー タ を 読み 込ん で 、 平 均 身 
長 を 求め る プロ グラ ム を 作り な さい 。 
デー タ 165.5, 170.5, 172.3, 168.4, 182.6, 
159.9, 174.8, 167.6, 177.8, 173.6 


6 、 ド =49、F =19、G= 8 、 昌 =49 と な る よう 


に それ ぞ れ 表示 する プロ グラ ム を 作り な さい 。 
デー タ 35、2.9、8、49、19 


・ 10 人 に 数 学 の テス ト を 行っ た と ころ 、 次 の よう な 結果 で し た 。 そ れ ぞ れ の 点数 を 読ん で か ら 10 人 の 平 


均 点 を 求め 、 さ ら に 平均 点 に 最も 近い 点数 を 見 つけ 出し 、 平均 点 と 平均 点 に 最も 近い 点数 を 表示 する 
プロ グラ ム を 作り な さい 。 


番号 | 1 | 2 | 3 | 4 5 6 7 | s 9 | io 
- 点 数 ( 旧 ) | 20 | 40 | 50 | 35 | 70 | 80 | 68 | 55 | 9% | s 


演習 問題 6 


数 X を 入力 し て X メ = 1 の と き X?、Xー 2 の と き YX 、Xー 3 の と き X8、X メ ー4 の と き X? を 表示 す 


る プロ グラ ム を 作り な さい 。 


. 数 X を 順次 人 力 し て 、 0 が 入力 され た ら そ れ ま で の 数 の 和 と 平方 和 を 求め る プロ グラ ム を 作り な さい 。 
. 数 X を 入力 し て (3X?ー3) 二 (3X? 一 8)2 一 6 X を 求め る プロ グラ ム を 作り な さい 。 
。 数 X。Y、 Z を 入力 し て (6 X* 上 1) 一 て 6Y? 二 1) 二 (6 2 7 二 1) を 求め ある プロ グラ ム を 作 


りな さい 。 


演習 問題 |7 


1. 


5 . 
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[例題 】 ⑳ に お いて 、M 個 、N 列 の よう な デー タ な ら プ ログ ラム を どの よう に 作り 替え た ら よ いか 。 
その プロ グラ ム を 作り な さい 。 
例題 】] ⑳ に お いて 、N 人 の 生徒 で K 科 目 の 場合 の 合計 と 平均 を 求め る プロ グラ ム に 作り 替え な さい 。 
〔 例 題 】 ⑳ に お いて 、 デ ー タ 表 の 数 値 を 入力 し た 後 、 斜 め の ラ イン 、 1 、12、23、34、45 こ 5 、14、 
29、32、41 の 合計 を 求め る プロ グラ ム を 作り な さい 。 

下 の 表 の よう な 10 人 の 生徒 の 得点 を 入力 し 、 合 計 お よび 平均 、 
ログ ラム を 作り な さい 。 


番 号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 
得 点 | 85 | 901| 78 | 85 | 95 | 68 | 59 | 74 | 1001 66 


標準 偏差 と 偏差 値 T ? を 求め る プ 


各 人 の 得点 を X。 X。… X。(n は 人 数 ) と する と 、 
平均 メー 全 き ! (ここ で は H と 表現 し ます ) 


9 


2 っ TT2 
標準 信 差 oー / ーーnR  / 之 5ー 豆 


1 


合計 史 X% = XX せ X4 キ ーX。 


信 差 値 7 王 10X バー +50 


で 求め られ ます 。 
4 の 問題 の カー タ を 用 いて 低い 点数 か ら 順 に 並べ 替え を する プロ グラ ム を 作り な さい 。 


演習 問題 |8 


. 文字 列 X$=『\I 


。 文字 列 !ABCDEFGHTI」! を 入力 し て A、C、E、G、! と 1 つ 飛 びに ば ら ば ら に 表示 する プ 


ログ ラム を 作り な さい 。 
文字 列 !ABCDEFGHI J! を 入力 し て A 人 、AB、ABC、ABCD、ABCDE と 前 の 表示 よ 
りゃ も 1 文字 ずつ 増え て 表示 する プロ グラ ム を 作り な さい 。 


. 文字 列 !ABCDE5 43 2 1 ! を 入力 し て !12345EDCBA "と 表示 する プロ グラ ム を 作り な 


さい 。 


. 文字 列 I$=!I!、A$=!OAM!、A1$= ニ リーA!、C$(9)= モ リーCOMPUTER "を 代 


AM A COMPUTER と 表示 する プロ グラ ム を 作り な さい 。 
AM A COMPUTER『! を 入力 し て 、 そ の 中 の !COM ! だ け 表 示す る プ 
ログ ラム を 作り な さい 。 


入 し て 、I 


涯 習 問 題 |9 


| 7 


2 つの 文字 列 A$=!MAXABC!、B$=!XYMIN! を 入力 し て 文字 数 の 大 小 を 比較 し た 後 、 
大 きい 方 の 文字 の 頭 文字 3 文字 を 表示 する プロ グラ ム を 作り な さい 。 


各自 、 自 分 自身 の 姓 と 名 を それ ぞ れ ロー マ 字 読み で 入れ 、 そ の 長 さ が 何 文字 か を 調べ 、 次 に 名 を 先 に 、 


姓 を 後に 表示 する プロ グラ ム を 作り な さい 。 
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| 5. 変数 の 種類 と 使い か た 


これ まで 変数 を 使っ て プロ グラ ム を 作っ て きま し た が 、 こ こ で 変数 の 種類 と 使い か た に つい て 説明 し ます 。 


(1) 変数 の 種類 
変数 に は 大 きく 分 け て 、 数 値 変数 と 文字 変数 の 2 種類 が あり ます 。 そ れ ら は 、 さ ら に 回 定 変数 単純 変数 、 
配列 変数 に 分 類 さ れ ま す 。 


数 値 固定 変数 ……A、B、C な ど (英文 字 1 文字 ) 
数 値 変数 数 値 単純 変数 ……AB、B 1 、CC な ど 
有 ま 数 数 値 配列 変数 ……A B(2 , 3 ) な ど 
文字 固定 変数 ……A $、Z$ な ど (英文 字 1 文字 に $ を つけ た も の ) 
文字 変数 1 文字 単純 変数 ……B B$、C 2 $ な ど 
文字 配列 変数 ……A B$(2 , 3 ) な ど 
【 変 数 の 名 前 】 


変数 の 名 前 に は 、A て 有 ク の アル ファ ベッ ト 1 文字 か 、 あ る vV 

を 組み 合わ せ た 2 文字 が 使用 で きま す 。 

@ 変数 名 に は 次 の よう な 文字 は 使用 で きま せん 。 
⑪ カ タカ ナ お よび 記号 (た だ し 、$ 記 号 は 文字 変数 を 表す 記号 と し て 使用 され ます 。) 
② 予 約 語 (予約 語 と は 、 本 機 が B A S 1 C 命 令 や 関数 命令 な どの 名 前 と し て 使用 し て いる も の で す 。) 

《 例 > PI、IF、TO、ON、S IN な ど 
③ 小 文字 アル ファ ベッ ト (小文字 アル ファ ベッ ト は 大 文字 に 変換 され ます 。) 

@ 変数 は 必ず アル ファ ベッ ト で 始ま っ て いな けれ ば な り ま せん 。 た と えば A 5 は 変数 名 に な り ま す が 、 
5 A は 変数 名 に な り ま せん 。 

@ 変数 名 に 3 文字 以上 使用 し て も エラ ー に は な り ま せん が 、 本 機 が 変数 名 と 判断 する の は 最初 の 2 文字 だ 
SEI する と 、 こ れ ら を 区 別 で きず に KO と 
いう 同じ 変数 と 判断 し ます 。 

Moore “する 変数 ) で は 、 数 値 変数 と 文字 変数 に 同じ 名 前 を 使用 で きま せん 。 た と えば 、 
数 値 変数 と し て A を 使用 し て いる と き 、 文 字 変数 A$ を 使用 する こと は で きま せん 。( こ の 場合 、 後 か 
ら A$ に 文字 を 代入 する と 、 前 の 数 値 変数 へ が 消さ れ ま す 。) 


ゝ は AA、BC、A5 な どの よう に 文字 や 数 字 


【 変 数 の 長 さ 】 
変数 は その 種類 に よっ て 、 長 さ (その 変数 に 格納 で きる デー タ の 最大 の 長 さ ) が 決め られ て いま す 。 次 に 
各 変 数 の 長 さ を 示 し ます 。 

変数 の 種類 変 数 の 長 さ 
雪 値 変数 | 有効 数 字 10 桁 まで (仮数 部 10 桁 、 指 数 部 2 桁 ) | 
文字 固定 変数 | 7 文字 まで 
字 単 純 変 数 | 16 文 字 ま で 

文字 配列 変数 16 文 字 (た だ し 、 1 一 255 文 字 ま で 設定 可能 ) 


+ | 
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ゅ それ ぞ れ の 文字 変数 の 長 さ を 超え る 文字 を 記憶 させ よう と し た 場合 、 超え た 分 の 文字 は 無視 (切り 捨て ) 
され ます 。 


(2) 固定 変数 


これ まで の 説明 や プロ グラ ム 例 で 、 変 数 名 を A、B、C… ま た は A$、B$、C$… と 指定 し て 使用 し ま 
し た が 、 こ れ ら の 変数 を 固定 変数 (1 文字 変数 ) と 呼び ます 。 

固定 変数 は 、 変 数 と し て 使用 され る エリ ア (区 域 ) が メモ リ 上 に 独立 し て 確保 され て お り 、 こ の エリ ア に 
は プロ グラ ム な ど が 書き 込ま れる こと は あり ませ ん 。 

この エリ ア を デー タ 専 用 エリ ア と 呼び ます 。 

また 、 同 じ 名 前 の 数 値 固定 変数 と 文字 固定 変数 (た と えば A と A$) は 同じ 場所 が 使用 され ます 。 


(3) 単純 変数 


単純 変数 は 変数 名 を AA や B 1 の よう に 2 文字 (も あるいは それ 以上 ) で 指定 する 変数 で す 。 

この 変数 は 固定 変数 の よう に 使用 され る 場所 は 決ま っ て お ら ず 、 初 め て 使用 し た と き に メモ リ 内 (プロ グ 
ラム ・ デ ー タ エリ ア 内 ) に 自動 的 に 確保 され ます 。 

また 、 同 じ 変 数 名 で も 数 値 単 純 変数 と 文字 単純 変数 は 別々 に 確保 され る の で 、 た と えば AB と AB$ を 同 
時 に 使用 する こと も で きま す 。 


ロ 


4) 配列 変数 (一 次 元 配列 、 二 次 元 配列 ) 


数 学 な ど で 同 じ 性 質 の 複数 個 の デー タ を 表す と き 、 た と えば 
X。 X。 で が 。 
の よう に 、1 つの 変数 名 に 添字 を つけ て 表す 場合 が あり ます 。 
BASTC で も 同様 に 、1 つの 変数 名 に ( ) で 囲っ た 添字 を つけ て 、 次 の よう に 表す こと が で きま す 。 
X(0)、 XC80、X08) …" X(10) 
この よう に 添字 を つけ て 表す 変数 を 配列 変数 と 呼び ます 。 
配列 変数 を 使う と デー タ の 集計 な どの 作業 が し や すく な り ま す 。 
配列 変数 を 使用 する と き は 、 事 前 に D 1 M (ディ メン ジョ ン ) 命令 に よっ て 、 配 列 名 と その 大 き さ を 定義 
(宣言 ) し て お か な けれ ば な り ま せん 。( く わし く は 、BAS 1C の 各 命 令 の 説明 の D IM 命令 参照 ) 
D I M 命 令 で 定義 むす る こと に よっ て 、 そ の 大 き さ の 配列 変数 が メモ リ (プロ グラ ム ・ デ ー タ エリ ア ) 上 に 
確保 され ます 。 


【 一 次 元 配 列 】 
添字 が 1 個 ど だ け の も の を 一 次 元 配列 と いい ます 。 た と えば 、 
DIM X(5) 
を 実行 する と 、 次 の よう に 配列 名 X の 6 個 の 変数 (配列 要素 ) が 確保 され ます 。 


_X(0) | X(1) | X(2) | XG3) 0 爾 記 。 


H 


( 注 ) この 図 は 配列 が 横 に 並ん を で いる よう に 書い て いま す が 、 縦 に 並ん で いる と 考え て も 同じ で す 。 実際 
の 使い か た は 129 ペ ー ジ を 参照 し て くだ さい 。 
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【 二 次 元 配列 】 

本 機 は 添字 を 2 個 まで 使用 で きま す 。 浅 字 が 2 個 の も の を 二 次 元 配列 と いい ます 。 

一 交 元 配列 が 、 い うな れ ば 横 一 列 (また は 縦 一 列 ) の 配列 だ っ た の に 対し 、 二 次 元 配列 は 縦 と 横 の 配列 と 

いえ ます 。 下 の 図 は 、 
DIM X(3,5) 

と 定義 し た と き に 確保 され る 変数 (配列 要素 ) を 表し た も の で す 。24 個 の 変数 が 確保 され ます 。 
X⑥0 | XQ⑥1) | x ぃ 2 | xo ぃ ) | x0 る の | x ぃ 5) | 


【 文 字 配列 変数 】 
配列 変数 に も 文字 変数 が あり 、 配 列 名 に $ (ドル ) 記号 を つけ て 表し ます 。 


DIM Z$(9) DIM X1$(2。,1) 
DIM Y$(5, 4) X1$(9 , 1) ニ =! ヨコハマ! 
@ 文字 配列 変数 の 拡張 


文字 固定 変数 は 1 個 の 変数 に 最大 ? 文字 、 文 字 単純 変数 は 1 個 の 変数 に 最大 16 文 字 記憶 で きる 固定 長 の 変 
数 で し た が 、 文 字 配列 変数 は 1 255 文 字 の 範囲 で 、 任 意 に 変数 の 長 さ を 指定 で きま す 。 
DIM C$(9)*36 
C$(9 ) て C$(9 ) の 各 変 数 に は 、 そ れ ぞ れ 最 大 30 文 字 ま で 記憶 で きま す 。 
DIM N$(5, 4)*6 
N$(0 , 09) て CN$(5 , 4 ) の 各 変 数 に は 、 そ れ ぞ れ 最 大 6 文字 まで 記憶 で きま す 。 
この よう に 、D IM 文 に * 式 を つけ て 、 変 数 の 長 さ を 指定 し ます 。 
な お 、 長 さ を 指定 し な い (* 式 が な い ) と き は 自動 的 に 16 文 字 が 指定 され ます 。 


【 メ モリ の 構成 と 変数 】 

プロ グラ ム 、 単 純 変数 、 配 列 変数 が 記憶 され る 領域 を アロ グラ ム ・ デ ー タ エリ ア と 呼び ます 。 

プロ グラ ム は プロ グラ ム ・ デ ー タ エリ ア の 前 方 か ら 、 デ ー が Se NM 
プロ グラ ム の 長 さ に よっ て 変数 と し て 使え る 大 き さ が 変わ っ て きま す の で 注意 が 必要 で す 。 な お 、 固 定 
数 は デー タ 専 用 エリ ア と し て 別に 確保 され て いま す 。 


炊 に 、 各 変数 を 確保 する 場合 に 使用 する バイ ト 数 お よび プロ グラ ム の 各 命 令 な どの 占め る バイ ト 数 を 記し 
て お きま す の で 参考 に し て くだ さい 。 


変数 の 場合 

変 数 変数 の 名 前 デ ー タ 
数 値 単純 変数 
数 値 配列 変数 | 「 |?「[ 


文字 単純 変数 | 7 バイ ト | 16 バ イト 
文字 配列 変数 | 7 バイ ィ ト 」 指定 され た バイ ト 数 | 
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ゅ た と えば 、DIM B$(2 , 3)* 1 9 と 指定 し た 場合 は 、 次 の バイ ト 数 を 使用 し ます 。 
イィ バイ ト (変数 名 ) 十 10 バ イト (文字 数 ) ※ RSt1y ON4R9 環 127 バ イト に な り ま す 。 


全 令 の 場合 
構成 要素 | ライ ン ナ ン バ ー | 命令 文 、 関 数 | ( 記 )、 そ の 他 
人 9 ト 数 3 ペイ ト 2 バイ ト ーー 1 バイ ト 


@ た と えば 、 下 の プロ グラ ム 行 を 入力 し た 場合 、 次 の バイ ト 数 を 使用 し ます 。 
19 PRINT Ai !X 一 上 鉛 
3 バイト ( 行 番号 ) + 2 バイ ト (命令 文 ) 1 バイト ([ 殺 ) + 6 ベイト (その 他 1X6) 12 バ イト 
@$ プロ グラ ム ・ デ ー タ エリ ア の 残り の バイ ト 数 (フリ ー エ リア ) は F RE 命令 で 求め る こと が で きま す 。 
(くわ し く は 、BA SIC の 各 命 令 の 説明 の F RE 命令 を 参照 し て くだ さい 。) 


【 変 数 を クリ ア (消去 ) する に は 】 
①④① 個々 の 変数 の 内 容 を 消去 する に は 、 次 の よう に し ます 。 


ui トー) | 人 数 は 0 を 代 人 する と と に より 消去 し ます 。 
A$=!! 文字 変数 は !! を 代入 する こと に より 消去 し ます 。 
NM 


と で す 。 こ の 状態 を Null (ヌル ) と 呼び ます 。 
@ 変数 の 内 容 を 消 ま し て も フリ ー エ リア の 大 き さ は 変わ り ま せん 。 次 の CLEAR 命令 や ERASE 命 令 
を 実行 する と フリ ー エ リア は ふえ ます 。 
② CLEAR 命令 
すべ て の 変数 を 一 度 に 消去 する に は 、CLEAR 命 令 を 実行 し ます 。 
CLEAR 命令 の 一 般 形 は 次 の よう に な り ま す 。 


CLEAR 
この 命令 を 実行 する と 、 メ モリ 内 に 確保 され て いた 配列 変数 や 単純 変数 は 消 夫 さ れ 、 固 定 変数 の 内 容 も 消 
去 さ れ ま す 。 
@ この 命令 で ご は ブロ グラ ム は 消去 され ませ ん 。 配列 変数 や 単純 変数 を 消去 する こと に より 、 フ リー エリ ア 
が ふえ ます 。 


③ ERASE 命 令 

配列 変数 の み を 消去 し ます 。 

ERASE 命 令 の 一 般 形 は 次 の よう に な り ま す 。 

ERASE 配列 名 [, 配列 名 。…… 」 

この 命令 を 実行 する と 、 指 定 され た 配列 名 の 配列 変数 を 消去 し ます 。 な お 、 配 列 名 の 指定 で は 、 配 列 の 大 
き さ (BAS 1IC の 各 命令 の 説明 の D I M 命 令 参照 ) を 指定 する 必要 は あり ませ ん 。 


6. デバ ッ グ 


プロ グラ ム を 実行 し た と き に 、 何 か の 誤り で 迷走 し た り 思 わ ぬ 結果 が 出 た りす る と 、 プ ログ ラム リス ト を 
調べ て 誤り を 探し ます が 、 そ れ だ け で は な か な か 見 つけ に くい こと が あり 起ち 


157 第 4 章 BASIC 


計 五 
=」 


避 


中 


この よう な と き は 、 プ ログ ラム を 1 行 ず っ 実行 させ 、 そ の 経過 を た どり な が ら 誤 り を 探し て いく と 見 つけ 
や すく な り ま す 。 

ここ で は 、1 行 ず つ 経過 を た どり な が ら プ ログ ラム を 実行 する 方 法 に つい て 説明 し ます 。( こ の 方 法 を ト 
レー ス と いい ます 。 ま た 、 プ ログ ラム の 誤り を 探し 、 修 正す る こと を デバ ッ グ (中 取り) と いい ます 。) 


(1) デバッグ の し か た 


①R UN モー ド に し て くだ さい 。 ト レー ス に よる デバ ッ グ は RUN モ ー ド で 行い ます 。 

②TRON[ 林 と 押し て 、 ト レー スモ ー ド に し ます 。 

R UN (qa) と 押し て プロ グラ ム の 実行 を 開始 し ます 。 (最初 の 行 の 実行 が 終わ れ ば 、 実 行 し た 行 番号 を 
表示 し て 実行 が 停止 し ます 。) 

その後 は (W] を 押し ます 。(1 行 だ け 実 行 し て 停止 し ます 。) INPUTT 命 令 で の デー タ 入 力 は 、 通 常 の 
プロ グラ ム 実 行 と 同じ よう に (qa] を 押し ます 。 

⑥ プ ログ ラム の 実行 順序 の 確認 や 、 各 行 ( 各 テ イン ) 実行 後 の 変 数 の 内 容 確認 な ど を 行い な が ら ト レー ス 
を 進め 、 プ ログ ラム が 正しく 実行 され て いる か どう か チェ ッ ク し ます 。 

正しく 実行 され な いと き は 、 そ の 原因 を 探し て 修正 し ます 。 

⑯ デ バッグ が 終了 すれ ば 、TROFF [名] と 押し て トレ ー ス モー ド を 解除 し ます 。 


次 に 簡単 な 例 を 示し ます 。 


(人 例 ) 10 INPUT !A=!:A, !B=!:B 
29 C=A*2 
36 D=B*3 
4 PR1INT *YC ニ Cr iD=*5pD 
59 END 
[キー 操作 ] RUN モ ー ド 
TRON( 殺 
人 了 | INPUT 命 令 実行 
8 ( 旨 (デー タ 入 力 ) 。 B=_ 人 
9 (デー タ 入 力 ) 1 9 : デ 10 行 終了 
4 2 6: ぞ 20 行 終了 
(W」 9 療 80 行 終了 
W」 C=16. D=27. PRINT 命令 実 行 
4 0 : < 40 行 終了 
4 実行 終了 (プロ ンプ ト 表 示 ) 
トレ ー ス 中 で 行 番号 を 表示 し て いる と き は 、 マ ニュ アル 操作 で 変数 の 内 容 を 呼び 出し 、 予定 し た 値 に な っ 
て いる か どう か チェ ッ ク で きま す 。 
この と き 【4) を 押せ ば 、 押 し て いる 間 、 止 まっ て いる 行 の 内 容 を 表示 し ます 。( (4] を 押し て 離し た と き 


は プロ ンプ ト 記 号 (>) が 表示 され ます が 、(〔W) で 続け て 実行 で きま す 。) 

き ) を 押し た まま に する と 、 連 続 的 に トレ ー ス が 実行 され ます 。 

$ トレ ー ス 中 に 、LOCATE 命 令 で 指定 され た 画面 の 位置 に 結果 な ど が 表示 され た 場合 、 次 の 行 番号 は 、 
結果 な ど が 表示 され た 行 の 次 の 行か ら 表 示さ れ ま す 。(LOCATE に つい て は 、BA SIC の 各 命令 
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の 説明 を 参照) 
@e LOCATE 命 令 で 表示 開始 位置 が 指定 され て いる と き に 、 マ ニュ アル 操作 で 変数 の 呼び 出し や 計算 な 
ど を 行う と 、 表 示 開 始 位置 の 指定 は 解除 され ます 。 
( 注 ) トレ ー ス モー ド は 、TROFF と 押す か 、 [SHIFT) + (CA) (また は (2nd 昌 (CAJ ) と 押す 、 ま た 
は 電源 を 切る か 、 オ ー ト パワ ー オ フ (自動 節電 機能 ) で 電源 が 切れ る まで 設定 状態 が 保持 され ます 。 


(2) プロ グラ ム の 途中 で 実行 を 停止 させ て チェ ッ ク す る 場合 


トレ ー ス モー ド を 設定 し な い 場 合 で も 、 プ ログ ラム の 実行 を 停止 させ た い 位置 に STOP 命 令 を 書い て お 
け ば 、STOP 命 令 を 実行 し た 時 点 で ブ プレー ク メ ッ セー ジ (BREAK IN 行 番号 ) を 表示 し て 、 プ 
ログ ラム の 実行 が 停止 し ます 。 
この と き 、 
① マ ニュ アル 操作 で 変数 の 内 容 を チェ ッ ク す る 。 
② 続 いて (WW の 操作 で 、 以 降 の 行 を 1 行 ず つっ トレ ー ス する 。 
な どの 操作 で デバ ッ グ を 行い ます 。 その 後 、 通 常 の 実行 状態 に 戻す と き は 
CONT (名 
と 押し ます 。 6 
@ 通常 の プロ グラ ム 実 行 中 に 〔ON] を 押す と 、 現 在 実行 し て いる 行 の 終わ り で 実行 を 停止 し 、 プ レー ク メ ッ 
セー ジ を 表示 し ます 。 こ の と きも 前 記 と 同様 の 操作 を 行う こと が で きま す 。 
な お 、 プ レー ク 状 態 (停止 状態 ) の と き に 〔4] を 押せ ば 、 押 し て いる 間 停 止 し て いる プロ グラ ム 行 が 表 
示さ れ ま す 。 


7. プロ グラ ム の ファ イル 


本 機 は 、 プ ログ ラム を ファ イル と し て 内 部 メモ リ に 保存 し て お く こ と が で きま す 。 
メモ リ の 一 部 を プロ グラ ム ・ デ ー タ エリ ア と 切り 離し て 、 プ ログ ラム ファ イル エリ ア と し て 確保 し 、 こ の 
エリ ア に プロ グラ ム を 保存 し ます 。 
本 機 で 実行 で きる プロ グラ ム は 、 プ ログ ラム ・ デ ー タ エリ ア に 入っ て いる プロ グラ ム で す 。 プ ログ ラム ファ 
イル エリ ア の プロ グラ ム を 実行 し た いと き は 、 プ ログ ラム ファ イル エリ ア か ら プ ログ ラム ・ デ ー タ エリ ア 
に 呼び 出し て か ら 実 行 し ます 。 
ここ で は 、BASIC プ ログ ラム の ファ イル の し か た に つい て 説明 し ます 。 
( 注 ) WBASIC プ ログ ラム だ け で は な く 、 テ キス ト の ファ イル も あり ます 。 TEX 和 エモ ー ド の 説明 も 
参照 し て くだ さい 。 
@ プロ グラ ム を 記憶 する プロ グラ ム フ ァ イル エリ ア と 、 デ ー タ を 記憶 する ラム デー タフ ァイル エリ 
ア (シー ケン シャ ル デ ー タ ) が あり ます 。 こ れ ら は それ ぞ れ 独立 し て 確保 され ます 。 な お 、 ラ ム 
デー タフ ァイル エリ ア に つい て は 、 次 項 の 「8. デー タ の ファ イル 」 を 参照 し て くだ さい 。 
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(1) ファ イル に 関す る 命令 


ファ イル に 関す る 命令 を 簡単 に 説明 し ます 。 く わし く は 、BAS TIC の 各 命 令 の 説明 を 参照 し て くだ さい 。 


(命令 〉 〈 機 能 〉 

FILES 登録 され て いる ファ イル の ファ イル 名 を 表示 し ます 。 

LFILES 登録 され て いる ファ イル の ファ イル 名 を プリ ンタ で 印字 し ます 。 

KILL ファ イル を 消去 し ます 。 

LOAD BASIC プ ログ ラム を プロ グラ ム フ ァ イル エリ ア か ら プ ログ ラム ・ デ ー タ エリ ア に 呼 
び 出 し ます 。 

SAVE プロ グラ ム ・ デ ー タ エリ ア 内 の BASIC プ ログ ラム を プロ グラ ム フ ァ イル エリ ア に 保 


存 (登録 ) し ます 。 


@ ファ イル 名 
KILL、LOAD、SAVE 命 令 を 実行 する と き は ファ イル 名 を 指定 する 必要 が あり ます 。 フ ァイル 名 
は ファ イル の 見 出し の よう な も の で す 。 
ファ イル 名 は 最大 8 文字 で 構成 され 、 次 の 文字 が 使用 で きま す 。 

の 。 みや る 。 0 や の 。 お) 員 。 只 、 負 、 | 。 KS うー。 の 、 人 ) 。 、。” 、 が 必 が か 
また 、 フ ァイル 名 に は 拡張 子 を つけ る こと が で きま す 。 拡張 子 は ファ イル の 種類 を 区 別 す る た め な ど に 利 
用 し ます 。 拡 張子 は ピリ オド と 3 文字 以内 の 文字 で 構成 され 、 フ ァイル 名 の 直後 に つけ ます 。 使用 で きる 
文字 は 、 フ ァイル 名 と 同じ も の で す 。( ス ペー ス は 使用 で きま せん 。) 
な お 、 拡 張子 を 省略 する と 自動 的 に 「. BAS」 が 指定 され ます 。 
@ ファ イル 名 の 完全 な 記述 は 次 の 形式 に な り ま す 。 

! フ ァイル 名 . 拡張 子 ! 


(2) プロ グラ ム の 登録 (保存 ) (SAVE 命令 


プロ グラ ム 作 成 後 、 を その プロ グラ ム を 登録 する 場合 は 、RUN モ ー ド また は PRO モ ー ド で 次 の 操作 を 行 
いま す 。 
(人 例 > SAVE!TEST! (名 


1 ラテ ァイル 名 


ファ イル と し て 登録 する 場合 、 必 ず フ ァイル 名 が 必要 で す 。 フ ァイル 名 に は 、 拡 張子 を つけ る こと が で き 
ます e 

この 例 で は 拡張 子 を 省略 し て いま す が 、 省 略す る と ". BAS” が 自動 的 に つけ られ ます 。 

な お 、 プ ログ ラム ファ イル エリ ア は SAVE 命 令 で プロ グラ ム を 登録 し た と き 、 自 動 的 に 必要 な 大 き さ が 
確保 され ます 。 た だ し 、 メ モリ の 残り が 少な く 、 必 要 な 大 き さ が 確保 で き な い と き は エラ ー60 に な り ま す 。 


(3) ファ イル の 登録 の 確認 (FILES、LFILES 命 令 


プロ グラ ム を 登録 し た 場合 FILES ま た は LFILES 命 令 で 確認 が で きま す 。 
< 人 例 > FILES( 殺 
と 操作 すれ ば 、 登 録 さ れ て いる ファ イル 名 が 画面 に 表示 され ます 。 


第 4 章 BAS1IC 言 語 160 


登録 され て いる ファ イル が 多い 
す と き は (4〕 を 押し ます 。 

< 例 > LFILES( 負 ) 
と 操作 すれ ば 、 登 録 さ れ て いる ファ イル 名 が 印字 され ます 。( た だ し 、 プ リン タ CE-126P が 接続 され て 
いる と きのみ 有効 で す 。) 


合 は W) を 押し て いく こと に より 、 画 面 に 呼び 出す と と が で きま す 。 戻 


(4) プロ グラ ム の 呼び 出し (LOAD 命令 


登録 し た プロ グラ ム は 次 の 操作 で 呼び 出す こと が で きま す 。 

(人 例 〉) LOAD!TEST! (名 
この 場合 、 フ ァイル 名 が “TEST. BAS” の ファ イル 内 容 (プロ グラ ム ) が 呼び 出さ れ ま す 。 
登録 し た と き に 拡張 子 を つけ た と き は 、 拡 張子 まで 完全 に 入力 し て くだ さい 。 た だ し 、 拡 張子 が 
". BAS” の 場合 は 拡張 子 を 省略 で きま す 。 
FILES 命 令 で 呼び 出し た 後 、 フ ァイル 名 を 選ん で 呼び 出す こと も で きま す 。 


〈 例 >) FILES ファ イル 名 を 表示 させ ます 。 
(W)…(W) 画面 の ファ イル 名 の 前 に ある 矢印 ( ほ ) を 、 呼 び 出 し た い フ ァイル 名 
(4)…(4) | に 移し ます 。 
(SHED+(M 矢印 ( ほ ) で 示し た ファ イル の 内 容 (アプ ログラム) が 、 プ ログ ラム ・ 


デー タ エ リ ア に 呼び 出さ れ ま す 。 
[mm = 
拡張 子 を つけ で 登録 する 場合 、 拡 張子 に は ". TXT” を 使用 し な いで くだ さい 。 “". TXT' 
を 使用 する と 、 テ キス ト プ ロ グラ ム の ファ イル と 区 別 が つか な く な り ま す 。 (177 ペ ー ジ 参照 ) 


人 2202RGERH4e2e2G3622222C30 る os らら 


(5) 記録 され て いる ファ イル の 消去 (KILL 命令 


ファ イル を 消去 する と き は 、 次 の 操作 を 行い ます 。 
< 人 例 〉 KILLITEST. BAS! ( 殺 
この 場合 、 “TEST. BAS"” と いう ファ イル が 消去 され ます 。 
K I LL 命 令 で は 、 記 録 さ れ て いる ファ イル 名 の と お り に 、 フ ァイル 名 を 拡張 子 ま で 入力 し て くだ さい 
た だ し 、 拡 張子 が ". BAS" の 場合 は 拡張 子 を 省略 で きま す 。 
な お 、TEXT エ モー ド で 消去 する 方 法 も あり ます 。( 第 5 章 を 参照 ) 


| 8. デー タ の ファ イル 


本 機 は 、 デ ー タ を シー ケン シャ ルフ ァイル と し て 内 部 メモ リ に 保存 し て お く こ と が で きま す 。 こ の 人 錠 域 を 
ラム デー タフ ァイル エリ ア と 呼び ます 。 

ラム デー タフ ァイル エリ ア は 、 あ ら か じ め INTITT 命 令 で ファ イル の 大 き さ を 確保 し て お か な けれ ば な り 
ませ ん 。 ラ ム デ ー タ ファ イル の 使い か た に つい て は 、「 第 5 章 2. 9 ラム デー タフ ァイル 」 を 参照 し 
て くだ さい 。 
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ラム デー タフ ァイル の デー タ は プロ グラ ム ・ デ ー タ エリ ア 内 の プロ グラ ム (BAS 1IC プ ログ ラム ) で 、 
人 出力 (書き 込み や 読み 出し ) が で きま す 。 ま た 、 テ キス ト エ リア と の 間 で ファ イル の 相互 転送 も で きま 
朱 も 


9 . 別 の ポケ コン へ の 記録 、 読 み 込み 


EA-129C (ポケ コン 接続 ケー ブル ) と も う 1 台 の PC-G850V S を お 持ち の 場合 は 、 プ ログ ラム を 別 の 
ポケ コン に 記録 し た り 、 読 み 込ん だ り で きま す 。 こ こ で は 、 プ ログ ラム を 別 の ポケ コン に 記録 する 、 あ る 
) は 別 の ポケ コン か ら 読 み 込む 場合 の 操作 方 法 に つい て 説明 し ます 。 


(1) ポケ コン 間 通 EE 命令 


ポケ コン 間 通 信 に 関す る 命令 を 簡単 に 述べ ます 。 く わし く は 個々 の 命令 の 説明 を 参照 し て くだ さい 。 
(命令 〉 〈 機 能 
BLOAD 別 の ポケ コン に 記録 きれ て いる BASIC プ ログ ラム を 読み 込み ます 。 


BLOAD ? 別 の ポケ コン に 記録 きれ て いる BAS TIC プ ログ ラム と 計算 機内 の BASIC プ ログ ラ 
ム の 照合 を 行い ます 。 

BLOAD M 別 の ポケ コン に 記録 され て いる 機械 語 プ ログ ラム を 読み 込み ます 。 

BSAVE 計算 機内 の BASIC プ ログ ラム を 別 の ポケ コン に 記録 し ます 。 

BSAVE M 計算 機内 の 機械 語 プ ログ ラム を 別 の ポケ コン に 記録 し ます 。 


(2) 準 備 


本 機 、E A-129C、 も う 1 台 の ポケ コン を 、 そ れ ぞ れ を 接続 し て くだ さい 。 接続 する と き は 両方 の ポケ コ 
ン と も 電源 を 切っ て か ら 行 っ て くだ さい 。 
な お 、EA-129C は 両方 の ポケ コン の 左 の 周辺 機器 接続 端子 (11 ピ ン ) に 接続 し ます 。 


(3 別 の ポケ コン へ の 記録 方 法 


① 本 機 に BASIC プ ログ ラム を 入れ ます 。 
⑱@ 別 の ポケ コン で 読み 込み 命令 を 入力 し 実行 し ます 。 
< 例 ) RUN モ ー ド (また は PRO モ ー ド ) を 指定 
BLOAD[〔 句 
③⑧ 本 機 で 記録 命令 を 入力 し 実行 し ます 。 
< 例 ) RUN モ ー ド (また は PRO モ ー ド ) を 指定 
BSAVE( 
谷 ま る と 別 の ポケ コン 画面 の 下 の 行 の 右端 杵 に -* マー ク が 表示 され ます 。 
が 終了 する と 、 プ ロン プ ト 記 号 が 表示 され ます 。 続い て 次 項 の 方 法 で "照合" を 行っ て くだ さい 。 


人 
きま 
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⑭ 本 機内 と 別 の ポケ コン の B A S 1 C プ ログ ラム の 照合 
BASIC プ ログ ラム を 別 の ポケ コン に 記録 し た 後 、 ま ちがい な く 記 録 さ れ た か どう か 照合 し て 確認 し ま 
す 。 
① 本 機 で 照合 命令 を 入力 し 実行 し ます 。 
〈 例 〉 RUN モ ー ド (また は PRO モ ー ド ) を 指定 
BLOAD?[〔 殺 
② 別 の ボケ コン で 記録 命令 を 入力 し 実行 し ます 。 
〈 例 〉 RUN モ ー ド (また は PRO モ ー ド ) を 指定 
BSAVE[ 殺 
@e BASIC プ ログ ラム が 見 つか り 、 妥 合 が 始ま る と 本 機 画面 の 下 の 行 の 右端 桁 に * マー ク が 表示 され ま 
す 。 
⑧ 両 方 の 内 容 が すべ て 一 致し て いれ ば 実行 を 終了 し 、 プ ロン プ ト 記 号 が 表示 され ます 。 
も し 、 エ ラー82 に な っ た 場合 は 、 も う 一 度 最初 か ら 膨 合 を 行っ て くだ さい 。 
それ で も な お 、 エ ラー に な る 場合 は 、 も う 一 度 “記録 " か ら 行 っ て くだ さい 。 


(5) 別 の ポケ コン か ら の 読み 込み 


SM 
合 の 場合 と 同じ 手順 で 行っ て くだ さ 
読み 込み 命令 : BLOAD 
< 例 〉 BLOAD【 殺 
も し 、 読 み 込み 途中 で エラ ー80 に な っ た 場合 は 、 も う 一 度 最初 か ら 読 み 込 み を 行っ て くだ さい 。 
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合 命令 を 読み 込み 命令 に か えて 、 


10. プロ グラ ム の 実行 開始 方 法 と ラベ ル に つい て 
(1) プロ グラ ム の 実行 開始 方 法 


プロ グラ ム の 実行 開始 方 法 に は 次 の 方 法 が あり ます 。 


RUN 命 令 に よる も の 


RUN(…………… プロ グラ ム の 先頭 か ら 実行 開始 
RUN 行 番号 ( 机 …… 指 定 し た 行 番 号 か ら 実 行 開始 
RUN ラベ ル 【 役 …… 指定 し た ラベ ル が 書か れ て いる 行か ら 実行 開始 
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GOTO 命 令 に よる も の 


GOTO 行 番号 (名) … 指 定 し た 行 番号 か ら 実 行 開始 

GOTO ラベ ル [) … 指 定 し た ラベ ル が 書か れ て いる 行か ら 実 行 開始 

ラベ ル は 、!! (ダブ ルク ォ ー テ ーション ) で 前 後 を 囲う か 、* (アス タリ スク ) を 前 に つけ て 指定 し 
ます 。 (くわ しく は 、 次 の 「 ラ ベル に つい て 」 の 項 参 照 ) 


< 例 > RUN!AB 
GOTO*AB 


これ ら の 開始 方 法 に より 、 状 態 の 解除 や 変数 の 消去 な ど に 違い が あり ます 。 


R UN 命令 に よる 実行 


GOTO 命 令 に よる 実行 


・ ウ ェ イ ト (WAIT) 指定 一 0 に 設定 

・ 表 示 フ ォ ー マ ッ ト (USING) 指 定 一 解除 

・ 配 列 変数 (D I M 指 定 )、 単 純 変数 一 消去 

・READ 文 に 対す る DATA … 初期 化す る 

・LINE、GCURSOR の 位置 指定 
ー 初期 化す る 

・PRINT=LPRINT の 指定 一 解除 

・ す べ て の ファ イル 一 閉じ る 

・ パ ラ レ ル ポー ト = 閉じ る 

・ 固 定 変 数 の 内 容 一 保持 

・ ト レー スモ ー ド (TRON) 設定 一 保持 


・ ウ ェ エイ ト (WAIT) 指定 一 保持 
・ 表 示 フ ォ ー マ ッ ト (USING) 指 定 一 保持 
・ 配 列 変数 (D I M 指 定 )、 単 純 変数 一 保持 
・READ 文 に 対す る DATA … 初期 化し な い 
・LINE、GCURSOR の 位置 指定 

ー 初期 化し な い 
・PRINT=LPRINT の 指定 一 保持 
・ す べ て の ファ イル 一 閉じ な い 
・ パ パラレル ポー ト = 閉じ な い 
・ 固 定 変数 の 内 容 一 保持 
・ ト レー スモ ー ド (TRON) 設定 一 保持 
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( 注 ) プロ グラ ム を RUN 命 令 で 実行 し た と き 、 配 列 変数 や 単純 変数 は 消去 され ます 。 デー タ を 残し て お 
きた いと き は 、GOTO 命 令 で 実行 を 開始 し て くだ さい 。 


(2) ラベ ルル つい で て 


次 の 例 の よう に 、 ラ ベル は プロ グラ ム の 行 の 先頭 ( 行 番号 の 次 ) に 見 出し と し て 書い て お くも の で す 。 
OTO や GOSUB、THEN な どの ジャ ンプ 先 と し て ラベ ル を 指定 すれ ば 、 実行 時 に 指定 し た ラベ ル を 


探し て 、 そ こ へ ジャ ンプ し ます 。 
例 > 19 JAB!:INPUT 


oo 
: 人 ラベ ル AB 
59 *CDE:CLEAR 


本 
6 ー ラ ベル CDE 
100 IF 


THEN"AB! < ラベ ル AB へ ジャ ンプ 


159 GOTO *CDE で ラベ ル CDE へ ジャ ンプ 


また 、 プ ログ ラム 実行 開始 命令 で ある RUN や GOTO 命 令 で 指定 すれ ば 、 指 定 し た ラベ ル の ある 行か ら 
プロ グラ ム を 実行 で きま す 。 た と えば 、 便 用 で きる 行 番号 の 範囲 内 で 複数 の アロ グラ ム の 先頭 に ラベ ル を 


つけ て 本 機 に 書き 込ん で お き 、 ラ ベル を 指定 し て 実行 を 開始 すれ ば 、 必 要 な プロ グラ ム を 実行 で きま す 。 
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! ! で 囲ん だ ラベ ル お よび ラベ ル 指 定 で 使用 で きる 文字 
!! で 囲ん だ ラベ ル に は 、 英 字 、 数 字 、 カ タカ ナ 、 記 号 な ど が 使用 で きま す 。 
《 例 > !ABCDE! 
!X 1 9 Il 
WM サブ ルー チン ! 


* を 用 いる ラベ ル お よび ラベ ル 指 定 で 使用 で きる 文字 
* 記 号 を 先頭 に つけ る ラベ ル に は 、 英 字 か 、 英 字 と それ に 続く 数字 が 使用 で きま す 。 
〈 例 > *STARTT 
*S123 


@ ラベ ル は 必ず 英文 字 で 始ま っ て いな けれ ば な り ま せん 。 
@ 英字 の 小文字 は 大 文字 に 変換 され ます 。 

@ 予約 語 の スペ ル で 始ま る 文字 列 は 使用 で きま せん 。 

@ カ タカ ナ や 記号 は 使用 で きま せん 。 


本 機 で は !! で 囲ん だ ラベ ル と 、* を 用 いる ラベ ル を 混合 し て 使う こと が で きま す が 、 1 つの プロ グラ ム 
の 中 で は 、 ど ちら か に 統一 され る こと を お 勧め し ます 。 
な お 、* を 用 いる ラベ ル は 多く の パソ コン で も 用 いら れ て いま す 。 


n 進 演算 機能 


n 進 演算 機能 で は 、10 進 、 2 進 、16 進 に つい て 、 そ れ ぞ れ の 変換 ( 
で きま す 。 (符号 付 き 15 ビ ッ ト の 演算 ) 

n 進 演算 機能 は 、R OM 内 に 格納 し て いる n 進 演算 の BAS 1C プ ログ ラム を プロ グラ ム ・ デ ー タ エリ ア 
に 呼び 出し て 使用 し ます 。 

呼び 出し た プロ グラ ム は PRO モ ー ド で 変更 する こと も で きま す 。 


数 変換 )、 補 数 変換 、 お よび 計算 が 


【 プ ログ ラム の スタ ー ト 】 
RUN モ ー ド で [SHIFT) + [BASE-n) と 押し て くだ さい 。 
プロ グラ ム が 呼び 出さ れ 、 同 時 に プロ グラ ム が スタ ネ ポポ * ま 素 床 n ロ シン エン サン まま 玉 玉 キネ 


ー ト し て 、 右 の 画面 (初期 画面 ) に な り ます 。 和志 


て [4) を 押し て 、 そ れ ぞ れ の 機能 を 選び ます 。 


SHIFT] 二 と 押し た と き に 、BASIC 
プロ グラ ム エ リ ア に プロ グラ ム が ある 場合 は 、 右 の 
よう に 表示 され ます 。 


AS1C DELETE OK7 【(Y) 
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n 進 演算 を 実行 し た いと き は 、BAS 1IC プ ログ ラム を 消去 し な けれ ば な り ま せん 。 


BASTIC プ ログ ラム を 消去 する と き は (Y] を 押し ます 。164 ペ ー ジ の 初期 画面 


消し た く な いと 


と 実行 で きま せん 。 ま た 、 実 行 時 に 変数 と し て 167 バ イト 使 


き は (CLS) な ど 以外 の キー を 押し て くだ さい 。 
( 注 )  n 進 演算 プロ グラ ム は 、2794 バ イト の 大 き さ が あり ます の で 、 空 き エ リア が 2794 バ イト 以上 な い 


に な り ま す 。 


RUN モ ー ド に な り ま す 。 


し ます 。 


プロ グラ ム を 消去 し て も 空き エリ ア (2794 バ イト 必要 ) が 不足 する よう な と き は 、 前 記 操 作 で 
押し て も 、 プ ログ ラム の 消去 を 行わ ず に RUN モ ー ド に な り ま す 。 
プロ グラ ム は 存在 し な い が 空 き エ リア が 足り な い (デー タ が 多い ) と きも 、[SHIFT] + (BASE-n] と 


YJ を 


押し て 
な お 、 


も 何 も 実行 せ すず に RUN モ ー ド に な り ま す 。 


実行 時 に 変数 が 確保 で き な い (167 バ イト 必要 ) と エラ ー60 に な り ま す 。 


この よう な 場合 は 、 変 数 を 消 示し た り 、TEXT プ ログ ラム を 消去 し た り し て 、2961 (2794+ 


167) > 


バイ ト 以 上 空け て くだ さい 。 


@ [SHIFT] 寺 と 押す と 、WA1 丁 指定 、US ING 指 定 、 ト 


解除 され 


ROM と は 
な どの ソフ 


し の の の の の の の の 


ます 。 


ー ス モー ド (TRON) は 


所 朱 洛 ア ss%%x _ROM に つい て まち 朱 朱 朱 入 朱 朱 各 朱 各 抽 入 朱 各 入 和 抽 系 朱 朱 各 抽 各 反 


回 
還 
Read Only Memory の こと で 、 読 み 出 し 専用 の メモ リ で す 。 関 数 や BASIC ま \ 
| 
回 
加 


トウ ェ ア が 格納 され て いる と ころ で す 。 


キキ ミイ エエ イキ イキ イキ エエ テイ キ エキ キキ キキ キキ イキ キキ ッテキ キキ キキ テキ イミ スズ ママ キス イズ キキ キキ キキ キキ キキ キキ キキ キキ すす 


プロ グラ ム の 実行 を 中 止 す る と き は 、 [BREAK] を 押し ます 。 再度 、 最 初 か ら ス ター ト す る と き は RUN 命 


令 で 実行 を 開始 し て くだ さい 。 中 と 操作 する と 、 呼 び 出 され て いる n 進 演算 プロ グラ ム 


を 消去 し て 、 再 


度 呼 び 出 すこ と に な り ま す 。 


な お 、n 進 演算 の プロ グラ ム は 、 約 5 分 間 キ ー 操 作 を し な いと 自動 的 に 実行 を 中 止 し て 、 プ ロン プ ト 記 号 
(>) を 表示 し ます 。 


【 プ ログ ラム の 
1. 概要 


使い か た 】 


初期 画面 で は 、[1) 一 (4) で 、 入 力 、 変 換 、 補 数 、 計 算 の 4 つの 機能 を 選ぶ こと が で きま す 。 


1 : 入力 …… 


変換 や 計算 の 元 に な る 数 値 を 入れ ます 。 


2 : 変換 …… 表 示し て いる 数 値 を 次 の 順番 で 変換 し ます 。 ま た 、 何 進数 (10 進 、16 進 、 2 進 の いずれ か ) 


有数 PD 


ご い 
に 1 間 ー 


で 入力 や 計算 を 行う か も 指定 し ます 。 
10 進 数 6 進数 2 進数 
表示 し て いる 数 値 の 結果 の 補 数 を 求め ます 。 


10 進 数 … 


10 進 、16 進 、 2 進 の 四則 計算 (キー* ン ) と 、 論 理 計算 (AND、OR、NOT、XOR) 


が で きま す 。 


この プロ グラ ム で 扱え る 数 値 は それ ぞ れ 、 次 の よう に な り ま す 。 


2 進 …… 


17 桁 以上 入力 し た と き は 、 先 頭 か ら 16 桁 が 有効 に な り ま す 。 ま た 、 計 算 結果 が 16 桁 を 超え 


る 場合 は 、 超 えた 分 、 上 位 桁 が 切り 捨て ら 4 


0 一 FFFF の 16 進 数 値 08999CFFFF は 負数 ) 


ます 。 


第 4 章 BAS1C 言 語 166 


5 桁 以 上 の 16 進 数 値 を 入力 し た 場合 は 、 後 ろ 4 桁 が 有効 に な り ま す 。 計算 結果 が 4 桁 を 超 


える 場合 は 、 超 えた 分 、 上 位 桁 が 切り 捨て られ ます 。 


10 進 …… ー32768<32767 の 10 進 数 値 


10 進 数 は 、 内 部 で 16 進 数 に 変換 され て 処理 され ます 。 し た が っ て 、16 進 数 に 変換 され た と 


き に 、 上 記 の 16 進 数 の 範囲 に な る 値 を 扱い ます 。 


[補足 
・ 変 換 結 果 な ど を 表示 し て いる と き に を 


す と 、 表 示し て いる 進数 で の 入力 画面 に な り ま す 。 


・ 入 力 し た 内 容 が 、 そ の と き に 処 理 ま た は 計算 で き な い 値 や 数 字 、 文 字 、 桁 数 の と き は 、ERRO 


R を 表示 し た 後 、 入 力 待 ちの 状態 に 戻り ます 。 

・16 進 数 の AF は 英文 字 の キー で 入力 し ます 。 

2. 実行 例 

プロ グラ ム を 実行 させ て 、 初 期 画面 に し て くだ さい 。 
《 例 1 


10 進 数 の 1230 を 16 進 数 お よび 2 進数 に 変換 し ます 。 
“入力 "を 選び ます 。 
(1 


まま 米 涼 末 ロロ ジン エン サン * 玉 玉 玉 素 
1 ニュ ウリ ョ ク 入 投信 
3 : ホ スウ 4 :・ ケ イサ ン 

[1 9 シン ] =_ 


10 進 数 の 入力 待ち に な り ま す 。 
(初期 画面 の と き は 10 進 数 の モー ド に な っ て いま す 。) 


1230 を 入力 し ます 。 
1239 


1 : ニュウ リョ ク こみ カジ 
3 : ホス ウ 4 3 ケイ ザン 
[ 19 シン] = 1238 


" 裕 換 "を 選び ます 。 


ドド 玉 mn シン エン サン ※ 玉 玉 米 米 
1 ニュ ウリ ョ ク 2 1 へ ツジ ツ カ ン ジン 
3 : ホス ウ 4 : ケ イサ ン 
[1 6 シン ] = 94CE 
16 進 数 に 変換 され ます 。 
も う 一 度 "変換" を 選び ます 。 * キ キネ ネネ ロロ シン エン サ ン キネ * ま キキ 
2) 1 : ニュウ リョ ク あき の の 
3 : ホ スウ 4 で 本 イイ 其 約 
[ 2 シン ] = ニ 9999919911961118 


2 進数 に 変換 され ます 。 


も う 一 度 “変換 " を 選ぶ と 10 進 数 に 戻り ます 。 


《 例 2〉 


16 進 数 1 2 C ? の 補 数 を 求め ます 。 
"変換 " に より 、16 進 を 選び ます 。 


* ま まま ネ まま mm シン エン サン キネ ネネ ※ ギ 
1 ニュ ウリ ョ ク 2 3 ヘル カジ 
3 : ホ スウ 4 : ケ イサ ン 

[1 6 シッ ] = 84CE 
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1 2 C7 を 入力 し ます 。 hm 妥 剖 六 入間 天 季 幸 | 実行 し ます 。 | 才 叶 味 味 n 諸 紀 半球 球 江 人 
(入力 を 選び ます ) 2 9We pul 2 Ci 

12C7( 殺 に こ e | 
[1] を 押し て “入力” を 選ぶ こと を 忘れ な いよ う 人 の NE _ 9 FE 7 9 が 求 ま り ます 。 cc UL 
に し て くだ さい 。 ーー 
天 染 井 東 東條 ジジ エエ ジ ザ " 輝 尼 需 所 涼 
数 を 求め ます 。 IE 1 本 ee 4 - 
本 ei 16 進 数 1 E 9 1 から 10 進 数 の 96 を 引き 、 結 果 を 16 CT ま の ェ ン ポン arear 
昌 人 で 求 の ます Tel 絆 けら 
ー ー 1E 9 1 を 入力 し て 、10 進 数 に 変換 し ます 。 オニ 9 
も う 一 度 、[3] を 押し て 補 数 変換 を すれ ば 、ED 3 9 が 1 2 C 7 に 戻り ます 。(ED39 と 12C7 は お (2 (16 進 に し ます ) 
互い に 補 数 の 関係 で す 。) (1E9 1(qq 回 
で 参 考 で と で も で も で も で も シ で で も そこ も で も で で で: で も で に シ で こと で も で で も で で こも で くも で で くも で こも で こも で シフ 
ここ で いう 補 数 は 、 2 進数 に お いて は 2 の 袖 数 、16 進 数 に お いて は 16 の 補 数 で す (基数 に 対す る 計算 を し ます 。 w 加 束 束 的 の ま ジ サジ 球 玉 近 
補 数 )。10 進 数 に お いて は 、 待 号 を 反転 きせ て 補 数 と し て いま す 。 叫 ) 9 6 ( 殺 き 中 ョ ク WM 
この 場合 の 補 数 の 関係 は 、 互 い を 加え る と 0 に な る 関係 で す (た だ し 、 最 上 位 桁 に 生じ る 桁 上 げ “計算 ” を 選ぶ (4] の 操作 は 省略 し て いま す 。 本 し 
は 無視 する も の と する )。 ) 
た と えば 、1 2C7H と ED3 9 日 を 加え る と 1909909H に な り ま す 。 こ の と き 、 最 上 位 桁 の 6 上 ーー 
1 を 無視 する と 9 0 0 9 日 に な り ま す 。(H は 16 進 数 を 示す 記号 ) 1 し * イ イッ イ mn シン キン サー シー キャ キャ キネ 
cec ce Vc cw cec Mc cocco eeewc ee 2c ec ecc ec cecw eco wo WS 1 拓 YA Yiwf ト * 
< 例 3〉 [3 夫 義 居 ] 呈 1DA1 
ョ 公田 生 的 w 。 Fe 
PO (論理 積 ) を の 遇 仁和 あ 参 才 5 0 
16 進 を 選び 、3E7C を 入力 し ます 。 0 Pe 次 の ファ イル 名 で プロ グラ ム を プロ グラ ム フ ァ イル エリ ア に 登録 し て お け ば 、〔SHIFTT (BASE-nl 
(2 ) (16 進 に し ます ) の 操作 で 、 呼 び 出 し 、 実行 が で きま す 。 
8E7C( 名 “BASE_ N.BAS" ( 注 ) _ は アン ダー ライ ン で す 。 
に に プロ グラ ム フ ァ イル エリ ア に この ファ イル 名 の プロ グラ ム が ある と 、 内 部 の n 進 演算 プロ グラ ム 
1 SR すす ュ mw kfr4a4 は 呼び 出さ れ ませ ん 。 
8 NN MA し た が っ て 、n 進 演算 プロ グラ ム を 変更 し て 使用 する と き は 、 こ の ファ イル 名 で 変更 し た プロ グ 
[16 シン] 38E7C ラム を 登録 し て お け ば 、 元 の プロ グラ ム と 同じ よう に [SHIFT) + (BASE-n) と 押し て 呼び 出し 、 
Ph ッッ ペー 実行 する こと が で きま す 。( た だ し 、 元 の プロ グラ ム を 呼び 由 す と き は 、 こ の ファ イル を 消去 す 
キ 、 一 、*、 グ …… 加 算 、 減 算 、 乗 算 、 除 算 る 必要 が あり ます 。) 
AA POP AND 0 ひ ae OR 
N……NOT XX…….XOR な お 、 [SHIFT) + (BASE-n) と 押し た 場合 、 自 動 的 に GOTO199 を 実行 し て プロ グラ ム を 
ーー スタ ー ト させ ます 。 し た が っ て 、 プ ログ ラム は 100 行 か ら 書い て くだ さい 。 
計算 命令 (AND) を 選び 、9FF 9 を 入力 し ま まま 半 素 ロ シン エン サリン * 炒 玉 ※ 素 
1 ニュ ウザ リョウ 9 : シカ oe ce cow MC で Me cc 32933cek ek.cnec ck ce で 
o 3 : ホ スウ 4 : ケ イサ ン 
[1 6 シン ] JE7CI 
9FEFD9 AND0FF9_ 
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T EX モー ド (テキ スト エディ タ ) 


TE X 下 モー ド (テキ スト エディ タ ) で は 、 ア スキ ー 形 式 で の プロ グラ ム の 入力 、 編集 、S 1 O へ の 入出 
力 や ラム デー タフ ァイル (デー タフ ァイル ) の 確保 な ど が 行え ます 。 

本 機 の B A S I C の 各 命令 は 、 中 間 コ ー ド と 呼ば れる 2 バイト コード に 変換 し て 記憶 し て いま す 。 こ の コー 
ド は ハー ドウ ェ ア や BASTIC イ ンタ プリ タ に より 異な る た め 、 そ の まま で は パソ コン 等 と の 通信 は で き 
ませ ん 。 

アス キー コー ド は 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト や 数 字 、 基 本 的 な 記号 が ほとん どの 機種 で 共通 で ある た め 、 パ ソコ ン 
等 で は アス キー コー ド で の 通信 が 多く 行わ れ て いま す 。 

本 機 で は 、 パ ソコ ン 等 と の 通信 を 容易 に 行 を る よう 、 ア スキ ー 形 式 で プロ グラ ム を 作成 ・ 編 集 し た り 、 保 
存 し た り 、 中 間 コ ー ド 形式 CB AS IC) と アスキー 形式 (TEXT) の 相互 変換 を し た り で きる EX 
エモ ー ド を 設け て いま す 。 ラ ム デ ー タ ファ イル の デー タ も アス キー 形式 の デー タ に 変換 で きま す 。 

本 章 で は 、 こ の TEXT モ ー ド の 個々 の 機能 に つい て 説明 し ます 。 


テキ スト エディ タ で 書き 込ん だ 内 容 は 次 の 操作 で コン パイ ル も し く は アセ ン ブ ル し ます 。 
@ C 言 語 の と き 

+ を 押し て か ら (CJ (Compile) を 押し ます 。 
@e CASL の と き 

十 を 押し て か ら (Casl) を 選ん だ 後 、(A) (Assemmble) を 押し ます 。 
@ 粒 械 語 プ ログ ラム (Z80 ア セン ブラ の ソー スプ ログ ラム ) の と き 

十 を 押し て か ら [AJ (Assembler) を 選ん だ 後 、 (Asm) を 押し ます 。 
@ PTIC の と き 

二 を 押し て か ら 〔P] (Pic) を 選ん だ 後 、 (Assembler) を 押し ます 。 
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| _1. TEXT エ モード 機能 一 覧 


下記 の TEX 和 モー ド の 機能 概略 図 を 参考 に し て くだ さい 。 


T1! 
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な お 、C 言 語 、CA SL、Z80 ア セン ブラ お よび PTIC ソ ー ス プロ グラ ム の 入力 ・ 編 集 も お 、T EX モー 
ド で 行い ます 。 
rp | gdit | 
! プロ グラ ム の 
TExre-r 和み ・ 訂 IE 
Me ー 
ee g Del 
プロ グラ ム の 削除 
Print 。 | 
グリ ツ ト 出 Ba 
SiO Save (送出 ) 
シリ アル 入出 力 ーーーー ゴ Load (読み 込み ) 
Format (条件 設定 ) 
了 Hile Save (登録 ) 
プロ グラ ム Load (呼び 出し ) 
ファ イル ェ エリア 。 | 。 | Ki (ファ イル 削除 ) 
へ の 入出 力 Files (ファ イル 名 呼び 出し ) 
Basic Basic で text 
BASIC と (TEX 和 T を BASTC へ ) 
TEXT の プロ グ | | Text 一 basic 
ラム 変換 (BASIC を TEXTT へ ) 
| Rfle | 1nit ( フ ァイル の 確保 ) 
ラム デー タ Save (登録 ) 
ファ イル モー ド Load (呼び 出し ) 
還 Kill (ファ イル 削除 ) 
Files (ファ イル 名 呼び 出し ) 
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| 2.TEXT モ ー ド の 使い か た 


2。 1 TEX 了 モー ド の 設定 


RUN モ ー ド や PRO モ ー ド な ど ご で [TEXT] を 押す と 、 ww* TEX 和 T EDITOR *w* 

右 の 画面 に な り ま す 。 Edit De1l 上 B 沖 吉 玲 池 

この 画面 を 機能 選択 画面 た と 呼 び ま す 。 SG  W 江 吉 居間 入湯 注 人 天天 e 

この 画面 で 、 表 示さ れ て いる 各 機 能 を その 頭 文字 

(大 文字 ) に 相当 する キー を 押し て 選び ます 。 

各 機 能 を 選ぶ と 、 そ れ ぞ れ の 機能 の メニ ュー 画面 に な っ た り 、 機 能 が 働い た り し ます 。 

e 各 機 能 が 働い て いる 状態 で 、 動 作 を 止め た り 、 メ ニュ ー 画 面 に 戻し た り 、 機 能 選 択 画面 に 戻し た りす る 
と き は 、〔BREAK) を 押し ます 。 
た だ し 、 エ ラー 状態 を 解除 し た り 、 フ ァイル 名 な ど 入 力 中 の 文字 な ど を 消去 する と き は 【(CLS) を 押し て 
く 央 き 。 

@e TEX 十 モード は 、(BASIC] 、 [SHIF 和 T] + [ASMBL] な どの キー で モー ド を 変え た り 、 電 源 を 切る と 解除 
され ます 。 


2. 2 エディ ッ ト 機 能 (Edit) 


機能 選択 画面 で (E〕 を 押せ ば 、 エ ディ ッ ト 機 能 が 選ば れ 、 エ ディ ッ ト 画 面 に な り ま す 。 
TEXT EDITOR 回 
< 


| 

@ エディ ッ ト 機 能 で は 、 プ ロン プ ト 記 号 が “ く ” に な り ま す 。(BASIC モ ー ド で は “>”) 

@ [EX エプロ グラ ム を 書き 込む と き は 、BAS IC プ ログ ラム の 場合 と 同じ よう に 、 行 番号 を 先頭 に 
け て 書き 込み ます 。 た だ し 、BAS1C の よう に 、 自 動 的 に 行 番号 の 後ろ に コロ ン (: ) を つけ た り 、 
命令 の 後ろ に スペ ー ス を 入れ た り は し ませ ん 。 入力 し た と お り に 書き 込ま れ ま す 。 

e 行 の 順番 は 、 行 番号 の 順番 に 並べ 替え られ ます 。 

@ 行 番号 は 、 1 一 65279 の 範囲 で つけ る こと が で きま す 。 こ の 男 囲 を 超え て いる 場合 、 ま た は 行 番号 が な 

い 場 合 は エラ ー (LINE O. ERROR) に な り ま す 。 エ ラー は 〔CLS) で 解除 し ます 。 

e 機能 選択 画面 に 戻る と き は BREAK) を 押し ます 。 


( 注 ) 行 番号 の 次 が 数 字 で 始ま る よう な テキ スト 行 を 入力 する こと は で きま せん 。 
数 字 で 始ま る よう な 行 を 入力 する と き は (シン グル クォーテーション ) で 行 番号 と 数 字 を 区 切っ 
て 入力 し て くだ さい 。 
例 ) 59 "199FORMAT (17X, A)(q 
行 番号 [- シン グル クォーテーション 
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< 例 〉 次 の アプ ログ ラム を 入力 し ます 。 
19INPUT A 
2 90B=A*A 
39PRINT A,B 
49END 

[キー 操作 ] 
19INPUT (SPACE) A 〔 殺 NPUT A M 
20B=A*A〔) 
99PRINT (SPACEJ A, B 〔m 
49END( 多 


注 豆 


1 この プロ グラ ム は パソ コン 等 へ 転送 する こと を 考え た プロ グラ ム で 、CASL の プロ グラ ム で は 


あり ませ ん 。 そ の た め 、 こ の プロ グラ ム を CASL で アセ ン ブ ル す る と エラ ー に な り ま す 。 CA 
SL の 文法 に つい て は 、CASL の 説明 を 参照 し て くだ さい 。 


3 


プロ グラ ム の 編集 

TEXT プ ログ ラム の 変更 、 修 正 な ど は BASIC プ ログ ラム の 変更 、 修 正 と 同じ 方 法 で 行う こと が で き 
ます の で 参照 し て くだ さい 。 
な お 、 次 の よう に BAS 1IC 命 令 と 同等 機能 の 命令 が 用 意 さ れ て いま す 。 そ れ ぞ れ の 命令 の 働き に つい て 
は 、BAS 1IC の それ ぞ れ の 命令 も 参照 し て くだ さい 。 


AUTO 命 令 ………… A 命 令 (オー ト ) 
1 ST L 命 令 (リス ト ) 
RENUM 命 令 ……… R 命 令 (リナ ンー) 
DELETE 命 令 ……D 命 令 (デリ ー ト ) 
6 0PY 命 令 sey C 命 令 (コピ ー) 


きら に 、TEXT モ ー ド で は 検索 (S 命令 )・ 置 換 (E 命令 ) 命令 が 用 意 さ れ て いま す の で 、 編 
で す 。 
た だ し 、TEXT モ ー ド で の リナ ン バ パー は IN 間 昌 遇 提 宙 計 全 も 次 
BASIC プ ログ ラム を TEXT プ ログ ラム に 変換 し て 、 リ ナン バー を 行う と GOTO や THEN、 
GOSUB、RESTORE 命 令 な どの 後 の 行 番号 は 変更 され ませ ん 。 再び BASTC プ ログ ラム に 変換 
し た と き 、 正 し く 動作 し な く な り ま す の で 注意 し て くだ さい 。 


燈 
3 
員 
Ni 


A 命 令 書式 A[[ 開 始 行 ] [ , 増分 」] 
開始 行 で 指定 し た 行 番号 か ら 、 そ れ 以 降 の 行 番号 を 増分 で 指定 し た 値 に 従っ て 自動 発生 し 


ます 。 

し 命令 書式 (1) L( 殺 
(2) 工 行 番 号 
⑬) し 


, [開始 行 ] [ , 増分 ]] (qq 
< プロ グラ ム の 行 番号 を 、 新 行 番号 に 書き 換え 、 そ れ 以 降 の 行 番号 を 増分 


Ni 

2 

串 ミ 
ュー 


開始 行 で 指定 し 
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1 
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で 指定 し た 値 に 従っ て 順次 書き 換え て いき ます 。 
D 命 令 書式 (1) D 開始 行 番号 [, [終了 行 番号 ] ] 
開始 行 番号 か ら 終了 行 番号 まで の プロ グラ ム を 削除 し ます 。 終 了 行 番号 を 省略 し た と き は 
最終 行 ま で 削除 し ます 。 コ ンマ (, ) も 含め て 省略 し た と き は 開始 行 番号 だ け を 削除 し ま 
す 。 
(2) D , 終了 行 番号 
最初 の 行か ら 終了 行 番号 まで を 削除 し ます 。 
C 命 令 書 式 C コピ ー 元 開始 行 番号 , コピ ー 元 終了 行 番号 , コピ ー 先 開始 行 番号 
コピ ー 元 開始 行 番号 か ら コ ピー 元 終了 行 番 号 ま で の プロ グラ ム 行 を 、 コ ピー 先 開 始 行 番号 
か ら コ ピー し ます 。 コ ピー 先 プ ログ ラム 行 の 増分 は 、 コ ピー 元 プ ログ ラム 行 の 増分 と 同じ 
で すず 。 
S 命 令 書式 S[ 式 ,] ! 文 字 列 ! 
指定 し た 文字 列 を 検索 し 、 停 止 し ます 。 文字 列 は 16 文 字 ま で 指定 で きま す 。 < を 押す と 
次 の 文字 列 の 検索 を 行い 、【CLS) を 押す と 検索 を 終了 し ます 。 ま た 、 最 終 行 (また は 最初 
の 行 ) まで 検索 を 行っ て も 終了 し ます 。 
式 で 検索 の 方 向 を 指定 し ます 。 
1 : 最初 の 行 より 行 番号 の 大 きい 方 向 に 検索 し ます 。 
0 : 最終 行 よ り 行 番号 の 小さ い 方 向 に 検索 し ます 。 
省略 し た 場合 は “1” の 指定 に な り ま す 。 
( 注 ) ・ 行 番号 は 検索 で きま せん 。 
・! (ダブ ルク ォ ー テ ーション ) を 検索 する と き は 、 文 字 列 と し て 平 ! を 指定 し 、\ 
を 検索 する と き は 壮 半 を 指定 し ます 。 例 :S! 笠 !! 
E 命 令 書式 E[ 式 ,] ! 文 字 列 1!, ! 文字 列 2! ( 殺 
文字 列 1 を 検索 し 、 停 止 し ます 。 文字 列 1 、 文 字 列 2 は 16 文 字 ま で 指定 で きま す 。 
〔 紀 ) を 押す と 文字 列 1 を 文字 列 2 に 置換 (置き 換え ) し ます 。 
を 押す と 置換 を 行わ ず 次 の 文字 列 の 検索 ・ 置 換 に 進み ます 。 
を 押す と 検索 ・ 置 換 を 終了 し ます 。 
式 で 検索 の 方 向 を 指定 し ます 。 
1 : 最初 の 行 より 行 番号 の 大 きい 方 向 に 検索 し ます 。 
0 : 最終 行 より 行 番号 の 小さ い 方 向 に 検索 し ます 。 
省略 し た 場合 は "1” の 指定 に な り ま す 。 
( 注 ) ・ 置 換 す る こと に より 1 行 が 255 文 字 を 超え る と 、"STRING TOO LONG'" の エラ ー 
が 表示 され ます 。 
・ 行 番号 は 検索 で きま せん 。 
・!( ダ ブル クォーテーション ) を 検索 する と き は 、 文 字 列 と し て 壮 ! を 指定 し 、 半 
を 検索 する と き は 壮 を 指定 し ます 。 例 :E0,! ぎ \ 並 !,!AI 
([ ] 内 の 指定 は 省略 可 で す 。) 


AB] の 働き 


ェ エディット 機能 の 中 で の は 、 次 の 図 に 示す よう に カー ソル を 送り ます 。 
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TBX 生 BDITOR 


1 1 1 
入力 開始 位置 1 回 目 2 回 目 3 回 目 
(8 桁 目 ) (8 桁 目 ) 4 桁 目 ) (21 桁 月) 


最初 を 押す と カー ソル が 8 桁 進 み 、2 を 押す と 6 桁 進み ます 。 3 回 目 以降 は 7 桁 ず つっ 進み ます 。 
2. 3 TEXT プ ログ ラム の 消去 (Delete) 


機能 選択 画面 で [D] を 押せ ば 、 消 去 確 認 画面 に な り ま す 。 


回 


| *** TEXT EDITOR *** 


TEXT DELETE OK? (Y) 


(Y) を 押せ ば 、TEXT プ ログ ラム な ど 、 テ キス ト エ リ アァ の 内 容 が 消去 され 、 機 能 選択 画面 に 戻り ます 。 
(Y) 以外 の キー を 押す と 、 消 去 さ れず に 機能 選択 画面 に 戻り ます 。 
e 下 EXT モ ー ド で の 記憶 内 容 が な い 場 合 は 、 機 能 選択 画面 で [D) を 押し て も 何 も 実 行 され ませ ん 。 


2. 4 TEXT プ ログ ラム の 印字 (Print) 


プリ ンタ CE-126P を お 持ち の 場合 は 、 接続 し て 電源 を 入れ 、 機能 選択 画面 で (P〕 を 押せ ば 印字 し ます 。 
(PJ ※ 束 T 湯 基 了 T 了 BDITOR * ホ \ キ 
ーーー PRINTING 一 一 一 


印字 が 終わ れ ば 、 機 能 選択 画面 に 戻り ます 。 

@ 印字 を 途中 で 止め る と き は を 押し て くだ さい 。 

e プリ ンタ の 電源 が 入っ て いな いと き や 、 プ リン タ が 接続 され て いな いと き は 、 機 能 選択 画面 で PJ) を 押 
し て も 何 も 実 行き され ませ ん 。 


2. 5 シリ アル 入出 力 (Sio) 


機能 選択 画面 で 〔S〕 を 押せ ば 、 シ リア ル 入 出力 の メニ ュー 画面 に な り ま す 。 
くく S10 ラッ 


Save Load Format 


この 画面 で 、 出 力 (Save)、 読 み 込 み (Load)、 条 件 設定 (Format) を 選び ま す 。 それぞれ の 機能 の 頭 
文字 に 相当 する キー を 押し ます 。 
通信 を 行う 前 に 、 入 出力 条件 を 通信 する 相手 側 と 合わ せ て お く 必要 が あり ます 。 


① 入 出力 の 条件 設定 (Format) 
通信 を 行う 場合 の 入出 力 の 条件 を 設定 し ます 。 
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シリ アル 入出 力 の メニ ュー 画 四 
を 押す と 、 条 件 設定 画面 に な り ま す 。 
] 


くく S10 > ッ > 


o) 


ヨロ 
e @ 中 


(条件 設定 画面 ) | 


ュ マ ー ク は 変更 で きる 項目 を 示し て いま す 。 変更 し た い 項 目 を (W ツ 、(4) で 移動 させ て 選択 し ます 。 条 件 
は 8 種類 あり 、(W] を 押し て いく と 、 隠 れ て いる 部 分 が 1 行 ず つっ 表示 され ます 。 


4 Darity ニュ 


stop bit = 1 


one 
end of line =CR _LFI 
end of file =1A | 
1ine number =yegs | 

4flow =RS ノ CS | 


初期 状態 で は 以上 の 値 が 設定 され て いま す 。 
項目 を 選択 し 、〔 和 ] また は 〔 半 ] で 条件 ( 値 ) を 切り 替え ます 。 た だ し 、end of file (エン ド オブ ファ 
イル ) は 直接 コー ド を 入力 し ます 。 
そし て 〔 引 ) を 押せ ば 設定 され ます 。 (<) を 押さ な いと 、 前 の 条件 の まま に な り ま す 。 


【 条 件 の 説明 】 
@ 通信 速度 :3090、600、12900、2499、4899、9698 
(baud rate) デー タ 転 送 速 度 の 指定 で 、 本 機 で は 上 記 の 速度 (bps) が 指定 で きま す 。 
bps : bit per second (1 bps= 1 ビッ トノ 秒 ) 
e ワー ド 長 “ 1 電 ( 
(data bit) 1 文字 を 何 ビ ッ ト 構 成 で 送受 信 す る か を 指定 し ます 。 
e スト ッ プ ピッ ト 数 * : 1、2 
(stop bit) スト ッ プ ビッ ト 数 を 1 ビッ ト に する か 2 ビッ ト に する か を 指定 し ます 。 
@ パリ ティ : none、even、odd 
(parity) パリ ティ ビッ ト を どの よう に 扱う か を 指定 し ます 。 
none … パ リティ ビッ ト の 送受 信 を 行い ませ ん 。 
even … 偶 数 パリ ティ が 指定 され ます 。 
odd…… 奇 数 パリ ティ が 指定 され ます 。 
@ 区 切り コー ド :CR、LF、CR LF 
(end of line) プロ グラ ムラ イン ( 行 ) の 終了 を 示す 区 切り コー ド を 指定 し ます 。 


旨 慌 em C R (キャ リッ ジリ ター ン ) コー ド が 指定 され ます 。 
人 E 訟 ee LF (ライ ン フ ィ ー ド ) コー ド が 指定 され ます 。 


で [F] を 押す と 、 次 の 画面 に な り ま す 。 し ば らく 待つ か 、 い ずれ か の キー 
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CR LEF…CR コ ー ド +LF コ ー ド が 指定 され ます 。 
( 注 ) こ こ で 指定 する コー ド は テキ スト プロ グラ ム の 行末 を 示す コー ド で す 。 
PRINT# や fprintf で 出力 され る デー タ の 区 切り コー ド は 、 常 に C 
R LF が 指定 され ます 。 
e テキ スト 終了 コー ド : 9 9-FF (2 桁 の 16 進 数 値 ) 
(end of fle) プロ グラ ム な どの 終了 を 示す テキ スト 終了 コー ド を 指定 し ます 。 
@ 行 番号 つき 入出 力 : yes、no 
(line number) 出力 時 
YeS …… 行 番号 を つけ て 出力 し ます 。 
Oi 行 番号 を 省 い て 出力 し ます 。 
@ 読み 込み 時 
Ye8 …… 行 番号 を 付加 し ませ ん 。 
読み 込む プロ グラ ム に 行 番号 が つい て いる と き に 指定 し ます 。 
読み 込ん だ プロ グラ ム に 行 番号 が つい て いな いと 、 エ ラー (LINE 
NO. ERROR) に な り ま す 。 
no …… 自動 的 に 行 番号 (10 か ら 10 き ざ み ) を つけ ます 。 
@ フロ ー 制 御 デ :RS/CS、Xon/Xoff、none 
(flow) 通信 を 行う と き の 制 御方 法 を 指定 し ます 。 
RS@GS Pe R S/C 8S 信 号 で 制御 し ます 。 
Xon ノ Xoff ……Xon ノ Xoff コー ド で 制御 し ます 。 
none "… 制御 を 行い ませ ん 。 


※OPEN!COM1 :! お よび fopen ("stdaux1 !, と し て 全 二 重 通 信 を 指定 し て いる と き は 、 常 
に ワー ド 長 は 8 ビッ ト 、 ス トッ プ ビ ッ ト 数 は 1 ビッ ト に な り ま す 。 こ れ 以 外 の 場合 は 、 常 に フ ロー 制 
御 は RS/CS に 固定 され ます 。 
入出 力 条 件 は 前 に 述べ た 方 法 で 変更 で きま す 。 変 更 し た 入出 力 条件 は リセ ッ ト ス イッ チ を 押し て メモ 


り を 消 ま する か 、 電 池 交換 を 行う か 、 条 件 の 変更 を 行う まで 保持 され ます 。 


② 出 力 (Save) 
シリ アル 入出 力 の メニ ュー 画面 で 、〔S] を 押す と シリ ァ ル 入出 力 端子 へ の 出力 が 開始 され ます 。 
<< く SIO > ッ > 


ーーー SENDING ーー 


出力 が 終了 すれ ば 、 シ リア ル 入 出力 の メニ ュー 画面 に 戻り ます 。 
@ 出力 を 中 断 す る と き は 、 [BREAK] を 押し ます 。 メ ニュ ー 画 面 に 戻り ます 。 
@ TEX 和 エモ ー ド で の 記憶 内 容 が な い 場合 は 、〔S] を 押し て も 何 も 行わ れ ま せん 。 


③ 読 み 込み (Load) 昌和 
シリ アル 入出 力 の メニ ュ ー 画 面 で 、 [し] を 押す と シリ テル 入出 力 端子 へ 送ら れ て くる デー タ の 読み 込み が 


開始 され ます 。 
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ぐ くく STO テラ 


mmー 恨 生 人 @ 班 TI 上 NG ラテ =ー 


読み 込み が 終了 (テキ スト 終了 コー ド を 受信 ) すれ ば 、 シ リア テル 入出 力 の メニ ュー 画面 に 戻り ます 。 
@ 読み 込み を 中 断 す る と き は [BREAK) を 押し ます 。 メ ニュ ー 画 面 に 戻り ます 。 
@$ デー タ が 正常 に 読み 込め な い 場 合 や 、 パ リティ チェ ッ ク で 異常 が 発 4 


E し た 場合 な ど で は エラ ー (IO 
DEVICE ERROR) に な り ま す 。[CLS) で エラ ー を 解除 し て くだ さい 。 


2. 6 ミニ | ググ O か ら の TEX 丁 プロ グラ ム 送 出 
TEXT モ ー ド の 機能 選択 画面 
送出 し ます 。 

詳し く は 、 先 生 の 指導 に 従っ て くだ さい 。(366 ペ ー ジ を 参照 ) 


で (し ) を 押す と 、 ミ ニン 0 の パラ レル ポー ト か ら TEX 和 T プ ログ ラム を 


2. 7 プロ グラ ム フ ァ イル (File) 


機能 選択 画面 で F] を 押す と 、 プ ログ ラム ファ イル の メニ ュー 画面 に な り ま す 。 
F] 


くく PROGRAM FILE >> 


Save Load Kill Files 


この 画面 で 、 登 録 (Save)、 呼 び 出し (Load)、 削 除 (Kil) お よび ファ イル 名 の 確認 Files) を 選び 
ます 。 それぞれ の 頭 文 字 に 相当 する キー を 押し ます 。 


e 登録 し た ファ イル は プロ グラ ム フ ァ イル エリ ア に 書き 込ま れ ま す 。(158 ペ ー ジ 参照 ) 


①TEXT プ ログ ラム の 登録 (Save) 
プロ グラ ム フ ァ イル の メニ ュー 画面 で (S〕 を 押す と 、 フ ァイル 名 の 入力 待ち に な り ま す 。 
(S) 


くく PROGRAM FILE >> 


ゅ Save Load Kill Files 


FILE NAME=? 


ファ イル 名 を 入力 し て 〔q) を 押せ ば 、 登 録 が 行わ れ ま す 。 
〈 例 > ファ イル 名 を “TEST” と し ます 。 
届 邊 和 ま 


くく PROGRAM FILE >> 


ゅ Save Load 攻 生 上 1 Files 


FILE NAME=TEST_ 
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登録 が 行わ れ 、 プ ロ グラ ム フ ァ イル の メニ ュー 画面 に 戻り ます 。 開 
入力 し た ファ イル 名 が すでに 登録 され て いる と き は 、 す で に 登録 きれ て いる ファ イル の 内 容 を 新 し 則夫 
に 書き か えて よい か どう か を 聞い て きま す 。(FILE OVERWRITE OK? (Y) と 表示 ) 
[Y) を 押せ ば ファ イル が 登録 され 、 プ ログ ラム ファ イル の メニ ュ ー 画 面 に 戻り ます 。 
人 Y) 以外 の キー (その と き 有 効 に 働く キー) を 押せ ば 、 登録 は 中 止 さ れ ま す 。 
。 ファ ィ イル 名 を 省略 する こと は で きま せん 。 フ ァイル 名 を 入れ ず に (4 を 押す と ェ エラー (ILLEGAL 
FILE NAME) に な り ま す 。 
@e ファ イル 名 は 8 文字 以下 の 名 前 と 、 3 文字 以下 の 拡張 子 を 指定 で きま す 。 
拡張 子 を つっ け な か っ た 場合 は 、 自 動 的 に “. TXT” が つけ られ ます 。 
@ 空き エリ ア の 容量 が 足り な い 場 合 は 、 エ ラー (MEMORY OVER) に な り ま す 。 
空き ェ エリア に は 、 フ ァイル サイ ズ 二 34 バイ ト (ファ イル 名 の 記憶 な ど に 使用 ) 以上 が 必要 で す 。 
@。 テキ スト エリ ア に TEXT プ ログ ラム が な い 場 合 は 、 登録 は 行わ れ ま せん 。 


②TEXT プ ログ ラム の 呼び 出し (Load) _- 
プロ グラ ム フ ァ イル の メニ ュー 画面 で し を 押す と 、 半 締 き 私 て プロ ゲタ ムラ ァイル 衝 導 表記 最 
初 の ファ イル 名 の 左側 に "LOAD "『 と 表示 され ます 。( 何 も 登録 され て いな いと き は 、 画 面 は 変わ り 
ませ ん 。) 


( 口 LOAD ゅ ABC 。 員 表 


456 
PRO 。 鑑 愛 吊 連 況 間 誠 
(画面 は 、 す で に これ ら の プロ グラ ム が 登録 され て サン フ ” ル 981. BAS '5 
TEST - TXT ! 
いる 場合 の 例 で す 。) 


LOAD "" 表示 を ( ツ 、[A] で 呼び 出し た い フ ァイル 名 の 前 に 移し 、(<m) を 押せ ば 、 その ファ イル の 
内 容 が 呼び 出さ れ 、 メ ニュ ー 画 面 に 戻り ます 。 表示 され て いる ファ イル 名 以外 に ファ イル が ある 場合 は 、 
(W) 、(4) で 移動 させ て いく こと に より 1 行 ず つ 表 示さ れ ま す 。 

@ TEX 二 モー ド で 呼び 出せ る プロ グラ ム は 、TEXT モ ー ド で 登録 し た プロ グラ ム だ け で す 。BASIC 

プロ グラ ム (BASI C の SAVE 命 令 で 登録 し た プロ グラ ム ) を 呼び 出 そ う と する と ェ エラー (FILE 

MODE ERROR) に な り ま す 。 


ファ イル の 削除 (Kil) 
プロ グラ ム フ ァ イル エリ ア に 登録 され て いる プロ グラ ム (ファ イル ) を 削除 し ます 。 

プロ グラ ム フ ァ イル の メニ ュー 画面 で (KK] を 押す と 、 ファ イル 名 の 入力 待ち に な り ま す 。( 何 も 登録 され 
て いな いと き は 、 画 面 は 変わ り ま せん 。) 


くく PROGRAM FILE > ッ > 
Save Load wm*Kiil Files 


FILE NAME=? 


削除 し た い プ ログ ラム の ファ イル 名 を 入力 し て 〔qm) を 押し ます 。 
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〈 例 〉 ファ イル 名 “TEST” の プロ グラ ム を 削除 し ます 。 


TEST Save Load み Kill Files 


FILE NAME=TEST_ | 


( 負 
ファ イル の 削除 確認 画面 に な り ま す 。 
(FILE DELETE OK? (Y) と 表示 され ます 。) 
(Y] を 押せ ば ファ イル が 削除 され 、 プ ログ ラム ファ イル の メニ ュー 画面 に 戻り ます 。 
Y] 以外 の キー (その と き 有 効 に 働く キー) を 押せ ば 、 削 除 は 中 止 さ れ ま す 。 
e 拡張 子 の 指定 を 省略 し た 場合 は 、 ". TXT” の 指定 と みな され ます 。 
@ 指定 し た ファ イル 名 が 見 つか ら な い 場 合 は エラ ー (FILE NOT FOUND) に な り ま す 。 


④ フ ァイル 名 と ファ イル サイ ズ の 確認 (Files) 

プロ グラ ム フ ァ イル の メニ ュー 画面 で F] を 押す と 、 登 録 さ れ て いる ファ イル 名 と ファ イル サイ ズ が 表示 
され 、 最 初 の ファ イル 名 の 左側 に ゆき マー ク が 表示 され ます 。( 何 も 登録 され て いな いと き は 、 画 面 は 変 
わり ませ ん 。) 


ュ ょ ABC 、 軍 党 456 
画面 は 、 * に これ ら の プロ グラ ム が 登録 PRO 、T 区 宣  W284 
(画面 すでに これ ら の プロ グラ ム が な 登録 され て 人 
いる 場合 の 例 で す 。) TEST 。 TXT 789 


表示 され て いる ファ イル 名 以外 に ファ イル が ある 場合 は 、(W ツ 〕 、〔4] で ゅ マー ク を 移動 させ て いく こと に 

より 1 行 ず つ 表 示さ れ ま す 。 

@ この ファ イル 名 の 確認 画面 で 、(SHIFTI + [M (また は (ZndPU(M) ) と 操作 する と 、 ゅ マー ク で 示し て 
いる ファ イル 名 の プロ グラ ム を 呼び 出す こと が で きま す 。 

ファ イル サイ ズ に つい て 

@ テ キス ト フ ァイル の ファ イル サイ ズ は 、 各 行 の バイ ト 数 の 合計 で す 。 各行 の バイ ト 数 は 、 3 バイ ト ( ラ 
イン ナン バー) 十 テ キス ト の バイ ト 数 二 1 バイ ト (改行 ) で 計算 され ます 。 
< 例 〉 1 0 ご INPUTーA( 殺 


ドド | 
ライ ノ テキ スト 改行 
ナン バー 


この 行 の バイ ト 数 は 、3 十 8 十 1 三 19 バ イト で す 。 
@ RUN モ ー ド や PROGRAM モ ー ド で 登録 し た BASIC プ ログ ラム の ファ イル サイ ズ は 中 間 コ ー ド 
に 変換 後 の サ イズ で す 。(RUN モ ー ド や PROGRAM モ ー ド で 登録 し た BASIC プ ログ ラム は 中 
間 コ ー ド に 変換 し て 登録 され て いま す 。) 


2. 8 BASIC コンバータ (Basic) 


BASIC プ ログ ラム (中 間 コ ー ド 形式 ) を TEXT プ ログ ラム (アス キー 形式 ) に 変換 し た り 、 逆 に 
EXT エ プロ グラ ム を BAS 1IC プ ログ ラム に 変換 し た りす る 機能 で す 。 本 機 用 の BAS ITC プ ログ ラム を 
パソ コン 等 で 管理 する 場合 な ど に 利用 し ます 。 

機能 選択 画面 で (B) を 押す と 、BASIC コ ン バ ー タ の メニ ュー 画面 に な り ま す 。 
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<< BASIC CONVERTER >> 
Basic で te*【t Textbasic 


この 画面 で 、B A S 1IC へ の 変換 (Basic text)、TEXT へ の 変換 CText = basic) を 選ぶ こと 
が で きま す 。 それぞれ の 頭 文 字 に 相当 する キー を 押し ます 。 


①TEXT と BAS 1 C の プロ グラ ム 変 換 (アス キー 形式 と 中 間 コ ー ド 形式 の 変換 ) 
メニ ュー 画面 で 、[B) を 押せ ば TEXT プ ログ ラム を BASIC プ ブロ グラ ム に 変換 し 、 プ ログ ラム ・ デ ー 
タ エ リ ア に 入れ ます 。 
(T) を 押せ ば BAS1IC プ ログ ラム を TEXT プ ログ ラム に 変換 し 、T EX エリ ア 了 ア に 入れ ます 。 
< 例 ) TEXT プ ログ ラム を BAS 1IC プ ログ ラム に 変換 し ます 。 


<< BASIC CONVERTER >> 


ーーー CONVERTING ーー 一 
変換 を 実行 し ます 。 そ の 後 、 機 能 選 択 画面 に 戻り ます 。 
(変換 する 内 容 が 少な い 場 合 、 こ の 画面 の 表示 は 一 瞬 で 終わ り ま す 。) 
e BASIC プ ログ ラム に 変換 する と き 、BAS 1C の プロ グラ ム ・ デ ー タ エリ ア に BASTIC プ ログ ラ 
ム が あっ た 場合 、 あ る い は TEXT プ ログ ラム に 変換 する と き 、 テ キス ト エ リア に TEXT プ ログ ラム 
が あっ た 場合 は 、 以 前 の プロ グラ ム を 削除 し て よい か を 聞い て きま す 。 


wsBasic で text Text 一 basic 


BASIC DELETE OK? ( ざ ) 


(Y] を 押せ ば 、 以 前 の プロ グラ ム が 削除 され 、 変 換 が 開始 され ます 。 
(Y〕 以外 の キー (その と き 有 効 に 働く キー) を 押せ ば 変換 は 中 止 され 、 機 能 選択 画面 に 戻り ます 。 


e 通常 、 変 換 し た 場合 で も 変換 元 の プロ グラ ム は 保持 し て いま す が 、 メ モリ 容量 が 足り な い 場 合 は 、 次 の 
よう に 、 変 換 元 の プロ グラ ム を 削除 し て よい か 聞い て きま す 。 


ーーー CONVERTING 一 一 


TEXT DELETE OK?7 (Y) 


(Y) を 押せ ば 、 変換 を 行い な が ら 変換 元 の プロ グラ ム を 消去 し て いき ます 。 変換 が 終わ れ ば 、 変換 元 の プ 
ログ ラム は すべ て 消去 され ます 。 
(Y] 以外 の キー (その と き 有 効 に 働く キー) を 押せ ば 変換 は 中 止 され 、 機 能 選択 画面 に 戻り ます 。 


2. 9 ラム デー タフ ァイル (Rfile) 

シー ケン シャ ル デ ー タ を ラム デー タフ ァイル エリ ア に 登録 し 、BAS TIC プ ログ ラム な ど で 任意 に 読み 出 
し て 使用 する こと が で きま す 。 

機能 選択 画面 で [] を 押す と 、 ラ ム デ ー タ ファ イル の メニ ュー 画面 に な り ま す 。 


181 第 5 意 TEXT モ ー ド 


くく RAM DATA _ FILE >> 


Tnit Save Load 検 沸 出 邊 
Files 


この メニ ュー 画面 で 、 フ ァイル の 確保 (Init)、 テ キス ト エ リア か ら の 登録 (Gave)、 テ キス ト エ リア へ 
の 呼び 出し (Load)、 フ ァイル の 削除 (Kill) お よび ファ イル 名 の 確認 Ci]es) を 選び ます 。 そ れ ぞ れ 
の 頭 文 字 に 相当 する キー を 押し ます 。 


① フ ァイル の 確保 (Init) 
ラム デー タフ ァイル を 使用 する と き は 、 あ ら か じ め Init 機能 で ファ イル の 名 前 と 大 き さ を 確保 し て お か 
な けれ ば な り ま せん 。 

ラム デー タフ ァイル の メニ ュー 画面 で を 押す と 、 フ ァイル 名 の 入力 待ち に な り ま す 。 

品 ) 


さ Init Save Load Kill 


FILE NAME=? 


《 例 〉 ファ イル 名 を “TE ST" と し ます 。 


TEST, DAT( 殺 +lnit Save Load Kill 


iles 


FILE SIZE=? 


炊 に ファ イル の 大 き さ を バイ ト 単 位 で 指定 し ます 。 こ の ファ イル に は 、 指 定 し た 容量 の 範囲 内 で デー タ を 
登録 する こと が で きま す 。 
ここ で は 1 0 2 4 バイ ト の 容量 に し ます 。 

1 0 2 4 


*Init Save Load Ki11 
iles 


FILE SIZE=1924 


(る 


入力 し た ファ イル 名 が すでに 登録 され て いる と き は 、 す で に 登録 され て いる ファ イル を 消去 し て 、 新 し い 
ファ イル と し て 確保 し て よい か どう か を 聞い て きま す 。(FILE INITIALIZE OK? (Y) 
と 表示 され ます 。) 
(Y] を 押せ ば 、 新 し い フ ァイル を 確保 し ます 。 
(YJ 以外 の キー (その と き 有 効 に 働く キー) を 押せ ば 、 ラ ム デ ー タ ファ イル の メニ ュー 画面 に 戻り ます 。 
[補足 ] 但 拡 張子 を 省略 し た 場合 は 、 自 動 的 に “" . DAT" が つけ られ ます 。 
@ ファ イル 名 は 8 文字 以内 の 文字 で 指定 し ます 。 
@ 指定 し た 容量 以上 の デー タ は 登録 で きま せん の で 、 少 し 大 きめ の 容量 を 確保 し て お く こ と を お 
すす めし ます 。 た だ し 、 あ まり 容量 を 大 きく する と 、 フ リー エリ ア (メモ リ の 未 使用 部 分 ) が 
少な く な り ま す 。 な お 、 フ ァイル の 最後 に 終了 コー ド を 書き 込み ます の で 、 実際 に 書き 込め る 
バイ ト 数 は (指定 し た 容量 一 1) バイ ト で す 。 
@ ファ イル 名 な ど を 記憶 する 制御 用 と し て 、34 バ イト 使用 し ます 。 指 定 する 容量 (バイ ト ) 34 


本 
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ペイ ト 以 上 の フリ ー エ リア が な いと “MEMORY OVER′” エラ ー に な り ま す 。 な お 、 容 
量 と し て 0 バイ ト を 指定 する と 無視 され ます 。 


の ② テ キス ト エ リア か ら の 登録 (Save) 
テキ スト エリ ア に 書き 込ま れ て いる プロ グラ ム (デー タ ) を 、 デ ー タ と し て ラム デー タフ ァイル に 登録 し 
ます 。 登 録 す る と き 行 番号 は 省略 し て 登録 し ます 。 
ラム デー タフ ァイル の メニ ュー 画面 で [S〕 を 押す と 、 フ ァイル 名 の 入力 待ち に な り ま す 。 
| << RAM DATA FILE >> 


t mSave Load Kill 
に 


1 
les 


〈 例 〉 ファ イル 名 を “TEST'" と し ます 。 
TEST ォ Save Load 才 も 帆 遇 


FILE NAME= ニ TEST_ 


SH SiPC が ゆな 
に 書き か えて よい か どう か を 聞い て きま す 。 

(FILE OVERWRITE OK? (Y) と 表示 され ます 。) 

(Y] を 押せ ば ファ イル が 登録 され 、 ラ ム デ ー タ ファ イル の メニ ュー 画面 に 戻り ます 。 

(Y〕 以外 の キー (その と き 有 効 に 働く キー) を 押せ ば 、 登 録 は 中 止 さ れ ます 。 

@ 登録 が 行わ れ メ ニュ ー 画 面 に 戻り ます 。 

@ 拡張 子 の 指定 を 省略 し た 場合 は 、 ". DAT” の 指定 と みな され ます 。 

@ 指定 し た ファ イル 名 が な か っ た り 、 容 量 が 足り な か っ た 場合 は 、 エ ラー に な り ま す 。 

@ TEXT モ ー ド で の 記憶 内 容 が な い 場 合 は 、〔 福 ) を 押し て も 何 も 実行 され ず に メニ ュー 画面 に 戻り ます 。 
@ ラム デー タフ ァイル へ の 登録 (書き 込み ) は BAS IC プ ログ ラム の PRINT# 命 令 で 行う こと も で 


きま す 。 


③ テ キス ト エ リア へ の 呼び 出し (Load) _ 
ラム デー タフ ァイル に 登録 され て いる デー タ を 、 テ キス ト エ リア に 呼び 出し し ます 。 呼び 出し する こき 行 
号 は 自動 的 に 10 番 ご と に 付加 し ます 。 ' _- 
ム デ ー タ ファ イル の メニ ュー 画面 で 上) を 押す と 、 登 録 さ きれ て いる ファ イル 名 と 確保 し た サイ ズ を 表示 
、 最 初 の ファ イル 名 の 左側 に “LOAD ゅ "と 表示 され ます 。 ( 何 も 登 録 さ れ て いな いと き は 、 画 面 は 


に 
し 
変わ り ま せん 。) 


番 


員 ) LOAD w*TEST 。 DAT 1024 
ミ ABC 。、 DAT 512 
(画面 は 、 す で に これ ら の ファ イル な 登録 され て い AMEEES 。 DAT 904 直 


る 場合 の 例 で す 。) 

*TOAD ゅ " 表示 を (WW) 、〔4A] で 呼び 出し し た い フ ァイル 名 の 前 に 移し 、[qm] を 押す と 、 その ファ イ 
ル の 内 容 が テキ スト エリ ア に 行 番号 付き で 呼び 出し きれ 、 メ ニュ ー 画 面 に 戻り ます 。 ーー 
表示 され て いる ファ イル 名 以外 に ファ イル が ある 場合 は 、(W〕 、 (人) で 移動 させ て いく こと に より 1 行 ず 
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つ 表 示さ れ ま す 。 


④ フ ァイル の 削除 (Kill) 

ラム デー タフ ァイル エリ ア に 登録 され て いる デー タフ ァイル を 削除 し ます 。 
ラム デー タフ ァイル の メニ ュー 画面 で 〔K) を 押す と 、 フ ァイル 名 の 入力 待ち に な り ま す 。( 何 も 登録 され 
て いな いと き は 、 画 面 は 変わ り ま せん 。) 


コ 


くく RAM DATA _ FILE >> 


Init Save Load wmKill 
Files 


FILE NAME=? 


削除 し た い デ ー タ ファ イル の ファ イル 名 を 入力 し て (<) を 押す と 、 削 除 が 行わ れ ま す 。 
〈 例 〉 ファ イル 名 “TE ST" の ファ イル を 削除 し ます 。 
TEST[( 紀 


ファ イル の 削除 確認 画面 に な り ま す 。(FILE DELETE OK? (Y) と 表示 され ます 。) 
を 押せ ば 削除 が 行わ れ 、 メ ニュ ー 画 面 に 戻り ます 。 

YJ 以外 の キー (その と き 有 効 に 働く キー) を 押せ ば 、 削 除 は 中 止 さ れ ま す 。 

@ 拡張 子 の 指定 を 省略 し た 場合 は 、“. DAT" の 指定 と みな され ます 。 

@ 指定 し た ファ イル 名 が 見 つか ら な い 場 合 は エラ ー に な り ま す 。 


ファ イル 名 と 確保 し た サイ ズ の 確認 (Files) 
ラム デー タフ ァイル の メニ ュー 画面 で (F] を 押す と 、 登 録 さ れ て いる ファ イル 名 と 確保 し た サイ ズ を 表示 


し 、 最 初 の ファ イル 名 の 左側 に * マー ク が 表示 され ます 。( 何 も 登録 され て いな いと き は 、 画面 は 変わ 
り ま せん 。) 


*TEST 。 DAT 024 
画 * に これ と : 宮 付 ABC 。DAT 549 
(画面 は 、 す で に これ ら の ファ イル が 登録 され て い ATPTLGE 。 RA 30645 


る 場合 の 例 で す 。) 


表示 され て いる ファ イル 名 以外 に ファ イル が ある 場合 は 、(] 、[A) で * マー ク を 移動 させ て いく こと 
に より 1 行 ず つ 表 示さ れ ま す 。 


LOAD LOAD 
$ この ファ イル 名 の 確認 両面 で 、(SHIFT) + (M] (また は (2nd FI (M) ) と 操作 する と 、* マー ク で 示し て 
いる ファ イル 名 の デー タ を テキ スト エリ ア に 呼び 出し で きま す 。 


【 ま と め 】 

次 の 手順 の よう に 、BASTC プ ログ ラム で 書き 込ん だ ラム デー タフ ァイル の デー タ を パソ コン 等 へ 送出 
で きま す 。 な お 、 ペ パソ コン と 接続 する た め に は 、 ケ ー ブ ル が 必要 で す 。(371 ペ ー ジ 付録 参照 ) 

[RUJ 品 ) で ファ イル を 確保 

BAS1TC で デー タ を 登録 (書き 込み ) 

〔R〕 人 L ] で テキ スト エリ ア に 呼び 出し 

[E〕 で 内 容 の 確認 


@@@ ら @ 


TI1 
| 
マミ 


征 乾 T 世 TI に 


@⑤ LEXT) (S) FE) で フォ ー マ ッ ト 設 定 
⑥ 〔S) (S) で パソ コン 等 へ 出力 


( 注 ) w BAS 1IC の PRINT# 命 令 で デー タ を 書き 込ん だ と き の デ ー タ の フォ ー マ ッ ト に つい て は 、 
PRINT# 命 令 を 参照 し て くだ さい 。 CR、LF コ ー ド は テキ ス ト プ ロ グラ ム で の 行 の 区 切り 
に な り ま す 。 ーー 
な お 、 デ ー タ の 最初 が 数 字 の 文字 デー タ ( 例 ! 1 2 3 !) の 場合 は 、TEX 生 モー ド で は 行 番号 
と の 区 別 が つか ず 、 正 し く 編 集 で きま せん 。 


ーー 
e 変換 元 の プロ グラ ム を 消 夫 し な が ら 変 換 し て いっ て も 、 な お メモ リ が 足り な く な る と エラ ー  : 
(MEMORY OVER) に な り ま す 。 
この 場合 、 変 換 さ れ た 部 分 と 、 変 換 で き な か っ た 部 分 が TEXT と BAS1IC に 分 か れ て し ま 
いま す 。 し た が っ て 、 変 堪 す る 前 ビ プロ グラ ム を プリ ンク に 印字 し て おく こ と を お 紡 めし ます 。 5 
特に BAS 1IC か ら TEXT に 変換 する と き に 、 起 こる 可能 性 が 高い の で 注意 し て くだ さい 。 
es パス ワー ド (PA SS 命令 参照 ) が 設定 され て いる と き は 、B A SIC コン パー タ に 入れ ませ 
ん 。 あ ら か じ め 、R UN また は PRO モ ー ド で パス ワー ド を 解除 し て くだ さい 。 
e BASIC コ ン バ パー タ で は 、 デ ー タ エリ ア (変数 ) を 消去 し ませ ん 。 フ リー エリ ア (空き エリ 
了 ) の 容量 が 少な いと 、 変 換 で き な く な る こと が あり ます 。 あ ら か じ め CLE AR 命令 で 消去 
する な ど 、 フ リー エリ ア を 広げ て お いて くだ さい 。 | 
1 

1 

| 


es TEXT か ら BAS 1C に 変換 する と き は 、T EXT の 内 容 が 何で あっ て も 、 そ れ を 本 機 用 の 
BASIC プ ログ ラム と 見 な し て 変換 作業 を 行い ます 。 し た が っ て 、T EXT の 内 容 に よっ て 
は BASTIC に 変換 し て 、 再 度 T EXT に 変換 し て も 、 元 の 内 容 に 戻ら な い 場合 が あり ます 。 


《 例 > TEXTT 19FORMULA 
! (変換 ) 
BASIC 19:FORーMULA 
! (変換 ) 
1 TEXT 19FORーMULA ! 
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= 語 機 能 
C 言語 月 ヒ 
言語 は UN 1 X* と いう オペ レー ティ ング シス テム を 記述 する た め に 生ま れ ま し た 。 し か し 、 今 で は パ 


ソコ ン は も ちろ ん 、 ワ ー ク ステ ー シ ョ ン や ミニ コン で の ポピュラー な プロ グラ ミン グ 言 語 と し て 定着 し て 
いま す 。 


言語 は 、 基 本 的 な 部 分 の 統一 性 が 高い た め 、 異 機種 閣 で の アプ ログ ラミ ング の 移植 f 


性 が た い へ ん 高く 、 本 
機 で 開発 し た プロ グラ ム で あっ て も 、 少 し の 手直し で パソ コン な ど で 実 行 で きる と いう 特徴 が あり ます 


本 章 で は 、C 言 語 で 書か あれ た プロ グラ ム を 本 機 で 実行 する 方 法 お よび 一 般 的 な C 言 語 と の 違い に つい て 説 
明 し ます 。 取 


C 言 語 自身 に つい て は 、 入 門 書 等 の 関 財 
だ さい 。 


= 
上 
遇 


籍 が 豊富 に 市 販 さ れ て いま す の で 、 そ れ ら の 書籍 を 参照 し て く 


※UNIX オ ペレ ー テ ィング シス テム は UNIX Systenx Laboratories, Inc. が 開発 し ライ セン ス し て い 
まま (が 5 
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| " 1. C 言 語 の 特徴 


C 言 語 の 特徴 は DS Pot の KA 
プリ ケー ショ ンプ ログ グラ ム ま で 扱え る 守備 範囲 の 広 さ に あり ます 。 


田 ハ ー ド ウェ ア に 密着 し た プロ グラ ム が 作れ る 
BASIC や FORTRAN の よう な 高級 言語 で あり な が ら 、 ビ ッ ト 演 算 や 、 メモ り の アド レス が 直接 
扱え を ます 。 こ れ ら の 機能 に より 、 こ れ ま で アセ ン ブ ラ 言語 に に 頼っ て きた ハー ドウ ェ ア の 操作 や 外部 機器 
の 制御 が 、C 言語 に よっ て 記述 で きる よう に な り ま し た 。 そのため め 、 こ れ ら の プロ グラ ム の 開発 が 効率 
的 に 行え を る よう に な り ま し た 。 


高級 言語 と し て の 機能 を 備え て いる 

構造 化 ア ログ ラミ ング に よる 、 読 みや すく 、 わ か りや すい プロ グラ ム の 記述 が で きま す 。 そ の た め 、 プ 
ログ ラム の 開発 が 効率 的 に 行え ます 。 

また 、 救 値 処 理 や デー タ 処 理 の た め の デ ー タ 型 が 豊富 に 用 意 さ れ て いま す 。 そ の た め 、 科 学 計算 プロ グ 
ラム や アプ リケーション プロ グラ ム な ど 、 幅 広い 目的 の プロ グラ ミン グ が 可能 で す 。 


置 コ ン パ クト な 記述 が で きる 
プロ グラ ム を コン パク ト に 記述 する る た め の 機 能 (演算 子 ) が 豊富 に そ 
作 に よっ て 実行 効率 の 高い プロ グラ ム が 作れ ます 。 


ろ っ て いま す 。 ま た 、 ポ イン タ 操 


置 移植 性 が 高い 

ハー ドウ ェ ア に 密着 し た プロ グ ラム の 移植 性 が 高い こと が C 言 語 ほ の 流 行 の 大 き な 要 因 で す 。 異 機種 間 で 
の C プ ログ ラム の 移植 性 も 高く 、 本 機 で 開発 し た プロ グラ ム で あっ て も 、 少 し の 手直し で パソ コン な ど 
で 実行 で きる よう に な り ま す 。 


この よう に 大 変 強力 な C 言 語 で は あり ます が 、 少 々 欠点 も あり ます 。 
それ は 、 機 能 が 豊富 な た め 難 解 な プロ グラ ム が で きた り 、 シ ステ ム 体 が 暴走 する プロ グラ ム が 記述 で き 
る と いう 危険 性 が ある こと で す 。 


6 
1 
1 


1 
し た が っ て 、 機 械 語 プ ログ ラム と 同様 、 消 えて は 困る プロ グラ ム や デー タ は 、 紙 に 書き 写 し て お 
1 


いて くだ さい 。CE-126P (プリ ンタ ) 人 MM NR 


セッ ーー ニー ニッ ーーーー テ ーー バー ンー ンー テー ンー 
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2. 始め よう C プ ログ ラミ ング | 


ここ で は 本 機 で の プロ グラ ミン グ の 方 法 と 、C プ ログ ラム の 基本 的 な 約束 ご と を 説明 し ます 。 


2. 1 C プ ログ ラム の 作成 か ら 実 行 まで 


C 言 語 な どの プロ グラ ム は 人 間 が 理解 し や すい 言葉 、 約 束 ご と (文法 ) で 記述 され ます 。 し か し 、C 言 語 
の まま で は コン ピュ ー タ は 直接 理解 で きま せん 。 

その た め 、C 言 語 で 記述 され た プロ グラ ム は 、 コ ンピュータ が 理解 で きる 機械 語 に 変換 する 必要 が あり ま 
す 。 

し た が っ て 、 本 機 で は ソー スプ ログ ラム の 作成 (C 言 語 で の プロ グラ ミン グ )、 コ ン パ イル (変換 )、 実 行 


と いう 手順 で プロ グラ ミン グ し ます 。 
(プロ グラ ミン グ 開 始 ) 
ーー エー 
ーー ん 4 つ 4 ぴ 四 | 操 作 :CER っ 四 
エディ タ で ソー スプ ログ ラム を 入力 する 
. ーー 
C 

操作 : (SHIFH+ 人 TEXT 

C 言 語 機能 に する 


ャ 
操作 : 〔C] 
実行 プロ グラ ム を 作る (コン パイ ル ) 
Y 請 8 = ーー 
回 


コン パイ ル エ ラー? ーー 


操作 : (GJ 
実行 プロ グラ ム を 実行 する 


yps ーー 


行 時 エラ ー? 


NO 


実行 結果 QK? 


田 ス テッ プ 1 : ソー スプ ログ ラム を 作る 
メッ セー ジ を 出力 する 簡単 な プロ グラ ム を 作っ て み ま し ょ う 。 最初 に C 言 語 で ソー スプ ログ ラム を 作ら り 
ます 。 


第 6 章 C 言 語 機能 188 
テキ スト エディ タ を 呼び 出す 
TEX 和 十 (テキ スト ) モー ド に 入り 、 エ ディ タ 機 能 を 呼び 出し ます 。 
TEXU り っ TEXT EDITOR ー 


人 ソー スプ ログ ラム を 入力 する 
次 の プロ グラ ム を 入力 し ます 。 
19。main 0 


2.9 人 殺 
3 9 こ 、printf (!C コ エフ" ロク "ラミ ンク \n リ ): 
40.J (Ma 


(CAPS) を 押し て 小文字 入力 モー ド に し ます (“CAPS” を 消灯 させ ます )。 
行 の 先頭 に 行 番号 を 入力 し て か ら 各行 の プロ グラ ム を キー 入力 し て くだ さい 。 カナ 入力 は 、 (カナ) を 押 


し て か ら ロ ー マ 字 で 入力 し ます 。 英字 入力 に 戻る に は も う 一 


度 (カナ 〕 を 押し ます 。 


各行 の 終わ り で は 必ず [本 ) を 押し て くだ さい 。 行 番号 30 は 画面 上 で は 1 行 に 収まら ず 2 行 に 表示 され ま 
す が 、〔) が 押さ れる まで は 1 行 と し て 扱わ れ ま す 。… は [SPACE] の 入力 を 意味 し ます 。 
も し 、 入 力 を まち が えた 場合 な ど は 、「 第 5 章 TEXT モ ー ド 」 を 参照 し て 修正 し て くだ さい 。 


一 般 の プロ グラ ム で は 行 番号 を つけ る と エラ ー に な り ま す 。 
を つけ て 入力 し な けれ ば な ら な いた め 、 こ の よう な 記述 と な 
番号 は 取り 除 か な けれ ば な り ま せん 。 


ここ 
| ご 注意 


この 項 (2. 始め よう C プ ログ ラミ ング ) で は 、 プ ログ ラム 中 に スペ ー ス マー ク や 〔 殺 ) を 入れ て いま す 。 


圏 ス テッ プ 2 : ソー スプ ログ ラム を コン パイ ル す る 


し か し 、 本 機 の テキ スト エディ タ は 行 番号 
っ て いま す 。 ほ か の C 言 語 処 理系 で は 、 行 


) 
i 
1 
1 
! 
* 
1 
1 


ソー スプ ログ ラム を コン パイ ル し 実行 プロ グラ ム を 作り ます 。 


C 言 語 機能 の メニ ュー 画面 に する 


を 押し な が ら (TEXT) を 押す と 、C 言 語 機能 の メニ ュー 画面 が 呼び 出さ れ ま す 。 


SHIFT 二 EXT 


まま CO 六 玉 玉 


Compile Trace Go Stdonut 


各 コ マン ド は 次 の よう な 働き を し ます 。 


Compile : TEXT で 作成 し た プロ グラ ム を コン バイ ル す る 
和 Trace ・ コ ン パ イル し た プロ グラ ム を トレ ー ス 実行 する 
Go :・ コン パイ ル し た プロ グラ ム を ノー マル 実行 する 


Stdout : 出力 を 画面 や プリ ンタ と で 切り 替え る 


(プリ ンタ 動作 可能 時 、 を 押す た びに 切り 替わる ) 
各 コ マン ド は コマ ンド メニ ュー の 先頭 文字 を 入力 する こと で 実行 きれ ます 。 
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コン バイ ル す る 
〔C〕 を 押し て くだ さい 。 コ ン パ イル が 実行 され ます 。 


コン パイ ル 実 行 中 は compiling と 一 時 表示 し 、 次 の 画面 に 移り ます 。 た だ し 、 プ ログ ラム が 短い と 
き は 、 こ の 表示 は 一 瞬 で 終わ り ま す 。 

コ ン バ イ ル が 終了 する と 
コン パイ ル が 終了 する と 次 の 画面 が 表示 され ます 。 


Compile Trace Go Stdout 


| 
comp lete ! | 
| 
) 


プロ グラ ム に 悪い と ころ が ある と 、 エ ラー の ある 行 番号 と ェ ラ ー の 内 容 が 表示 され 、 コン ペイ ル が 中 断 
され ます 。 こ の よう な 場合 は (TEXT UE) と 押し て テキ スト エディ タ に 戻り 、 プ ログ ラム を 修正 し て か 
ら も う 一 度 コ ン パ イル し て くだ さい 。 


( 注 ) memory full と 表示 され た と き は 、 コ ン パ イル に 必要 な メモ リ が 足り ませ ん 。 不 要 に な っ た 
BASTC の 変数 や プロ グラ ム を 消去 し て か ら 、 も う 一 度 コ ン パ イル し て くだ さい 。 


証 ス テッ プ 3 : プロ グラ ム を 実行 する 
プロ グラ ム の 実行 に は ノー マル 実行 と 、 ト レー ス 実 行 の 2 つの モー ド (機能 ) が あり ます 。 こ こ で は ノー 
マル 実行 を 行い ます 。 ま た どちら の モー ド も 実行 プロ グラ ム が 作成 され て いな いと き は 、 自 動 的 に コン 
パイ ル を し て 実行 アロ グラ ム を 作り 、 実 行 し ます 。 
トレ ー ス 実行 に つい て は 「2.2 プロ グラ ム の トレ ー ス 実行 」 で 説明 し ます 。 

ノー マル 実行 する 
コン パイ ル が 終了 し た ら (G] を 押し て くだ さい 。 プ ログ ラム が 実行 され 、 画 面 に は 次 の よう に 表示 され 
ます 。 

| 


6 の 所 当 あ ミ シグ の " 
*EXIT (49) | 


*EXITT (49) は プロ グラ ム の 実行 が 終了 し 
た 行 番号 を 示し て いま す 。 、 [<) 、(BREAK 
で メニ ュー に 戻り ます 。 


人 実行 時 エラ ー が 発生 し た ら 

実行 時 に エラ ー が 見 つか る こと が あり ます 。 実行 時 エラ ー が 発生 する と 、 エ ラー メッ セー ジ を 出力 し て 
実行 を 停止 し ます 。 コ ン ペ イル エラ ー と 同様 に 、 エ ディ タ を 呼び 出し て ソー スプ ログ ラム を 修正 し て く 
ご さい 。 


実行 時 エラ ー メ ッ セ ー ジ に つい て は 2483 ペ ー ジ を 参照 し て くだ さい 。 
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2. 2 プロ グラ ム の トレ ー ス 実行 
プロ グラ ム の 構造 が 複雑 に な る と 、 エ ラー が 発生 する と き や 、 期 待 ど お り の 結果 が 得 ら れ な いと き の 処 理 
が 大 変 に な り ま す 。 エ ラー を 発見 する た め に 便利 な の が ト レー ス 実 行 で す 。 
トレ ー ス 機能 と は プロ グラ ム を 1 ステ ッ プ ずつ 実行 し て いく 機能 の こと で す 。 
各 ス テッ プ ご と に 変数 の 値 を 調べ 、 エ ラー の 原因 を 探し て いき ます 。 
ここ で は 、 次 の プロ グラ ム を 例 に 、 ト レー ス 実 行 し ます 。 テ キス ト エ ディ タ で 入力 し て 、C 言 語 機能 で コ 
ン パ イル し て くだ さい 。 

1 9。imain () [4 

2 9、, 人 【 条 

39 こ int 品 gokei=9 :〔 殺 

49。、。for =1 ii く <5 1 i ュ オキ +) こ , 人 

59Lr rr gokei 十 デュ 


6 90 に 、。、。、。printf ("1 上 . . . +%d ーー%d ぎ nn! ii gokei) :( 殺 
7 09. ょ すす (a) 
8 5. 【( 

一 ト レー スモ ー ド 


言語 機能 の メニ ュー 画面 で (T〕 を 押し 、 ト レー スモ ー ド に し ます 。 
画面 に は 次 の よう に 、 最 初 に 実行 する 行 が 表示 され ます 。 


?19 pa 1 n 0 
[ 殺 ) を 押せ ば 、? の 行 を 実行 し 、 次 の ステ ッ プ へ 進み ます 。 順次 [名 で 実行 を 進め ます 。 
BREAKJ) を 押せ ば 、 ブ レー クモ ー ド に 入り ます 。 


一 ブレ ー ク モー ド 
ブレ ー ク モー ド で は 次 の キー 操作 が で きま す 。 


{qa) : 実行 を 再開 し ます 。 

〔C] : 実行 を 再開 し ます 。 

: 実行 を 中 断 し て メニ ュー 画面 に 戻り ます 。 
:・ トレース を 指定 し て 、 実 行 を 再開 し ます 。 
: トレ ー ス を 解除 し て 、 実 行 を 再開 し ます 。 
(6〕 


・ 変数 表示 モー ド に 入り ます 。 
変数 表示 モー ド で は 変数 名 を 入力 する と 、 そ の ステ ッ プ で の 変数 の 内 容 が 表示 され ます 。 変数 i の 値 を 
表示 させ て み ま し ょ う 。 


BREAK 1 寺 。』・ 十 1 = 1 
ed 49 。 for (Gi=1:ii<51: ュ オキ +) ( 
ブレ ー ク モー ド に な り ま す 。 eoak み D 
ペ ホッ スウ 光 1 
(5) 』 ( 同 int : 2(9x9982) 
バッ ンス ウッー 


1 の 値 が 2 の 場合 
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[補足 ] ・(T) を 押し て トレ ー ス モー ド に し た 後 、〔 計 ) を 5 回 押す と 1 は カウ ント アッ プ さ れ 2 に な り 2. 4 C 言 語 機能 一 覧 
ます 。 y 


・i は 必ず 小文字 ( "CAPS"” 消灯 ) で 入力 し て くだ さい 。 プ ログ ラム で の 指定 が 小文字 の た - 


BREAK 


| | (S) (プリ ンタ が 動作 可能 状 】 


還 


めで す 。 [D〕 を 押す と き は “CAPS" が 消灯 し て いて も 有効 で す 。 8 し 
過 1 ピ 1 っ 間 
画面 に は i の デー タ 型 Gnt) と その 値 が 表示 され ます (カッ コ 内 は 16 進 表示 で 前 に 9 x が つき ます )。 きき 軸 0 も 回 較 
変数 表示 モー ド は [BREAK] を 押せ ば 終了 し 、 ブ レー クモ ー ド に 戻り ます 。 * の 還 | 
IN ゞ を で 央 キ 
< 赴 3 の 
2. 3 表示 出力 と 印字 出力 の 切り 替え 半 ョ ^ 評 さく \ 上 回 記 
CE-126P (プリ ンタ ) を お 持ち の 場合 は 、 本 機 と プリ ンタ が 接続 され 、 動 作 可能 状態 に な っ て いる と き 、 り 旬 『 3 S 
言語 機能 の メニ ュー 画面 で (S] を 押す と 、 画 面 の Stdout が Stdprn に 切り 替わり ます 。 き 半 机 生 ま 角 人 
も う 一 度 (S) を 押す と Stdout に 戻り ます 。 伯 *W 編 nm 到 @ 浮 
この 切り 替え は 、 下 記 の 出力 関数 で 、 出 力 stream が stdout に 指定 され て いる 場合 に 、 出 力 先 を 画面 と 回 電 la 
プリ ンタ と で 切り 替え る と き に 使用 し ます 。 日 1 
出力 stream が stdprn に 指定 され て いる と き は 、 メ ニュ ー 画 面 で の 指定 に か か わり な く 、 プ リン タ に 
出力 され ます 。 = SS 
Stdout 表示 時 : 画面 に 出力 を は き NT 
Stdprn 表示 時 : プリ ンタ に 出力 i H h 
C 言 語 機能 選択 時 な ど に は Stdout に な り ま す 。 

(有効 な 関数 ) 呈 | 堆 | っ 有 
putc RS 呈 較 ) 地 
fputc 8 8 志 
fputs H .6 思 1 

pu AT 弓 
fprintf さ 了 2 | 心 ほ は ーーーー 

ーー ペー ペー ペー ンーenehPBPRNRRSB5R20625728B2M4OR9RR2R だ RRB > 思 崩 H D 

| | 則 ト 、 | 

C ブ ログ ラム 実行 中 は 、 電 池 が 消耗 し て も 「 号 王 軒 軒 が 点灯 し ませ ん の で 、 実 行き させ た まま 長 1 eo 0 周 ー 

| 時 間 放 置 し な いで くだ さい 。 実行 させ た まま 長 時 間 放置 し ます と 、 電 圧 が 低下 し 、 正 常 な 動作 を 同 草 目 1]| 眉 「 涯 加 

) し な く な る 恐れ が あり ます 。 1 紀 S 表 1 に 還 

| な お 、 実 行 中 に 誤動作 等 が 発生 し た 場合 は 電池 の 消耗 が 考え られ ます 。 また は リセ ッ ト ! 昌 表 5 

1 スイ ッ チ を 押し て 実行 を 止め 、 " 呈 の 点灯 また は 電源 が 切れ る 場合 は 、 速 や か に 電池 を 回 gd ビ 

交換 し て くだ さい 。 


ョ BE 
弓 9 g 8 国 
疲 ! 日 @ 了 で 
章 1 〇 性 ③ の の 
 』 
(の) に .】 
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2. 5 C プ ログ ラム の スタ イル 


BASIC に な れ て いる 人 は 、C 言 語 の プロ グラ ム は と て も 雰囲気 が 違う と 感じ て いる か も し れ ま せん 。 
その 理由 の ひと つ は 、C 言 語 の プロ グラ ム は 小文字 を 中 心 に 記述 され る こと に ある と 思い ます 。C プ ログ 
ラム で は 特別 な 場合 を 除い て 大 文字 は 使い ませ ん 。 

その ほか に も C 言 語 特有 の プロ グラ ミン グ ス タ イ ル が あり ます 。 こ こ で は その うち の 基本 的 な 約束 ご と を 
説明 し ます 。 

テキ スト エディ タ を 呼び 出し て 、 次 の プロ グラ ム を 入力 し て くだ さい 。 


19。main 0【 句 

2 9 人 (( 和 

3.9。。 printf (リタ ノシ イー!) :( 栖 

49。。 prin 作 (!C フ "ロク "ラミ ンク " 半 n!) :() 
5 9、』[〔 殺 


田 基 木 的 な スタ イル 
C プ ログ ラム の 最も 基本 的 な 構成 は 次 の よう に な り ま す 。 
main () 
( 
実行 文 
} 
main は 文字 どおり 、C プ ログ ラム の メイ ン ( 主 プ ログ ラム ) で ある こと を 示し て お り 、 プ ログ ラム の 
実行 は 、 必 ず main () か ら 始 まり ます 。mmain () で 実行 する 内 容 は {と } と の 間 に 書 きま す 。 
これ が C 言 語 の 基本 的 な 約束 で 、 プ ログ ラム の 実行 の 始ま り と 終わ り が は っ きり と わか る よう か 形式 に 
な っ て いま す 。 
入力 し た プロ グラ ム で 実行 され る の は 、 次 の 2 つの 出力 文 で す 。 
printf (! リ タノシイ!) : 
printf (!C Hu フ "ロク "ラミ ンク グ ^ 荘 n!) 
printf 文 は ! ! で 囲ま れ た 文字 の 並び (文字 列 ) を 出力 する 命令 CC 言 語 で は 関数 と いう ) で す 。 


一 実行 の 区 切り 

それ ぞ れ の 実行 文 の 終わ り に : (セミ コロ ン ) が つい て いる こと に 注目 し て くだ さい 。 : は 一 つの 実 
行 単位 ( 文 ) の 終わ り を 示す 大 切な 目印 で す 。 初 心 者 は : を 忘れ が ち で す 。 気 を つけ て くだ さい 。 

ぅ を 忘れ る と 、 次 の 行 以 降 で エラ ー に な り ま す 。 


BASTC で は 行 が 実行 の 単位 (区 切り ) を 意味 し て いま し た が 、C プ ログ ラム は 行 と いう 単位 に し ば 
られ な いで 記述 で きま す 。 こ れ を フリ ー フ ォ ー マ ッ ト と いい ます 。 
先 の プロ グラ ム は 次 の よう に 書く こと が で きま す 。 

main O tprintt (! タ ノシ イー 9) printf (!C フ "ロク "ラミ ンク ` 壮 n!) :) 
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同じ 働き を する プロ グラ ム で も 、 書 きか た に よっ て 読み や すさ 、 わ か りや すさ が 違っ て きま す 。 フ リー 
フォ ー マ ッ ト 方 式 で は 、 読 みや すい プロ グラ ム を 作る こと を 、 常 に 心がけ て お く こ と が 大 切 で す 。 


画 出 力 画面 の 改行 
プロ グラ ム を コン パイ ル し 、 実 行 し て くだ さい 。 次 の よう に 出力 され ます 。 


タ ノ ジ イ GCC フ ログ ラミ シグ" 
*EX】 下 (55) 


実行 結果 を 見 る と 半 n が 画面 に 表示 され て いま せん 。\n は 改行 を 意味 する 特別 な 文字 で 、C プ ログ 
ラム で は 文字 列 中 の \\n の ある 位置 で 改行 が 実行 され ます 。 BASTC の PRTINT 文 と 違っ て 、 自 動 
的 な 改行 は 行い ませ ん 。 
最初 の printf 文 を 次 の よう に 変更 し て み ま し ょ う 。 

printf (リタ ノシ イ 半 nm!) | 
画面 は 次 の よう に 2 行 に 出力 され ます 。 


タノシイ 
6G 各 ウ ” ミ の " 
*EKXIT (58) 


で で と. で 、 シ で で で で の で こう で に: で 3: そい シ で いで や で シシ で いも で "で シス 


参 考 


ソー スプ ログ ラム の セー ブ (保存 ) 

入力 し た C プ ログ ラム (ソー スプ ログ ラム ) は 、 本 体 の プロ グラ ム フ ァ イル エリ ア へ 登録 し て 保 
存 し ます 。 

(TEXT] を 押し て テキ スト の 機能 選択 画面 に し た 後 、[F) を 押す と プロ グラ ム フ ァ イル の メニ ュー 
面 に な り ま す 。 

この 画面 で (S〕 を 押す と セー ブ (Save) が 選ば れ 、 フ ァイル 名 の 入力 待ち に な り ま す 。 

ファ イル 名 を 入力 し て 〔q) を 押す と 、 プ ログ ラム が ファ イル され ます 。 
な お 、C 言 語 の プロ グラ ム は 、 一 般 的 に ファ イル 名 の 拡張 子 を . C と し ます 。 
< 人 例 ) FILE NAME=TEST. C 

この ファ イル を テキ スト エディ タ へ 読み 込む と き は 、Load を 使用 し ます 。 
くわ し く は 、「 第 5 章 _ TEX モー ド 」 を 参照 し て くだ さい 。 


回 


www MWL %ce ec Me Mc ce Moe Moe cc ce Mc csc Moe_%cec oe 
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3. 基本 的 な C プ ログ 


ご 
フェ ニ 


ング 


この 章 で は 数 値 計算 の プロ グラ ム を 例 に 、C プ ログ ラミ ン グ に お ける 変数 の 扱い か た 


を 出力 する 方 法 、 変 数 家 言 と いっ た 、C プ ログ ラ 


3. 1 整数 を 扱う プロ グラ ム 
画数 値 の 出力 


ミン グ の 春 


辺 の 長 さ が 10 の 正方 形 の 面積 を 求め ある プロ グラ ム 例 で す 。 


19 main 0 


19*106) 


1 


を 説明 し ます 。 数 値 
本 的 な 機能 を 説明 し ます 。 


29 { 
88 printf (! リ ヘン 16 ノ メン セキ ハ %d テス 平 n!, 
4 } 
プロ グラ ム を 実行 する と 、 画 面 に は 次 の よう に 出力 され ます 。 
ヘン 16 


printf 文 の 文字 列 の %d の 部 分 が 、19 6 


printf (! ヘ ペン 19 ノ メン セキ ハ 
printf 文 は 出力 する 文字 列 の 中 に 
し ます 。% 記 号 に 続く 文字 d は 、 
で 表示 する 」 こと を 意味 し ます 。 
この よう に printf 文 の 文字 列 は 、 単 な る 文字 列 
式 文字 列 と 呼ば れ ま す 。 


26d の よう な 働き を する も の を 変換 指定 と いい ます 。 整数 の た め の 変換 指定 


変換 指定 表 示 形式 
%d 1 進数 に 変換 する 
%x 1 6 進数 に 変換 する | 
9%o 8 進数 に 変換 する 
圏 変数 を 使う 


密 中 


ノ メン セキ ハ 


(49) 


199 


RI 
メ 


置き 換え られ ます 。 


6 記号 が ある と 、 文 字 列 と , で 区 切ら れ た デ 
ー タ の 表示 形式 を 指示 する た め の 変 換 文字 で 、「 デ ー タ を 10 進 整数 


と 違い 画面 へ の 表示 形式 を 示す 働き を する も の で 、 書 


変数 を 使っ て 、 上 記 の プロ グラ ム を も う 少 し 一 般 的 な プロ グラ ム に し ます 。 


19 main O 

2 8 { 

3 9 int hen, menseki : 
4 9 hen テ 1 9: 


5 9 menseki 王 hen* hen : 


19*10): 


で も すり 
10X10 の 演算 結果 で す 。% d は printf 文 の 中 の 文字 列 の 後ろ に 続く 値 ! 


%d テ | ス \n!。 
- 車 - 


ー タ を その 位置 に 出力 


に は 次 の 種類 が あり ます 。 
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6 8 printf (! ヘ ペン %d ノ メン セキ ハ %d デ " ス \n『!, hen, menseki ) 
重 

NGI MNORIIIRSSEESS Na 

デー タ の 種類 ( 型 ) が 決め られ ます 。 こ れ を 変 宣言 と いい ます 。 

Ce ne の の 計 (78 才 8 あ SLGG 和 違っ て 、C 言 語 で は プロ グラ ム で 使う 変数 は 

あら か じ め 名 前 と 変数 の 種類 (デー タ 型 ) を 明確 に 宣言 し て か ら で な いと 使え ませ ん 。 変数 宮 言 は 次 の 

よう に 、 デ ー タ 型 の 指示 に 続い て 変数 名 を 書き ます 。 


int hen, 


は 名 前 と 、 記 憶 し て お く 


menseki , 
変数 名 

ー タ 型 
int は 、 変 数 hen お よび menseki の 扱う デー タ hy (小数 点 の つか な い 数 値 ) で ある こと を 示 
す キ ー ワ ー ド で す 。 同じ 型 の 変数 を 複数 宣言 する 場合 は 各 変 数 名 を , で 区 切り ます 。 宣言 の 終わ り に 
は ) が 必要 で す 。 
行 番号 4 9 は 代入 文 で す 。 三 
1 9 < 106 
hen 
行 番号 6 0 の pyintf 文 で 変数 hen と menseki の 内 容 を 出力 し ます 。 


は 代入 を 意味 する 演算 子 で 、 右 辺 の 値 が 左辺 の 変数 に 格納 され ます 。 


19 ノ メン セキ ハ 
*EXIT (78) 


printf 文 で は 、 変 換 指定 の 位置 に 変数 の 値 が 表示 され ます 。 複数 の 変数 を 出力 する 場合 は 、 変 数 を , 


で 区 切り ます 。printf 文 は 記述 され た 順に 変数 の 値 を 表示 し ます 。 
メン セキ ハ 


printf ( リ ヘ ン %d クノ %d テ " ス ぎ mn!, 
ポー - 


hen, menseki) 


| = 


一 デー タ の 型 と 数 値 の 範囲 


人 の の TTF 
実数 型 は それ ぞ れ 表現 する 数 値 の 大 き さ に よっ て 、 さ ら に 分 類 さ れ ま す 。 代 表 的 な 型 を 次 
に よっ て 異な り ま す 。) 


て 、 明 確 に 
また 整数 型 、 
に 紹介 し ます 。 (数値 の 男 胃 は コン ピュ ー タ 


分 類 デー タ 型 扱う 数 値 の 範囲 ピッ ト 長 

。 char ー128ー127 8 ピット 

int ー32768ー 十 32767 16 ビ ピット 

0 short ー32768 一 32767 16 ビ ピット 

1ong ー2147483648 一 十 2147488647 2 ビット 

float 土 1 x10-99 - 土 9.999X10*% 32 ビ ッ ト 

SE double float の 仮数 部 有効 桁 が 10 桁 64 ビ ピット 
整数 型 の 前 に 次 の 修飾 子 つ ける こと が で きま す 。 


正負 の 符号 な し 、 つ まり 正 の 数 の み 扱 う 


unsigned 
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double 型 に 修飾 子 long を つけ る こと が で きま す が 、 本 機 で は double と 同じ 扱い に な り ま す 。 < く 
し く は 「6. C 言 語 の 要点 」 を 参照 し て くだ さい 。 


( 注 ) 変数 を 使用 する 場合 、 各 型 で 扱え る 数 値 の 範囲 を 超え る よう な 使い か た を する と 正しい 結果 が 得 


行 番号 5 9 の scanf 文 が 入力 文 で 、 キ ー ボ ー ド か ら の 入力 を 実行 し ます 。 
scanf (!9d!, 色 hen) 
この 文 が 実行 され る と 、 プ ログ ラム は キー ボー ド か ら の 入力 待ち の 状態 に な り ま す 。 キー ボー ド か ら 数 


1 値 を 入力 する と 、 そ の デー タ は 変数 hen に 格納 され ます 。 
%d は printf 文 の 場合 と 同様 に 、 入 力 さ れ た デー タ を 10 進 整数 と し て 扱う こと を 指示 する 書式 文字 
田 変 数 の 名 前 al な 
MWL 数 値 が 格納 され る 変数 の 名 前 に & 記 号 が つい て いる と と に 注目 し て くだ さい 。 
@ 英文 字 で 始ま り 、 英 字 ま た は 数 字 で 表す (カナ 文字 は 使え な い ) when 


@ 大 文字 と 小文字 は 区 別 さ れる 

@ 下線 ( ) は 英字 と し て 扱う 

@% 二 、 一 、& な ど 、 特 殊 記 号 は 使え な い 

@ 名 前 の 長 さ は 31 文 字 ま で 有効 (32 文 字 以 降 は 無視 ) 

@ int 、double と いっ た 、C 言 語 の キー ワー ド は 使え な い 


正しい 例 3. 2 実数 を 扱う プロ グラ ム 


& は アド レス 演算 子 と 呼ば れる も の で 、&hen は 変数 hen の 記憶 され て いる 場所 (メモ リ の 番地 ) 
を 表し ます 。scanf 文 で は 入力 され た デー タ を 格納 する 「 場 所 」 を 指示 し な けれ ば な り ま せん 。 

scanf 文 は BASIC の INPUT 文 と 違っ て 、 書 式 文字 列 の 中 に 入力 を 促す メッ セー ジ を 記述 する 
こと は で きま せん 。 そ の た め 、 行 番号 4 9 の よう に printf 文 で メッ セー ジ を 出力 する 必要 が あり ます 。 


maX ・ _ は 英字 に 含む 画 実 を 使う 
0 SR 3 教科 の テス ト の 平均 点 を 求め る プロ グラ ム で 、 実 数 の 使い か た を 説明 し ます 。 
number2  : 先頭 で な けれ ば 数 字 が 使え る 16 main 0 
エラ ー に な る 例 2 ( 
float : キ ー ワ ー ド は 使え な い 0 hnt km76。 ノ ォ ー ョ クコ ー ォ ブ 
int 一 var  : 一 は 特殊 記号 で ある 4 9 Ss 三 8 8, プ * SW ク * ブ 
ヘン スウ ga  : カ タカ ナ は 使え な い 5 9 e デ 8 1 : プ * エイ コ * ブ 
19n : 先頭 に 数 字 は 使え な い 6 8 double ave: 


7 9 ave 三 (k 寺 s 二 @ グ 3. 6: 

89 printf (! ヘ イキ ン テ ン : 26 人 fm!, ave) 

99 } 
行 番号 3 0 、 4 9 、5 9 が 各 教 科 の 点数 を 入れ る た め の 変 数 宣言 で す 。 ここ で は 変数 の 宣言 と 同時 に 代 
入 を 行っ て いま す 。 こ れ を 変数 の 初期 化 と いい ます 。 ま た それ ぞ れ の 行 に プ * と ※ ノ で 開 ま れ た メッ 
セー ジ が 記述 され て いま す 。 こ れ を コメ ント と いい ます 。 コ メン ト は プロ グラ ム の 実行 に は 何 の 影響 も 
与え を ませ ん 。 コメント は プロ グラ ム を わか りや すく 記述 する た め の 働き を し ます 。 
行 番号 7 9 で 平均 点 を 求め て いま す 。 3 教科 の 平均 点 で すか ら 、 合 計 を 3 で 割れ ば よい の で す が 、 わ ざ 
わ ぎ 3. 9 と 小数 点 を つけ て 割っ て いま す 。 こ れ は 3 で 割っ た 場合 は 整数 どう し の 演算 と いう こと に な 


本 機 で 用 意 さ れ て いる ライ ブラ リ 関 数 名 も 名 前 に 使え ませ ん 。 キ ー ワ ー ド 、 ラ イブ ラリ 関数 に つい て は 
「6. C 言 語 の 要点 」、「7. ライ ブラ リ 関 数 ]」 を 参照 し て くだ さい 。 

C プ ログ ラミ ング で は 、 変 数 名 は 基本 的 に 小文字 で 表し ます 。 ま た 変数 の 名 前 は その 働き が わか る 名 前 
を つけ る こと が 、 わ か りや すい プロ グラ ミン グ の コッ で す 。 


還 キ ー ボ ポー ド か ら の 数 値 入力 
辺 の 長 さ を キー ボー ド か ら 入 力 す る プロ グラ ム を 示し ます 。 
19 main 0 


4 り 、 結 果 も 整数 、 つ ま ら 小数点 以 下 が 切 り 捨 て らち れ て し まい ます 。 こ れ を 防ぐ た め に 3. 0 と いう 実数 
二 e 型 で 割る こと で 、 演 算 が 実数 型 の 演算 と な り 、 結 果 も 小数 点 以下 の 値 が 求め られ ます 。 

8 0 RON printf 文 の 変換 指定 に %† が 使わ れ て いま す 。%f (お よび %6e 、9%6g) は double 型 の デー タ を 出 
6 6 menseki=hen * hen : 力 す る た め の 変 換 指定 で す 。%f は 次 の よう に 表示 形式 を 指定 で きま す 。 

和 PE 放電 iM 


数 型 に は %f 以外 に も %e (指数 形式 )、%g の 変換 指定 が あり ます 。 く わし く は 「7. ライ ブラ リ 関 
数 ] の printf 関数 を 参照 し て くだ さい 。 
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画 指 数 を 使う 
科学 計算 、 た と えば 地球 と 太陽 と の 距離 の よう に 大 き な 数 値 や 、 原 子 の 重 さ の よう に 非常 に 小さ い 数 値 
を 扱う に は 指数 を 使っ た 計算 が 必要 に な り ま す 。 

た と えば 太陽 か ら の 光 が 地 球 に 届く 時 間 を 求め て みる と 太陽 と 地球 と の 距離 、 光 の 速度 は 次 の よう に 表 
し ます 。 


太陽 と 地球 と の 距離 1.496X10* (km] っ ー1. 496e8 
光 の 速度 2.998X 10? (imsec] 一 2. 998e5 


19 main 0 

29 { 

39 double d=1. 496e8: 

4 9 double c=2. 998e5: 

5 9 double 【=d/c: 

68 printf (!time=%7. 2f [sec] 壮 n!, も ) 
79 } 


499. 69 [sec] 
(7.8) 


」 
| 
| 


出力 の 変換 指定 を %7. 2f と し た た め 、 出 力 し た 数 値 の 前 が 1 桁 空白 に な っ て いま す 。 桁 数 を 指定 す 
る と 、 数 値 は 右 詰 めで 表示 され ます 。 


4. プロ グラ ム の 流れ を 制御 する | 


プロ グラ ム は 上 か ら 順 次 実行 され る と は 限り ませ ん 。 プ ログ ラム 中 で 与え られ た 条件 に よっ て 実行 され る 
文 が 選択 され た り 、 繰 り 返 し が 行わ れ た り し ます 。 こ の よう な プロ グラ ム の 流れ を 制御 する 構文 を 説明 し 
吉 っ 


4. 1 条件 文 の 使い か た 


条件 文 は 与え られ た 条件 に よっ て 実行 の 流れ を 枝 別 れ す る た め の 構 文 で す 。 


画 計 文 
if 文 は 次 の よう に な り ま す 。 
if (条件 式 ) プ * こ の 条件 が 成立 すれ ば * ン 


災 L グ ま * 文 1 を 実行 し * ネ ブ 
else ブ * そ れ 以 外 な ら ば * ブ 
文 2 : グ * 文 2 を 実行 する * 


実行 され る 文 は 1 つの 文 ( 単 文 と いう ) で も 、 複 数 の 文 を 含ん で も か まい ませ ん 。 複数 の 文 の 場合 は 、 
それ ら の 文 を 中 カッ コ 、 つ まり 人 {と } で 囲み ます 。 こ れ を 複 文 、 ま た は ブロ ッ ク と いい ます 。 


第 6 章 言語 機 能 200 


else 以下 を 省略 で きま す 。 この 場合 、 条件 が 不成立 な ら 何 も し な いで 条件 文 を 抜け る こと に な り ま す 。 


分 数 で は 分 母 が 0 の 場合 は 演算 不能 で 、 実 行 時 エラ ー が 発生 し ます 。 次 は これ を 避け る た め に 直文 を 
使っ た プロ グラ ム で す 。 


1 mmanO 


2 9 { 

3 9 double a, b: 

4 6 printf (!a プ b ヲ モト メル ぎ n!) 

5 9 printf (!a? !) 

6 9 scanf (!%1f!。&a) 

7 6 printf (! 壮 nb? りう 

88 scanf (!%1f!,&b) 

99 if (b= テ 96) 

109 printf (! 平 m9 テ ` ワレ マセ ン ぎ nl) 
119 else 

1286 printf (!\na ノ b = %f ぎ nl!, ab) : 
136 } 


キー ボー ド か ら 変 数 a 、b に 数 値 を 入力 し て くだ さい 。 行 番号 9 9 の 条件 式 b ニ = で 、b の 値 が 9 で 
ある か どう か を 調べ ます 。b の 値 が 9 以外 な ら 割 り 算 を 実行 し 、9 な ら ば エラ ー メ ッ セ ー ジ を 出力 し て 
プロ グラ ム は 終了 し ます 。 

等 し いか どう か を チェ ッ ク す る 演算 子 は 、 等 号 三 を 2 つっ 続 け ま す 。 C 言 語 で は 「 等 し い 」 こと を 意 
味 する 三 ー と 、「 代 入 」 を 意味 する 一 と は 明確 に 区 別 し ま す 。 

実行 され る 文 は キー ワー ド if また は else より 行頭 を 数 桁 下 げ ま す (本 書 で は 2 桁 )。 こ れ は 実行 の レ 
ベル が 違う こと を 明らか に する こと で 、 プ ログ ラム を わか りや すく する た め の テ クニ ッ ク で す 。 こ れ を 
段 付け と いい ます 。 


還 大 小 を 比較 する 演算 子 
条件 を 与え る 式 に 、 基 本 的 に は 関係 演算 子 を 使い ます 。 関係 演算 子 は 2 つの 値 を 比較 し て 、 等 し いか 等 
し く な いか 、 数 値 的 に どちら が 大 きい か 小さ いか を 調べ る 演算 子 で す 。 


式 真 に な る 場合 
| ぁ a= a は b に 等 し い 
a!= テ b a は b に 等 し く な い 
a く b aa は b よ り 小 さい 
>b a は b よ り 大 きい 
8a く = テ b a は b 以 下 で ある 
a> テ b a は b 以 上 で あぁ ある 


関係 演算 子 は 演算 の 結果 と し て 、 真 に は 数 値 1 、 偽 に は 0 を 返し ます 。 
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田 switch 一 case 文 while (条件 式 ) 


条件 に よる 分 岐 先 が 多 く な る 場合 は switch ~ case 文 を 使う と わか りや すく な り ま す 。 switch 文 : 
case 文 は 次 の よう に な り ま す 。 文 と 同様 、 実 行 さ れる 文 は 単 文 で も 、 複 文 で も か まい ませ ん 。 
itch (整数 式 ) 遇 
1 リー キー ボー ド か ら 数 値 を 繰り 返し 入力 し 、 そ の 合計 を 求め る ブロ グラ ム で す 。 入 力 する デー タ の 個数 も キー 
case 定数 1 ノ * 整数 式 の 値 が 定数 1 な ら * ン ポー 2 ガ し 弄 
文 1 : break : ブ * 文 1 を 実行 する * グ 四 1 病 
case 定数 2: ノンノ * 整数 式 の 値 が 定数 2 な ら * ン 8 
文 2 j break : グ * 文 2 を 実行 する * ン 
) 1 3 9 int data, num: 
4 9 int i=0, sum ニ 6: 
case 定数 n: プ * 整数 式 の 値 が 定数 nm な ら * ン 0 8 
還 5 9 printf (! テ "ー タ ノ コス ウ ?7 けり) 
文 n : break : グ * 文 n を 実行 * ン 
68 scanf (!%d!, 必 num) : 
default : グ * 。 それ 以外 な ら * グ - > 6 
了 凍 7 8 while (i <num) { < 複 文 の 始め 
24 グ * 文 を 実行 する * ン 8 _ 
) 8 6 prin 伴 (! 壮 mn テ "ーー タ 5? ゆり) 
9 9 f(!%d!, &data) 
break は 舞 条 件 で 制御 村 文 を 抜け る た め の キ ー ワ ー ド で す 。 620 上 
198 sum 三 sum 十 data : 
次 は 暦 の 月 を 英語 で 表示 する プロ グラ ム で す 。 た だ し スペ ー ス の 関係 で 3 月 まで の 表示 と し ます 。 118 1i=i 十 1 
18 main () 1 2 9 ) < 複 文 の 終わ り 
2 8 ( 139 printf (! 壮 nm コ ウゥ ケイ %d 王 nn!, sum) 
3 6 int month : 149 )} 
4 8 fm 本 (リナ ツジ が " 尽 委 7 け 1 行 番号 1 9 9 は 「sum の 内 容 と data の 内 容 を た し て 、 そ の 結果 で sum の 内 容 を 書き 換え る 」 こと を 
5 6 scanf (!%d!, &month) : 意味 し ます 。 つ まり 入力 デー タ を 順次 、sum に 合計 し て いき ます 。 行 番号 1 1 9 も 同様 で 、 こ の 文 が 
6 9 switch (month) { 実行 され る た びに 、 変 数 i の 内 容 が 1 ずつ 増加 し て いき ます 。 
7 9 case 1: 行 番号 7 9 の 条件 式 で は 、i と num と を 比較 し 1 の 値 が num と 等 し く な っ た 時 点 で 繰り 返し を 終了 
8 9 printf (!January\n『!) : break : し 、 行 番号 1 3 9 に 実行 が 移り ます 。 
9 9 case 2: 
9 9 printf (!February\n!) :break : 置 代入 演算 子 と イン クリ メン ト 演 算 子 
116 case 3: C 言 語 で は 行 番号 1 9 0 の 文 を 次 の よう に 記述 で きま す 。 
2 8 printf (て!March\n!) : break : sum + data: 
3 default : この 記述 法 は 、 記 述 の 簡素 化 だ け で な く 、 プ ログ ラム の 実行 速度 が 速く な る こと が 期待 で きま す 。 こ の 
4 9 printf (! リ ソノタ 壮 n!) 5 よう な 演算 子 を 代入 演算 子 と いい ます 。 代入 演 算 子 は 演算 子 だ け で な く ー、/、*、% (割り 算 の 余 
159 } り を 求め る ) 演算 子 な ど 、 他 の 演算 子 に も 適用 で きま す 。 
69 } また 行 番号 1 1 9 は 次 の よう に 記述 で きま す 。 
1 二 寺 jj 
4. 2 繰り 返し 文 の 使い か た これ を イン クリ メン ト 演 算 子 と いい 、 こ の 文 が 実行 され る た びに i の 内 容 は 1 ずつ 増加 し ます 。 イ ンク 


リ メ ン ト 演 算 子 は じ プ ログ ラミ ング で は 多用 され ます 。 
代入 演算 子 、 イ ンク リ メ ン ト 演 算 子 に つい て は 「6.C 言 語 の 要点 」 を 参照 し て くだ さい 。 
( 注 ) 代入 演算 子 を 使用 する 場合 で 、 右 辺 と 左辺 で デー タ 型 が 異な る と き は 、 右 辺 の 結果 を 左辺 の 型 に 変 
: 換 し た 後 で 演算 を する た め 、 一 般 の C 言 語 と 結果 が 異な る 場合 が あり ます 。 型 の 違う デー タ の 演算 
ILS は 算術 演算 子 に よる 記述 を 行っ て くだ さい 。 


同じ 作業 を 繰り 返し 実行 する に は 、 繰 り 返し 文 を 使い ます 。 C 言 語 の 繰り 返し 文 に は for 文 、while 文 、 
do ~ while 文 が 用 意 さ きれ て いま す 。 


while 文 は 与え られ た 条件 式 が 成り 立つ 間 、 文 を 実行 し ます 。 
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一 for 文 
for 文 の 一 般 的 な 書式 は 次 の よう に な り ま す 。 
for ( 文 1 条件 式 : 文 2) 
本 文 : 
while 文 を 次 の よう に 記述 し た 場合 と 全く 同じ 働き を し ます 。 本 文 は 単 文 で も 、 複 文 
文 1: 繰り 返し に 入る 前 に 実行 され る 
while (条件 式 ) { < 条件 が 成立 し て いる 間 、 
本 文 : 
9 科 < 繰り 返し を 行う た びに 実行 


) 


され る 


で も か まい ませ ん 。 


{ } を 繰り 返し 実行 する 


文 1 で 繰り 返し を 制御 する 変数 (制御 変数 と いう ) を 宣言 し 、 初 期 化 し ます 。 条件 式 で 制御 変数 の チェ ッ 


ク 、 文 2 で 制御 変数 の カウ ンタ の 働き を させ ます 。 
19 mainO 


2 { 

38 int ii 

49 for(i=9ji く 16 ji 二 十 ) 【 

5 9 printf (リー%d に 」", ュ ) 5 
6 9 ) 

79 } 


プロ グラ ム を 実行 する と 、 変 数 1 の 値 が 9 か ら 9 まで 変化 し て いく こと が 確認 で きま す 。 行 番号 4 9 で 
繰り 返し の 制御 が 行わ れ ま す 。 行 番号 4 9 は 「 変 数 1 の 初期 値 を 9 と し 、i が 1 9 より 小さ い 間 、i を 


1 ずつ 増加 し な が ら 繰 り 返す ] と いう 意味 に な り ま す 。 


画 制 御 文 の 中 の 制御 文 


条件 文 、 繰 り 返し 文 は それ ぞ れ 独 立 し た 1 つの 文 で すか ら 、 条 件 文 や 繰り 返し 文 の d 


し て 使う こと が で きま す 。 こ れ を ネス ティ ング と いい ます 。 


で 実行 され る 文 と 


次 は か け 算 の 九 九 を 出力 する プロ グラ ム で す 。for 文 の 中 で for 文 が 実行 され て いま す 。 


156 main () 
【 
mt 乱 搬 
for (i= ニ 1 ii く 19 ii 二 二 ) 人 【 
for (]=1 jj] く 18 jj 十 士 ) 人 【 
printf (!%d * %d = %d 
printf (! 半 n り ) 


トー < oo ココ の em 愉 @5 ko っ 
GS 豆 避 宮 豆 豆 避 


| 5. 


上 記 の プロ グラ ム を 実行 する と 、 ス ピー ド が 速 す ぎ て 表示 の 確認 が で きま せん 。 
この よう な と き は 、for 文 を 使っ て 表示 時 間 を 調整 する 方 法 が あり ます 。 

た と えば 、 前 記 の プロ グラ ム に 、 次 の 行 を 追加 し ます 。 

9 5 int k: 

6 5 for (k=90 jk<16909 jk 二 +) 

65 行 は 、「k が 9 か ら 1 90 0 0 に な る まで 繰り 返す 」 と いう 意味 で す 。 

つま り 、65 行 を 繰り 返し 実行 し て いる 間 は 、 画 面 が 変わ り ま せん 。 

1 6 9 9 を 他 の 値 に 変え れ ば 、 表 示 時 間 を 変え る こと が で きま す 。 


ecc Mer Mc もこ つこ 


C 言 語ら し い プ ログ ラミ ング 


関数 な どの C プ ログ ラミ ング で の 特徴 的 な 機能 を 中 心 に 説明 し ます 。 


ee 


次 に 配列 、 


5. 1 配列 


配列 は 同じ 種類 (デー タ 型 ) の デー タ を 大 量 に 処理 する と き 、 威 力 を 発揮 し ます 。C プ ログ ラミ ング で は 
変数 宮 言 と 同様 に 、 配 列 の 宣言 が 必要 で す 。 


int tensu [5] : 
| 配列 の 要素 数 
ーー 配列 名 
ー 配列 要素 の デー タ 型 


これ で 配列 名 が tensu 、 配 列 要 素 の デー タ 型 が int 、 配 列 要 素 の 数 が 5 で ある 配列 が 宣言 され た こと に 
な り ま す 。 実際 に は 配列 の た め の 領 域 が メモ リ に 確保 され ます 。 


NN 


配列 名 


tensu 


tensu[9] tensu[1] tensu[2] tensu[3] tensu[ 4 ] 


呈 

除 字 
配列 を 宣言 し て か ら 、 そ の 配列 の 各 要 素 を 指定 する と き は 、 配 列 名 の 後ろ に 大 カッ コ [ ] で 囲ん だ 数 値 
を 書い て 指定 し ます 。 こ の 数 値 を 添字 と いい ます 。 そ れ ぞ れ の 配列 要素 は 単独 の 変数 と 同じ よう に 扱え ま 
す 。 た と えば 、 配 列 tensu の 3 番目 の 要素 に 代入 する に は 次 の よう に し ます 。 
=76: 


tensu [2] 


205 第 6 章 C 言 語 機能 


3 番目 の 要素 で あり な が ら 、 添 字 は 2 に な っ て いま す が ま ちがい で は あり ませ ん 。 C 言 語 で は 配列 の 要素 
は 1 で は な く 5 番 目 か ら 始 まる た め に 、 こ の よう な 表記 に な る の で す 。 


罰 配 列 の 操作 
人 炊 は 、 あ る テス ト の 得点 で の 最高 点 を 求め る プロ グラ ム で す 。 
9 main 0 
M 1 
9 imt tensu [5] : 
9 imt ii n, max 三 6: 
9 tensu[9] =55: 
9 tensu[1] =81: 
9 tensu [2] =78: 
M tensu[3] =66: 
9 tensu [4] =86: 
9 for (Gi=9 ji く 5 ji 二 二 ) { 
1 導 Gmax <tensu[i] ) { 
2 max 三 tensu[i] : 
9 
4 
5 
6 


) 
printf (! サ イコ ウゥ ハ %d ハ ~ ン : dd テン 壮 nm!」 nmax) : 


ーー ビー ーー ビ ビビ ロロ cc eo ココ つの mm S ec5 ko 中 


9 
9 
9 
9 nh デー1j』 
9 
9 
9 


179 } 
各 点 数 は 次 の 図 の よう に 各 要 素 に 格納 され ます 。 


配列 名 


SN 5 5 8 1 7 9 6 6 8 6 


tensu[9] tensu[1] tensu[2] tensu[3] tensu[4] 


プロ グラ ム で は 、 行 番号 1 9 9 か ら 1 5 9 に お いて 、 配 列 要素 を 6 番目 か ら 順に それ 以前 の 最大 値 max 
と 比較 し 、 よ り 大 きい 値 で max の 内 容 を 書き 換え て いき ます 。for 文 を 抜け た 後 の max に 、 配列 要 
素 の 中 の 最大 値 が 残さ れ ま す 。 
行 番号 3 9 お よび 5 0 か ら 9 9 まで の 代入 文 は 次 の よう に 記述 で きま す 。 
int tensu [5] = {55, 81, 79, 66, 88} 

この よう に 配列 宣言 の と き に 各 要 素 に 一 括 し て 代入 で きま す 。 こ れ を 配列 の 初期 化 と いい ます 。 
た だ し 、 一 般 の C 言 語 で は 、 こ の よう に 書け な いも の が あり 、 こ の よう に 書く と エラ に な る 場合 が あ 
り ま す 。 
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文 字 の 配列 
C プ ログ ラミ ング で は 文字 列 は 文字 の 配列 と し て 扱い ます 。 

19 main 0 

9 【 

9 char str [7] =\string! : 

9 int ii 

9 printf (!%s 半 n!, str) : 

M for (i デ 9 ii1 く 6 ji1 十 十 ) 

M printf (!%cm!,。 str [ii] ) : 


= コー の っ ce 65 Eo 


89 } 
行 番号 3 9 で 、 文 字 の 配列 str を 宣言 する と 同時 に 、 文 字 列 の 定数 string で 初期 化し て いま す 。C 
プロ グラ ミン グ で は 文字 と 文字 の 並び で ある 文字 列 は 区 別 し な けれ ば な り ま せん 。 文字 定数 の 場合 は シ 
ング ルク ォ ー テ ーション マー ク '” ” で 1 文字 を 囲み ます 。 文字 列 定数 は ダブ ルク ォ ー テ ーション マー ク 
1 1 で 文字 の 並び を 囲み ます 。 

char c= テ "AA : : 文字 定数 

char str[7] =!string! : : 文 字 列 定数 
行 番号 5 9 で 文字 列 str の 内 容 を 出力 し ます 。%s が 文字 列 の た め の 変 換 指定 で す 。 
行 番号 6 9 、 7 9 で 文字 列 の 要素 を 順次 出力 し ます 。%c が 1 文字 を 出力 する た め の 変 換 指定 で す 。 
な お for 文 は 繰り 返し 実行 する 文 が 単 文 の た め { } は 省略 し て いま す 。 


田 文 字 コ ー ド 
文字 の 配列 が どの よう に な っ て いる か 、 も う 少 し くわ し く 調 べ ま し ょ う 。 


19 main 0 


2 9 { 
39 char str [3] =!AB!: 
49 int ii 
59 for(i= ニ 9 ji ぐ く 83: ュ 十 ) 
6 9 printf (!%c:%x\n!。str str i]) 
79 } 
画面 に は 次 の よう に 表示 され ます 。 Ai41 
B 


・ 

*EXIT (79) 

文字 は それ ぞ れ 文字 コー ド が 決め られ て お り 、 文 字 配 列 の 各 要 素 に は 文字 コー ド を 意味 する 数 値 が 格 
納 さ れ ま す 。 画面 の 1 行 目 、 2 行 目 は 文字 配列 の 要素 「A" 、'B と その 文字 コー ド が 16 進 数 で 表示 
され ます 。 な お 、 文 字 コ ー ド に つい て は 「 キ ャ ラク タ ・ コ ー ド 表 」 を 参照 し て くだ さい 。 

画面 の 3 行 目 に 注目 し て くだ さい 。 配列 の 3 番目 の 要素 に は 数 値 8 が 格納 され て いま す 。 0 は C 言 語 で 
は 文字 列 の 終わ り を 表す こと を 意味 する 大 事 な 働 き を し ます 。 9 を 特殊 文字 と し て ヌル 文字 と 呼び 、 
*" 半 9' と 記述 する こと が あり ます 。 し た が っ て 文字 配列 の 要素 数 は 、( 格 納 する 文字 数 1 ) 以上 で な 
けれ ば な り ま せん 。 
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5. 2 関数 


関数 は C じ プロ グラ ミン グ の 中 で 、 最 も 基本 的 な 実行 単位 で す 。 関 数 は 1 つの ま と まっ た 仕事 を し て くれ る 、 
独立 し た 副 プ ログ ラム で す 。 作成 され た 関数 に は 名 前 が つけ られ 、 新 し い 命令 と し て プロ グラ ム の 中 で 使 
うこ と が で きま す 。 


関数 は ユー ザー (利用 者 ) が 作成 する 以外 に 、C 言 語 の シス テム に よっ て 提供 され る ライ ブラ リ 関 数 が あ 
り ま す 。 ラ イブ ラリ 関数 は 一 般 的 に 役に立つ 関数 を 集め た も の で 、 こ れ ま で 使っ て きた printf O、scanf 
( 〇 も その 1 つ で す 。 本 機 で 用 意 し て ある ライ ブラ リ 関 数 に つい て は 、「 7. ライ ブラ リ 関 数 ] を 参照 し て 
くだ さい 。 


関数 は 互い に 対等 で す が 、main () だ け は 特別 な 関数 で アロ グラ ム の 実行 は この 関数 か ら 始ま り ま す 。 
その た め 主 (メイ ン ) 関数 と 呼び ます 。C プ ログ ラム は mainm () を 中 心 に 、 ユ ー ザ ー 関 数 、 ラ イブ ラリ 
関数 を 組み 合わ せ て 作っ て いき ます 。 


田 関 数 を 作る 
関数 は 一 般 に 、 呼 び 出し 側 か ら デ ー タ を 受け 取っ て な ん ら か の 処理 を し た 後 、 結 果 を 返し ます 。 2 つの 
整数 の 和 を 求め る 関数 plus ) を 例 に 、 関 数 の 作り か た (定義 ) と 使い か た を 説明 し ます 。 
int plus Gnt a, int Db) 
( 
return (a 填 b) : 
) 
先頭 行 が 関数 の 定義 に と っ て 重要 な 意味 を 持ち ます 。 
imt plus Gnt a, int b) 
引数 の 並び (引数 が な けれ ば 空 仙 の まま ) 


- 関数 の 名 前 
関数 の 型 

上 の 例 で は 「 関 数 の 名 前 は plus で 、 2 つの int 型 の 値 を 受け 取り 、 処 理 し た 結果 を int 型 の 値 と し て 
到 す 」 こと を 表し て いま す 。 な お 、 値 を 受け 取る 変数 を 引数 (ひき すう ) と いい 、 関 数 の 中 で は 他 の 変 
数 と 全く 同じ 働き を し ます 。 関 数 の 型 は 関数 が 返す 値 の 型 を 意味 し ます 。plus () 関数 は 実行 結果 を 
int 型 デ ー タ と し て 返し ます 。 
関数 の 内 部 で の 処理 は { ) で 囲ん だ ブロ ッ ク の 中 に 記述 し ます 。 

{ 

return (a 十 b) 

} 

return 文 は 関数 の 実行 を 終わ る 働き を し ます 。 そ の と き return の すぐ 後ろ の 値 を 関数 の 値 (戻り 値 ) 
と し て 返し ます 。plus 〇 は (ab) の 値 を 返し て 実行 を 終わ り ま す 。 
な お 、 関 数 名 に つい て の 規則 は 変数 名 の つけ か た と 同じ で す 。 


一 関数 の 呼び 出し 
関数 plus O を 使っ た プロ グラ ム の 全体 を 示し ます 。 
1 9 main 0 
29 【 
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3 9 int plus (int int) : 
4 6 YE 浴 ぅ 
5 9 x 三 plus (19, 20) 
6 9 printf (!19 二 26=%d 壮 n', x) : 
7 9 ) 
8 9 プ * カン スウ テイ キ "  * グ 
9 9 int plus (int a, int D) 
199 { 
116 return (a 十 b) : 
129 } 


関数 を 呼び 出す 側 で は 、 あ ら か じ め 呼 び 出す 関数 を 宣言 し て お か な けれ ば な り ま せん 。 行 番号 3 6 が 関 
数 の 宣言 で 関数 定義 の 先頭 行 と 同じ 形式 で 宣言 し ます 。 た だ し 、 関 数 宣言 で は 引数 は 型 名 だ け で も か ま 
いま せん 。 ま た 宣言 の 最後 に セミ コロ ン : か が 必要 で す 。 


行 番号 5 9 で 関数 の 呼び 出し が 行わ れ 、 2 つの 数 値 が 渡さ れ ま す 。 

呼び 出し 側 x 三 plus (1 96, 欠 09 

戻り 値 1 ! 引数 ! 

関数 側 plus Gnt a int b) : 
関数 の 戻り 値 は 変数 x に 代入 され ます 。 関 数 自身 が 、 変 数 の よう に 値 を 持っ て いる 様子 に 反 
だ さい 。 
呼び 出す 側 か ら 関 数 へ 渡す 値 を 実 引数 、 関 数 側 の 引数 を 仮 引 敷 と 呼び ます 。 実 引数 は 変数 で も か まい ま 
せん 。 お 互い の 引数 は それ ぞ れ 呼び 出す 側 と 呼び 出さ れる 側 の 窓口 で す 。 関 数 内 部 で 仮 引数 の 値 が 変化 
し て も を 実 引 数 に 影響 を 与え ませ ん 。 


TT 


ヨ し て く 


田 戻 り 値 の な い 関 数 
次 の message () の よう に 戻り 値 を 持た な い 関数 を void 型 関 数 と いい 、 関 数 名 の 前 に キー ワー ド 
Void を 記述 し ます 。 
18 main O 
9 { 


void message (vold) 

message () 
} 
プ * void カン スウ * グ 
void message (void) 

{ 
9 printf ("void カン スウ リ ) : 

198 } 

message () は 引数 を 持た な い 関 数 で も あり ます 。 この 場合 は 、 引 数 が な いこ と を は っ きり させ る た 
め 、 関 数 の 定義 お よび 宣言 の 引数 並び に は void と 記述 し ます 。 た だ し 、 関 数 呼び 出し ( 行 番号 4 8 ) 
で は 引数 並び は 空欄 に し ます 。 


< つら oo =- コ oO つう の 中 で 5 で to 
SS 豆 尽 宮 豆 宮 
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CE 


田 変 数 の 有効 範囲 
関数 の 中 で 宣言 され た 変数 の 有効 範囲 ( 代 人 し た り 読 み 出 し た り で きる 男 囲 ) は 関数 内 部 に 限ら れ ま す 。 
この よう な 変数 を 局所 (ロー カル ) 変数 と いい ます 。 
1 8 main 0) 
{ 


void fun (void) : 


に 導 ー 


int ij: 

forG=9 ii く 3 ii オ +) 人 【 
printf (て !main i=%d !, ふ ) 
fun O : 


) 
ププ * カン スウ ※* グ 
void fun (void) 
{ 
int i=18: 
printf(! fan ij=%d 学 ni) 』 


テー ーー ビー ビー ビビ ロビ ロ oo - oo 璧 忌 oc5 ko 


cn 0 c5 kt5 中 玉 避 豆 豆 豆 き 宮 


9 
9 
9 
9 
9 
9 } 


プロ グラ ム を 実行 する と 画面 に は 次 の よう に 出力 され ます 。 


main i=9 fun ji=19 
main i= テ 1 fun i=19 
main ji=2 fun i=16 
玉 也 茨 上 て 生 (9 


この プロ グラ ム で は mmain () 関数 と fun () 関数 と で 同じ 名 前 の 変数 i を 使っ て いま す が 、 そ れ ぞ 
れ の 変数 は 互い に 独立 し て いま す 。 main () 関数 で i の 値 が 変化 し て も 、 呼 び 出 され た fun () 関数 
の i は 影響 を 受け て いま せん 。 

局所 変数 は 、 変 数 宮 言 され た 関数 の 外 か ら 操作 で きま せん 。 ま た 関数 間 で 同じ 名 前 を 使っ て も 、 お 互い 
が 影響 し 合う こと は あり ませ ん 。 し た が っ て 関数 ご と に 独立 し て プロ グラ ミン グ で きる た め 、 プ ログ ラ 
ミン グ 効 率 が よく な り 、 ま た プロ グラ ム の ミス (バグ ) ゃ 発生 し に くく な り ま す 。 


関数 の 外部 で 宣言 され る 変数 を 大 域 (グロ ー バ ル ) 変数 と いい 、 ど の 関数 か ら で も 共通 し て 参照 で きま 
す 。 
int g テ !: 
main 
{ 
void fun (void) 
int ii 
for (i=9 ii く 3 ii オ 十 ) 【 
printf(!g=%d\n!, g) 
fun O 


* ら oo ココ oO の em 愉 co5 ks う 5 ーー 
選 玉 豆 豆 尽 避 豆 加 


199 } 

119 ノ * カン スウ * ン 
129 void fun (void) 
138 ( 

149 Se 

159 } 


プロ グラ ム を 実行 する と 画面 に は 次 の よう に 出力 され ます 。 


*EXIT (188) 
変数 g は fun () 関数 で 変更 する こと が で き 、main () か ら fun () が 呼び 出さ れる た びに g の 値 が 
1 ずっ 増加 し て いき ます 。 


半 


は 、 


大 域 変数 は 関数 の 間 で 共通 の 変数 が 必要 な 場合 な ど 、 特 別 な 場合 に し か 使い ませ ん 。 大域 変数 の 多 
プロ グラ ム を わか り に くく し 、 関 数 の 独立 性 を 損ない ます 。 

C プ ログ ラミ ング は 必要 な 関数 を 作り 、 そ れ を 組み 合わ せ て 全体 の プロ グラ ム を 構成 する と いう の が 基 
本 で す 。 そ の た め 使 う 変数 は で きる だ け 局 所 的 に する こと で 、 そ れ ぞ れ の 関数 の 独立 性 を 保つ こと を 心 
が け な け れ ば な り ま せん 。 


田 変 数 の 存在 期間 


これ まで 使っ て きた 局所 変数 は 、 宣 言 し た 関数 が 呼び 出さ れる た びに 生成 され 、 そ の 実行 が 終わ る た び 
に 消滅 し ます 。 こ の よう な 変数 を 自動 (auto) 変数 と も 呼び ます 。 
変数 宣言 で 、 キ ー ワ ー ド static を 使う と その 変数 は 静 的 変数 に な り ま す 。 

static int gs: 
静 的 変数 は プロ グラ ム の 終了 時 まで 存在 し ます 。 関 数 内 で 宣言 され た 静 的 変数 は 、 そ の 関数 の 実行 が 終 
了 し た 後 で も 値 を 保持 し 続け 、 次 に 同じ 関数 が 呼び 由 さ れる と その 値 が 受け 継が れ ます 。 

16 main 
( 


void count (void) : 


Nb 1 
for (1 ji く 3j1 十 士 ) 
count () 

} 
プ * カン スウ テイ キ ` * 
void count (void) 

M 

int a テ 9: 

static int s デ 9: 

printf (!a=%d s=%d ぎ \n!,a, 8) 

人 かり 音 計 引 征 本) 


ーー テー ビビ ビワ ロビ ロ cc oo ココ の 避 な 5 Fo 
cn co ko5 中 G きき きき 


や 玉 避 豆 豆 き 
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a 三 9 s= テ 8 
a デ 9 s=1 
a 三 9 s=2 
*EXIT (78) 
動 変数 a の 値 は 関数 呼び 出し の た びに 9 に 初期 化 さ れ ま す が 、 静 的 変数 s の 値 は 前 の 内 容 に 1 ずっ 


加算 され た 値 に な っ て いま す 。 


5。 8 ボ ポイ シタ 


ポイ ンタ は ポイ ント する も の 、 す な わ ち 何 か を 指し 示す も の と いう 意味 で す 。 プ ログ ラミ ング で は 、 デ ー 
タ が 記憶 され て いる 場所 を 指し 示す こと を 意味 し ます 。 最初 は デー タ が 記憶 され て いる メモ リ の アド レス 
(番地 ) の こと で ある と 理解 し て お け ば よい で し ょ う 。 

ポイ ンタ (アド レス ) を 格納 する た め に は 特別 な 変数 が 必要 と な り ま す 。 そ れ を ポイ ンタ 変数 と いい ます 。 
C プ ログ ラミ ング の 説明 で は 、 ポ イン タ と ポイ ンタ 変数 は と きど き 区 別 さ れ な いで 用 いら れる こと が あり 
ます の で 注意 し て くだ さい 。 


田 変 数 の アド レス と ポイ ンタ 
変数 の 宣言 に よっ て 、 変 数 に は メモ リ の ある 場所 が 割り 当て られ ます 。 変 数 へ の 代入 と は 、 実 際 に は そ 
の 場所 に デー タ を 記憶 する こと に ほか な り ま せん 。 変数 に 割り 当て られ た 記憶 場所 の アド レス は アド レ 
ス 演 算 子 & を 使う こと で 得 ら れ ま す 。 た と えば 変数 a の アド レス は 次 の 式 か ら 得 ら れ ま す 。 
&a 
ポイ ンタ 変数 は 他 の 変数 と 同じ く 、 変 数 宣言 し な けれ ば な り ま せん 。 こ の と き 、 ど の デー タ 型 変数 で ア 
ドレ ス を 格納 する か も 明示 する 必要 が あり ます 。 た と えば int 型 の 変数 を 扱う ポイ ンタ 変数 は 次 の よう 
に 宣言 し ます 。 
1nt *p 
末 は ポイ ンタ 演算 子 と 呼ば れ 、p が ポイ ンタ 変数 で ある こと を 示し ます 。 ま た * 演 算 子 は ポイ ンタ 
の 前 に つけ る こと で 、 そ の ポイ ンタ の 指し 示す アド レス に 格納 され て いる 値 を 返し ます 。 
19 main 
9 {( 
int a テ 5: 
int *D 
p デ wa: 
printf (!&a=%p: a=%d\n!, &a 8) 
printf (!p=%p: *p デ %d 半 nmn!, p, *p) 


oo =- コ ー の) | 愉 の C う 5 ko 
玉 き き き 


9 )} 
プロ グラ ム が 実行 され る と 画面 は 次 の よう に な り ま す 。 
( 注 ) 7 4 8 9 (アド レス ) は メモ リ が 使用 生還 測 2 委 0s 
中 人 能 に 2 ド p デ 7489: *p=5 
され て いる 状態 に よっ て 変わ り ま す 。 ar 世 腕 下 科 8 


行 番 号 6 9 、 7 9 の printf 文中 の %D は ポイ ンタ を 出力 する た め の 変 換 指 定 で す 。 出 力 画面 か ら 変 


数 a の アド レス が 16 進 数 で 7 4 8 9 に 割り 当て られ て いる こと が わか り ま す 。 ま た *p が ポイ ンタ の 指 
し 示す 内 容 、 す な わ ち 変数 a の 値 を 表し て いる こと も る 理解 で きま す 。 


画面 に は 次 の よう に 表示 され ます 。 = 癌 
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ーーp デ 区 a 
&a (7489) 


&a489 トー デー テー 5 


ポイ ンタ 変数 p 変数 a 


置 配列 と ポイ ンタ 
ポイ ンタ は 配列 と 密接 な 関係 が あり ます 。 ポイ ンタ を 使っ て 配列 操作 を 行う と 効率 の よい 、 実 行 速 度 の 
速い プロ グラ ム を 作る こと が で きま す 。 
配列 要素 は メモ リ 上 の 連続 し た 領域 に 格納 され ます 。 ま た CC 言語 で は 配列 名 は 配列 の 先頭 要素 の アド レ 
ス を 表し ます 。 文 字 配列 str [ ] を 例 に と る と 、str と 先頭 要素 の アド レス &str [9] と は 同じ 意味 
に な り ま す 。 
ある 配列 要素 を 参照 する に は 、 先 頭 要素 の 添字 を 0 と し た と き の 要 素 の 位置 を 添字 と し て 指示 し ます 。 
この よう な 配列 操作 は ポイ ンタ を 使っ て も 全く 同じ よう に 行う こと が で きま す 。 


19 main O 


2 9 { 

38 int ii 

48 char str[7] = リ string! : 

5 9 char *ptr: 

6 6 ptr 三 str 

7 9 for 人 も = Y1S ぐ 7 531 本 キキ 

8 9 printf (て!%c!。 * Cptr 1)) : 


99 } 
行 番号 6 0 で 配列 の 先頭 アド レス を ポイ ンタ 変数 ptr に 代入 し て いま す 。 行 番号 8 9 で は 順次 ポイ ン 
タ に 加え る 値 を 増加 させ な が ら 、 そ の 指し 示す 内 容 を 出力 させ て いま す 。 
配列 要素 と ポイ ンタ と の 関係 を 次 の 図 に 示し ます 。 配列 の 添字 と 、 ポ イン タ に 加え る 値 (オフ セッ ト 値 ) 
が 同じ で ある こと に 注目 し て くだ さい 。 


str 's' * 飛 "アア 還 EE 「 ぎ 9 | 
str[ 9 ] str[ 1] に pdE2 に str[ 6 ] 
*Dtr *(ptr 二 1) *(ptr キ 2 う *(ptr 十 6 ) 


ィ インク リ メ ン ト 演 人 算 子 を 使う と 、 ポ イン タ に よる 配列 操作 が スマ ー ト に 行え ます 。 


ptr 二 十 
た と えば 、 上 記 の 80 行 を 次 の よう に し ます 。 
8 9 printf (!%c!。 *ptr 十 二 ) : 


次 の アロ グラ ム は 与え られ た 文字 列 の 長 さ を 求め ある も の で 、 ポ イン タ に よる 配列 操作 の 典型 的 な スタ イ 


ル と いえ ます 。 
1 6 main O 
2 9 { 


3 9 char str[19] =!pointer!: 
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4 6 char *ptri 
5 9 imt n テ 6: 
6 9 ptr 三 str: 
7 9 while (*ptr!=9) { 
8 9 pt 十 十 : 
99 n 十 十 : 
199 ) 
119 printf (! モ シ ジ ` レツ ノ ナカ ` サハ %d\n!,n) : 


129 } 


行 番号 7 9 の 繰り 返し の 条件 式 は 、 ポ イン タ の 指し 示す 内 容 が 9 、 す な わ ち 、 文 字 列 の 終わ り で ある か 


どう か を 調べ ます 。 


行 番号 7 9 か ら 1 9 9 まで の リス ト は 次 の よう に 簡潔 に 表示 で きま す 。 


while (*ptr 十 十 
0 


!) =9) 


条件 式 は * ptr の 値 を 調べ た 後 、 ポ イン タ 変 数 ptr の 値 を 1 つ 増 加 し ます 。 つ まり 、 条 件 の チェ ッ ク と 
行 番号 8 9 の ポイ ンタ 操作 を 同時 に 行っ て いま す 。 


に 


6. C 言 語 の 要点 | 


6. 1 本 機 の C 言 語 仕様 


本 機 の C 言 語 の 仕様 は 標準 的 な C 言 語 に 合わ せる よう に し て いま す が 、 次 の 項目 は 例外 と な り ま す 。 


① 型 定義 (typedef) 宣言 で き な い 。 
② 列挙 型 (enum) 宣言 で き な い 。 
⑧ volatile 指定 で き な い 。 
④ ビッ ト フ ィ ー ル ド 宣 言 で き な い 。 
⑤ 配列 型 の auto 変数 を 初期 化 で きる 。( そ の 場合 は 配列 サイ ズ を 明示 し な けれ ば な ら な い 。) 
⑥ 構造 struct) 型 ノ 共用 (union) 型 は 、 引 数 や 関数 値 こ で き な い 。 
⑦ 構造 (struct) 型 / 共 用 (union) 型 は 、 条 件 演算 子 a?b :c で 使用 で き な い 。 
⑧⑧ ブロ ッ ク ({} ) 内 の 宣言 は 、 ト ッ プ レベ ル の ブロ ッ ク で し か で き な い 。 
⑨ プリ プロ セッ サ の 機能 は 、 引 数 な し の # define、# include、# i 半 一 elif 一 # endif、# ifdef 
て 革 ef 一 # endif で ある 。 
⑩ ライ ブラ リ 名 ・ ス トリ ー ム 名 と 同名 の 関数 名 ・ 変 数 名 は 宣言 で き な い 。 
⑪ main() は 引数 を 持た な い 。 
⑯ 定数 式 で は 次 の 演算 子 の み 有 効 で ある 。 
整数 演算 単項 一 単項 二 一 
*ー グ % キ 一 << >> 婦 
実数 演算 単項 一 単項 


( 注 ) 定数 式 で は 、 整 数 と 実数 間 の 型 変換 は で きま せん 。 
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秒 記号 (* ) は 扱え な い 。 
以下 の 制限 が ある 。 
# define 文 に お いて 
個数 
名 前 の 文字 数 
本 体 の 文字 数 
名 前 の 本 体 の 保存 バッ ファ 
展開 バッ ファ 
# include 文 に お いて 
入れ子 の 深 さ 
# 二 、# ifdef 文 に お いて 
人 入れ子 の 深 さ 
定数 の 数 字 の 数 
名 前 の 文字 数 
文字 列 の 文字 数 
型 修飾 (*, [ ] ,( )) 
1 関数 内 の goto ラベ ル 
最 外側 の switch 文 内 の case ラベ ル 
構造 体 、 共 用 体 、 配 列 、 関 数 で の 
宣言 の 深 さ 
構造 体 、 配 列 で の 初期 化 変数 の 深 さ 
プロ ト タ イ プ の 深 さ 
最 外側 〇 内 の プロ ト タ イ プ 内 の 宣言 数 
次 の 構文 で の 入れ 子 の 深 さ 
Gf, while,. do, for, switch, { } ) 
式 の 演算 子 の 深 さ 
式 の 演算 子 の オペ ラン ド の 深 さ 
式 の 深 さ (tree 形式 で ) 


6。 2 補 一 ピー ド 


@@@ 


C 領 域 以外 の メモ リ へ の 書き 込み は 禁止 され て いる 。 
ポイ ンタ で の 関数 呼び 出し で 、C 領 域 以外 の ポイ ンタ 値 は 許さ れ て いな い 。 


Co 。 cm 。 c5 で 5 で っ 
や 員 ビビ トド 5 


Co 
tk っ co っ oo 選 k っ > oo oo や 中 ぺき ko 


c う っ ec う テー ーー 
Eo っ so っ の cm 


吹 の 識別 子 (名 前 ) は C 言 語 の キー ワー ド (予約 語 ) と し て 使わ れる の で 、 別 の 用 途 (変数 名 、 関 数 名 な 


ど ) に 使え ませ ん 。 


auto double 
break else 
case enurm 
char extern 
const float 
contimue for 
default goto 
do if 


int 

long 
reglster 
return 
short 
S1gned 
sizeof 
static 


Struct 
swItch 
typedef 
union 
unsigned 
void 
volatile 
while 
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また 、 次 の キー ワー ド も 本 機 で は 使用 で きま せん 。 


enutm typedef volatile 
6. 3 定数 
定数 に は 整数 定数 、 文 字 定 数 、 文 字 列 定数 、 実 数 定数 、 列 挙 定数 (本 機 で は 使え な い ) が あり ます 。 
表 記 法 表 記 例 備 考 
19 進 | 128 ー 1 
整数 16 進 | 0x2f 先頭 に 9X また は 9X を つけ る 
」 8 進 ト 956 先頭 に 9 (ゼロ ) を つけ る 
実 数 1. 496, 2. 34e7 e また は E を つけ て 指数 表記 も で きる 
| 文 字 * 病 " 「 圭 m シン グル クォーテーション で 1 文字 を 囲む 
W 文字 列 8 Programming 9 ダブ ルク ォ ー テ ーション で 文字 の 並び を 囲む 
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6. 4 扱え る 数 値 の 男 囲 


整数 型 で 扱え る 数 値 の 範囲 は 次 の と お り で す 。 


整数 定数 で は 数 値 の 後ろ に | また は L を つけ る と 、long (32 ビ ッ ト ) と し て 扱わ れ ま す 。 そ ね れ 以外 は 
大 き さ に 合わ せ て jint また は long で す 。 

人 例 > 26348L 
実数 定数 で は 数 値 の 後ろ に f また は F を つけ る と 、float (32 ビ ッ ト ) と し て 扱わ れ ま す 。 そ れ 以 外 で 
は double で す 。 

《 例 > 2. 6 5f 
文字 定数 は int (16 ビ ッ ト ) で 表現 され 、A S C I I コー ド が 使用 され て いま す 。 


C 言 語 で は 次 の 表 の ェ ス ケー プ 列 を 使っ た 制御 文字 を 出力 する こと が で きま す 。 エ スケ ー プ 列 は 文字 定数 
と し て 扱わ れ ま す 。 


制御 文字 値 (1 6 進 ) 機 能 
\b 9x98 復帰 (カー ソル を 1 文字 前 へ 移動 ) | 
愛 0x9A 復帰 改行 (カー ソル を 次 の 行 の 先頭 へ 移動 ) 
涯 # 0x9D 復帰 (カー ソル を その 行 の 先頭 へ 移動 ) 

半 も 9x9 9 水平 タプ (カー ソル を 次 の 水平 タブ へ 移動) 
学 壮 9x5C 文字 辛 を 出力 
蘭 ” 9x2C 文字 "を 出力 

半 ! 9x22 文字 ! を 出力 
\ 9x3F 文字 ? を 出力 
ddd 8 進数 ddd (3 桁 ) に 対応 する 文字 を 出力 
各 hh 1 6 進数 hh に 対応 する 文字 を 出力 


デー タ 型 扱う 数 値 の 男 囲 符号 な し (unsigned) 扱う 数 値 の 男 囲 
char ー128… 十 127 unsigned char 9 て 255 
short ー32768 一 十 92767 ] unsigned short 9 一 65535 
int ー32768 一 十 82767 unsigned int 965535 
long ー2147483648 て 十 2147483647 | unsigned long 0 て 4294967295 
実数 型 で 扱え る 数 値 の 範囲 は 次 の と お り で す 。 
デー タ 型 扱う 数 値 の 範 因 

float 土 1 e 一 99 一 土 9.999 e 十 99 

double 土 1e 一 99… 土 9. 999999999 e 十 99 

long double 土 1 e 一 99 土 9.999999999 e 99 


6。 5 請 と 壇 


C プ ログ ラミ ング で は 式 と 文 の 違い を 理解 し て お く こ と が 大 切 で す 。 式 は 演算 の 結果 と し て の 値 を 持ち ま 
す 。 式 の 最後 に も ミコ ロン : を つけ た も の が 文 で 、 実行 の 基本 単位 と な り ま す 。 式 が 値 を 持つ た め 、 次 
の よう な 文 が 許さ れ ま す 。 

a デ x デ 5: 
この 文 で は まず 右 の 代入 式 Cx =5) が 評価 され た 後 、 式 の 値 で も る 5 が a に 代入 され ます 。 


6. 6 演算 子 


C 言 語 に は 豊富 な 演算 子 が 用 意 さ れ て いま す 。 演算 子 の 意味 と 働き を 説明 し ます 。 


① 算 術 演算 子 

演算 子 | 意味 | 使用 例 意 味 
加算 | a+b | a に b を 加え る 
減算 a 一 b a か ら b を 引く 

ネ 乗算 | a*b | a に b を 掛け る 

グ 除算 | ab | a を b で 割る 

% 剰余 a%b a を b で 割っ た 余り 


② 代 入 演算 子 
演算 子 使用 例 意 味 算術 演算 子 に よる 表記 
ー a= テ b a に b を 代入 
十 三 a 二 =b a に b を 加え た 結果 を a に 代入 a デ a+b 
ーー aa 一 三 a か ら b を 引い た 結果 を a に 代入 a デ ョ ーb 
*ー a* ネ テーb a に b を 掛け た 結果 を a に 代入 a デ a ョ *b 
a グ = テ b a を b で 割っ た 結果 を a に 代入 a 三 ab 
%= a%=b | a を b で 割っ た 余り を a に 代入 | aa%b 
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( 注 ) 代入 演算 子 の 右辺 と 左辺 の デー タ 型 が 異な る 場合 、 一 般 的 な C 言 語 と 結果 が 異な る 場合 が あり ます 。 
型 が 異な る 場合 は 算術 演算 子 に よる 表記 を 行っ て くだ さい 。 


インクリメント 演算 子 と デ ク リ メン ト 演 算 子 


演算 子 


使 例 意味 算術 演算 子 に よる 表記 
ー ゴ a 十 二 ま た は + 二 a aa に 1 を 加え る 8a 三 ョ 十 1 
a また は & か ら 1 を 引く a デ ョ ー1 


+ 十 a (また は 一 一 ag) を 前 置 演算 子 、a 二 十 (また は a ーー) を 後 置 演算 子 と いい ます 。 次 の よう に 動 
作 が 異な り ま すか ら 注 意 が 必要 で す 。 

b= テ + 二 aj: a に 1 を 加え て か ら b に 代入 する 

b= テ a+ 二 : b に a を 代入 し て か ら a に 1 を 加え る 


④ 関 係 演算 子 
関係 演算 子 は 演算 の 結果 が 真 の と き は 数 値 1 、 偽 の と き は 0 に な り ま す 。 
演算 子 使用 例 演算 結果 が 真 に な る 場合 
欄 呈 演 9 a は b に 等 し い ー 
! = aa! = aa は b に 等 し く な い 
く a く b a は b よ り 小 さい 
aa>b a は b よ り 大 きい 
く = a く = テ b a は b 以 下 で ある 
三 a>=b a は b 以 上 で ある 
⑤ 論 理 演算 子 


論理 演算 子 は 結果 が 真 の と き は 数 値 1 、 偽 の と き は 0 に な り ま す 。 


演算 子 使用 例 演算 結果 が 真 に な る 場合 
&& | a&&b | 』 と b が と も に 真 で ある 。 

li お a また は b が 真 で も る か 、 と も に 真 で ある 
! 1a a が 偽 で ある 


( 注 ) ! ! は 一 般 的 な C 言 語 で は | | に な り ま す 。 


⑥ ピ ビ ピット 演算 子 
コン ピュ ー タ が 扱う デー タ の 最小 単位 は ビッ ト で す 。C 言 語 に は ビッ ト 単 位 で 演算 を 行う ビッ ト 演 算 子 が 
意 き され て いま す 。 
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演算 子 | 使用 例 意 味 演 算 の 目的 
ド 4 a 鐘 b ビッ ト ご と の AND 特定 の ビッ ト の マス ク 


aib ビッ ト ご と の OR 特定 の ビッ ト を 1 に セッ ト 
a b ビッ ト ご と の 排他 的 0R 特定 の ビッ ト を 反転 
2 | ビッ ト ご と の NOT 全 ビ ッ ト の 反転 

( 注 ) ! は 一 般 的 な C 言 語 で は | に な り ま す 。 


& 演 算 子 を 使う と 特定 の ビッ ト を 調べ る こと が で きま す 。 
gxFF |1l1lilllilili 
& ビッ ト ご と の AND 
0x01 9|19|elelelele 
] 
0x91 9|9|9lelelsls 
必 下 位 ピット だ けが 誠 え る 


⑦ シ フト 演算 子 
各 ビ ッ ト を 左 、 ま た は 右 へ シフ ト す る シフ ト 演 算 子 が 用 意 さ きれ て いま す 。 


演算 子 | 使用 例 | 意 味 
に aa くく b を b ビ ッ ト 左 へ シフ ト 
2 aa>>b aa を b ビ ッ ト 右 へ シフ ト 
話 へ シフ ト す る 場合 、 符 号 付き 整数 型 は 空い た ビッ ト が 符号 ビッ ト で 埋め られ ます 。 符号 な し の 場合 は 


9 で 埋め られ ます 。 


@ 型 変換 と キャ スト 演算 子 
異な る デー タ 型 どう し の 演算 や 、 代 入 演算 、 ま た 関数 の 引数 お よび 戻り 値 に 対し て 自動 的 な 型 変換 が 発生 
し ます 。 
1 . 異な る 型 ど うし の 演算 は 、 次 の 優先 順位 (ビッ ト 長 に 準ずる ) に 従っ て 変換 され て か ら 演 算 が 行わ れ 
素 ず 。 
char く int く long く float く double 
2 . 代入 に よっ て 、 右 辺 の 値 は 左辺 の 型 に 変換 され ます 。 こ の と き 、 順 位 の 高い 型 か ら 低い 型 へ の 変換 で 
丸め や 切り 捨て が 行わ れる の で 、 注 意 が 必要 で す 。 
関数 の 戻り 値 は 、 代 入 と 同様 に 、 関 数 の 型 に 変換 され ます 。 
3. キャ スト 演算 子 を 使う と 型 変換 を 明示 的 に 行う こと が で きま す 。 


《 デ ー タ 弄り) 式 
式 の 値 を ( ) で 指定 し た 型 に 強制 的 に 変換 し ます 。 
《 例 > int 9 
double b, c: 
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いろいろ な 演算 子 


層 ア ドレ ス 演 算 子 と ポイ ンタ 演算 子 
言語 に は アド レス を 直接 操作 する 演算 子 が あり ます 。 


& : 変 数 お よび 配列 要素 の アド レス を 取り 出す (アド レス 演算 子 ) 


* 。: ポ イン タ が 指し 示 3 


条件 演算 子 


条件 演算 子 は 文 と 同じ よう な 働き を する 演算 子 で す 。 


a?b:c 


変数 へ の 参照 (ポイ ンタ 演算 子 ) 


条件 式 a が 真 な ら 式 b を 、 偽 な ら 式 c を 評価 し た 値 を 返し ます 。 


デニ x> デ 1 


甘 sizeof 演算 子 


1:8 
* が 9 また は 正 な ら ば 1 が 、 


負 で あれ ば 9 が ョ a に 代入 され ます 。 


オプ ジェ クト を 格納 する の に 必要 な バイ ト 数 を 求め る 演算 子 で す 。 
ー タ 型 の 大 き さ を バイ ト 数 で 返す 


sizeof ( 型 ) 
sizeof 式 
た と えば 次 の 例 で 


8 三 sizeof Gnt) 


⑩ 演 算 子 の 優先 順位 と 結 
C プ ログ ラミ ング で は 演算 子 は 数 や 機能 が 豊富 な た め 、 使 いか た 
み 合 わせ た 式 で は 、 演 算 子 の 優先 度 に 注意 を 払わ な けれ ば な り ま せん 。 


: 式 の 値 を 格納 する の 
は s に 2 (バイ ト ) が 代入 され ます 。 


合 規則 


に 必要 な バイ ト 数 を 返す 


に 慣れ る の は 大 変 で す 。 特 に 演算 子 を 組 


表 に 演算 子 の 優先 順位 と 結合 規則 を 示し ます 。 
優先 度 | 演算 子 の 種類 | 結合 規則 演 子 
さい | 次 式 注 算 子 | か ら 右 を は ド まっ 光 
単項 演算 子 | 右 か ら 左 ! キ 十 一 寺 一 ( 型 ) & sigeof 
左 か ら 右 | * ノン % 
害 史 急 間 「+ = 
| 左 か ら 右 ぐる みか 
左 か ら 右 に 先王 ク と た 
二 計 計 左 か ら 右 に に コ ! 三 
2 項 算 子 ニーーー ト ーー 
| 壱 ぬ 6 容 | “ 
左 か ら 右 
左 か ら 右 | && 
た か ら 右 | !!: 
条件 演算 子 | 右 か ら 左 | ?: 
民 い | 代入 演算 子 | 有 か ら 左 | = += -= その 他 
ュ ン マ 演 算 子 | 左 か ら 右 | , 
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表 に お いて 、 同 じ 行 の 演算 子 の 優先 度 は 同じ で す 。 結合 の 方 向 と は 同じ 優先 度 の 演算 子 が 続い た と き に 、 


式 の 評価 の 方 向 を いい ます 。 次 の 式 は 右 の 式 の よう に 評価 され ます 。 
a キ b 一 c ーーーー テ > (ama 土 b) 一 ec : 左 か ら 右 へ 結合 
gb す @ 一 一 ーー テ a デ (b+ テ o) : 右 か ら 左 へ 結合 
6. 7 いろ いろ な 構文 


C プ ログ ラム で の 実行 の 流れ は 次 の 制御 構造 に 分 類 で きま す 。 


逐次 構造 : 並べ られ た 順に 、 文 を 実行 する 。 
選択 構造 : 条件 に よっ て 、 実行 の 流れ を 分 岐 する 。( 条 件 文 ) 
ルー プ 構 造 : ある 一 定 の 条件 下 で 、 実 行 を 繰り 返す 。( 繰 り 返 し 文 ) 


① 単 文 と 複 文 


ほとん どの 文 は 式 の 文 で 、 次 の よう に 文 の 最後 は セミ コロ ン :。 


尿 | 
複数 の 文 を 1 つの 文 と し て 扱え る よう に する た め に 複 文 が 用 意 さ れ て いま す 。 枯 文 は 次 の よう に 単 文 を カッ 


コ { }) で 囲み ます 。 複 文 は ブロ ッ ク と も いい ます 。 


で 終わ り ま す 。 


一 般 に は ブロ ッ ク 内 で の 変数 宣言 が で きま す が 、 本 機 で は トッ プレ ベル の プ ブロック で し か 許さ れ て いま せん 。 


② 選 択 文 


C 言 語 で は i せ ~ else 文 、switch て case 文 の 選択 文 が 用 意 さ れ て いま す 。 


一 f-else 文 
て else 文 に は 次 の よう な 形式 が あり ます 。 
に 通り 抜け る 。 


1. if ( 式 ) 式 が 真 な ら 文 を 実行 し 、 偽 な ら 単 
英 
2 (55 式 が 真 な ら 文 1 を 、 偽 な ら 文 2 を 実行 する 。 
湊 沿 
else 
玉 2 
3. 半 ( 工 1) 式 1 が 真 な ら 文 1 を 、 そ う で な く 式 2 が 真 な ら 文 2 を 、 式 1 、 式 2 と も 偽 な ら 文 
文 1 3 を 実行 する 。 
else ( 式 2) 
文 2 
else 


文 3 
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画 switch 一 case 文 
switch < case 文 は 次 の 形式 に な っ て いま す 。 
Switch (条件 式 ) 【 
case 定数 式 1 : 文 1 
break : 
定数 式 2 : 文 2 
break : 
case 定数 式 n: 文 n 
break : 


default : 文 

) 
switch 文 は 最初 に 条件 式 を 評価 し 、 そ の 値 と 一 致す る 定数 式 (ラベ ル ) の 文 を 実行 し ます 。 
実行 し た 後 、break 文 で switch 文 を 抜け ます 。break 文 が な いと その 後に 続く ラベ ル の 文 へ 進み ま 
す 。 
条件 式 に 一 致す る 定数 式 が な い 場 合 は キー ワー ド default に 続く 文 を 実行 し ます 。 
Switch … case 文 の 条件 式 、 定 数 式 の 型 は 整数 型 で な けれ ば な り ま せん 。 
また 、 評 価 は unsigned int 型 に 変換 し て 行わ れ ま す 。 


③ 繰 り 返し 文 


C 言 語 で は for 文 、while 文 、do ~ while 文 が 用 意 さ れ て いま す 。 


画 for 文 
for 文 は 次 の 形式 に な り ま す 。 
for ( 式 1 ji 式 2 : 式 3) 
文 
for 文 は 最初 に 1 回 だ け 式 1 を 評価 し ます 。 式 2 が 真 で あれ ば 文 を 実行 し た 後 、 式 3 を 実行 し ます 。 同 
様 の 動作 を 式 2 が 偽 に な る まで 繰り 返し ます 。 


園 while 文 
while 文 は 次 の 形式 に な り ま す 。 
while (条件 式 ) 
文 
条件 式 を 評価 し 、 真 で ある 間 、 文 を 繰り 返し 実行 し ます 。 


是 do…while 文 
do ~ while 文 は 次 の 形式 に な り ま す 。 
do 
文 
while (条件 式 ) 
文 を 実行 し た 後 、 条 件 式 を 評価 し ます 。 条 件 式 が 偽 に な る まで 文 を 繰り 返し 実行 し ます 。 
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④ ジ ャ ンズ プ 文 
ジャ ンプ 文 は ブログ ラム の 実行 の 流れ を 無 条件 に 移す 働き を し ます 。 ジ ャ ンプ 文 と し て goto 文 、continue 
文 、return 文 が あり ます 。 


還 goto 文 
goto 文 は 次 の よう に 使い ます 。 


goto ラベ ル : 


ラベ ル : 文 
実行 の 流れ が 無 条 件 に ラベ ル の 位置 に ジャ ンプ し ます 。 ジャ ンプ する 先 は 同じ 関数 の 中 に 限定 され ます 。 


還 continue 文 還 
continue 文 は 繰り 返し 文 の 中 に の み 置 く こ と が で きま す 。 continue 文 は 繰り 返し 文 で 、 ム ダ な 実行 


を 省略 し て 実行 速度 を 上 げ る た め な ど に 使い ます 。 
for G=9 ji く 199:i+ 十 ) { 
if 2 テテ 6) 
continue , 
printf (!%d 学 n!, 呈 ) っ 


上 の 例 で は i が 奇数 の と きだ け 数 値 が 出力 され る こと に な り ま す 。 


一 break 文 ーー _ 
繰り 返し 文 や switch 一 case 文 で 、 構 文 を 抜け 出し 1 っ 外側 の 実行 単位 に 移る た め に 使い ます 。 


for =9ji く 199:i 二 ) 【 
if (a il < く 8) 
break : 


上 の 例 で は 配列 の 要素 が 負 に な っ た ら for 文 を 抜け ます 。 


田 return 文 _ ei 
return 文 は 実行 中 の 関数 を 抜け 、 その 関数 を 呼び 出し た 関数 に 実行 を 戻し ます 。 次 の よう に 戻り 値 


ある 場合 は return 文 の 後ろ に 記述 し ます 。 


return ( 式 ) : _ー 拉 間 
( ) は 省略 で きま す が 、 つけ て お いた ほう が わか りや すく な り ま す 。 戻り 値 が な い 場 合 に ( ) を つ 


ける と エラ ー に な り ま す 。 
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6. 8 記憶 クラ ス 


C 言語 で は 、 変 数 を メモ リ の どの 位置 に 配置 する か に よっ て 、 自 動 的 と 静 的 の 2 つの 記憶 クラ ス に 分 か れ 
ます 。 ま た プロ グラ ム で 宣 言 さ れ た 変数 の 場所 が 、 関 数 また は ブロ ッ ク の 中 か 外 か に よっ て 、 有 効 範 囲 が 
決め られ ます 。 

種 類 | 。 有 効 暫 囲 存 在 時 間 
宮 言 され た 実行 単位 の 中 で 有効 。 実行 単位 か ら 抜 けた 後 は 消滅 する 。 
auto た だ し 、 本 機 で は トッ プレ ベル 以外 の ブロ 
ッ ク で の 宣言 は で き な い 。 
auto 変数 と 同じ で ある が 、 実 行 速度 を 上 | auto と 同じ 。 


reg1ster げ る た め に 用 いる 。 た だ し 本 機 で は auto 

と みな され る 。 

宣言 され た 実行 単位 の 中 で 有効 。 プロ グラ ム 実 行 中 は 消滅 せ ず 、 値 を 
gtatic た だ し 、 本 機 で は トッ プレ ベル 以外 の ブロ ッ | 保存 する 。 


ク で の 宣言 は で き な い 。 
宣言 され た 実行 単位 で 有効 。 プロ グラ ム 実 行 中 は 消滅 せ ず 、 値 を 
た だ し 、 本 機 で は 「 記 憶 ク ラス 省略 |] と み | 保存 する 。 

extern な され る 。 た だ し 、 本 機 で は 関数 内 で 宣言 する 
と auto 、 関 数 外 で は static と 同 


じ 。 


6. 9 多 次 元 配列 


配列 の 配列 を 2 次 元 配 列 、 ま た その 配列 を 3 次 元 配列 と いい ます 。C 言 語 で は この よう に 多 次 元 配 列 が 使 
えま す 。 本 機 で は 8 次 元 ま で の 配列 が 使え ます 。 


2 次 元 配列 の 宣言 は 次 の 例 の よう に 、 配 列 の 大 き さ を [ ] で 囲ん で 並べ ます 。 
char color [3] [6] 


痢 
8 一 


1 次 元 配 列 と 同様 、 宣 言 の と き に 初期 化 が で きま す 。 
char color[3] [6] = (white !, !red!, ! blue 
図 の よう に 配列 要素 に デー タ が 格納 され ます 。 


color[9] [1] color[9] [3] color[9] [5] 
color[9] [8] | celor 9] [2 ] | celer [9] [4 ] ) 


color[9] [i] 1 *h” 2 W キ 9 を \ 6 
color[1] [i] " 了 " 0 7 " 半 9" ' 壮 9” 9" 
color[2][i] 'b” 1 "un" すす ' 議 9' ' 王 8" 
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6. 10 構造 体 


配列 は 同じ 型 の デー タ を 扱う の に 便利 な デー タ 型 で ある の に 対し て 、 構 造 体 、 共 用 体 は 性 質 の 異な る デー 
タ の 集まり を 、 ひ と つの デー タ 構 造 と し て 表現 する た め の デ ー タ 型 で す 。 


た と えば 野球 選手 の 打撃 成績 を 表現 する デー タ 型 は 次 の よう に な り ま す 。 
struct batting { 
char *name, 
float ave: 
int homer : 
) 
strUct は 構造 体 で ある こと を 示す キー ワー ド で す 。batting は 構造 体 の タグ と いい 、 定 義 さ れる 構造 
体 の 形式 に つけ る 名 前 で す 。 構 造 体 の 要素 は { } の 中 に 記述 し ます 。 選 手 の 名 前 を *name 、 打 率 を 
ave 、 ホ ー ム ラン 数 を homer の 各 要 素 に 格納 し ます 。 
構造 体型 の 変数 は 次 の よう に 宣言 し ます 。 
struct batting batter , 
タグ 名 を 省略 し て 直接 、 構 造 体 変数 を 宣言 で きま す 。 
struct { 


char *name: 


float ave: 
1nt homer : 
) batter : 
各 要 素 へ の 参照 は 次 の よう に 、 変 数 名 と 要素 名 を . で つない で 表記 し ます 。 
変数 名 . 要素 名 


選手 名 、 打 率 、 ホ ー ム ラン 数 を 代入 し て み ま し ょ う 。 
batter. name デリ ナカ ハラ 『 5: 
batter.ave 三 3. 14: 


batter.homer 三 46: 


6. 11 プリ プロ セッ サ 


C 言 語 の 処理 系 で は ソー スプ ログ ラム の 中 に プロ セッ サ 指 令 が ある と 、 プ ログ ラム を コン バイ ル す る 前 に 
指令 に 従っ た 「 前 処理 」 を 行い ます 。 い くつ か の プリ プロ セッ サ の うち 、「 文 字 列 定義 ジマ クロ 定義 ] を 
行う # define、「 フ ァイル の 取り 込み 」 を 行う # include と 「 条 件 コン パイ ル 」 を 行う # 下 、# ifdef、 
# ifndef を 説明 し ます 。 


画 せ define 指令 
# define は 指定 され た 文字 列 の 置き 換え を 行い ます 。 
# define 文字 列 1 文字 列 2 
文字 列 2 は 文字 列 1 に 置き 換え られ て か ら コ ン パ イル され ます 。# define は 次 の 例 の よう に 、 プ ログ 
ラム 中 で 使わ れる 定数 を 文字 列 に 置き 換え る 場合 な ど に よく 使わ れ ま す 。 
#define PI 3.141592 
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文字 列 PI は プロ グラ ム の 中 で は 円 周 率 を 意味 する 定数 と し て 使う こと が で きま す 。 
置き 換え 
S 三 P 1 * ネ ャ キネ Yi し 2 Ss 三 3. 1415 9 2 *Yr* 了 : 
# define 指令 で は 次 の こと に 注意 が 必要 で す 。 
@ 文字 列 1 は 大 文字 で 書く こと が 習慣 と な っ て いる 。 
@ 構文 の 途中 で 改行 は で き な い 。 
本 機 で は あら か じ め 、 次 の よう に 各 文 字 列 が 定義 8 され て いま す 。 
# define NULL 9 
# define EOF ー1 
# define FILE int 
また 本 機 で は 次 の よう な 引数 付き マク ロ を 定義 で きま せん 。 
# define SQR (x) ((x) * (x)) 


田 # include 指令 
# include 指令 は 指定 し た ファ イル を 、 ソ ー ス プロ グラ ム の その 位置 に 取り 込み ます 。 一般 の C 言 語 
処理 系 で は 、 ラ イブ ラリ 関数 を 使う た め の ヘ ッ ダ ファ イル を 読み 込む た め に よく 使わ れ ま す が 、 本 機 で 
は ヘッ ダフ ァイル の 読み 込み は 不要 で す 。 
ファ イル の 読み 込み は 次 の よう に し ます 。 
# include! フ ァイル 名 ! 


一 # 計 ー ト elfー#else 一 # endif 指 令 
条件 文 に よ に り 、 コ ン パ イル する テキ スト を 指定 し ます 。 
# 条件 式 
テキ スト 
[# elif 条件 式 
テキ スト ] 
[# else 
テキ スト ] 
# endif 
条件 式 を 満た す と ころ に 記述 され て いる テキ スト の み を コン パイ ル し ます 。 な お 、 条 件 式 を 満た す と こ 
ろ が な けれ ば 、 次 の # elif の 条件 式 を 判別 し ます 。 # elif、# else は 省略 で きま す 。 


一 fifdef、# ifndef 指令 
# ifdef 文字 列 
テキ スト 
[# else 
テキ スト ] 
# endif 
文字 列 が # define 指令 で 指定 され て いる か どう か に より 、 テ キス ト を コン パイ ル す る か し な いか を 指 
定 し ます 。 
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# ifdef は 文字 列 が 指定 され て いる と き に コン パイ ル を 行い 、# ifndef は 文字 列 が 指定 され て いな い 
と き に コン パイ ル を 行い ます 。 


| 7. ライ ブラ リ 関 数 


本 機 で 用 意 さ れ て いる ライ ブラ リ 関 数 を 説明 し ます 。 本 機 で は ライ ブラ リ 関 数 の た め の ヘ ッ ダ ファ イル は 
必要 あり ませ ん 。 
本 機 で は 、 標 準 入力 装置 ・ 出 力 装 置 (stream) は 次 の よう に 、 各 機器 に 割り 当て られ て いま す 。 
入力 stream : stdin (キー ボー ド ) 
出力 stream : stdout (画面 )、 ま た は stdprn (プリ ンタ ) 
SIO stream : stdaux (11 ピ ン 半 二 重 
stream : stdaux 1 (11 ピ ン 全 二 重 』 
また 、 あ ら か じ め 次 の よう に # define され て いま す 。 
# define NULL 9 
# define EOF mm 
#define FILE int 
本 機 で は 入力 の た め の ラ イブ ラリ 関数 に お いて 、 (また は (2ndP) )  〔 紅 ) の 入力 は 、 そ れ ぞ れ 次 
の 値 を 返し ます 。 
getch : 9xFF 
その 他 の 入力 関数 : EOF 
ラム デー タフ ァイル 、S IO の 入力 関数 で は 次 の コー ド を 区 切り 文字 と し ます 。 
行 の 区 切り : 9x0d、0x9a ま た は 0x0d 十 9x0a 
ファ イル の 終了 : 0x1a 
(9x9d 寺 9x0a は 入力 時 に 9x0a に 変換 され ます 。) 
( 注 ) 区 切り コー ド は で きる だ け 0x9a を 使用 し て くだ さい 。 
ラム デー タフ ァイル 、 S 1 0 の 出力 関数 で は 次 の コー ド を 区 切り 文字 と し ます 。 
行 の 区 切り : ヌル 
(9x9a は 出力 時 に 09x0d 十 0x0a に 変換 され ます 。) 
関数 形式 、 説 明文 の 記述 に お いて 、〔 ]〕 で 囲ま れ た 記述 は オプ ショ ン で 、 記 述 の 省略 が 可能 で す 。 


7. 1 標準 入出 力 関数 


egetc, getchar, fgetc 
形式 : int getc (FILE* stream) : 
int getchar (void) 
int fgetc(FILE* stream) : 
機能 : 1 文字 を 読み 込み ます 。stream が stdin の と き は を 押す と 文字 を 読み 込み ます 。 
getc 入力 stream か ら 読み 込み ます 。 
getchar stdin か ら 読み 込み ます 。 
fgetc 入力 strearm か ら 読 み 込 み ま す 。 
戻り 値 : 読み 込ん だ 文字 を 返し ます 。 
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egets, fgets 


形式 : 


機能 : 


戻り 値 : 


@ SCan†, 
形式 : 


char* gets (char* 8s) 

char* fgets (char* s, int n、 FILE* stream) : 
文字 列 を 読み 込み ます 。 文字 列 を s に 読み 込む と き 、 オ ー バ ー フ ロー チェ ッ ク は 行い ませ ん 。 
gets stdin か ら の 入力 で 終わ る 文字 列 を s に 読み 込み ます 。 文字 列 の 終わ り の 

は ヌル 文字 " 壮 9′ に 置き 換え られ ます 。 

fgets 入力 stream か ら 文 字 列 を s に 読み 込み ます 。 読み 込み は 、stdin で は (mー1) 
周 の 文字 を 読む か 、 を 読み 込む こと で 終わ り ま す 。 それ 以外 の stream で は 、 
(ーー1) 個 の 文字 を 読む か 、 行 の 区 切り 文字 を 読み 込む こと で 終わ り ま す 。 文 
字 列 の 最後 ([ 世 を 入力 し た と き は その 後 ) に ヌル 文字 ' 壮 9′ が 付加 され ます 。 

読み 込ん だ 文字 列 s を 返し ます 。EOF の と き は ヌル を 返し ます 。 


fscanf, sscanf 
int scanf (const char* format 〔, address,。 。. .〕 ) : 
int fscanf (FILE* stream, const char* format (, address,。 。.。.〕 
2 

int sscanf (char* s, const char* format [ address,。 、. ・.〕] ) : 
書式 付き 入力 を 行い ます 。 

scanf stdin か ら 読 み 込み ます 。 

fscanf 入力 stream か ら 読 み 込 み ま す 。 

sscanf 文字 列 s か ら 読 み 込 み ま す 。 
読み 込ま れ た 文字 の 並び を 、 書 式 を 与え る 文字 列 format で 指示 され た デー タ 型 に 変換 し 、 
対応 する 引数 addYess。 . . . の 示す アド レス に 格納 し ます 。 
書式 で 与え られ た 変換 指定 の 数 と 、 引 数 で 示す アド レス の 数 は 同じ で な けれ ば な り ま せん 。 
多 すぎ た 場合 は 無視 され ます が 、 不 足し た 場合 、 結 果 は 保証 され ませ ん 。 
scanf と fscanf は [ 記 ] を 押す と 入力 され ます 。sscanf は ヌル 文字 "9′ が 文字 列 の 終了 
と みな され ます 。 
scanf、fscanf は 次 の 場合 に 処理 を 終了 し ます 。 

1) フォ ー マ ッ ト 終 了 (文字 列 終了 マー ク ” 導 9′ の 読み 込み ) 
2 ) 読み 込み デー タ と フォ ー マ ッ ト の 不一致 

3 ) 読み 込み 終了 
正しく 変換 、 入 力 し た デー タ の 数 を 返し ます 。 入力 デー タ が な い 場 合 は 9 を 返し ます 。 
EOF の と き 、 あ る い は エラ ー の と き は 一 1 を 返し ます 。 


較 入 力 の 書式 指定 


人 入力 デー タ の 書式 を 与え る 文字 列 は 、 書 式 指定 、 空 白 文 字 、 非 空 
( (SPACE] )、 タ ブ ([TAB) )、( 名 ) で す 。 非 空 白 文 字 は 空 


字 で 構成 され ます 。 空白 文字 は 空 
、% 文 字 以外 の 全て の 文字 で す 。 


scanf () は 次 の よう に 動作 し ます 。 


e 書式 文字 列 中 に 空白 文字 が ある と 、 入 力 に お ける 空白 文字 を 、 次 に 非 空白 文字 が 現われ る まで 読み と 


ば し ます 。 
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e 書式 文字 列 中 に 非 空 
文字 は 読み 込ま な いで 終了 し ます 。 


e 書式 指定 は 入力 フィ ー ル ド を 読ん で 指定 に 従っ て 変換 し 、 引 数 で 指定 され る アド レス へ 格納 し ます 。 


た と えば コン マ , を 区 切り と する に は 次 の よう に 書式 指定 し ます 。 
scanf (!%d, %d, %d!, &a, &b, &o 

入力 デー タ の 形式 は 次 の よう に な り ま す 。 
12, 94.56 


変換 指定 
入力 され た 文字 の 並び を どの よう な デー タ 型 と し て 解釈 する か 、 つ まり どの よう に 変換 する か を 指示 す 


る の が 変換 指定 で す 。 変 換 指定 は % で 始ま り 変換 文字 で 終わ る 綴り で す 。 


変換 指定 期待 され る 入力 の 形式 変換 の 形式 
%d 10 進 整数 形式 の 文字 列 int に 変換 
2 1 10/ 8 16 進 整数 形式 の 文字 列 
%6 o 8 進 整数 形式 の 文字 列 の 


%u 符号 な し 10 進 整数 形式 の 文字 列 unsigned int に 変換 


26 x 16 進 整数 形式 の 文字 列 int に 変換 
%f 浮動 小数 点数 形式 の 文字 列 float に 変換 
26 e 々 の 
% g の 2 の 2 
%c 1 文字 その まま 入力 と な る char に 変換 
%s 文字 列 が その まま 入力 と な る 文字 列 の 最後 に " 壮 9 が つく 
%p 16 進 4 文字 の 文字 列 (89 ab な ど ) | ポイ ンタ に 変換 
多 変 換 の オプ ショ ン 指 示 


9% 記 号 と 変換 文字 の 間 に オ プシ ョ ン の 指示 を 与え る こと が で きま す 。 
% 〔*〕 【〔 入 力 幅 ] 【〔 変 換 文字 の 修飾 ] 変換 文字 
[ 〕 で 囲ん だ 各 要 素 が オプ ショ ン 指 示 で 、 必 要 に 応じ て 指定 し ます 。 
① 代 入 抑制 文字 
* 変換 指示 に 対応 する フィ ー ル ド は 読み と ば され 、 代 入 さ れ ま せん 。 
② 入 力 幅 
n 変換 する 文字 数 を 指定 し ます 。 
指定 し た フィ ー ル ド 幅 の 中 に 空白 文字 が あ っ た 場合 、 空 白 文 字 ま で が 入力 され ます 。 
省略 空白 文字 、 ま た は 変換 で き な い 文 字 ま で が 入力 幅 と な り ま す 。 
⑨ 変 換 文字 の 修飾 
] (エル ) 変換 文字 が 整数 へ の 変換 を 指示 し て いる 場合 、long int に 変換 し ます 。 
変換 文字 が 実数 へ の 変換 を 指示 し て いる 場合 、double に 変換 し ます 。 
村 変換 文字 が 実数 へ の 変換 を 指示 し て いる 場合 、long double に 変換 し ます 。 


字 が ある と 、 そ れ に 一 致す る 文字 を 読み 込み ます 。 不 一 致 で あれ ば 、 不 一 至 
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e putc, putchar, fputc 
形式 : int putc Gnt cc FILE* stream) 
int putchar Gnt o) 
int fputc Gnt cc FILE* stream) 
機能 : 1 文字 を 出力 し ます 。 
putc 出力 stream に 1 文字 を 出力 し ます 。 
putchar stdout に 1 文字 を 出力 し ます 。 
putc 出力 stream に 1 文字 を 出力 し ます 。 
戻り 値 : 書き 込ま れ た 文字 を 返し ます 。 エ ラー が 発生 し た 場合 は 、EOF を 返し ます 。 


e puts, fputs 
形式 : int puts (const char* gs) 
int fputs (const char* sg, FILE* stream) 
機能 : 文字 列 を 出力 し ます 。 
puts ヌル 文字 "\\9' で 終わ る 文字 列 s を 、 ヌ ル 文 字 を 改行 文字 に 置き 換え て stdout 
に 出力 し ます 。 
fputs ヌル 文字 ' 半 9 で 終わ る 文字 列 s を 出力 stream に 出力 し ます 。 改行 文字 は つ 
けず 、 最 後 の ヌ ル 文 字 は 出力 され ませ ん 。 
戻り 値 : 負 で な い 値 を 返し ます 。 エ ラー が 発生 し た 場合 は 、 負 の 値 を 返し ます 。 


eprintf, fprintf, sprintf 
形式 : int printf (const char* format (arg, ・.・-J) : 
int fprintf (FILE* stream, const char* format〔, arg, .・・.〕 ) 
int sprintf (char* s, const char* format [ arg, 。。・] ) 
機能 : 引数 arg , に よっ て 与え られ る 数 値 や 文字 、 文 字 列 を 、 書 式 文字 列 format に 従っ 
て 変換 され た 文字 の 並び と し て 、 出 力 し ます 。 
format の 中 の 文字 は その まま 出力 され ます が 、%% で 始ま る 書式 制御 文字 列 は 、 そ れ に 対応 
する 引数 の 書式 制御 に 使用 され ます 。format で 指定 し た 書式 制御 文字 列 の 型 と 引数 の 型 が 
対応 し て いな か っ た り 、 不 足し て いる 場合 は 、 出 力 は 保証 され ませ ん 。 引 数 の 数 が 書式 文字 
列 よ り 多 い 場 合 に は 、 余 っ た 引数 は 無視 され ます 。 
printf stdout に 出力 し ます 。 
fprintf 出力 stream に 出力 し ます 。 
sprintf 文字 列 s に 書き 込み ます 。 最 後に ヌル 文字 9′ を 付加 し ます 。 


戻り 値 : 出力 し た 文字 数 を 返し ます 。 エ ラー が 発生 し た 場合 は 、 負 の 数 が 返さ れ ま す 。 


田 出 力 の 書式 指定 
printf は 書式 文字 列 に 従っ て 処理 され ます 。 書式 文字 列 中 に 変換 指示 が ある と 、 対 応 する 引数 を 指定 
に 従っ て 変換 し て 出力 し ます 。 変 換 指 定 で な い 文 字 列 は その まま 出力 され ます 。 
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変換 指定 
変換 指定 | 引数 の 種類 変換 の 形 式 
%d int 符号 付き 10 進 数 で 表示 
%i int | 符号 付き 10 進 数 で 表 
%o int 符号 な し 8 進数 で 表示 
%u int 。 | 符号 な し 10 進 数 で 表示 還 
%x int 符号 な し 16 進 敷 で 表示 ( abcdef を 使う ーー 
%X it _ 四 CABCDEF を 使う ) 
%f double | 〔 一 〕 ddd. ddd の 形 の 10 進 数 で 表示 (d は 10 進 数 1 杵 |) 。 | 
%e double 示 _- 
%E double ー 
%g | double | 上 記 の f ま た は e の うち 、 短 い 方 で 表示 。 
%G | double | 上 記 の f ま た は E の うち 、 短 い 方 ー 
%c | int 文字 と し て 表示 (int は unsig ed _char に 変換 ) 
_%s | 文字 列 | 引数 で 指し 示さ れる 文字 列 を 表示 鉛 紅 
%p ポイ ンタ | 引数 を ポイ ンタ と し て 表示 。 - 四 
変換 指 定 の オプ ショ ン 指 示 
変換 指定 は % で 始ま り 、 変 換 文 字 で 終わ る 綴り で す が 、% と 変換 文字 の 間 に は オプ ショ ン 指 示 を 与え る 
こと が で きま す 。 変換 指示 子 の 一 般 的 な 形式 は 次 の よう に な り ま す 。 
% (フラ グ 〕 【 印 字 幅 〕】 〔. 精度 〕】 〔 サ イズ ) 変換 文字 
( 〕 で 囲ん だ 各 要 素 が オプ ショ ン 指 示 で 、 必 要 に 応じ て 使う こと に な り ま す 。 ま た 記述 する 順序 も 上 


の 形式 に 
① フ ラグ 


十 
# 


9n 


省略 


③ 精 度 指 人 


9 


省略 


従わ な けれ ば な り ま せん 。 そ れ ぞ れ の オプ ショ ン を 説明 し まし ょ う 。 


変換 の 結果 は 左 詰 めで 表示 され ます 。 

符号 付き は 必ず 十 ま た は 一 符 号 か ら 始 まり ます 。 

変換 文字 が o の 場合 は 先頭 が 9 (ゼロ ) で 始ま り ま す 。 

x (また は X) の 場合 は 0 x (また は 9 X) で 始ま り ま す 。 

数 値 型 文字 の フィ ー ル ド 内 を スペ ー ス の 代わ り に 9 で 埋め ます 。 た だ し 、d、1i、o、u、x、X 
で 精度 指定 が ある 場合 は 、、9 フラ グ は 無効 で す 。 9 と ー の 両方 が あれ ば 、 一 の 処理 に な り ま す 。 
右 詰め で 出力 され ます 。 


変換 され た 結果 を 表示 する 桁 数 (フィ ー ル ド 幅 ) の 指定 で す 。 

出力 の 峠 が フィ ー ル ド 幅 より 少な い 場 合 、 残 り は 空白 で 埋め られ ます 。 

た と えば % 1 6 d と 指定 する と 10 文 字 分 の 幅 で 1 9 進数 と し て 出力 され ます 。 
n と 同じ く フ ィ ー ル ド 幅 を 指定 し ます 。 

出力 の 値 が n より 小さ い 場 合 は 先頭 か ら 0 で 埋め られ ます 。 

必要 な フィ ー ル ド 幅 が と られ ます 。 


に 2 


動 小数 点数 の 出力 で 小数 点 以下 の 桁 数 を 指定 し ます 。 (最後 の 桁 は 丸め られ る ) 
変換 文字 が e 、B、f で は 小数 点 以下 は 6 桁 。 
変換 文字 が g 、G で は 有効 数 字 が すべ て 出力 され ます 。 
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〈④ サ イズ 
1 (エル ) 1 (エル ) 指示 で d、i、o、u、x、X は 1]ong 型 、n は ]ong 型 へ の ポイ ンタ に な り ま す 。 


efflush 
形式 : int fflush (FILE* stream) 
機能 : streamm の バッ ファ を フラ ッシュ し ます 。 


入力 stream の 場合 は バッ ファ の 内 容 が クリ ア さ れ ま す 。 そ の 他 は 何 も し ませ ん 。 stream 
が ヌル の と き は 、 全 stream に 対し て フラ ッシュ し ます 。 
戻り 値 : 9 を 返し ます 。 


* clearerr 
形式 : void clearerr (FILE* stream) : 
機能 : stream に 関す る エラ ー と EOF フ ラグ を クリ ア し ます 。 
戻り 値 : あり ませ ん 。 


7. 2 文字 処理 関数 


eisalnum, isalpha, iscntrl isdigit, isgraph, islower, isprint, ispunct, isspace, 
ISUDDer, ISxdigit 
形式 : int isalnum Gnt co) : 
int isalpha Gnt c) : 
int iscntrl Gnt c) : 
int isdigit Gnt c) : 
int isgraph Gnt co) : 
imt islower Gnt o) 
int isprint Gnt o) 
int ispunct (nt o) 
int isspace (Gint o) 
int isupper Gnt co) : 
int isxdigit Gnt c) : 
機能 : 文字 c の 分 類 を し ます 。 
isalmum 英字 で ある か 、 ま た は 数 字 で ある か を 判定 し ます 。 
isalpha 英字 で ある か を 判定 し ます 。 
iscn 人 rl 制御 文字 で ある か を 判定 し ます 。 
(9x 09~0x1f、9x7f を 真 と 判定 ) 
isdigit 数 字 で ある か を 判定 し ます 。 
isgraph 図形 (グラ フ ) 文字 か を 判定 し ます 。 
(9x21…0x5f、0x61 一 9 x7e、0 x81 一 9 x9f、09xa1 一 9xf7 を 真 と 判定 ) 
islower 英 小文字 で ある か を 判定 し ます 。 
] 字 可能 な 文字 で ある か を 判定 し ます 。 
(0 x20 一 0x7e、09x86 一 0xf7 を 真 と 判定 ) 
ispumct 区 切り 文字 で ある か を 判定 し ます 。 
(9x21 一 9x2f、0x8a-0x49、0x5b 一 9x5f、9x7b…0x7e、0x81 一 9 x9 條 、 
9xa1-9xf7 を 真 と 判定 ) 


li 


iSDrint 
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1SSDace 空白 文字 (空白 、 タ ブ 、 復 帰 、 改行 な ど ) で ある か を 判定 し ます 。 
(9x99-9x9d、09x20 を 真 と 判定 ) 
isupper 英 大 文字 で ある か を 判定 し ます 。 
isxdigit 16 進 法 の 表記 文字 で ある か を 判定 し ます 。 
戻り 値 : 判定 が 真 の 場合 は 9 以外 の 値 を 返し ます 。 偽 の 場合 は 9 を 返し ます 。 


e tolower, toupper 
形式 : int tolower Gnt co) : 
imt toupper Gnt o) 
機能 : tolower 英文 字 を 小文字 に 変換 し ます 。 
toupper 英文 字 を 大 文字 に 変換 し ます 。 
戻り 値 : 変換 し た 文字 を 返し ます 。 


7. 3 文字 列 処理 関数 


e@ Strcat 
形式 : char* strcat (char* s1, const char* s2) : 
機能 : 文字 列 s 2 を 文字 列 s 1 の 最後 に つけ 加え ます 。 付加 し た と き オ ー バ ー フ ロー チェ ッ ク は 行 


いま せん 。 
戻り 値 : 連結 され た 文字 列 へ の ポイ ンタ を 返し ます 。 


e strchr 

形式 : char* strchr (const char* s, int co) : 
機能 : 文字 列 s を 先頭 か ら 調べ て 、 文 字 c を 探し ます 。 
戻り 値 : 最初 に 見 つか っ た 文字 Cc へ の ポイ ンタ を 返し ます 。 
きつ か ら な か っ た と き は NULL ポイ ンタ を 返し ます 。 


@ StrcImD 
形式 : int strcmp (const char* s1, const char* s2) : 
機能 : 文字 列 s1 と s2 を 比較 し ます 。 各 文字 列 の 先頭 か ら 順 に 、 異 な る 文字 が 現われ る まで 、 ま 

た は 文字 の 終わ り ま で 1 文字 ずつ っ 比較 し て いき ます 。 

戻り 値 : 比較 の 結果 を 次 の 値 で 返し ます 。 

負数 s1 が s2 よ り 小 さい 場合 

9 s1 と s2 が 同じ 場合 

正 数 s1 が s2 よ りら 大 きい 場合 


@ StrCDy 
形式 : char* strcpy (char* gs1, const char* s2) 
機能 : 文字 列 s 2 を 、 文 字 列 s1 に コピ ー し ます 。 コ ピー し た と き オ ー バ パーフロ ー チ ェ ッ ク は 行い 


ませ ん 。 
戻り 値 : 文字 列 s1 へ の ポイ ンタ を 返し ます 。 


estrlen 
形式 : int strlen (const char* string) 
機能 : 文字 列 string の 長 さ を 計算 し ます 。 文字 列 の 終わ り の " 並 9 は 数 えま せん 。 
戻り 値 : string の 中 の 文字 数 を 返し ます 。 
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7. 4 メモ リ 割 り 当 て 関数 


e calloc 
形式 : void* calloc (unsigned n, unsigned size) : 
機能 : sige バイ ト の 大 き さ の メモ リ 領 域 を n 個 割り 当て ます 。 


戻り 値 : 割り 当て られ た 領域 の ポイ ンタ を 返し ます 。 割り 当て た 失敗 し た 場合 は NULL を 返し ます 。 
( 注 ) 確保 サイ ズ は 、RAM サ イズ を 超え な いよ うに し て くだ さい 。 RAM サ イズ を 超え る 値 を 指定 し 
た 場合 の 戻り 値 は 保証 され ませ ん 。 
emalloc 
形式 : void* malloc (unsigned size) 
機能 : size バイ ト の 大 き さ の メモ リ 人 第 域 を 割り 当て ます 。 
戻り 値 : 割り 当て られ た 領域 の ポイ ンタ を 返し ます 。 割り 当て に 失敗 し た 場合 は NULL を 返し ます 。 


efree 
形式 : void free (void* ptr) : 
機能 : calloc, malloc で 確保 され た メモ リ 領 域 を 解放 し ます 。 
ptr は 、calloc, malloc に より 割り 当て られ た メモ リ 領 域 の ポイ ンタ で な けれ ば な り ま せ 


ん 。 
戻り 値 : あり ませ ん 。 
7. 5 数 学 関数 


eabs 

形式 : int abs Gnt x) : 

機能 : 整数 の 絶対 値 を 求め ます 。 
戻り 値 : 032767 の 整数 を 返し ます 。 


eaSin, acOS, atan 

形式 : double asin (double x) : 
double acos (double x) : 
double atan (double x) : 

機能 : x に 対す る 逆 三角 関数 の 値 (角度 ) を 計算 し ます 。 
扱う 角度 の 単位 は angle 関数 で (DEG : 度 )、(RAD)、(GRAD) を 指定 で きま す 。 
asin, acoS で は 、 引 数 x の 値 は ー 1 1 の 間 で な けれ ば な り ま せん 。 

戻り 値 : 次 の 表 の 範囲 の 値 を 返し ます 。 


送 三角 関数 上 逆 三角 関数 の 値 の 範囲 
DEG RAD GRAD 
a81m ー90"< 90* ー7/2 て / 2 ー100"<100? 
acOS 0"<180" 0 一 0"<200" 
atan ー90"- 907* ー/2 て / 2 ー100? 100? 


easinh, acosh, atanh 
形式 : double asinh (double x) : 
double acosh (double x) : 
double atanh (double x) : 
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機能 : 逆 双 曲線 関数 の 値 を 計算 し ます 。 
戻り 値 : 計算 の 結果 を 返し ます 。 


@ 6GXD 
形式 : double exp (double x) 
機能 : 指数 関数 (eX) を 計算 し ます 。 た だ し e は 自然 対数 の 底 で す 。 
戻り 値 : e* を 返し ます 。 


elog, log 16 
形式 : double log (double x) : 
double log1 0 (double x) : 
機能 : ]og x の 自然 対数 を 計算 し ます 。 
]og 1 0 x の 常用 対数 を 計算 し ます 。 
戻り 値 : 計算 結果 を 返し ます 。 


@ DOW 
形式 : double pow (double x, double y) : 
機能 : x の y 乗 を 計算 し ます 。 
戻り 値 : 計算 結果 を 返し ます 。 


e Sin, COS, tahn 
形式 : double sin (double x) : 
double cos (double x) 
double tan (double x) : 
機能 : x に 対す る 三角 関数 の 値 を 求め ます 。 
扱う 角度 の 単位 は angle 関数 で (DEG : 度 )、(CRAD)、(GRAD) を 指定 で きま す 。 
戻り 値 : 計算 の 結果 を 返し ます 。 


e sinh, cosh, tanh 
形式 : double sinh (double x) : 
double cosh (double x) 
double tanh (double x) : 
機能 : 双曲線 関数 の 値 を 計算 し ます 。 
戻り 値 : 計算 の 結果 を 返し ます 。 


@ Sdrt 
形式 : double sqrt (double x) : 
機能 : x の 平方 根 を 計算 し ます 。 


戻り 値 : 計算 の 結果 を 返し ます 。 


7. 6 ハー ドウ ェ ア ・ イ ンタ フェ ー ス 関数 


1 ノ 0 ポ ー ト 関数 、 機 械 語 イ ンタ フェ ー ス 関数 は 、 誤 っ て 使う と プロ グラ ム や シス テム エリ ア な ご を 破壊 
する こと が あり ます の で 、 十 分 注意 し て くだ さい 。 


は 
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画 ミ ニ | OO 関 数 
e miniget 
形式 : int miniget (void) 
機能 : ミニ 1 ググ 0 か ら 1 バイ ト の デー タ を 読み 込み ます 。 


ビッ ト 2 : jm ビッ ト 1 :Din ビッ ト 9 : Ack 
戻り 値 : 入力 デー タ を 返し ます 。 


@ miniput 
形式 : void miniput (char byte) 
機能 : ミニ エグ 0 に 1 バイ ト の デー タ を 出力 し ます 。 


ビッ ト 2 : Busy ビッ ト 1 : Dout ビッ ト 9 :Xout 
戻り 値 : あり ませ ん 。 


一 11 ビ ピン の 8 ビッ ト 制 御 関数 
11 ピ ン で 8 ビット 制御 を 可能 に し ます 。 


efclose 
形式 : int fclose (FILE* stream) : 
機能 : stream で 指定 され た ファ イル を 閉じ ます 。 
戻り 値 : 正常 に 終了 し た と き は 0 を 返し 、 エ ラー に な っ た と き は EOF を 返し ます 。 


efopen 
形式 : FILE *fopen (char *path, char *type) : 
機能 : 11 ピ ン を 8 ビッ ト 制 御 モ ー ド に 設定 し ます 。 
path で デバ イス 名 を 、type で モー ド を 指定 し ます 。 
!pio! : 8 ビッ ト 制 御 リャ オ !、 1w 填 ! ま た は "aa 二 ! : デー タ の 入出 力 
戻り 値 : 正常 に 終了 し た と き は オー プン し た スト リー ム へ の ポイ ンタ を 返し ます 。 
エラ ー に な っ た と き は ヌル を 返し ます 。 


e pioget 

形式 : int pioget (void) : 

機能 : 11 ピ ン か ら 8 ビット デー タ を 入力 し ます 。 
戻り 値 : 入力 デー タ を 返し ます 。 


* DIODUt 
形式 : void pioput (char byte) : 
機能 : 11 ビ ピン へ 8 ビッ ト デ ー タ を 出力 し ます 。 


戻り 値 : あり ませ ん 。 


@ DIOSet 
形式 : void pioset (char byte) : 
機能 : 8 ビッ ト 制 御 の 入出 力 モー ド を 設定 し ます 。 


1 の と き は 入力 モー ド の 指定 に な り 、 9 の と き は 出力 モー ド の 指定 に な り ま す 。 
戻り 値 : あり ませ ん 。 


第 6 章 C 言 語 機能 _ 236 
園 S 10 (RS-232C) 制御 関数 
e fclose 
形式 : int fclose (FILE* stream) 
機能 ・ streaml で 指定 され た ファ イル を 閉じ ます 。 


全 二 重 モ ー ド で 使用 し て いる と き は 、 テ キス ト 終 了 コ ー ド (TEXT モ ー ド の FORMAT 
で 指定 し て いる 終了 コー ド ) を 書き 込み ます 。 
戻り 値 : 正常 に 終了 し た と き は 9 を 返し 、 エ ラー に な っ た と き は EOF を 返し ます 。 


efopen 
形式 : FILE *fopen (char *path, char *type) : 
機能 : 11 ピ ン を R S-232C 準 拠 で 通信 を 行う モー ド に 設定 し ます 。 


(通信 条件 の 設定 は 、TEXTT モ ー ド の S 1 0 で 行っ て くだ さい 。) 
デバ イス 名 (path で 指定 ) 
!stdaux ! : 半 二 重 通 信 の 指定 !stdaux 1 ! : 全 二 重 通 信 の 指定 
アク セス モー ド (type で 指定 ) 
! ャ 二 !、 1w 二 ! ま た は 『!a 二 ! : デー タ の 入出 力 の 指定 
戻り 値 : 正常 に 終了 し た と き は オー プン し た スト リー ム へ の ポイ ンタ を 返し ます 。 
こ な っ た と き は ヌル を 返し ます 。 
( 注 ) fopen O を 使用 する 場合 は 、 必 ず fclose () で 終了 し て くだ さい 。 fclose ひ を 使用 し な い 場 合 、 
送信 デー タ お よび 終了 コー ド が 最後 まで 正しく 送信 され ませ ん 。 この 場合 、 電 源 を オフ に し た り 、 
モー ド を 切り 替え て も 送信 され ませ ん 。 


8 刀 ' 呈 


通 信 バ ッ フ ァ 制 御 
e feof 
形式 : int feof (FILE* stream) : 
機能 : 通信 バッ ファ の デー タ の 有無 を 調べ ます 。 


戻り 値 : デー タ が 最後 に 達し て いれ ば ー 1 を 返し 、 そ う で な けれ ば 9 を 返し ます 。 


男 | プ O ポ ー ト 関数 
einport 
形式 : unsigned char inport (unsigned char port) 
機能 : アド レス port の 1 プ O ポ ー ト か ら 1 バ イト の デー タ を 読み 込み ます 。 


本 機 で は 9x2 9 か ら 0x8F の 1 プ 0 ポ ー ト が 使用 で きま す 。 
戻り 値 : 入力 デー タ を 返し ます 。 


e outport 
形式 : void outport (unsigned char port unsigned chay byte) 
機能 : アド レス port の 1 プ O ポ ー ト に 1 バイ ト の デー タ を 出力 し ます 。 


本 機 で は x 2 9 か ら 0x3F の [0 ボート が 使用 で きま す 。 
戻り 値 : あり ませ ん 。 


画 機 械 語 イ ンタ フェ ー ス 関数 
* ca 
形式 : unsigned call (unsigned adr, void* arg_ HL) 
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機能 : アド レス adr か ら 始 まる 機械 語 を 呼び 出し ます 。 引 数 arg_HL の 値 が HL レジ スタ に 渡 7 8 グラ フ イツ ク 関 数 
され ます 。 
戻り 値 : HL し レジ スタ の 値 が 返さ れ ま す 。 


表示 用 の グラ ィ ッ ク 関 数 で す 。 機能 は BAS IC で の 命令 と 同じ で す 。 引 数 な どの 詳細 に つい て は BA 
S 1 C の 各 命 令 の 説明 を 参照 し て くだ さい 。 


e DeeK 
形式 : unsigned char peek (unsigned adr) * circle 
機能 : アド レス adr か ら 1 パ イト を 読み 込み ます 。 形式 int circle Gnt x, int ず , int r, double 20 e-angle, 
硬 ・ 誌 誠 ーー 、 double ratio, int reverse, unsigned short kind) 
7 機能 : 円 を 抽 き 、 内 部 を 塗り つぶ し ます 。 開 始 角度 か ら 終了 角度 まで を 反 時 計 方 向 に 円 を 描き ます 。 
* poke 開始 角度 、 終 了 角 度 は 10 進 度 で 指定 し ます 。 
形式 : void poke (unsigned adr, unsigned char byte) : 2 円 の 中 心 点 
機能 : アド レス adr に 1 バイ ト デ ー タ byte を 書き 込み ます 。 交 半径 
戻り 値 : あり ませ ん 。 s-angle: 開始 角度 
e-angle: 終了 角度 
7. 7 デー タフ ァ イル 関数 ratio: 比率 (Y 軸 方 向 の 半径 /X 軸 方 向 の 半径 ) 
reverse: ドッ ト の 種類 
efclose 9 : ドット を セッ ト 
形式 : int fclose (FILE* stream) : 1 : ド ッ ト を リセ ッ ト 
機能 : stream で 指定 され た ファ イル を 閉じ ます 。 2 : ドッ ト の 反転 
!W ! ま た は !a! モ ー ド で オー プン し て いる と き は 、 終 了 コ ー ド (1 A) を 書き 込み ます 。 1 深 り つぶ す 模 様 の 種類 BASLIC 命 令 と 同じ 
戻り 値 : 正常 に 終了 し た と き は 9 を 返し 、 エ ラー に な っ た と き は EOF を 返し ます 。 (第 10 章 BAS 1C の 各 命令 の 説明 を 参照 ) 
e feof 戻り 値 : 正常 に 終了 し た と き は 9 を 返し 、 エ ラー に な っ た と き は ー 1 を 返し ます 。 


E ミレ クス ド こもり 
形式 : int feof (FILE* stream) : 6 人 も 向 6 旨 半 か 
機能 : ファ イル の 終わ り を 調べ ます 。 0 の 位置 に 半径 線 を 描く と き は 、-360" と 指定 し ます 。 
戻り 値 : ファ イル の 終わ り を 検出 し た と き は 一 1 を 返し 、 検 出 で き な か っ た と き は 0 を 返し ます 。 e gCUrSOr 
eflof 形式 : int gcursor (int x, int y) : 


機能 : グラ フィ ッ ク の 表示 開始 位置 を ドッ ト ( 点 ) 単位 で 指定 し ます 。 


形式 : unsigned long flof (FILE* st 、 
g g Stream) 戻り 値 : 正常 に 終了 し た と き は 9 を 返し 、 エ ラー に な っ た と き は 一 1 を 返し ます 。 


機能 : ァイル の 未 使用 バイ ト 数 を 求め ます 。 
戻り 値 : 残り バイ ト 数 を 返し ます 。 e gprint 
形式 : void gprint (char* image) : 
efopen に 6 gD MM 
形式 : FILE *f (ch が heh 0 機能 : 指定 され た ドッ トペ ター ン を 表示 し ます 。 
レレ エ UV ・ O と 内 ・ 
0 ー pen (char *path, char ype 6 3 
機能 : デー タフ ァイル に ファ イル 番号 を 割り 当て 、 オ ー プ ン モ ー ド を 指定 し 入出 力 を 可能 に し ます 。 
アク セス モー ド (type で 指定 ) e line 

"Y : デー タ の 読み 出し の 指定 形式 : int line (Gint xi, int yi, int xs, int ys, nt rever86, unsigned short mask, 

"WW ": デー タ の 書き 込み の 指定 int rectangle) : 

「8!: デー タ の 追加 書き 込み の 指定 機能 : 指定 され た 2 点 問 を 線 で 結び ます 。 


戻り 値 : 正常 に 終了 し た と き は オー プン し た スト リー ム へ の ポイ ンタ を 返し ます 。 
エラ ー に な っ た と き は ヌル を 返し ます 。 
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TeVer'Se ・ 機能 : 現在 実行 し て いる プロ グラ ム を 終了 し ます 。 

09: ドッ ト を セッ ト abOYt プロ グラ ム を 異常 終了 させ ます 。 画面 に ABORT が 表示 され ます 。 

1 : ドット を リセ ッ ト Et プロ グラ ム を 正常 終了 させ ます 。 画面 に EX 1 に 続い て status の 値 が 表 

2 : ドッ ト の 反転 ー 

に 示さ れ ま す 。 
mask: BASIOC 命 令 と 同じ ed 
(第 10 意 BAS 1C の 各 命 令 の 説明 を 参 昭 ) 昌和 者 和 


rectangle : e angle 
9 : 指定 し た mask で 直線 を 描き ます 。 


・ cg 3 形式 : void angle (unsigned n) : 
RE 機能 :  n の 値 に よっ て 、 三 角 関 数 の 単位 が 設定 され ます 。 
2 : 指定 し た mask で 長方形 の 内 部 を 塗り つぶ し ます 。 本 
e 人 5 、 _ _- 9 n デ 6 60 分 法 : 単 位 DEG ( 度 ) 
戻り 値 : 正常 に 終了 し た と き は 6 を 返し 、 エ ラー に な っ た と き は 一 1 を 返し ます 。 
n 三 1 綴 度 法 : 単 位 RAD (ラディ アン ) 


TIR nー2 グラ ー ド 法 : 単 位 GRAD (グラ ー ド ) 
形式 : int paint Gnt x, int y, unsigned short kind) : 戻り 値 : あり ませ ん 。 
機能 : 昌 ま れ た 領域 を 塗り つぶ し ます 。 
x, y : 指定 し た 点 の 座標 e breakpt 
kind : 塗り つぶ す 模 様 の 種類 BAS 1C 命 令 と 同じ 形式 : void breakpt (void) : 
(第 10 章 BAS 1IC の 各 命 令 の 説明 を 参照 ) 機能 : プロ グラ ム の 実行 を 中 断 し て 、 プ レー クモ ー ド に 入り ます 。 
戻り 値 : 正常 に 終了 し た と き は 0 を 返し 、 エ ラー に な っ た と き は 一 1 を 返し ます 。 戻り 値 : あり ませ ん 。 
@ DOint @ clrscr 
形式 : int point (Gnt x, int ダ ) : 形式 : void clrscr (void) : 日 
機能 : 指定 し た ドッ ト の 状態 を 読み 取り ます 。 機能 : 画面 を シク リア し 、 カ ー ソ ル (表示 位置 ) を (9 , 9) に セッ ト し ます 。 
戻り 値 : 指定 し た ドッ ト が 点灯 し て いる と き は 1 を 返し 、 消 灯 し て いる と き は 6 を 返し ます 。 指定 し 戻り 値 : あり ませ ん 。 
た ドッ ト が 画面 外 に な る と き は 一 1 を 返し ます 。 edeteh 
e DreSet 形式 : int getch (void) : 
形式 : int preset Gnt x, int ず ) : 機能 : 1 文字 を stdin か ら 直 接 読み 込み ます 。 読 み 込み に Me り bn 入力 バッ 
機能 : 指定 し た ドッ ト を 消し ます 。 ファ が 空 の と き は 、 次 の 入力 が ある まで 待機 し ます 。 読み込ん だ 文字 は 表示 され ませ ん 。 
戻り 値 : 正常 に 終了 し た と き は 9 を 返し 、 エ ラー に な っ た と き は 一 1 を 返し ます 。 戻り 値 : 読み 込ん だ 文字 を 返し ます 。 
e DSet @ dOtOXy 
形式 : int pset Gnt x, int y, int reverse) : 形式 : void gotoxy (unsigned X, unsigned ?) 
機能 : 旨 定 し た ドッ ト の 点灯 また は 反転 を 行い ます 。 機能 : 画面 の カー ソル を 、 座 標 (x , y) に 移動 し ます 。 
TeVeTSe : た だ し 、 左 上 隅 の 座標 を (9 , 9 ) と し ます 。 
9 : ド ッ ト を 点灯 戻り 値 : あり ませ ん 。 
0 skbhit 
OO 形式 : int kbhit (void) : 
機能 : キー ボー ド か ら の キー 入力 の 有無 を 調べ ます 。 
4 因 その 他 の 関数 戻り 値 : キー 入力 が 行わ れ て いれ ば 6 以外 の 値 を 返し 、 行 われ て いな けれ ば 9 を 返し ます 。 


eabort, exit 
形式 : void abort (void) 


void exit Gnt status) 
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8。 エエ ラー メッ セー ジン 


エラ ー メ ッ セ ー ジ 


エラ ー の 内 容 


@.。 1 コン ウン パイル エラ テー メッ セー ジ 


illegal initiahzation 


初期 化 の 右辺 が 定数 式 で な い 


illegal main 


main 関 数 に 引数 を 宣言 し て いる 


illegal operand of 演算 子 


演算 子 の オペ ラン ド の 型 が 不正 で ある 


エラ ー メ ッ セ ー ジ 


エラ ー の 内 容 


illegal operand of U+ 


単項 十 演算 子 の オペ ラン ド の 型 が 不正 


Null dimension 


配列 宣言 で 要素 数 が 書か れ て いな いも の が ある 


illegal operand of リー 


単項 一 演算 子 の オペ ラン ド の 型 が 不正 


array of function iS illegal 


要素 が 関数 の 配列 を 宣言 し て いる 


illegal operand of ARG 


関数 呼び 出し の 引数 の 型 が 不正 


cant find include file 


イン クル ー ド ファ イル が 見 つか ら な い 


illega operand of RET 


リタ ー ン 文 の 式 の 型 が 不正 


case not in switch 


case ラ ベル が switch 文 の 中 で な い 


illegal s/u 


構造 体 ノ 共用 体 が 不正 使用 され て いる 


constant expected 


@ 配列 宣言 で 要素 数 が 整数 定数 式 で な い 
e case ラ ベ ル の 式 が 整数 定数 式 で な い 


illegal size 


構造 体 / 共 用 体 の サ ズ が 大 きす ぎる 


illegal switch expression 


switch( e ) の 式 の e の 型 が 不正 で ある 


default not in switch 


default ラ ベル が switch 文 の 中 で な い 


illegal type 


不正 な 型 変換 が 発生 し て いる 


define buffer full 


#define が 多 すき ぎる 


illegal void 


void 型 の 合 が 正 し く な い 


中 ferent S/u 


構造 体 ノ 共用 体 の 代入 で 両辺 の 型 が 條 う 


include nest too deep 


# include の ネス ティ ング が 深 す ぎる 


division by 8 


ノン また は % 演 算 子 の 右辺 が 6 で ある 


macro TecuTsion 


マク ロ が 帰し て いる 


duplicate #define : 名 前 


定義 済み の マク ロ 名 を 定義 し て いる 


memory full 


メモ リ が 不足 し て いる 


duplicate case 


switch 文 中 に 后 同 じ 値 の case ラ ラベ ル が ある 


missing argument : 名 前 


関数 定義 の ( ) 内 に な い 引数 を 宣言 し て いる 


duplicate default 


switch 文 中 に default う 1 ル が 複 数 ある 


missing declarator 


宣言 子 が な い 


duplicate label : 名 前 


定義 済み の goto ラ ベル を 定義 し て いる 


missing function : 名 前 


じ コ され た B 関数 が 5 定義 され て いな い 


empty character constant 


| 文字 定数 構文 中 ロー 


float overflow 


実数 の 定数 値 が 大 き すき 


missing label 


@ goto 又 に ラ ベル が な い 
e 使用 され た goto ラ ベル が 定義 され て いな い 


float underflow 


実数 の 定数 値 が 小さ すぎ る 


missing mlaln 


main( ) が 定義 8 され て いな い 


function ilegal in su 


構造 体 ノ 共 体 の 中 で 関数 を 宣言 し て いる 


function returns illegal type 


関数 値 と し て 返せ な い 型 を 定義 し て いる 


missing member 


e メン バー 未定 義 の 構造 体 ノ 共用 体 を 初期 化し て いる 
_ 式 中 で 定義 し て いな い メ ン バ ー を 使 し て いる 


if nest too deep 


# ぜ ノ # ifdef の ネス ティ ング が 深 す ぎる 


missing member in s/u 


構造 体 ノ 共 用 体 の 定義 で メン パー が 1 つも な い 


if nesting error 


# 計 ン ifdef と # endif の 対応 が 取れ て いな い _ 


ImiSSing name in prototype 


関数 定義 の プロ ト タ イ プ に に 引数 名 が な い 


if -]ess eif 


# elif に 対応 する # 放 /# ifdef が な い 


missing type 


型 を 宣言 し て いな い 


if -less else 


# else に 対応 する #if/# ifdef が な い 


missing type in prototype 


プロ ト タ イ プ で 構文 規則 違 反 が ある 


if -less endif 


# endif に に 対応 する # エ ノ # ifdef が な い 


newline in character constant 


文字 定数 の 構 内 ( 改行 メ 字 が ある 


illegal # hne 


# define 行 の 構文 が 不正 で ある 


newline in string constant 


定数 の 村内 に 改行 文字 が ある 


illegal break 


break 文 が do、for、 while、 Switch 文 の 中 で な い 


prototype unmatch 


関数 呼び 出し の 式 が プロ ト タ イ プ に 適合 し な い 


illegal character 


ソー スプ ログ ラム に 不正 文字 が あ 


redeclaration : 名 前 


定義 済み の 名 前 を 定義 し て いる 


illegal class 


記憶 クラ ス が 不正 で ある 


reserved : 名 前 


この 名 前 は 予約 され て いる の で 使 禁止 


illegal continue 


continue 文 が do、 for、 while 文 の 中 で な い 


SyntaX eTTOT 


構文 規則 に 適合 し て いな い 


illegal digit in octal 


8 人 数 内 こ 不正 数 字 (8 と 9) が ある 


token buffer full 


マク コロ 展開 が 復 雑 すぎ る 


illegal function 


関数 型 で な いも の で 関数 呼び 出し を 行っ て いる 


illegal 


# 王 ン キオ ifdef 行 の 構文 が 不正 で ある 


iegal include 


# include 行 の 構文 が 不正 で ある 


too complicated declarator E す ぎる 
too comnplicated declaration すぎ る 
too complicated expression 大 が 机 維 す ぎる 


illegal indirection 


単項 * 演算 子 の オペ ラン ド が 不正 で ある 


too complicated initialize 


初期 化 が 複雑 すぎ る 


too deep statermment 


文 の ネス ティ ング が 深 す ぎる 
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エラ ー メ ッ セ ー ジ 


吸 


too long initialzer 


初期 化 で 文字 列 定数 が 長 す ぎる 


too long macro 


マク ロ 本 文 が 長 すぎ る 


Loo many #define 


#define の 個数 が 制限 を 超え て いる 


Loo Imany Case 


case ラ ベル の 個数 が 制限 を 超え て いる 
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too many characters 


in character constant 


文字 定数 の 文字 数 が 制限 を 超え て いる 


Loo many characters 


jn string constant 


文字 列 定数 の 文字 数 が 制限 を 超え て いる 


too many initializers 


初期 化 式 の 個 敷 が 宣言 より 多い 


oo many label 


goto ラ ベル の 個数 が 制限 を 超え て いる 


Loo many Drototype 


プロ ト タ イ プ の 個数 が 制限 を 超え て いる 


unacceptable operand of 餅 


& 演 算 子 の オペ ラン ド が 不正 で ある 


undefine : 名 前 


未定 義 の 名 前 を 使用 し て いる 


unexpected EROF 


構文 規則 の 途中 で ソー スプ ログ ラム が 終了 し て いる 


unkmown size 


サイ ズ が 確定 で き な い 


void function 


void 関 数 な の に return 文 で 値 を 返し て いる 


Zero or negative subscript 


配列 の 要素 数 が 6 また は 負 で ある 


8. 2 実行 時 エラ ー メ ッ セ ー ジ 


エラ ー メ ッ セ ー ジ 


エラ ー の 内 容 


NO _ MEMORY 


関数 の 再帰 な ど で メ モリ を 使い 果たし た 


BAD POINTER 


ポイ ンタ で の 代入 、C 領 域 以 外 の メモ リ へ 書き 込 も うと し 


2 


DIVISION BY_9@ 


9 で の 割り 算 


UNKNOWN ERROR 


ポイ ンタ で の 代入 で 、C 領 域 が 破壊 され 


て いる 


BAD FUNCTION 


ポイ ンタ で の 関数 呼び 出し で 、 ポ イン タ 値 が お か し い 


BAD STREAM 


入出 力 ラ イブ ラリ の スト リー ム が 適正 で 


な い 


ARITHMETIC ERROR 


@ 数 学 ラ イブ ラリ の シス テム コー ル で エ 


み 紀 M 雪 


@ 浮動 小数 点数 に 関す る シス テム コー ル が エラ ー リ タ 


し た 


し 


FRAME ERROR 


関数 フレ ー ム が 破壊 され た 


S IO デバ イス を オー プン し て いる の に 再 


度 オ 


し 海 」 


1/O OPEN ERROR 
1/O ERROR 


ミニ 1 プ 0 を オー プン し て いな い 


1. CASL (アセ ンプ ラ 表 語 ) | 


コン ピュ ー タ 言語 に お いて BASIC、FORTRAN、COBOL と いっ た 高 水準 な 言語 は 、 そ の 記述 
が わか りや すい た め プ ログ ラミ ング が 容易 で あり 、 開発 期間 も 短く て すみ ます 。 し か し これ ら は 、 メ モリ 
の 作業 傾 域 を 多く 必要 と し た り 処 理 速 度 が 遅い と いっ た 面 が あり ます 。 コ ンピュータ の 性 能 を 最も 効率 よ 
く 活 で きる の は 機械 語 で す が 、 機 械 語 コー ド で 入力 する 必要 が あり 、 プ ログ ラミ ング は 非常 に 手間 が か 
か り ま す 。 

アセ ンプ ブラ は この 機械 語 に 最も 近い 言語 で す 。 B A S 1 C ほ ど 手 軽 で は な い に し て も 、 機 械 語 に 比べ て 使 
いや すく 、 コ ンピュータ の 人 性能 を 限界 近く まで 活 で きま す 。 た だ 、 ア セン ブラ 言語 で 効率 の 良い プロ グ 
ラム を 作る に は 、 各 命令 を 実行 する と き に 、 レ ジス タ や フラ グ な ど が どの よう な 動き や 働き を する の か を 
知る 必要 が あり ます 。 こ れ ら の 動き 、 働 き な ど は コン ピュ ー タ の ハー ドウ エア に 大 きく 左右 さ れ 、 メ ー カ ー 
や 機種 に より 異な る の が 普通 で す 。 

この た め 経 済 産業 省 の 情報 処理 技術 者 試験 で は 、COMET と いう 仮想 の 計算 機 を 設定 し 、 こ れ の アセ ン 
プラ 言語 と し て C A S し の 仕様 を 取り 決め た うえ で 試験 問題 を 出し て いま す 。 (平成 13 年 度 より 、 計 算 機 
は COMET II に 、 ア セン プラ 言語 は CASLI に 改定 され て いま す が 、 本 機 は これ ら に 対応 し て いま せ 
ん 。) 

本 機 の CA S し モー ド は 、 こ の CA SL の 仕様 に 準拠 し た アセ ンプ ブラ 言語 が 扱え る た め 、 情 報 処 理 技術 者 
試験 (基本 情報 技術 者 試験 ( 旧 第 2 種 ) で は 選択 ) の トレ ー ニ ング と し て プロ グラ ミン グ か ら デ パッ グ そ 
し て シミ ュ レ ーション まで の 学習 に お 使い いた だ け ま す 。 

この 取扱 説明 書 は 、 本 計算 機 の 操作 方 法 に 重点 を お いて 説明 し て いま す 。COMETI や CASLH の 仕 
様 、C A S LI の 文法 、 プ ログ ラミ ング に つい て の くわ し い 説 明 は 、 有 名 書店 で 販売 され て いる 情報 処理 
技術 者 試験 の C A S L II に 関す る 書籍 を 参照 し て くだ さい 。 


COMET の 仕様 に つい て は 、265 ペ ー ジ を 参照 し て くだ さい 。 


2. CAS し モー ド の 構成 | 


CASL モ ー ド は 次 の 3 っ の 機能 か ら 構成 され て いま す 。(246 ペ ー ジ の 機能 一 覧 表 を 参照 くだ さい 。) 


・TEXT エ ディ タ で 作成 し た ソー スプ ログ ラム を オブ ジェ クト プロ グラ ム に 変換 し て メモ 
リ に 書き 込み ます 。 

C E-126P (プリ ンタ ) を お 持ち の 場合 は 、、CE-126P が 接続 され 、 "PRINT' が 点 
灯 し て いる と き 、 ア セン ブル し た 結果 を 印字 で きま す 。 


アセ ンプ ブラ 


245 第 7 章 CASL 第 7 章 CASL 246 


モニ タ ・ レ ジス タ の 内 容 や オブ ジェ クト を 表示 させ た り 、 書 き 換 える こと が で きま す 。 ブレ ー ク ポポ 
イン ト の アド レス を 設定 する こと が で きま す 。 
また 、D S 命 令 な ど で 確保 し た メモ リ の 内 容 を 書き 換え る こと が で きま す 。 

シミ ュ レ ー  : オ ブ ジ ェクト プロ グラ ム を 実行 し ます 


ス 実 行 を 続 
け ま す 。 


認 で きま す 。 


移る こと が で 


ショ ン ノー マル 実行 と トレ ー ス 実行 が で き 、CE-126P (プリ ンタ ) を お 持ち の 場合 は 、 接 続 す 
れ ば 実行 結果 を 印字 で きま す 。 
モー ニタ 機能 で 指定 し た ブレ ー ク ポイ ント で の 実行 中 断 が で きま す 。 


2. 1 プロ グラ ム 作 成 手順 


CASL の プロ グラ ミン グ は 次 の 手順 で 行い ます 。 


( プロ グラ ム 作 成 ) 
ーーーーーー ーー アテ マー ステ ブラー ーー 
1 
アセ ン ブ ラ に よる オブ ジェ クト 生成 
Y 
モー ニタ に よる オブ ジェ クト 内 容 、 
レジ スタ 値 の 確認 お よび 変更 


よっ て 、 テ キス 
応じ て 内 容 の 書 
き 換え が で きま す 。 
レー ス 実 行 
( 紀 で トレ ー 


( 到 
6 


1 


AN 半 


移っ た と き 、 生成 さ 


れ た オブ ジェ クト プロ グラ ム は 消去 され ます 。 


を 送り 、 確 


(WW) (4] で プロ グラ ム 


必 


(G 


0 
ノー マル 実行 


BREAK 


この 表 の いずれ か の 状態 (プロ グラ ょ 実行 中 を 


除く ) で EXT] を 押す こと ! 
ト エ ディ タ (TEXT モ ー ド ) ! 


吉 ず ぁ 
な お 、 テ キス ト エ ディ タ ! 


応じ て 内 容 の 書き 換 


え が で きま す 。 


こ 


(>| オプ ジェ クト プロ グラ スム 表示 


タ を 呼び 出し ます 。 
> 
EX IT を 実行 し た 場合 


〔( ツ ] (4) で 画面 外 の レジ ス 


BREAK 


必要 1 


了 き XXXX 


#XXX 文 


ぷ 測 記紀 亡 其 


MA 
シミ ュ レ ー タ に よる 実行 アデ バッ グ 


え 


#XXXX 


くく OBJECT ラ >> 
くく SIMULATION>> 


⑨ (E] を 押し て ソー スプ ログ ラム を 作成 する 。 

叶 先 迷 瑞 基 身 身 葬 ※ 
:-#XXXX XXXX 
:-#XXXX XXXX 
全 科 共 光 光 X 交 区 
C 導 交 XX. 天天 ※ え 
3 全 区 欧文 

2 っ 誠 炊 XOGE 次 OG 
: サ XXXX XX 次 


ソー スプ ログ ラム の 作成 
① TEXT] を 押し て テキ スト モー ド に する 。 


〇 
ざ や 
【 参 考 】 


YES 


終わ り ) 

【 作 成 手順 の 解説 】 

①T EXT ェ ディ タ 機 能 を 使用 し て ソー スプ ログ ラム を 入力 し ます 。 

CEー126P (プリ ンタ ) を お 持ち の 場合 は 、 必 要 で あれ ば ソー スプ ログ ラム の 印字 を 行い ます 。 本体 
の プロ グラ ム フ ァ イル エリ ア へ の 登録 を 行い ます 。 

CASL し モー ド の アセ ンプ ブラ 機能 に より オブ ジェ クト プロ グラ ム を 生成 し ます 。 

モー ニタ 機能 を 使用 し て 、 オ ブ プ ジ ェ クト プロ グラ ム に 必要 な ブレ ー ク ポイ ント の アド レス 設定 や レジ スタ 、 
プロ グラ ムカ ウン タ な どの 設定 を 行い ます 。 


GR1 

GR2 

ADDRESS 

START ADDRESS 


GR3 
GR 4 
本 : 選 
FR 
BP 
BC 


+ 軸 、 GR6 :#XXXX XXXX 


Register 
Object 一 


| 軸 


アセ ン ブ ル 
v 


(4J 


Assemble ユ ーーー ビ ーー テ 


(M) 
BREAK 
(CLS) 

(G) 


シミュレー タ 機 能 で オブ ジェ クト プロ グラ ム の ノー マル 実行 、 ま た は トレ ー ス 実行 を 行い ます 。 

⑤ 再 び モ ニタ 機能 を 使用 し て 、 汎 用 レジ スタ や フラ グレ ジス タ の 変化 を 確認 し ます 。 ま た 、 オ ブ ジ ェクト 
や メモ リ 内 容 の 確認 と 変更 が で きま す 。 

⑥ 必 要 に 応じ て ③~ て ⑤ を 繰り 返し ます 。 

(⑦ プ ログ ラム に 誤り が 発見 され た と き は ① に 戻り 、 ソ ー ス プロ グラ ム の 変更 を 行い 、 再び ② 以 降 を 3 
ます 。 
必要 に 応じ て ①ー⑦ を 繰り 返し ます 。 


Go 


机 
さ 
昌 
己 


(C] を 押す 
L___ >|Monitor 


CASL モ ー ド 機能 一 覧 
押し て か ら 


SHIFT 
ASMBL] を 
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o 0 om > テー1 命令 コー ド 欄 
う * ソー スプ ログ ラム の 作成 、 編集 (エディ W ト ) ] 2 トキ ー で 命令 コー ド を 入力 し ます 。 入力 後 、(TAB) で 次 の 入力 位置 へ カー ソル を 移し ま 
CASL の ソー スプ ログ ラム の 作成 や 変更 な ど は TEXT (テキ スト ) モー ド の エディ タ 機 能 を 用 いて 行 本 
り す s 4 オペ ラン ド 欄 
と 押し で 、 デ テキ スト エディ クタ を 紀 ん で くだ きい 。 ① オ ペラ ンド 欄 は GR フィ ー ル ド 、adr フィ ー ル ド 、XR フ ィ ー ル ド で 構成 され ます 。 
| rgxr EDITOR ーー づ ⑳ 各 ブロ ッ ク (フィ ー ル ド ) の 区 切り に は 、 必 ず コ ンマ () が 必要 で す 。 
の XR フィ ー ル ド は 省略 する こと が で きま す 。 
| 
@ TEXT モ ー ド の くわ し い 使 いか た は 、「 第 5 章 TEX 和 モー ド 」 を 参照 し て くだ さい 。 (5) 注釈 欄 
① プ ログ ラム に 注釈 を 付加 する 場合 は 、 オ ペラ ンド の 直後 に セミ コロ ン (: ) を 入力 し 、 そ の 後に 注釈 
3. 1 ソー スプ ログ ラム の 入力 形式 を 入力 し ます 。 
ソー スプ ログ ラム の 構成 を 以下 に 示し ます 。 と > 
e 一 行 の 長 さ は 、 注 釈 杜 を 含め て 最大 254 文 字 ま で で す 。 
32767BGN ADD 0, DAT, 1:SAMPLE 
ド 一 ー 3 | ーー 一 、 還 、 
行 番号 欄 AN 命令 コー ド 欄 。 オペ ラン ド 欄 時 3. 2 ソー スプ ログ ラム の 消去 
(1) 行 番号 (ライ ン ナ ン バ ー) 柚 TEXTT モ ー ド の 機能 選択 画面 で 、([D) を 押せ ば デリ ー ト (Del) 機能 が 選ば れ 、 次 の よう に テキ スト 内 
① 行 番号 は 1 65279 ま “の 人 し ます 。 容 を 消去 (削除 ) し て よい か を 聞い て きま す 。( テ キス ト 内 容 が な いと き は 、 画 面 は 変わ り ま せん 。) 
②③ 1 65279 の 範囲 外 の 値 を 指定 する と "LINE NO. ERROR”′ が 表示 され ます 。 TEXT DELETE OK? (Y) 
(2) ラベ ル 机 を 押せ ば 、 テ キス ト 内 容 が すべ て 消去 され 、TEXT モ ー ド の 機能 選択 画面 に 戻り ます 。 
① ラ ベル は 1 6 文字 まで 使用 で きま す 。 7 文字 以上 を 入力 し た 場合 は 、 先 頭 か ら 6 文字 が ラベ ル と し YJ 以 外 の キー (その と き 和 有効 に 働く キー) を 押せ ば 、 消 去 さ れず に 機能 選択 画面 に 民 り ます 。 
て 有効 に な り ま す 。 ま た 、79 文 字 以 上 入力 する と エラ ー に な り ま す 。 
②CASL し で は 、 ラ ベル は 6 文字 以内 で 先頭 の 文字 は アル ファ ベッ ト 大 文字 、 2 文字 目 以降 は アル ファ 3. 3 ソー スプ ロ グラ ム の 入力 
ベッ ト 大 文字 また は 数 字 と 定義 され て いま す 。 TEX 生 モー ド の 機能 選択 画面 で [E] を 押せ ば テキ スト エディ タ が 選ば れ ま す 。 
な お 、 ラ ベル 欄 に セミ コロ ン (:) を 書い て 注釈 行 と する こと も で きま す 。 | ExT EDITOR ー 
ラベ ル は 行 番号 に 続け て 入力 する 必要 が あり ます 。 月 
わ ラ ベル 入力 後 、(TAB) で 次 の 入力 位置 へ カー ソル を 移し 、 命 令 コー ド を 入力 し ます 。 
に この と き 、 [WW また は (4) を 押す と 、 ソ ー ス プロ グラ ム な どの テキ スト 内 容 が ある 場合 は 、 画 面 に 表示 さ 
し こと と こと 3 に つい て 1 れ ま す 。 何 も な いと き は 、 箇 半 当 誠 り ま せん 。 
ラベ ル 、 命 令 コ ー ド 、 オ ペラ ンド の 間 に は 1 文字 以上 の スペ ー ス が 必要 で す 。 な お 、 ラ ベル を 新た ! に ソー スプ ログ ラム を 入力 する と き な ど は 、【ON) を 押し て 機能 選択 画面 に 戻し 、 「3.2 ソ ー ス プロ グラ 
ミ 省略 する 場合 は 、 行 番号 の 後ろ に 1 文字 以上 の スペ ー ス を 入れ る 必要 が あり ます 。 この と き 、 ム の 消去 」 の 方 法 で テキ スト 内 容 を 消去 し て くだ さい 
還 (SPACE) の 代わ り に 人 TAB] を 使う と 、 命 令 コ ー ド や オペ ラン ド の 表示 位置 が そろ っ て 見 や すく な ェ 
ミ り ま す 。 > 次 に ソー スプ ログ ラム の 入力 手順 を 説明 し ます 。 
エエ エキ キキ エス エキ エエ キ スス エエ エキ キス スエ エエ スス イイ イエ エエ イイ エエ キイ イエ エキ エエ エエ エキ エエ レキ そそ ピコ ① 行 番号 を 入力 し ます 。 


⑨ ラ ベル を 入力 する と き は 、 行 番号 に 続け て 入力 し (TAB) を 押し ます 。 

ラベ ル が な いと き は その まま (TAB] を 押し ます 。 カ ー ソ ル が 命令 コー ド 欄 に 移り ます 
③ 命 令 コ ー ド を 入力 し ます 。 その 後 [LAB) を 押せ ば カー ソル が オペ ラン ド 欄 に 移り ます 。 
④ オ ペラ ンド は 、 コ ンマ 〈) で 区 切っ て 入力 し ます 。 


o 
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⑤ 注 釈 は 、 オ ペラ ンド の 後に も セミコロン (〈: ) を 入力 し て 、 そ の 後に 入力 し ます 。 
た だ し 、DC 命 令 の 文字 列 中 の セミ コロ ン は 注 息 の た め の 区 切り と し て は 扱わ れ ま せん 。 (文字 と し 
て 扱わ れ ま す 。) 

⑥ 1 行 の 入力 を 完了 し た ら を 押し て 、 プ ログ ラム を メモ リ に 格納 し ます 。 

次 の 行 を 入力 する と き は 、① か ら 繰り 返 し ます 。 

@ すべ て の 行 の 入力 が 終わ っ た ら (ON) で 機能 選択 画面 に 戻し ます 。 


《 例 〉 次 の ソー スプ ログ ラム を 入力 し て み ま し ょ う 。 
「 全 科 CARDS 金 遇 | を 表示 する プロ グラ ム で す 。 


19L 1 START L2 

20L 2 OUT DSP, N 

89 EXIT 

40N DC 9 

59DSP DC #E8 

60 DC #E 9 

79 DC "CARDS 

80 DC #EA 

99 DC #EB 

100 END 

[キー 操作 ] [解説 ] 
テキ スト モー ド の エディ タ に する 


19L 1 TAB START(TAB] L 2 ( 負 
20L 2 (TABIOUTTABDSP, N( 
39(TABEXIT( 宮 
49N(TABIDC(TAB) 9 [ 


ラベ ル “L 2” の 行 よ り 実 行 開始 

D SFP 番地 か ら N 番 地 の 文 字数 分 を 出力 
プロ グラ ム 実 行 の 終了 
出力 する 文字 数 「 9 」 を 格納 


59DSP[TABBDCTABJ#E 8 (名) 「 倒 」 マー ク の コー ド を 16 進 数 で 格納 
69 人 [ABHDC(TABI#E 9 ( 殺 | 珍 | マー ク の コー ド を 16 進 数 で 格納 
7⑳ 人 TABJDC(TAI'CARDS' 「CARDS」 の 文字 列 を 格納 

89 人 TABIDCTABB#EA[ 条 「 金 」 マー ク の コー ド を 16 進 数 で 格納 
99TABIDC(TAB#EB[( 名 「 箇 」 マー ク の コー ド を 16 進 数 で 格納 


199TABJEND プロ グラ ム の 終わ り (実行 の 終わ り は EXT 芽 ) 


以降 の 説明 で この プロ グラ ム を 活用 し ます 。 
BREAK 
入力 完了 後 、 で 機能 選択 画面 に 戻り ます 。 
な お 、GR9 て GR 4 は GR を 省略 し て 9 て 4 の み を 入力 し て 指定 する こと も で きま す 。 
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| 4. アセ ン ブ ル 


T EX モー ド で 入力 し た ソー スプ ログ ラム を 計算 機 が 実行 で きる オブ ジェ クト プロ グラ ム に 変換 する 
(アセ ン ブ ル す る ) 場合 、 ま ず 、CASL し モー ド に し ます 。 


(SHIFT] +(ASMBU を 押し て か ら 〔C] を 押し ます 。 * ネ ネネ CASL * ネ キネ ※* 
メニ ュー 画面 に な り ま す 。 Assemble Monitor Go 
(AJ を 押し ます 。 *※** CASL  * ド ネネ 
アセ ン ブ ル が 実行 され ます 。 Assemble Monitor Go 
complete ! 


アセ ャ ンプ ブル 実行 中 は 画面 の 下 の 行 に “assembling” と 表示 され 、 終 われ ば “complete !" と 表示 さ 
れ ま す 。 ア セン ブル する プロ グラ ム が 短 か い と き は 、 こ の 表示 は 一 瞬 で 終わ り ま す 。 オ プ ジ ェ クト ブロ 


グラ ム は 1000 番 地 か ら 格 納 さ れ ま す 。 


rm さ ーー Ce 
4. 1 アセ ン ブ ル リ スト を プリ ンタ で 印字 する 方 法 
CE-126P( プ リン タ ) を お 持ち の 場合 は 、 本 機 に 接続 され て 電源 が 入っ て いる と き 、 メ = ニ ュー 画面 で (SHIFT] 
人 P 全 NP) と 押す と 画面 右 下 に "PR INT” が 点灯 し ます 。 再度 、 中 と 押す と 消え ます 。 
*PR INT” が 点灯 し て いる と き に アセ ン ブ ル を 実行 する と 、 ア セン ブル リス ト が 印字 され ます 。 
《EH 字 例 〉 
HH 3 DETEET LEIHE HH. 


Tr LM ha FT 


( 提 cn 還 ct 還 に 間 + 因 和 導 と 


ニー ュー ュー Ch 


4 ーー] 
EE IS 


① ア ドレ ス (16 進 ) 
② オ ブ ジ ェクト (16 進 ) 
③ 対 応 す る ソー スプ ログ ラム の 行 番号 


④ ラ ベル テー ブル 


アセ ン ブ ル リ スト に は ソー スプ ログ ラム は 印字 され ませ ん 。 
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4. 2 エラー メッセ ー ジ 


アセ ン ブ ル の 実行 で 、 


され ます 。 


ェ ラ ー は [CLS) で 解除 し て 、 工 


アセ ン ブ ル 時 に 使 


ク 用 と し て 4 バ 


和 


する メモ リロ 
スタ ッ ク 


ス デ ログ ラム に エラ 


が 検出 され る と 、 下 表 の よう な エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 


EXT エ ディ タ で ソー スプ ログ ラム を 修正 し て くだ さい 。 
、 ヽ オプ ブ ジェ クト を 記憶 する メモ リ を 除い て 、 ラ ベル 1 つ で 8 ベイト 、 ワ ー 
と し て 64 バ イト で す 。 メモ リ が 足り な いと メモ リエ ラー に な り ま す 。 


エラ ー の 種類 


エエ ラー メッセージ 


原 因 


オペ コー ド エ ラ ー 


OP-CODE ERROR ( 行 番号 ) 


行 番 号 で 示す プロ グラ ム の 命令 コー 
ド に 誤り が ある | 


OP-CODE ERROR (8) 


ソー スプ ログ ラム が な い 


オペ ラン ド エ ラ ー 


OPERAND ERROR ( 行 番号 ) 


行 番号 で 示す プロ グラ ム の オペ ラー 
ンド に 誤り が ある 1 


ラベ ル エ ラー LABEL ERROR ( 行 番号 ) 行 番号 で 示す プロ グラ ム の ラベ ル 
に 誤り が ある 
メ 赴 時 受 ー MEMORY ERROR (8) @ オブ ジェ クト を 記憶 する メモ リ 
が 不足 し て いる 
スタック 用 メモ リ が 不足 し て い 
る 
その 他 の エラ ー OTHER ERROR プロ グラ ム の 先頭 に START 命 
令 が な い 、 終 わり に END 命 令 が 
な いな ど 、 入 力 形 式 が 正しく な い 
we Re we 
| り 9.。、 ジ ユル レル キジ ション" 
メニ ュー 画面 で 〔G) を 押す と 、 オ ブ ジ ェクト プロ グラ ム の 実行 処理 に 移り ます 。 


くく SIMULATION >> 


START ADDRESS=#1889 


実行 開始 アド レス 


実行 開始 アド レス は 、ST AR 生命 令 で 指定 され た アド レス が 表示 され ます 。 START 命 令 で 実行 開始 


アド レス が 指定 され て いな いと き は 、 


ヽ 


動 的 に # 1 9 0 8 が か 実行 開始 アド レス に な り ま す 。 


表示 され て いる 実行 開始 アド レス を 変更 する 場合 は 、 上 記 の アド レス 表示 状態 で 、 変 更 し た い ア ドレ ス を 
10 進 数 、16 進 数 、 ま た は ラベ ル で 入力 し ます 。 


次 に を 押せ ば 、 実 


行方 法 選択 画面 に な り ま す 。 
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ノー マル 実行 


[NN また は T) で 選択 し ます 。 


Normal 


( 殺 << SIMULATION >> 
START ADDRESS=#1008 


1 1 


志 坦 節 奏 


トレ ー ス 実行 


ロ ュ クッ ニ 
5. 1 ノー マル 実行 
実行 方 法 選択 画面 で [NN] を 押せ ば 、 設 定 さ れ た 実行 開始 アド ス か ら プ ログ ラム の 実行 を 開始 し ます 。 
人 ) WCARDS を 中 
* ポ まま ネ 。 CASGL * ま ポ 
Assemble Monitor Go 


面 に 戻り ます 。 


EX I 命令 が 実行 され る と 、 メ ニュ ー 画 


ノー マル 実行 中 、 次 の 場合 は プロ グラ ム の 実行 を 停止 し て 、 実 行内 容 の 表示 や 停止 し た アド レス を 表示 し 


ます 。 


e OU 命令 を 実行 し た 場合 。 〔 台 ) を 押せ ば プロ グラ ム の 維 続 実行 が で きま す 。 
e プレ ー ク ポイ ント (BP) が 設定 され て いて 、 プ ログ ラム カウ ンタ (PC) の 値 が プレ ー ク ポイ ント の 


値 と 一 致し た 場合 。 こ の 場合 、 ブ レー ク ポ イン ト が 設定 され て いる アド レス の 命令 は 


ん 。 


行 され て いま せ 


e[BREAK] が 押さ れ た 場合 。 こ の 場合 、 プ ログ ラム カウ ンタ に 停止 (ブレ ー ク ) し た と き の ア ドレ ス が 人 っ 


て いる の で 、 [qa) を 押せ ば プロ グラ ム の 継続 実行 が で きま す 。 また 、 や BREAK] で メニ ュー 画面 


に 戻し て か ら 、 再 び 実 行 操作 を し て も 継続 実行 で きま す 。 
@ * 命 令 を 実行 し た 場合 (263 ペ ー ジ 参照) 


* 命令 に より 停止 し 、 レ ジス タ 内 容 な ど が 表示 され て いる と き に 【q) を 押す と 、* 命 令 を スキ ッ プ し て 


次 の 命令 を 実行 し ます 。 


* 命 令 (第 1 庄 が # 0 0 XX、 第 2 語 目 が #XXXX の 命令 語 ) を 実行 し た 場合 、 プ ログ ラム カウ ン 


タ に は 第 語 目 の アド レス が 入っ て いま す 。 し た が っ て [BREAK) で プロ グラ ム を 中 肖 


ロロ 


クト の 修正 、 ま た は 実行 アド レス の 修正 を 行わ ず に プロ グラ ム を 
、 命 令 語 ま た は 実行 アド レス を 修正 し た 後 、 プ ログ ラム を 


プロ グラ ム が 停止 し ます 。 こ の よう な 場合 は 
実行 し て くだ さい 。 


f『 し た 後 、 オ ブ ジ ェ 


邊 同じ アド レス で 


再 実行 さき せる と 、 


e 画面 右 下 に “PRINT” が 点灯 し て いる と き は 、OUT 命 令 に よる 結果 が 印字 きれ ます 。 


5. 2 トレ ー ス 実行 


谷 さ れ ま す 。 ト レー ス 実 行 


実生 方 法 選 択 画面 で 〔T) を 押せ ば 、 表 示さ れ て いる 実行 開 始 アド レス か ら プ ログ ラム の トレ ー ス 実行 が 開 
は 1 命令 実行 ご と に 、 実 行 結果 (GR 9 こ GR 4、PC、F R の 内 容 ) を 表 


2 
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示し て 停止 し ます 。 こ こ で 表示 され る PC の 値 は 命令 実行 後 の PC の 値 、 つ まり 次 に 実行 する 番地 で す 。 


次 に を 押す と 、 次 の 命令 を 実行 し て 停止 し ます 。 


メ 


ニュ ー 画 南 


で SHIFT] + [PsNP) を 押し 、 


1999: 


GR9・: 
GR1: 
GR2: 


(CM 


( 注 ) GR 4 の 値 は メモ リ の 使用 状態 


で 実行 結果 が 6 進数 で ) 印字 され ます 。 


〈ED 字 例 〉 
TH IGR BR1 GE2 GRS ① ア ドレ ス 
1 1 日 店 BB 四 
1921 BR HH BB HB 寺 和 
1 8 由 引 3 日 昌 日 則 日 HHB GR 1 
事 還 に HRHG 生 ④GR 2 
日 23 9 日 四則 BB 
1 BB6+ BB BB HO BB ⑮GR3 
1 HEB HH BB BRHH 
ェ ① っ ②③ っ | の ④ っ |-⑨ 一 | 

5,。 9 こっ ュ レー ショ ン で ⑳ エ ラー 


1992: 


シミ ュ レ ーション で は 、 次 の ェ ラ ー が 発生 する こと が あり ます 。 


GRB: 
GR1: 
人 7R2 1: 
GR3: 


実行 し た 命令 


“PRTNT"” が 点灯 し て いる と き は 、 以 下 の フ ォ ー マ ッ ト 


エラ ー メ ッ セ ー ジ 


原 


因 


OBJECT ERROR オブ ジェ クト プロ グラ ム が な い 。 
*MEM* @ J MP 命令 な ど で 使用 可能 な 領域 を 超え た アド レス へ の ジャ ンプ が 
*ERR ホ ポ * 行わ れ た 。 

@ 使用 可能 な 領域 を 超え て 、 デ ー タ の ロー ド や セー ブ を し よう と し た 。 
*OPR* OU 生命 令 で 出力 文字 を 97 文 字 以 上 に し た 。 
* ま ERR* 
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は た 


モニ タ 機 能 で は 、 仮 想 計算 機 COMET の 各 レ ジス タ の 内 容 確 認 や 、 オ ブ プ ジ ェ クト プロ グラ ム を 表示 で き 


ます 。 


また 、 レ ジス タ の 値 や オブ ジェ クト の 設定 ・ 変 更 、 お よび シミ ュ レ ーション の た め の ブ レー ク ポ イン ト の 


設定 な ど が で きま す 。 


モー ニタ 機能 は 、 メ ニュ ー 画 四 
に な り ま す 。) 


(C] を 押す と メニ ュー 画面 
(M 


モー ニタ 画面 で は 、 次 の 操作 が 可能 で す 。 


で 〔M〕 を 押す こと に よっ て 選べ ます 。( [SHIFT) + (ASMBL] を 押し て か ら 


くく _ MONITOR > ッ > 


Register Objieet 


| キー 操作 機 能 
| ( 国 | レジ スタ の 内 容 の 表示 と 、 レ ジス タ へ の 値 の 設定 が で きま す 。 
(の オブ ジェ クト プロ グラ ム と 逆 ア セン ブル し た 命令 の 表示 が で ます 。 ま た 、 こ の 内 容 を 設 
定 し た り 、 変更 し た り で きま す 。 
6. 1 レジ スタ の 内 容 の 表示 
モー ニタ 画 面 で RR] を 押す と レジ スタ の 内 容 や ブレ ー ク ポイ ント の 内 容 が 表示 され ます 。 
還 ] GR9 #968906 9 
GR1:#99969 8 
GR2:#9989 8 
GR3:##9999 8 
( 注 ) G R 4 の 値 は 々 モリ の 使用 状態 に より 変わ り GR4:#1B9B 6923 
PC :#1999 4996 
に 2 
レジ スタ 16 進 第 で 10 進数 で 


以降 、(W] で カー ソル (この と き の カ ー ソ ル は コロ ン (: ) の 消灯 ) 
画面 に 君 び 出 すこ と が で きま す 。 


) 


内 容 を 表示 内 容 を 表示 


を 下 に 移動 し て いけ ば 、F R 以 降 を 


戻す と き は (4]〕 を 押し ます 。 [WW] の 代わ り に 〔q) を 押し て も 同様 に 働き ます 。 
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引 
ー コ 
山 
@⑳ 
ア 
(の 
1 


各 レ ジス タ 名 は 以下 の と お り で す 。 


肛 

算術 演算 と 論理 演算 に 用 いま す 。GR 1 GR 4 は 缶 | 
レジ スタ と し て も 用 いま す 。 ま た 、GR 4 は スタ ッ ク ポ 
イン タ と し て も 用 いま す 。 


GR9 て GR4 汎用 レジ スタ 


6. 2 レジ スタ に 値 を 設定 する 方 法 
GR0-GR4、PC、FR、BP、BC の 各 レ ジス タ に 値 を 設定 で きま す 。 
値 を 設定 する と き は 、 レ ジス タ に カー ソル (コロ ン (: ) の 消灯 ) を 移し 、 そ の まま 、10 進 数 、16 進 数 、 
ラベ ル 、 文 字 な ど で 入 力 し て 〔 殺 ) を 押し ます 。 
《 例 〉 10 進 数 の 入力 : 123( 紀 #8097B 123 が 入力 され ます 。 
16 進 数 の 入力 :# 097B[ #997B 123 が 入力 され ます 。 
ラベ ル の 入力 : IL1! ( 机 ラ ベル TL 1! が 定義 され て いる アド レス が 入力 され ます 。 
文字 の 入力 : "A'  [〔 紀  A の 文字 コー ド #9941 65 が 入力 され ます 。 
設定 終了 後 、(BREAK] で モニ タ 画 面 に 戻り ます 。 
レジ スタ に 値 を 設定 する と き は 、 次 の 点 に 注意 し て くだ さい 。 
① 設 定 する 値 は 10 進 数 、16 進 数 、 ラ ベル 、 文 字 で 入力 し ます 。 
⑨② 負 数 は 先頭 に (一 ) で マイ ナス を 入力 し ます 。 
③ 設 定 で きる 値 の 範囲 は 832768 一 65535 ま で の 整数 で す 。 こ の 範囲 を 超え た 値 を 入力 し て (< を 押す と 、 
人 入力 前 の 値 に 戻り ます 。 
④F R の 値 は 6 、 1 、 2 だ け で す 。 6 、1 、 2 以外 の 値 が 入力 され る と 、 他 の ビッ ト は 無視 され ます 。 
た だ し 、 画 面 に は 入力 し た 値 が 表示 され ます 。 
⑥⑥ ア セン ブル 実 行 後 の 各 レ ジス タ に は 、 以 下 の 値 が 設定 され て いま す 。 
GR60CGR3:B89 


GR 4 : オブ ジェ クト エリ ア の 最上 位 番地 十 1 

PC :・ メ イン プロ グラ ム の 実行 開始 アド レス 
(START で 指定 され た ラベ ル の アド レス ) 

FR | 

BP :FFFF (16 進 ) 65535 (10 進 ) 
(ブレ ー ク ポイ ント が 設定 され て いな い 状 態 

BC : 89 

( 注 ) GR 4 は スタ ッ ク ポ イン タ と し て 最大 限 に 使え る よう に 、 オ ブ ジ ェクト エリ ア の 最上 位 番 地 


1 に 指定 され て いま す 。 こ の 値 は モニ タ 機 能 で 呼び 出し て マニ ュ ア ル 操 作 で 変更 、 ま た は プ 
ログ ラム 上 で 変更 で きま す 。 


表 。 示 レジ スタ 名 際 内 ーー 


PC プロ グラ ムカ ウン タ | 次 に 実行 すべ き 命令 が 格納 され て いる アド レス を 記憶 し | 
ます 。 
FR フラ グレ ジス タ 特定 の 命令 を 実行 し た 結果 が 、 正 、 せ ロ 、 村 な る と 、 
それ ぞ れ 0 、 1 、 2 に セッ ト さ れ ま す 。 
BP プレ ー ク ポイ ンタ 昌 
pe アー シミ ュ レ ーション で の 実行 を 制御 する た め に 使用 し ます 。 
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6.。 3 オブ ジェ クト コー ド の 表示 

ン ャ ンプ ブル の 実行 に よっ て 作成 きれ た オプ ジェ クト プロ グラ ム を 表示 させ る こと が で きま す 。 メニュー 回 
面 で (IM) を 押す と モニ タ 画 面 に な り 、 モ ニタ 画面 で 〔O〕 を 押す と オブ ジェ クト プロ グラ ム が 記憶 され て い 
る と き は 、 ア ドレ ス # 1 6 0 6 が 表示 され ます 。 


() << 0B)ECT ラッ > 


ADDRESS=#1966 

メイ ンプ ログ ラム の 開始 アド レス 
次 に (を 押す と 、 オ プ ジ ェ クト エリ ァ の # 1 9 9 6 番地 に 記憶 され た 内 容 か ら 表 示さ れ ま す 。 表 示 内 容 
は 、 オ プ ジ ェ クト コー ド と 逆 ア セン ブル し た ニモ ニッ ク で す 。 


第 1 語 目 つ | 1899 7999 PUSH #108B 
(Q 第 2 語 日 1691:180B 

4 第 1 語 目 -| 1902:?7099 PUSH #100A 
第 2 語 目 | 1903:199A 

994:8088 CALL #0902 
905:9992 


さ ae 


9 66 244 LEA 4, #9082, 4 


ea 


アド レス る ニモ ニッ ク GR アド レス XR 
ー ド フィ フル ドド フィ ー ル ド フィ ブ 小 


オペ ラン ド 表 示 


[一 で カー ソル (コロ ン (: ) の 消灯 ) を 移動 し て いけ ば 、 以 降 の アド レス の 内 容 を 見 る こと が で きま す 。 
また 、 [4 ] で 戻す こと が で きま す 。 
な お 、 (ヤツ ] の 代わ り に (<) を 使用 し て も 同じ 働き に な り ま す 。 


オブ ジェ クト プロ グラ ム が 記憶 され て いな いと き に 、 モ ニタ 画 画面 で 〔O〕 を 押し た 場合 は エラ ー に な り “0O 
BJECT ERROR"” が 表示 され ます 。 
この と き は [CLS] を 押し て メニ ュー 画面 に 戻し 、 ア セン ブル を 行っ て くだ さい 。 


( 注 ) オプ ジェ クト プロ グラ ム は 、CAS し モー ド か ら 他 の モー ド (TEXT、RUN) へ 切り 替わっ た 
き に 消去 され ます 。 
他 の モー ド か ら CASL し モー ド に 切り 替え た と き は 、 再 度 ア セン ブル を 行っ て くだ さい 。 


蓄 ア ss 〇 OUT 命令 に つい て は キキ スキ エ エエ エイ て ここ に に だい に に し らら し oo 


放 
記 
邊 


本 機 の マク ロ 命 令 の OUTa, b は 、PUSHa、PUSHDb、 CALL2 と LEA4, 2。 4 
の 命令 群 を 生成 し ます 。 くわ し く は 271 ペ ー ジ を 参照 し て くだ さい 。 
すす キキ キキ キキ キズ スキ キテ キキ キネ キキ キキ ズ キキ ス エキ キ エエ エズ て そこ しそ 


巡 池 衣 記 計 太 計 誠 
の の の の の の の 


257 第 7 章 CASL 


6. 4 任意 の アド レス 内 容 の 表示 
メイ ンプ ログ ラム の 開始 アド レス を 表示 し て いる 画面 で 、 表 示さ せ た い アド レス を 10 進 数 、16 進 数 、 ま た 
は ラベ ル で 入力 し 、[〔q] を 押す と 入力 し た アド レス の 内 容 が 表示 され ます 。 


くく OBJBCT > ッ > 


ADDRESS=#1009 


#1968〔 色 1098 6499 JMP  #9904 | 
1999:9994 
190A:9009 * 
100B:90E8 
190C:09E9 * 
199D:9943 


を 押せ ば 、 モ ニタ 画面 に 戻り ます 。 
( 注 ) @ 入力 し た アド レス を 命令 語 の 第 1 語 昌 と みな し ます の で 、 逆 アセ ン ブ ル の 内 容 は 止 し く 表示 さ 
れ な い 場 合 が あり ます 。 
@ 述 ア セン ブル し た 結果 、 ニ モニ ッ ク で 表示 する 内 容 が な い 場 合 は * マー ク を 表示 し ます 。 
オブ ジェ クト プロ グラ ム が な い ア ドレ ス は 、9 9960 * 表 示 に な り ま す 。 
@ 入力 で きる アド レス は #1 9 9 9 か ら 、 ア セン ブル 終了 時 に GR 4 に 入っ て いる アド レス ー 1 
の 範囲 で す 。 


6. 5 オブ ジェ クト コー ド の 書き 換え 


カー ソル (コロ ン (: ) の 消灯 ) を 書き 換え た い ア ドレ ス へ 移し 、10 進 数 、16 進 数 、 ラ ベル 、 文 字 で オブ 
ジェ クト コー ド 、 ま た は それ に 相当 する 内 容 を 入力 する こと に より 、 オ プ ジ ェ クト コー ド を 書き 換え る こ 
と が で きま す 。 
〈 例 〉 書き 換え た い ア ドレ ス の 行 を 表示 させ (: の 消灯 ) 

# 1 2 1 0 [区 

の よう に 操作 し ます 。 

オブ ジェ クト コー ド が 書き 換え られ 、 ニ モニ ッ ク も 変わ り ま す 。 
また 、 ア セン ブラ の 命令 語 も 入力 で きま す 。 
@ 10 進 数 、16 進 数 、 ラ ベル 、 文 字 で の 入力 の 形式 は 255 ペ ー ジ の 「 レ ジス タ に 値 を 設定 する 方 法 」 を 参照 


し て くだ さい 。 


| 7. CASL し 実行 例 ] 


次 の アロ グラ ム は 5 個 の デー タ の 総和 を 求め る プロ グラ ム で す 。 
デー タ は 、 行 番号 130170 に 定義 され て いま す 。 ま た 、 行 番号 120 で 総和 を 格納 する 領域 を 確保 し 、 行 番 
号 90 で その 領域 に 総和 を 収納 し て いま す 。 
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9EXAM START 


29BGN LEA GR9, 9 (GR 9 を クリ ア す る ) 

38 LEA GR1, 8 (GR 1 を クリ ア す る ) 

46 J MP AGN1 ( 無 条件 に AGN 1 へ ジャ ンプ する ) 

59AGN ADD GR 9, DAT, GR1 (指標 レジ スタ GR 1 を 利用 し て デー タ を 順番 に 
GR 9 へ 加算 する ) 

6 9 LEA GR1, 1, GR1 (GR 1 の 内 容 に 1 を 加え て 、 結 果 を GR 1 に 入 
れる カウ ント アッ プ ) 

79AGN1 CPA GR1, N (G R 1 の 内 容 と N 番 地 の 内 容 と を 大 小 比 較 す る 
個数 の 判断 ) 

8 9 J M 1 AGN (FR の 値 が “ 負 ” を 示し て いれ ば AGN ヘ ジャ 
ンプ する ) 

9 8 8 征 GR 9, TTL (GR 9 の 内 容 を TTL 番 地 へ 格納 する ) 

198 EX1IT (プロ グラ ム の 実行 終了 ) 

119N DC 5 

128TTL DS 1 (結果 を 格納 する た め の エ リア を 確保 する ) 

139DAT DC #906C 

149 DC #67F3 

159 DC #0231 サポ プル デー み 

169 DC #06909 

17 9 DC #0090F 

189 END (プロ グラ ム 終 了 ) 


この プロ グラ ム を TEXT モ ー ド で 入力 し 、CASL モ ー ド で アセ ン ブ ル し て くだ さい 。 


7. 1 オブ ジェ クト コー ド の 内 容 確認 


以下 の 手順 に 従っ て 、 モ ニタ 機能 に より オブ ジェ クト コー ド の 内 容 を 確認 し ます 。 


キー 操作 表 示 


ネネ ホネ CASGL *※※ ポ 
Assemble Monitor Go 


くく MONITOR >> 
Register Object 
el << OBJECT >> 


ADDRESS=#106906 


回 


190900 129660 LEA 9, #906866 


1062:1216 LEA 1. #96906 


1094:6496 JMP #100A 
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( ツ ] 696:29096 ADD 6, #1014, 1 
: 967・ 1 4 
88i1921 LEA 1, #9001, 1 
9 9・ 9 
696A:4010 CPA 1, #1612 
90B・ 由 須 
96C:618 JMI #10606 
6D:19866 
島 # 9 に 闘 M 9, #1613 
0F:16018 
9819:646 JMP # 9 0 94 
8911:9664 
2:99005 * 
69613:9066 
914:9009C * 
6015:97F3 
6 :023 1 * ネ ネネ まま ネ 
917:9069 
9618:9000F * 
619:6666 
BREAK くく MONITOR >> 
(QN Register Object 


7. 2 ノー マル 実行 


次 に ソー スプ ログ ラム の 行 番号 8 6 


行 結果 を 調べ る こと に し ます 。 
前 項 の 方 法 で オブ ジェ クト コー ド を 調べ る と 、 こ の 命令 は アド レス # 1 9.9C に 格納 され て いる こと が わ 


J MI 


AGN 


に ブレ ー ク ポイ ント を 設定 し て 、 プ ログ ラム の 実 


か り ま す 。 
キー 操作 表 示 説 明 ] 
* キ ※* ネ CASL *※※* ネ * ネ 
Assemble Monitor Go 
< く < MONITOR >> モー ニタ 機能 を 選び ます 。 
Register Object 
還 ] GR0 #90068 レジ スタ の 内 容 を 呼び 出し 、 
GR1:#90066 カー ソル (コロ ン (:) の 消 
GR2:#9066 灯 ) を プレ ー ク ポイ ント レジ 
GR3:#0006 スタ へ 移し ます 。 
GR4:#1AA5 
| 
4 
ブレ ー ク ポイ ント は 設定 され 
4 BP  #FFFF 655935 て いま せん 。 ーー 
#1908C BP  #FFFF #106C ブレ ー ク ポイ ント を アド レス 
BP #109C 4198 # 1 0 0C に 設定 し ます 。 
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Assemble Monitor Go 


4| BC #00906 9 ブレ ー ク カウ ンタ を 2 に 設定 
2 [4 BC  #99962 2 し ます 。(2 回 目 の 実行 で 停止 ) 
BREAK) [BREAK **※ CASL *※* ネ キネ メニ ュー 画面 に 戻し ます 。 
Assemble Monitor Go 
(G]〔 殺 < くく SIMULATION >> 実行 方 法 選 択 画 面 に し ます 。 
START ADDRESS=#1606 
Normal Trace 
[N) 160C: GR9:909C GR4:1AA5 ノー マル 実行 を し ます 。 2 昌 
* * GR1:9091 PC :1606C 目 実行 の #199C 番 地 で ブ 
*STP* GR2:909060 FR :6062 ー ク が か か り 、 レ ジス タ の 
3 * GR8:99090 く JMI> 内 容 を 表示 し ます 。GR 9 に 
デー タ # 9 9 0 C が 加え られ 
ます 。 
(qq 199C: GR0:97FF GR4:1AA5 実行 が 再開 され 、 次 の デー タ 
* * GR1:0992 PC :180C (#97F3) を GR9 に 加 
*STP* GR2:909990 FR :60062 え 、GR 1 は 2 に な り ま す 。 
* * GR3:96069 <JMI> 
[BREAKJ [BREAK ※ ホ ネネ CASL * ネ キネ 
Assemble Monitor Go 
(IM) 思 ] GR0 #07FF 2047 モニ タ で レジ スタ を 呼び 出し 
GR1 :#6992 2 事 放 ぁ 
GR2 :#0609 6 
GR3:#9669 6 
GR4:#1AA5 6821 
PC :#199C 4168 
W) 災 ー ツ ル を プレ ー ク 六 ウ ツウ 
へ 移し ます 。 
4| BC  #0089 6 
4 (q BC #9004 4 4 を 設定 し ます 。 
(BREAK) (BREA *** キ ネ CASL * キ キネ メニ ュー 画面 に 戻し ます 。 
Assemble Monitor Go 
< くく SIMULATION >> 実行 方 法 選択 画面 に し ます 。 
START ADDRESS=#18686C 実行 開始 アド レス は 先ほど 、 
Normal Trace 停止 し た アド レス に な っ て い 
し ます 。 
199C: GR0:9A48 GR4:1AA5 ノー マル 実行 を し ます 。 
ネ * GR1:9995 PC :1660C 先 に 停止 し た 状態 か ら の 継続 
*STP* GR2:9960 FR :960901 実行 に な り ま す 。 
* * GR3:906009 <JMI> GR 0 に は 5 個 の デー タ の 合 
計 が 入っ て いま す 。 
BREAK) (BREAK * ネ ネネ CASL まま * メニ ュー 画面 に 戻し ます 。 
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( 注 ) @ プロ グラ ムカ ウゥ ンタ (PC) と ブレ ー ク ポイ ント (BP) の 値 が 一 致し た と き に 、 ブ レー ク カ ゥ 
ンタ (BC) の 値 が 9 また は 1 で あれ ば プロ グラ ム の 実行 を 停止 し 、 ブ プレ ー ク カウ ンタ の 値 を 
# に し ます 。 ブ レー ク カ ウン タ の 値 が 8 また は 1 以外 の と き は 、 ブ レー ク カ ウン タ か ら 1 を 減じ 
て 、 プ ログ ラム を 続行 し ます 。 
B C= 2 の と き の 実 行状 況 


実行 行 番号 | 20 行 一 30 行 一 40 行 っ 70 行っ 80 行 一 50 行 っ 60 行 っ 70 行 一 80 行 一 


BC=2 ge 1 一 0 

GR9=0 0~000C 000C 
| 
停止 


@ スタ ー ト アド レス と ブレ ー ク ポイ ント (BP) の 値 が 等 し いと き 、 ブ レー ク カ ウン タ (BC) の 
値 が 9 で あれ ば プロ グラ ム を 続行 し 、 次 に プロ グラ ムカ ウン タ と ブレ ー ク カウ ンタ の 値 が 一 致し 
た と き に 停止 し ます 。 
また 、 ブ レー ク カ ウン タ の 値 が 1 で あれ ば 、 何 も 実行 せ ず に 停止 し 、 ブ レー ク カ ウン タ の 値 を 
9 に し ます 。 ブ レー ク カ ウン タ の 値 が 0 お よび 1 以外 の と き は 、 1 を 減算 し て プロ グラ ム を 続行 
し ます 。 


7. 3 ブレ ー ク ポイ ント の 解除 


設定 し た ブレ ー ク ポイ ント の 解除 に は 、 次 の 2 通り の 方 法 が あり ます 。 
① ア セン ブル を 再 実行 し ます 。 
ブレ ー ク ポイ ント の 設定 時 と 同じ よう に 、 メ ニュ ー 画 面 よ り 
(M)(RR (mW … と 操作 し て 、B P レジ スタ を 表示 させ ます 。 次 に 1 (qa) と 操作 する と 解除 で きま す 。 
BREAK] で メニ ュー 画面 に 戻し ます 。 


7. 4 トレ ー ス 実行 


同じ アロ グラ ム を トレ ー ス 実行 し て み ま し ょ う 。 
ブレ ー ク ポイ ント は 解除 し て くだ さい 。 な お 次 の 例 は アセ ンプ ブル 実 行 直後 の 例 を 示し て いま す 。 


キー 操作 表 示 説 明 
* ま ネネ CASL * ま ※* 玉 
Assemble Monitor Go 
(G)( 名 << SIMULATION >> 
START ADDRESS=#1606 
Norma 1 Trace 
19909:GR9:0669 GR4:1AA5 トレ ー ス モー ド で 実行 を 開始 
GR1:69960 PC :1962 し ます 。 
GR2:9606 FR :6001 ] LEA 9, 6 で GR を リ 
GR3:0090 <LEA> セッ ト し ます 。 
1092:GR0:9669 GR4:1AA5 LEA 1, 9 で GR1 を リ 
GR1:90969 PC :19064 セッ ト し ます 。 
GR2:0099 FR :660961 
GR3:0006 <LEA> 
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Assemble 


Monitogr Go 


6094:GR0:0900 GR4:1AA5 JMP AGN1 に 無 条 件 に 
GR1:9996 PC :1694A 分 岐 (ジャ ンプ ) し ます 。P 
GR2:99090 FR :9961 C の 値 を 見 れ ば 1 6 8 A 番 地 
GR3:99069 <JMP> で ある こと が わか り ま す 。 

90A:GR0:9009 GR4:1AA5 CPA 1, N で GR1 の 内 
GR1:96999 PC :199C 容 と N 番 地 の 内 容 を 比較 し ま 
GR2:99069 FR :8092 宣 q 
GR3:90060 <CPA> 

69C:GR0:90090 GR4:1AA5 JMI AGN で FR が 2 の 
GR1:09090 PC :1096 と き は AGN ア ドレ ス へ 分 岐 
GR2:99090 FR :6962 し ます 。 
GR3:00060 <JMI> 

| 906:GR0:990C GR4:1AA5 ADD 8, DAT, 1 で 指 
GR1:60909 PC :1068 標 レ ジス タ (GR 1) を 利 
GR2:6090909 FR :99096 し て デー タ を GR 9 に 加算 し 
GR3:99906 < く ADD> ます 。 

| 6908:GR9:6006C GR4:1AA5 GR 1 に 1 を 加算 し ます 。 
GR1:9961 PC :100A 
GR2:0090 FR :9086 
GR3:0000 <LEA> 

99A:GR9:000C GR4:1AA5 以降 、 同 様 な 動作 が デー タ 数 

1 GR1:9091 PC :109C 分 繰り 返さ れ ま す 。 

3 GR2:006090 FR :9002 

: GR3:90090 <CPA> 

(名 00A:GR9:9A48 GR4:1AA5 
GR1:9995 PC :109C 
GR2:0906 FR :9@091 
GR3:0900 <CPA> 

( 殺 909C:GR6:90A48 GR4:1AA5 CPA 1, N で FR が 1 と 
GR1:0995 PC :106E な っ た た め 、 分 岐 せ ず に 次 の 
GR2:990906 FR :6061 命令 を 実行 し ます 。 

| GR3:9909 <JMI> 

99E:GR0:9A48 GR4:1AA5 ST 80, TTL で GR9 の 
GR1:9995 PC :19019 値 を 番地 TL へ 格納 し ます 。 
GR2:09009 FR :9991 
GR3:9099 <ST> 

ll 810:GR0:0A48 GR4:1AA5 E X { 命令 に より 実行 を 停 
GR1:9995 PC :99064 止 し ます 。 (EX 1 丁 処 理 ル ー 
GR2:9990 FR :99901 チン #099 4 番地 へ 分 岐 ) 
GR3:9069 <JMP> 

(4) ※ ネ キネ CASL * ま *※※ メニ ュー 画面 に 戻り ます 。 
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だ 空欄 穴埋め 問題 の 実行 例 


前 の 例題 で プロ グラ ム の 行 番号 6 0 が 空欄 穴 坪 


まめ 問題 と な っ て い 


を 入力 し ます 。 * 命 令 は 〔*] を 押し て 入力 し ます 。 


( 例 ) 


則 
15 昌 拭 
1E 貞 HE 
1 HE 
18 呈 ER 


《 例 〉 


た 場合 、 下 の 例 の よう に 6 0 ライ ン に ま * 


13HT 
1 和 科 
13B 
15 四 
1『 
1 は 


上 記 、 右 の プロ グラ ム を アセ ン ブ ル す る と 行 番号 6 0 に 対応 す | る オプ ジェ クト コー ド が 


"# り 990 #0990'" に な り ま す 。 
《 例 〉 
HH 5 HEJEET ! LINE NO. 
1 1 中 
Bi 2H 


この プロ グラ ム を 実行 する と 、# 


9 9 8 番地 で プロ グラ ム の 実行 を 停止 し ます の で 、 レ ジス タ の 値 を 確 


認 で きま す 。 ま た 、 モ ニタ 機能 を 使っ て 、 オ ブ ジ ェクト の 確認 や 修正 が で きま す 。 
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キー 操作 


表 示 


説明 


*※ ネ ネネ CASL * ネ ※ ネ ※ ポ 


Assemble Monitor Go 
<< SIMULATION > ッ > 
START ADDRESS=#1009 
Normal Trace 
1008: GR9:966C GR4:1AAC * 命令 が ある と プロ グラ ム 
ネ * GR1:9900 PC :16088 の 実行 を 停止 し ます 。 
*STP* GR2:909000 FR :6006 
※ * GR3: 9000 < く * ラ > 
1068: GR9:9018 GR4:1AAC ( 注 1) 
* * GR1:9009 PC 1968 ( 注 ?) 
*STP* GR2:909900 FR :9606 
※ * GR3:0000 <*> 
BREAK) (BREAK * ネ ネネ * CASL **※※ ポ 
Assemble Monitor Go 
(MO) << OBJECT >> アド レス # 1 9 9 8 の オブ 
#1808 ADDRESS=#1008_ ジェ クト プロ グラ ム を 呼び 
〔 殺 008 69000 * 出し ます 。 
1699:96096 
90A:4019 CPA 1,#1612 
169B:1612 
096C:6166 JMI #1606 
66D:1806 
LEA[(TAB) GR 908 9999 LEA GR1, 1, GR1_ | 空 欄 の 答え を 入力 し ます 。 
f。 1。 倒 1 19099:96096 
900A:4919 CPA 1, #1612 
90B:1612 
99C:6196 JMI #1606 
69D:1806 
9 98 211 LEA 1, #9001, 1 アセ ンプ ブル し 、 オ プ ジ ェ ク 
(g 99:9061 中 - 
ト が 生成 され ます 。 
99A:4819 CPA 1。 1 上 1 
69B:1012 
9C:6199 1]JMI #1606 
99D:19006 
BREAKJ(BREAKJ(G] < くく SIMULATION >> 
! ! START ADDRESS= !BGNI! ご > 
0 も う 一 度 初め あめ ら プロ グラ 
[q) < く < SIMULATION >> ム を 実行 し ます 。 
START ADDRESS=#1966 
Normal T 居 乱 人 る 
に で 終 ニュ ー 画 面 に 
IN ネネ キネ CASL * ま * ま キネ 1 の 画 M 
Assemble Monitor Go 戻り ます 。 
[MI(G) !TTL! 1013 0A48 *** ネ ポキ ( 注 3) 
呈 1914:999C 
1915:97F3 *** ネ ネネ 
1916:92381 
1917:0009 * 
1918:906F 
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( 注 1) シミ ュ レ ーション で * 命 令 を 実行 し 、 230 証人 
か ら 実 行 を 開始 し ます 。 実行 後 、* 命令 が ある と 再び 停止 し ます 。 

人 SCDMA た 
て いる こと が わか り ま す 。 

( 注 3) 合計 を 確認 する と 正しい 値 が 入っ て いま す 。 つ まり 、 空 欄 に 入れ た 答え が 正しい こと が わか り ま 
す 。 こ の 時 点 で は 、 オ ブ ジ ェクト コー ド は 変更 され て いま す が 、 ソ ー ス プロ グラ ム は 変更 され て 
いま せん 。 ソ ー ス プロ グラ ム は テキ スト モー ド に 戻っ て 変更 し ます 。 


8. COMET の 仕様 | 


8. 1 仮想 計算 機 COMET と 本 機 CAS L と の 相 異 点 


本 機 の C A SL の 仕様 は 、 経 済 産業 省 の 設定 し て いる 仮想 計算 機 COMET の CASL と 比べ て 、 以 下 の 
点 が 異な り ま す 。 (平成 1 年 度 た より 、COMET は COMETIHI に 、CASL は CASLTH に 仕様 改定 さ 
れ て いま す 。) 


(1⑪8START 命 令 
ラベ ル が 省略 で きま す 。 ま た 、 オ ペラ ンド が 省略 され た 場合 、# 1 999 番地 か ら プ ログ ラム を 実行 し 
ます 。 


(2⑦D C 命 令 
オペ ラン ド が 10 進 定数 で 一 32768 て 65535 の 範 団 に な いと き は 、 ア セン ブル する と エラ ー に な り ま す 。 


IN 命令 (CALL #9909696) 
IN 命令 を 実行 する と 、 画 面 に "?” が 表示 され 、 キ ー か ら の 入力 が 可能 に な り ま す 。 こ の と き 、[] 
の 入力 が ある と 、 入 力 文字 長 に ー1 (#FFFPF) を 設定 し ます 。 
この 機能 は 、 入 力 装置 と し て カー ドリ ー ダ を 想定 し た と き に 利用 する と 便利 で す 。 


回 


(4)0UT 命 令 (CALL #9902) 

OU 命令 を 実行 する と 、 “PR INT"” が 点 条 し て いる と き は 印字 し 、 点 灯 し て いな いと き は 画面 に 
表示 し ます 。 

出力 文字 数 が 97 文 字 以 上 の と き は エラ ー に な り ま す 。 


(5)WRITE 命 令 (CALL #9066) 
WR I TE 命令 を 実行 する と レジ スタ の 内 容 を 表示 し 、 プ ログ ラム の 実行 を 停止 し ます 。 こ の と き [〔 殺 
を 押せ ば プロ グラ ム の 実行 を 続行 し ます 。 


(6) 複 数 プロ グラ ム の 連結 
本 機 に は 、 別 々 に アセ ン ブ ル し て 作成 し た オブ ジェ クト プロ グラ ム を 連結 する “リンカ "の 機能 は あり 
ませ ん 。 こ の よう な 動作 を させ た いと き は 、 個 々 に START 命 令 と END 命 令 で 囲ん だ 複数 の プロ グ 
ラム を 一 度 に アセ ン ブ ル し て くだ さい 。 な お 、 ア セン ブル する と き 、 他 の プロ グラ ム の ラベ ル と 同じ も 
の が ある と エラ ー に な り ま す 。 
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8. 2 COMET の 仕様 概略 


ァ アセン プラ 言語 の 理解 を 深 ぬ る た め 、 本 機 の CAS し モー ド で の 仮想 ハー ドウ ェ ア 仕 様 (COMET に 準 
et 

1 語 長 : 16 ビ ッ 
5 : 導 次 制御 方 式 (ノイ マン 型 ) 


0 16 ビ ッ ト の 2 進数 、 負 数 は 2 の 補 数 表示 
レジ スタ :①GR60 一 4 (6 ビッ ト ) General Regster 汎用 レジ スタ 
GR1<GR 4 は 指標 レジ スタ と し て も 使用 。 さ きら に GR 4 は スタ ッ ク ポ イン タ と し て 
も 使用 され る 。 
PC 6 ビッ ト ) Program Counter プロ グラ ムカ ウン タ 


実行 中 の 命令 語 の 先頭 アド レス を 保持 する レジ スタ 。 
FR (2 ピット) Flag Register フラ グレ ジス タ 
演算 、 比 較 結 果 の 情報 保持 レジ スタ 。 


r 


GRI に 設定 され た デー タ 


和 I 避 ゼロ 負 


|FRo 値 | 99 | 91 | 19 | (2 信 表 記 


[補足 ] トレ ー ス 実行 を 行う と レジ スタ の 内 容 を 容易 に 確認 で きま す 。 


S 
し て 竹 グ sss な ぜ 01 が ゼロ な の か ちち 系 知生 


LEA 命 令 で GR に 設定 され る 値 が ゼロ の と き 、FR に は 09 1 が 設定 され ます 。 
その た め 、FR の 9 1 を ゼロ と 呼び 、JZE (Jump on ZRro) で 分 岐 し ます 。 


分 岐 命令 に お いて は 注意 し て くだ さい 。 


し 
に 
ko 
3 
に 3 
1 
に 1 
3 
所 
回 
(エキ キキ キス キキ エス エエ キキ キキ キキ エエ キイ エキ エエ ヤキ キヤ ルキ キキ キレ エエ て て "し て こし し ドレ し ざこ こも こも こし こ て ここ も こと こと とこ ここ 


し の の の の の リプ の の 


8 . 命令 語 の 構成 
CASL の 命令 は 2 語 長 と 定義 され て いま す 。 その 構成 を ま と め ま す 。 


第 1 語 第 2 語 命令 語 と アセ ン ブ ラ と の 対応 
0P 書 き か た 
主 副 | GR | XR | adr | 命令 コー ド | ォ ペ ラン ド こも ニッ クス ペル 
19 8 」 ー 未 便 用 =。 | ー 

1 9| LD GR,adr XR |load 

1 S GR, adr, XR Store 

次 LEA GR, adr, XR load effective address 
2 ADD GR, adr, XR add arithmetic 

2 SUB GR, adr, XR subtract arithmetic 
8 AND GR, r。 XR and 

8 OR GR, XR OY 

8 乙 EOR GR, adr, XR exclusive or 
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4 CPA GR, adr, XR compare arithmetic | 
4 CPL GR, adr, XR compare logical 

5 8 SLA GR, adr, XR shift ]eft arithmetic 

SRA GR, adr, XR shift right arithmetic 

5 2 SLL GR, adr, XR shift ]eft Jogical | 
5 痕 SRL GR, adr, XR shift right logical 

6 M JPZ adr, XR jump on plus or Zero 

6 9 JMI adr, XR jumD on mminus 

6 2 9 JNZ adr,。 XR Jump on non zero 

6 8 9 JZE adr,。 XR jump on zero 

6 4 M JMP adr,。 XR unconditional jump 

7 59 M PUSH adr, XR push effective address 

1 9 9990|1POP GR DOD uD 

8 69 M CALL adr, XR call subroutine 

8 9 9 9999 |1RET return from subroutine 

9 

( 未 使 

F 


8. 4 命令 の 種類 と 機能 


本 機 は CA SL で 定義 され た 28 の 命令 を 持っ て いま す 。 以 下 に 各 命 令 の 機能 を 説明 し ます 。 な お 、 説 明 に 
は 次 の 表記 法 を 使い ます 。 


①GR : GR の 値 を 番号 と する 汎用 レジ スタ を 示し ます 。( た だ し 、0 SGRs 4 の 範囲 ) 

⑨XR : XR の 値 を 番号 と する 指標 レジ スタ を 示し ます 。( た だ し 、1 SsXRs 4 の 範囲 ) 
指標 レジ スタ と し て GR 1…GR 4 が 使用 で きま す 。 

③S P ・ ス タッ クボ ポイ ンタ を 示し ます 。( ス タッ ク ポ イン タ は GR 4 を 使用 ) 

④ adr : ラベ ル 名 に 対応 する 番地 、 ま た は 10 進 の 定数 (た だ し 、 一 32768S ミ adr ミ 65535) を 示 


し ます 。 adr は アド レス と し て 0 65535 の 値 を 持ち ます が 、32768 て 65535 の 値 を 負 の 


10 進 定数 で 記述 する こと も で きま す 。( 例 : 65535 番 地 は 一 1 と 記述 で きま す 。) 
⑤ 有 効 ア ドレ ス : adr と XR の 内 容 と の アド レス 加算 値 、 ま た は その 値 が 示す 番地 で す 。 


⑥ (X) : X 番 地 の 内 容 、 ま た は X が 汎用 レジ スタ (GR) を 示す 場合 は 、 そ の GR の 内 容 を 表し 
ます 。 
⑦②[ ] : [ ] に 囲ま れ た 部 分 は 省略 可能 で す 。 XR を 省略 し た 場合 は 、 指 標 レ ジス タ に よる 修 


飾 は 行わ れ ま せん 。 


【 各 命令 と 機能 】 
以下 の 説明 に お いて A と は A 番 地 に 格納 され て いる 内 容 を 示し ます 。GR 9 て GR 4 に お いて も それ ぞ れ 
の レジ スタ に 格納 され て いる 内 容 ( 値 ) を 示し ます 。 
⑪LD GR, adr[,。 XR] 
機能 : 有効 アド レス の 内 容 を GR に ロー ド し ます 。 
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②8ST GR, adr[, XR] 
機能 : 有効 アド レス に GR の 内 容 を 格納 し ます 。 
(3)LEA GR, adr[, XR] 
機能 : 有効 アド レス その も の を GR に ロー ド し ます 。 GR の 値 に より FR が 設定 され ます 。 
< 例 >〉LEA GR1,.198 定数 100 を GR 1 に 格納 し ます 。 
LEA GR1,19,.GR1 GR1 に 10 を た すこ と に な り ま す 。 
LEA GR1,8,GR2 G R 2 の 内 容 を G R 1 に 移動 させ ます 。 
④ADD GR, adr[, XR] 
機能 : 有効 アド レス の 内 容 を GR に 加算 し ます 。GR の 値 に より FR が 設定 され ます 。 


(5)SUB GR, adr[, XR] 
機能 : 有効 アド レス の 内 容 を GR か ら 減 算 し ます 。GR の 値 に より FR が 設定 され ます 。 


〈 例 〉 右 図 の 内 容 の と き は 次 の よう に な り ま す 。 た だ し 、A 番 地 に は (1010)」。 が 格納 され て いる も の と 
し ます 。 し た が っ て 、A+GR 2 は (1015)」。 に な り ま す 。 


(実行 前 の 状態 
LD GR1, A, GR2 (1015) 番地 の 30 を GR1 に ロー GR1[ 15 
ST GR1, A, GR2 GR1 の 15 を (1015)。 番 地 に 格納 GR2| 中 
LEA GR1, A, GR2 015)j。 を GR 1 に 格納 [L 2QO10。 
ADD GR1, A, GR2 (1015)」。 番地 の 30 を GR 1 に 加算 番地 
SUB GR1, A, GR2 (1015)」。 番地 の 30 を GR 1 から 減算 「 。 80|GO15)。 


番地 


6)AND GR, adr[, XR] 

(7OR GR, adr[。 XR] 

(9EOR GR, adr[〔[, XR] 
機能 : 1 語 16 ビ ッ ト の ビッ ト ご と の 論理 積 (AND)、 論 理 和 (O R)、 排 他 的 論理 和 (EOR) を GR の 内 
容 と 有効 アド レス の 内 容 と で 行い 、 そ の 結果 を GR に 設定 し ます 。GR の 値 に より FR が 設定 き 


れ ま す 。 
< 例 ) や GR 1,. MASK MASK 番 地 の 内容 を 7 に し て お く と 、GR1 の 下位 3 ビット が 取 
り 出せ ます 。 
EOR GR1, MASK MASK 番 地 の 内 容 を FFFF( 一 1) に し て お く と 、GR 1 の 全 ピ ッ 
ト が 反転 し ます 。 


(9CPA GR, adr[ XR] 
0CPL GR, adr[, XR] 了 
機能 : CR の 内 容 と 有効 アド レス の 内 容 と の 算術 比較 (C PA) また は 論理 比較 CCPL) を 行い ます 。 比 


較 結 果 に より F R に 次 の 値 を 設定 し ます 。 
比較 結果 FR の 設定 ビッ ト 値 
(GR) > (有効 アド レス ) 00 ⑩ 和正 算術 比較 : 符号 付 の 数 と し て 比較 
(GR) = (有効 アド レス ) 01 (1) ゼロ 論理 比較 : 16 ビ ピット の 整数 と し て 比較 
(GR) < (有効 アド レス ) 10 (2) 負 
( ) は GR また は 有効 アド レス の 内 容 を 示し ます 。 
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〈 例 〉 GR 1 の 内 容 が (一 256)。 で A 番 地 の 内 容 が (256)」。 の と き は 
CPA GR1, A で FR は (10) 。 に な り ま す 。 
CPL GR1, A で FR は (00) 。 に な り ま す 。 
16 ビ ピット 表 記 で は (一 256)。 は 補 数 表示 され (FF96)」。 に な り 、(256)」。 は 
(@100)。 に な り 、(FF06)」。 > (@109)」。 で す 。 
(⑩JPZ adr[, XR] 
⑲⑳JMI adr〔, XR] 
(JNZ adr[ XR] 
(⑳JZE adr[, XR] 
機能 : FR の 値 に より 有効 アド レス に 分 岐 ( ジ ャ ンプ ) し ます 。 分岐 し な いと き は 次 の 命令 に 移り ます 。 


命令 | 分 岐 する と き の FR の 値 意 味 
JPZ |00 また は 01 正 ま た は 0 の と き 分 岐 
JMI |10 負 の と き 分 岐 

JNZ |00 また は 10 正 ま た は 負 の と き 分 岐 


JZE |01 0 の と き 分 岐 


5JMP adr[, XR] 
機能 : FR の 値 に 関係 な く 無 条件 に 有効 アド レス に 分 岐 ( ダ ジャンプ) し ます 。 


活 ア sss FR レジ スタ に つい て あま 入 和 反 吉 各 反 物 反 抽 反 到 抽 和 和 反 反 二 和 反 反 和 


aa 度 
朱 所 
分 岐 命令 は FR の 値 で 分 岐 先 を 決め ます が 、F R の 値 を 決定 する 命令 は 次 の 命令 で す 。 
了 LEA、ADD、SUB、 AND、OR、BEOR、CPA、CPL、SLA、SRA、SLL、 さ 
1 も コ 
還 着い 
082 


⑯SLA GR, adr[, XR] 
(》/SRA GR, gdr[, XR] 
機能 : 符号 ビッ ト ( 最 上 位 ビ ッ ト ) を 除い た GR の 内 容 を 、 有 効 ア ドレ ス で 指定 され た ビッ ト 数 だ け 左 
(S LA) ま た は 右 (S RA) ヘ シフ ト し ます 。 シ フト し て は み 出 た ビッ ト は 切り 捨て られ ます 。 空 
いた ビッ ト に は 左 シ フト の と き は 0 が 入り 、 右 シフ ト の と き は 符号 ビッ ト が 入り ます 。 シ フト し 
た 後 の GR の 内 容 に より FR が 設定 され ます 。GR が 正 の と き は F R は (00) 。 に な り ま す 。 
介 SLL GR, adr[, XR] 
9SRL GR, adr [ XR] 
機能 : 符号 ビッ ト を 含ん だ GR の 内 容 を 、 有 効 ア ドレ ス で 指定 され た ビッ ト 数 だ け 左 (SL L) ま た は 右 
(S RL) ヘ シフ ト し ます 。 シフ ト し て は み 出 た ビッ ト は 切り 捨て られ ます 。 空 いた ビッ ト に は 0 
が 入り ます 。 シフ ト し た 後 の GR の 内 容 に より FR が 設定 され ます 。 GR が 正 の と き は FR は 
(00) 。 に な り ま す 。 
< 例 〉 GR 1 三 1001 1100 0100 1011 で GR 2 = 3 の と き 
SLA GR1, 3 っ つ 3 ビッ ト 左 ヘ シ フト し GR 1 =1110 0010 0101 1000 に な り ま す 。 
(算術 左 シ フト ) 
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SRA GR1, 3 一 3 ビッ ト 右 へ シフ ト し GR 1 =1111 0011 1000 1001 に な り ま す 。 
(算術 右 シ フト ) 
SLL GR1, 1,.GR2 一 4 ビッ ト 左 へ シフ ト し GR 1 =1100 0100 1011 0000 に な り ま す 。 
(論理 左 シ フト ) 
SRL GR1, 1.GR2 つ 4 ビッ ト 右 へ シフ ト し GR 1 =0000 1001 1100 0100 に な り ま す 。 
論理 右 シフト) 


人 名 PUSH adr[ XR] 
機能 : S P( ス タッ ク ポ イン タ ) か ら 1 を アド レス 減算 し た 後 、S P で 指定 され た 番地 に 有効 アド レス を 
格納 し ます 。 
0POP GR 
機能 : S P で 指定 され た 番地 の 内 容 を GR に 設定 し て か ら 、SP に 1 を アド レス 加算 し ます 。 


_ 陣 CALL adr[, XR] 


機能 : 有効 アド レス (サブ ルー チン ) に 分 岐 する 命令 で 、 分 岐 する 前 に スタ ッ ク に 、 戻 り 番地 (次 の 命令 
の 番地 ) を 保持 し ます 。 


⑳RET 
機能 : CALL に 対す る 戻り 命令 で 、 ス タッ ク に 保持 され て いた 戻り 番地 に より 、 メ イン プロ グラ ム に 


移り ます 。 


8. 5 アセ ン ブ ラ の 文法 
本 機 の アセ ン ブ ラ 言語 は CA SL と 同様 に 、 疑 似 命令 、 マ クロ 命令 、 機 械 語 命令 を 持っ て いま す 。 疑似 命 
令 、 マ クロ 命令 、 機 械 語 命令 は 次 の よう に 記述 し ます 。 


ラベ ル 欄 命令 コー ド オペ ラン ド 欄 注釈 欄 

[ラベ ル ] START [実行 開始 番地 ] [注釈 ] 
END 空 [注釈 ] 

[ラベ ル ] DC 定 数 [ 入 釈 」 | 

[ラベ ル ] DS 領域 の 語 半 [注釈 ] 

[ラベ ル ] IN 入力 領域 、 入 力 文字 長 [注釈 ] 

[ラベ ル ] OUT | 力 領 域 、 出 力 文 字 長 [注釈 ] 

[ラベ ル ] EE 下 T 空 [注釈 」 

[「 ラ ベル] WRITE 空 [注釈 ] 
[ラベ ル ] 機械 語 命令 命令 の 種類 と 機能 参照 [注釈 ] 

表 中 の 「 空 白 ] は 記入 し て は な ら な い 箇 所 、[ ] で 囲ま れ た 部 分 は 省略 可能 を 意味 し ます 。 


8. 6 疑似 命令 

疑似 命令 は アセ ン ブ ラ の 制御 、 定 数 の 定義 、 プ ログ ラム の 連結 の た め に 必要 な デー タ の 生成 な ど を 行う も 

の で 、 次 の 4 種類 が あり ます 。 

(①START : 実行 開始 番地 の 定義 や 、 他 の プロ グラ ム と の 連結 の た め の 入 り 口 名 の 定義 を し ます 。 プロ 
グラ ム の 最初 に 必要 で す 。 

②END -・ プロ グラ ム の 終わ り を 定義 し ます 。 プ ログ ラム の 最後 に 必要 で す 。 
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3③DC : define constant の 略 で 、 定 数 で 指定 し た デー タ を 格納 し ます 。 
定数 に は 次 の 4 種 が あり ます 。 
①10 進 定数 DC n 
n で 指定 し た 10 進 数 値 を 1 語 の 2 進数 デー タ と し て 格納 し ます 。n は 一 32768 一 65535 の 範囲 で す 
②16 進 定数 DC #h 
h は 4 桁 の 16 進 数 (9》 ーF) で す 。h で 指定 され た 16 進 数 値 を 1 語 の 2 進数 デー タ と し て 格納 し ま 
す 。##h は #9000 一 #FFFF の 範囲 で す 。 
⑧ 文 字 定数 DC 文字 列 


Q 


文字 列 の 左端 か ら 1 文字 ずつ 連続 する 語 の 下位 8 ビット (第 8 て 15 ビッ ト ) に 文字 デー タ を 格納 し 
ます 。 各 語 の 第 9 て 7 ビッ ト に は 9 の ビッ ト が 入り ます 。 文字 列 に は 384 ペ ー ジ の キャ ラク タ ・ コ ー 
ド 表 の 内 、 コ ー ド 32~88 (&H20 一 &H26)、40<95 (&H28 て &H5F)、97~122 (&H61 て & 有 H 
7A) お よび 166 一 223 (&HA6 て &HDF) の 文字 が 使え ます 。 な お 、 文 字 列 の 長 さ は 6 で あっ て 
は な り ま せん 。 
④ ア ドレ ス 定 数 DC ラベ ル 名 
ラベ ル 名 に 対応 する アド レス 値 を 1 語 の 2 進数 デー タ と し て 格納 し ます 。 
(⑭)D S : define storage の 略 で 、 指 定 し た 語数 の 領域 を 確保 し ます 。 
領域 の 語数 は 、10 進 定数 (= 0 ) で 指定 し ます 。 9 の 場合 、 領 域 は 確保 され ず ラ ベル 名 だ 
けが 有効 と な り ま す 。 


8. 7 マク ロ 命 令 

(1⑪1IN 入力 領域 , 入力 文字 長 : 
キー ボー ド か ら 1 レコ ー ド の 文字 デー タ を 入力 領域 の ラベ ル 名 の 番地 に 格納 し ます 。 入力 
文字 長 の ラベ ル 名 の 番地 に は 、 入 力 し た 文字 数 が 格納 され ます 。 

(2)OUT 出力 領域 , 出力 文字 長 : 


昌 


出力 領域 に 格納 され て いる 文字 デー タ を 1 レコ ー ド と し て 、 表 示 ま た は プリ ンタ に 出力 し 


ます 。 た だ し 、 出 力 文字 長 の ラベ ル 名 の 番地 で 指定 され て いる 文字 数 分 だ け 出 力 し ます 。 
(3)EX1T : プ ログ ラム の 実行 を 終了 し ます 。 


(4WRITE: レ ジス タ GR 0 て GR 4 お よび PC、F R の 内 容 を 表示 し ます 。 ま た 、 プ リン タ が 印字 で 
きる 状態 に な っ て いる と き は 、GR 9 て GR 3 の 内 容 を 印字 し ます 。 
《 例 〉 説 明 


キー ボー ド で 文字 を 入力 
入力 表示 と 出力 表示 の 区 別 の た め 、 強 制 的 に 表示 内 容 を 変え て いる 
キー ボー ド で 入力 し た 文字 の 出力 


入力 文字 数 を 20 に 設定 
出力 文字 数 を 2 に 設定 
入力 文字 長 を 格納 する アド レス 


強制 表示 内 容 の 指定 
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[キー 操作 ] 
(アセ ンプ ブル 実 生後 ) 
G [< 可 ) 開始 アド レス は #1906 
N 
OWERTYUIOP( 可 PPPPPPPPP (強制 表示 ) 

(aj QW 

[ 旨 メニュー 表示 
① 行 番号 0 を OUT A, C に 変え て 実行 し て みて くだ さい 。 
⑨ 行 番号 25 を 削除 し て 実行 し て みて くだ さい 。 


⑨ 行 番号 60 の 「 2 」 を 変え て 実行 し て みて くだ さい 。 
いろ いろ 変え て 実行 する こと に より 、 そ の 違い が わか り ま す 。 


本 機 の マク ロ 命 令 で は 、 次 の 命令 群 を 生成 し ます 。 
< く オプ ジェ クト > く 命 令 > 


IN に 7900 aaaa PUSH a 
7999 bbbb PUSH b 
8909 90960 CALL 9 
1244 99962 LEA 4, 2, 4 
OU0T 8, b 79090 aaaa PUSH a 
7999 bbbb PUSH b 
89990 09002 CALL 2 
1244 99002 LEA 4, 2, 4 
EX1IT 64909 900904 JMP 4 
WRITE 8999 8806 CALL 6 


( 注 ) aa a a、bbb b は ラベ ル a また は ラベ ル b が 定義 され て いる アド レス を 示し ます 。 
8. 8 特殊 命令 


機能 : 情報 処理 技術 者 試験 の 空欄 穴埋め 問題 に 対応 する た め の 、 空 欄 入力 命令 で す 。 
この 命令 を アセ ン ブ ル す る と # り 009 が 2 語 生成 され ます 。 シ ミュ レー ショ ン の と き に は 命令 
語 の 第 1 語 が # 0 9 XX (XX は 何で も か まい ませ ん ) の 命令 を 実行 後 一 時 停止 し 、* STP* 
と 表示 し ます 。 こ の と き オ ブ ジ ェクト の 変更 や レジ スタ 値 の 確認 を する こと が で きま す 。 その後 、 
プロ グラ ム を 続行 で きま す 。 
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プロ グラ ム 言 語 は 用 途 に より 色々 な 種類 が あり ます 。 本 機 で は 、 高 級 言語 で ある BASTIC や ゃ 機械 語 も 使 
用 で きま す 。 

BASTC は 英語 に 近い 形 で 使い や すい 言語 で す が 、 処 理 ス ピー ド の 点 で は 機械 語 に 劣り ます 。 一 方 、 機 
械 語 は 人 間 に と っ て 非常 に わか り に くい 言語 で す が 、 い ろ い ろ な こと が で き 、 コ ンピュータ の 機能 を 最大 
限 に 活用 で きま す 。 

本 機 は この 機械 語 を 使用 する た め に 、 機 械 語 モ ニタ と アセ ン ブ ラ 機能 が 内 蔵 さ れ て いま す 。 

機械 語 モ ニタ 機能 で は 、 メ モリ 内 の 機械 語 の 表示 、 メ モリ 内 の 書き 換え 、 機 械 語 の 実行 な ど が 簡単 な 命令 
だ け で 行え ます 。 

アセ ンプ ブラ 機能 は 、 ニ モニ ッ ク (アセ ンプ ブラ 言語 ) で 書か れ た ソー スプ ログ ラム を 機械 語 に 変換 する 機能 
窟 す 。 

この ポケ ッ ト コ ンピュータ は CPU (シー ピー ュー : 中 央 演算 処理 装置 ) に 、 優 れ た 8 ビッ ト CPU と し 
て 広く 利用 され て いる Z80 (CMOS 2Z80 相 当 品 ) を 使用 し て いま す 。 

Z80 は 人 気 の あ る CPU で あり 、 機 械 語 や モモ ニッ ク に つい て の 入門 書 等 の 関連 書籍 が 市 販 さ れ て いま す 
の で 、 そ れ ら の 書籍 を 参照 し て くだ さい 。 


この 章 で は 、 ま ず 機 械 語 モ ー タ 機能 の 各 命令 (コマ ンド ) の 働き に つい て 説明 し 、 そ の 後 ソ ー ス プロ グラ 
ム の 作成 、 ア セン ブル の し か た な ど を 説明 し ます 。 


機械 語 を 使う 場合 の ご 注意 
1. 機械 語 を 実行 し た と き に 、 プ ログ ラム や 操作 に 誤り が ある と 、 次 の よう な こと が 起こ り ま す 。 
⑦① プ ログ ラム を 実行 し 続け て 、 す べ て の キー が 働か な く な る 。 

この 場合 は 、 リ セッ トス イッ チ を 押し ます 。 
② で た ら め な 表示 や 動作 を 続け る 。 

この 場合 は 、[BREAK) を 押し ます 。 そ れ で も 止ま ら な いと き は 、 リ セッ トス イッ チ を 押し ます 。 
プロ グラ ム や デー タ の 一 部 また は すべ て が 、 壊 れ た り 、 消 えた りす る 。 

これ は 機械 語 プ ログ ラム だ け で な く 、 他 の プロ グラ ム 、 フ ァイル 、 デ ー タ に 及ぶ こと が あり ます 。 


これ ら が 起こ っ た と き は 、 計 算 機 の 内 部 の 状態 が どの よう に な っ て いる か わか り ま せん の で 、 リ セッ ト 


スイ ッ チ を 押し 、 す べ て の 内 容 を 消去 し て くだ さい 。 


ログ ラム や デー タ は 、 紙 に 書き 写し て お いて くだ さい 。 プ リン タ を お 持ち の 場合 は 、 印 字 し て お 
いい 補間 tw 


機械 語 ア ログラム を 扱う と き は 、 上 記 の よう な こと が 起こ る 可能 性 が あり ます 。 消 えて は 困る プ 
1 
* 


2. 確保 し た 機械 語 エ リア だ け を 使用 し て くだ さい 。 
機械 語 モ ニー タ の USER コ マン ド で 確保 し た 機械 語 エ リア 以外 を 使用 する と 、BASIC や TEX 征 の 
プロ グラ ム な ど 、 ほ か の 記憶 内 容 を 壊し た り 、 正 し い 動作 を し な いこ と が あり ます 。 


参 老 シン: で で で くそ で で で で で で くそ で こそ そこ で そこで で そこ で 
機械 語 関係 に は むず か し い 用 語 が あり ます の で 、 主 な 用 語 を まとめ て お きま す 。 

機械 語 コン ピュ ー タ が 直接 、 解読 ・ 実 行 で きる 言語 で す 。 16 進 法 で 表 さ れ ま す (コン ピュ ー 
ニモ ニッ ク 機械 語 コ ー ド を 人 間 が 記憶 し や すい よう に 符号 化し た も の で す 。 


タ 内 で は 2 進数 で 扱わ れ ま す )。 
に と えば 加算 命令 (addition) の コー ド を ADD の よう に 定め ます 。 
ニモ ニッ ク を 言語 的 に 体系 付け た も の を アセ ンプ ブラ (アセンブリ ) 言語 と 呼び ま 
9 ち 
ソー スプ ログ ラム 
ニモ ニッ ク (アセ ンプ ブラ 言語 ) で 書か れ た プロ グラ ム 。 機械 語 プ ログ ラム に 変換 
する 元 に な る プロ グラ ム で す 。 
オブ ジェ クト プロ グラ ム 
変換 し て 得 ら れ た プロ グラ ム で 、 そ の まま 計算 機 で 実行 可能 な 形 に され た も の で 
す 。 一般 的 に は 、 ソ ー ス プロ グラ ム を アセ ン ブ ル し て 得 ら れ た 機械 語 プ ログ ラム 
の こと で す 。 単に オブ ジェ クト と 呼ぶ こと も あり ます 。( オ ブ ジ ェクト は 、 機 械 
語 の コー ド 1 つ 1 つ を 指す 場合 と 機械 語 プ ログ ラム 全体 を 指す 場合 が あり ます 。) 
アセ ン ブ ル ソー スプ ログ ラム を 機械 語 プ ログ ラム に 変換 (翻訳 ) する こと で す 。 
人 間 が 人 手 に より アセ ン ブ ル を 行う こと を ハン ドア セン ブル と 呼び ます 。 


アセ ン ブ ラ アセ ン ブ ル を コン ピュ ー タ に 行わ せる た め の 訳 プロ グラ ム の こと で す 。 
疑似 命令 オブ ジェ クト を 格納 する 場所 (アド レス ) を 指定 し た り 、 デ ー タ を 生成 させ た り 
する アセ ンプ ブラ 制御 用 の 命令 で す 。 そ れ 自 体 は 機械 語 に 変換 され ませ ん 。 0 
生成 作り 出す こと 。 ニ モニ ッ ク か ら オ ブ ジ ェクト を 作り 出す こと を 言い ます 。 9 
アド レス メモ リ に つけ られ て いる 番号 を アド レス (番地 ) と 呼び ます 。 M 
機械 語 で は 、 メ モリ を 使用 する と き ア ドレ ス を 指定 し て 使用 し ます 。 5 
YaMoe_ cec Mc Me oe Me ceeMceeMcee cc Mc ce Moe Me Mc Mo Mc Moe Mew Yo Mc Me ce cc Mc eo 


機械 語 モ ニタ 機能 


機械 語 モ ニタ は 機械 語 モ ニタ モー ド で 使い ます 。BASTI |MAcHtNg LANGUAGE MONITOR 
C モ ー ド (RUN ま た は PRO モ ー ド ) で MON〔 殺 と 押 1“ 

せ ば 、 機 械 語 モ ニー タモ ー ド に 切り 替わり ます 。 

右 の 画面 が 表示 され ます 。 

C ヾ スワ ー ド が 設定 され て いる と き は 、 機 械 語 モ ニー タモ ー ド に で きま せん 。) 
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* 記 号 は 機械 語 モ ニー タモ ー ド の プロ ンプ ト 記 号 で す 。 
コマ ンド (命令 ) は 必ず この プロ ンプ ト 記 号 の 後に 書き 、 ア ドレ ス (番地 ) や デー タ の 指定 が 必要 な 場合 
は 、 コ マン ド に 続け て 指定 し ます 。 そ し て [4 を 押し て 、 実 行 さき せま す 。 


《 例 
コマ ンド (命令 ) 
| [デー タ の 区 切り 
*D 


9190, 61FF[( 殺 
ーー 


デー タ (アド レス ) 


プロ ンプ ト 記 号 
@ アド レス お よび デー タ の 指定 は 16 進 数 で 行い ます 。 
@ アド レス お よび デー タ の 区 切り は コン マ (. ) で 指定 し ます 。 
@ アプ デ ドレス お よび デー タ の 指定 に 9 て F の 16 進 数 字 と コン マ 以 外 を 入れ る と エラ ー (SYNTAX ER 
ROR) に な り ま す 。 
e 背 械 語 モ ニタ モー ド は 、【[BASIC] 、 の 操作 また は 電源 を 切る こと で 解除 され ます 。 


2. 機械 語 モニ タ の 名 命令 の 説明 | 


*USER…… ユ ー ザ ー エ リア | 


機 能 機械 語 エ リア の 確保 お よび 確保 し た ェ ! 
書 式 (1) USER 終了 番地 [qq 
⑫ USER( 殺 
(3) USER 99FF( 殺 
明 書式 (1) を 実行 する と メモ リ の 09 1 0 6 日 番地 (開始 番地 ) か ら 指 定 し た 終了 番地 まで を 機械 語 
エリア と し て 確保 し ます 。 開始 番地 は 自動 的 に 9 1 9 8H 番 地 に な り ま す 。 
USER60 1FF (< と 実行 し た 例 - 


ア の 表示 を 行い ます 。 


蛋 


0 1 所 旨 


1 保 し た 細 還 


e 書式 (2) を 実行 する と 、 現 在 確保 され て いる 機械 語 エ リア の 番地 を 表示 し ます 。 


*USER | 
FREB:9189 一 1FE | 
※ 


機械 語 エ リア が 確保 され て いな いと き は “FREE:NOT RESERVED" と 表示 され ま 


(3) を 実行 する と 、 機 械 語 エ リア を 消去 し ます 。 そ し て 、 次 の 表示 を し ます 。 
USER969FF( 殺 
"FREE:NOT RESERVED" 
e 確保 で き な い 範囲 (機械 語 エ リア と し て 使用 で き な い 男 囲 ) を 指定 する と エラ 
Y ERROR) に な り ま す 。 


(MEMOR 
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氷 S SoWiae 和 和文 セッ トメ モリ 
機 能 モリ の 内 容 を 書き 換え ます 。 
書 式 (1) S 開始 番地 [qq) 
⑫ S( 殺 
説 明 書式 (を 実行 する と 、 指 定 し た 開始 番地 の 現在 の メモ リ 内容 が 表示 され 、 変 更 す る デー タ の 入 


力 待ち に な り ま す 。 
S91969 と 実行 し た 例 


現在 の メモ リ 内 容 | 


@ デー タ を 変更 する と き は 、 1 バイ ト デ ー タ (2 桁 の 16 進 の 数 字 ) を 入力 し 、〔qa) を 押し ます 。 
ー タ が 変更 され 、 次 の アド レス (番地 ) の デー タ 入 力 待ち に な り ま す 。 
ー タ を 変更 し な い 場 合 は 、 デ ー タ を 入力 せ ず に 〔4H) の み を 押し ます 。 そ の まま 次 の アド レス 


ae Ia きす 
e デー タ は 2 桁 以 上 入力 で きま せん 。 入力 途中 の 値 を 取り 消す と き は [ 半 また は (CLS) を 押し ま 
す 。 


@ [ ヤ ] で 、 次 の アド レス を 呼び 出す こと が で きま す 。 ま た (4) で 前 の アド レス を 呼び 出す こと が 
で き 家 ず 。 

e 書式 (2) を 実行 する と 、 以 前 の S コマ ンド で 表示 し て いた 次 の アド レス の メモ リ 内 容 が 呼び 出さ 
れ ま す 。 電源 を 入れ た 後 (初期 値 ) で は 9 1 9 0 の 指定 に な り ま す 。 

@ BREAK) を 押せ ば コマ ンド (命令 ) 待ち の 状態 に 戻り ます 。 

シン ke E き 込み ます 。 


< オブジェ クト プロ グラ ム >〉 


3E 61 | 
18 04 

3A 9F 81 

和 克 

932 9F 981 

C 9 


くめ ジー スス pa3 
1 交 A, 01H 


| -A レ ジス タ に 0 1 日 を 入れ る 


JR ST | ラベ ル 8 T の 番地 へ ジャ ンプ 
LD  A, (910FH) | -A レ ジス タ に 601 0FH 番 地 の 内容 を 入れ る 
INC A | -A レ ジス タ の 内 容 に 1 を 加算 する 

S 穫 : LD (919FH), A |-A レ ジス タ の 内 容 を 9 10FH 番 地 へ 入れ る 
RET | ー リ ターン 
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[キー 操作 ] [ 表 未 ] 
BREAK 
USER91FF[ 条 *USER1FF 1797H 番 地 か ら 91FFH 
FREE:91909 一 981FF 番地 まで を 機械 語 エ リア と し て 
S91866( 条 *S9169 確保 (余裕 の ある 大 き さ で す ) 
3E( 殺 09190:19 一 83E 
9 1 (Q) 9191:12 一 1 
1 8 〔 9192:99 一 18 
8 4 〔 鉛 0193:989 一 64 
3 A ( 殺 8194:91 一 3A 
9F (名 9195:18ー8F 
8 1 (名 9106:59 一 91 
3 C 9197:43-8C 
3 2 〔 殺 9198:2D-392 
9F (qa) 01099:47 一 BF 
9 1 (q 919A:38 一 91 
C 9 〔 殺 919B:39-C9 
918C:31- 
米 トー テーー 
1 
ここ に は 以前 の 内 容 が 表示 され る た め 、 こ の と お り の 数 値 に な る と は 限り ませ ん 。 
准 epeoowaesesegk ダン プ メ モリ | 
機 能 メモ リ の 内 容 を 表示 させ ます 。 
書 式 1) D 開始 番地 (< 
(2⑫) D(<) 
(3) D 開始 番地 。 終了 番地 [< 
説 明 e 書式 ⑪) を 実行 する と 、 開 始 番地 か ら 24 バ イト 分 (6 行 分 ) の メモ リ の 内 容 が 表示 され ます 。 


(プリ ント モー ド で は 、 開 始 番地 か ら 16 バ イト 分 (4 行 分 ) を 印字 し ます 。) 


D9189【 殺 と 実行 し た 例 


16 バ イト 単位 の 先頭 アド レス ー 
チェ ッ ク サ ムー 


1 9 C 番 地 以 降 は 前 に 記憶 


〈 表 示例 〉 


9199 : 83E 1 18 64 >... 

(1D) 中 作 0 頒 和 中 人生 介 ま 。。 多 
お 2 FE 1 @9 放 。。 メ 
31 99 99 9 1... | 
上 生き 。] wie 


し て いた 内 容 が 残っ て いま す 。 
その た め チ ェ ッ クサ ム も この 
よう に な る と は 限り ませ ん 。 


各 デ ー タ を アス キー コー ド と し た | 
場合 の 該当 文字 を 表示 し ます 。 た 

だ し 、9 69Hー1FH、F 9H 
FFH の デー タ は ピリ オド (. ) 

で 表示 され ます 。 


e 開始 番地 、 終 了 番 地 の ア ドレ ス (番地 ) の 区 分 は 規定 (XXX 9HーXXXF 日 番地 ) され て 
いて 、 そ の 区 分 内 で あれ ば どの アド レス を 指定 し て も 同じ に な り ま す 。 た と えば 0 1 
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4 昌 H 番 地 を 指定 し た 場合 は 、 
H<9 1 9F 有 H の 16 バ イト 分 を 単位 と し て 、 こ の 16 バ イ 
ます 。) 


1 09 日 < 117 唱 番地 の 内 容 を 表示 し ます 。(919696 


ト 分 を 含む 24 バ イト 分 の 内 容 を 表示 し 


@ ( ヤ ) を 押せ ば 、 次 の 単位 の 16 バ イト 分 か ら の メモ リ 内 容 が 表示 され ます 。 4) を 押せ ば 、 前 の 


単位 の 16 バ イト 分 か ら の メモ リ 内 容 が 表示 され ます 。 


e 書式 2②) を 実行 する と 、 以 前 た D コ マン ド で 表示 し て いた 次 の 単位 の 先頭 番地 か ら 表 示し ます 。 


初期 値 は 9 1 9 9H に な り ま す 。 プ リン トモ ー 
e 書式 (3) を 実行 する と 、 
し ます 。 印字 が 終了 すれ ば 、 コ マン ド 待 ちの 状態 に 戻り 


“時 は 印字 し ます 。 
"リン トモ ー ド 時 は 開始 番地 一 終了 番地 の プロ ッ ク の メモ リ 内 容 を 印字 


ます 。 


プリ ント モー ド で な いと き は 、 開 始 番地 か ら 24 バ イト 分 の メモ リ の 内 容 を 表示 し ます 。( こ の 


場合 、 終 了 番地 の 指定 は 意味 が な く な り ま す 。) 


@ プリ ント モー ド の 指定 解除 は 、P コ マン ド ま た は [SHIFT] + (P 有 >NP] で 行い ます 。 


@ (BREAK) を 押せ ば コマ ンド (命令 ) 待ち の 状態 に 戻り ます 。 


デー タ 項 目 の 集 まり の 合計 


チェ ッ ク サ ム … 検 査 合計 


[で あっ て 、 そ の デー タ が 記録 され る と 


き 計算 され 、 検 査 の 目的 で その 集まり に つけ られ る も の 。 本 機 で は 、D コ マ 
ンド の 実行 に よっ て 表示 され た 16 バ イト 分 の メモ リ の 内 容 を 合計 し 、 そ の 合 
計 値 の 下位 1 バイ ト を チェ ッ ク サ ム よ と し て 表示 し ます 。 

プロ グラ ム を マニ ュ ア ル 操 作 で 入力 し た と き な ど 、 こ の チェ ッ ク サ ム が 元 の 


プロ グラ ム と 一 致す る こと を 確認 する こと に より 、 表 示さ れ た 16 バ イト の 中 
に 入力 誤り が な いか どう か を 確認 で きま す 。 た だ し 、 入 力 誤 り が 2 カ ヵ所 以上 


あっ た 場合 は 、 偶 然 チ ェ ッ クサ ム が 一 致し て し まう こと が あり ます 。 


也 :rewe sewwise em イ ウ クス チェ ンジ メ モリ 


只 葉 


蛋 


能 
式 


明 


メモ リ の 内 容 を 書き 換え ます 。 

(1) E 開始 番地 [< 

(2⑫ E 〔 殺 

@ メモ リ 内 容 の 書き 換え は 、S コマ ンド で も 行え ます が 、 
え が で きま す 。 
@ 書式 (1) を 実行 


渦 届く 


E コ マン ド を 使用 する と 便利 に 書き 換 


呈 定 し た 開始 番地 を 含む 24 バ イト 分 を 表示 し 、 指 定 し た 番地 で カー ソル 


が 点滅 し ます 。 指定 で きる 範囲 は 9 9 9 9Hー7FFFH ま で で す 。 
@ カー ソル 移動 キー (( 攻 ) (ww] (4] (WW])) で カー ソル を 移動 させ 、16 進 数 で 入力 を 行い ます 。 


デー タ を 入力 する と 、E 


@ 16 進 数 の AF は アル ファ ベッ トキ ー で 入力 し ます が 、 
の よう に 四則 演算 キー で も 入力 で きま す 。 


動 的 に 次 の 番地 に カー ソル が 移動 し ます の で 、 続 け て 入力 で きま す 。 


石 7 | 8 | 8 | 〆 
( 向 

4 1 5 1 | * 

回 

1 | 人生 | 為 | = 

D) 

0 ほ | * 

| 1 
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@ (TAB] を 押す と カー ソル は 布 側 の 文字 表示 に 移動 し 、 直 接 デ ー タ を アス キー 文字 (数 字 お よび 9 1 9FH 番 地 に 9 1 HH が 入っ て いま す の で 、D コ マン ド で 確認 し ます 。 
英文 字 な ど ) で 入力 する こと が で きま す 。 もう一度 [AB] を 押す と 、 左 側 の 16 進 数 で の コー ド D9199[〔 鉛 9169 SE 91 18 4 >... 
= (1E) 紀 多 泊 虹 共 朴 登 人 6 折 。。 時 
入力 に 移り ます 。 32 9F 81 C9 2.. ノ 
@ 書式 (2) を 実行 する と 、 以 前 に コマ ンド で 表示 し て いた 次 の 単位 の 先頭 番地 か ら 表 示し ます 。 1 の 2 
初期 値 は 6 1 9 9H に な り ま す 。 0 1 日 が 入っ て いま す 
sp コマ ンド を 実行 する と "カナ " モード は 解除 され ます 。 挫 5 り 1 ます は か 電電 
BREAKJ G 9 1 9 4 〔 久 ) *G9164 
PTP プリ ント スイ ッ チ 
機 能 プリ ント モー ド の 設定 解除 を 行い ます 。 9 1 9 FH 番 地 に 1 が 加え られ て いま す 。D コ マン ド で 確認 し ます 。 
書 式 P〔 殺 D61609【( 和 9198 : 3E 81 18 84 >. 
(1F) 8 交 60T @14 8 まき 
説 明 eq と 押す た びに 、 プ リン トモ ー ド の 設定 と 解除 が 交互 に 行わ れ ます 。( プ リン トモ ー ド で は 半 す 竹生 | 生 NM 
3 1 9 > 
は 画面 有 下 に “PR I NT" が 点灯 し ます 。) 1 


1 が 加え られ て いま す 
繰り 返し 9 1 6 4 H 番 地 か ら 実 行 す れ ば 、 そ の 都度 6 1 9FH 番 地 に 1 が 加え られ ます 。 


[SHIF 和 T オ [PssNP] の 操作 と 同じ で す 。 
@ プリ ンタ が 接続 され て いな いと き や 、 プ リン タ の 電源 が 入っ て いな いと き は 、P コ マン ド は 働 


きま せん 。 計 - 
PTP リー ド S1O 
じ 生 CPPCPPLOCCCKPD ゴー サブ | 機 能 S IO (シリ アル 入出 力 装置 ) に 送ら れ て くる デー タ を 読み 込み ます 。 パ ソコ ン 等 と の 機械 語 の 
上 ーー NE ーー 通信 等 に 使用 し ます 。 
機 能 指定 し た 開始 番地 か ら 機 械 語 プ ログ ラム を 実行 し ます 。 書 式 ⑪ R( 名 
書 式 G 開始 番地 (4m (2) R 開始 番地 〔qq 
説明 wBASIC の GOSUB 命 令 と 同様 で 、 指 定 し た 開始 番地 か ら 機 械 語 プ ログ ラム を 実行 し 、 機 説 明 S IO から イン テル ・ へ キサ 形式 で 送ら れ て くる デー タ を 読み 込み ます 。 
械 語 の リタ ー ン 命令 が あれ ば コマ ンド 待ち の 状態 に 戻り ます 。 e 書式 (1) で は 、W 命 令 実行 時 の 番地 に 読み 込み ます 。 
@ 必ず プロ グラ ム の 最後 に RET (リタ ー ン ) 命令 を 入れ て くだ さい 。 e 書式 (2) は 読み 込ん だ デー タ を 指定 し た 開始 番地 か ら 順 番 に 入れ て いき ます 。 
RET 命 令 が な いと 暴走 し ます 。 @ 読み 込み が 終了 する と 、 デ ー タ が 入っ た エリ ア (領域 ) を 表示 し ます 。 
暴走 … で た ら め な 実行 、 ま た は 一 定 の 実行 を 続け て 止ま ら な く な る こと 。 内 部 の 状態 に よっ e 読み 込み を 中 止 す る と き は 、 コ マン ド 待 ちの 状態 に な る まで 、 BREAK] を 押し 続け て くだ さい 。 
@ 通信 条件 の 設定 は 、TEXT モ ー ド の S 10O で 行っ て くだ さい 。 


て 、 ど の よう な 動き を する か 分 か ら ず 、 多 く の 場 合 、 機 械 語 ア ログ ラム や BASIC 

プロ グラ ム 、 デ ー タ な ど 記 憶 内容 を 破壊 し ます 。 - ー 6 還 

e プロ グラ ム の 実行 を 中 止 する 場合 は 、 リ セッ トス イッ チ を 押し ます 。 NN ライ ト S10 

( 注 ) 機械 語 プ ログ ラム は 1 カ所 で も まち が い が あ る と 暴走 する こと が あり ます 。 こ の た め 、BA 

S 1 C な ど 、 他 の プロ グラ ム が 計算 機 に 入っ て いる と き は 、 あ ら か じ め 紙 に 書き 写し た り 、 
印字 し た り し て お いて くだ さい 。 


機 能 SIO (シリ アル 入出 力 装置 ) に デー タ を 出力 し ます 。 パ ソコ ン 等 と の 機械 語 の 通信 等 に 使用 し 
ます 。 
書 式 W 開始 番地 , 終了 番地 (qa 


< 例 〉 S ド の 例 で 入力 し 説 明 開始 番地 か ら 終 了 番地 まで の メモ リ 内 容 を S IO から イン テル ・ へ キサ 形式 で 出力 し ます 。 
] コマ ンド の 例 で た プロ グラ ム を 実行 場合 
休 ログ ラム を 実行 する 場合 e 出力 を 中 止 する と き は 、 コ マン ド 待 ちの 状態 に な る まで 、【BREAKJ を 押し 続け て くだ さい 。 
|] 8 」 = 
| *ewie e 通信 条件 の 設定 は 、T EXT モ ー ド の S IO で 行っ て くだ さい 


( 注 ) 周辺 機器 接続 端子 (11 ピン ) に プリ ンタ を 動作 状態 で 接続 し 、 こ の W コ マン ド を 実行 する と 
本 機 お よび プリ ンタ が 誤動作 する こと が あり ます 。 こ の 場合 は 、 プ リン タ の 電源 を 切り 、 本 
すぐ に コマ ンド 待ち の 状態 に 戻り ます 。 機 の を 押し 続け て くだ さい 。 
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哨 昌 Pwwvmr ブレ ー ク ポイ ント ] 
機 能 指定 し た アド レス (番地 ) に ブレ ー ク ポイ ント を 設定 し ます 。 
書 式 (1) BEP 番地 [一 カウ ゥ ント 数 ] 
⑫  BP[ 和 名 
(3) BP 6 〔 条 
説 明 e 書 式 (⑪) を 実行 する と 、 指 定 し た 番地 に ブレ ー ク ポイ ント が 設定 され ます 。 


ブレ ー ク ポイ ント は 4 カ所 まで 設定 で きま す 。 4 カ所 設定 する と き は 、 書 式 (1) と 同様 の 方 法 で 、 
1 カ所 ずつ アド レス を 設定 し ます 。 指定 で きる 番地 の 範囲 は 9 9 9 9HC7FFFH で す 。 
@ カウ ント 数 は 9 一 2 5 5 の 男 囲 で 指定 で きま す が 、 9 を 指定 する と 、 ブ レー ク ポ イン ト の 解除 
に な り ま す 。 カ ウン ト 数 を 省略 し た 場合 は 1 の 指定 と みな し ます 。 
@ 回 じ 番地 で も カウ ント 数 が 異な る 場合 は 、 別 々 の ブレ ー ク ポイ ント と みな し ます 。 
カウ ント 数 を 9 と し て 解除 し た 場合 は 、 同 じ 番 地 の ブ レーク ポイ ント すべ て を 解除 し ます 。 
@ ブレ ー ク ポイ ント を 同時 に 設定 で きる の は 4 ヵ所 まで で す 。 5 ヵ所 以上 設定 し よう と する と 、 
0 のり Med 
@ ブレ ー ク ポイ ント は 命令 (オペ コー ド ) の 番地 に 設定 し て くだ さい 。 オ ペラ ンド の 番地 に 設定 
PT け で な く 、 プ ログ ラム が 正しく 実行 され ませ ん 。 
Ne は 、 設 定 さ れ て いる ブレ ー ク ポイ ント の アド レス と カウ ント 数 を 表示 し ます 。 設定 さ 
NM 
e 書式 (3) で は 、 設 定 さ れ て いる ブ プレー ク ポ イン ト す べ て を 解除 し ます 。 特定 の 番地 の み 解 除 す る 
と き は 、 書 式 (1) で カウ ント 数 を 0 に し ます 。 
@ 1 つの ブレ ー ク ポイ ント は 、1 回 実行 する と 無効 に な り ま す 。 し た が っ て 、 繰 り 返 し ルー プ の 
中 で は 、 指 定 し た カウ ント 数 の と き に プレ ー ク ポイ ント と し て 1 回 だ け 有 効 に な り ま す 。 
た だ し 、G コ マン ド を 実行 すれ ば 、 再 び 指 定 し た カウ ント 数 の と き に 有効 に な り ま す 。 
e 機械 語 モ ニタ 以外 の モー ド か ら 、 機 械 語 モ ニー タモ ー ド に し た と き で も 、 以 前 に 設定 し た ブレ ー 
ク ポ イン ト は 記憶 され て お り 、G コ マン ド を 実行 する と 有効 に な り ま す 。 
〈 例 〉 次 の 機械 語 プ ログ ラム が % 1 0 9H-8 1 0 DH 番 地 に 格納 され て いる も の と し て 、 ブ レー 
ク ポ イン ト を 0 185 日 番地 と 01096 日 番地 に 設定 し て 実行 し て み ま し ょ う 。( ブ レー 


ク ポ イン ト は 、 命 令 が ある 番地 に 設定 し ます 。) 
く 〈 ア ドレ ス >〉 < 機械 語 〈 く ニモ ニック > 〈 プ ログ ラム の 意味 〉 
コー ド > 
9198 9 E LD A, 29H A レ ジス タ に 2 0 日 (16 進 数 ) を 
9191 』D 入れ る 
9 2 a 1 LD HL,9499H HL レジ スタ に 094996 日 を 人 
9 3 988 れる 
9 4 9 4 
M 5 7 7 LBL: ID (HL), A HL の 内 容 で 示す 番地 の メモ リ に 
A の 内 容 を 入れ る 
9186 9 1 INC A A の 内 容 に 1 を 加え て A に 入れ る 


91907 2 8 INC HL HL の 内 容 に 1 を 加え て HL に 入 
れる 
9188 FE CP 09A0H A の 内 容 と A 9 日 を 比較 (A の 内 
91909 人 A9 容 か ら A 9 日 を 減算 ) 
919A C2 JP NZ  LBL 前 の 計算 で 結果 が 9 で な い (A の 
919B 9 5 内 容 が A 9 HH で な い ) と き 、 ラ ベ 
9109C 9 1 ル L BL の ある 番地 へ ジャ ンプ 
9190D C9 RET リタ ー ジ 
機械 語 モ ニー タモ ー ド に し て 、5105H MACHINE LANGUAGE MONITOR | 
番地 に ブレ ー ク ポイ ント を 設定 し ます 。 | 
(BASIC) MON (a 
BP91905[〔a) 
9 1 606 日 番地 に プレ ー ク ポイ ント を 設 MACHINE LANGUAGE MONITOR 
しま HH 義 
BP8186-8( 過 PRTR 0 39W 負 


ブレ ー ク ポイ ント が 2 カ所 に 設定 され まし た 。 
次 に コマ ンド で 10 0 日 番地 か ら 実 


PC=0105 AF=29 44 
2 SP=7FF6 BC=960 98 
行 し ます 。 IX=7C96 DE=99 69 
IY=7C93 HL=54 66 


G91869[ 和 名 
P C (プロ グラ ムカ ウン タ ) の 値 が 、 停 止 し た ア 
ドレ ス を 示し ます 。 

A レ ジス タ に 2 0 が 入っ て いま す 。 


ブレ ー ク ポイ ント を 設定 し た アド レス で 
実行 を 停止 し 、 レ ジス タ の 内 容 を 表示 し 


ます 。 

実行 を 再開 させ ます 。 PC=9196 AF=22 87 
SP=7FP6 BC=89 6 

(qa) IX=7C96 DE=99 065 
IY=7C93 HL=94 982 


9 1 9 6H 番 地 で 停止 。 
A レ ジス タ に は 2 回 カウ ント アッ プ し た 結果 2 2 
H が 入っ て いま す 。 


2 カ所 目 の ブ レー ク ポ イン ト 設 定 ア ドレ 
ス で 停止 し ます 。 


この よう に 、 機 械 語 プ ログ ラム を 変更 する こと な く 、 ブ レー ク ポ イン ト の 設定 が で きま す 。 


( 計 


注 ) 


・ ブ レー ク ポ イン ト が 不要 に な っ た と き は 、 書 式 (3) 


。 ブ レー ク ポ イン ト を 設定 する と 、 設 定 ア ドレ ス の 内 容 を 一 時 F 7 H に 置き 換え て プロ グラ ム を 


実行 し ます 。 
ブレ ー ク ポイ ント を 設定 し た 状態 で 、 プ ログ ラム 実行 中 に リセ ッ ト ス イッ チ (RESET) を 
押す と 、 そ の と き 実 行 し て いな い ブ レー ク ポ イン ト 設 定 ア ドレ ス の メモ リ 内 容 が 、F 7 日 に 置 
き 換え られ た まま に な り ま す 。 こ の よう な 場合 は 、 プ レー ク ポ イ ント を 設定 し た アド レス の 内 
容 を 確認 し て 、F 7 HH に な っ て いる と き は 元 の 値 に 書き 直す 必要 が あり ます 。 

(B P 6 〔 殺 )) を 実行 し て 解除 し て くだ さい 。 
設定 され た ブレーク ポ イン ト は 、 モ ー ド を 切り 替え た り 、 機 械 語 プ ログ ラム を 書き 換え て も 保 
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持 さ れ て いま す 。 そ し て 、G コ マン ド で 機械 語 プ ログ ラム を 実行 する た びに 、 設 定 ア ドレ ス で 
停止 し ます 。 
・ メ モリ 内 容 が F 7 HH の アド レス に は 、 ブ レー ク ポ イン ト を 設定 で きま せん 。 


| 3. 機械 語 モ ニタ モー ド で の エラ ー 表 示 | 


機械 語 モ ニー タモ ー ド で は 以下 の ェ エラー 表示 が あら われ ます 。 


エラ ー メ ッ セ ー ジ 内 
SYNTAX ERROR 


容 


文法 的 に 実行 で き な い 。 
機械 語 エ リア と し て 使用 で きる 範囲 を 外れ て 、 機 械 語 エリ ア | 
を 確保 し よう と し た 。 | 
1/O0 DEVICE ERROR | S 1O に 対す る リー ドイ ン ェ ラー、 チ ェ ッ クサ ム エ ラ ー な ど 。 
OTHER ERROR その 他 の エラ ー 


MEMORY ERROR 


HHT 
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_ mw 


| アセ ン ブラ 機能 


| 1. ソー スプ ログ ラム と 機械 語 プ ログ ラム 


機械 語 は 、 コ ンピュータ が 直接 、 解 読 ・ 実 行 で きる 唯一 の 言語 で す 。 

機械 語 で プロ グラ ム を 作れ ば 、BASTC な ど に に 比べ て 処理 スピ ー ド が 速く な り 、 コ ンピュータ の 機能 を 
最大 限 に 活用 で きま す 。 
し か し 、 こ の 機械 語 は すべ て 数 字 で 表 さ れ 、 人 間 に と っ て は 大 変 覚え に くく 、 扱 い に く くい 言語 で す 。 こ の 
た め 、 機 械 語 の プロ グラ ム を 作成 する と き は 、 先 に 各 命 令 を 皿 ぎえ や すい 符号 に 置き 換え て (符号 化し て ) 
プロ グラ ム を 作成 し た 後 、 符 号 を 機械 語 コー ド に 変換 し て 機械 語 プ ログ ラム を 完成 させ る 方 法 が 用 いら れ 
ます 。 


符号 化し た 命令 (ニモ ニッ ク ) で 書か れ た プロ グラ ム を ソー スプ ログ ラム と 呼び ます 。 
Me 変換 し て 得 ら れ た 機械 語 ア ログ ラム を オプ ジェ クト プロ グラ ム と 呼び ます 。(274 ペ ー ジ の 


5 < 機械 語 プ ログ ラム 〉 〈 プ ログ ラム の 意味 〉 


eeu (オプ ジェ クト 

(ソー スプ ログ ラム ) プロ グラ ム ) 

LD A, 2 3E 82 A レ ジス タ に 2 を 入れ な さい 

LD B, 3 06 83 B レ ジス タ に 3 を 入れ な さい 

ADD A, B 8 9 A と B の 内 容 を 加え て 、A レ ジス タ に 入れ な さ 
い 

LD (919FH). A 32 9F @1 9 19FH 番 地 の メ モリ に A レ ジス タ の 内 容 を 
入れ な さい 

RET C 9 戻り な さい (サブ ルー チン ・ リ ター ツジ) 


この 例 の よう に 、 ニ モニ ッ ク で 書か れ た プロ グラ ム は 、 機 械 語 プ ログ ラム に 比べ る と わか りや すい の で 、 
プロ グラ ム が 作り や すく な り ま す 。 


ニモ ニッ ク で 書か れ た プロ グラ ム を コン ピュ ー タ で 実行 させ る た め に は 、 機械 語 プ ログ ラム に 変換 し な け 
れ ば な り ま せん 。 この 変換 作業 を アセ ン ブ ル と 呼び ます 。 

人 間 が 手 操作 で アセ ン ブ ル す る こと を ハン ドア セン ブル と 呼び ます 。 上 例 の よう な 短い プロ グラ ム な ら 、 
ヘン ドア セン ブル し て も すぐ に 終わ り ま す が 、 長 い プ ログ ラム を ハン ドア セン ブル する の は 大 変 な 作業 で 、 
まち が える こと も あり ます 。 そ こ で 登場 する の が 、 ア セン ブラ で す 。 

アセ ンプ ブラ は 、 ニ モニ ッ ク で 書か れ た プロ グラ ム を 機械 語 プ ログ ラム に 翻訳 (変換 ) する プロ グラ ム で す 。 
これ を 合え ば 大 変速 く 、、 ア セン ブル する と き の ま ちがい が な く な り ま す 。 

本 機 は 、Z80 機 械 語 の アセ ン ブ ラ を 持っ て いま す 。 以 降 に 、 こ の アセ ン ブ ラ の 使い か た を 説明 し ます 。 
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2. アセ ン ブ ラ の 機能 


CLS 


は 雪谷 況 丈 交 次 王 ww % 湊 思 
:xxxx 昌 (xxxxx) bytes 

1 : 天天 

9 中 も .3 


に ーー 台 ヒ 性 
アセ ンプ ブラ 機能 一 覧 
アセ ン ブ ラ モー ド ca 
(ん LS A objie 
M ーー SiZe 
6 表示 1abe 
1・ 生 :) (| 
obje 
6 S1z6 
ーー*w] 了 アセンブル 実行 labe 
erro 
(AJ 
2 
1 ***※※ ポ ASSEMBLER ***※* ま キネ *\\\ ASSEMBLE LIST *※*※* ポ 
user area=91090H-xxxxH (DB〕 XXXx XXXXX 
SHIET) + (ASMBD 1 世 へ AAA へ AAA ム 人 
Work area ニ xxxxxbytes 
(SHIFU+ (ASMBLU XXXX XXXX XXXXX 
を 押し て か ら (AJ 1 く Asm 。 Display Print > ー へ へ AA へ AAAA 
XXXX XXXX KKXX 
を 押す + 
1 人 ム へ ム ヘ へ ヘ ム へ ーー へ AA へ AA 
! XXXKX XXX 文 を. 和 を を. 和 を 
叫 ) 
1 * ネ **\ SYMBOL TABLE * ネ ** ネ 
AA へ ヘム ヘ 人 へ AA:xxxx へ 人 人 人 AA xxxx 
AAAAAA:xxxx へ へ AAAAixxxx 
1 object:xxxxH 一 xxxx 是 
Size :xxxxH( xxxxx) bytes 
label メ 区 
1 erTror : 生 3 
| (BASIC 
| (TEXT 
: (人 1 が bjezot ion 時 一 irixH 
SHIFU 二 TEXTI レー ーー に 表し 1 メメ メタ 日 ( xxxkx) Dytes 
4 ニー ニョ ーー E la 子 実生 1abe1l XX 
[SHIFTI ASMBL FTO ひ Y 3 
: 【SHIFT) + (STATI 
SHIFT) + ロト CLS 
キャ イー 


Gt S 光 六 上 ネス エミ 時 
:xxxxH(xxxxx) bytes 
1 3 *X 
fB 交 9 complete ! CLS 
@ オブ ジェ クト プ 
ログ ラム 実行 
(W] で 画面 を 送っ て e 結果 確認 、 オ ブ 
いき ます 。 ジェ クト 確認 な 
ど を 行う 


ラベ ル と 、 そ れ に 与え られ る 値 
2 | 
と き は 表示 され な い 。 


| アセ ンプ ル 中 、 印 字 中 に 、 そ の 実行 を | 
| 止め る と き は [BREAK) を 押し ます 。 
| (止ま る まで 押し て くだ さい 。) 
| ーーーbreak 一 一 一 表示 後 、(CLS) を : 
| 押せ ば 、 メ ニュ ー 画 面 に 戻り ます 。 
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アセ ンプ ブラ の 手順 
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【 ト 3. アセ ン ヲ ル し て み ま し ょ う | 


アセ ンプ ブラ や ソー スプ ログ ラム を 説明 する 前 に 、 と りあ え ず プロ グラ ム 例 を 入れ て 、 ア セン ブル し て み ま 
し ょ う 。 そ し て 、 で きた オブ ジェ クト プロ グラ ム (機械 語 プ ログ ラム ) を 実行 し て み ま し ょ う 。 


(メタ ー ト ) 


機械 語 プ ログ ラム を 実行 する 前 に 知っ て お いて いた だ きた いこ と が あり ます 。 
機械 語 プ ログ ラム を 実行 し た と き 、 プ ログ ラム や 操作 に 誤り が ある と 、 す べ て の プロ グラ ム や デー タ が 消 
・ 二 える こと が あり ます (273 ペ ー ジ 参照 )b。 し た が っ て 、 消 えて は 困る プロ グラ ム や デー タ は 、 紙 に 書き 写し 
| テキ スト エディ タ で ソー ス 
| プロ ケラ ム を 入力 ・ 編 集 た り 、 印 字 し て お いて くだ さい 。 
く 〈 プ ログ ラム 例 〉 
9409H-947FH 番 地 の メ モリ に 2 9H か ら 9TFH ま で の 数 値 を 入れ る プロ グラ ム (HH は 16 進 数 を 
アセ ンプ ブラ に より アセ ンプ ブル 示す 記号 (区 字 ) で す )。 
実行 (オブ ジェ クト 生成 ) 
- 還 〈 ソ ー ス プロ グラ ム >〉 〈 ロ グラ ム の 意味 〉 
1 9 ORG 691996H (オブ ジェ クト を 0 1 6 8 日 番地 以降 に 入れ な さい ) 
29START:LD  A, 26H A レ ジス タ に 2 5 是 を 入れ る 
YES 3 8 LD HL, 04969H HL レジ スタ に 8 4 6 6 HH を 入れ る 
49LBL: LD (HL), A HL の 内 容 で 示す 番地 の メモ リ に A の 内 容 を 入れ る 
間隔 58 INC A A の 内 容 に 1 を 加え て A に 入れ る 
| ソー スプ ログ ラム を プリ ンタ 6 9 INC HL HL の 内 容 に 1 を 加え て HH し に 入れ る 
| に 印字 し て お く | 7 6 CP 9A6H A の 内 容 と A 6 日 を 比較 (A の 内 容 か ら A 6 日 を 減算 ) 
= 0 べべ べべ べべ 8 6 JP "NZ,LBL 前 の 計算 で 結果 が 0 で な い (A の 内 容 が A 9 H で な い ) と 
機械 語 モ ニタ に より オブ ジェ 
クト プロ グラ スム 実生 き 、 ラ ベル L BL の ある 番地 へ ジャ ンプ 
9 8 RET リタ ー ン (サブ ルー チン リタ ー ン ) 
186 END (ソー スプ ログ ラム 終わ り ) 
く 〈 く オブジェ クト > 
0 ? 8 
0 21 69 684 
NO 7 7 
3 C 
終わ り る 
FE A9 
C2 95 9 1 ラベル は 番地 に 変換 され ます 。(9 1 9 5H 番 地 ) 
C9 


ソー スプ ログ ラム の 10 行 と 100 行 の 命令 は 、 疑 似 命令 と 呼ば れ 、 ア セン ブラ を 制御 する 命令 で す 。 そ れ 自 
身 は 機械 語 (オブ ジェ クト ) に 変換 され ませ ん 。(300 ペ ー ジ 参照 ) 
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(1) ソ ー ス プロ グラ ム の 入力 確保 し た 機械 語 エ リア (ユー ザー エリ ア ) が 表示 され ます 。 


それ で は 、 ソ ー ス プロ グラ ム を 入力 し て み ま し ょ う 。 ソ ー ス プロ グラ ム は TEXT プ ログ ラム と し て 入力 
し ます 。(169 ペ ー ジ 参照 ) (3) ア セン ブル の 実行 
TEXT) を 押し て テキ スト モー ド の 機能 選択 画面 +r*+* TEXT EDITOR y** | ソー スプ ログ ラム を 機械 語 プ ログ ラム に 変換 し ます 。 
(メイ ン メ ニュ ー 画 面 ) に し ます 。 6 SHIFTI + (ASMBL) と 押し て か ら 〔AJ wwwy ASSBMBLER * ネ ** ネ を 

Si ら File Basic Rfile user area デ 9106H- 一 84FFH 

| アセ ン ブ ラ モー ド に な り ま す 。 work area= 4645bytes 
LE] を 押し て 、 エ ディ ッ ト 機 能 を 選び ます 。 B ーー く Asm Display 届 交 由 み 
E) ディ ッ E を 志 NO EDITOR (画面 の ワー クエ リア の 値 は 変わ る こと が あり ま 
す 。295 ペ ー ジ を 参照 し て くだ さい 。) 


すでに TEX 下 プロ グラ ム が 入っ て いる と き は 、 し 


MAD St キ ドド ネネ キネ ASSEMBLER * ネ ネネ ネネ 
機能 選択 画面 で [D〕 を 押し た 後 押し て 消 アセ ン ブ ル が 実行 され ます 。 
去 し て くだ さい 。 


ー ニ ーー 8SSembling 一 一 一 


ソー スプ ログ ラム を 入力 し ます 。 


アセ ン ブ ル が 正常 に 終わ れ ば 右 の よう に 表示 され 


ー] 昌 = 未 object:9199H-ー618DH 
[キー 操作 ] [ 表 示 ] ます 。 (画面 の 内 容 に つい て は 296 ペ ー ジ 参照 ) Size :999BHK 14) bytes 

1 9 (TABBORG 人 TAB] 9 1 9 8 H( 名 ) 1 9 ORG 91906H AN 6 3 

29START:LDTAB] A, 2 6 H( 負 ) 29START:LD A,、 28H 

839 [TABILD 人 TABIHL, 848986H[ 殺 3 9 LD HL, 94908H 0 ea 

EH アセ ン ブ ル 中 に エラ ー が 発生 し た と き は 、 右 の よ ネネ ルル ASSEMBLER ** ネ * ネ * ネ キ 

46LBL: 人 ABILDTAB) (HL), A( 包 409LBL: LD ( 鍵 了 も 。 為 5 、 

』7 AB INC TAB Am し 1 うに エラ ー の 内 容 と 、 エ ラー が 発生 し た 行 が 表示 。 必 6 依 季 史 語 取 朗 選 和 を 33 
され ます 。(296 ペ ー ジ 参照 ) の よ 肖 5 呈 叶 本 人 

6 9 TABIINC[TAB) HL (名 6 9 INC HL _ 隊 電 」 LBL: LD HL ), A 
この と き は テキ スト エディ タ へ 戻っ て ソー スプ ロ 

7 9 TAB] CP (TAB) 9 A 6 H( 殺 7 9 CP 9A06HH 時 - 了 

グラ ム を 修正 し ます 。 

8 9 TABI JP 人 ABBNZ, LBL【〔 殺 8 9 JP NZ, LBL 

9 9 [TABIRET(<) 9 8 RE 二 
4) 生成 し た オブ ジェ クト の 確認 

189 (TABJEND (名 190 END 


生成 し た オブ ジェ クト を 機械 語 モ ニタ で 確認 し て み ま し ょ う 。 オ ブ プ ジ ェクト は 98108H 一 919DH 番 


地 に 入っ て いま す 。 
入力 が 終わ っ た ら 、 ま ちがい が な いこ と を 確認 し て くだ さい 。 


アセ ン ブ ル の 前 に オブ ジェ クト を 格納 する た め の 機 械 語 エ リア を 確保 し て お きま す 。 確保 し て お か な いと (CLS) を 押し ます 。 MACHINE LANGUAGE MONITOR 
アセ ン ブ ル で きま せん 。 (また は BASIC) MON [q)) 『 
機械 語 モ ニタ モー ド に な り ま す 。 
(2 機械 語 エ リア の 確保 D 命 令 (ダン プ メ モリ ) で 呼び 出し ます 。 9168 3E 29 21 99 > !. 
機械 語 エ リア は 機械 語 モ ー タ の US E R 命 令 で 確保 し ます 。(275 ペ ー ジ を 参照 ) D91696( 名 MR 
機械 語 モ ー タ モー ド に し ます 。 MACHINE LANGUAGE MONITOR | オブジェ クト が 表示 され ます 。 上 了 和夫 9 
(BASIC) MO が 899 99 89 86 
(9 1 0 EH 番 地 以降 は 前 に 記憶 し て いた 内 容 が 
US ER 命令 で 機械 語 エ リア を 確保 し ます 。 残っ て いま す 。) 
ここ で は 、9 4FFH ま で (919096 是 一 94FFHH) を 確保 し て お きま す 。 
USER84FF(Q BR BB OR (5) オ ブ ジ ェクト (機械 語 ) プロ グラ ム の 実行 
の 生成 し た オプ ジェ クト プロ グラ ム を 実行 し て み ま し ょ う 。 機械 語 モ ニタ の G 命 令 (ゴー サブ ) で 実行 し ま 


FREE:9198 一 94FF 
6 す 。 


291 第 8 章 機械 語 モ ニタ と アセ ン ブ ラ 機能 


機械 語 モ ニタ の 命令 待ち 状態 に 戻し ます 。 * 還 記 
BREAK 
実行 し ます 。 *G9199 明 
G9168[〔 1 
実行 が 終わ る と 命令 待ち 状態 に 戻り ます 。 
結果 を 確認 し まし ょ う 。 9489 : 20 21 22 23 1 | 
(7 8) 24 25 26 27  $%& 
D9496 (da 28 29 2A 2B ()*+l 
2C 2D 2E 2F ーー | 
9416 39 31 32 33 6123 
834 35 36 37 4567 
4| 8418 39 31 32 33 9123 
ウ (7 8) 34 35 36 37 4567 
6 4 0 0H 一 0 47FHH 番 地 に 2 0H 一 9FHH ま WI TRS 
。 の 16 準 迷人 本 が 8C 3D 3E 3F <=>9? 
で の 16 進 数 値 が 入っ て いま す 。 94328 46 41 42 43  @ABC 
44 45 46 47 DEEFGI 


4. ソー スプ ログ ラム の 作成 ・ 編 集 


本 機 の アセ ン ブ ラ で は 、CA SL の アセ ン ブ ル と 同様 、TEXT エ リア に 入れ た ソー スプ ログ ラム を オプ ブ 
ジェ クト コー ド に 変換 (アセ ン ブ ル ) し ます 。 
変換 し た オブ ジェ クト コー ド は 、 指 定 し た 番地 の メモ リ 以 降 へ 順番 に 入れ て いき ます 。 


ml 


ここ で は 、 ソ ー ス プロ グラ ム を 作成 する た め の 仕様 (入力 形式 な ど ) に つい て 


説明 し ます 。 


4.1 ソー スプ ログ ラム の 構成 

ソー スプ ログ ラム の 1 行 は 通常 、1 ステ ー ト メン ト (1 つの 文 ) に な り ま す 。 

この 行 が 何 行か 集まっ て 、 1 つの プロ グラ ム が 構成 され ます 。 

1 つの ソー スプ ログ ラム は O RG 命令 か ら 始 まっ て 、END 命 令 で 終わ り ま す (た だ し 、 こ の 命令 は 省略 


可能 で す )。 
《 例 〉 18 ORG 91900 昌 H 
( 
199 END 


@ ORG 命 令 は 、 生 成 し た オブ ジェ クト を 入れ る 番地 を 指定 し ます 。 つ まり 、 生 成 し た オプ ジェ クト は 、 
O RG 命令 で 指定 し た 番地 か ら 順 番 に 入れ られ ます 。 

@ END 命 令 は 、 ソ ー ス プロ グラ ム の 終わ り を 指定 し ます 。 つ まり 、END 命 令 が ある と 、 そ こ で アテ アセン 
ブル を 終了 し ます 。 
これ ら の 命令 は 、 ア セン ブラ を 制御 する 命令 で す の で 、 オ ブ ジ ェクト に は 変換 され ませ ん 。(300 ペ ー ジ の 

疑似 命令 参照 ) 


M 
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人 行 (ステ ー ト メン ト ) の 構成 


1 行 は 、 行 番号 、 ラ ベル 、 命 令 、 オ ペラ ンド 、 注 釈 、 疑 似 命令 な ど に より 構成 され ます 。 


32767LABEL:ADD HL, 30:SAMPLE 
ド ーッ 引 ド >| に ッ ドー > 


行 番 号 ラベ ル | 命令 部 ] オペ ラン ド 部 注釈 
ラベ ル の 後に は コ 命令 と オペ ラン ド の 注釈 は セミ コロ ン (:) を つけ て 書き 
ロン (: ) が 必要 区 切り は スペ ー ス で ます 。 

で す 。 指定 し ます 。 


@ ] 行 の 長 さ は 、 注 釈 を 含め て 最大 254 文 字 ま で で す 。 
@ アルファ ベッ ト の 小文字 は 、 オ ペラ ンド で 文字 列 と し て 書い た 場合 と 、 注 釈 に 書い た 場合 以外 は 、 大 文 
字 と 同じ も の と みな し ます 。 


④⑬ 行 番号 (ライ ン ナ ン バ ー) 
@ 行 番号 は 1 一 65279 ま で の 数 値 が 使用 で きま す 。 
@ 1 65279 の 範囲 外 の 値 を 指定 する と "LINE NO. ERROR" と 表示 され ます 。 


② ラ ベル 
@ ラベ ル は 行 番号 に 続け て 入力 し ます 。( ラ ベル と 行 番号 と の 間 に ス ペー ス を 入れ る と ェ エラー に な り ま す 。) 
$ ラベ ル は 1 一 6 文字 まで 使用 で きま す 。 7 文字 以上 入れ る と エラ ー に な り ま す 。 
@% ラベ ル に は 次 の 文字 が 使用 で きま す 。 
英文 字 (Aー の )、 数 字 (9 て 9)、 記 号 ([、] 、@、?、_) 。 
た だ し 、 数 字 は ラベ ル の 先頭 に は 使え ませ ん ( 行 番 号 と 区 別 が で き な く な り ま す )。 
@ 次 の レジ スタ お よび 条件 コー ド と 同じ 文字 (文字 列 ) は 単独 で 使え ませ ん 。 
(シン グル レジ スタ ) A、B、6@。 D、 史 、 貞 、 上 、 1 、ER 
(ペア レジ スタ ) 叙 陳 。 日 間 、 麗 藤 、 負 双 、! 牙 、 TTY。 SE 
(条件 コー ド ) のみ 、 夕 、 NG、C、PI⑳⑩。 P 到 、P、 MM 
@ ラベ ル の 後ろ に は コロ ン ( : ) が 必要 で す 。 コ ロン が な いと エラ ー に な り ま す 。 
た だ し 、 疑 似 命 令 の EQU 命 令 で 、 ラ ベル に 値 を 定義 むす る と き は コロ ン を つけ ませ ん 。 
@$ ラベ ル を 書か な いと き は 、 行 番号 と 次 の 命令 の 間 に 1 つ 以 上 の スペ ー ス (空白 ) を 入れ て くだ さい 。 
TAB) を 用 いる こと も で きま す 。 


③ 命 令 部 (オペ コー ド ) 

@ 2Z80 の 命令 を ニモ ニッ クコ ー ド で 書き 表し ます 。 ま た 、300 ペ ー ジ 以降 に 記載 し て いる 疑似 命令 も 用 い 
ます 。 な お 、 命 令 を オペ コー ド (オペ レー ショ ンコ ー ド ) と 呼び ます 。 

@ 命令 部 と 、 次 の オペ ラン ド と の 間 は 1 つ 以 上 の スペ ー ス (空白 ) で 区 切り ます 。 

TAB) を 用 いる こと も で きま す 。 


④ オ ペラ ンド 部 

命令 (オペ コー ド ) に 対し て 、 そ の 実行 対象 と な る レジ スタ 、 ア ドレ ス (番地 )、 定 数 な ど を オペ ラン ド 
と いい ます 。 
オペラ ンド が 2 つ 以 上 ある と き は 、 コ ンマ ( ) で 区 切り ます 。 
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@$ 1 つの オペ ラン ド は 、32 文 字 ま で 書く こと が で きま す 。 
@ 定数 に は 次 の も の が 使用 で きま す 。 


【 数 値 定数 】 
2 進数 、10 進 数 、16 進 数 が 使用 で きま す 。 
2 進数 …… 9 と 1 の 数 字 で 表し 、 最 後に B を つけ ます 。 
< 例 ) 19111199B、1099098B 
10 進 数 …… 8 9 の 数 字 で 表し ます 。 
人 例 〉 188、39 
16 進 数 …… 599、A、B、C、D、E、F の 16 進 用 数 字 で 表し 、 最 後に H を つけ ます 。 数値 が A、 
B、C、D、E、F で 始ま る 場合 は 、 先 頭 に 9 を つけ て 他 の 命令 と 区 別 で きる よう に し ま 
す 。 
< 例 > 9BCH、28H 


【 文 字 定 数 (文字 列 ) 】 


文字 列 は " (シン グル クォーテーション ) で 囲ん で 表し ます 。 文字 の アス キー コー ド が 定数 に な り ます 。 
《 例 〉 (文字 列 ) (指定 ) (定数 ) 

A 2 4 1H 

AB AB' 4 1H、42H 

B'C "BB CC' 4 2H、27H、438H 

。D DD「 2 7 H、4 4 日 

較 * "BEE 45H、27H 

" し 27H 

KNNDE 提 うう 「『 9 6 日 
【 ラ ベル 定数 】 


EQU 命 令 に より 、 ラ ベル に 定数 を 定義 し て お け ば 、 そ の ラベ ル を 定数 と し て 使用 で きま す 。 
@ 数 式 (四則 計算 ) が 使用 で きま す 。 
次 の 符号 と 演算 子 が 使用 で きま す 。 た だ し 、 計 算 の 優先 順位 の 判別 は 行い ませ ん 。 
(符号 ) +、 一 
(演算 子 ) *、 グ 、 二 、 一 
@ 計算 は 16 ビ ッ ト で 行わ れ ま す 。 オ ー バ ー フ ロー ( 桁 あ ふれ ) が 起こ っ て も 、 オ ー バ ー フ ロー 分 は 無視 し 
ます (エラ ー に は な り ま せん )。 計算 結果 の 8 ビット また は 16 ビ ッ ト を 使用 し て オプ ジェ クト を 生成 し 
ます 。 
@ 数 式 が 書け る と ころ で は 、 バ イト 、 ワ ー ド の チェ ッ ク は 行い ませ ん 。 
< 例 ) LD A, 4142H 一 LD A, 42 是 と みな され ます 。 
DB 12384HH っ DB 34H と みな され ます 。 


⑤ 注 釈 (コメ ント ) 
各行 は も セミ コロ ン 〈: ) を つけ て 注 釈 を 書く こと が で きま す 。 セミ コロン 以 降 は 、 行 の 終わ り ( 行 来 ) ま 
で 注釈 と みな され 、 機 械 語 (オブ ジェ クト ) に は 変換 され ませ ん 。 
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4.2 ソー スズ スプログ ラム の 消去 

TEXTT モ ー ド の 機能 選択 画面 で 、[D] を 押せ ば デリ ー ト (Del) 機能 が 選ば れ 、 次 の よう に テキ スト 内 

容 を 消去 (削除 ) し て よい か 聞い て きま す 。( テ キス ト 内 容 が な い 場 合 は 、 画 面 は 変わ り ま せん 。) 
TEXT DELETE OK?  (Y) 


を 押せ ば 、- テ キス ト 内 容 が すべ て 消 ま され 、TEXT モ ー ド の 機能 選択 画面 に 戻り ます 。 
くわ し く は 174 ペ ー ジ を 参照 し て くだ さい 。 


44.8 ソー スプ ログ ラム ゆみ ん み 力 


TEXT モ ー ド の 機能 選択 画面 で 〔E〕) を 押せ ば ェ 
ディ ッ ト 機 能 が 選ば れ ま す 。 


TEXT _ EDITOR | 
に 


次 に ソー スプ ログ ラム の 入力 手順 を 説明 し ます 。 
① 行 番号 を 入力 し ます 。 
② ラ ベル が な いと き は 、[TABJ を 押し ます 。 カ ー ソ ル が 命令 部 に 移り ます 。 
(TAB) の 代わ り に (SPACE) で スペース を 入力 し て も か まい ませ ん 。 
スペ ー ス は 1 つ 以 上 入れ て くだ さい 。 
ラベ ル を 入力 する と き は 、 行 番号 に 続け て 入力 し 、 コ ロン (: ) を 入れ ます 。 この 後ろ は スペ ー ス を 人 
れ て も 、 入 れ な く て も か まい ませ ん 。 
⑨ 命 令 を 入力 し ます 。 
命令 の 後に オペ ラン ド が ある 場合 は 、(TAB] また は SPACE) で スペ ー ス を 1 つ 以 上 入れ ます 。 
④ オ ペラ ンド を 入力 し ます 。 
オペ ラン ド が 2 つ 以 上 ある 場合 は 、 コ ンマ (, ) で 区 切っ て 入力 し ます 。 
⑤ 注 彼 を つけ る 場合 は 、 セ ミコ ロン (: ) を 入力 し て 、 そ の 後に 入力 し ます 。 
⑥ 1 行 の 入力 を 完了 し た ら 〔 殺 ) を 押し て 、 プ ログ ラム を メモ リ に 格納 し ます 。 (<) を 押せ ば カー ソル が 消 
えま す 。 
次 の 行 を 入力 する と き は 、① か ら 繰 り 返 し ます 。 
289 ペ ー ジ の ソー スプ ログ ラム の 入力 例 を 参照 し て くだ さい 。 


に 6 
| 5. アセ ン ブ ル 
TEX 征 (テキスト) モード で 入力 し た ソー スプ ログ ラム を アセ ン ブ ル (オブ ジェ クト に 変換 ) し ます 。 
288 ペ ー ジ の プロ グラ ム 例 が 入力 され て いる も の と し て 説明 し ます 。 プ ログ ラム を 入力 し て お いて くだ さ 
い 。 


5. 1 メニ ュー 画面 


アセ シン デル ずる 場合 、 ま ず ア セン ブラ モー ド に し ます 。 
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WW] を 押せ ば 次 へ 進み ます 。 | ami ASSEMBLER WW 
*UNDEFINED SYMBOL 

9199 * ネ ネネ 8 9 
有 且 | -。 NZ KB 
中 


ーー エラ ー 内 容 (定義 され て いな い ラ ベル を 使っ て いる ) 


( ツ ) で 次 へ 進み ます 。 | 


object:9199H-819CH 
Size :909DH( 13)bytes 
label 2 

アセ ン ブ ル の 終了 画面 に な り ま す 。 本 吉 9 


この と き は 、 “complete「” は 表示 され ませ ん 。 


この 後 、[CLS) を 押す と 、 ア セン ブラ の メニ ュー 画面 に 戻り ます 。 
@ この 例 で は 、50 行 の 命令 は な いも の と みな され 、80 行 の ラベ ル は 9 6 9 6 日 番地 の 指定 と みな され て 、 
アセ ン ブ ル さ れ ま す 。 


@ エラ ー が 検出 され た 場合 、 生 成 さ れ た オプ ジェ クト プロ グラ ム は 、 正 し い プ ログ ラム に は な り ま せん 。 
これ を 実行 する と 暴走 し た り 、 記 憶 内 容 を 壊し た りす る 場合 が あり ます 。 ソ ー ス プロ グラ ム を 修正 し て 、 
再度 アセ ン ブ ル し て か ら 、 エ ラー の な い プ ログ ラム を 実行 し て くだ さい 。 


5.3 アセ ン ブ ル リ スト を 表示 させ る 方 法 


ソー スプ ログ ラム を アセ ン ブ ル し た 場合 に 、 各 行 で 生成 され る オブ ジェ クト お よび 格納 され る アド レス な 
ど を 確認 する こと が で きま す 。 

アセ ンプ ブラ の メニ ュー 画面 で 、〔D〕) を 押せ ば アセ ン ブ ル リ スト の 表示 が 開始 され ます 。 

以降 (W ツ ) で 表示 を 送っ て いき ます 。 

288 ペ ー ジ の プロ グラ ム 例 が 入っ て いる も の と し て 、 実 行 し て み ま し ょ う 。 


メニ ュー 画面 で 〔D) を 押し ます 。 **** ASSEMBLE LIST **l 
8109 


ORG 919 


オブ ジェ クト 欄 が 空白 の 場合 は 、 オ ブ ジ ェクト 
が あり ませ ん 。 8 桁 を 超え る と き は 8 桁 ご と に 
行 を 変え て 表示 し ます 。 
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以降 () で 表示 を 送っ て 確認 し て いき ます 。 し HL, 94 1 
9195 77 4 8 
LBL LD ( HL) 
| 
9196 83C 5 6 
INC A | 
91907 23 6 6 
INC HL 
9198 FEAB8 78 1 
CpP 6A6 昌 
910A C29581 8 9 
JP NZ, 1LB 
L 
919D C9 9 0 
RET 
19E 196 | 
END 
シン ボル テー ブル ミー **w* SYMBOL TABLE *** ォ 
em START :9189 LBL :9165 
さ : ーー 半 
オブ ジェ クト 格納 番地 一 ]」 | 。。j。。t:g189H-818DH | 
オブ ジェ クト の 大 き さ as キー 人 14) bytes 
ラベ ル 数 プー >| error 9 complete ! 
エラ ー 件 数 一 一 


※ シ ン ボ ル テ ー ブ ル は 、 ラ ベル に 与え られ る 値 を 16 進 数 で 示し ます 。 


@ リス ト 表 示 中 に を 押せ ば 、 メ ニュ ー 画 面 に 戻り ます 。 
@ リス ト 表 示 で は 、 生 成 し た オブ ジェ クト を 機械 語 エ リア に 格納 し ませ ん 。 格納 する に は 、 ア セン ブル を 
行っ て くだ きい 。 


5.4 アセ ン ブ ル リ スト を 印字 させ る 方 法 


CE-126P (プリ ンタ ) を お 持ち の 場合 は 、 本 機 に 、 プ リン タ CE-126P を 接続 し て プリ ンタ の 電源 を 入 
れ 、 ア セン ブラ の メニ ュー 画面 で UP] を 押す と 、 ア セン ブル リス ト が 印字 され ます 。 
@ プリ ンタ の 電源 が 入っ て いな い 場 合 や 接続 され て いな い 場 合 な ど に は 、〔P] を 押し た と き “*PRIN 
TER ERROR"” と 家 示 され ます 。 こ の と き は 【[CLS] で エラ ー を 解除 し 、 プ リン タ を 確認 し て くだ 
さい 。 
@ 画面 右 下 の "PRINT"” が 点灯 し て いな く て も 、 リ スト は 印字 で きま す 。 

リス ト の 印字 が 終了 する と アセ ンプ ブル 終了 画面 に な り ま す 。 を 押せ ば メニ ュー 画面 に 戻り ます 。 


印字 の 様式 は リス ト 表 示 の 様式 と 同じ で す 。 
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< 印字 例 > 


9 リス ト の 印字 を 途中 で 


B196 3[ コ 
HE 上 
BT 3 に 
LHC HL 
日 1 旨 唱 FERH 『 箇 
LEF RBHH 
19R CZBBg1 は HH 
P HsLB 
| 
1 ES 3 昌 
RET 
B1gE 1BB 
EHH 


素 叶 沖 守 目 BHL 上 朋 LE 中 中 
BTHRT ! 昌 1 LEL 1 は 呈 
ロロ da に も き 昌 1 昌 日 日 も HH 
51 テロ ミ HHHEHE 1 邊 )Bgt ら ロミ 
labBel 六 


BFF ロ F ミ 回 CHF TE も ! 


止 さ せる 場合 は 、 印 字 が 止ま る まで [BREAK] を 押し て くだ さい 。 


印字 を 中 止 す る と “ーーーbreak 一 一 " と 表示 され ます 。[CLS) を 押せ ば 、 メ ニュ ー 画 面 に 戻り ます 。 


アセ ン ブ ラ の メニ ュー 画面 


で 人 を 押す と 、 ミ ニブ プ 0 の パラ レル ポー ト か ら ア セン ブル リス ト が 送出 さ 


れ ま す 。 詳 しく は 


、 先 生 の 指導 に 従っ て くだ さい 。(366 ペ ー ジ を 参照 ) 
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_6. アセ ン 


"ブラ の 疑似 命令 の 説明 | 


疑似 谷 令 は 、 ア セン ブラ を 制御 する 命令 で 、 そ れ 自 体 は オブ ジェ クト に 変換 され ませ ん 。 


本 機 の アセ ン ブ ラ に は 、 次 の 角 似 命令 が あり ます 。 


@ 格納 開始 番地 の 指定 
ORG 命 令 

@ デー タ の 定義 
DEFBZDB/DEFMDM 命 令 
DEFS/DS 命 令 
DEFW/DW 命 令 

@ ラベ ル の 値 の 定義 
EQU 命 令 

@ アセ ンプ ブル 終 了 の 指定 
END 命 令 


次 に 、 こ れ ら の 疑似 命令 の 機能 を 説明 し ます 。 


(書式 で 使用 し て いる 用 語 、 記 号 の 意味 〉 
式 数 値 、 数式 、 ラ ベル 、「 文字 列 ' を 書く こ 


と が で きま す 。 


数 式 数 値 、 ラ ベル 、 お よび これ ら を 用 いた 四則 計算 式 を 書く こと が で きま す 。 


式 。 ぅ で 指 
@ 式 ,」 に より 、 最 終 的 に オブ ジェ クト 
す 。( 次 ペー ジ の を 参照 ) 


1 { } 内 に 併記 され て いる 内 容 の いずれ か 1 つ を 選ぶ こと を 示し ます 。 
[ ] [ ] で 囲ま れ た 部 分 の 省略 が で きる こと を 示し ます 。 
[ ] [ ] で 開 ま れ た 部 分 を 省略 、 ま た は 繰り 返し が で きる こと を 示し ます 。 
| ORG…… オ リジン 
機 能 オブ ジェ クト の 格納 開始 番地 (アド レス ) お よび 、 実 行 番地 を 指定 し ます 。 
書 式 ORG[ 式 j, ] 式 。 
説 明 @ 式 , に より 、 ア セン ブル を し て 生成 され た オブ ジェ クト の 格納 開始 番地 を 指定 し ます 。 


定 し た 番地 以降 に 、 オ ブ プ ジ ェ クト が 順番 に 格納 され ます 。 
ゲロ グラ ム を 格納 し 、 実 行 する 場所 の 開始 番地 を 指定 し ま 


@ 式 」 を 省略 し た 場合 は 、 式 。 と 同じ 番地 を 指定 し た も の と みな され ます 。 


@ ソー スプ ログ ラム に ORG 命 令 を 書か な か っ た 場 


合 は 、ORG 


199H の 設定 が ある も の 


と みな し て 、 オ ブ ジ ェクト の 生成 、 格 納 が 行わ れ ま す 。 
@ 式 」 は 9H か ら FFFFH の 範囲 内 で 指定 で きま す 。 た だ し 、 オ ブ ジ ェクト プロ グラ ム が この 


範囲 を 超え な いよ うに 指定 し て くだ さい 。( こ の 和男 
昌 合 が あり ます 。) 


HH で も 、 メ モリ の 制約 に より エラ ー に な る 
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@ 式 。 は 9 9 HH か ら 、 機 械 語 モ ニタ の USER 命 令 で 確保 し た 機械 語 エ リア の 範囲 内 で 指定 で き 
ます 。 た だ し 、 オ ブ プ ジ ェ クト プロ グラ ム が この 範囲 を 超え を な いよ うに 指定 し て くだ さい 。 


則 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
| 
4 
H 
1 


お 
先 の 説明 の よう に 、 ア セン ブル し て 生成 し た オブ ジェ クト は 式 。 で 指定 し た 番地 か ら 格 納 さ れ ま す 。 
その まま (この 場所 で ) オブ ジェ クト プロ グラ ム を 実行 する 場合 、 式 」 は 式 。 と 同じ 番地 に し ます 。 
(この と き 、 式 」 の 指定 は 省略 で きま す 。) 


図 の よう に 、 生 成 し た オ 式 。 で 指定 の 
ブ ジ ェクト プロ グラ ム を ァ ド レス ーー 
パソ コン 等 に 記録 し 、 そ 式 」 で 指定 の 、 
れ を 別 の 場所 に 読み 込ん アドレス 


で 実行 する 場合 は 、 読 み 
込む 場所 の 番地 を 式 」 で 
旧 定 し ます 。 

式 」 と 式 。 で 別々 の アド レス を 指定 し た 場合 、、 ア セン ブル 実行 後 、 必 ず 上 図 の よう に オプ ジェ クト プロ 
グラ ム を 式 」 で 指定 し た 番地 で 始ま る メモ リ に 移し 変え て 、 実 行 し て くだ さい 。 

その まま 実行 する と 、 プ ログ ラム に よっ て は 暴走 する 恐れ が あり ます 。 


@ 式 」 と 式 。 に 別々 の 番地 が 指定 され る と 、 ア セン ブラ は 、 式 」 で 指定 され た 番地 か ら オ ブ ジ ェクト を 格 
納 す る も の と みな し て アセ ン ブ ル し ます (実際 は 、 式 。 で 指定 し た 番地 以降 に 格納 し ます 。) 
つま り 、 ソ ー ス プロ グラ ム の ラベ ル 等 に 与え られ る 番地 は 、 式 」 で 指定 され た 番地 を 基準 に し た 値 に な 
り ま す 。 
この た め 、 生 成 さ れ た オブ ジェ クト が 格納 され た 番地 と 、 プ ログ ラム に 与え られ た 番地 が 異な り ま す 。 
し た が っ て 、 こ の オプ ジェ クト プロ グラ ム を 式 」 で 指定 し た 番地 に 移し 変え な いで 実行 する と 、 暴 走 す 
る 可能 性 が あり ます 。 


[ 例 | ORG 8469H 
9 4 9 6H 番 地 か ら オ ブ ジ ェクト を 格納 し ます 。 
ORG 9C9960H, 8196H 
9C9 68H 番 地 を 開始 番地 と し て アセ ン ブ ル し 、 生 成 し た オブ ジェ クト を 6 1 6 6 日 番 地 以 降 
に 格納 し ます 。 


| DEFB ン DB ンプ DEFM プ DM…… デ ファ イン バイ ト / デ ファ イン メッ セー ジ 


機 能 オペ ラン ド に 記述 し た 数 値 の 下位 1 バイ ト 、 ま た は 文字 列 を オブ ジェ クト に 生成 し ます 。 
書 式 DEFB 
DB こ 
[ 謎 SR2k し 民 1 … 
DEFM 
DM 
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[ 例 | 


Li 


いて こも こし 


の の の の の の の の の の の の の の の ゆ の の の の の の の の の の の の の の の の の の 


《 例 


@ 文字 列 は 、" 


明 @ オ ペラ ンド に 記述 され た 数 値 の 下位 1 バイト が オブ ジェ クト に 生成 され ます 。 
DEFB 1234H 3 4 日 が オブ ジェ クト に な り ま す 。 


18834 D 2 H が オブ ジェ クト に な り ま す 。(〈10 進 数 1 2 3 
4 は 16 進 数 で は 4 D 2 で す 。) ~ 


(シン グル クォーテーション ) で 囲ん で 記述 し ます 。 932 文字 まで 記述 で きま す 。 


文字 列 は 、 そ の 1 文字 1 文字 の アス キー コー ド が オブ ジェ クト と し て 生成 され ます 。 


《 例 〉 


DEFM DATA' 4 4 H、4 1 日 、5 4 H、4 1H が オブ ジェ クト に 


な り ま す 。 


$ オペ ラン ド が 複数 ある 場合 は 、, (コン マ ) で 区 切っ て 記述 し ます 。 


< 例 ) 32*4 十 5, X2' 85HH、58H、3 2 が オブ ジェ クト に な り ま す 。 
〈 ツ ソー スプ ログ ラム >〉 〈 オ ブ ジ ェクト プロ グラ ム 〉 アド レス 内 容 
16 ORG 1 0 9H 0100 
2 6 LD HL, DATA 21 8C 981 0 し に) 
3 9 LD DE,369H 11 99 63 Me 凍 
48 LD BC, 5 91 95 986 0D | は 
5 6 LDIR ED BB6 OOE | 48 | 
6 9 RET C 9 0 」 尊 」 
. O110 | 45 
79DATA: DB ARGIDEBGP 4 48 49 48 mm 1 吉 
45 46 47 48 0112 47 
8 6 END 0113 48 
0114 
70 行 の 文字 列 は 、1 字 1 字 が オプ ジェ クト に 変換 され ます 。 lk 「 宙 邊 
この ブロ グラ ム は 、 ラ ベル DATA で 示す 番地 以降 に ある デー タ を 5 バイ ト 分 だ 0801 | 42 = 
け 、3 8 9 日 番地 以降 へ コピ ー し ます 。 0802 | 48 
つま り 、4 1 HH、4 2 日 、4 3 H、4 4 HH、4 5 HH を 3 0 9 日 3 6 4 日 番地 に で トーー| | 
呈し の e 0805 
2 老 ア > ト LD1IR 命 令 に つい て も 和束 寺 吉 各 私 生生 生生 


L D I R だ け で 次 の 一 連 の 実行 が な され ます 。 く わし く は Z80 に 関す る 市 販 の 書籍 を 参照 し て く 


だ さい 。 


(DE) て (HL) 


DE<DE+1 
HL<HL 二 1 
所 を 光一 は 
Repeat until 
BC= テ 0 


トキ キキ キキ スエ エキ キキ エエ エキ エキ エキ エキ エキ キキ て エキ し レイ レレ て も エキ マー て て てこ もこ も て 


HL で 指定 され た アド レス の 内 容 を DE で 指定 され た アド レス に 格納 し 
ます 。 

アド レス は 間接 指定 で 、 最 初 は 9 1 9C の アド レス の 内 容 を 3 0 9 の ア 
ドレ ス に 格納 し ます 。 

DE、HL レジ スタ の 値 を カウ ント アッ プ し ます 。 


BC レジ スタ の 値 を カウ ント ダウ ン し ます 。 
BC レジ スタ の 値 が 0 に な る まで 繰り 返し ます 。 


いい の の の の の の の の の の の の の の の の の の の の の の の の の の の の の の 


bg 
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エラ ー の 種類 ・ エ ラー メッ セー ジ 


内 容 (原因 ) 


フォ ー マ ッ ト エラ ー 


FORMAT ERROR 11) 


FORMAT ERROR (6⑯) 


FORMAT ERROR ⑦) 


オペ ラン ド の 区 切り 子 に 誤り が ある 。 


の 9 1H 一 1FH な ど ) や 文字 が 入っ て い 
る 。( た だ し 、 こ の よう な コー ド や 文字 は 、 
通常 の 入力 操作 で は 入り ませ ん 。) 


文字 列 を 指定 する シン グル ク ォ ー テ ー シ ョ 
ン が 閉じ て いな い 。 | 
命令 や 、 個 々 の オペ ラン ド な どの 、 文 字数 
が 32 文 字 を 超え を て いる 。( た と えば 、 オ ペ ! 
ラン ド の 数 値 (番地 な ど ) の 前 に 、 不 要 な 
9 を 多く つけ た 場合 な ど ) 


アン デフ ァ イ ン シド 
シン ボル 


UNDEFINED SYMBOL 


定義 8 され て いな い シ ン ボ ル (ラベ ル ) を 使っ | 
で 用 


マル ヂ デフ ァ イ ン 
シン ボル 


MULTI DEEINE SYMBOL 


ゴ 
同じ シン ボル (ラベ ル ) が 2 回 以上 定義 さ 
れ て いる 。 | 


ファ イル ノッ ト 


FILE NOT EXIST 


TE XT エ リア に アセ ン ブ ル す る プロ グラ 


エグ ジス ト ム が 入っ て いな い (存在 し な い )。 | 
ュー ザー エリ ア USER AREA OVER 機械 語 エ リア 内 に オブ ジェ クト が 格納 で き 
オォ オーバー' な い 。(O RG 命令 で 指定 し た 格納 開始 番 
地 が 機械 語 エ リア の 外 に な っ て いる 。 ま た 
は 、 オ ブ ジ ェクト を 格納 し て いく と 、 途 中 
で 機械 語 エ リア を は み 出 し て し まう 。) 
ワー クエ リア WORK AREA OVER フリ ー エ リア ( 未 使用 の ェ リ ア ) が 小さ く 、 
ォ ー バ ー アセ ン ブ ル 用 の ワー クエ リア が 確保 で き な 


い 。( 他 の 機能 か ら ア セン ブラ 機能 に 移っ 
た と き や 、 ア セン ブル 中 に 、 ワ ー ク エリ ア 
が 確保 で き な い 。) 


デル 少 必 補う 


PRINTER RRROR 


プリ ンタ に 異常 が ある (プリ ンタ が 接続 さ 
れ て いな い 、 プ リン タ の 電源 が 入っ て いな 
い 、 プ リン タ の 電池 の 消耗 な ど で プ リン タ | 
が 動作 し な い )。 
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1. PIC 


PIC (Peripheral Interface Controller) と は 、 コ ンピュータ の 周辺 に 接続 され る 周辺 機器 の 接続 部 
分 を 制御 する た め に 米 マ イク ロ チ ッ プ テ ク ノロ ジー 社 が 開発 し た “マイコン” と 呼ば れる 領域 の 1 C で す 。 
PIC に つい て は 、 入門 書 等 の 関連 書籍 が 市 販 さ れ て いま す の で 、 そ れ ら の 書籍 を 参照 し て くだ さい 。 

この 章 で は 、P I C 用 プロ グラ ム の 作成 方 法 に つい て 説明 し ます 。 

な お 、 本 機 で プロ グラ ム の 作成 が 可能 な PT C (14 ビ ッ ト ・ コ ア RIash メ モリ の P 1IC) は 次 の と お り 
で す 。 


2001 年 7 月 9 日 現在 


「 品 名 プロ グラ ム メ モリ ピン 数 
PIC16F627 | 1K ワ ー ド 18 ピ ン | 
PIC16F84 1 K ワ ー ド 18 ピ ン 
PIC16F84A | 1K ワ ー ド 18 ピ ン | 


P 1IC 製 品名 や 開発 ツー ル な どの 固有 名 詞 は 米国 マイ クロ チッ プ ・ テ クノ ロジ ー 社 の 商品 名 な ど で す 。 


| 2. Pl C プ ログ ラム の 作成 手順 | 


PIC プ ログ ラム の 作成 手順 と その 準備 に つい て 説明 し ます 。 
な お 、P TIC プ ログ ラム の 詳し い 使 いか た に つい て は 、 先 生 の 指導 に 従っ て くだ さい 。 
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2. 1 プロ グラ ム 作 成 手順 


PITIC の プロ グラ ム の 作成 は 次 の 手順 で 行い ます 。 


テキ スト エディ タ で ソー ス 
rw| プロ グラ ム を 入力 ・ 編 集 


アセ ン ブ ラ に より アセ ン ブ ル 
実行 (オブ ジェ クト 生成 ) 


ソー スプ ログ ラム を 本 体 の プ 
ログ ラム ファ イル エリ ア へ 登 | 


【 作 成 手順 の 解説 】 

① モ ニタ 機能 を 使用 し て 機械 語 エ リア を 確保 し ます 。 

②TEXT ェ ディ タ 機 能 を 使用 し て ソー スプ ログ ラム を 入力 し ます 。 

⑧P TIC モ ー ド の アセ ンプ ブラ 機能 に より オブ ジェ クト プロ グラ ム に 変換 し ます 。 
④ 必 要 に 応じ て ②~ て ⑧ を 繰り 返し ます 。 


⑤ 必 要 で あれ ば ソー スプ ログ ラム の 本 体 の プロ グラ ム フ ァ イル エリ ア へ の 登録 、 印 字 を 行い ます 。 
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2.2 機械 語 エ リア (ユー ザー エリ ア ) の 確保 
機械 語 エ リア は 機械 語 モ ニー タ の USER 命 令 で 確保 し ます 。(275 ペ ー ジ 参照 ) 
確保 し て お か な いと ソー スプ ログ ラム の 変換 な ど が で きま せん 。 

機械 語 モ ニタ モー ド に し ます 。 MACHINE LANGUAGE MONITOR | 
(BASIC) MON ( 宮 ui | 


USER 命 令 で 機械 語 エ リア を 確保 し ます 。 

本 機 で は 、 1 K ワ ー ド (3 KB) まで の PITC 用 プロ グラ ム を 作成 する こと が で きま す 。 
し た が っ て 、0CFFH ま で (91609H-9CFFH) を 確保 し て お きま す 。 
USER9CFF( 条 


MACHINE LANGUAGE MONITOR 
*USERBCFF 

FREE:6169 一 9CFF 

* 


確保 し た 機械 語 エ リア が 表示 され ます 。 


3. ソー スプ ログ ラム の 作成 ・ 編 集 | 


本 機 の アセ ン ブ ラ で は 、CA SL の アセ ン ブ ル と 同様 、TEXT エ リア に 入れ た ソー スプ ログ ラム を オブ 
ジェ クト コー ド に 変換 し ます 。( マ イク ロ チ ッ プ ・ テ クノ ロジ ー 社 の パソ コン 用 開発 ツー ル :MPLAB 
に 準拠 ) 


ここ で は 、 ソ ー ス プロ グラ ム を 作成 する た め の 仕 様 (入力 形式 な ど ) に つい て 読 明 し ます 。 


3.1 ソー スプ ログ ラム の 構成 


ソー スプ ログ ラム の 1 行 は 通常 、1 ステ ー ト メン ト (1 つの 文 ) に な り ま す 。 
この 行 が 何 行か 集まっ て 、 1 つの プロ グラ ム が 構成 され ます 。 


行 (ステ ー ト メン ト ) の 構成 


1 行 は 、 行 番号 、 ラ ベル 、 命 令 、 オ ペラ ンド 、 注釈 、 疑 似 命令 な ど に より 構成 され ます 。 


932767LABEL MOVLW 0x9F9:SAMPLE 
> ド >| ド >| ドーーーーー テ ドーーーー > 


行 番号 ラベ ル | 命令 部 EB 
ラベ ル と 命令 部 の 命令 と オペ ラン ド の 注釈 は セミ コロ ン (: ) を つけ て 書き 
区 切り は スペ ー ス 区 切り は スペ ー ス で ます 。 

で 指定 し ます 。 指定 し ます 。 


@ ] 行 の 長 さ は 、 注 釈 を 含め て 最大 254 文 字 ま で で す 。 
@ アル ファ ベッ ト の 小文字 は 、 オ ペラ ンド で 文字 定数 と し て 書い た 場合 と 、 注 釈 に 書い た 場合 以外 は 、 大 
文字 と 同じ も の と みな し ます 。 
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① 行 番号 (ライ ン ナ ン パ バー) 
e 行 番号 は 1 65279 ま で の 数 値 が 使用 で きま す 。 
@ 1 65279 の 範囲 外 の 値 を 指定 する と "LINE NO. ERROR" と 表示 され ます 。 


② ラ ベル 

@ ラベ ル は 行 番号 に 続け て 入力 し ます 。( ラ ベル と 行 番号 と の 間 に ス ペー ス を 入れ る と 命令 と みな され ま 
す 。) 

$ ラベ ル は 1 8 文字 まで 使用 で きま す 。 9 文字 以上 入れ る と エラ ー に な り ま す 。 

@ ラベ ル に は 次 の 文字 が 使用 で きま す 。 
英文 字 (Aー2 の )、 数 字 (89)、 記 号 (_) 。 
た だ し 、 数 字 は ラベ ル の 先頭 に は 使え ませ ん ( 行 番号 と 区 別 が で き な く な り ま す )。 

@ ラベ ル と 、 次 の 命令 部 の 間 は 1 つ 以 上 の スペ ー ス ( 空 貼 ) で 区 切り ます 。 人 AB) を 用 いる こと も で きま す 。 

@ ラベ ル を 書か な いと き は 、 行 番号 と 次 の 命令 の 間 に 1 つ 以 上 の スペ ー ス (空白 ) を 入れ て くだ さい 。 
[AB] を 用 いる こと も で きま す 。 

@ ラベ ル は 最大 102 個 まで 定義 で きま す 。 


③ 命 令 部 (オペ コー ド ) 


@ 14 ビ ッ ト ・ コ ア 用 の 35 命 令 を ニモ ニッ クコ ー ド で 書き 表し ます 。 ま た 、311 ペ ー ジ 以降 に 記載 し て いる 


疑似 命令 、#INCLUDE 命 令 も ゃ 用い ます 。 な お 、 命 令 を オペ コー ド (オペ レー ショ ンコ ー ド ) と 呼 
び ま す 。 

@ 命令 部 と 、 次 の オペ ラン ド と の 間 は 1 つ 以 上 の スペ ー ス (空白 ) で 区 切り ます 。 

AB] を 用 いる こと も で きま す 。 


④ オ ペラ ンド 部 

命令 (オペ コー ド ) に 対し て 、 そ の 実行 対象 と な る レジ スタ 、 ア ドレ ス (番地 )、 定 数 な ど を オペ ラン ド 
と いい ます 。 

@ オペ ラン ド が 複数 ある と き は 、 コ ンマ (, ) で 区 切り ます 。 

@ 定数 に は 次 の も の が 使用 で きま す 。 


【 数 値 定数 】 
10 進 数 、16 進 数 が 使用 で きま す 。 
10 進 数 …… 9 9 の 数 字 で 表し ます 。 
《 例 > 188、32 
16 進 数 …… 先 頭 に 9 x を つけ 、 9 ~ 9 、A、B、C、D、E、F の 16 進 用 数 字 で 表し ます 。 
人 例 > 9xBC、9x26 


【 文 字 定 数 】 
文字 は ” (シン グル クォーテーション ) で 囲ん で 表し ます 。 文字 の アス キー コー ド が 定数 に な り ま す 。 
《 例 〉 (文字 ) (指定 ) (定数 ) 

A 人 ん” 9x41 


(NULL) 9x9 
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【 ラ ベル 定数 】 
EQU 命 令 に より 、 ラ ベル に 定数 を 定義 し て お け ば 、 そ の ラベ ル を 定数 と し て 使用 で きま す 。 


⑤ 注 釈 (コメ ント ) 
各行 は セミ コロ ン 9 を つけ て 注釈 を 書く こ と が で きま す 。 セミ コロ ン 以 降 は 、 行 の 終わ り (行末 ) ま 
で 注釈 と みな され 、 機 械 語 (オブ ジェ クト ) に は 変換 され ませ ん 。 


3.2 ソー スプ ログ ラム の 消去 

TEXTT モ ー ド の 機能 選択 画面 で 、[D] を 押せ ば デリ ー ト (Del) 機能 が 選ば れ 、 次 の よう に テキ スト 内 

容 を 消去 (削除 ) し て よい か 聞い て きま す 。( テ キス ト 内 容 が な い 場 合 は 、 画 面 は 変わ り ま せん 。) 
TEXT DELETE OK?  (Y) 

(Y] を 押せ ば 、 テ キス ト 内 容 が すべ て 消 到 され 、TEXT モ ー ド の 機能 選択 画面 に 戻り ます 。 

くわ し く は 174 ペ ー ジ を 参照 し て くだ さい 。 


8。8 ソー ズブ ログ ラム の 入力 


TEXT モ ー ド の 機能 選択 画面 で [E) を 押せ ば ェ TEXT EDITOR 
ディ ッ ト 機 能 が 選ば れ ま す 。 1 


次 に ソー スプ ログ ラム の 入力 手順 を 説明 し ます 。 

① 行 番号 を 入力 し ます 。 

② ラ ベル が な いと き は 、[TAB] を 押し ます 。 カ ー ソ ル が 命令 部 に 移り ます 。 

(TAB) の 代わ り に [SPACE} で スペ ー ス を 入力 し て も か まい ませ ん 。 

スペ ー ス は 1 つ 以 上 入れ て くだ さい 。 
ラベ ル を 入力 する と き は 、 行 番号 に 続け て 入力 し ます 。 こ の 後ろ は 、[TAB) また は [SPACE) で スペ ー ス 
を 1 つ 以 上 入れ ます 。 

③⑬ 命 令 を 入力 し ます 。 

命令 の 後に オペ ラン ド が ある 場合 は 、 また は で スペ ー ス を 1 つ 以 上 入れ ます 。 

④ オ ペラ ンド を 入力 し ます 。 

オペ ラン ド が 複数 ある 場合 は 、、 コ ンマ (,) で 区 切っ て 入力 し ます 。 

⑤ 注 釈 を つけ る 場合 は 、 セ ミコ ロン (: ) を 入力 し て 、 そ の 後に 入力 し ます 。 

⑥ 1 行 の 入力 を 完了 し た ら [<J] を 押し て 、 プ ログ ラム を メモ リ に 格納 し ます 。 〔 殺 ) を 押せ ば カー ソル が 消 
えま す 。 

次 の 行 を 入力 する と き は 、① か ら 繰 り 返 し ます 。 
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_4. アセ ンプ ラ 阿 | 


TEXT エ モー ド で 入力 し た ソー スプ ログ ラム を PTC マ イコ ン が 実行 で きる オブ ジェ クト プロ グラ ム に 変 
換 す る 場合 、 ま ず 、PIC モ ー ド に し ます 。 

十 [ASMBL] を 押し て か ら 中) を 押し ます 。 

メニ ュー 画面 に な り ま す 。 


(を 押し ます 。 
アセ ンプ ブル が 実行 され ます 。 


アセ ンプ ブル 実行 中 は 画面 の 下 の 行 に “Assembling.…” と 表示 され 、 終 われ ば "Completel (**** 
words)” と 表示 され ます 。 ア セン ブル する プロ グラ ム が 短い と き は 、 こ の 表示 は 一 瞬 で 終わ り ま す 。 
(**** は 、 デ ー タ 変換 サイ ズ (word 単 位 ) を 示し ます 。) 


4.1 アセ ン ブ ラ の 疑似 命令 


疑似 命令 は 、 ア セン ブラ を 制御 する 命令 で 、 そ れ 自 体 は オブ ジェ クト に 変換 され ませ ん 。 
本 機 の アセ ンプ ブラ に は 、 次 の 疑似 命令 が あり ます 。 


@ コン フィ グレ ーション ビッ ト の 指定 
__ CONF TIG 命 令 

@ プロ グラ ム 開 始 番地 の 指定 
ORG 命 令 

る ラベ ル の 値 の 定義 
EQU 命 令 

@ デー タ の 定義 
DW 命 令 


次 に 、 こ れ ら の 疑似 命令 の 機能 を 説明 し ます 。 


< 書式 で 使用 し て いる 用 語 、 記 号 の 意味 〉 
弄 数 値 、 ラ ベル 、 文字 を 書く こと が で きま す 。 
[ ] [ ] で 囲ま れ た 部 分 の 省略 が で きる こと を 示し ます 。 
__@ONF 1 コッ ラ ィ ダ 」 
機 能 コン フィ グレ ーション ビッ ト の 設定 を し ます 。 
書式  。_CONFIG 式 
説 明 @ 各 PIC に 従っ た コン フィ グレ ーション ビッ ト の 設定 を し ます 。 
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コン フィ グレ ーション ビッ ト の 詳細 は 各 P ! C の 説明 書 を 参照 し て くだ さい 。 
@eMPASM で は " 多 ′ (ビッ ト の AND) に よる 指定 が で きま す が 、 本 機 で は で きま せん 。 


プロ グラ ム の 開始 番地 (アド レス ) を 指定 し ます 。 

ORG 式 

@ ソー スプ ログ ラム に ORG 命 令 を 書か な か っ た 場合 は 、ORG 9 の 設定 が ある も の と みな 
し て 、 6 番地 か ら プ ログ ラム が 開始 され ます 。 

e 式 , は 6H か ら 1FFFH の 男 囲 内 で 指定 で きま す 。 た だ し 、 オ ブ プ ジ ェクト プロ グラ ム が この 
範囲 を 超え な いよ うに 指定 し て くだ さい 。( こ の 範囲 で も 、 メ モリ の 制約 に より エラ ー に な る 
場合 が あり ます 。) 
< 例 〉 ORG 9x9996 


江 槍 | ] 
品 中 避 


機 
書 式 ラベ ル EQU 式 
説 


@ ] また は 2 バイ ト の 値 (数 値 ま た は "文字 ) を 指定 し ます 。 
< 例 〉 START EQU 9x1969 ラベ ル START に 、9x10066 が 定義 付け 
られ ます 。 START は 定数 6x 190 9 と し 
て 扱う こと が で きま す 。 


OK EQU YY' ラベ ル OK に 、 6 x 5 9 が 定義 付け られ ます 。 


DW…… デ ファ イン ワー ド 


し た 数 値 の 下位 2 バイ ト を オブ ジェ クト に 生成 し ます 。 
式 [ラベ ル :] DW 式 
説 明 @% オペ ラン ド に 記述 され た 数 値 の 下位 2 バイト を オブ ジェ クト に 生成 し ます 。 
た だ し 、3FFFH (14 ビ ピット) を 超え た 場合 は 14 ビ ッ ト で カッ ト さ れ ま す 。 
《 例 〉 。 DW 9x1234 9 x 1 2 3 4 が オブ ジェ クト に な り ま す 。 


4.2 #INCLUDE 


機 能 指定 され た ファ イル を ソー スコ ー ド の 一 部 と し て 読み 込み 、 標 準 的 な ラベ ル を 使う こと が 可能 に 

な り ま す 。 
式 #INCLUDE ” ファ イル 名 
明 WMPASM に ある 同名 ファ イル の ラベ ル 定 義 を 、 本 機 に 保有 し て お り 使用 で きま す 。 

ファ イル 名 は ” (ダブ ルク ォ ー テ ーション ) で 囲ん で 表し ます 。 

な お 、 指 定 で きる ファ イル 名 は 次 の と お り で す 。 

P16F627.INC、P16F83.INC、P16F84.INC、P16F84A.INC 

…14 ビ ッ ト ・ コ ア H]lash メ モリ PTC 


嘩 醒 
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お よび 
P 1 C. INC… 上 記 以外 
e 定義 で きる ラベ ル 数 102 個 に は 含ま れ ませ ん 。 
@ プロ グラ ム の 先頭 で 指定 し ます 。 
e MP A SM で 定義 され て いる 8 文字 を 超え る ラベ ル は 、 本 機 で は 次 の と お り 指定 し て くだ さい 。 
| MPASM で 定義 0 
され て いる ラベ ル 名 本 機 で の 指定 
OPTION REG OPTION_R 
NOT_T1SYNC NOT_T1SY 


4.3 エラ ー メ ッ セ ー ジ 


アセ ン ブ ラ 機能 を 使 
ます 。 エ ラー は (CLS 
4 


HB す る と き に 、 発 生 す る こと が ある エラ ー の エラ ー メ ッ セ ー ジ と 、 そ の 内 容 を 記載 し 


で 解除 で きま す 。 ま た 、[〔BASIC] や (TEXT) な ど で モ ー ド を 切り 替え た 場合 も 解除 さ 


居 辺 六 ッ セ 


ー ジ 


内 容 ( 原 因 ) 


| Hile not exist! 


TEX メ エ ェ リア 1 こ < アセンブル する プロ グラ ム が 入っ て いな い (存在 
し な い )。 


No USER AREAI 


| 機械 語 エ リア が 確保 され て いな い 。 


リ ア が 確保 き れ て いな い 。 


ラベ ル エ リア 分 の 機械 語 ェ 


Not -_CONFIG data!l 


ーーCONF【 G 疑 似 命 令 が な い 。 


Syntax errorl 


(ホネ 玉 玉 玉 ) 


3 EPS る 。 


プリ プロ セッ サコ マン ド の フォ ー マ ッ ト に 


| Out of ratge! 


ーー 


TE と ビッ ト 以 上 ある 。 


- オペ ラン ド 値 等 が 16 ビ ッ ト 以 上 ある 。 ] 
Undefined labell  (*****) | オペ ラン ド で 使用 し て いる ラベ ル が な い 。 _ 
Undefined line! (ば ****) | アド レス 値 が 機械 語 エリ ア を 超え て いる 。 
| Label too long! (* ネ キキ ) ーー る 。 」 
Out of memory! 、( ま *※ 氷 ※) 


ラベ ル 才 Mer を 超え て いる 。 
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、 半 学 らき gh | 内 容 ( 原 因 ) 
Multi define! Moe | ( 問 " 光 "tt 
# include が 複数 あ 夫 
TNot include filel  (** ネ ***) | 指定 include フ ァ イ ル 名 が 不当 。 


( * ま *※ 玉 ※ ま は 、 


ェ ラ ー 発 生 行 番号 を 示し ます 。) 
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第 10 章 
B AS 1C の 名 命令 の 説明 


この 章 で は BAS 1C の 各 命 令 を 1 つ 1 っ 説明 し ます 。 
本 機 が どの よう な 命令 を も っ て いる か を 見 て 頂い た 後 で 、 必 要 な 命令 の 説明 を お 読み くだ さい 。 


以降 の 説明 で 書式 な ど に 使用 する 用 語 の 意味 を 示し ます 。 


変数 CEC 
! 文字 ! … 


… 数 値 、 数 値 変数 お よび これ ら を 含ん だ 計算 式 を 示し ます 。 
… 配 列 要素 を 含ん だ 数 値 変数 、 文 字 変数 を 示し ます 。 
… | | (ダブ ルク ォ ー テ ーション マー ク ) で 囲ま れ た キャ ラク タ (文字 、 数 字 、 記 号 ) を 示し 


ます 。 


… 「 文字 ! 、 文 字 変 数 を 示し ます 。 
… カ ッ コ で くく る 必要 が ある こと を 示し ます 。 
… 省 略 可 能 で ある こと を 示し ます 。 た だ し 、 こ の 後に ほか の 指定 を 行う 場合 は 、、 コ ンマ な どの 


区 切り 記号 が 必要 で す 。 


…A あ る い は B を 選択 する こと が で きま す 。 


プロ グラ ム |… プ ログ ラム に よる 実行 が 可能 で す 。 
マニ ュ ア テル |… マ ニュ アル 操作 に よる 実行 が 可能 で す 。 
省略 形 ……… 命令 の 中 に は 、 そ の つづ り を 省略 し た 形 で 入力 で きる も の が あり 、 そ の 場合 は 最も 省略 し た 
形 で 示し て いま す 。 
《 例 〉 省略 形 …P. これ は PR 1 NT の 省略 形 で す が 、 次 の 形 で も 有効 に な り ま す 。 
P R., 
PRTI. 
PRIN. 
( 注 ) ・ 変 数 な ど に 続い て BAS 1C 命 令 を 入力 する 場合 は 、 変 数 と 命令 の 間 に ス ペー ス を 入力 し て くだ 
さい 。 
( 例 〉 59 


F 0 1969 
スペ ー ス を 入れ る 。 


・ 関 数 命令 な ど を マニ ュ ア ル で 実行 する 場合 は RUN モ ー ド で 実行 し て くだ さい 。 
PRO モ ー ド で 実行 する と エラ ー12 に な り ま す 。 

た だ し 、PR I NTT 命令 の 中 で 使用 すれ ば 、PRO モ ー ド で も 使用 で きま す 。 
人 例 ) PRINT CHR$ 99〔( 一 の 2 
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関数 | 
AN D…………… アン ド フロ タラ | | 

| 省略 形 …… A N. ヒン | 


機能 | 式 と 式 と の 論理 積 を 計算 し ます 。 ま た 、 条 件 式 の 結合 を 行い ます 。 


書式 | 式 AND 式 
条件 式 AND 条件 式 


参照 ⑨⑩:R。 NOT。 


説明 | e 2 進数 に お いて 、 論 理 積 は 次 の よう な 値 を 取り ます 。 


1 AND 1=1 9 AND 1=B 
1 AND 69=8 9 AND 9=8 
10 進 数 の 論理 積 を 求め た 場合 は 、 計 算 機内 で は 10 進 数 を 2 進数 に 変換 し て か ら 各 桁 の 論理 積 を 
求め 、 そ の 結果 を 10 進 数 に 戻し ます 。 
た と えば 、41 と 27 の 論理 積 は 次 の よう に 計算 きれ ます 。 
41 AND 27=9 


41 と 27 を それ ぞ れ 2 進数 に 変換 し 、 各 桁 OAND を 取り ます 。 
そし て 、 そ の 結果 を 10 進 数 に 変換 すれ ば 9 に な り ま す 。 


式 の 値 は 一 32768…32767 の 整数 部 が 有効 に な り ま す 。 


@ 2 つ 以 上 の 条件 を すべ て 満足 する よう な 条件 を 1 つの 式 で 表し ます 。 


〈 例 ) 59 IF B>5 AND C>=4 THEN……… 
も し 、B が 5 より も 大 きく 、 か つ C が 4 より も 大 きい か 等 し 
いと き 、THEN に 続く 命令 を 実行 し ます 。 
関数 
AS C…………… アス キー [プログ ラム | 
マニ ュ ア ル 
省略 形 …… 衝 瓶 。 バー テテ 当 
機能 | 文字 や 記号 、 数 字 な ど を キャ ラク タコ ー ド に 変換 し ます 。 
女 l こっ | 
Asc] 3 
文字 変数 
参照 CHR$ 


[説明 ]  * 文字 や 記号 、 数 字 な ど を キャ ラク タコ ー ド に 変換 し ます 。 た と えば 「Z」 と いう 文字 の キャ ラ 


クタ コー ド を 知り た い 場合 は 
A=ASC!Z! 
と し て 実行 すれ ば 、A に は 「Z」 の キャ ラク タコ ー ド が 10 進 数 の 90 と し て 代入 され ます 。 
字 が 2 文字 以上 指定 され た 場合 は 、 先 頭 の 文字 の み が キ ャ ラク タコ ー ド に 変換 され ます 。 
人 例 〉) 19 CLS 
20 A$=INKEY$ 
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399 IF A$=!!THEN 296 プロ グラ ム を スタ ー ト させ た 後 、 ア ルフ ァ 
49 B= ニ ASC A$ ベッ ト や 数 字 キ ー な ど を 押せ ば 、 そ の 文字 
59 PRINT A$:! 。!:B の キャ ラク タコ ー ド を 表示 し ます 。 
@ 文字 、 数 字 、 記 号 な ど (これ ら を 総称 し て キャ ラク タ と いい ます ) を 計算 機 が 記憶 し た り 、 処 
理 し た りす る 場合 は 、 す べ て 計算 機 が 取り 扱い や すい 数 値 に 変換 し ます 。 た と えば アル ファ ベッ 
ト の A は 計算 機内 で は 65 (10 進 数 ) と いう 数 値 (コー ド ) に な っ て いま す 。 (実際 に は 2 進数 
の 01000001 と な っ て いま す 。) 同様 に B は 66、C は 67 と いう よう に コー ド を 決め て いま す 。 こ 
の コー ド の 決め か た に 何 種類 か あっ て 、 代 表 的 な も の に アス キー コー ド (ASCTI code) と 
J TI S コ ー ド が あり ます 。 
本 機 で は 〕J 1 S コ ー ド を 元 に し て 作成 され た キャ ラク タ と その コー ド を 使用 し て いま す 。(384 
ペー ジ の キャ ラク タ ・ コ ー ド 表 を 参照 し て くだ さい 。) 


基本 命令 
AUTO… RCCFP オー ト 
井形 …- な し gg 


能 | 行 番号 の 自動 発生 を 行い ます 。(PRO モ ー ド の マニ ュ ア テル 操作 で の み 有 効 ) 
式 | AUTO[[ 開 始 行 ] [ , 増分 ]] 〔a 
参照 | NEW、PASS 
説明 | 最初 に 開始 行 で 指定 され た 行 番 号 を 発生 し て 、 入 力 待ち に な り ま す 。 1 行 分 の プロ グラ ム を 入 
力 し て (<) を 押す と 、 増 分 で 指定 し た 値 を 加え た 行 番号 を 発生 し て 入力 待ち に な り ま す 。 
以下 、 同 様 に (<) を 押す た びに 新た な 行 番号 を 発生 し ます 。 
@ 開始 行 や 増分 に 0 、 負 数 、6 5 2 7 9 を 超え る 値 を 指定 し た と き は エラ ー に な り ま す 。 
@ 開始 行 や 増分 を 省略 し た と き は 、 そ れ ぞ れ 1 0 が 指定 され ます 。 
た だ し 、 前 回 AUTO 命 令 で 指定 され た 値 が あれ ば 、 そ の 値 が 指定 され ます 。 
@ PRO モ ー ド か ら RUN モ ー ド に 移り 、 再 び PRO モ ー ド に だ 戻っ た と き 、AUTO[【 殺 と 操作 
する と 、 前 の 設定 値 が 有効 で 、 引 き 続 いた 行 番号 を 発生 し ます 。 
また 、 行 番号 を 表示 し て いる と き に [CLS) や (ON) を 押し た と きも 同じ で す 。 
@ パス ワー ド が 設定 され て いる と き は 、AUTO 命 令 は 無視 され ます 。 
@ 次 の 場合 は 設定 値 (開始 行 、 増 分 値 ) が 解除 され ます 。 
@ (SHIFT) + (CLS) と 操作 し た と き 
@ 電源 を オフ 、 オ ン し た と き 
@ LOAD、NEW 命 令 を 実行 し た と き 
@e BLOAD 命 令 を 実行 し 、BASIC プ ログ ラム が 読み 込ま れ た と き 
@F 1 LE S 命 令 に より 一 覧 され た ファ イル か ら 選 択 後 、(SHIET) + (M の 操作 を し た と き 
@e BASIC コ ン バ ー タ で BAS 1 C へ の 変換 (Basic < Text) を 実行 し た と き 
(人 例 〉) AUTO 189, 1 〔 可 
開始 行 番号 を 1 9 9 と し 、119、12.9、…… と 行 番号 を 発生 し ます 。 


ポケ コン 問 通信 命令 
BLOAD…… バ パイ ナリ ・ ロ ー ド - 
省略 形 ……B LO 6 
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機能 | 別 の ポケ コン か ら 本 機 に BAS 1C プ ログ ラム を 読み 込ま せま す 。(PRO お よび RUN モ ー ド 

の マニ ュ ア ル 操 作 で の み 有 効 ) 

書式 BLOAD[ 和 4 

参照 BLOAD?、BSAVE 

[説明 ]  @ 別 の ポケ コン に 記録 され て いる BAS 1C プ ログ ラム を 本 機 に 読み 込み ます 。 

@ 読み 込み が 行わ れ て いる と き は 、 画 面 右 下 に * マー ク が 表示 され ます 。 読み 込み が 終わ れ ば 、 
* ネ マーク は 消え ます 。 

BAS TIC プ ログ ラム の 受信 待ち の と き は 、 ま だ 読み 込み が 行わ れ て いま せん の で * マ ー ク は 
表示 され ませ ん 。 

これ は 、BLOAD? 命 令 で も 同じ で す 。 

な お 、 読 み 込み が 終わ れ ば 、 プ ロン プ ト 記 号 “>” が 表示 され ます 。 

@ 別 の ポケ コン に BASIC プ ログ ラム が な か っ た 場合 で も 、 本 機 は BASIC プ ログ ラム を 検 
示し 続け ます 。 こ の 場合 は (ON) を 押し て 検索 を 止め て くだ さい 。 こ れ は 、BLOAD? 命 令 
で も 同じ で す 。 

@ 実行 中 に エラ ー が 発生 する と 、 計 算 機 内 の BASIC プ ログ ラム が 無効 に な り ま す 。 

@ 実行 する と オー プン され て いた 全 フ ァイル が 閉じ られ ます 。( ク ロー ズ さ れ ま す 。) 


ポケ コン 問 通 信 命 令 
BLOAD M… バ パイ ナリ ・ ロ ー ド ・ エ ム _ 
省略 形 ……BLO. M ニュ ア 由 


機能 | 別 の ポケ コン か ら 機 械 語 プ ログ ラム を 読み 込み ます 。 

恒 式 BLOAD M[ ロ ー ド 番地 ] (< 

参照 BLOAD、BSAVE M 

[説明 wBSAVE MM 命令 で 別 の ポケ コン に 書き 込ん だ 機械 語 プ ログ ラム を 読み 込み ます 。 そ の と き 、 
本 体 の プロ グラ ム は 消去 し ませ ん 。 

@ 「 ロ ー ド 番地 | を 指定 し た と き は 、 指 定 し た 番地 を 開始 番地 と し て 読み 込み ます 。 省 略す る と 、 
BSAVE M 命 令 で 指定 し た 番地 に 読み 込み ます 。 


ポケ コン 問 通 信 発令 
BLOAD?… パ イナ リ ・ ロ ー ド ? - 
省略 形 ……BLO. ? ニュ アル 


機能 | 本 機内 の BASIC プ ログ ラム と 別 の ポケ コン に 記録 され て いる 内 容 と の 照合 を 行い ます 。(P 

RO お よび RUN モ ー ド の マニ ュ ア ル 操 作 で の み 有 効 ) 

書式 | BLOAD?[〔 殺 

参照 BLOAD、BSAVE 

[説明] 照合 は 、、BASIC プ ログ ラム が 正しく 別 の ポケ コン に 記録 さ きれ た か 、 あ る い は 別 の ポケ コン 
か ら 正 し く 読 み 込 まれ た か 確認 する た め に 行い ます 。 

@ 昭 合 に お いて 、 も し 内 容 に 不一致 が 生じ た と き は エラ ー82 に な り ま す 。 

@ BASIC プ ログ ラム の 胎 合 が 行わ れ て いる と き は 画面 右 下 に * マ ー ク が 表示 され ます 。 
照合 が 終わ れ ば * マー ク は 消え 、 プ ロン プ ト 表 示 “>” に な り ま す 。 


319 第 10 章 BAS 1C の 各 命 令 の 説明 


ポケ コン 間 通 信 命 令 


BSAVE…… バイ ナリ ・ セ ー ブ プロ グラ ム | 
省略 形 BS. マニ ュ ア ル | 


能 | BASIC プ ログ ラム を 別 の ポケ コン に 記録 し ます 。 

書式 BSAVE 

参照 PASS、BLOAD、BLOAD 

説明 |  w 別 の ポケ コン に 記録 し ます 。 

e パス ワー ド が 設定 され て いる と き は 、B SAYVE 命 令 は 無視 され ます 。 
e 実行 する と オー デン し て いた 全 ファ イル が 閉じ られ ます 。 


ポケ コン 間 通 信 命令 
BSAVE M… バ イナ リ ・ セ ー ブ ・ エ ム [ブログ ラム 
省略 形 ……… BS. M 
[機能 | 機械 語 プ ログ ラム を 別 の ポケ コン に 記録 し ます 。 
書式 BSAVE M 開始 番地 , 終了 番地 
参照 BSAVE、BLOAD M 
説明 @ バイ ナリ 形式 で 別 の ポケ コン に 記録 し ます 。 
@ 指定 し た 開始 番地 か ら 終 了 番 地 ま で の 内 容 を 書き 込み ます 。 
@ 番地 は 10 進 数 、 ま た は 必 是 を つけ て 16 進 数 で 指定 し ます 。 


CALL……… コー ル フロ グラ 人 


機能 | 機械 語 プ ログ ラム を 実行 し ます 。 
書式 |) CALL 番地 
参照 | PEEK、POKE 
説明 | 指定 され た 番地 か ら 機 械 語 プ ログ ラム を 実行 し ます 。 
CALL &HI1F58 
( 注 ) この 命令 を 誤っ て 使用 する と BASIC プ ログ ラム や 本 機 の シス テム エリ ア を 破壊 し 、 異 
常 が 発生 する こと が あり ます 。 こ の 場合 は リセ ッ ト ス イッ チ を 押し て 、 メ モリ の 内 容 を 消 
半 し で くだ き Ws 
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関数 
CHR$……… キ ャ ラク タ ド ル ワク 5 な 
省略 形 …… CH マニ ュ ア ル 


[機能 | キャ ラク タコ ー ド を 文字 や 記号 な ど (キャ ラク タ ) に 変換 し ます 。 
書式 | CHR$S 式 
参照 | ASC 
説明 | wCHR$ は ASC 命 令 と は 逆 の 関数 で 、 キ ャ ラク タコ ー ド を 文字 や 記号 、 数 字 に 変換 し ます 。 
た と えば 、 キ ャ ラク タコ ー ド 「 9 0 」 の 文字 を 知り た い 場 合 は 
A$=CHR$99 
と し て 実行 すれ ば 、A$ に は 『! Z! が 代入 され ます 。 
@ 本 機 で 扱う こと の で きる キャ ラク タ と 、 そ れ に 対応 する コー ド に つい て は 384 ペ ー ジ の キャ ラ 
クタ ・ コ ー ド 表 を 参照 し て くだ さい 。 
〈 例 〉 19 AA$=!! 
20 INPUT! リ コート" =! iA:CLS 
99 AA$= ニ AA$+CHR$SA 
49 LOCATE 7, 1:PRINT AA$ 
59 GOTO 28 
この プロ グラ ム は 、 キ ャ ラク タコ ー ド を 入力 し 、 そ れ を 文字 や 記号 に 変換 し て 文字 変数 AA$ 
に 順次 格納 し て いき ます 。 変換 され た キャ ラク タ は その つど 表示 され ます 。 
プロ グラ ム を 実行 させ 、 次 の コー ド を 入力 し て みて くだ さい 。 
234、83、72、65、82、80 (“人 SHARP" が 表示 され ます ) 
256 以 上 の 値 が 指定 され た と き は 、 エ ラー33 に な り ま す 。 


グラ フィ ッ ク 命 令 


CIRCLE…… サ ー ク ル プロ グラ ム 
ン マニ ュ ア ル 
省略 形 ……C 1 
機能 DEG モ ー ド で 円 、 扇 形 や 椿 円 な ど を 描き ます 。 
S 
書式 CIRCLE ( 式 」, 式 。), 式 。 rr em RG 還 | , [ 式 , ] ] ] 
X 
参照 GCURSOR、LINE、PSET 
説明 |  * ( 式 」, 式 。) で 指定 し た 点 を 中 心 と し て 、 式 』 で 指定 し た 長き (ドッ ト 数 ) を 半 筐 と する F 
を 描き ます 。 
(0, 0) 
式 」 : 中 心 点 の X 座 標 画面 左端 は 0 、 右 端 は 143 で す 。 
式 。 : 中 心 点 の Y 画面 上 端 は 0 、 下 端 は 47 で す 。 
143, 47) 


K」、 式 。 の 値 は ー32768 一 32767 の 範囲 内 で 指定 で きま す が 、 上 記 の 男 囲 を 超え た 場合 は 、 画 
面 外 の 指定 の 点 を 中 心 と し て 円 を 描き ます 。 
e 式 。 で 半径 を ドッ ト 数 で 指定 し ます 。 式 。 の 男 囲 は 1 32767 で す 。 


bl 
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注 ) W 円 の 一 部 を 描く 場合 で も 、 


@ 式 , で 開始 


度 、 式 。 で 終了 角度 を 度 単 位 で 指定 し ます 。 


式 。、 式 。 は 0 -360 度 の 男 囲 内 で 指定 し ます 。 中心 座 標 の 右側 が 0 で 反 時 計 方 向 に 描き ます 。 


省略 し た 場合 は 、 開 始 角 度 は 0 、 終 了 角 度 は 360 が 指定 され ます 。 (円 に な り ま す 。) 
角度 指定 は D EG モ ー ド に し て くだ さい 。 RAD、GRAD モ ー ド で は 正しく 描か れ ま せん 。 
@ 開始 角度 、 終 了 角 度 に 負 の 値 を 指定 し た と き は 、 円 周 か ら 中 心 点 まで の 線 (半径 線 ) を 描き ま 


す の で 、 扇 形 を 描く こと が で きま す 。 負 の 値 に 対し て は その 絶対 値 が 指定 され た も の と し て 抽 


きま す 。 
な お 、 Fs と き で 角度 を 変数 で 指定 する と き は 、 一 360* と 指定 する か 、 も し く 
は ー 1 * 変 数 名 で 指定 し て くだ さい 。 変数 に 一 0 を 代入 し て も 0 と し て 認識 され ます 。 
e 式 。 の 値 に より 比率 陸生 『 し 半 。 
比率 が 1 の と き は 円 で 、 そ れ 以外 の と き は 析 円 を 描き ます 。 省 略し た 場合 は 1 が 
Y 軸 方 向 の 半径 (r。) 


比率 eo 
X 軸 方 向 の 半径 (r。) 


昌 定 され ます 。 


比率 を 0.5 に する と 横長 の 椿 円 に な り ま す 。 
@ S、R、X で 円 周 に 相当 する ドッ ト を 点灯 させ る か 、 消 すか 、 あ る い は 反転 させ る か を 指定 し 
ます 。 省略 し た 場合 は S が 指定 され ます 。 
S … 円 を 紅 く と き 、 ド ッ ト を 点灯 さき させ て 円 を 描き ます 。( ド ッ ト を セッ ト ) 
R… 円 を 描く と き 、 ド ッ ト を 消灯 させ て 円 を 描き ます 。( ド ッ ト を リセ ッ ト ) 
円 の 回 り の ドッ ト が 点灯 し て いる 場合 に 円 を 描く と き や 、 描 か れ て いる 
話 

を 


を 消す と き な ど 


いま す 。 
X… 円 を 描く と き 、 円 に 相当 する ドッ ト が 点灯 し て いる と き は 消し て 、 消 えて いる と き は 点灯 
MM 
@ 式 。 で 円 の 内 部 の 模様 を 次 の よう に 指定 し ます 。 省 略し た 場合 は 0 が 指定 され ます 。 


二 AA ム 』 人 


5 


(人 例 〉 19 CLS 


29 @ILRGLEBEXK7 1 28 20。、。 9.5,、,2 多 世 
39 END 

横長 の 椿 円 を 描き ます 
19 CLS 
29 CTRCL 選 (71。 823) 28 一 45,。 一 185 
390 END 


扇形 を 描き ます 


の すべ て が 男 囲 内 (一 32768<32767) 

に な いと エラ ー33 に な り ま す 。 

@ 画面 は ドッ ト で 構成 され て いま す の で 、 円 、 斜 線 、 曲 線 な ど 
に 3 まり 

@ 半径 が 小さ い 扇 形 を 描く と き 、 描 画 精度 が 悪く な る 場合 が あり ます 。 

@eCIRCLE 命 令 を 実行 する た め に は 、 ワ ー ク 用 と し て 約 1440 バ イト 以上 の フリ ー エ リア か 必 
要 で す 。 


は 正確 な 線 に な ら な い 場 合 が あり 
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基本 命令 
CLEAR…… クリ ア プロ グラ ム 
マニ ュ ア ル 
省略 形 …… CL 
機能 固定 変数 の 内 容 お よび 配列 変数 、 単 純 変数 を 消去 し ます 。 
書式 CLEAR 
参照 DIM 
説明 @ 単 生 変 数 や 、D I M 命 令 に より 確保 され て いた 配列 変数 は すべ て 消去 (未定 義 の 状態 に ) され 、 


固定 変数 の 内 容 も すべ て 消さ れ ま す 。 

人 例 〉 199 CLEAR:DIM B(4) 

この 例 で は 、 す べ て の 変数 を 消去 し て か ら 、 配 列 変数 B( 4 ) の 定義 を 行っ て いま す 。 プ ログ ラ 
ム の 先頭 で は よく この よう な 方 法 を 用 いま す 。 


ファ イル 関連 命令 


GLOS EE…: グ ロー ズ プロ グラ ム 
マニ ュ ア ル 
省略 形 …… CLOS. 
機能 | 入出 力 の ファ イル を 閉じ ます 。 
書式 | CLOSE [# フ ァイル 番号 ,# フ ァイル 番号 ……] 
参照 OPEN、PRINT#、INPUT キ # 
説明 | @ ファ イル 番号 に 対応 する ファ イル を 閉じ ます 。 フ ァイル 番号 は 1 、 2 また は 3 の いずれ か で す 。 


@ ファ イル 番号 を 省略 する と すべ て の ファ イル を 閑 じ ます 。 

@ ファ イル が 出力 (OUTPUT ま た は APPEND) モー ド で オー デン し て いた 場合 は 、 メ モ 
リ (出力 バッ ファ ) に 残っ て いる デー タ お よび ファ イル 終了 コー ド を 、 出 力 し て か ら ク ロー ズ 
し ます (閉じ ます )。 

@ 次 の 場合 も 自動 的 に ファ イル を 閉じ ます 。 

・END、NEW、RUN 和 命令 を 実行 し た と き 

・ 電 源 が 切れ た と き 

・ プ ログ ラム の 編集 を し た と き (プロ グラ ム の 入力 、 修 正 、 削 除 や DELETE 命 令 な ど を 実 
行 し た と き ) 
。 プ ログ ラム ファ イル エリ ア へ の プロ グラ ム の 登録 、 呼 び 出し 、 削 除 な ど を 行っ た と き 
・BSAVE、BLOAD、BLOAD?、BSAVE M、BLOAD M 命 令 実行 時 

・ 機 械 語 モ ニタ モー ド へ 切り 替え た と き 

-BASIC モ ー ド (RUN、PRO) か ら 他 の モー ド (TEXT、CASL な ど ) へ 切り 替 
えた と き 
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基本 命令 
CL Siti… クリ アス クリ ー ン [プロ グラ ム | 
省略 レ 2 ある の な し 
機能 | 表示 内 容 を 消去 し ます 。 
書式 | CLS 
参照 し OCATE 
説明 | 表示 内 容 を 消去 し 、 表 示 開 始 位置 を (@, 6) 位置 に 戻し ます 。 
基本 命令 
CONT……… コン ティ ニュ ー 
2 
省略 形 …… C 四 
機能 | 一 時 停止 し て いる プロ グラ ム の 実行 を 再開 し ます 。(RUN モ ー ド の マニ ュ ア ル 操 作 で の み 有 効 ) 
書式 CONT( 殺 
参照 | STOP 5 
説明 | STOP 命 令 や (ON) に より プロ グラ ム が 一 時 停止 し て いる と き 、 実行 を 再開 させ ます 。 
基本 命令 
D AT A……… デ ー タ ピロ グラ ム | 
省略 形 ……… DA 
機能 | READ 文 に 続く 変数 に 与え る デー タ を 指定 し ます 。 
書式 | 式 | | 式 ! 時 
DA TA 1 幸生 | 文字 
参照 READ 
説明 ] w READ 命 令 の 説明 を 参照 くだ さい 。 
基本 命令 
DEGREE… デ ィ グ リー プログ ラム | | 
ン ン マニ ュ ア ル 
省略 形 ……D E RM 
機能 度 単位 を 度 " に 設定 し ます 。 
書式 DEGREE 
参照 RADIAN、GRAD 
説明 | 三角 関数 、 逆 三角 関数 、 座 標 変換 で 扱う 角度 の 単位 を “ 度 "単位 ("〕 に 設定 し ます 。(1 直 
角 三 90?) 
基本 命令 
DELETE… デ リー ト 
ン マニ ュ ア ル 
省略 形 ……D E L. 
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機能 プロ グラ ム 行 を 削除 し ます 。(PRO モ ー ド の マニ ュ ア ル 操 作 で の み 有 効 ) 
書式 (1) DELETE 開始 行 番号 [- [終了 行 番号 ]] (< 
(2) DELETE 一 終了 行 番 号 [qa 
参照 「 NEW、PASS 
説明 @ 開始 行 番号 と 終了 行 番号 を 指定 し た と き は 、 そ の 間 に 含ま れる すべ て の 行 を 削除 し ます 。 
@ 開始 行 番号 の み を 指定 し た と き は 、 そ の 行 だ け を 削除 し ます 。 
@ 開始 行 番号 と ハイ フン (一) を 指定 し た と き は 、 開 始 行 番号 以降 の すべ て の 行 を 削除 し ます 。 
e 書式 (?) で は 、 プ ログ ラム の 先頭 行か ら 終 了 行 番号 間 に 含ま れる すべ て の 行 を 削除 し ます 。 
@ 開始 行 番号 と 終了 行 番号 の 両方 を 省略 し た と き は 、 エ ラー10 に な り ま す 。 
@ 指定 し た 行 番号 が 存在 し な いと き は 、 エ ラー40 に な り ま す 。 
@ 開始 行 番号 が 終了 行 番号 より も 大 きい 指定 を する と 、 エ ラー44 に な り ま す 。 
@ パス ワー ド が 設定 され て いる と き は 、DELETE 命 令 は 無視 され ます 。 
基本 命令 
D | M… Se65e2 ディ メン > ョ ン プロ グラ ム 
メ ン マニ ュ ア ル 
省略 形 ……D 
機能 配列 名 と 、 そ の 大 き さ を 定義 (宣言 ) し 、 配列 変数 を メモ リ (プロ グラ ム ・ デ ー タ エリ ア ) 上 に 
確保 し ます 。 
書 穫 | JOr ( 式 」) | | ( 式 」) | -| 
配列 名 ( 式 」, 式 ) ” [配列 名 ( 式 」, 式 ぅ ) 
配列 名 ( 式 」 ) | | 上 ( 式 」) | | 
2 IM 」 
4 に 天天 KR, 素 うう 
( 注 ) 書式 (2 ) は 文字 変数 で の み 使 用 で きま す 。 
参照 | CLEAR、RUN、ERASE 
説明 | 配列 変数 を 使用 する と き は 、 事 前 に D I M 命 令 に より 配列 名 と 、 そ の 大 き さ を 定義 (宣言 ) し 


て 、 メ モリ (プロ グラ ム ・ デ ー タ エリ ア ) 上 に 確保 し て お く 必 要 が あり ます 。 
e 配列 名 は アル ファ ベッ ト 1 文字 ある い は 2 文字 (2 文字 目 は 数 字 も 使用 可能 ) で 指定 し 、 文 字 
配列 変数 の 場合 は 後に $ マ ー ク を つけ ます 。 
e 式 」 お よび 式 。 は 添字 と いわ れ 、 配 列 の 大 き さ (配列 要素 数 ) と 次 元 を 指定 し ます 。 字 が 1 
つの も の を 一 次 元 配列 と 呼び 、 2 つの も の を 二 次 元 配列 と 呼び ます 。 本 機 で は 二 次 元 配列 まで 


が 使用 


で きま す 。 


《 例 〉 


DIM BK(3) 


一 次 元 配列 変数 B ( ) に つい て 、 配 列 要 素 B(9 )、B(1)、 


B(2)、B(3 ) の 4 個 が 確保 され ます 。 

二 次 元 配列 変数 XA$ ( ) に つい て 、 配 列 要素 XA$(9 , 
9)、XA$(0 , 1)、……… XA$(2 , 2)、XA$(2 , 3) 
の 12 個 が 確保 され ます 。 


添字 は 理論 的 に 9 255 ま で の 整数 値 を 用 いる こと が で きま す が 、 計 算 機 の メモ リ の 大 き さ 、 
使用 状態 に よっ て は 添字 で 指定 し た だ け 、 変 数 が 確保 で き な い 場合 が あり ます 。 (確保 で き な 
いと き は エラ ー60 に な り ま す 。) 
@ 添字 が 小数 部 を 含ん で いる と き は 小数 部 は 無視 され 、 整 数 部 の み が 有 効 に な り ま す 。 
@ 添字 は 数 値 変数 や 式 の 形 で 用 いる こと も で きま す 。 
人 例 〉) 19 INPUT A, B 
29 DIM X(A), Y (B-1) 
@ 文字 配列 変数 は 変数 の 長 さ を 指定 で きま す 。 


DIM XA$ (2, 3) 
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書式 (2 ) に お いて 、 式 。 に より 文字 数 を 1 255 文 字 の 範囲 で 任意 に 指定 で きま す 。 


(人 例 ) DIM F$ (2) *38 


DIM Y$ (5, 4) *6 


F$(9) -F$(2 ) の 各 変 数 に は 、 そ れ ぞ れ 最 大 30 文 
字 ま で 記憶 で きま す 。 


Y$(9 , 9) て Y$(5 , 4) の 各 変 数 に は 、 そ れ ぞ れ 


最大 6 文字 まで 記憶 で きま す 。 
文字 数 の 指定 (* 式 。) を 省略 し た 場合 は 、 自 動 的 に 16 文 字 が 指定 され ます 。 
指定 文字 数 が 大 きい ほど 多く の メモ リ を 必要 と し ます 。 


@ 複数 の 配列 を 使用 する 場合 は 、D 1 M 命 令 で 一 度 


に 定義 する こと が で きま す 。 


(人 例 〉 DIM }) (5), K$ (4, 3), XB$ (5) *18 


@ 一 度 定義 し た 配列 名 は 再 定 義 で きま せん 。 
た と えば 、DIM X メ (5) と DIM X (83, 


4 ) は 同じ XX と いう 配列 名 に な り 、 同 時 に 使 
で きま せん 。 た だ し 、 数 値 配列 変数 と 文字 配列 変数 は 別 の 配列 と みな され ます 。 た と えば 、 
配列 Z ( ) と Z$ ( ) は 同時 に 使用 で きま す 。 


@ 配列 変数 は ERASE、CLEAR 命 令 に より 消去 する (未定 義 の 状態 に する ) こと が で きま す 。 
また 、RUN 命 令 に より プロ グラ ム の 実行 を 開始 し た と きも 、 以 前 に 定義 され て いた 配列 変数 
は すべ て 消去 され ます 。GOT OO 命令 に よる プロ グラ ム の 実行 で は 、 変 数 は 消 ま され ませ ん 。 
し た が っ て 、 一 度 実行 し た プロ グラ ム を GOTO 命 令 に より 再 実行 させ る と き な ど に 、D IM 
命令 の 書か れ て いる 行 を 実行 させ る と 同じ 変数 名 を 再 定義 むす る こと に な り 、 エ ラー30 に な り ま 
す 。 こ の よう な 場合 は ERASE ま た は CLEAR 命令 で 消去 し て か ら 、 定 義 し 直す よう に し 


て くだ さい 。 
人 例 〉 56 


基本 命令 


IS!I:ERASE X: DIM X(3, 4) 


DMS $……… デ ィ ー D エム < エス 


・ ド ル 


プロ グラ ム 
マニ ュ ア ル 


機能 | 10 進 数 ( 度 ) を 60 進 数 ( 度 ・ 分 ・ 秒 ) の 文字 列 に 変換 し ます 。 


説明 | @10 進 数 を 60 進 数 の 文字 列 ( 度 で C)・ 分 で C )・ 秒 で ) の 記号 を 含む ) の 形 に 変換 し ます 。 


( 例 ) 19 B=@1. 81 
2 9 MP B 


39 PRINT AA$S 


へ 
HE 


RUN 
61*”" 99 867" 
と 


E) 変換 し た 結果 を 格納 する 文字 変数 に は 、 文 字 単 純 変 数 か 文字 配列 変数 を 使用 し て くだ さ 


い 。 文字 固定 変数 に は 、 最 大 ? 文字 まで 格納 で きま す 。 (変数 の 長 さ に つい て は 153 ペ ー 


ジ を 参照 ) 
人 例 ) 190 B=1. 2345 
29 A$=DMS$ B 


39 PRINT!A$= !:A$S 
49 AA$=DMS$ B 
59 PRINT'AA$=!:AAS 
@ 度 ・ 分 ・ 秒 の 記号 の キャ ラク ター コー ド (くわ し く は 384 ペ ー ジ 参照 ) 
皿 
て 


C ) …2283 (H&DF)、 分 で ) …39 (HH&27)、 秒 で )…248 (H&F8) 
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基本 命令 
EN D………… エン ド [プロ グラ ム | 
省略 形 …… E 
機能 | プロ グラ ム の 実行 を 終了 させ ます 。 
書式 | END 
説明 @ プロ グラ ム の 実行 を 終了 し 、 オ ー プ ン さ れ て いた ファ イル を すべ て 閉じ ます 。 
基本 命令 
E OF …… エン ド ・ オ ブ ・ フ ァイル ブ プログラム 
ン ン マニ ュ ア ル 
省略 形 ……E O. 
機能 | ファ イル の 終わ り を 検出 し ます 。 
書式 EOF (ファ イル 番号 ) 
参照 OPEN 
説明 | @ ファ イル 番号 で 指定 し た ファ イル の デー タ を 最後 まで 読み 取っ た か どう か を 調べ ます 。 ファイ 
ル 番 号 は 1 、2 、 3 の いずれ か で す 。 
@ ラム デー タフ ァイル また は 11 ピ ン の 通信 時 の み 有 効 で す 。 
@ 最後 に 達し て いれ ば ー 1 ( 真 )、 そ う で な けれ ば 0 ( 偽 ) の 値 を 与え ます 。 
@ 11 ビ ピン 通信 時 で 全 二 重 通 信 の 場合 は 、 受 信 パ バッファ 内 が 空 の と き は 一 1 ( 真 )、 空 で な いと き 
は 0 ( 倫 ) に な り ま す 。 
半 二 重 通 信 の 場合 は 、 最 後に 達し て いれ ば ー 1 ( 真 )、 そ う で な けれ ば (0) ( 偽 ) に な り ま す 。 
@ ファ イル 番号 で 指定 し た ファ イル の 装置 名 が E (ラム デー タフ ァイル ) の 場合 は 、INPUT 
モー ド で オー プン され て いな いと エラ ー に な り ま す 。 
〈 例 ) ラム デー タフ ァイル (ABC. DAT) の 確保 (181 ペ ー ジ 参照 ) を し た 後 で 、 次 の 
プロ グラ ム を 入力 し て くだ さい 。 
16 OPEN!E:ABC. DAT! FOR OUTPUT AS #2 
29 PRINT #2, 123, 456, 789 
839 CLOSE 
49 OPENIE:ABC. DAT! FOR INPUT AS #2 
59 INPUT #2, A, B 
69 X=EOF (2) ーー デー タ の 読み 出し は 終了 し て いな い 
79 INPUT #2,C 
89 Y=EOF (2) < デー タ の 読み 出し は 終了 し て いる 
99 CLOSE :PRINT X, Y:END 
この プロ グラ ム を 実行 する と 、Xー 0 、Y ニ テー 1 に な り ま す 。 
基本 命令 
ERASE…… イ レー ズ プロ グラ ム 
レン マニ ュ ア ル 
省略 形 …… ER 
機能 配列 変数 を 消去 し ます 。 
書 ERASE 配列 名 [[, 配列 名 ……] 
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参照 | CLEAR、DIM 
[説明 | 指定 し た 配列 変数 を 消去 し ます 。 
e ERASE 命 令 で 配列 変数 を 消去 すれ ば 、 そ の 配列 変数 が 占め て いた 領域 を 他 の 目的 の た め に 
使う こと が で きま す 。 
また 、 配 列 の 大 き さ を 変更 し た いと き 、ERASE 命 令 で それ まで の 配列 を 消去 すれ ば D IM 
命令 で 配列 の 大 き さ を 再 定義 で きま す 。 
@ すべ て の 変数 を 消去 す る と き は CLEAR 命令 を 使い ます 。 
《 例 〉 19 DIM A(2, 3), B$ (5) *396 
1090 ERASE B$ 
ファ イル 関連 命令 
F 1LES…… ファ イル ズ 
の マニ ュ ア ル 
省略 形 ……F 1. 
機能 ′" プロ グラ ム フ ァ イル エリ ア に 登録 され て いる ファ イル の ファ イル 名 と ファ イル サイ ズ を 表示 し ます 。 
書式 | FILES[ 条 
参照 | LFILES、SAVE、LOAD 
説明 | @ 実 行 する と 先頭 の ファ イル 名 か ら 表 示し ます 。 画面 に は 6 つの ファ イル 名 まで 表示 され ます 。 
@ ファ イル 名 の 左側 に ゅ マー ク が 点灯 し て いま す 。 只 マ ー ク は (4) 、 [WW] で 上 下 に 移動 で きま す 。 
これ を 移動 させ て いけ は 必要 に 応じ て 画面 が 送ら れ て 、 別 の ファ イル 名 を 表示 し ます 。 
OAD 
ュ マ ー ク を 必要 な ブログ ラム の ファ イル 名 に 移動 させ て か ら [SHIET) + [IM を 押す と 、 そ の 
プロ グラ ム を 呼び 出す こと が で きま す 。 た だ し 、TEX 穫 モー ド で 登録 し た プロ グラ ム を 呼び 
出す こと は で きま せん 。 
@ ファ イル サイ ズ に つい て の くわ し い 説 明 は 、179 ペ ー ジ を ご 覧 くだ さい 。 
@ [CLS) 、(BREAK] な ど で フ ァイル 名 の 表示 を 解除 で きま す 。 
基本 命令 
1 フィ ッ ャ みえ プロ グラ ム 
っ レン | マニ ュ ア ル | 
省略 形 …… な し 
機能 | 数値 の 整数 部 を 求め ます 。 
書式 | FIiX 式 
説明 |  w 式 の 値 の 小数 点 以下 を 取り 除い た 整数 部 だ け の 値 を 求め ます 。 
(人 例 〉) A=FIX 2.5 A に は 2 が 代入 され ます 。 
A=FIX 一 2.5 A に は 一 2 が 代入 され ます 。 
A=FIX (2.45*3)  A に は 7 が 代入 され ます 。 
基本 命令 
FOR て NEX 丁 … フ ォ ー ン ネクス ト [| プログ ラム 


省略 形 …… F. N、 STE. 


機能 


FOR と NEX 十 の 間 に 書 か れ た 命令 を 指定 され た 条件 が 満た され る まで 、 繰 り 返し 実行 し ます 。 
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書式 | FOR 数 値 変数 初期 値 TO 最終 値 STEP きざみ 値 
( 
NEXT [数 値 変数 ] 
参照 | REPEATCUNTIL、WHILE<WEND 
説明 |  e 数 値 変数 が 初期 値 か ら 始ま っ て 、 指 定 さ れ た きざみ 値 分 ずつ 増加 (ある い は 減少 ) し て いき 、 
最終 値 よ り も 大 きく (ある い は 小さ く ) な る まで FOR と NEXTT の 間 を 繰り 返し 実行 し ます 。 

(この 繰り 返し 部 分 を FOR て NEXT ル ー プ と 呼び ます 。) 

( 例 ) FOR A=9 TO 1 STEP 2 A が 0 か ら 始 まっ て 、1 回 FOR と NEX 
) T 間 を 実行 する ご と に A に 2 を 加え な が ら 、 
A の 値 が 10 を 超え る まで 、FOR と NEX 

NEX 征 A の 間 を 実行 し ます 。 

@ きざみ 値 が 1 の と き は STEP 1 を 省略 する こと が で きま す 。 

@e FOR と NEX 生 は 必ず 対 に し て 使い 、F O R の 後 の 数 値 変 数 と N EX の 後 の 数 値 変数 は 同 

ー で な けれ ば な り ま せん 。 た だ し 、NEXTT の 後 の 数 値 変 数 は 省略 で きま す 。 

FOR B=1 TO 5 
( ーーーーーーーーーーー- 同 じ 数 値 変 数 に する 。 

NEXT B 

e 初期 値 、 最 終値 、 き ざ み 値 (ステ ッ プ 値 ) は 次 の 範囲 内 で 指定 で きま す 。 

ー9.999999999E 99~9. 999999999E99 

(一 9.999999999x 1099 9.999999999X 109) 

@ 初期 値 に きざみ 値 を 加え る と 最終 値 か ら 離 れ て し まう 場合 は 、、 ル ー プ 内 を 1 回 だ び 実 行 し て ルー 

プ を 抜け ます 。 

な お 、 き ざ み 値 を 9 に 指定 し ます と 、 永 遠 に ルー プ 内 の 実行 を 繰り 返す プロ グラ ム に な っ て し 

まい ます 。 

@ FORCNEXT ル ー プ の 中 に 、 別 の FORNEXT ル ー プ を 入れ る 場合 、 中 に 入る FOR 

NEX 和 エル ー プ は 外 の FOR て NEXT ル ー プ 内 に 完全 に 入っ て いな けれ ば な り ま せん 。 こ 

の 条件 で ルー プ を 最大 5 段 ま で 重ね て 使う (深み を も た せる ) こと が で きま す 。(379 ペ ー ジ の 

スタ ッ ク 参 照 ) 

@e FOR 一 NEXT ル ー プ の 外 か ら ル ー プ 内 に 飛び 込む こと は で きま せん 。 (飛び 込ま せる と ェ 

ラー52 に な り ま す 。) 

( 注 ) ・FORC て NEXT エ ルー プ か ら 外 に 飛び 出し た 場合 、 そ の ルー プ は 終了 し た こと に な り ま 
せん 。 プ ログ ラム に よっ て は (FOR 命令 を 何 回 か 実行 する よう な プロ グラ ム の 場合 )、 
FOR<NEX 征 の 深み ェ ラ ー50 が 発生 する こと が あり ます 。 
・FORNEXT ル ー プ 内 で は CLEAR、ERASE、D IM 命令 は 使用 で きま せん 。 

関数 
F R E………… フリ ー プロ グラ ム 
省略 形 …… F R 1 
機能 | 未 使用 部 分 の バイ ト 数 を 求め ます 。 
書式 | FRE 
[説明 | 本 機内 の メモ リ の 中 で 、 現 在 使用 され て いな い 部 分 の バイ ト 数 が 得 ら れ ま す 。 


BASIC の プロ グラ ム や 配列 変数 、 単 純 変 数 お よび 機械 語 エ リア 、 プ ログ ラム ファ イル エリ 
ア 、 ラ ム デ ー タ ファ イル エリ ア 、 テ キス ト エ リア と し て 使用 きれ て いる 部 分 以外 の バイ ト 数 を 
求め ます 。 
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グラ フィ ッ ク 命 令 


GCURSOR……… グ ラフ ィ ッ ク カ ー ソ ル 2m25 な 
省略 形 …… GC. [マニ ュ ア ル | 


[機能 | グラ フィ ッ ク 表 示 の 開始 位置 を ドッ ト ( 点 ) 単位 で 指定 し ます 。 

書式 | GCURSOR ( 式 」, 式 ? ) 

参照 GPRINT、LOCATE 

説明 | 画面 は 横 144、 縦 48 の ドッ ト ( 点 ) で 構成 され て いま す 。 
この ドッ ト は それ ぞ れ 横 方 向 に 0 ~143、 縦 方 向 に 0 て 47 の 番号 が つけ られ て いま す 。 こ の 番 
号 を XーY 座 標 と 同様 の 形 、 つ まり 式 」 で XX 方 向 、 式 。 で Y 方 向 の 番号 を 指定 し て 、 表 示 開 始 
位置 (表示 の 開始 ドッ ト ) を 指定 し ます 。 

012 tt 143 


0 
1 


47 記 


e 式 」、 式 。 は 一 32768 一 32767 の 範囲 で 指定 で きま す 。 た だ し 、 画 面 を は み 出 す よ うな 指定 を 行 
う ( 式 」 が 0~143、 式 。 が 0 て 47 の 範囲 外 の 値 ) と 、 画 面 外 の 仮想 位置 を 表示 開始 位置 に 指定 
する こと に な り ま す 。 

e 表示 開始 位置 は R UN 命令 を 実行 し た と き や 電 源 を 入れ 直し た と き 、 ま た は 、 ー 
を 押し た と き な ど で は (0, 7 ) 位置 が 指定 され ます 。 

人 例 ) 19 CLS :WAIT 
29 GCURSOR (7 9,28) 
39 GPRINT!1834458F452C18! 
この プロ グラ ム を 実行 する と 、 画 面 の 中 程 に 次 の よう に 表示 され ます 。 
(斜線 部 分 は 表示 され ませ ん 。) 


L 


< 縦 方 向 の 座標 =28 


1 


1 
横 方 向 の 座標 =70 


基本 命令 

GOSUB<RETURN… ゴ ー サ ブン リタ ー ン プロ グラ ム . 

省略 形 ……GOS. RE. _ 

機能 | 指定 し た 行か ら 始 まる サブ ルー チン へ プロ グラ ム の 実行 を 移し 、RETURN 命 令 で 戻り ます 。 
oosnp | ] 
ラマ ペル 


RETURN 


第 10 章 BAS 1C の 各 命 令 の 説明 330 


GOTO、ON GOSUB 

@ 何 回 も 同じ 計算 や 処理 が 出 て くる 場合 、 そ の 部 分 を 抜き 出し て プロ グラ ム し て お きま す 。 抜き 
出し た プロ グラ ム を 必要 に 応じ て 実行 すれ ば 、 プ ログ ラム を 短 か く 簡略 化 で きま す 。 

@ サブ ルー チン へ の ジャ ンプ は GOSUB 命 令 に 続い て 、 サ ブル ー チ ン の お か れ て いる 行 番号 ま 
た は ラベ ル を 書い て 指示 し ます 。( ラ ベル に つい て は 163 ペ ー ジ 参照 ) 
《 例 〉 


5959:GOSUB 289 200 行 へ サブ ルー チン ジャ ンプ 


199:GOSUB "AI ラベ ル ! AI! また は *A が 書か れ て いる 行 へ 
サザ プル ー チ ンジ ャ ジ プ 

$ サブ ルー チン の 最後 に は RETURN 命 令 を 書い て 、 メ イン ルー チン へ の 復帰 を 指示 し ます 。 
(RETURN 命 令 に は 行 番号 の 指定 は 不要 で す 。) 

メイ ン ル ー チ ン へ 復帰 し た と き は 、GOSUB 命 令 の 次 の 命令 を 引き 続き 実行 し ます 。 
@ サブ ルー チン か ら 別 の サブ ルー チン へ 実行 を 移す こと が で きま す 。 

サブ ルー チン か ら サ ブル ー チ ン へ 、 ま た 次 の サブ ルー チン へ …… と いう よう に 重ね て 使用 する 
場合 、 最 高 10 段 まで 重ね る (深み を も た せる ) こと が で きま す 。(10 段 を 超え る と ェ ラ ー50 に 
な り ま す 。) 


基本 命 人 
は 基数 me ゴー ト ョ ー ワ ロ 2 ラ 4j | 
省略 ee G マニ ュ ア ル 
プロ グラ ム の 実行 を 指定 され た 行 へ 無 条 件 に 移し ます 。 - 
coro | 089 ] 
ラベ ル 


GOSUB、ON~ GOTO、RUN 

@ 通常 プロ グラ ム は 小さ い 行か ら 順次 実行 され ます が 、GOTO 命 令 に より 、 その 実行 を 指定 し 
た 行 へ 移す (ジャ ンプ させ る ) こと が で きま す 。 
また 、RUN モ ー ド で の マニ ュ ア ル 操 作 に より 、 指 定 し た 行か ら プ ログ ラム の 実行 を 開始 させ 
る こと が で きま す 。 

@ ジャ ンプ 先 は 、GOTO 命 令 に 続け て 行 番号 また は ラベ ル を 書い て 指定 し ます 。( ラ ベル に つ 
いて は 163 ペ ー ジ 参照 ) 


《 人 例 ) GOTO 49 40 行 へ ヴ ャ ンプ し な さい 。 
GOTO !AB* ラベ ル !AB! ま た は *AB の つい て いる 行 へ ジャ ンプ し 
な ざい 。 


@ 指定 し た 行 番号 お よび ラベ ル が な い 場 合 は エラ ー40 に な り ま す 。 

@ 同じ ラベ ル が 2 個 以上 書か れ て いる と き は 、 行 番号 の 小さ い ほ う へ ジャ ンプ し ます 。 

e GOT O 命 信 に より プロ グラ ム の 実行 が 開始 され た と き の 計 算 機 の 状態 に つい て は 163 ペ ー ジ 
を 参照 し て くだ さい 。 


グラ フィ ッ ク 命 令 


全 了 B 目 | 央 す =ー…e グラ ブイ ィ タ 多 プ リン トド プログラム 


省略 形 …… G P [マニュ アル | 
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[機能 | 指定 され た ドッ トペ ター ン を 表示 し ます 。 
書 ヨ (1) GPRINT 文字 列 
(2) GPR1INT 式 [: 葉 : 葉 せ ] 
参照 GCURSOR、PRINT 
説明 | 文字 列 や 式 で 、 表 示さ せる ドッ ト パ マター ン を 指定 し ます 。 ド ッ ト パ ター ン は 縦 に 並ぶ 8 ドッ ト 


を 1 まとまり と し て 指定 し ます 。 


@ 書式 (1) で は 、 縦 に 並ぶ 8 ドッ ト を 下 側 4 ド ッ ト と 上 側 4 ドット に 分 け て 、 そ れ ぞ れ の パタ ー 
ン を 16 進 数 で 表し 、 文 字 列 と し て !  ! で 囲ん で 指定 し ます 。 
16 | ドッ 16 | ドッ 16 | ドッ 16 | ドッ ト !| 
進数 | パタ ー ン | 進数 | パタ ー ン | 進数 | パタ ー ン | 進数 | パタ ー ン 
日 [上 上側 ドッ ト | 9 | 因 | きま 回 | 
| 人 た = g B 
| | 下 側 ド ッ ト 四 
1 5 男 9 D 
回 | 。 較 
し _ 縦 8 ド 4 ト | 軸 | 還 
2 国 6 時 A E 上 
二 | 見 | | 四 L 関 較 」 
中 日 日 目 時 | 
症 HH | | 昌 | | 男 | | 


例 〉 GPRINT JOO OO OO に 


1 1 数字 2 生 を 1 組 に し て 継 1 外 の ドッ トペ パターン を 指定 し ます 。 
最初 の 数 字 は 下 側 4 ド ッ ト 、2 番 目 の 数 字 は 上 側 4 ドッ ト を 
表し ます 。 


(人 例 1>) GPRINT!1902812FD122819! 


上 側 4 ドット 


下 側 4 ドット 


98 2D2 8 60…… 上 側 の ドッ トペ パ ター ン を 16 進 数 で 表し た 場合 

121E12 1…… 下 側 の ドッ トペ パタ ー ン を 16 進 数 で 表し た 場合 
@e 書式 (2 ) で は 、 縦 に 並ぶ が 8 ドッ ト を 1 まとまり と し て 、 ド ッ ト パ ターン を 数 値 で 指定 し ます 。 
縦 に 並ぶ 8 ドット は 、 下 に 示す よう に それ ぞ れ “重み "が 与え られ て いま す 。 
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F- 各 ド ッ ト の 重み 各 ド ッ ト の 重み 
_ 。 Y (16 進 数 値 の 場合 ) (10 進 数 値 の 場合 
ー ] *- 1 
4 \- 2 
4 *ー 4 
<ー 8 ーー 8 
1 *- 16 
<20 ーー 32 
<40 デ 64 
<80 128 
ドッ トペ ターン を 指定 する と き は 、 点灯 させ た い ド ッ ト の 重み を 加え 合わ せ た 値 で 指定 し ます 。 


《 例 2〉 例 1 に 示し た パタ ー ン を 表示 し ます 。 
16 進 数 値 に よる 指定 
GPRINT &H19:&H28:&H12:&HFDji&H12j&H28: 
&H18 
10 進 数 値 に よる 指定 


GPRINT 6j4011882883i19NA0Oi18 
@GCURSOR 命 令 で 表示 開始 位置 が 指定 され て いる 場合 、G P R I NT 命令 で 表示 され る 内 
容 は 、 指 定 さ れ て いる 表示 開始 位置 (ドッ ト ) を 含ん だ 上 側 の 8 ドッ ト を 使っ て 、 最 初 の ドッ 
ト パ タ ー ン を 表示 し ます 。 
人 例 3) 19 AA$=!192812FD122818! 
29 GCURSOR (39, 28) 
39 GPRINT AA$:AA$:AA$ 


1 
GCURSOR 命 令 の 指定 位置 (3 9, 206) 


月 し て 表示 が 開始 され ます 。 


@GPR INT 命 令 が セミ コロ ン ( : ) で 終わ っ て いる 場合 は 、 実行 後 、 表 示さ れ た 内 容 の 1 列 
右側 が 次 の 表示 開始 位置 に 指定 され ます 。 な お 、GPR INT 命 令 の 最後 が コロ ン 、 ま た は 改 
行 の 場合 は 、 横 方 向 (X 方 向 ) の 指定 が 6 に 戻り ます 。 

@ WA ] 生命 令 で 指定 され た 時 間 だ け 表 示し ます 。 


この 位置 より 上 側 8 ドット を 


7 叶 


基本 命令 - _- 
GRAD PPPPPPD グラ ー ド プロ グラ ム 
ンス ン マニ ュ ア ル 
省略 形 ……G R. 

機能 角度 単位 を “GRAD” (グラ ー ド ) に 設定 し ます 。 


GRAD 
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参照 DEGREE、RADIAN 


説明 |  @ 三 角 関 数 、 逆 三角 関数 、 座 標 変換 で 扱う 角度 の 単位 を “GRAD” 単位 [sg ] に 設定 し ます 。 
(1 直角 =100g ) 
基本 命令 
3 
H EX 和 $ dy へ キサ ドル プロ グラ ム | 
っ ン [マニ ュ ア ル | 
省略 形 …… 昌 ユ | 
機能 | 数 値 デ ー タ を 10 進 数 と みな し 、16 進 数 の 文字 列 に 変換 し ます 。 
書式 |) HEX$ 式 
説明 | 式 の 値 は ー9999999999 か ら 9999999999 の 範囲 で 、 整 数 部 の み が 有 効 で す 。 
〈 例 ) C$=HEX$12+1HEX$15 C$ に は !CF ! が 代入 され ます 。 
基本 命令 
IF ン THEN ン て ELSE… イ フン ゼン ン エ ルス プロ グラ 人 | | 
省略 形 …… IF 征 . EL. ミミ | 
機能 | 条件 を 判断 し 、 プ ログ ラム の 流れ (実行 の 順番 ) を 変え た ます 。 
書式 行 番号 行 番号 
IF 条件 式 THEN 1 ラベ ル ! [ELSE ? ラ ベル { ] 
実行 文 実行 文 
参照 | AND、OR 
説明 | WIF に 続く 条件 式 が 成立 し た 場合 は THEN に 続く 命令 を 実行 し ます 。 条 件 式 が 成立 し な い 場 


合 は 、EL SE に 続く 命令 を 実行 し ます 。EL SE を 省略 し た 場合 、 条 件 式 が 成立 し な いと き 


は 次 の 行 へ 実行 が 移り ます 。 


@ THEN や EL SE に 続け て 行 番号 また は ラベ ル を 書く と 、 そ の 行 ま た は ラベ ル が 書か れ て い 


る 行 へ ジャ ンプ し ます 。 
@ 実行 文 と し て 代入 文 を 書く と き は 、THEN ま た は LET 命 令 が 必要 で す 。 


@ THEN 命 令 を 省略 し て 実行 文 (PR I NT 文 、I NPUT 文 な ど ) を 書く こと が で きま す が 、 
ジャ ンプ を 指示 する 場合 は THEN ま た は GOTO 命 令 が 必要 で す 。(EL SE は 省略 で きま 


せん 。) 
具体 的 な 使い か た に つい て は 、117 ペ ー ジ も 参照 し て くだ さい 。 
《 例 〉 IF AS< く 5 THEN C= モ AwB:GOTO 58 


も し A が 5 より も 小さ けれ ば 、A*B の 結 遇 


て 、50 行 へ ジャ ンプ し ます 。 


ELSI 109 
ELS] 108 


ーー 
ヨ 9 

pj 

〇 の 
1 


ト F1 GOTO 
ト 1 THEN 


6 5 
6 5 


kJ 


3 
全 
中 
と 
避 
| 
の 
] 


等 し く な けれ ば 100 行 へ ジャ ンプ し ます 。 


@ 条件 式 と し て は 、= ニ 、>、> テ 、 ぐ く 、 ぐ = テ 、 ぐ > が 使用 で きま す 。 

@ 条件 式 は 、A や B 十 4 の よう な 変数 や 、 通 常 の 式 に する こと も で きま す 。 
IF B 十 4 THEN 68 
IF A THEN 66 


を C に 代入 し 


も し 、B と C 二 1 の 結果 が 等 し けれ ば 60 行 へ ジャ ンプ し 、 


この 場合 は 、 変 数 や 式 の 値 が 9 以外 (IF 文 が 成立 ) な ら ば IF 文 の 後に 続く 内 容 を 実行 し 、 


9 (IF 文 が 不成立 ) な ら ば 次 の 行 を 実行 し ます 。 
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@ 条件 式 は 次 の 例 の よう に "*” と “ 十 " を 用 いて 結合 で きま す 。 
( 例 〉 IF (A>5) * (B>1) THEN………… 


A が 5 より も 大 きく 、 か つ B が 1 より も 大 きい と き 、 丁 日 


EN に 続く 内 容 を 実行 (論理 積 : AND) 


IF (A>5) 上 CB>1) THEN……… 


A が 5 より も 大 きい か 、 あ る い は B が 1 より も 大 きい と き 、 


THEN に 続く 内 容 を 実行 (論理 和 : OR) 


e 文字 列 の 比較 
条件 式 に 文字 列 を 用 いる こと に より 、 文 字 列 の 比較 、 大 小判 断 が で きま す 。 


文字 列 は キャ ラク タコ ー ド の 大 き さ に よっ て 比較 され ます 。 た と えば 、 キ ャ ラク タコ ー ド で は 
*A” が 65、“B” が 66、“C” が 67…… と な っ て いま す 。 し た が っ て “A” は “B” より も 
小さ く 、 “B” は “C” より も 小さ く な り ま す 。 同 様 に 数 字 は アル ファ ベッ ト よ り 小 さく な り 


ます 。 
〈 例 〉 150 行 の デー タ を 読み 込ん で 、 ア イ ウ エ オ 順に 並べ 替え ます 。 
5 CLS 
19 DIM Y$ (4) 
20 READ Y$ (1),Y$ (2), Y$ (3), Y$ (4) 
39 GOSUB 299:PRINT 
49 FOR A=1 TO 3 
59 FOR B=A+1 TO 4 
69 IF Y$(A) <=Y$(B) THEN 86 比較 、 
70 Y$ (89) =Y$ (A) : Y$ (A) =Y$ (B) 


Y$ (B) =Y$ (9) 


89 NEXT B:NEXT A 

99 GOSUB 2089:END 

159 DATA アサ ミ , サチ コ , アサ コ , キヨ ミ 
290 FOR A=1 TO 4 

219 PRINT Y$ (A) ji! ここ!5 
2290 NEXT A 

239 PRINT:RETURN 


k べ 替え ルー プ 


1 


@ 1 つの 式 で 扱う 文字 列 の 長 さ に つい て 


255 文 字 を 超え る と 、 エ ラー55 に な り ま す 。 


文字 列 の 結合 や 大 小 比 較 な どの 式 に お いて 、 1 つの 式 に 含ま れる 文字 (アル ファ ベッ ト 、 
カタ カナ 、 数 字 な ど ) の 数 は 、 合 計 で 255 文 字 を 超え な い 範囲 で 演算 処 理 を 行っ て くだ さい 。 


基本 命令 
IF く THEN<ELSE>END 1 F… イ フッ ゼン マエ ルス マエ ンド イフ ピロ グラ ム 
省略 形 …… 1F T. EL. ENDI. 


| 朋 能 | 条件 を 判断 し 、 プ ログ ラム の 流れ (実行 の 順番 ) を 変え ます 。 
[書式 | IF 条件 式 THEN 
実行 文 1 
[ELSE 
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2 e 0 は アロ ケラ ム の 一 時 停止 キー (プレ ー ク キー) と し て 働き ます 。 
1 e [SHIFT を 押し な が ら 、 キ ー を 押し た と き に 働く 機能 や 入力 され る 記号 、(2ndF] に 続い て 押し 
実行 文 3 


た と き に 働く 機能 な ど を 読み 込む こと は で きま せん 。 ま た 、 英 小文字 や カナ 文字 を 読み 込む こ 
と も で きま せん 。 
@ (OFF 、 は 読み 込む こと と は で きま せん 。 
@ 命令 実行 時 に 押さ れ て いた キー の デー タ を 読み 込む た め の 命令 で す 。INPUT 命 令 の よう に 
キー 入力 時 に を 押す 必要 は あり ませ ん 。 
( 注 ) プロ グラ ム の 初め に INKEY$ が ある と 、 プ ログ ラム を スタ ー ト させ た と き に スタ ー ト 
キー を 読み 取っ て し まう こと が あり ます 。 
INKEY$ で 読み 取ら れる キー と キー コー ド 


参照 IF<THEN<ELSE、AND、OR、NOT、XOR 
説明 IF、ELSE、ENDIF は それ ぞ れ 行頭 (ライ ン ナ ン バ ー の すぐ 後ろ ) に 書く 必要 が あり 
ます 。 な お 、 ラ ベル の 後ろ は 行頭 に は な り ま せん 。 
@ THEN (も し く は ELSE) の 後ろ に ステ ー ト メン ト 、 式 、 リ マー ク 等 の 実行 文 を 書く こと 
は で きま せん 。 THEN の 後ろ に ステ ー ト メン ト な ご ど を 書い た り 、THEN を 省略 し た りす る 
と 1 行 形式 の TFTHEN-ELSE と 見 な され ます 。 
@ 条件 式 が 成立 し た 場合 は 、 実 行文 1 を 実行 し た 後 、 実 行文 3 に 移り ます 。 
条件 式 が 成立 し な い 場 合 は 、 実 行文 2 を 実行 し た 後 、 実 行文 3 に 移り ます 。 


e ELSEC 実 行文 2 を 省略 し た 場合 、 条 件 式 が 成立 し な いと き は 、 実 行文 3 に 移り ます 。 0 16 32 48 | 64 | 80 | … | 128|1144 | … | 240 
e 条件 式 の 使用 方 法 や 判断 内 容 は TFTHENELSE (1 行 形 式 ) の 場合 と 同じ で す 。  。 少 f 5 llmlglwk lmwlsl。l ぁ 
〈 例 〉 鈴 亀 算 を 行う プロ グラ ム で す 。 16 進 下位 
10 悦 呈 1 生 >EL ! 0| 5 2ndF ISPACE| 0 P 
26 INPUT! セ "ンタ イノ カス ′ : ! iA | 1 1 & | In 
39 LOCATE 14, 9:INPUT! ア シノ カス ' : !:B 2| s CLS 2 B | R | jog 
4 IF(4*A) <B OR(2*A) >B THEN 一 一 3 引 | 3 3 C S 
59 PRINT!IMPOSSIBLE ヤリ ナオ ォ シ !! 放 | 5 4 D LlT 
0 5| 5 Y | CAP8 5 | g | DU sin | 
79  C=B-INT(B ノ 2) *2 ① と ② で ブロ ッ ク : - 6 aw | 5 
0 人 形式 の TFTH 7| 7 | AN8 | gs | 7 | ce | w 1/z | tan 
9 9 PRINT ! ア シノ カス カ ′" キス ウ テ ` ス ! ① ENCELSE~ 3 3 PT RGM 6 = 3 H x 時 
195 ELSE ENDIF を 使用 と 
118 メー (2 *A) 一 B ノ 2 : マ = (CB ン 2) -A |⑨| し て いま す 。 誠人 
12 9 WAIT 0:PRINT! ッ ル ノ カ スハ へ! X 0 為 | B = 
138 WAIT:PRINT! カ メ ノ カ ス ′" へ !:Y 11| B INS _| 半 K ーDBG を | 
146 ENDIF = 12 C CONST 5 也 FE Y 
158 ENDIF 本 18| D 四 ー = | M sh 
168 GOTO 18 14| g と N |yAl_ MDF 
15| Fr ュ / O 
関数 
INKEY$… イ ン キ ー ド ル [プロ グラ ム | 基本 全 令 ー 
省略 形 …… 1NK. INPUT…… イン プッ ト ブログ ラム 
[機能 | 押さ れ た キー の 内 容 を 読み 込ん で 指定 され た 文字 変数 に 代入 し ます 。 省略 形 2 ls = 放 計 ゴ 
書式 | 文字 変数 王 INKEY 機能 | キー か ら 数 値 ま た は 文字 列 の 入力 を 行い ます 。 
説明 @ 通常 、 次 の 例 の よう に 繰り 返し ルー プ を 作っ て 、 有 効 な キー が 押さ れる の を 待ち ます 。 実行 き [書式 | (1) INPUT 変数 [, 変数 …… ] 
れ た と き に 、 キ ー が 押さ れ て いな けれ ば 、 変 数 に は Null (空白 ) が 代入 され ます 。 ー (2) INPUT 文字 !。 変数 [, "文字 !, 変数 ……] 
9 (8) INPUT ! 文 字 ! 変数 ! 文 字 ! 変数 …] 
本 er 導き の ry INPUT#、INKEY$、READ、LOCATE 
93960 IF Z$=!!THEN 28 ー が 押さ れる の を 待ち ます 。 MR nt 字 列 を 代入 し た いと き に 使用 し ます 。 INPUT 命 令 に 続い 
JR MIEGK BI 
69 IF 抽 1 地 拓 19 ELSE 56 e 書式 (1) で は 、? を 表示 し て 入力 待ち (プロ グラ ム の 実行 を 停止 ) に な り ま す 。 デ ー タ を 和信 
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力 し て 、( 名 ) を 押せ ば 、 デ ー タ が 変数 に 代入 され て 実行 が 再開 され ます 。 
(変数 を 複数 個 指 定 する 場合 は コン マ (, ) で 区 切り ます 。) 
@ 書式 (2 ) で は 、! 『! で 囲ま れ た 文字 を 入力 ガイ ダン ス (入力 案内 ) と し て 表示 し 、 入 力 待 
ち に な り ま す 。 
デー タ を 入力 する と 入力 ガイ ダン ス は 消え ます 。 
入力 ガイ ダン ス は 、 計 算 機 が デー タ 待 ち に な っ た と き 、 何 の デー タ を 要求 し て いる の か 、 
ML Nr rAeiee | 
e 書式 (3 ) で は 、 書 式 (2 ) の 場合 と 同じ く 入 力 ガ イ ダン ス を 表示 し て 入力 待ち に な り ま す 。 
デー タ を 入力 する と 、 入 力 ガ イダ ンス に 続け て 、 入 力 し た デー タ が 表示 され ます 。 
書式 (1)、(2)、(3 ) は 1 つの INPUTT 命 令 の 中 で 同時 に 使え ます 。 
《 例 ) 1NPUT !Aー!)A。 BB !C テ =?『 CC 
@ INPUT 命令 の 入力 待ち の と き に 、 デ ー タ を 入力 せ ず に [名 ) の み を 押し た と き は 、 変 数 に 入っ 
て いた デー タ を 保持 し た まま 、 次 の 実行 に 移り ます 。 
INPUT 命令 に 続い て 指定 され た 変数 の 型 と 、 入 力 す る デー タ の 型 は 同じ で な けれ ば な り ま 
せん 。 
yeYrk py に ie タ と し て 認識 され ます 。 数値 変数 に 文字 を 入れ る と 、 そ の 
数 に 記憶 され て いる 数 値 が 入力 され ます 。 
て 人 
の 位置 か ら 入 力 ガ が イダ ンス 、 あ る い は ? が 表示 され ます 。 
( 注 ) INPUT 命 令 に よる 入力 時 の ェ ラ ー は [CLS] で 解除 し て 、 


削 


旬 
陳 


正しい デー タ を 入れ て くだ さき さ 


UN 

ファ イル 関連 命令 
INPUT#… イ ンプ ッ ト ・ ク ロス ハッ チ | ログラム] 
省略 形 ……1. # 

[機能 | ファ イル の デー タ を 、 指 定 し た 変数 に 代入 し ます 。 

書式 INPUT # フ ァイル 番号 , 変数 [, 変数 …] 

参照 OPEN、PRINT# 

説明 人 eeGNMIO AMAP る デー タ 、 ま た は ラム デー タフ ァイル (デー タフ ァ 


イル ) に 記録 され て いる デー タ を 指定 され て いる 変数 に 代入 し ます 。 
@ この 命令 が 有効 に な る の は 、 "HPUHRTU。 HP 


き 、 ま た は EE:”" の INPUT を 指定 し て オー プン し て いる と きだ け で す 。 
人 E "COM:”",。 COM1 : ” を 指定 し て いる と き は 、 フ ァイル 番号 を 1 に 
垣 定 し ます 。 “E :” を 指定 し て いる と き は 、OPEN 命 令 で 指定 し た ファ イル 番号 (2 また 


は 3 ) を 指定 し ます 。 
@e INPUT#1, B (*) と する と 、 配 列 全体 の 指定 に な り ま す 。 文字 配列 変数 の と き は C$ 
(*) の よう に 指定 し ます 。 く わし く は PR INT# 命 令 を と 9 


@ 指定 し た 変数 の 数 より も ファ イル の デー タ が 少な い 場 合 は 、 7 に な り ま す 。 
変数 へ の 読み 込み 規則 
@ 数 値 
・ デ ー タ の 区 切り は 、 コ ンマ (, ) お よび スペ ー ス 、CR (&HD)、LF (&H9A) コー 
FR で ず 。 


・ ス ペー ス で な い 最 初 の 文字 を デー タ の 始ま り と し ます 。 最初 の スペ ー ス は 無視 し ます 。 
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・ 数 値 化 で き な い デー タ を 読み 込ん だ 場合 は 8 と し ます 。 
@ 又 字 
・ デ ー タ の 区 切り は コン マ (, ) お よび CR (&H9D)、LF (&H9 A) コー ド で す 。 256 
文字 目 を 読み 込ん だ と きも 区 切り に な り ま す 。 

・ ス ペー ス で な い 最初 の 文字 を デー タ の 始ま り と し ます 。 最 初 の スペ ー ス は 無視 し ます 。 
ー タ の 始ま り が ダブ ルク ォ ー テ ーション (! ) の と き は 、 次 の ダブ ルク ォ ー テ ーション ま 
で を 1 つの デー タ と し ます 。 
@ EOF (エン ド オ ブフ ァイル ) コー ド の 処理 (174 ペ ー ジ で 指定 し た コー ド で す 。) 
・ デ ー タ の 前 に EOF コ ー ド が ある 場合 は エラ ー に な り ま す 。 
ー タ の 途中 に EOF コ ある 場合 タ の 区 切り と 見 な し ます 。 


ファ イル 関連 命 _- 
K 1 し し ……… 志 小 
eo マニ ュ ア ル 
省略 形 …… K 
[機能 | プロ グラ ム フ ァ イル エリ ア に 登録 され て いる ファ イル を 消去 し ます 。 
書式 KILL! フ ァイル 名 ! ( 知 
説明 @ プロ グラ ム フ ァ イル エリ ア 内 の 指定 し た ファ イル を 消去 し ます 。 拡 張子 が !. BAS ! の と き 
は 拡張 子 の 指定 は 省略 で きま す 。 
@ 指定 し た ファ イル が 存在 し な いと き は エラ ー94 に な り ま す 。 
基本 命令 
LCOPY…… ラ イン コピ ー 
マニ ュ ア ル 
省略 形 …… LC 
機能 ′ プロ グラ ム 行 を 複写 し ます 。(PRO モ ー ド の マニ ュ ア ル 操 作 で の み 有 効 ) 
書式 ′ LCOPY コピ ー 元 開始 行 番号 , コ ピー 元 終了 行 番号 , コピ ー 先 開始 行 番 号 
参照 PASS、LIST 
説明 e コピ ー 元 開始 行 番号 か ら コ ピー 元 終了 行 番号 まで の すべ て の プロ グラ ム 行 を 、 コ ピー 先 開始 行 


番号 か ら 複 写し ます 。 
@eGOTO、GOSUB、RESTORE 命 令 な ど で 参 照 し て いる 行 番号 は 、 コピ ー 先 の プロ グ 
ム に お いて も 元 の まま で す 。 必 要 に 応じ て 変更 し て くだ さい 。 
cw ウー ド 投 定 きれ で 上 LCOPY 命 令 は 無視 され ます 。 
@ 次 の 場合 は エラ ー に な り ま す 。 
・ 指 定 し た 行 番号 が 存在 し な いと き 
・ コ ピー 元 開始 行 番号 が コピ ー 元 終了 行 番号 より も 大 きい と き 
・ コ ビー 先 開 始 行 が すでに 存在 する と き 
・ コ ピー し た プロ グラ ム が すでに 存在 する プロ グラ ム と 行 番号 が 混在 する と き 
・ コ ピー し た 行 番号 が 65279 を 超え る と き 
フリ ー エ リア が 足り な く な っ た と き 
《 例 〉 LCOPY 16, 1986, 200 10 行 か ら 100 行 まで の プロ グラ ム を 200 行 か ら 同 じ 増 
分 で 複写 し ます 。 
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関数 
LEFT$…… レ フト ドル ワ ロ グラ 4| 
省略 形 ーー ト し 記 F. マニ ュ ア ル | 
機能 字 列 の 左側 か ら 指定 し た 文字 数 分 を 取り 出し ます 。 


書式 | LEFT$ (文字 列 , 式 ) 
参照 MID$、RIGHT$ 
説明 | 指定 され た 文字 列 の 左 か ら 、 式 の 値 で 指定 され た 桁 数 (文字 数 ) だ け 、 文 字 を 取り 出し ます 。 


た と えば 、A$ー!ABCDE! の と き LEFT$ (A$, 3) は A$ の 文字 列 の 左側 3 文字 、 


すなわち “ABC"” を 取り 出し な さい と いう 意味 に な り ま す 。 
@ 式 の 値 は 、9 <255 の 男 囲 の 整数 で な けれ ば な り ま せん 。 


関数 
L EN ……| ド バド … レ ング ス [プロ グラ ム | 
省略 形 …… な し RM 


機能 | 文字 列 の 文字 数 を 求め ます 。 

書式 | LEN 文字 列 

[説明 | 1 つの 文字 列 の 中 に 含ま れる 文字 の 数 (記号 、 ス ペー ス 、 数 字 も 含み ます ) を 求め ます 。 た と 
えば 、A=LEN!ABC1 2 3 4 ハ ` ン ! と すれ ば 、 文 字数 10 が 変数 ^A に 代入 され ます 。 
(だ く 点 や 半 だ く 点 も 1 文字 と 数 えら れ ま す 。) 

@ 文字 列 と し て は 、AB$ の よう に 文字 変数 で も 指定 で きま す 。 


基本 命令 
LE T……… レッ ト [プロ グラ ム 
省略 形 …… LE 


[機能 | 変数 に 数 値 や 文字 を 代入 する た め の 命 令 で す 。 
書式 [L ET] 変数 = デー タ [, 変数 = デー タ ] … 
[説明 | 代入 文 は LET 命 令 に 続い て 代入 式 を 書き ます 。 な お 、LE 命 令 は 省略 で きま す 。 

代入 式 は A= ニ 5 十 85、B$=!ABC! の よう に 、 左辺 に 変数 を 、 右 辺 に 式 や 文字 列 を 書き ま 

ず 。 

この 場合 の “ 三 " は 等しい" と いう 意味 で は な く 、 “左辺 の 変数 に 、 右 辺 の 内 容 あ る い は 計 

算 結果 を 入れ な さい ” と いう 意味 で す 。 

@ 変数 と デー タ の 型 は 同じ (文字 型 ど うし 、 ま た は 数 値 型 どう し ) で な けれ ば いけ ませ ん 。 


ファ イル 関連 命令 
LFILES… エ ルフ ァイル ズ 
省略 形 …… し F. 


機能 プロ グラ ム フ ァ イル エリ ア に 登録 され て いる ファ イル の ファ イル 名 を 印字 し ます 。 
式 | LEFILES( 和 


員 
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[生玉 ] 
参照 


説明 


FILES 
@ プロ グラ ム フ ァ イル エリ ア に 登録 され て いる すべ て の ファ イル 名 を プリ ンタ で 印字 し ます 。 


グラ フィ ャ ッ ク 疫 


し | N CECCCCCK で だ ライ ッ ノ プロ グラ ム 
マニ ュ ア ル 
省略 形 ……L 1N. に 
機能 | 指定 され た 2 点 間 を 線 で 結び ます 。 
書式 に g 
WI 。 一 析 K、 二 47【 内 41【 1 | 
X 
[A] LB〕 LC] 〔D] LE] 項 
参照 GCURSOR、PSET 
説明  @ ( 式 ,」, 式 ぅ 。 ) で 指定 され る 点 と ( 式 。 , 式 , ) で 指定 され る 点 を 線 で 結び ます 。 


( 例 ) LINE (6, 9) 一 (143, 47) 

e 式 」- 式 , の 値 の 範囲 は ー32768~ て 82767 で す が 、 画 面 に 表示 で きる 男 囲 は 次 の と お り で す 。 
式 」、 式 。: 9~143 画面 の 左上 が (9, 68) で 、 右 下 が (1 4 3, 47) で す 。 
式 。 、 式 。: 98~ 外 
画面 外 の 領域 を 指定 し た 場合 で も 、 一 32768…32767 の 範囲 内 で あれ ば エラ ー に な ら ず 、 画 直 
に 当たる 部 分 の み が 描 か れ ま す 。 

@ ( 式 」, 式 。 ) を 省略 し た 場合 は 、(0, 9 ) 位置 、 ま た は 直前 に 実行 され た L I NE 命令 の 
( 式 。 , 式 。) で 指定 され た 位置 か ら 線 が 描か れ ま す 。 

( 例 〉 19 CLS 
29 LINE(19, 89) 一 (143, 24) 
39 WAIT:LINE--(71, 4?) 

@ [C] 項 の S、R、X に より 、 線 に 当たる ドッ ト を 点灯 させ る か 、 消 すか 、 あ る い は 反転 させ 
る か を 指定 し ます 。 
Sreeew 線 を 描く と き 、 ド ッ ト を 点灯 させ て 線 を 描き ます 。( ド ッ ト を セッ ト ) 

R…… 線 を 描く と き 、 ド ッ ト を 消灯 させ て (消し て ) 線 を 描き ます 。 (ドット を リセ ッ ト ) 
線 の 回 り の ドッ ト が 点灯 し て いる 場合 に 線 を 描く と き や 、 描 か れ て いる 線 を 消す と き な 
ど に 用 いま す 。 
X…… 線 を 描く と き 、 線 に 当たる ドッ ト が 点灯 し て いる と き は 消し て 、 消 えて いる と き は 点灯 
させ ます 。 (ドッ ト を 反転 ) 
指定 を 省略 し た 場合 は 、S を 指定 し た と き と 同 じ に な り ま す 。 

@ [D] 項 の 式 。 の 値 に より 、 線 の 種類 を 指定 し ます 。 

た と えば 、 式 』 の 値 が 5503 (&H157F ) の 場合 、 次 の よう な 線 が 描か れ ま す 。 


| | 還 還 


16 ド ッ ト 左 と 同じ 形 が 織り 返さ れ て 線 が 描か れ ま す 。 


この 5503 ( 必 H157F) を 16 桁 の 2 進数 で 表せ ば 、 次 の よう に な り ま す 。 
0111111100010101(7F15 の 順に な り ま す 。) 

上 記 の 図 で 示し た 16 ド ッ ト 分 と 、 こ の 2 進数 を 比べ て みる と 、 各 桁 の 1 に 相当 する ドッ ト が 点 

灯 し 、 0 に 相当 する ドッ ト が 消え て いる こと が わか り ま す 。 

この よう に 、 式 』 の 値 を 16 桁 の 2 進数 に 変換 し た と き の 各 桁 が 0 か 1 か に よっ て 、 線 の 種類 が 

重定 され ます 。 


内 
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(3) LLIST [開始 行 ] 一 [終了 行 ] ( 


参照 LIST、PASS 


説明 | w 書 式 (1) で は 、 計 算 機 内 の アプ ログ ラム を すべ て プリ ンタ で 印字 し ます 。 
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し た が っ て 、 式 。 の 値 が 0 の と き は 線 が 画面 に あら われ ず 、65535 (&HFFFF) の と き は 
実線 に な り ま す 。 ま た 、 式 』 を 省略 し た 場合 も 実線 に な り ま す 。 
た だ し 、【〔C〕 項 で R が 指定 され て いる と き は 、 各 桁 の 1 に 相当 する ドッ ト を リセ ッ ト (消去 
し 、X が 指定 され て いる と き は 、 各 桁 の 1 に 相当 する ドッ ト の 反転 を 行い ます 。 
e 式 。 の 値 は 0 一 65535 (&HFFFF) の 範囲 で 指定 で きま す 。 
% [EE] 項 の B、BF に より 、( 式 」, 式 。 ) の 点 と ( 式 。, 式 。) の 点 を 結ぶ 線 を 対角線 と し 
た 長方形 を 描き ます 。 
・ 長方形 を 描く 
… 長 方 形 を 線 で 塗り つぶ す よ うに 描く 
画面 は ドッ ト で 構成 され て いま す の で 、 斜 め の 線 な ど は 正確 な 直線 に な ら な い 場 合 が あり ます 。 
また 、 曲 線 も 正確 な 曲線 に は な り ま せん 。 
( 例 ) 19 CLS :WAIT 8 
29 AA$=!192812FD122819! 
839 GCURSOR (6 4, 2 8) 
49 GPRINT AA$:AA$:AA$S 
50 LINE (24, 9) 一 (124, 47), &HF18F, B 
69 LINE (34, 3) 一 (114, 4 4), X, BF 
79 GOTO 68 
基本 命令 
男 1S 征 ……… リ スト 
省略 形 区 し . マニ ュ ア ル 
[機能 | 記憶 され て いる プロ グラ ム を 表示 させ ます 。(PRO モ ー ド の マニ ュ ア ル 操 作 で の み 有 効 ) 
書式 (1) LIST (名 
(2) LIST 行 番号 (qq) 
(83) LIST ラベ ル [ 
参照 | LLIST、PASS 
説明 | w 書 式 (1) で は 、 プ ログ ラム の 先頭 行か ら 、 表 示 で きる 範囲 で 表示 し ます 。 


e 書式 (2 ) で は 、 指 定 し た 行 番号 の 行か ら 、 表 示 で きる 範囲 で 表示 し ます 。 指定 し た 番号 の 行 
が な い 場 合 は 、 そ れ よ り も 大 きく 、 か っ 一 番 近 い 行 か ら 表 示し ます 。 
e 書式 (3 ) で は 、 指 定 し た ラベ ル の 書か れ て いる 行か ら 、 表 示 で きる 範囲 で 表示 し ます 。 ラ ベ 
ル は 163 ペ ー ジ を 参照 くだ さい 。 

@ プログ ラム が 記憶 され て いな いと き や 、 ペ パス ワー ド が 設定 され て いる と き は 、L I ST 命令 は 
視 さ れ ま す 。 

@$ ブログ ラム 内 に な い ラ ベル や 、 プ ログ ラム の 最終 行 よ り も 大 きい 行 番号 を 指定 し た 場合 は エラ ー 
40 に な り ま す 。 


プリ ンタ 命令 


L し し 1 SS Tee ライ ン リ スト 

省略 形 …… L し . = | 
| 杜 能 | プロ グラ ム を プリ ンタ で 印字 し ます 。(PRO お よび RUN モ ー ド の マニ ュ ア ル 操 作 で の み 有 効 ) 
書式 9 う LLT 計 T 


行 番号 
ラベ ル 


2 LT 多 下 | | 回 


@ 書式 (2 ) で は 、 指 定 し た 行 番号 また は 指定 し た ラベ ル の つい て いる 行 だ け を 印字 し ます 。 
e 書式 (3 ) で は 、 指 定 し た 開始 行か ら 終 了 行 まで の プロ グラ ム を 印字 し ます 。( 開 始 行 お よび 


終了 行 は ラベ ル も 可 ) 
な お 、 書 式 (3 ) で は 開始 行 ま た は 終了 行 の 指定 を 省略 で きま す 。( 同 時 に 両方 を 省略 する こ 


と は で きま せん 。) 
開始 行 を 省略 し た 場合 は 、 プ ログ ラム の 先頭 行か ら 、 指 定 し た 終了 行 ま で の プロ グラ ム を 印字 
し ます 。 


( 例 ) LLIST -296 先頭 行か ら 200 行 まで を 印字 し ます 。 
LLIST 1899 一 100 行 か ら 最 後 の 行 まで を 印字 し ます 。 
@ 指定 し た 番号 の 行 が な い 場 合 は 、 そ れ ぞ れ の 値 よ り も 大 きく か つ 最 も 近い 行 が 指定 され ます 。 
た だ し 、 開 始 行 が 終了 行 よ り も 大 きく な る よう な 指定 を する と エラ ー44 に な り ま す 。 
@ パス ワー ド が 設定 され て いる と き は 、LL I ST 命令 は 無視 され ます 。 


終了 行 を 省略 し た 場合 は 、 指 定 し た 開始 行か ら 最終 行 ま で の プロ グラ ム を 印字 し ます 。 


ファ イル 関連 命令 
LNINPUT 井 … ラ イン イン プッ ト ・ ク ロス ハッ チ プロ グラ ム 
省略 形 …… LNI. 井 


[機能 | ファ イル の 1 行 (255 バ イト 以内 ) 単位 の デー タ を 、 指 定 し た 文字 変数 に 代入 し ます 。 

[書式 | LNINPUT # フ ァイル 番号 , 文字 変数 [, 文字 変数 ……] 

参照 | OPEN 

説明 | @ STIO (シリ テル 入出 力 装置 ) に 送ら れ て くる デー タ 、 ま た は ラム デー タフ ァイル (デー タフ ァ 
イル ) に 記録 され て いる デー タ を 指定 され て いる 文字 変数 に 代入 し ます 。 


@ この 命令 が 有効 に な る の は 、OPEN 命 令 で “COM:” , “COM1 :” を 指定 し て いる と 
き 、 ま た は "E:” の INPUT を 指定 し て オー プン し て いる と きだ け で す 。 
@ OPEN 命令 で 、 “COM:" , “COM1 : "を 指定 し て いる と き は 、 フ ァイル 番号 を 1 に 


指定 し ます 。 “BE : ” を 指定 し て いる と き は 、OPEN 命 令 で 指定 し た ファ イル 番号 (2 また 
は 3) を 指定 し ます 。 
変数 へ の 読み 込み 規則 
@ デー タ の 区 切り は , CR (&&H0OD) TLF (&H0 A) コー ド で す 。 
256 文 字 目 を 読み 込ん だ と きも 区 切り に な り ま す 。 S 1I 0 に 送ら れ て くる デー タ の 区 切り は シ 
リア ル 入 出力 の 条件 設定 に 従い ます 。 
CR と LF コ ー ド は 、 文 字 変 数 に は 代入 され ませ ん 。 
@ EOF (エン ド オ ブフ ァイル ) コー ド の 処理 
・ デ ー タ の 前 に BEOF コ ー ド が ある と き は 、 エ ラー に な り ま す 。 
・ デ ー タ の 途中 に EOF コ ー ド が ある と き は 、EOF コ ー ド を 読み 込ん だ 時 点 で 、 通 信 が 終了 し 


ます 。 
ファ イル 関連 命令 
LO AD……… ロー ド 
省 暗 形 の LO. 相生 


[機能 | プロ グラ ム フ ァ イル エリ ア に 登録 され て いる BAS 1C プ ログ ラム を 呼び 出し ます 。 
書式 | LOAD! フ ァイル 名 ! 〔) 
参照 SAVE 
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0 ぎの カ gi 辻 聞 衣 。 沸 提 hw.W 導 同和 0 有 機能 | 指定 し た ラム デー タフ ァイル の 示 使 用 領域 の 大 き さ を 求め ます 。 

e 拡張 子 が 「. BAS」 の と きのみ 、 拡 張子 の 記述 は 省略 で きま す 。 書式 | LOF ファ イル 番号 

読み 込み 終了 時 、 ば オープ > ー ズ さき Me ea Me っ オト 
MTP トト ヤキ 説明 = * ファ イル 番号 で 指定 し た ラム デー タフ ァイル の 未 使用 バイ ト 数 を 求め ます 。 

- 0 AM e 指定 し た ファ イル 番号 の ファ イル が 0 P EN され て いな いと エラ ー85 に な り ま す 。 


電線 “ プリ ンタ 命令 
LOCATE… ロ ケー ト [プログラム LPRINT… ラ イン プリ ント プロ グラ ム 
省略 形 ……LOC. 省略 形 ……L P. ーー 
[機能 | 表示 の 開始 位置 (ポジ ショ ン ) を 指定 し ます 。 機能 軸 し を 計 半 和 ポ リ 生井 - 
書式 | LOCATE 式 」 [, 式 。] [書式 式 、 守 ] ] 
参照 CLS、INPUT、PRINT ーー LPRINT 1 開 5 1 |s | 
説明 ]  * PRINT 命 令 な ど で 表 示さ れる 内 容 の 表示 開始 位置 (カー ソル の 位置 ) を 指定 し ます 。 ー 


参照 | PRINT、USING 
説明 | 、e 項 目 を 1 つ だ け 指 定 し た と き は 、 式 の 値 は 紙 の 右側 に 詰め て 印字 し 、 文 字 は 紙 の 左端 か ら 還 字 


@ 表示 位置 は 、 次 の 図 の よう に な り ま す 。 


横 の 位置 ( 式 , で 指定 ) ーーーーーーー ヶ テ 012345678 91011121314151617181920212223 し ます 。 文字 列 が 24 桁 を 超え る 場合 は 自動 的 に 改行 し て 印字 し ます 。 
ia 0 @ コン マ (, ) を 入れ て 2 つ 以 上 の 項目 を 記述 する と 、 1 行 の 印字 桁 数 24 桁 を 左右 12 桁 に 分 け て 
1 印字 し ます 。 こ の と きも 12 桁 の 男 囲 内 で 数 値 は 右 詰め 、 文 字 は 左 詰め に し ます 。 な お 、 印 字 内 
5 容 が 12 桁 を 超え る 場合 、 数 値 は 仮数 部 の 下位 桁 を 切り 捨て て 12 桁 以内 で 印字 し 、 文 字 は 先頭 か 
縦 の 位置 ( 式 。 で 指定 ) ーーーーーーーー サ ーー ーー ら 12 桁 を 印字 し ます 。 
@ 区 切り に セミ コロ ン (: ) を 使用 し て いる 場合 は 紙 の 左端 か ら 連 続 的 に 印字 し ます 。 印字 内 容 


この よう に 、 表 示 部 を 模 と 縦 に 分 け 、 式 」 の 値 で 横 の 位置 を 指定 し 、 式 。 の 値 で 縦 の 位置 を 指 


定 し ます が 24 桁 を 超え る 場合 は 自動 的 に 改行 され ます 。 
8 に 5 @ ブロ グラ ム 中 で 末尾 が セミ コロ ン (: ) の 場合 は 、 印 字 が 終了 し て も 改行 を 行わ ず 、 次 の L P 
e 式 」 の 値 は 9 …23、 式 。 の 値 は 9 5 の 範囲 で 指定 し ます 。 こ の 範囲 外 で は エラ ー93 に な り ま eg 
す 。 HH N 1 on に ME ブ oo 
し *。 印 者 する 内 容 が 指定 き な 行 を 行い ます 。 
e 式 。 を 省略 し た 場合 、 縦 の 位置 は 現在 カー ソル が ある 位置 に な り ま す 。 e L PR INT の み で 、 印 字 す る 内 容 が 指定 され て いな いと き は 履行 を 行い ま 3 
《 例 〉 5 人選 仙 
10 LOCATE 7,0:PRINT'ABCI 関数 _- 
26 LOCATE 9, 1:PRINT!DEEF! M 1D eee ミッ ドド ル [プロ グラ ム 
39 LOCATE 20, 1:PRINT!MNOPQRS" マニ ュ アル 
プロ グラ ム を 実行 する と 、 次 の よう に 表示 され ます 。 省略 形 ……M 1 . 
7 9 11 13 20 - W ー 
ー 和 機能 | 文字 列 の 中 か ら 指定 し た 文字 数 分 を 取り 出し ます 。 
1 生 條 人 T MI 書式 | MID$ (文字 列 式 , 式 ?) 
| 式 」 : 文字 列 の 左 何 文字 目 か ら 取 り 出 すか を 指定 し ます 。 
| | 式 。 : 何 文字 分 を 取り 出す か 指定 し ます 。 
5 | LEFT$、RIGHT$ 
「 | ーー | 区 ーー 
as Ma e 式 」 は 1 一 255 の 男 囲 で 指定 で きま す 。 
表示 開始 位置 っ 7.0 91 20.1 1 
・ 「 ー ド 内 シー < キ ピロ テー< ンー ナ テ つと 蜂 場合 、 宰 は 得 と こ な 
。 LOCATE 命 令 で 表示 開始 位置 を 指定 し た 場合 は 、 表 示 の 一 郎 分 だ け を 変え る こと も で き 、 IN 
応用 範囲 も 広がり ます 。 ス ペー ス に 変え る と 、 一 部 分 だ け を 消し た こと に な り ま す 。 し 
e LOCATE 命 令 に よる 指定 は INPUT 命 令 に 対し て も 働き ます 。 < 例 ) 16 A$=!ABCDE A$ の 文字 列 の 左側 2 文字 目 か ら 3 文字 、 つ 
2 BS=MIDS (AS 2. 3) は ppcDeR り 出 し BS 代入 し ます 
基本 命令 399 PRINT B$ 
LOF…… エル ・ オ ー・ エ フ プロ グラ ム 
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人 の mmo モタ ] 基本 命令 
省略 形 ……MO マニ ュ ア ル ONee 人 OTD の ーー ドー ドゥー ブロ グラ ム 
ON て GOSUB… オ ン ン ゴー サブ 
機能 | 機械 語 モ ニー タモ ー ド に し ます 。 (RUN お よび PRO モ ー ド の マニ ュ ア ル 操 作 で の み 有 効 ) 省略 形 …… Ooy 仙 人命 多 . 
1 機能 | 式 の 値 に より 、 指 定 され た 行 を 選択 し て 実行 を 移し ます 。 
B 械 語 モ ー タ モー ド に し ます 。274 ペ ー ジ 「 機 械 語 モニ タ 機 能 ]」 を 参照 くだ さい 。 書式 GOTO 
ぞ ON nn 和 和 号 [ 行 番号 。 ] [, 行 番 号 』] …… 
と ーー コ 
基本 命令 参照 | GOTO、GOSUB 
ME 間 nranns ーー っ 説明 | * ON に 続く “" 式 "の 値 が 1 で あれ ば “ 行 番号 」" 、 2 で あれ ば " 行 番号 。" 、3 で あれ ば 「 行 
_ 番号 』。" と いう よう に 、 “ 式 ” の 値 に より 指定 され て いる “ 行 番 号 ′ が 決定 され 、GOTO や 
省略 形 …… な し マニュア ル | GOSUB の 各 機 能 を 実行 し ます 。 
0 本 思 @ 式 ” の 値 は 整数 部 の み が 有 効 に な り ま す 。 
機能 プロ グラ ム と デー タ を 消去 し ます 。(PRO モ ー ド の マニ ュ ア ル 操 作 で の み 有 効 ) @ “ 式 " の 値 が 1 より 小さ いと き や 指 定 され て いる " 行 番号 "の 個数 より 大 きい と き は 、 本 命令 
NEW (qa の 次 の 命令 へ 実行 が 移り ます 。 
参照 CLEAR、PASS @ 行 番号 ′” は ラベ ル を 指定 する こと も で きま す 。( ラ ベル に つい て は 163 ペ ー ジ 参照 ) 
説明 | W プ ログ ラム ・ デ ー タ エリ ア 内 の プロ グラ ム (BASIC プ ログ ラム ) や 配列 変数 、 単 純 変数 が 《 例 〉 19 CLS 
すべ て 消 夫 され 、 固 定 変数 の 内 容 も 消去 され ます 。 290 LOCATE 5, 
$ オー プン し て いる ファ イル (デバ イス ) を クロ ー ズ し ます 。 89 INPUT! ハ "ンコ ウゥ ウ (183) 7 !,.N 
@ パス ワー ド が 設定 され て いる と き は NEW 命 令 が 無視 され ます 。 49 LOCATE 109, 2 
590 ON N GOTO 199,2869,3868 
関数 69 CLS:GOTO 26 
79 END 
NOT………… フ ノット プロ グラ ム 199 PRINT!IFIRST " 
ーー 119 GOTO 2 
省 ます マニ ュ ア ル 
省略 形 NO. 296 PRINT'!SECOND 
[機能 | 与え られ た 数 値 の 否定 を 取り ます 。 2 し 」 
寺 証 | NN 臣 399 PRINT!THIRD 
参照 AND、OR Wh 人 
説明 @ 2 進数 に お いて 、 耕 定 は ? ・ 
ML ファ イル 関連 命令 
NOT 9=1 OPEN……… オー プン プロ グラ ム 
e 10 進 数 の 否定 を 取っ た 場合 は 、 そ の 10 進 数 を 3 進数 に 変換 し て 各 桁 の 否定 を 取り 、 そ の 結果 を 省略 形 ……OP マニ ュ テ ル 
10 進 数 に 変換 し ます 。 還 9 
この と き の 10 進 数 を X と し た と き 、X と その 否定 (NOT X) の 間 に は 次 の 関係 が あり ます 。 機能 | SIO (シリ テル 入出 力 装置 ) に 対す る デー タ の 入出 力 、 ミニ エ ノ 0 へ の 出力 、 ラ ム デ ー タ ファ 
0OT X= テ ー (X 二 1) ィ ル に 対す る デー タ の 入出 力 を 可能 に し ます 。 
この 関係 式 か ら 書式 (1) OPEN!COM: ! 
OT 9=ー1 (2) OPEN!COM1:! 
0OTー1=8 (3) OPEN!PIO:! 
OTー2=1 (4) OPEN!E : ファ イル 名 ! FOR モー ド AS 幕 フ ァイル 番号 
と な り ま す 。 (5) OPEN!LPRT:! 


参照 CLOSE 
[説明 | e 書式 (1)、(2)、(3 ) で は 、S 1 O に 対す る 入出 力 を 可能 に し ます 。(S 1 0 回 路 を オー プ 
ン し ます 。) ファ イル 名 を 書く こと や 、 入 出力 の 指定 は で きま せん 。 
書式 (1 ) は 半 二 重 通信 、 書 式 (2 ) は 全 二 重 通信 、 書 式 (3 ) は 8 ビッ ト の 入出 力 指定 ③71 
ペー ジ 参 照 ) で す 。 
e 書式 (1)、(2) の 入出 力 条 件 は TEXT モ ー ド の S IO で 設定 し ます 。 
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書式 加 ラ っ シー ケン > ーー に 人 な ヒー 

書式 (4) で は 、 ラ ム デ ー タ ファ イル ( シ 重合 タ ) "NT タ の 入出 力 を 可能 ! 機能 | 指定 し た 点 を 囲む 領域 を 、 指 定 し た 模様 で 塗り つぶ し ます 。 
し ます 。 な お 、OPEN 命 令 実 行 前 に 、 ラ ム デ ー タ ファ イル モー ド で TInit 機能 を 使っ で 、 フ ァ 書式 | PAINT ( 式 」, 式 。) 式 。 
イル の 確保 と 容量 の 指定 を 行っ て いな けれ ば な り ま せん 。 (181 ペ ー ジ 参照 ) 5 CIRCLE GCURSOR LINE 


MM も [ 症 明 e ( 式 」, 式 。 ) で 指定 し た 点 を 囲む 領域 を 、 式 。 で 指定 し た 模様 で 塗り つぶ し ます 。 

* 書式 (4) で 指定 する モー ド は 次 の と お り で 、 フ ァイル 番号 は 2 また は 3 を 指定 し ます 。 な お 、C IRCLE 命 令 で 円 の 内 部 を 塗り つぶ し た と き の 模 様 や 表示 し て いる 文字 も 境界 に な 
INPUT…… デ ー タ の 読み 出し を 行い ます 。 了 ゆ 選 ず 
の e 式 」、 式 。 で 指定 で きる 範囲 は ー32768 ご 32767 で す 。 画面 内 は 、 式 」 は 0 148、 式 。 は 0 

え に な り ま す 。 _- 47 の 範囲 で す 。 
APPEND… デ ー タ の 追加 書き 込み を 行い ます 。 


e 画面 外 の 点 を 指定 し た と き は PA INT 命 令 は 無視 され ます 。 


e 書式 (5) で は 、 ミ ニ 1 エ 0 に 対す る 出力 を 可能 に し ます 。(367 ペ ー ジ 参照 ) @ PAINT 命 令 を 実行 する た め に は 、 ワ ー ク 用 と し て 約 1440 バ イト 以上 の フリ ー エ リア が 必要 


* 書式 (4) 以外 で 複数 の 回 路 (ファ イル ) を 同時 に オー プン し て お く こ と は で きま せん 。( す で す 
べ て 自動 的 に ファ イル 番号 1 を 使用 し ます 。) 人 Me 指定 し ます 。 
どれ か 1 つが オー プン し て いる と き に OPEN 命令 を 実行 する と ェ ラ ー86 に な り ま す 。 


た だ し 、 こ れ と は 別に 、 書 式 (4 ) で は 同時 に 2 つの ファ イル を オー プン し て お く こ と が で き 
水 ポ 。 


1 5 
6 こ PPPPPPPPPPPP … オ ア |[ プ ログラム] 
し 5 [マニ ュ ア ル 命令 
省略 形 SE な し 基本 命令 和 ー ー _ 
ee P AS S……… パ ス 
機能 | 式 と 式 と の 論理 和 を 計算 し ます 。 ま た 、 条 件 式 の 結合 を 行い ます 。 マニ ュ ア ル | 
書式 | 式 OR 式 省略 形 ……P A. 
条件 式 OR 条件 式 Pe 半 し 本 で の 
参照 | AND、NOT、IF 能 | パス ワー ド の き 定 あ る い は 解除 を 行い ます 。 (PR 0 お よび RUN モ ー ド の マニ ュ アル 操作 で 
説明 ]  % 2 進 店 に お いて 、 論 理 和 は 次 の よう な 値 を 取り ます 。 ee 
1 OR 1=1 9 OR 1=} 人 
1 OR 9=1 9 OR 9=6 5 cy 2 く な いと き に 、 あ る 言葉 や 記 
し た プロ グラ こと 知ら れ た く な 変更 され た こ 、 ヽ 言葉 や 記 
e 10 進 私 の 論理 和 を 求め た 場合 は 、10 進 数 を 2 進数 変換 し た うえ で 、 各 桁 の 論理 和 を 求め 、 そ Re MrT 計っ hDs 
の 結果 を 10 進 数 に 戻し ます 。 SS 昌和 MM 
た と えば 、41 と 27 の 論理 和 は 次 の よう に 計算 され ます 。 に し に Ak et | 
41 OR 0 * パスワード は 、 8 文字 ま で の 英文 字 、 カ ナ 文 字 、 数 字 、 記 号 を 使用 する こと が で きま す 。 ! 
01001 衝 (Null) は パス ワー ド と し て 設定 で きま せん 。 8 文字 以上 の パス ワー ド を 宣言 し た と き は 、 頭 
0 上 27 41 と 27 を それ ぞ れ 2 進数 に 変換 し 、 各 桁 の OR を 取り ます 。 か ら 8 文字 の み が 有 効 と な り 、 設 定 ま た は 解除 が 行わ れ ま す 。 
111011………59 そし て 、 そ の 結果 を 10 進 数 に 変換 すれ ば 59 に な り ま す 。 @ パス ワー ド が 宣言 され て いな い 状 態 の と き 、PASS 命 令 を 実行 すれ ば 、 そ の と き 計 算 機内 に 
@ 2 以上 の 条件 の うち いずれ か を 満足 す > た な 条 ある BASIC プ ログ ラム 6! に 対し て パス ワー ド が 設定 され 、 秘 密 ア プロ グラム! に な り ま す 。 
の ) ビ ) トン ウッ) に ト 人 * 裕 き s fe | 
<⑳D A<6 AT 4 1 e 秘密 化 さ れ た プロ グラ ム に 対し て は 、L 1 S 命令 、[4〕 や (WW) など 、 プ ログ ラム の 呼び 出し 
7\ \ カ ュ ゝ \ 提 
IF A=1 OR B=1 OR al TE 5 に か か わる 命令 や 機能 、 行 の 追加 ・ 削 除 な どの 機能 は 働き ませ ん 。 
上 _ A、B 陸 22 で 人 N に く 人 る さま を 実 e 秘密 ブ プログ ラム は NEW、DELETE 命 令 で も 消 ま され ず 、 保 護 さ れ ま す 。AUTO、RE 
行 し ます ] IRIS NUM、LCOPY、LL TI ST 命令 は 無視 され ます 。 ま た 、 プ ログ ラム ファ イル エリ ア へ 登 
- 録 し た り ポ ケ コ ン や 他 の 出力 機器 に 出力 する こと も で きま せん 。 
@ 秘密 ブ プログ ラム を 解除 する 場合 は も う 一 度 同じ パス ワー ド を 宣言 し ます 。(C\ ス ワー ド が 佑 っ 
グラ フィ ッ ク 命 令 て いる と エラ ー92 に な り ま す 。) 
| 光っ | e 計算 機内 に BAS ITC プ ログ ラム が 入っ て いな いと き に PASS 命 令 を 実行 する と エラ ー14 に 
FATINTesm ペイ ント プロ グラ ム 


な り 、 パ スワ ー ド は 設定 され ませ ん 。 


省略 形 ……… PAI. マニ ュ ア ル 
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関数 
P EE K…… ド トド … バ ド ピー ク プロ グラ ム 
ッ の マニ ュ ア ル 
者 贈 才 soas PE 

機能 | 機械 語 ア ログ ラム や デー タ を 直接 読み 出し ます 。 

書式 | PEEK 番地 

参照 POKE、CALL 

説明 | 指定 し た 番地 か ら デ ー タ を 読み 出し ます 。 


@ 番地 は 965535 (&H09 一 和 &HFFFF) の 値 で 指定 し ます 。 
@ 読み 出さ れる デー タ は 、06^255 (&H09 て &HFF) の 値 に な り ま す 。 
@ パス ワー ド が 設定 され て いる と き 、 本 命令 を マニ ュ ア ル で 実行 する と ェ エラー93 に な り ま す 。 
〈 例 〉 4001 番 地 (16 進 表記 ) の デー タ を 読み 出し 、 変 数 へ に 入れ ます 。 
A= ニ PEEK &H4961 


グラ フィ ッ ク 命 令 


POINT……… ポ イン ト プロ グラ ム 
ン レ マニ ュ ア ル 
省略 形 ……P O 1. ES 

機能 | 指定 し た ドッ ト の 状態 を 読み と る 命令 で す 。 

書式 | POINT ( 式 」, 式 。 ) 

参照 GCURSOR、PSET、PRESET 

説明 | @ ( 式 」, 式 。 ) で 指定 され た ドッ ト が 点灯 し て いる と き は 1 、 消 えて いる と き は 0 が 得 ら れ ま 


す 。 指 定 さ れ た ドッ ト が 画面 の 範囲 外 に ある 場合 は ー- 1 が 得 ら れ ま す 。 
e 式 」、 式 。 の 値 は ー32768 一 32767 の 範囲 内 で 指定 で きま す 。 た だ し 、 画 面 内 は 式 」 が 0 143、 
式 。 が 0 一 47 の 範囲 に な り ま す 。 
《 例 ) 19 CLS :WAIT 3:A=59 
29 LINE(29, 8) 一 (29, 39) < 画面 に 縦 の 線 を 2 本 描き ます 
39 LINE (199, 8) 一 (199, 39) 
4 6 2 


PSET (A, 4) ー 2 本 の 線 の 間 に ド ッ ト ( 点 ) を 点灯 

させ ます 

59 B= ニ POINT (A 二 1, 2 4) て 右側 の ドッ ト が 点灯 し て いる か どう 
か を 調べ ます 

60 IF B THEN 158 で も し 、 点 灯 し て いた ら 150 行 へ 行き 
ます 

79 PSET (A+1, 2 4) ーー 消え て いる と き は 、 そ の ドッ ト を 点 
灯 さ せま す 

89 PRESET (A, 2 4) そし て 、 前 に 点灯 し て いた ドッ ト を 
消し ます 

9 AーA+1 ー 横 方 向 の 位置 を 右 へ 寄せ ます 

199 GOTO 56 < 50 行 に 戻り ます 

159 B ニ POINT (A 一 1, 2 4) < 左 が 点灯 し て いる か どう か を 調べ ま 
す 

169 IF B THEN 558 て も し 、 点 灯 し て いた ら 50 行 へ 行き ま 


す 


1『0 人 SF (て A ニ 1。 21) < 消え て いる と き は 、 そ の ドッ ト を 点 
灯 さ せま す 

189 PRESET (A, 2 4) < そし て 、 前 に 点灯 し て いた ドッ ト を 
消し ます 

190 A=Aー1 < 横 方 向 の 位置 を 左 に 寄せ ます 

299 GOTO 156 - 150 行 へ 戻り ます 


この プロ グラ ム を 実行 する と 、 画 面 に 描か れ た 2 本 の 線 の 間 を ドッ ト が 行っ た りき た り し ます 。 


POK E sspewweee ポー ク プロ グラ ム 
省略 形 ……P OK. 昌 


機能 | 機械 語 プ ログ ラム や デー タ を メモ リ に 直接 書き 込み ます 。 


書式 POKE 番地 . デー タ 1, デー タ 2 。 …… 


参照 CALL、PEEK 


説明 | 指定 し た 番地 を デー タ 記 憶 の 開始 番地 と し て 、 デ ー タ 1、 デ ー タ 2 …… と 、 順 に メモ リ に 記憶 


し て いき ます 。 
@ 番地 は 0 65535 (&H 0 て &HFFFF) の 値 で 指定 し ます 。 
@ デー タ は 1 バイ ト 単 位 で 指定 し ます 。 し た が っ て 、 各 デー タ の 範囲 は 9 <255 (&H0 9^ 避 
HFF) で す 。 
@ パス ワー ド が 設定 され て いる と き 、 本 命令 を マニ ュ ア ル で 実行 する と エラ ー93 に な り ま す 。 
〈 例 ) &H091、&H92、&H6 3 を 7000<7002 番 地 (16 進 表記 ) に 書き 込み ます 。 
POKE&H7909, &wH601, &H902, &H038 


この 命令 を 誤っ て 使用 する と 上 BASIC プロ グラ ム や シス テム エリ ア を 破壊 し 、 異 常 が 発生 する こと が あ 
り ま す 。 


グラ フィ ッ ク 命 令 
PRE SETT……… ポイ ント ・ リ セッ ト プロ グラ ム 
ニュ アル 
省略 形 ……P R E. 間 


機能 | 画面 上 の 指定 され た ドッ ト ( 点 ) を 消し ます 。 
書式 | PRESET ( 式 」, 式 ぅ ) 
参照 PSET、GCURSOR、POINT 
説明 @ ( 式 」, 式 。 ) で 指定 され た ドッ ト を 消し ます 。 
e 式 」、 式 。 の 値 は ー32768 一 92767 の 範囲 内 で 指定 で きま す 。 た だ し 、 画 面 内 は 式 」 が 0 一 143、 
式 。 が 0 て 47 の 男 囲 に な り ま す 。 
( 例 ) 19 CLS :WAIT 8 
29 LINE(9, 9) 一 (148, 47), BF 
39 FOR 1I=ー1 TO 1 STEP 2 
49 FOR メニ ー24 TO 24 STEP 8.5 
59 Y=I*SQR ABS (24*24 一 X*X) 
69 PRESET (X+71, Y+24) 
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79 NEXT X:NEX 征 1 
89 WAIT :GPRINT 
この プロ グラ ム を 実行 する と 、 塗 りつ ぶさ れ た 四角 形 の 中 に 円 が 描か れ ま す 。 


基本 命令 ' 
PR INT…… プ リン ト プロ グラ | | 
省略 形 ……P. マー ニュ テル 


機能 | 指定 し た 内 容 を 表示 部 に 表示 し ます 。 


則 PRINTI1 間 | 意 5 | 回 


LOCATE、LPRINT、USING、WAIT 


@ 項目 を 1 つ だ け 指 定 し た と き は 、 式 の 値 は 表示 部 の 右側 に 詰め て 表示 し 、 文 字 は 表示 部 の 左端 
か ら 表 示し ます 。 
( 例 ) 19 PRINT !ABCD! RUN 還 
29 PRINT 128 ABCD 
W 1 28、 


た だ し 、LOCATE 命 令 に より 、 表 示 開 始 位置 が 指定 され て いる と き は 、 そ の 位置 か ら 表示 
し ます 。 

@ コン マ (,) で 区 切っ て 2 つ 以 上 の 項目 を 指定 し た と き は 、 表 示 部 を 12 桁 ずつ に 区 切り 、 最 初 
に 指定 され て いる 内 容 か ら 順 番 に 表示 し て いき ます 。 こ の 場合 も 、12 桁 の 範囲 内 で 式 の 値 は 石 
側 に 詰め て 表示 し 、 文 字 は 左側 か ら 表 示し ます 。 な お 、 数 値 ま た は 文字 が 12 桁 を 超え る 場合 は 
次 の よう に 処理 され ます 。 
① 数 値 が 12 桁 を 超え る 場合 (指数 表示 に お いて 、 仮 数 部 が 7 桁 以上 に な る 場合 ) は 、 仮 数 部 の 

下位 桁 が 切り 捨て られ ます 。 
② 文 字 が 12 桁 を 超え る 場合 は 、 先 頭 か ら 12 桁 の み を 表示 し ます 。 
(人 例 〉 19 CLS 際 寺 128| 


29 A ニ 1283:B=5 グ 9:C$= 123.ABCD | 
5.55555E-91 | 
ABCD 人 
Pi 科 桁 
39 PRINT !A=!. A 仮数 部 の 下位 桁 を 切り 捨て 


49 PRINT A, C$, B 
@ 区 切り に セミ コロ ン (: ) を 使用 し て いる 場合 は 、 指 定 さ れ た 内 容 を 続け て 表示 し ます 。 
(人 例 ) 19 CLS 


A=1 2 3。 
29 A= ニ 123:B=5/9:C$=|I123.ABCD5.555555556E-61V 
WXYZ 
IABCD" 
89 や 民 TTNTT ま 廷 王 う 謝 


49 PRINT AiC$:B:i!VWXYZ! 
e 未 尾 が セミ コロ ン (: ) の 場合 は 、 そ の 前 に 指定 され て いる 内 容 を 左 に 詰め て 表示 し 、 そ の 表 
示し た 内 容 の 最後 に 続く 桁 が 、 次 の PR I NT 命令 に 対す る 表示 開始 位置 と な り ま す 。 


( 例 ) 19 A=123:B=45 IA 」 
和泊 貞 1 盾 屋 上 当 T この 桁 か ら C の 内 容 を 表示 
!128*45=!: 


390 CA*B 


49 PRINT C 
@ PR I NT の み で 、 表 示す る 内 容 が 指定 され て いな いと き は 、 改 行 を 行い ます 。 
e LOCATE 命 令 や 、 未 尾 が セミ コロ ン の PR I NT 文 で 表示 開始 位置 が 指定 され て いる 場合 
は 、 そ の 位置 か ら 表 示 を 開始 し ます 。 
な お 、 こ の と き 表 示す る 内 容 の 項目 が (, ) で 区 切ら れ て いる 場合 、 最 初 の 項目 は 12 桁 の 範 
こだわ ら ず に 表示 され ます 。 
@ 1 つの PR INT 命 令 で 表示 に 使用 する 桁 数 は 、255 杵 まで で す 。255 を 超え た 桁 は 切り 捨て ら 
れ ま す 。 


国 
(は 6 


@⑥ 〇 PRINT っ LPRINT 指 定 


本 機 は PR I NT 命令 を 、 必 要 に 応じ て 印字 命令 に 切り 替え る こと が で きま す 。 
た と えば 、 計算機 本 体 の み で 使用 し て いる と き は 、P R I NT 命令 を 表示 命令 と し て 画面 に 計算 結果 を 表 
示さ せ 、 プ リン タ を 接続 し て いる と き は 印字 命令 と し て 計算 結果 な ど を プリ ント させ る こと が で きま す 。 


指定 ・ 解 除 

プリ ンタ が 接続 され て いる と き 、 マ ニュ アル ある い は プロ グラ ム で 
PRINT=LPRINT 

命令 を 実行 する と 、PR INT 命 令 は すべ て LPRINT 命 令 と 同様 に 働き ます 。 
の 機能 は 
PRINT=PRINT 

の 命令 で 解除 で きま す 。 R UN 命令 の 実行 、 + の 操作 、 電 源 の オフ ・ オ ン な ど で も 解除 き 
れ 、P R I NT 命令 は 通常 の 表示 命令 に 戻り ます 。 マ ニュ アル で PRINT=LPRINT 命 令 を 実行 さ 
せ 、 有 効 に 働か せる に は 、 次 の 方 法 を 用 いま す 。 

@ 命令 実行 後 、GOTO 命 令 で プロ グラ ム を スタ ー ト させ る 。 (163 ペ ー ジ 参照 ) 

@ INPUT 命 令 な ど に より 、 プ ログ ラム が スト ッ プ し て いる と き に 、 こ の 命令 を 実行 する 。 


CS 


ファ イル 関連 命令 
PRINT#… プ リン ト ・ ク ロス ハッ チ 
省略 形 ……P. # 


機能 | 指定 し た デー タ を STO (シリ アル 入出 力 装置 )、 ラ ム デ ー タ ファ イル に 出力 し ます 。 


プロ グラ ム 
マニ ュ ア ル | 


二 PRINT * フ ァイル 番号 デー タ | 1・ ト テー | | | 


参照 | OPEN、INPUT# 

[説明 | @ 指定 し た デー タ を S I O か ら 出 力 し ます 。 ま た は ラム デー タフ ァイル (シー ケン シャ ルフ ァ イ 
ル ) に 記録 し ます 。 

@ この 命令 が 有効 に な る の は 、OPEN 命 令 で "COM:”" 、 “COM1:” を 指定 し て いる と 
き 、 ま た は “E :”" の OUTPUT あ る い は APPEND を 指定 し て オー プン し て いる と きだ 
け で す 。 

@ OPEN 命令 で 、 "COM :”, “COM1 :” を 指定 し て いる と き は 、 フ ァイル 番号 を 1 に 
指定 し ます 。 "E : "を 指定 し て いる と き は 、OPEN 命 令 で 指定 し た ファ イル 番号 (2 また 
は 3) を 指定 し ます 。 

@ デー タ ! は 、 一 般 式 (数 式 、 文 字 式 ) の 他 に 変数 を 指定 で きま す 。 
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PRINT#1, B (*) と する と 、 配 列 全体 の 指定 に な り ま す 。 文字 配列 変数 の と き は C$ 
(*) の よう に 指定 し ます 。 
配列 全体 の 出力 順序 
《 例 〉 一 次 元 配 列 B(9) 一 B(1) 一 B(2) っ …… 
二 次 元 配列 C(9 , 9) 一 C(9, 1) 王 C(9 。2) つ …… 
CC(1 ) 0 ゆー0 (19 つ G( 29 om 


@ 配列 全体 を 指定 し た と き は 、 各 要素 を 出力 する ご と に CR、LF コ ー ド を 出力 し ます 。 
た と えば 、PRINT#1, B (*) は PRINT#1, B (98) :PRINT#1, B (1) 
:PRINT#1, B (2) …… と 指定 し た 場合 と 同じ 状態 に な り ま す 。 
@ ! リ データ! の 後ろ が コン マ (, ) の と き は 20 桁 を 1 ゾー ン と し て 出力 し ます 。 
デー タ が 20 桁 以内 な ら 1 ゾー ン の 領域 の 中 で 、 数 値 は 右 詰め 、 文 字 は 左 詰 めで 出力 し ます 。 文 
字 デ ー タ が 20 桁 を 超え て いる 場合 は 、 必 要 な ゾー ン 数 を 確保 し て 出力 し ます 。 ゾ ー ン の 残ら の 
桁 は スペ ー ス で 埋め ます 。 
(人 例 〉 A$=!ABC!:C=123:D=ー5. 2E16 
PRINT#1, A$, C, D 
貞和 届 提 旨 TTeET_EW 
EatdetR eonneyU 章 人 9 。。 
ー5. 2E 二 1 9、.CRE 人 - 出力 フォ ー マ ッ ト の 説明 参照 


@ !「 デー タ ! の 後ろ が セミ コロ ン (: ) の と き は 、 デ ー タ を 続け て 出力 し ます 。 
( 例 ) A$=!ABC! :C=123 :D=ー5. 2E18 
PRINT#1, A$:CiD 


出 礼 商 BOLi」198。 こ 8, 9 世 十 1 0.NW 


@ 指定 され た ! デー タ ! を すべ て 出力 する と 、 最 後に CR (&H6D) と LF (&H60A) コー 
ド が 送ら れ ま す 。 た だ し 、 デ ー タ の 最後 に コン マ (, ) また は セミ コロ ン ( : ) が 指定 され て 
いる と き は CR、LF コ ー ド は 出力 され ませ ん 。 

@ 数値 デー タ の 出力 フォ ー マ ッ ト 
① 数 値 デ ー タ の 後ろ に は 1 桁 分 の スペ ー ス が つけ られ ます 。 
② 数 値 の 前 に は 符号 桁 が 1 桁 つ きま す 。 数 値 が 負数 の 場合 は 、 こ の 桁 が - (マイ ナス 符号 ) に 

な り 、 正 数 の 場合 は スペ ー ス に な り ま す 。 
③ 指 数 形式 で 出力 され る 場合 は 、 仮 数 部 の 後ろ に 指数 部 を 示す 記号 (E)、 待 号 、 数 値 2 桁 
(1 桁 の 場合 は 前 に 9 を つけ る ) が 出力 され ます 。 
(人 例 〉 PRINT#H1, 12345678987 
ニコ 1. 234567898E+19..CRUE を 出力 
④ 未 定義 の 変数 (CLEAR 実行 後 の A B な ど ) を 指定 し た 場合 は 9 が 出力 され ます 。 

@ 文字 デー タ の 出力 フォ ー マ ッ ト 
① 指 定 さ れ て いる デー タ を その まま アス キー 形式 で 出力 し ます 。 
②CHR$ (9) は ! ! Null : 何 も な い 状 態 ) に な り ま す 。 
③ 未 定義 の 変数 (CLEAR 実行 後 の A B$ な ど ) を 指定 し た 場合 は ! ! (Null) が 出力 さ 
れ ま す 。 し た が っ て 、 本 機 や パソ コン で は 何 も 表 示さ れ ま せん 。 

@ 文字 や 配列 全体 以外 の 文字 変数 を 指定 する と き 、 コ ンマ (, ) や セミ コロ ン (: ) で 続け る と 
デー タ の 区 切り コー ド が つか な いた め 、 ラ ム デ ー タ ファ イル か ら 読 み 込 むと き な ど に デー タ を 
分 ける こと が で きま せん 。 し た が っ て 、 次 の よう に 1 命令 に 1 デー タ を 指定 する よう に し て く 
だ さい 。 

PRINT#1, !ABC" 
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PRINT#1, AB$ 
グラ フィ ッ ク 命 令 
P SE 丁 …… ポイ ント ・ セ ッ ト プロ グラ ム 
2 [マニュアル 
省略 形 …… PS 


[機能 | 画面 上 の 指定 され た ドッ ト ( 点 ) の 点灯 また は 反転 を 行い ます 。 
書式 (1) PSET ( 式 」, 式 ぅ ) 


(2) PSET ( 式 , 式 。), XX 


参照 PRESET、GCURSOR、POINT 


説明 | 書式 (1) で は 、( 式 」, 式 。 ) で 指定 され た ドッ ト を 点灯 させ ます 。 


@ 書式 (2) で は 、( 式 」, 式 ? ) で 指定 され た ドッ ト が 点灯 し て いる と き 
と き は 点灯 させ ます 。 


は 消し 、 消 えて いる 


e 式 」、 式 。 の 値 は ー32768 一 32767 の 範囲 内 で 指定 で きま す 。 た だ し 、 画 面 
式 。 が 0 て 47 の 男 囲 に な り ま す 。 
(人 例 〉 19 CLS :WAIT 9:DEGREE 
29 FOR A=9 TO 429 STEP 3 
39 B=ー-1wSIN A 
49 Y=INT (B*24) 十 24 
59 X=INT(A プ 6.25) 
69 PSET (X, Y) 
70 NEXT A 
89 WAIT :GPRINT 
この プロ グラ ム を 実行 する と 、 サ イン カー ブ が 描か れ ま す 。 


内 は 式 」 が 0 ^148、 


基本 命令 
RADIAN… ラ ディ アン 人 等 
マニ ニュ ア ) 
省略 形 …… RAD. 


機能 | 角度 単位 を “RADIAN'" (ラディ アン ) に 設定 し ます 。 

書式 |′ RADIAN 

参照 DEGREE、GRAD 

説明] 三角 関数 、 逆 三角 関数 、 座 標 変換 で 扱う 角度 の 単位 を “RADIAN' 沿 
まち も 
(1 直 / 2 【rad]) 


位 【rad〕] に 設定 し 


r 


基本 命令 - 
RANDOM1ZE… ラ ンダ マイ ズ [プロ グラ ム | 
マニ ュ ア ル 
省略 形 …… R A. 


機能 | RND 命 令 の 使用 に 先立っ て 乱数 の タネ を 植え つけ る も の で す 。 
書式 ′ RANDOMIZE 
参照 RND 
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説明 | *RND 命 令 に より 乱数 を 発生 させ た 場合 、 電 源 を 入れ 直す と 常に こ 同 じ 乱 数 系 列 を 発生 し ます 。 
し か し 、 電 源 を 入れ た 後に RANDOM1 2ZE 命 令 を 実行 すれ ば 、 実行 の た びに 違っ た 乱数 を 


発生 させ ます 。 
基本 命令 ー ー 
R E AD……… リー ド Er 
省略 形 : PR GA R E A. | 


際 能 | DATA 文 に 続い て 指定 され て いる デー タ を 変数 に 読み 込み ます 。 
書式 | READ 変数 [ 変数] ……… 
参照 DATA、RESTORE 


説明 | 変数 に デー タ を 代入 する 方 法 の 1 つ で す 。 変数 は RE AD 文 で 指定 し 、 デ ー タ は DATA 文 で 
指定 し ます 。 
| 5 A * る ー 
境 9 ed 2 人 A に は 3 、B に は 4 が 代 
8 入 さ れ ま す 。 
中 区 下 移 軍 療 、 朱 5 ーー 
こ ( 、 E 
129 DATA 60, !G=! ! 8 に は !G ニ 「、F$ に 
1 は !。H=! が 代入 され 
209 READ C, D, E$, F$ 和 
靖国 人 人 
タ は 何 行 に 分 け て 書い て も 一 連 の デー タ と 見 な され 、 小 さい 番号 の 行 の デー タ か ら 順 番 に 変数 
貞和 また 、 複 数 の アロ グラ ム が 書き 込ま れ 、 そ れ ぞ れ の プロ グラ ム に DATA 文 
が ある 場合 で も 、 そ れ は 一 連 の デー タ と 見 な され ます 。 
し た が っ て 、 そ れ ぞ れ の プロ グラ ム 内 の デー タ を 使用 する と き は 、 プ ログ ラム の 最初 の 行 に 、 
RESTORE 命 令 を 書き 込ん で くだ さい 。 
@ デー タ と 変数 は その 型 (数 値 変数 か 文字 変数 か の 型 ) が 一 致し て いな けれ ば な り ま せん 。 
@ 読み 込 も うと し て 、 読 み 込 む デ ー タ が な い 場 合 は エラ ー53 に な り ま す 。 
e DATTA 文 で は 文字 デー タ を ! ! で 囲ま ず に 指定 で きま す が 、 デ ー タ の 前 後に スペ ー ス が 指定 
され て いて も 、 ス ペー ス は な いも の と 見 な され ます 。 
基本 命令 
R EM ぐ で ……… リマ ー ク 大 】 
省略 形 …… な し 
機能 プロ グラ ム に 注釈 を 入れ ます 。 
書 葉 REM 注釈 
説明 | W プロ グラ ム の 実行 に は 関係 な く 、 プ ログ ラム リス ト な ど を わか りや すく する 目的 で 、 プ ログ ラ 


ム の 先頭 や 途中 に 注 秋 を 入れ て お く た め の も の で す 。 


@ 同じ ライ ン で 、R PEM の 後に 書か れ て いる 内 容 は すべ て 注釈 と みな され 、 プ ログ ラム 実行 時 は 


無視 され ます 。 


@ REM の 代わ り に (シン グル クォーテーション ) を 使用 する こと も で きま す 。 


《 例 〉 19 REM キン リ ケイ サン 
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2990 "サブ ルー チン 
基本 命令 
R EN UM…… リ ナン バー 
| 省略 形 ……REN. マー ニュ テル 


[機能 | プロ グラ ム の 行 番 号 を つけ 直し ます 。 (PRO モ ー ド の マニ ュ ア ル 操作 で の み 有 効 


書式 | RENUM [ 新 行 番号 ] [, [ 旧 行 番号 ] [, 増分 ]] (qq 


参照 PASS 


説明 | @ 『 旧 行 番号 ′ で 指定 し た プロ グラ ム の 行 番号 を " 新 行 番号 "に 書き 換え 、 そ れ 以 降 の 行 番号 を 、 
“増分 ” で 指定 し た 値 に 従っ て 順次 書き 換え て いき ます 。 
@ “昌行 番号 ′ で 指定 し た 行 番号 が プロ グラ ム 内 に 存在 し な い 場 合 は エラ ー40 に な り ま す 。 
。 時 中 、 提 9 衝 し た 基 和則 伯 衝 紀 ば プロ グラ ム の 最 要 行 。 新生 増 
分 は それ ぞ れ 10 が 指定 され た も の と みな され ます 。 
〈 例 〉 RENUM[ 殺 
プロ グラ ム 全 体 の 行 番号 を 10 か ら 10 ス テッ プ き ざ み で つけ 直し ます 。 
RENUM 195, 59, 18【 条 
行 番号 5 9 が 1 9 9 に な り 、 そ れ 以 後 、 行 番号 を 10 ス テッ プ き ざ み で 最後 まで つけ 
直し ます 。 
e RENUM 命 令 は 、GOTO、GOSUB、IF<THEN て ELSE、ONGOTO、Q 
NCGOSUB、RESTORE 命 令 な ど で 参 照 し て いる 行 番号 も 新しい 行 番号 に 対応 させ て 
動 的 に つけ 直し ます 。 
な お 、 参 照 す る 行 番号 が プロ グラ ム 内 


に 存在 し な いと き は エラ ー40 に な り ま す 。 

@ 上 記 の 命令 で 参照 し て いる 行 番号 また は ラベ ル の 中 に 行 番号 や ラベ ル で な い 文字 や 記号 が 入っ 
て いる と 、 そ れ よ り 後 に 書か れ て いる 行 番号 の つけ 直し は 行い ませ ん 。 

(人 例 〉) GOTO 19*2 
ON A GOTO!ABC!, 290, AB, 406 
で 示す 部 分 は 行 番号 や ラベ ル と な り ま せん 。 、 で 示す 者 分 は 行 番号 と みな され 、 つ け 直 し を 
行い ます 。 

e@ 新しく つけ 直す 行 番号 が 65279 を 超え る 場合 は エラ ー41 に な り ま す 。 

@ 実行 の 順番 が 変わ る よう な 指定 (た と えば 10、20、30 の 3 つの 行 が ある 場合 、RENUM15, 
30 を 実行 する と き ) を 行う と エラ ー483 に な り ま す 。 

@ 長い プロ グラ ム ! に 対し て R EN UM 命令 を 実行 する と 、 少 し 時 間 が か か り ま す 。 表 示 部 右端 に 
* を 1 つ 表 示し て いる と き は (9 和 で 中 過す る と 実行 前 の プロ グラ ム の 状態 に 戻 戻り ます 。* を 
2 つっ 表示 し て いる と き は 【ON] は 無視 され ます 。 

05 RENUM 命 令 は 無視 され ます 。 


基本 命令 
REPEATC て UNT 1 し … リ ピー トー アン ティ ル | プロ グラ ム | 
省略 形 …… REP. UN. 
機能 | REPEAT と UNT1L し の 間 に 書 か れ た 命令 を 指定 され た 条件 が 満た され る まで 、 繰り返し 実 
行 し ます 。 
書式 | REPEAT 


実行 文 1 
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UNTIL 条件 式 
実行 文 2 
参照 FORCNEXT、WHILE-WEND 
説明 WREPEAT 以 降 の 命令 (実行 文 1) を 実行 し 、UNT ITL 文 で 条件 式 の 判断 を し ます 。 
条件 が 成立 し た 場合 は 、 実 行文 2 に 移り ます 。 (繰り 返し ルー プ の 終了 ) 
条件 が 成立 し な か っ た 場合 は 、 実 行文 1 を 再 実行 し 、 条 件 が 成立 する まで 繰り 返し ます 。( こ 
の 繰り 返し 部 分 を REPEATC て UNT IL ルー プ と 呼び ます 。) 
eREPEAT と UNT 1 上 は 必ず 対 に し て 使用 し ます 。 
esREPEATーUNTTL ル ー プ の 中 に 、 別 の REPEAT て て UNTIL ルー プ を 入れ る こと 
が で きま す 。 た だ し 、 中 に 入る ルー プ は 外 の ルー プ 内 に 完全 に 入っ て いな けれ ば な り ま せん 。 
し た が っ て 、 ル ー プ が 交差 する よう な 使い か た は で きま せん 。 (交差 し て いる 場合 は エラ ー に 
な り ま す 。) 
この 条件 で ルー プ を 最大 22 段 まで 
の スタ ッ ク 欄 を 参照 ) 
eREPEATUNTTL ル ー プ の 外 か ら ル ー プ 内 に 飛び 込む こと は で きま せん 。 飛 び 込 ませ 
る と エラ ー に な り ま す 。 
( 注 ) ・REPEATーUNT IL ルー プ か ら 外 に 飛び 出し た 場合 で も 、 そ の ルー プ は 終了 し た 
こと に は な り ま せん 。 プ ログ ラム に よっ て は (REPEATT 文 を 何 回 か 実行 する よう な 
プロ グラ ム の 場合 ) REPEATCUNT IL の 深み エラ ー が 発生 する こと が あり ます 。 
・REPEATC て UNTIL ルー プ 内 で は CLEAR、ERASE、D IM 命令 は 使用 で 
きま せん 。 
( 例 ) 19 A=9:B=68 
29 REPEAT 


ml 


年 ね て 使う (深み を も た せる ) こと が で きま す 。(379 ペ ー ジ 


3 A=A 十 B 

4 9 INPUT B < デー タ 入 力 

59 UNTIL B<9 < 負 の 値 が 入力 され る まで REPEAT_ 
6 PRINT A UNT TI 上 を 繰り 返し 実行 し ます 。 
79 END 


この プロ グラ ム は デー タ を 入力 し その 累計 を 求め あま す 。 デ ー タ と し て 負 の 値 を 入力 する と 、 累 
計 値 を 表示 し て 終わ り ま す 。 


基本 命令 
RESTORE… リ スト ア [プロ グラ ム 
省略 形 …… R ES. 

[機能 | READ 命 令 に 続く 変数 に 読み 込ま れる デー タ の 順番 を 変え ます 。 

書式 | RESTORE [読み 込み 開始 行 ] 

参照 | READ、DATA 

説明 | @ READ 命 令 の 実行 時 、 DATA 命 令 で 指定 され て いる デー タ の どの デー タ を 読み 込む か は 常に 


計算 機 に 記憶 され て いま す が 、 こ の 読み 込む デー タ の 順番 を 強制 的 に 変え 0 る と き に 使用 し ます 。 
e 読み 込み 開始 行 ” を 指定 する と 、 そ の 行 の DATA 命 令 また は 指定 し た 開始 行 以降 の 最も 小 
さい 行 番号 の DATA 命 令 か ら 読 み 込み を 開始 し ます 。 
読み 込み 開始 行 " を 省略 する と プロ グラ ム の 最初 の DATA 命 令 の デー タ か ら 読 み 込 み を 開 
始 し ます 。 
@ 読み 込み 開始 行 " は 、 行 番号 また は ラベ ル で 指定 し ます 。 
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RI1GHT$… ラ イト ドル プロ グラ ム | 
[マニ ュ ア ル 


字 列 の 右側 か ら 指 定 し た 文字 数 分 を 取り 出し ます 。 


RIGHT$ ( 及 字 列 。 式 ) 


LEFT$、MID$ 


e 指定 され た 文字 列 の 右 か ら 、 式 の 値 で 指定 され た 桁 数 (文字 数 ) だ け 、 文 字 を 取り 出し ます 。 
@ 式 の 値 は 9 <255 の 範囲 の 整数 で な けれ ば な り ま せん 。 


(人 例 ) 19 A$=!ABCDE! 
29 B$=RIGHT$ (A$, 3) ーA$ の 文字 列 の 右側 3 文字 すなわち CDE を 取 


39 PRINT B$ り 出 し B $ に 代入 し ます 。 
| RND………… ラ ンダ ム フロ 2 ラ | 
[ 々 マニュアル 
| 省略 形 …:RN. | 


乱数 (疑似 乱数 ) を 発生 させ ます 。 
RND 式 
RANDOMIZE 
@e RND X に お いて X の 値 に より 次 の よう な 乱数 を 得る こと が で きま す 。 
①X が 2 以上 の 場合 
X が 整数 の と き : 1 か ら X の 値 以下 の 乱数 を 発生 し ます 。 
(1 ミ RND X ミ X) 
X が 小数 部 を 含む と き : 1 か ら X の 整数 部 に 1 を 加え た 値 以下 の 乱数 を 発生 し ます 。 
(1SRND XS ミ (INT X) +1) 
た だ し 、 こ の 場合 は 小数 部 の 値 に よっ て 乱数 の 発生 に 差 が 生じ ます 。 
②X が 負数 の 場合 : 同じ 乱数 (乱数 列 ) を 発生 させ る た め に 、 初 期 値 を 一 定 に し ます 。 
⑧⑬X が 9 か ら 2 未満 の 場合 : 1 未満 の 乱数 を 発生 し ます 。 
(9 く RND X<1) 


e 乱数 の 有効 桁 数 は 10 桁 で す 。 


例 ) 19 CLS 
l 
0 人 2 40 行 は 同じ パタ ー ン の 乱数 を 発生 させ る た め 
に 入れ て いま す 。 
Water 衣 これ に より 、 同 じ 乱 数 列 が 3 回 表示 され ます 。 
人 40 行 を 削除 し て プロ グラ ム を 実行 し て みて く 
69 C= RND 9 だ さい 。 
79 PRINT C: 同じ 乱数 が 発生 され な く な り ま す 。 
89 NEXTT B 
99 PRINT: NEX 征 A 
199 END 
プロ グラ ム を 実行 すれ ば 同じ 乱数 列 が 表示 され ます 。 
7 1 4 3 
7 1 4 3831 3 回 表示 され ます 。 


7 1 電 導 


て う 
C31 
Ko】 
HH は 
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基本 命令 
屋 問 間 eeeieeso ラン - 還 
省略 形 …… R に セキ 


[機能 | プロ グラ ム の 実行 を 開始 し ます 。(RUN モ ー ド の マニ ュ ア テル 操 作 で の み 有 効 ) 
書式 | (1) RUN[〔 殺 


行 番 号 
ベル 


(2) RuN | ? | 回 


| GOTO 

説明 | @ 書 式 (1) で は 、 プ ログ ラム の 一 番 小さ い 行 番号 か ら 実 行 が 開始 され ます 。 

@ 書式 (2 ) で は 、 指 定 し た 行 あ る い は ラベ ル が 書か れ て いる 行か ら プ ログ ラム の 実行 が 開始 さ 
れ ま す 。( ラ ベル に つい て は 163 ペ ー ジ 参照 ) 

@ 指定 し た 行 番号 ある い は ラベ ル が な い 場 合 は エラ ー40 に な り ま す 。 

@ プロ グラ ム に 同じ ラベ ル が 2 個 以上 書か れ て いる と き は 、 行 番号 の 小さ い ほ う が 実 行 さ れ ま す 。 

@e RUN 命 令 に より プロ グラ ム の 実行 が 開始 され た と き の 計 算 機 の 状態 に つい て は 162 ペ ー ジ を 
ご 覧 くだ さい 。 


ファ イル 関連 命令 
| SAVE……… セ ー フ 
| 省 早 形 …S A. マニ ュ ル 


機能” BAS1IC プ ログ ラム を プロ グラ ム フ ァ イル エリ ア に 登録 し ます 。 
書式 | SAVE ! フ ァイル 名 ! 
参照 | LOAD、FILES 
説明 WBASIC プ ログ ラム に ファ イル 名 を つじ PT 

@ ファ イル 名 は 8 文字 以下 の 名 前 と 、 拡 張子 を 3 文字 まで 指定 で きま す 。 

@ 拡張 子 の 記述 を 省略 し た 場合 は 「. BAS」 に な り ま す 。 

@ 時 存 の ファ イル 名 を 指定 し た 場合 は 、、 そ の ファ イル の 書き 換え に な り ま す 。 た だ し 、 上 革 存 の ファ 

イル 名 が TEXTT (テキ スト ) ファ イル の 場合 は エラ ー96 に な り ま す 。 

@ 計算 機内 の プロ グラ ム が 秘密 化 さ れ て いる と き や 、 プ ログ ラム が な いと き は 、SAVE 命 令 は 
1 


バ 視 さ れ ま ずる 
其 本 命令 
9 UP rmi ええ トド トップ | プログ ラム | 
省略 形 …… S 
機能 | プロ グラ ム の 実行 を 一 時 停止 させ ます 。 
軒 式 ) STOP 
記 CONT 
説明 |] プログ ラム に バグ (誤り ) が 発生 し た と き 、 プ ログ ラム の 実行 を 途中 で 止め て 、 変 数 の 状態 を 


調べ た り 、 変 数 に 数 値 な ど を 代入 し た り し て バグ を 探し ます 。 こ の よう な と き 、 プ ログ ラム を 
止め た い 位置 に STOP 命 令 を 書き 込み ます 。 
@ この 命令 が 実行 され る と [BREAK IN 2 986 90」 の よう に 、 実 行 し た 行 番 号 を 伝え る ブ 
レー ク メ ッ セー ジ を 表示 し て 停止 し ます 。 
@ この 命令 に より 停止 し た プロ グラ ム の 実行 を 再開 させ る と き は CONT 命 令 を 使用 し ます 。 
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関数 ーー ーー 
STR$……… ス トリ ング ドル 
省略 形 ……STR 


機能 | 数 休 を 文字 列 に 換 し ます 。 

書式 | STRS$ 式 

参照 | VAL 

説明 |  e 数 値 を 文字 列 の 形 に 変換 し ます 。 

た と えば 、B=1 2 3 4 の と き 
A$=STR$ B 

と し て 実行 すれ ば 、A$ に は 『! 1 2 3 4 ! と いう 文字 列 が 代入 され ます 。 


基本 命令 _ _ _ _ _ 
SWITCH<CASE ン と DEFAULT_ ENDSWITCH [ブログ ラム | 
……… ス イッ チン ケー スン デフ ォ ル トン エン ドス イッ チ | 
省略 形 ……SW. CAS. DEFA. ENDS ーー 


[機能 ] 変数 の 値 に 従っ て 、 処 理 の 1 つ を 実行 し ます 。 
書式 | SWITCH 変数 


式 
CAS 1 テ 呈 


実行 文 
[cAsE 1 | 


文字 列 
実行 ] 


[DEFAULT 
実行 文 ] 
ENDSWITCH 
参照 | ON~GOTO 
[説明 | 変数 の 値 を CASE の 式 (文字 列 ) と 比較 し 、 一 致し た 場合 に こそ の CA SE 以降 の 処理 を 実行 

し ます 。 1 つの 処理 の 範囲 は 次 の CASE、DEFAULT、 も し く は ENDSWITCH ま 
で で す 。 1 っ の 処理 を 実行 する と 、ENDSWITCH ス テー トメ ント に 移り ます 。 ま た 、 変 
数 の 値 が どの CASE と も 一 致し な か っ た と き は 、DEFAULT に 移り ます 。 DEFAUL 
を 省略 し て いる 場合 は ENDSWITCH に 移り ます 。 

eSWITCH と ENDSW1ITCH は 必ず 対 に し て 使用 し ます 。 

eCASE、DEFAULT、ENDSWITCH は 行頭 (ライ ン ナ ン バ パー の すぐ 後ろ ) に 
必要 が あり ます 。 な お 、 ラ ベル の 後ろ は 行頭 に は は な り ま せん 。 行頭 に こ 無 い 場合 1 
で 認識 され な い だ け で な く 、 実 行 し た 場合 エラ ー に な り ま す 。 

e CASE に 同じ 値 を 指定 し て も エラ ー に は な り ま せん が 、 実 行 さ れる の は SWITCH に 近い 
ほう の CASE 処 理 だ け で す 。 

eDEFAULT は CASE の 処理 を すべ て 書き 終わ っ て か ら 一 番 最後 に 書か な けれ ば な り ま せ 
ん 。(DEFAULT 処 理 の 後に CASE を 書く こと は で きま せん 。) 

e CASE ま た は DEFAULT の 実行 文中 に 、S WITC 日 文 は 使用 で きま せん 。 

es SWITCHENDSWITC 日 の 外 か ら 内 部 に 飛び 込む こと は で きま せん 。 飛び 込ま せる 
と エラ ー に な り ま す 。 
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( 注 ) ・SWITCH<CENDSWTITCH か ら 外 ! 0 に し ge 場合 
終了 し た こと に は な り ま せん 。 プ ログ ラム 

し ます 。 
・SWTITC 日 文 で は 深み を も た せる 
残っ て いな いと 使用 で きま せん 。(379 ペ ー ジ の スタ ッ ク 欄 参照 ) 


こと は で きま せん 。 な お 、 ス タッ ク は 6 バイ ト 以 上 


で も 、SW1 耳 CHH 処 理 が 
こよ っ て は 次 の SW1ITCH で エラ ー が 発生 


・ 変 数 に は 文字 変数 や 数 値 変数 を 使う こと が で きま す が 、 式 は 使用 で きま せん 。 


《 例 〉 19 INPUT ! ミ セ ノ ナマ エリ!:A$ 
29 SWITCH A$ 
3 9 CASE!ABC! 
4 9 PRINT A$S:!TEL:812 一 8456! 
58 CASE!XYZ! 
6 8 PRINT A$:!TEL:9024 一 6892 
7 8 DEFAULT 
8 9 PRINT A$:! ハ ミト ウロ クリ 『! 
99 ENDSWITCH 
199 END 


この プロ グラ ム は 、 店 の 電話 番号 の クイ ッ ク リ ファ レン ス で す 。 中 の デー タ と 入力 され た 店 名 
を 照合 し て 、 合 えば 店 名 と 電話 番号 を 表示 し 、 合 わな けれ ば !… ハ ミト ウロ ク 『! と 表示 し 


て 終わ り ま す 。 

基本 命令 

| F 用 ド 戸 www ピー ス オ フ プロ グラ ム 
の 5 マニ ュ ア ル 
省略 形 ……TROF. の 

[機能 | トレ ー ス モー ド を 解除 し ます 。 

書式 | TROFF 

| 参照 | TRON 

[説明 WTRON 命 令 で 設定 され た トレ ー ス モー ド を 解除 し ます 。(TRON 参 照 ) 

基本 命令 。 _ 
T RON ……… トレ ー ス オン プロ グラ ム 
省略 形 …… TR | マニ ュ ア ル 


機能 月 寺 Eb ます 。 
書式 TRON 
参照 TROFF 


し ます 。 


説明 |] トレ ー ス モー ド で は 、 プ ログ ラム が 1 行 実行 され る と 、 そ の 実行 され た 行 番号 を 表示 し て 停止 


次 の 行 を 実行 する と き は [WW) を 押し ます 。 〔] で プロ グラ ム を 1 行 ず つ 実 行 さ せ て いく こと が 
で きま す の で 、 プ ログ ラム が どの よう に 実行 され て いく か を た どる こと が で きま す 。 (156 ペ ー 


ジ の デバ ッ ク 参 照 ) 

れ に より 、 プ ログ ラム が 正しく 実行 され る か どう か を チェ ッ ク で きま す 。 

@ トレ ー ス モー ド は TROFF 命 令 の 実 ? 
され ます 。 


本 、 中 の 操作 、 電 源 オ フ ・ オ ン な ど で 解 除 
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基本 命令 
- 5 上 ーー ゴ 
USING…… ユー ジン グ [プロ グラ ム ム | | 
っ の 民 ニ ュ ア ル 
| 省略 形 …… U | 
| 機 能 | 炉 全 や 文字 な ど を 表示 また な 印 人 沿 の あえ ーッ ゆき 手合 に あ す 。 
書式 | (1) USING! フ ォ ー マ ッ ト 
(2) USING 
参照 PRINT、 Nd . 
| 説明 | PRTINT 命 令 に IP よる 印字 の 形 を 指定 する 命令 で す 。 ま た 、 


ee ro 
@ 表示 フォ ー マ ッ ト は 、 AE 
し ま 。 指定 の 解除 は 書式 (2 ) で 行い ます 。 


続く ! ! 内 に 、 次 の 記号 を 用 いて 指定 


#| 数 値 の 格 数 を 指定 ー _ 
整数 部 桁 数 : 2 11 行 (符号 を 含む ) 
指定 桁 よ り 数 値 の ほう が 少な いと き は その 分 だ け ス ペー ス 表 示 に な り 


定 と みな され ます 。 


小数 部 桁 数 0 12 桁 (指数 方 式 に よる 表示 の と き は 859 桁 ) 


き は その 分 だ け 切 り 捨 て られ ます 。 


多い と き は エラ ー に な り ま す 。12 桁 以上 指定 し た 場合 は すべ て 11 桁 の 指 


1 ほう が 少な いと き ! は その 分 だ け 09 表示 に な り 、 多 いと 


ヽ 


に 小数 点 の 表示 を 指 定 ( 各 数 部 と 小数 部 の 区 切り を 指定 ) 
"| 表 値 の 3 桁 区 切り の 指定 


数 値 の 整数 部 を 3 桁 ご と に コン マ (, ) で 区 切っ て 表示 する と き は 、 整 数 | 
ーー ーー r コ ンマ を 記述 し ます 。 _ 
人 | 数 値 の 指数 方 式 に よる 表示 を 指定 
1 定格 に か か わり な く 、 仮 数 部 の 整数 杵 は 2 桁 (符号 を 含む ) に 
な り ま す 。 


人 & 列 の 格 数 を 指定 


い 場 合 は 指定 され た 桁 数 分 だ け 表 示し ます 。 


指定 桁 よ り 文字 数 が 少な い 場合 は その 分 スペ ー ス 表示 に な り 、 文 字数 が 多 


〈 例 〉) ① USING 
② USING 
③ USING ! 共 間 
④ USING ! 半 # 


符号 と 整数 2 桁 を 表示 
中 と 整数 2 桁 と 小数 点 を 表示 
符号 と 整数 2 桁 と 小数 点 と 小数 点 以下 2 桁 を 表示 


表示 
8 桁 区 切り マー ク も 1 桁 と 数 えま す 。 た と えば 、 


## 
# 半 #. ! 符号 、3 桁 区 切り マー ク (, )、 整 数 5 桁 と 小数 点 を 


ー1, 234, 567. を 表示 させ る と き は USING!### 
###, 共 半 半 . ! の よう に 共 と , を あわ せ て 最低 10 


個 指定 する 必要 が あり ます 。 


⑤ USING 「! 失 共 . 攻 # 小数 点 以 下 3 桁 ま で の 指数 方 式 で 表示 


部 は 符号 を 含め て 4 桁 CE 0 0) が 自動 的 に 取 


ド の と き 、 仮 数 部 の 整数 は 符号 と 整数 1 桁 、 指 数 ] 


られ ます 。 


⑥ USING !&&&&&&! 文字 を 6 桁 表 示 
⑦ USING  ! 失 # 導 科 交 &! 数 値 と 文字 を 同時 に 指定 
⑧ USING フォ ー マ ッ ト 指 定 を 解除 


( 注 ) コン マ (, ) と へ は 混在 し て は 使用 で きま せん 。 
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w USING 命令 は PRINT 文 の 中 で も 使用 する こと が で きま す 。 
( 例 ) 19 B=ー16. 8:C=19. 7793 
29 PRINT USING ! 有 && 必 ## 間 ! | !IBー!・B, 
!C テ UiUSING !# 導 す . 導 # 半 !:C 
w USING 命令 で 表示 フォ ー マ ッ ト の 指定 を 行う と 、 以 降 に 実行 され る PRI NT 命令 、LP 
R TI NT 命令 に は 、 す べ て その フォ ー マ ッ ト 指 定 が 有効 に な り ま す 。 
し た が っ て 、 フ ォ ー マ ッ ト 指 定 が 不要 な と き は 書式 (2 ) の 形 で 指定 を 解除 し て くだ さい 。 
フォ ー マ ッ ト 指 定 は RUN 命 令 の 実行 や 、(SHIFT 十 〔CAj の 操作 な ど で も 解除 され ます 。 


に . 押 
| V AA し てい みっ の パリ ュー プログ ラム | 
| 省略 形 pas V 


文字 列 を 数 値 に 変換 し ます 。 
VAL 文字 列 
STR$ 
@ 数 字 (9 一 9)、 符 号 (+、 一 )、 指 数 部 を 示す 記号 (E) で 構成 され て いる 文字 列 、 お よび 先 
頭 に &H が つい た 16 進 数 を 表す 文字 列 を 数 値 (10 進 数 ) に 変換 し ます 。 
@ 1 つの 文字 列 の 中 に 数 値 に 変換 で き な い 文字 や 記号 が 含ま れ て いる 場合 、 そ れ か ら 右 の 文字 列 
は 無視 され ます 。 
(人 例 〉) A=VAL! 一 128! 
B=VAL!3. 2*4=! 
C=VAL!&HFF! 


AA に 一 120 が 代入 され ます 。 
B に 3.2 が 代入 され ます 。 
C に 255 が 代入 され ます 。 


関数 
| VDEG……… バ パリ ュー・ デ ィ グ リー プロ グラ ム 
| 潮時 形 …VD = ュ アル 


機能 | 60 進 数 ( 度 ・ 分 ・ 秒 ) の 文字 列 を 10 進 数 ( 度 ) に 変換 し ます 。 

書式 VDEG 文字 列 

| 参照 '′  DMS$ 

[説明 |  e60 進 数 の 文字 列 を 10 進 数 に 変換 し ます 。 

例 ) 19 AA$=!15 39 36/! 中 日 
20 B=VDEG AA$ 1. 51l 
39 PRINT B | 


@ 文字 列 に 度 で う ), 分 で う , 秒 (* ) の 記号 が 含ま れ て いな いと き は 、 整 数 部 を 度 ぐ )、 小 

数 点 以 下 + <2 桁 日 を 分 で ), 小数 点 以下 3 桁 目 以降 は 秒 C ) と みな し ます 。 
0 19 BeYDW 全 1!3。 8090「 瑞 麗 つつ) | 
20 PRINT B 1.g1| 


ゃ 


か 


@ 文字 列 の 中 に 数 値 に 変換 で き な い 文字 や 記号 が 合 ま れ て いる 場合 は 、 エ ラー22 が 発生 し ます 。 
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eVDEG _DMS A"” と “DEG DMS A" の 結果 が 異な る 場合 が あり ます 。 


これ は 、DMS$ と DMS の 有効 桁 数 が 違う た めで す 。 
DMS$ の 有効 桁 数 は 10 桁 、DM S の 有効 桁 数 は 12 桁 で す 。 
例 ) 19 A=1. 23456789 | Run | 
29 PRINT DEG | 1. 234567891 
DMS A | 、 1.234566667 
39 PRINT VDEG Esc waaーー 
DMS$ A 


度 ・ 分 ・ 秒 の 記号 の キャ ラク ター コー ド (くわ し く は 384 ペ ー ジ 参照 ) 
度 ぐ ) …223 (H&DF)、 分 で ) …89(H&27)、 秒 ( ) …248(H&FS8) 


PR IN 命令 に よる プロ グラ ム の 停止 時 間 を 指定 し ます 。 


(1) WAIT 式 


(2) WAIT 
参照 | PRINT 
説明 | 書式 (1) で は 、 式 で 時 間 を 指定 する と 、PR INT 命 令 を 実行 する た びに 指定 時 間 だ け プ ロ 
グラ ム が 停止 し 、 そ の 時 間 が 経過 する と 自動 的 に 再開 し ます 。 
@ 式 の 値 は 9 65535 の 範囲 で 指定 で きま す 。 
な お 、 式 の 値 1 は 約 1 プ 64 秒 に 相当 し ます 。 
@ 時 間 を 無限 に し た いと き は 、 書 式 (2 ) の 形 で 時 間 指定 を 解除 し て くだ さい 。 こ の 場合 、 プ ロ 
グラ ム を 再開 する に は [<] を 押す 必要 が あり ます 。 
@ 本 機 の 電源 を 入れ た と き 、 ま た は RUN 命 令 を 実行 し た と き は WAIT 9 ( 停 引 時 間 9) に 
設定 され ます 。 
( 注 ) 一 般 の パソ コン で は WA 【 丁 指定 は で きま せん 。 パ ソコ ン で は 通常 次 の よう に FORN 
EX 和 T を 用 いて 、 時 間 の 調整 を 行い ます 。 
(人 例 〉) 59 FOR = テニ 1 TO 599:NEXT J} 
基本 命令 ー 
WHILE ンーWEND… ホ ワイ ルン ホワ イル エン ド | ブログ ラム | 
省略 形 …… WH. WE. | 
機能 | WHILE と WEND の 間 に 書 か れ た 命令 を 指定 され た 条件 が 満た され て いる 間 、 繰 り 返 し 実行 
し ます 。 
書式 | WHILE 条件 式 
実行 文 1 
WEND 
実行 文 2 
参照 | FORCNEXT、REPEAT<UNTIL 
説明 WHILE 文 に お いて 条件 式 の 判断 を し 、 条 件 が 成立 し な か っ た 場合 は 実行 文 2 に 移り ます 。 


(繰り 返し ルー プ の 終了 )。 条 件 が 成立 し て いる 間 は 実行 文 1 を 繰り 返し 実行 し ます 。( こ の 繰 
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り 返 し 部 分 を WHILE-ーWEND ル ー プ と 呼び ます 。) 0 XOR 0 = 0 
@ WHILE と WEND は 必ず 対 に し て 使用 し ます 。 な お 、10 進 数 の 排他 的 論理 和 を 求め た 場合 で も 、 計 算 機 内 で は 10 進 数 を 2 進数 に 変換 し た うえ 
@ WHILE の 条件 式 が 最初 か ら 成 立 し て いな い 場 合 は 、1 回 も 実行 せ ず に ルー プ を 抜け ます 。 で 、 各 桁 の 排他 的 論理 和 を 求め 、 そ の 結果 を 10 進 数 に 戻し ます 。 た と えば 、41 と 27 の 排他 的 論 
つま り 、 実 行文 1 を 1 回 も 実行 せ ず に 実行 文 2 に 移り ます 。 条 件 式 が ずっ と 成立 し て いる 場合 理 和 は 次 の よう に 計算 され ます 。 
は 永遠 に ルー プ 内 の 実行 を 繰り 返す プロ グラ ム に な り ま す 。 41 XOR 27 = 50 
eWHILE-ーWEND ル ー プ の 中 に 、 別 の WHILE-ーWEND ル ー プ を 入れ る こと が で きま ン 101001…… 4 1 
す 。 た だ し 、 中 に 入る ルー プ は 外 の ルー プ 内 に 完全 に 入っ て いな けれ ば な り ま せん 。 し た が っ XOKR 
て 、 ル ー プ が 交差 する よう な 使い か た は で きま せん 。( 交 差し て いる 場合 は エラ ー に な り ま す 。) NLLN1B we 2 7 
この 条件 で ルー プ を 最大 18 段 まで 重ね て 使う (深み を も た せる ) こと が で きま す 。(〈379 ペ ー ジ 1 10 0 …… 5 0 
の スタ ッ ク 参 照 ) 41 と 27 を それ ぞ れ 2 進数 に 変換 し 、 各 桁 の XOR を 取り ます 。 そ し て 、 そ の 結果 を 10 進 数 に 変 
@eWHILE-ーWEND ル ー プ の 外 か ら ル ー プ 内 に 飛び 込む こと は で きま せん 。 飛び 込ま せる と 換 す れ ば 50 に な り ま す 。 
エラ ー に な り ま す 。 @ 式 の 値 は ー32768 一 982767 の 整数 部 が 有効 に な り ま す 。 
( 注 ) ・WH ILE<ーWEND ル ー プ か ら 外 に 飛び 出し た 場合 で も 、 そ の ルー プ は 終了 し た こと @ 2 つ 以 上 の 条件 の うち 奇数 個 を 満足 する よう な 条件 を 1 つの 式 で 表し ます 。 
に は な り ま せん 。 プ ログ ラム に よっ て は (WH I LE 文 を 何 回 か 実行 する よう な プロ グ 〈 例 〉) 59 IF A>5 XOR B>=4 THEN… 
ラム の 場合 ) WHILE て WEND の 深み エラ ー が 発生 する こと が あり ます 。 A> 5 また は B>ー 4 の いずれ か 一 方 の み が 満 足す る と き 、THEN に 続く 命令 を 実 
・WHILE-ーWEND ル ー プ 内 で は CLEAR、ERASE、D IM 命令 は 使用 で きま 行 し ます 。 
せん 。 
《 例 〉 9 PRINT!3 カラ 1960 マテ ` ノ ソス ウラ ヲ ラ モト メ マ ス ! 
20 DIM A(39) :J=9:A=3:A(9) =2 本 機 に は 、 制 御 実習 の た め に 、 周 辺 機器 接続 端子 (11 ピ ン ) を 制御 で きる ミニ 1 プ 0、 お よび 8 ピット 制 
39 WHILE A<=186 御 に 関す る 命令 レス テム バス 端子 (40 ピ ン ) に 対す る 入出 力 命令 も あり ます 。 
4 6 FOR 1=9 TO 7 これ ら の 命令 は 本 機 で 制御 実習 を 行う と き 以外 に は 使用 し な いで くだ さい 。 詳し く は 、 先 生 の 指導 に 舗 っ 
5 9 IF A-INT (AZA (1)) *A (I) =9 THEN て くだ さい 。 
1I=J:NEXT I:GOTO 96 
6 8 NEXT I 
76 PRINT A ミニ 1 ン O に 関す る 命令 
8 8 = 本 二 1: ー 5 ョ 計 
か 0 人 | N P…………ー イ ン ・ ポ ー ト プロ グラ ム 
199 WEND 省略 形 …… な し マー ュ ア テル 
ン よ 
119 END ーーーー 
この プロ グラ ム は 、 3 以上 の 数 を 2? も し く は 算出 し た 素数 で 割り 切れ る か どう か で 素数 の 判断 機能 | 入力 ポー ト (Xin, Din, ACK) か ら の 入力 関数 で す 。 
を し て いま す 。A<=109 (条件 式 が 成立 ) の 場合 は 素数 を 求め る 計算 式 を 実行 し 、A が 1 書式 INP 
9 9 を 超え る まで WHILE~WEND 間 を 繰り 返し 実行 し ます 。 参照 | OUT 
[説明 ] ポー ト 制 御 命令 で 、!NP 命 令 は 現在 の 入力 ポー ト の 状態 を 読み 取っ て 、 0 一? の 値 で 返し ま 
2 入 。 す 。 入 力 ポ ー ト は Xin, Din, AOK の 3 つか ら な り 、Xin= 4 、Din= 2 、ACK= 1 の 重 
9 0 に み を 持ち ます 。 す な わ ち 、 各 入力 ポー ト の 状態 を 2 進数 の 各 桁 と 見 な し た と き の 値 を 、10 進 数 
に Na 0 時 EE 
| 省略 形 ……X. | 9X4+1X2+1X1=3 で 


INP の 値 は 3 と な り ま す 。 

《 例 2〉 59 IF INP AND 2 THEN 59 
Din の 値 が Lo レベ ル で あれ ば 次 の 行 に 実行 が 移り 、Hi レベ ル で あれ ば 5 16 行 
を 繰り 返し 実行 し ます 。 


機能 | 式 と 式 と の 排他 的 論理 和 を 計算 し ます 。 
書式 | 式 XOR 式 
条件 式 XOR 条件 式 


参照 AND、OR、NOT、IF uF た っ の 
に 8 2 注 ) ・ ! :! また は OPEN!PIO:! が 実行 され て いる と エラ ー に な り 
説明 |]  e 2 進数 に お いて 、 排 他 的 論理 和 は 次 の よう な 値 を 取り ます 。 人 

1 XOR 1 = 0 ます 。 


1 XOR 0 = 1 
0 炎 O 忌 1 は = 1 
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ミニ 1 ン O に 関す る 命令 ーー 
OU 目 上 で ………… アウ ト ・ ポ ー ト | ブロ グラ ム | 
省略 形 …… な し 還 


[機能 | 出力 ポー ト (Busy, Dout, Xout) へ の 出力 命令 で す 。 
書式 OU 式 


| 参照 INP 

説明 | @ ボート 制 御 命令 で 、OU 芽 命令 は 10 進 数 (07) で 指定 し た 値 を 出力 ポー ト Busy、Dout、 
XXout に 出力 し ます 。 指定 する 値 は 、 出 力 ポ ー ト を それ ぞ れ Busy= 4 、Dout= 2 、Xout= 
1 の 重み で 加算 し た 値 で す 。 す な わ ち 、 各 出力 ポー ト の 状態 を 2 進数 の 各 桁 と 見 な し た と き の 
値 を 10 進 数 で 指定 し ます 。 な お 、 信 号 レ ベル は = 1 、Lo= 9 と し ます 。 
( 例 〉) OUT6 

6= ニ 1X4 十 1X2 填 9X1 で 

Busy= テ HH Dout= 軸 , Xout= ニ Lo と な り ま す 。 

( 注 ) ・OPEN!COM1 :! また は OPEN!PIO:! が 実行 され て いる と エラ ー に な り 
家 ず 。 
・OUTT 命 令 で 出力 し た 内 容 は 、 次 の OU 二 命 令 が 実行 され る まで 保持 され ます 。 た だ し 、 
次 の 操作 を 行っ た 場合 は 出力 ポー ト の 状態 が 変化 し ます 。 

(1) 次 の 命令 を 実行 し た と き 


LPRINT PRINT# END 
も 昌 交 定 INPUT キ # CLOSE 
SHIFT] + [PeNP) RUN BSAVE 
BLOAD 


(2) その 他 、 次 の 操作 を 行っ た と き 
・ 電 源 を 入れ た 直後 
・R UN 実行 直後 
・ マ ニュ アル 計算 実行 
た だ し 、 あ ら か じ め OPEN!LPRT :! [と 操作 し て お け ば 出力 ポー ト の 状 
態 は 保持 され ます 。 
・ モ ー ド を 切り 替え た 場合 


ミニ 1 ン 0 に 関す る 命令 。 
OPEN RRB CR オー プン 
省略 形 ……OP 


機能 出力 デバ イス を 指定 し ます 。 
書式 | OPEN'LPRT:* 
参照 "CLOSE、LPRINT、LLIST 

[説明  wOPEN!LPRT: 実行 後 の LPRINT、LLIST 命 令 は 、 パ ラ レ ル ポー ト に だ 対し て 
の 出力 命令 に な り ま す 。 
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ミニ | /O に 関す る 命令 


CLOS E…… ク ロー ズ 2cZa 
ペー が 
省略 形 ……CL OS. 


機能 | デバ イス 指定 を 解除 し ます 。 

書式 | CLOSE 

参照 | OPEN、LPRINT、LLIST 

脱 明 | OPEN 状態 を 解除 し 、 そ れ 以 後 の LPRINT、LLIST 命 令 は CE-126P (プリ ンタ ) 
に 対し て の 命令 に な り ま す 。 


ミニ BE 関す る 義和 
LL1ST…… ラ イン リス ト 
| 省略 形 …… し し . 


ニュ アル | 


機能 | プロ グラ ム 内 容 を パラ レル ポー ト よ り 送 出し ます 。 
書式 | (1) LLIST 
el 


ラベ ル 


(2) LLISI 


(3) LLIST 開始 行 一 終了 行 
参照 OPEN、CLOSE 
説明 | デー タ 出 力 命令 で す 。OPEN'LPRT: "に より 、 ペ パラ レル ポー ト が 指定 され て いる と き 
に 、 プ ログ ラム を アス キー コー ド で 送出 し ます 。 
es CLOSE さ きれ て いる と き は 、 プ リン タ (CE-126P) で プロ グラ ム を 印字 する 命令 に な り ま 
す 。(341 ペ ー ジ 参照) 


ミニ 1 グ O に 関す る 命令 。 晴 本 ei 
LPRINT… ラ イン プリ ント ワ ロ グ ラム 
省略 形 …… ELP.O 
科 本 写し た 人 f' レ ルポ ー ト が 店 し まま 


et W 間 1 昌 | 回 8 


参照 OPEN、CLOSE 

[説明 | eOPEN!LPRT : ! に より パラ レル ポー ト が 指定 され て いる と き に 、 指 定 し た 内 容 を バラ 
レル ポー ト か ら ア スキ ー コ ー ド で 送出 し ます 。 

e CLOSE (クロ ー ズ ) され て いる と き は 、 プ リン タ (CE-126P) の 印字 命令 に な り ま す 。 


dE LPRINT 
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8 ビッ ト 制 御 に 関す る 命令 〈 例 〉 PIOSET で 15 と し て 指定 し て いる と き 、P 1OPUT の 式 が 15 (00001111) の と 
- き は “0” し か 出力 され ず 、92 (01011100) の と き は 80 (01010000) が 出力 され ます 。 
P | OS E T … パ ラ レル セッ ト プロ グラ ム ePIOSETT 命 令 で 入力 モー ド に 設定 され て いる 端子 は 、 無 視 さ れ ま す 。 
ン マニ ュ ア ル 
省略 形 ……P I (+) ・ 8 ピッ ト 制御 を 使用 する 場合 は 、 周 辺 機器 接続 端子 (11 ビ ン ) が ショ ー ト し な いよ う 


に し て くだ さい 。(1 PMP 


| 機 能 ミニ 1/0 で 8 ビッ ト 制 御 を 行う た め に 各 信号 の 入出 力 モー ド を 設 負 定 し ます 。 
書式 | PIOSET 式 
参照 PIOGET、PIOPUT 


有明 | * 各 信号 を 入力 モー ド に する か 、 出 力 モー ド に する か の 設定 を 行い ます 。 シス テム バス 入出 力 命令 還 
@ 式 は 8 ビット に 変換 され 、 対 応 す る ビッ ト が “1” の と き は 入力 モー ド に 設定 され 、 “0” の 0 プロ グラ ム 
2 ・ ポ 
と き は 出力 モー ド に 設定 され ます 。 INF イン ボ ト マニ ュ ア ルル | 
ビッ ト 7 EX 2 省略 形 …… "な し ai ャ | 
ビッ ト 6 EX1 - 還 。 = 
ビッ ト 5 ACK [機能 | 指定 し た ポー ト か ら 送 られ て くる デー ヶ を 読み 込み ます 。 
ビッ ト 4 Din 〈 例 ) PIOSET &HF 09 と する と 書式 | INP ポー ト ア ドレ ス 
ビッ ト 3 Xout Din、ACK、EX1、EX2 の 端子 が 入力 モー ド に 指定 説明 | e "ポー ト ア ドレ ス ” で 指定 し た ポー ト か ら 送 られ て きた デー タ を 読み 込み ます 。 
され ます 。 e ポー ト ア ドレ ス ” は 0 一 6 55 3 5 また は &H09&HFFFF の 範囲 で 指定 し ます 。 変数 
ビッ 1 rei 
ピッ ト 0 Bugy 1 や 式 で の 指定 は で きま せん 。 
e 式 は 0 ご 255 ま で の 値 で 、 こ の 範囲 外 の 値 を 指定 する と ェ ラ ー に な り ま す 。 人 ーー 了 
0 の と き は 全て の 端子 が 出力 モー ド に な り 、255 の と き は 入力 モー ド に な り ま す 。 ポー ト 2 0 HH か ら 送 られ て きた デー タ を 読み 込み 、 変 数 A に 代入 し ます 。 
@ "ポー ト ア ドレ ス "” を 指定 し な いと き は ミニ IO に 対す る 命令 に な り ま す 。(366 ペ ー ジ 参照 ) 
8 ビッ ト 制 御 に 関す る 命令 
PIOGET… パ ラ レ ル イン プッ ト シス テム バス 入出 力 命令 ーー - 
_- 省略 形 …… P10G. 還 OU Tomwm … ア ウ 了 e e ポー ト 
機能 | 入力 ポー ト か ら の 8 ビッ ト 入 力 関数 で す 。 省略 形 ai が な し デ 
書式 | PIOGET - = = 
参照 | PIOSET、PIOPUT 機能 | 指定 し た ポー ト へ データ を 送出 し ます 。 
説明 OPEN'PIO:! に より 8 ビッ ト 制 御 が 指定 され て いる と き に 、P IOSET 命 令 で 入力 書式 | OUT ポー ト ア ドレ ス , デー タ 
モー ド に 設定 され た 端子 か ら の デー タ を 読み 取り ます 。 説明 | @ “ポー ト ア ドレ ス "” で 指定 し た ポー ト へ 、 “デー タ " で 指定 し た 値 を 出力 し ます 。 
値 は 、0 255 に な り ま す 。 @$ "ポー ト ア ドレ ス ” は 9 て 6553 5 また は &H9 て &HFFFF の 範囲 で 指定 し ます 。 
@PIOSET 命 令 で 出力 モー ド に 設定 され て いる 端子 は 、 常 に "0" に な り ま す 。 @ デー タ ” は 9<2 5 5 の 範囲 で 指定 し ます 。 
〈 例 〉 OUT 32,121 ポー ト 3 2 (2 9H) へ 12 1 (7 9 H) を 出力 し ます 。 
8 ビット 制御 に 関す る 命令 @e ポー ト ア ドレ ス "” を 指定 し な いと き は ミニ IO に 対す る 命令 に な り ま す 。(8367 ペ ー ジ 参照 ) 
上 ーー Basses ( 注 ) ・ “ポート ア ドレ ス " で 指定 し た 値 (アド レス ) は 、 ア ドレ スバ ス (4 一 As 端子 ) へ 
P ] OPUT… パ ラ レ ル アウ ト プ ッ ト ブ プログラム | |. 出力 され ます 
ピ レ マニ ュ ア ル EAA 9 に 
省略 形 …… P1OP. * デ ー タ ” で 指定 し た 値 は デー タバ ス (D。 ~ D 端子 ) へ 出力 され ます 。 
力 ポ ー ト へ の 出力 命令 で す ーー ーー 。・ “ポー ト ア ドレ ス ” は 2 9H3F 是 を 使用 し て くだ さい 。 他 の アド レス は シス テム 
出力 ポー ト へ J 命 令 で す 。 | 。o N 
PIOPUT 式 (本 体 ) で 使用 し て いま す 。 
PIOSET、PIOGET 
者 UUPAA 


ー ド に 設定 され た 端子 か ら デ ー タ を 出力 し ます 。 
1 PP 0 255 の 男 囲 内 の 値 を 1 回 だ け 返 し ます 。 
@ PTIOSET で 指定 し た 出力 端子 の うち 、 式 で 指定 し た ビッ ト 分 だ け マ スク し て 出力 し ます 
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1 . パソ コン 通信 ケー ブル CEーT 8 0 0 に つい て | 


CE-T 8 0 0 は 、 本 機 と パソ コン な ど と の 通信 (シリ アル 方 式 ) を 行う た め の ケ ー ブ ル で す 。 
CE-T 8 0 0 を お 持ち の 場合 、 本 機 と パソ コン と の 間 で TEX 十 モー ド の S【 OO 機能 を 使っ た プロ グラ 
ム や デー タ の 入出 力 、 機 械 語 モ ニタ を 使っ た 機械 語 の 入出 力 な ど が で きま す 。 


シリ アル 方 式 に よる パソ コン と の 通信 に は パソ コン の R S-232C 端 子 を 使用 し ます 。 本 機 と R S-232C で 
は 信号 の 電圧 レベ ル が 異な る た め 、R S-232C の 信号 を 直接 本 機 に 加え る と 本 機 が 壊れ ます 。 
し た が っ て 、 こ の 信号 レベ ル を 合わ せる た め の 回 路 が CE-T800 に 入っ て いま す 。 
( 注 ) CE-T800 の 端子 に 指 な ど で 触 れ な いで くだ さい 。 静電気 な ど に より 内 部 回 路 が 壊れ る こと が あ 
のり ます 。 


CE-T800 
yW ウ 名 及 の 


II5 6 7 1N MM 08 21 95 % 図 1〉 


OOOQOOOOC 


信号 
R 9-232C 信 号 |cg. に 
py 信号 名 | 記号 陸 了 4 
1 | ラレー ム 接 地 |FG El - 
2 | 送信 デー タ |TXD(SD)| 入力 パソ ュ ッ ー 林 機 | 本 機 に 送信 され る デー タ 信 号 
3 | 受信 デー タ [|RXD(RD) | 出力 本 欄 = ペ ソン | 本 機 か ら 送 信 す る デー タ 信 号 
4 | 送信 要求 RT『 区 9| 入 宏 ga ツ ye 本 剛 |27 PRSPowatw きる か 語 pー 
5 | 送信 可 | CTS(CS) | 出力 本 欄 つ ペソ コン | | も こう - - 
7 | 信号 用 接地 |SG ーー | 人 出力 装置 問 の 基準 電位 を 合わ せま す 。 | 
省 。 aga NC こつ 邊 | 本 機 で は 使用 し て いま せん 。 


( 注 ) ・CE-T800 は 、 パ ソコ ン の R S-232C 端 子 に つない で 使用 で きる よう に 、 パ ソコ ン か ら の 出力 信 
号 (2 番 、 4 番 ) は 本 機 の 入力 信号 に 、 パ ソコ ン の 入力 信号 (3 番 、5 番 ) へ は 本 機 の 出力 信号 
が 接続 され て いま す 。 
・ こ れ ら の 出力 信号 は 、 下 記 以 外 の 状態 で は 不定 で す 。 
①BASTIC モ ー ド お よび C 言 語 モ ー ド で S 1 0 が オー プン し て いる と き 。 
② 機 械 語 モ ニタ モー ド で R 命 令 お よび W 命 令 を 実行 する と き 。 
TEXT モ ー ド で S IO の 送受 信 を する と き 。 


に 9 電池 の 交換 に つい て . - 


電池 が 消耗 し て 、 規 定 電圧 以下 に な る と 画面 左下 に m 琴 四 シン ボル が 点灯 し ます 。 


この シン ボル か が 点灯 し た と き her び [ON] で 電源 を 入れ て くだ さい 。 そ れ で も こ 
の シン ボル が 消え な いと き は 、 速 や か に 次 の 手順 で 新しい 電池 と 交換 し て くだ さい 。 こ の シン ボル が 点灯 
し た 状態 で 使用 し 続け る と 、 本 機 の 入 泊 が 動 的 に 切れ て 何 も 動 作 し な く な り ま す 。 


( 注 ) 機械 語 命令 実行 中 は 、 電 池 が 消耗 し て も 皿 炊 環 シン ボル が 点灯 し ませ ん の で 、 ご 注意 くだ さい 
機械 語 命令 を 実行 し た まま 長 時 間 放 置 し ます と 、 電 圧 が 低下 し 、 正 常 な 動作 を し な く な る 恐れ が あ 
り ま す 。 
な お 、 機 械 語 命 令 実行 中 に 誤動作 等 が 発生 し た 場合 は 電池 の 消耗 が 考え られ ます 。 リ セッ トス イッ 
チ で 実行 を 止め 、 シン ボル の 点灯 また は 電源 が 切れ る 場合 は 速やか に 電池 を 交換 し て くだ 
き Ms 


電池 を 交換 する 前 に 


本 機内 に 大 切な プロ グラ ム や デー タ が 入っ て いる 場合 、 そ の まま 電池 の 交換 を 行う と 、 そ の 内 容 が 消え て 
し まい ます 。 電池 を 交換 する 前 に 、 紙 に 書き 写し て お いて くだ さい 。 CE 一 1 2 6 P (プリ ンタ ) を お 持 
ちの 場合 は 、 印 字 し て お いて くだ さい 。 
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電池 の 交換 


① 本 体 香 面 の 電池 ぶた を 図 の よう に し て 外し ます 。 


② 乾 電池 を 新しい も の と 交換 し ます 。( 乾 電池 は 4 本 
と も 交換 し て くだ さい 。) 
乾電池 の ①・ 〇 を まち が えな いよ うに 、 〇 (マイ ナ 
ス ) 側 か ら 入 れ ま す 。 


ご 


③⑧ 電 池 穴 た を も と どおり 取り 付け ます 。 


(④14 ペ ー ジ の 「 お 買い あげ 後 は じ め て ご 使用 に な る と き の 操 作 」 の (2)ー(3) の 項目 を 実行 し ます 。 


⑤⑥ パ ソコ ン な ど に 記録 し て お いた 内 容 を 読み 込み ます 。 


田 朝 電池 は 次 の タイ プ を お 使い くだ さい 。 
単 4 形 乾電池 R03 4 本 (指定 し て いる 電池 以外 は 使用 し な いで くだ さい 。) 
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ー /N 電池 使用 上 の ご 注意 


乾電池 は 誤っ た 使い か た を する と 、 破 れつ や 発火 の 原因 に な る こと が あり ます 。 ま た 、 液 も れ し て 
機 活 を 腐食 させ た り 、 手 や 衣服 な ど を 汚す 原因 に な る こと も あり ます 。 以 下 の こ と を お 守り くだ さ 
(の 開 

@ 彰 電 池 の プ ラス ( 填 ) と マイ ナス (一 ) の 向き を 本 体 の 表示 どおり 正しく 入れ て くだ さい 。 
@ 指定 され て いな い 電 池 を 使用 し な いで くだ さい 。 
@ 使え な く な っ た 電池 を 本 体 の 中 に 入れ た まま に し な いで くだ さい 。 
e 種類 の 違う も の や 、 新 し いも の と 古い も の を 混ぜ て 使用 し な いで くだ さい 。 
@ も れ た 液 が 体 に つい た と き は 、 水 で よく 洗い 流し て くだ さい 。 
e 充電 や 分 解 、 シ ョ ー ト する 恐れ が ある こと は し な いで くだ さい 。 

また 、 加 熱し た り 、 水 や 火 の 中 に 入れ た り し な いで くだ さい 。 


S 


グ 姓 グ sss 使用 時 間 に つ いて 
付属 の 電池 は 工場 出荷 時 に 入れ て いま す の で 、 所 定 の 連続 使用 時 間 に 満た な いう ち に 、 寿 命 が 切 
れる こと が あり ます 。 


放 
近 
太 
字 


の の の の の の の の 


AC ア ダ プ ター の 接続 の し か た 


別売 の AC ア ダ プ ターE A-23E を 使用 する と 、 家 庭 用 電源 “AC100V' で 動作 し ます 。 
本 機 の 電源 を 切っ て か ら 、 矢 印 、② の 順に 接続 し て くだ さい 。 


電源 コン セン ト 


AC100V 


接続 端子 


ーー ッッ ーッ ー ャ ーーー バー バー ャ ーー バー バッ バー バー バー ャ ーーー バー ャ ーー ャ ーッ ーー ニャ ーッ ー ャ ーッ メー バー ャ バー メー ババ ーッ ーー バー バー バン バン ッ ーー ッッ ラー バー バー バー ッッ ーッ ーッ ズバ ツー ャ ーッ ーッ の リラ マツ ンー リー バス バー 


ご 注意 | 

@ 本 体 の 電池 を 取り 外し た まま 、AC ア ダ プ ター だ け で 動作 させ な いで くだ さい 。AC ア ダ プ ター 
だ け で 動作 させ る と 、 誤 っ て 接続 プラ グ が 外れ た 場合 、 せ っ か く 記 憶 さ せ た デ ー タ が すべ て 消 
えて し まい ます 。 こ の た め 、AC ア ダ プ ター は 本 体 の 電池 が 消耗 し て いる と き は 使用 で き な い 
(動作 し な い ) こと が あり ます 。 

e 通信 中 に AC ア ダ プ ター の 抜き 差し (コン セン ト や AC ア ダ プ ター 接続 端子 か ら ) を し な いで 
くだ さい 。 通信 が 中 断 さ れる こと が あり ます 。 


に も て し て エー キー ヒー と もこ こも こも も も こも も そし も も 


キキ キキ エイ スキ エキ キキ エエ イエ エキ キキ エキ エキ キキ キイ エエ エエ エマ ママ し 


/IN AC ア ダ プ ター 使用 上 の ご 注意 


@ AC ア ダ プ ターE A-23E 以 外 の AC ア ダ プ ター を 使用 し な いで くだ さい 。 故障 の 原因 に な り ま 
す 。 
e AC ア ダ タプ ターE A-23E を 他 の 機器 に 使用 し な いで くだ さい 。 その 機器 を 壊す 巡 れ が あり ます 。 


※ 
2 
に 3 
問 
問 
に 
内 
入 
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キー 機 上 
[INSI @ 訂正 モー ド と 挿入 モー ド の 切り 替え を 行い ます 。 
[SHIFT) + (DEU) $ 現在 の カー ソル 位置 の 文字 を 削除 し ます 。 
(BS) e カー ソル 位置 の 1 字 前 の 文字 を 削除 し ます 。 
2ngF | * 各 キ ー の 栓 色 で 書か れ て いる 機能 を 使う と き 、 各 キー を 押す 前 に この キー を 
押し ます 。( [SHIFT) 参照 ) 
(CLS) | 入力 中 の 内 容 や 表示 を クリ ア (消去 ) する と き に 押し ます 。 
@ エラ ー を 解除 し ます 。 
(SHIFTD+ CAU | 計算機 の 状態 を 解除 し ます 。( ク リア オー ル ) 
・ プ ログ ラム の 実行 が 一 時 停止 状態 に ある と き 、 実 行 を 中 止 さ せま す 。 
・ 表 示 内 容 な ど を 消去 し ます 。 
・ 表 示 フ ォ ー マ ッ ト 指 定 (U S I NG 指定 ) を 解除 し ます 。 
・ ト レー スモ ー ド を 解除 (TROFF 状 態 に ) し ます 。 
・ エ ラー を 解除 し ます 。 
その 他 」 | 
(qq ゅ e プログ ラム の 行 の 終了 を 指定 し ます 。 
@ プロ グラ ム を 計算 機 に 書き 込み ます 。 
@ マニ ュ ア ル 計 算 の 実行 、 あ る い は BAS 1IC 命 令 な どの マニ ュ ア テル 操作 に よ 
る 実行 を 行い ます 。 
@ PRINT 命 令 や INPUT 命令 で 一 時 停止 し て いる プロ グラ ム の 再 ス ター 
ト な ど 、 プ ログ ラム の 再開 に 使用 し ます 。 _- 
(SHIFT) + PNP] _@ プリ ンタ が 接続 され 、 電源 が 入っ て いる ぁ き 、 り ント モー ド の 設定 、 解 除 
を 行い ます 。 (“PRINT” シン ボル の 点灯 、 消灯 を 行い ます 。) _- 


[W) (4) の 動き は 、 モ ー ド の 指定 お よび 計算 機 の 状態 に よっ て 変わ り ま す 。BASTC モ ー ド (RUN、 
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ーー ーー ム 
3. 主 な キー の 主 な 機能 
次 に 主 な キー の 主 な 機能 を 説明 し ます 。 
弟 ど 機 能 
BREAK @ 電源 を 入れ る と き に 押し ます 。 
(oN | ne プロ グラ ム を 一 時 停止 状態 (BREAK : ブレー ク ) ! 
| し あ 
eBSAVE や LOAD な どの 命令 実行 中 は 、 そ の 実行 を 中 止 し ます 。 
| @ 統計 計算 で は 、 機 能 の 選択 画面 に 戻す と き に も 使用 し ます 。 
@ TEX 和 エモ ー ド 、C 言 語 機能 モー ド で は 、 メ ニュ ー 画 面 、 機 能 選 択 画 面 に 戻 
す と き に も 使用 し ます 。 
* 電 当 を 切り ます 。 
| e RUN モ ー ド と PRO モ ー ド を 切り 替え ます 。 
| e 他 の モー ド か ら R UN モー ド に し ます 。 
(SHIFT) + (ASMBU) * アセ ンプ ラ 、CA S し また は PIC モ ー ド に し ます 。 
| TEXT @ TEXT モ ー ド に し ます 。 
es TEX 征 の 機能 選択 画面 (メイ ン メ ニュ ー 画 面 ) に し ます 。 
6 e C 言 語 機能 モー ド に し ます 。 
SHEUD+ TED * C 言 語 機 能 の メニ ュー 画面 に し ます 。 
| (SHIFT + BI22N * 表示 の 濃 度 調 各 画 面 に し ます 。 
SHIFT e 各 キ ー の 樽 色 で 書か れ て いる 機能 を 使う と き 、 こ の キー を 押し た まま 、 そ れ 
ぞ れ の キー を 押し ます 。( [2ngFj 参照 ) 
小文字 e テル ファ ベッ ト の 大 文字 と 小文字 の 人 力 モ ー ド を 切り 替え ます 。 (画面 右 仙 
AF の “CAPS" シン ボル の 点灯 、 消 灯 を 行い ます 。) 
@ カナ の 入力 モー ド の と き 、 小 さい カナ 文字 (アイ ゥ ウェ オ ヤ ュ ョ ッ ) を 入力 し 

た いと き に 押し ます 。(『 小 " シン ボル の 点灯 、 消灯 を 行い ます 。) 

細 衣 @ カナ 入力 モー ド の 設定 、 解除 を 行い ます 。( “カナ ” シン ボル の 点灯 、 消 灯 

を 行い ます 。) 

TAB e カー ソル を 決め られ た 桁 数 だ け 移 動 さ せま す 。 

RUN、PRO モ ー ド で は 7 桁 ず つ 移 動 し ます 。TEXT モ ー ド の エディ タ 
| で は 、 最 初 8 桁 、2 回 目 は 6 桁 、3 回 目 以降 は 7 桁 ずつ 移動 させ ます 。 
1 | 馬 あ ー ソル を 右 に に 移動 させ ます 。 - 

@ プレ イベ バック を 行い ます 。 
@ プロ グラ ム が 表示 され て いる と き で 、 カ ー ソ ル が 表示 され て いな い 場 合 は カー 
ソル を 呼び 出し ます 。 
@$ マニ ュ ア ル 計 算 な ど で の エラ ー を 解除 し ます 。 
(3 @ カー ソル を 左 に 移動 させ ます 。 
@ その 他 は [ 村 ] と 同じ 
@ ラス ト ア ン サ ー を 呼び 貼 し ます 。 
e 定数 計算 の 定数 と 計算 命令 を 設定 し ます 。( “CONST” シン ボル 点灯 ) 

(2ndF) (CONST) ( (SHIFT) + (CONST) ) を 押す と 、 設 定 さ れ て いる 定数 を 

表示 し ます 。 


PRO) kk こ な り ます 。 
唱 = 状 上 _ 証 記 2 (4) 
RUN プロ グ ラム 実行 中 無効 トド 無効 _ 
プロ グラ ム の 一 時 停止 中 、 | 次 の 行 を 実行 押し て いる 間 、 実行 し て い 
| WAIT が 無限 の PRIN | (1 行 ずっ 実行 し て 停止 し | る 行 あ る い は 実行 し た 行 を 
T 命 令 実行 中 や INPUT | ます ) 表示 
命令 実行 中 の プレ ー ク 状態 | 
| プロ グラ ム 実 行 時 の ェ エラー | 無効 押し て いる 間 、 ェ ラー が 発 
状態 生 し た 行 を 表示 ー 
| トレ ー ス モー ド オ ン 状 態 ト レース を 実生 押し て いる 間 、 実 行 し て い 
る 行 あ る い は 実行 し た 行 を 
| 表示 - 
| pRO CRUN モ ー ド か ら PRO モ ー ド に 切り 替え 、 プ ログ ラム が 表示 され て いな いと き ) 
プロ グラ ム の 一 "時 停止 中 停止 し て いる る 行 を 表示 同 左 
エラー 発生 後 ェ エラー が 発生 し た 行 を 表示 1 司 左 』 
| その 他 | 先頭 行 を 表示 | 最終 行 を 表示 
ERO (プロ グラ ム 行 が 表示 され て いる と き ) 
| 次 の プロ グラ ム 行 を 表示 | 1 行 前 の 行 を 表示 
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記 
4. 計算 革 囲 
加減 乗除 算 
被 演算 数 、 演 算数 、 結 果 が 土 1 X 10 9 土 9.999999999 X 1099 お よび 0 
関数 計算 
関 数 | 計算 範囲 備 。 考 
SINz DEG : |zl<1x109 
COSr RAD を qr SR 0 
TAN ヶ z 10 | 
GRAD: |z く < ※ 10 
た だ し tan に お いて 次 の 場合 は 除く 
DEG ヶ | = 90(2% 一 1) 
RAD : |zl= す (8p 一 1 
GRAD : |z| 100(2 ぁ ーー1) 
- (z は 整数 ) 
ASNy Sin 1 
ッッ ま ー 
ACS ヶ z iPN COS~! 
ATN ヶ y |z| く 1X10 tan-! ヶ 
HSNy sinh 
HCSz ー227. 9559242 ミ > ミ 230.2585092 coOSh 
HTN ヶ tanh 
AHSz |w| そ 1 せ 刀 1 sinh~! ヶ 
AHCz 1 ミ ァ < く 1※X10% cosh~! ヶ 
AHT? |z| く 1 amh て の 
上 1 x10 の <><1X100 Inzーlog。z 
LOGy ーー 
EX 且 の ー1X 100 < ヶ 230.2585092 er e 二 2.718281828 
TENz ー1※X1010 < と ヶ とく 100 10Y 
RCPz lgl<1X10W >s6 | ユ 
PA 
SQUZ My 」 る 1 角 108 2 
CUBz | | <2.154434690 X 10 3 
SQRrz 0 全 ぐ 1 1090 Y テ 
GU |z|<1x10 ダァ 
9 ハァ (9?) @ / ン 0 の と き 9 テー 107I9 み 
ー1xX1000 < ヶ 1ogg く 100 
@ /ー0 の と き 
の テ 6 
@$ / ぐ (の と き 
< は 整数 また は 一 が 奇数 
た だ し ーー1※100 < ヶ ヶ iog lg| <100 
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る 4 5 遇 や BE 才 5 
関 数 計 算 範囲 備 
& 昌 Hz 0 ミ ァ S ミ 2540BE3FF また は ァ は 16 進 数 で の 整数 
FDABF41CO1szEFFFFFFFFEFF 
POL (Z, め の ) (x2 填 92) く 1※10!W げ 三 Yz2 十 2 
( ヵ ッ ター の | 語 <1x10W か = ianmi- 半 
REC(7 の | 7<1x10 ァ ー ニ テ cos9 
(9 ァ ,9) の の 範囲 は sin z、cosy の と 同じ りー ディア sin の 」 
| NPR (の 0 。 0 ミィ ミミ 9999999999 
⑦ー の ! の 人 7、7 は 整数 | 
ecR の の | mm 0 る ヶ ミ みる 9999999999| 、 
(ーー の 17! LA 7、7 は 整数 
2ー7 く の と き 一 7 ヶ SS69 
婦 一 / 且 と の と き 7 人 ミ 69 _- ー _- 
FACTz | 0szss69 al 
DEGz lzl<1x10* | DMS-DEG 
_DMSz lzl く 1x10* DEGDMS 
統計 計算 
- _ 計 算 範 時 
デー タ | |zl<1x10W 1< ヵ <1x10W | <1x10 
統計 量 次 の 計算 に お いて 、 計 算 結 果 お よび 途中 結果 の 絶対 値 が 1 X 10" 未満 で も る こと 。 


分 母 ( 除 数 ) が 0 で な いこ と 。Y で 計算 する 値 が 負数 で な いこ と 。 


ジッ ァ z2 が と の 
ェ ー た リー を 
の 時 ーー 

二 を Szz ーー 
ーー sy = と ーー 
9 ーa 十 bz Szp ロー を 


計算 の 誤差 は 原則 と し て 、10 桁 目 


な り ま す 。) 


た だ し 、 関 数 の 特異 点 お よび 変 | 
た 場合 も それ ぞ れ の 誤差 が 果 積 され て 大 きく な り ま す 。 (べき乗 ( ゅ ?) の よう に 、 


行っ て いる 場合 も 同様 で す 。) 


計算 機内 で 連続 き 


に 土 1 となり ます 。 (指数 表示 の 場合 は 仮数 部 表示 の 最 下 位 桁 に 土 1 と 


点 の 近く で は 誤差 が 累積 され て 大 きく な り ま す 。 ま た 、 連 続 計算 を 行っ 
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5. 仕様 | 
り 名 PC-G850VS 
(0 P U 。 CMOS 8 ビッ ト CPU (Z80 相 当 品 ) 
メ モリ 容 量 シス テム エリ アー ドド てい 約 2.3K バ イト 
デ タ 専 用 エリ ア 61 208 バ イト 
プロ グラ ム ・ デ ー タ エリ アテ iron 30179 バ イト 
ス タッ ク ファ ンク ショ ン 用 16 段 デー タ 用 8 段 サブ ルー チン 用 10 段 
構造 化 BASIC 用 合計 90 バ イ 
REPEAT て UNTIL : 1 段 で 4 バイ ト 
WHILE-WEND: 1 段 で 5 バイ ト 
SWITCHCCASE: 1 段 で 6 バイ ト 
FOR て NEXT : 1 段 で 18 バ イト 
(た だ し 、SWITCH~ て CASE は 1 段 し か 使用 で きま せん 。) 
基本 計算 機能 基本 計算 : 加減 乗 除算 
関数 計算 : 三角 関数 、 逆 三角 関数 、 対 数 、 指 数 、 角 度 変換 、 べ き 乗 、 開 平 計算 、 
整数 化 、 絶 対 値 、 符 号 関数 、 円 周 率 、 座 標 変換 、 そ の 他 
計 算 桁 数 10 桁 (仮数 部 ) 二 2 桁 (指数 部 ) 
計 算 方 法 数 式 ど お り (優先 順位 判別 機能 つき ) 
周辺 機器 接続 端子 (11 ピ ン ) 
CE-126P (プリ ンタ )、CE-T800 (パソ コン 通信 ケー ブル )、E A-129C (ポケ 
ュ ン 接続 ケー ブル ) 
シス テム バス 端子 (40 ピ ン ) 
表 示 液晶 表示 5X7 ド ッ ト マ トリ ックス 表示 (24 桁 x 6 行 ) 
使 用 温 度 0 で 40 で 
電 源 6 V (DC) : 単 4 形 乾 電池 R03 4 本 


電池 使用 時 間 


消 費 電 力 
外 形 寸 法 
貸 量 
付 属 品 


(AC100V 50 プ 60Hz : 別売 の AC ア ダ プ ターE A-23E 使 用 ) 


実 使用 状態 で 連続 使用 約 90 時 間 ( 単 4 形 乾電池 R03 の 場合 ) 


50 分 間 行 っ た 場合 


ER 


( 注 ) ペソ コン 通信 ケー ブル CE- 丁 800 を 使用 し て 通信 を 行っ て いる と き の 電 池 使 用 


和 き 間 は 約 70 時 間 に な り ま す 。 
使用 温度 25C で 、 通 信 を 2 分 間 、 演 算 ま た は プロ グラ ム 実 行 を 8 分 間 、 | 
表示 状態 を 50 分 間 行 っ た 場合 


* 電池 の 種類 や 使用 方 法 な ど に より 多少 の 変動 が あり ます 。 


約 0.2W 


幅 196mm 奥行 95mmX 厚 さ 20mm 
約 260g (乾電池 含む 。 ハ ー ド カバ ー は 除く 。) 


バー 世 か バー、 


単 4 形 能 電池 


取扱 説明 書 ま 、 


※ 当 商品 は 日 本 国内 向け で あり 、 


お 客 様 ご 相談 窓口 の 


4 本 、 ネ ー ム ラベ ル (本 体 裏面 に 貼り つけ 済み )、 


ご 案内 


H 本 語 以外 の 説明 書 は ご ざい ませ ん 。 


This model is designed exclusively for Japan, with manuals in Japanese only. 
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、 異常 が 発生 し た 場合 の 処理 


L EE 


(ON) を 含め た すべ て の キー の 機能 が 働か な い 、 あ る い は 正しく 動作 し な いな どの 異常 が 発生 し た 場合 は 、 
本 機 の 電源 を 入れ た まま で 周辺 機器 の 接続 や 取り 外し を 行っ た か 、 ま た は プロ グラ ム の ミス 、 あ る い は 強 
度 の 外来 ノイ ズ な ど に よる 異常 発生 な どの 原因 が 考え られ ます 。 

また は 、 電 池 交 換 を 行っ た 後 、 リ セッ トス イッ チ を 押さ な か っ た 場合 が 考え られ ます 。 


この よう な 場合 は 、 次 の 方 法 で リセ ッ ト し て くだ さい 。 


リセ ッ ト の し か た 

① [ON) を 押し て 電源 を 入れ た 後 、 ボ ー ル ペン な ど で 、 
本 体 左 端 の リセ ッ ト (RESETT) スイ ッ チ を 押し 
で くだ ぎ い 。 
芯 先 の 出 た シャ ー プ ペン シル や 先 の 折れ や すい も の 、 
また 、 針 な ど 先 の と が っ た も の は 使用 し な いで くだ 
きき 


② リ セッ トス イッ チ を 離す と 次 の 画面 に な り ま す 。 違う 


画面 に な っ た と き は も う 一 度 リ セッ トス イッ チ を 押し 


て くだ さい 。 


を 保持 し た いと き は 、 


MEMORY CLEAR 0. K.? Y ノ N) | 


(メモ リー 内 容 を 消去 し ます か ?) 


⑧③ プ ログ ラ 選 

[NJ を 押し て くだ さい 。 RUN モ ー ド の 最初 の 画面 
の グラ ム 実 行 な ど で 再 
去 する 方 法 を 行っ て くだ さい 。 


プロ グラ ム や デー タ な ど を すべ て 消去 する と き は 、 


に な り ま す 。 


び 異 常 が 発生 する 場合 は 、 次 の プロ グラ ム や デー タ な ど を すべ て 


ヽ 


ト 記 の 表示 中 に を 押し て くだ さい 。 記憶 内 容 を 


すべ て 消去 し て 、 次 の 画面 (点滅 ) に な り ま す 。 


(初期 設定 し 、 記憶 内 容 を すべ て 消去 し た こと を 示 


し て いま す 。) 


この 画面 で 、 を 押せ ば RUN モ ー ド の 最初 の 画 


面 に な り ま す 。 


画 ALL RESET 画 
| | | | 回 
略 |111111111111ILIIIIIIIILII 
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シス テム バス 端子 信号 表 


注 ) 本 機 の Vcc 電源 電 有 


シス テム バス 端子 カバ ー 
を 取り 外す と き 


シス テム バス 端子 カバ ー 
を 取り 付け る と き 


みぞ に あわ せ て スラ イド 


表面 (キー 側 ) 
1 
] 
4 
トー 
40( 裏 側 ) 2 (裏側 ) 
裏面 
| 表 両 。 裏 面 
信号 名 端子 番号 | 端子 番号 | 信号 名 
Vec 1 - 2 、 解 如 間 ーー 
_M1 9 4 MREQ | 
TORQ 5 _ 6 IORESET 
WAIT 7 8 TNT1 
WR_ 9 。 10 _RD 
| BNK1 _ 1 12 BNK0 
CEROM2 19 。 | 14 CERAM2 
3 _15 16 D6 
D5 17 18 本 
D 3 19 20 D 2 
D 1 21 22 _D0 
A15 23 24 A14 
A13 25 26 | A12 。 
AI1 27 28 A10 
A 9 29 30 _A8 」 
A 7 31 32 A6 
_A5 38 34 A4 」 
A 3 - 85 36 A2 
A1 87 38 A0 ] 
GND 39 _ 40 GND させ る 。 


E は 、 電 池 の 消 耗 度合 い に よ り 、4 6 V の 間 で 変動 し ます 。 


本 機内 部 は 、C-MOS 部 品 に より 構成 され て いる た め 、 端 子 に Vcc 填 0.5V 以上 の 信号 電圧 が 加 
えら れる と 、 本 機内 部 が 壊れ る こと が あり ます 。 


ロー マ 字 一 カナ 変換 表 


I U 
_ | A デ ! ィ U ウゥ E エ O オ 
了 行 
YE イェ 
KA カ | KI キ KU ク KE ケ KO コ 
_ | CA カ CU ク CO コ 
カ 行 
QA ク ァ | QI クィ | QU ク QE ク ェ = | QO ク ォ 
KYA | キャ | KYI | キィ | KYU | キュ | KYE | キ ェ | KYO | キョ 
S A サー | SI シ SU ス SE セ SO ソ 
] 
す 行 | SHA | シャ | SHI ! シ SHU | シュ | SHE | シュ | SHO | ショ 
SYA | シャ | SYI | シィ | SYU シュ | SYE シュ | SYO ! ショ 
TA タ TI ! チ TU ッ TE Pe TO ト 
放 包 ! タ T | 『 邊 1 | タイ | T 胃 生 ( 人 T 評 胃 | 少 = | 名 | 必 す 
タ 行 | CHA |! チャ | CHI |! チ | CHU | チュ | CHE | チェ | CHO | チョ 
TYA | チャ | TYI | チ ィ | TYU | チュ | TYE | チェ = | TYO | チョ 
CYA |! チャ | CYI | チ ィ | CYU | チュ | CYE | チェ | CYO | チョ 
A ナ 1 ら U メ NE ネ NO 2 
ナ 行 
YA | ニャ Y1 i = ニ ィ YU | = ニュ YE | = ニ = | NYO | = ニョ 
ハ HI ヒ HU HE へ HO ホ 
ハ 行 ' 『 ダダ ャ FU フ FE フェ FO フォ 
ヒ ャ HYI ヒ ィ HYU ヒュ HYE ヒ 。= HYO 、 当 
] ーー = ーー ーー ーー 
A 補 ミ MU ム E メ MO モ 
マ 行 
YA | ミ ャ Yi | ミィ YU ミュ YE | ミュ | MYO ミ ョ 
ャ 行 | YA ヤ Y ィ YU ュ YO ョ 
RA ラ R リ RU ル RE レ RO ロ 
ーー | LA ラ L リ LU ル LE レ LO ロ 
千 
RYA | リャ | RYI | リィ | RYU | リュ = | RYE | リ = | RYO | リョ 
LYA | リ り ャ | LYI | り 7 | LYUE リ ュ | LYE | リ ェ | LYO | リョ 
ワ 行 | WA 記 | WO ダ 
ン N N (SHIFT + (U] M 
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ee キャ ラク タ ・ コ ー ド 表 
7 行 」 VA | ヴァ | VI | ヴィ |YU |! サタ | YE 19。| YO | タ ォ 
_ _ 1 - 位 桁 192 24 240 
開 央 本 は 内 WID ) 了 旨 ョ 了 上 位 桁 "0 16 32 48 64 80 96 112 128 144 160 176 192 208 2 
行 | | 格 79 
GYA | ギャ | GYI | ギィ | GYU | ギュ | GYE | ギュ | GYO ギョ 循 | 数 16112|1s14l5lel7|lslslAlmlclplgls 
2 生ま 2" 0 0 ヌル 2。| 9 | 門 | テ p ユ ー|#|8| 王 | 
ZA ! ず ザ ZI U  }! ZE | ゼ の O  】 が 
| 還 1 1 1 1 1! | 11AIQOlala |。| ア | チ | ょ 4|EIlF 
ーー | JA ! ジ ャ | JI ジジ JU | ジュ | JE ジェ | JO ジョ | ーー 
ザ 行 # 、  . 間 識 ! | 8 2 2 1BIRIblrl こ 上 | コ | ニ | イ | ッ | メ | キ | 年 
JYA ほ ジャ | JYI | ジィ | JYU ! ジュ | JYE ! ダ ェ | JYO | ジョ - 
ーー に 。 還 0 9 3 # |3 1CI1SlIclsl 語 |F| コ | ゥ | テ | モ | オヨ | 月 
ZYA | ジャ | ZYI | ジィ | ZYU | ジュ | ZYEB | ジェ | ZYO | ジョ 呈 
ーー ーー に ーーー 4 4 $ |41DITidltl 画 、| ェ | ト | ャ 14 
DA ダ | DI チチ | DUO | ツ | DE | テ デ 5 5 %|5|]E|Ul]elul 画 |- ォ | ナ | ュ |M| 時 
ダ 行 | DHA , デ ャ | DHI | ディ | DHU |! デュ | DHE | デ ェ | &lmlmlwlmlel 画 lglwlalslI 色 
DYA | チャ | DYI | チ ィ | DYU | チュ | DYE | デュ 5 "1 共 | 層 wl 較 | 中 7|+lx|zl テ | 贅 
BA | パ | Bi !E |BU |! プ | gg !< 8 8 (|slmlx x ll | 上 1 ィ | タ | ぇ | リリ |$17* 
バ 行 | ! - 
BYA | 9 ャ | YYI (9+ | BU Ba | BYHI > 9 9 VI1WIWIWIYIMIS |%| 室 プア | 避 | 学 
1 コ 10 | 4A * J | 2]j|z| 目 | 上 | = ェ エ | コ | ハ へ | レ | 
_ | PA パ PI ビ PU ズ PE ペ 
パ 行 11 B 二 K | [|]k| {| 目 | 4| サ |E| ロ | 更 
PYA | ピ ャ | PYI | ビィ | PYU | ピュ | PYE | ピ ェ 
ーー ーー に ーー 電 」 12 | C く | 上 | 堂 | 11 !| 軒 |r | ャ | シ | フ | ワウ | 介 
183 | p ー|=|M|I]lml}) | 軒 |+ |=| え |^ へ | ン |1O 
3 イー 
①「 ン 」 の 入力 14 E > N 八 n cy 還 1 ヨ セ ホ い グ 
「 ン 」 は 「N」 と 入力 し ます 。 人 | 生 1@| la | か | 吾川 昌和 中 
た だ し 、「N」 の 次 に 母音 (A、 1 、U、E、O) お よび 「Y」 が くる と き 、 ま た は 後に 文字 が こない 
と き は 「N (SHIFT) + (U) 」 と 押し ます 。 キャ ラク タコ ー ド は 次 の よう に 表し ます 。 
な お 、「N」 の 代わ り に 「M」 を 用 いる こと も で きま す 。 < 例 ) “*” の コー ド 
( 例 ) シン ュ ゥ ーー 一 > S IN (SHPFT+ (YUU 16 進 数 &H2A 
シン ニュ ウーー>SINNYUDU 10 進 数 42 (32 二 10) 
シン ブン SIMBUN(SHFT+ (U [補足 ] 
②「 ッ 」 の 入力 CHR$ 命 令 に より 、 本 機 で キャ ラク タ を 表示 させ る 場合 
「 ッ > 」 は 子音 を 重ね て 入力 し ます 。 た だ し 、「N」 や 「M」 を 重ね て 入力 し た と き は 「 ン 」 が 入り ます 。 e 表 中 の コー ド 09 (&H0 6) の キャ ラク タ は ヌル (Null : 何 も な い 状 態 ) で す 。 
( 例 ) キッ プ 一 KIPPU し た が っ て 何 も 表 示さ れ ま せん 。 
セッ ト SETTO @$ キャ ラク タ が 記載 され て いな い 部 分 は スペ ー ス ( 空 ) に な り ま す 。 
③ 小 さい 文字 の 単独 入力 本 CHR $ 命 令 に より 、CE-126P で キャ ラク タ を 印字 させ る 場合 
小文字 
小さ い 文 字 (7、 イ 、 ゥ 、 エ 、 オ 、 ツ ッ 、 ヤ 、 ユ 、 ョ ) を 入力 する と き は [CAPS) を 押し て か ら そ れ ぞ れ @ キャ ラク タ が 記載 され て いな い 部 分 は スペ ー ス ( 空 ) に な り ま す 。 
の 文字 を 入力 し ます 。 記 * 次 の コード は スペ ー ス に な り ま す 。 
小文字 
( 例 ) ティ ー カ ッ プ ー>TE (CAPSJII--KAPPU 129(&H 8 1)-159(&H 9 F)、224(&HE 0)-231C&HE 7 )、236(&HEC)-240(&HF 0)、 


245(&HF 5)-248(&HF8) 
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メモ リマ ッ プ 


1 ン 0 マ ッ プ 


所 けり マッ プ 


0000H 


0100H 


8000H 


C 000H 


PE EE 科 


り リザーブ エリ ア 


機 語 ェ リ ア 


1 アマ ッ プ 


合用 不可 


シス テム ポー ト 


の 各 ぎ m キ 芝 あ まず 生き ポー ト 
ed 生き ボート 
テキ スト エリ アニ ディ スプ レイ 用 
BASIC プ ログ ラム エリ ア ディ スプ レイ 用 
(プロ グラ ム ・ デ ー タ エリ ア ) シス テム ポー 
シス テム ポー 
全 数 エリア 
hc 使用 不可 
固定 変数 エリ ア 
要 二 落 思 0 ア 
スタ ッ ク ェ リア 村 
ROM BANK 0 
ROM ROM 
ROM BANK 1 
BANK 2 |BANK 3 


FFH 
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ラー コー 内 谷 
_10 文法 的 に 実行 で き な い 場合 。 
12 PR 人 OL ny RENUM な ど ) を RUN モ ー ド で 
使 お うと し た 。 ま た は 、 逆 に RUN モ ー ド で し か 使え な い 命令 を た を PRO モ ー ド で 使 
寺 ② 志 し た 。 
OPEN 命令 の モー ド 指 定 が まち が っ て いる 。 
ー 18 C O NT 命令 で ブロ グラ ム の 再 実行 が で き な い 。 _ 
14 BAS 1C プ ログ ラム が な いと き に 、 パ スワ ー ド を 設定 し よう と し た 。 
15 BSAVE M 命 令 で 、 ア ドレ ス の 指定 が 逆 。( 開 始 アド レス より も 、 終 了 ア ドレ 
ス の 方 が 小さ く な っ て いる 。) 
20 計算 結果 が 1x10W 以 上 ! に な っ た 。 _ ーー 
。 21 | 除 数 が 0 の 除算 を 実行 し た 。 ー _ ー 
_22 不 合理 な 演算 を 行っ た 。( 例 LOG-3) 
肌 全 KG 人 BON( 競 人 っ な (人 MM 8 2 ) 
830 。 | すでに rs ーー 
_ 重 し て いな い 配 列 変数 を 使用 し て いる 。 
32 し た 大 き さ を 超え て いる 。 ーー 
| 38 | 指定 し て いる RE ーー 
40 。 | 指定 し た 行 番号 や ラベ ル が 存在 し な い 。 _- 
_ 4 行 号 (ライ ン ナ シバ パー) が 1 一 65278 の 細 囲 外 に な っ て いる 。 
43 | RENUM、LCOPY 命 令 の 指定 に 不都合 が ある 。 ー 
(指定 し た 開始 行 以降 の 行 番号 の つけ 替え を 行う と 、 開 始 行 よ り も 小さ い 番 号 の 行 
( 行 番号 の つけ 替え を し な い 行 ) と 混ざっ て し まう よう な 指定 に な っ て いる 。) 
44 | LLIST、DELETE な どの 命令 で 指定 し た 開始 行 と 終了 行 の 大 き さ が 逆 に な っ 
て いる 。 (終了 行 よ り も 開始 行 が 大 きく な っ て いる 。) 
50 GOSUB、FOR、REPEAT、WHILE も し く は SWITCH で の 段数 オ 
51 RETURN 文 に 対す る GO SU B 文 が な い 。 
52 NEX 丁 文 に 対す る FOR 文 が な い 。 _ _ 
53 READ 文 に 対す る DATA 文 が な い 。 
ド 54 ファ ンク ショ ン パ バッファ (16 段 ) また は 、 デ ー タ パッ ファ (8 段 ) の 段数 オー バー。 
_ 懲 | 文字 記憶 エリ ア (255 文 字 ) の 容量 を 超え た 。 
1 行 の 長 さ が 255 バ イト を 超え た 。 
60 プロ グラ ム お よび 変数 が 大 きす ぎ て 、 が ちな ム ・ ピ ー タ エ リ ア の 容量 を 超え た 。 | 
61 ブロ ッ ク 形 式 の END IF が な い の に プ ブロッ ク 形 式 の IF 文 も し く は ブロ ッ ク 形 式 。 
の EL SE 文 を 実行 し た 。 
62 UNTIL に 対す る REPEAT が な い 。 
63 WHILE に 対す る WEND が な い 。 
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計 
計 


故障 か な ? と 思っ た ら 


次 の よう な 場合 は 故障 で な いこ と が あり ます の で 、 修 理 を 依頼 され る 前 に も う 一 度 お 確か めく だ さい 。 そ 


れ で も 具合 の 悪い と き 


い 。 


は 、 次 ペー ジ の 「 ア フタ ー サ ービス に つい て 」 を ご 覧 の うえ 修理 を 依頼 し て くだ さ 


こん な と き 


ここ を お 確か めく だ さい 


電源 が 人 ら な い 


e 新しい 電池 と 交換 し て くだ い 。 (372 ペ ー ジ ) 
@ リセ ッ ト し て くだ さい 。( 呈 880 ペ ー ジ ) 


表示 が 薄い また は 濃い 


e 表示 濃度 を 調整 し て くだ さい 。( 呈 17 ペ ー ジ ) 
@ 7 血 箇 が 点灯 し て いる と き は 、 電 池 を 交換 し て くだ さい 。 
(rr372 ペ ー ジ ) 


すべ て の キー が 働か な い 
また は 正しく 働か な い 


e リセ ッ ト し て くだ さい 。(p980 ペ ー ジ ) 


プロ グラ ム が 表示 で き な | w パス ワー ド を 解除 し て くだ さい (PAS S 命 令 で プロ グラ ム の 表示 を 


い 


禁止 し て いる と き )。 (er348 ペ ー ジ ) 
@ 最初 か ら プ ログ ラム を 入れ 直し て くだ さい ( 何 か の 原因 で プロ グラ ム 
が 消え て いる と き )。 


プリ ンタ で 印字 で き 


な い | w RUN モ ー ド で 、POKE &H77 7 4, 0 を 実行 し て くだ さい 
(メモ リー の 一 部 が 、 本 機 の 内 部 制御 コー ド と 偶然 一 致し た と き )。 


64 WEND に 対す る WHILE が な い 。 
66 DBEFAULT を 実行 中 に CA SE また は DEFAULT を 実行 し よう と し た 。 
68 SWITCH、CASE も し く は DEFAULT に 対す る ENDSWITCH が な 
い 。 
69 | SWITCH が 実行 され て いな い の に CASE、DEFAULT ま た は ENDSW 
1 CH を 実行 し た 。 
70. U S 【 NG 命令 で 指定 され た フォ ー マ ッ ト で 表示 また は 印字 で き な い 。 _ 
器 U SI NG 命令 の 指 定 が 正しく な い 。(! ! で 囲ん で 指定 『 し た 内 容 が 正しく な い 。) 
72 - 入出 力 装置 に 関す る エラ ー。 
77 ファ イル の 容量 が 足り な い 。 - 
_80 | S IO に 対す る リー ドイ ン (読み 込み ) エラ ー - 
| _81 きり ヤッ リキ デビ ま 1 で PT タ の 入出 力 で 、 
規定 の 待ち 時 間 を 超え た 。) 
82 BLOAD ? 命 令 に よる 内 容 の 晃 合 で 、 内 容 の 不一致 が ある 。 
89 INPUT# 命 令 で 指定 し て いる 変数 の 型 が 、 読 み 込 も うと し て いる デー タ の 型 と 
一 致し て いな い 。 
84 プリ ンタ 関連 の ェ ラー。 前 中 直 ー 四 
85 PRINT#、INPUT# 命 令 で デー タ の 入出 力 を 行う と き 、 相 手 の 装置 (デバ 
イス ) が オー プン され て いな い 。 
386 | 1 つっ の 装置 (デバ イス ) が オー プン し て いる と き に 、 同 じ フ ァイル 番号 で ほか の 装 
置 を オー プン し よう と し た 。 ま た は 、 ファ イル が すでに オー プン され て いる 
_87 ファ イル の デー タ を 最後 まで 読み 込ん だ 後 、 さ ら に デー PP rr 
90 表 値 変数 に 文字 、 文 字 変 数 に 数 値 を 代入 し よう と し た 。 ま た 、SIN A$ の よう 
に 数 値 を 扱う 関数 に 文字 変数 を 指定 し た な ど 、 変 数 名 の 不適 合 
91 固定 変数 に お いて 、 馬入: 区 生 ど し で 間 放 LED、 沈着 
て いる 変数 を 数 値 変数 と し て 使 日 し た 。 
| ge ベス ワー ド が 一 致し て いな い 。 - 
93 ペ ス ワ ー ド が 設定 され て いる と き に 、 マ ニュ アル で MON、PEEK、POKE、 
RENUM な どの 命令 を 実行 し よう と し た 。 
94 指定 され た ファ イル が 存在 し な い 。 - 
95 ファ イル 名 の 指定 が 正しく な い 。 - 
96 BAS1IC モ ー ド で TEXTT フ ァイル を 読み 込 も うと し た 。 
97 


ファ イル の 数 が 255 を 超え た 。 


言語 で の コン パイ ル 時 と 実行 時 の エラ ー メ ッ セ ー ジ に つい て は 241 ペ ー ジ を 参照 し て くだ さい 。 
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389 - 付 録 
山 2 
アフ ター サー ビス に つい て 
保証 に つい て 
1. この 製品 に は 取扱 説明 書 の 巻末 に 保証 書 が つい て いま す 。 
保証 書 は 販売 店 に て 所 定 事項 を 記入 し て お 渡し いた し ます の で 、 内 容 を よく お 読み の うえ 大 切 に 保 
容 し で ぐだ さい めい 。 
2. 保証 期間 は お 買い あげ の 日 か ら 3 年 間 で す 。 
保証 期間 中 で も 有料 に な る こと が あり ます の で 、 保 証書 を よく お 読み くだ さい 。 
3. 保証 期間 後 の 修理 は …… 


修理 に よっ て 機能 が 維持 で きる 場合 は 、 ご 要望 に より 有料 修理 いた し ます 。 


補修 用 性 能 部 品 の 保有 期間 


・ 当 社 は ポケ ッ ト コ ンピュータ の 補修 用 性 能 部 品 を 製品 の 製造 打 切 後 7 年 保有 し て いま す 。 


t 


和 修 用 性 能 部 品 と は 、 そ の 製品 の 機能 を 維持 する た め に 必要 な 部 品 で す 。 


修理 を 依頼 され る と き は 


1 . 異常 が ある と き は 使用 を や め て 、 お 買い あげ の 販売 店 に この 製品 を | お 持込み | の うえ 、 修 理 を お 


し つけ くだ さい 。 ご 自分 で の 修理 は し な いで くだ さい 。 


2. アフ ター サー ビス に つい て わか ら な いこ と は …… 

お 買い あげ の 販売 店 、 ま た は も より の シャ ー プ お客様 ご 相談 窓口 に お 問い 合わ せく だ さい 。 

3. ポケ ッ ト コ ンピュータ に 接続 し た 周辺 機器 に 起因 し て 、 ポ ケッ トコ ンピュータ 本 体 が 故障 ・ 損 傷 し 
た 場合 は 、 保 証書 に 記載 され て いる 無料 修理 規定 が 適用 され ませ ん (有料 修理 と な り ま す ) の で 、 
あら か じ め ご 了承 くだ さい 。 

お 問い 合わ せ は 


この 製品 に つい て の ご 意見 、 ご 質問 は 、 も より の シャ ー プ お 客 様 ご 相談 窓口 へ お 申し つけ くだ さい 。 


付 


属 の 「 お 客 様 ご 相談 窓口 の ご 案内 」 の と お り 、 全 国 に お 客 様 ご 相談 窓口 を 設け て お り ま す 。 
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ポケ ッ ト コ ンピュータ 保証 書 肝 込 


(WARRANTY CARD) 多 理 


本 書 は 、 記 載 内 容 の 範囲 で 無料 修理 を させ て いた だ く こ と を お 約束 する も 


の で す 。 保 証 期間 中 に 故障 が 発生 し た 場合 は 、 商 品 と 本 書 を ご 持参 の うえ 、 


お 買い あげ の 販売 店 に ご 依頼 し 本 書 を ご 提示 くだ さい 。 お 買い あげ 年 
、 販 売店 名 な ど 記 入 も れ が あり ます て と 無効 で す 。 記 入 の な い 場 合 は 、 
買い あげ の 販売 店 に お 申し 出 く だ さい 。 
ご 転居 ご 贈答 品 な ど で お 買い あげ の 販売 店 に 修理 を ご 依頼 で き な い 場 


お 客 様 ご 相談 窓口 に お 問い 合わ せく だ さい 。 

本 書 は 再発 行い た し ませ ん 。 た いせ つ に 保管 し て くだ さい 。 

(無料 修理 規定 〉 

1. 取 扱 説明 書 ・ 本体 注意 ラベ ル な どの 注意 書 に し た が っ た 正常 な 使用 


や ゼ 


月 
お 


と 
ロロ 


は 、 商品 に 同 柚 し て お り ま す 「 お客 様 ご 相談 窓口 の ご 案内 ] を ご 覧 の うえ 、 


状 


態 で 、 保証 期間 内 に 故障 し た 場合 に は 、 お 買い あげ の 販売 店 が 無料 修 
いた し ます 。 

な お 、 故障 の 内 容 に より まし て 、 修理 に か え 同 等 製品 と 交換 させ て い 
だ く こ と が あり ます 。 

ら . 保 証 期間 内 で も 、 次 の 場合 に は 有料 修理 と な り ま す 。 

イ ) 本 書 の ご 提示 が な い 場 合 。 


また は 字句 を 書き 換え られ た 場合 。 
八 ) 使用 上 の 誤り 、 また は 不当 な 修理 や 改造 に よる 故障 ・ 損 傷 。 
ニ ) お 買い あげ 後に 落 こ され た 場合 な ど に よる 故障 ・ 損 傷 。 
ホホ) 火災 ・ 公 害 お よび 地震 ・ 埋 ・ 風 水害 その 他 天 災 地 変 な ど 、 外 部 
要因 が ある 故障 ・ 損 傷 。 
へ ) 消耗 部 品 (乾電池 ) が 損耗 し 取り替え が 必要 な 場合 。 


客 様 の 負担 と か な かり ます 。 ま た 、 出 
張 料 は お 客 様 の 負担 と な かり ます 。 
3. 本 書 は 日 本 国内 に お いて の み 有 効 で す 。 


可 


た 


口 ) 本 書 に お 買い あげ 年 月 日 ・ お 客 様 名 ・ 販 売店 名 の 記入 が な い 場 合 、 


に 


ト ) 電池 の 液 漏れ 、 ま た は 、 指 定規 格 外 の 電池 の 使用 に よる 故障 損傷 。 
チ ) 持 込 修理 の 対象 商品 を 直接 メー カー へ 送付 し た 場合 の 送料 等 は お 
修理 等 を 行っ た 場合 に は 、 出 


(THIS WARRANTY CARD IS ONLY VALID FOR SERHVICE 
IN JAPAN. 
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文 こ の 保証 書 は 本 書 に 明示 し た 期間 ・ 条 件 の も と に お いて 無料 修理 を お 
約束 する も の で す 。 し た が いま し て この 保証 書 に よっ て 保証 書 を 発行 
し て いる 者 (保証 責任 者 ) 、 お よび 、 それ 以外 の 事業 者 に 対す る お 客 様 の 

法律 上 の 権利 を 制限 する も の で は あり ませ ん の で 、 保証 期間 経過 後 の 修 

理 な ど に つき まし て お わか り に な ら な い 場 合 は 、 お 買い あげ の 販売 店 ま 

た は シャ ー プ お 客 様 ご 相談 窓口 に お 問い 合わ せく だ さい 。 


修理 メモ 


PC-G850VS 


取扱 販売 店 名 ・ 住 所 ・ 電 話 番号 


生け 本 体 は 3 年 間 
年 月 日 より (消耗 部 品 は 除く ) 
シャ ー プ 株 式 会 社 
ェ 545-8522 大 阪 市 阿倍 野 区 長池 町 22-22 
お 問合せ 先 : お 客 様相 談 セ ンタ ー eg.0120-303-909 
フリ ー ダ イヤ ル が 使用 で き な い 場合 の ご 利用 は 043-35 1 - 182 ら 


また は 06-67988-1583 


古 よ く あ る 質問 な ど は パソ コン パソ ュ ン http://Www.sharD.cO.jP/SuDDor 


。 か ら 検索 で きま す 。 シシ ルル | | シャ ー プ お 問い 合わ せ 
(る 使用 方 法 ・ お 買い 物 相談 な と | 
男 | 電 話 な ど か ら フ リー ダイ ヤル サ ご 利用 いた だ け な い 場 合 は ・ 


043 - 99 - 8280 | | 


gg 0120- 303 - 909 


8 孤 放 0 の 4 
携帯 電話 ・PHS か ら も ご 利用 いた だ け ま す 。 上 


043 - 351 - 18828 
| 06 - 6798-1583 | 06-67982-5993 


受 付 時 問 | 豊 月 曜 一 土曜 9:00 一 18: 00 日曜 ・ ef:00-17:00 (年 末年 始 を 除く ) 


/ 【 ポ Pr RT 談 な ど _w 


また に (沖縄 奄 竜美 也 区 の 方 〉 邊 油 | 


和 人 / 0 
043 - - 899 - _ 3863 二 。 043 - - 899 - - 8865 
06 - 6792 - 5511 06 - 6798 - 3821 


| 「 廊 サー ビス セン ター] 088 - 861 - 0866( 舎 900~1740) 
受 付 革 間 | 人 月 曜 一 土曜 :9:00- ら 0: 00 日 昌 祝日 :9:00 一 18:00 (年 未 年 始 を 除く ) 


ニク 0570 - 02 - 4649 


4. 全国 どこ か ら で も ー ご 利 用 り た だ け ます 。 
携帯 電話 か ら も ご 利 どけ ま 


電話 震 号 ・ 受付 時 間 な ど に つい て は 、 変更 に な る こと が あり ます 。 (aoo8. 12) 


シャ ー プ 株 式 会 社 


本 社  〒545-8522 大 阪 市 阿倍 野 区 長池 町 らら 番 ら ど 号 
情報 シス テム 事業 本 部 "〒G39-1186 奈良 県 大 和 郡 山 市 美濃 庄 町 498 
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